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このガイドについて

このガイ ドでは、Novell® eDirectoryTM 8.7.3 の管理および設定の方法について説明します。
このガイ ドはネッ ト ワーク管理者を対象にし、 次のセクシ ョ ンから構成されています。

1 章 13 ページの、 「Novell eDirectory について」

2 章 67 ページの、 「Novell eDirectory ネッ ト ワークの設計」

3 章 89 ページの、 「オブジェク トの管理」

4 章 105 ページの、 「スキーマの管理」

5 章 117 ページの、 「パーティシ ョ ンおよびレプリ カの管理」

6 章 131 ページの、 「Novell eDirectory 管理ユーティ リテ ィ」

7 章 171 ページの、 「Novell iMonitor 2.1 の使用」

8 章 197 ページの、 「Novell eDirectory ツ リーのマージ」

9 章 213 ページの、 「Novell eDirectory データベースの修復」

10 章 241 ページの、 「WAN ト ラフ ィ ッ クマネージャ」

11 章 273 ページの、 「LDAP Services for Novell eDirectory について」

12 章 299 ページの、 「LDAP Services for Novell eDirectory の環境設定」

13 章 335 ページの、 「Novell eDirectory の SNMP サポート 」

14 章 381 ページの、 「Novell eDirectory のバッ クアップと復元」

15 章 443 ページの、 「Novell eDirectory のメンテナンス」

16 章 469 ページの、 「DHost iConsole Manager」

17 章 479 ページの、 「eDirectory Management Toolbox」

18 章 491 ページの、 「Novell eDirectory の ト ラブルシューティング」

553 ページの付録 A、 「NMAS の注意事項」

559 ページの付録 B、 「Novell eDirectory の UNIX コマンド とその使用法」

563 ページの付録 C、 「OpenSLP for eDirectory の設定」

567 ページの付録 D、 「Novell eDirectory が DNS を使用する際の動作について」

補足マニュアル

eDirectory のインス トール手順については、 『Novell eDirectory 8.7.3 インス トールガイ ド
(http://www.novell.com/documentation/japanese/edir873/index.html)』 を参照して ください。

eDirectory 管理ユーテ ィ リ テ ィ に関するマニュアルついては、 『Novell iManager 2.0.x
Administration Guide(Novell iManager 2.0.x管理ガイ ド ) (http://www.novell.com/documentation/
japanese/imanager20/index.html)』 を参照してください。
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マニュアルの更新

このガイ ドの 新版については、『Novell eDirectory 8.7.3 管理ガイ ド  (http://www.novell.com/
documentation/japanese/edir873/index.html)』 を参照してください。

マニュアルの表記規則

このマニュアルでは、 不等号 (>) を使用して、 操作手順の動作、 およびクロス リ ファレ
ンスパス内の項目を区切り ます。

「®」、 「TM」 などの商標記号は、 Novell の商標を示します。 アスタ リ スク (*) はサードパー
ティの商標を示します。

シングルパス名に円記号 (¥) が使用されるプラ ッ ト フォームやスラ ッシュ (/) が使用され
るプラ ッ ト フォームがあ り ますが、 パス名は円記号で表記されています。 UNIX* など、
ス ラ ッシュを必要とするプラ ッ ト フォームでは、 ソフ ト ウ ェアの必要に応じてスラ ッ
シュを使用して ください。
12   Novell eDirectory 8.7.3 管理ガイド
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1 Novell eDirectory について

Novell® eDirectoryTM は、 高い拡張性を持ち、 高性能で、 安全性の高いディ レク ト リサー
ビスです。 ユーザ、 アプ リ ケーシ ョ ン、 ネッ ト ワークデバイス、 およびデータなど、 多
量のオブジェク ト を格納および管理できます。 Novell eDirectory が提供する安全な識別
情報管理ソ リ ューシ ョ ンは、 複数のプラ ッ ト フォーム間で実行され、 インターネッ ト規
模の高い拡張性を持っています。

また、 識別情報管理、 インフラス ト ラ クチャ、 インターネッ ト上のセキュ リ テ ィ、 およ
び拡張性が 1 つに集約されて、 ファ イアウォール越しに実行されるすべてのアプ リ ケー
シ ョ ンで利用できます。 Novell eDirectory 8.7.3 には、 Web ベースのワイヤレスな管理機
能が搭載されており、 Web ブラウザおよびさまざまな携帯用デバイスから、ディ レク ト
リやユーザ、 アクセス権、 およびネッ ト ワーク リ ソースにアクセスした り、 それらを管
理した りする こ とができます。

eDirectory では、ディ レク ト リ標準 LDAP(Lightweight Directory Access Protocol) バージ ョ
ン 3 がネイティブでサポート され、 OpenSSL ソースコードに基づいた TLS/SSL サービ
スへのサポートが提供されています。 

eDirectory エンジンの詳細については、eDirectory Process Requests (http://developer.novell.com/
research/sections/netmanage/dirprimer/2002/august/p020801.htm) を参照してください。

このセクシ ョ ンでは、 次の情報について説明します。

14 ページの 「新機能」

14 ページの 「Novell eDirectory」

15 ページの 「Novell iManager の便利な管理機能」

19 ページの 「オブジェク ト ク ラス とプロパティ」

35 ページの 「コンテキス ト と命名規則」

38 ページの 「スキーマ」

44 ページの 「パーティシ ョ ン」

48 ページの 「レプ リ カ」

52 ページの 「NetWare バインダ リエ ミ ュレーシ ョ ン」

53 ページの 「レプ リ カ リ ングでのサーバの同期」

53 ページの 「リ ソースへのアクセス」

54 ページの 「eDirectory での権利」
Novell eDirectory について 13
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新機能

Novell eDirectory 8.7.3 には、 次のよ うな新機能があ り ます。

次のプラ ッ ト フォームへの新規サポート

Windows* 2003 Server

Linux*、Solaris*、および AIX* のすべての eDirectory サーバコンポーネン トに対する、
UNIX* パッケージベースのインス トール

詳細については、『Novell eDirectory 8.7.3 インス トールガイ ド』 を参照して ください。

デフォル トポート を 80および443から、8008および8010(NetWare®では 8009)に変更

詳細については、 488 ページの 「eDirectory ポート番号を確認する」 を参照してくだ
さい。

Novell iManager 2.0.2

NetWare 6.5、 Windows、 Linux、 Solaris、 AIX、 および HP-UX* 上で Novell 製品の管
理を行うための、単一の Web ベース管理コンソールを搭載しています。 iManager で
は、 Novell の Web ベース管理ユーティ リ テ ィが、すべて 1 つの管理フレームワーク
上で標準化されています。 また、 オープンな標準アプリ ケーシ ョ ンインタフェース
によって、 Web ベース管理運用モジュールの開発を容易にするための 高のアーキ
テクチャも用意されています。

詳細については、『Novell iManager 2.0.x Administration Guide(Novell iManager 2.0.x 管理
ガイ ド ) (http://www.novell.com/documentation/japanese/imanager20/index.html)』を参照し
て ください。

NMASTM 2.3

Novell Modular Authentication ServiceTM (NMAS) の新機能には、高度なパスワードポ リ
シーの実行、 NMAS Web サーバエージェン ト、 チャレンジ / レスポンス方式のログ
イン メ ソ ッ ド、 チャレンジレスポンス認証 API、 Kerberos 認証メ ソ ッ ドなどがあ り
ます。

詳細については、『Novell Modular Authentication Service 2.3 Administration Guide(Novell
Modular Authentication Service 2.3 管理ガイ ド ) (http://www.novell.com/documentation/
japanese/nmas23/index.html)』 を参照して ください。

Novell Certificate Server 2.6

新機能には、 SSL 上の OCSP およびディ レク ト リ名 CRL サポート などがあ り ます。

詳細については、 『Novell Certificate Server 2.6 Administration Guide(Novell Certificate
Server 2.6 管理ガイ ド ) (http://www.novell.com/documentation/japanese/crt26/index.html)』
を参照して ください。

Novell eDirectory
簡単に言う と、 Novell eDirectory とは、 ネッ ト ワークユーザ、 サーバ、 プ リ ンタ、 プ リ
ン ト キュー、 アプ リ ケーシ ョ ンなどのネッ ト ワーク リ ソースを表す一連のオブジェク ト
です。図 1 は、 Novell iManager 管理ユーティ リ テ ィで表示されるオブジェク トの一部を
示します。
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図 1 iManager での eDirectory オブジェクト

eDirectoryサーバに設定された実際のスキーマやeDirectoryを実行するオペレーティング
システムによっては、 使用できないオブジェク ト ク ラスもあ り ます。

オブジェク トの詳細については、 19 ページの 「オブジェク ト ク ラス とプロパティ」 を参
照して ください。

ディ レク ト リは、 サーバのデータベースファ イルのセッ ト と して、 物理的に格納されま
す。 サーバがファ イルシステムボ リ ュームのホス ト となっている場合、 ファ イルはボ
リ ューム sys: に格納されます。 ボ リ ュームがまった くない場合、ディ レク ト リはサーバ
のローカルディ スクに格納されます。

ネッ ト ワークに複数の eDirectory サーバがある場合、 ディ レク ト リは複数のサーバに複
製できます。

Novell iManager の便利な管理機能

Novell eDirectory では、 ネッ ト ワーク リ ソースを、 容易に、 強力に、 またフレキシブル
に管理できます。 eDirectory は、 グループウェアやその他アプリ ケーシ ョ ンのユーザ情
報の リ ポジ ト リ と し て も機能し ます。 これらのアプ リ ケーシ ョ ンは、 業界標準の
LDAP(Lightweight Directory Access Protocol) を通して、 ディ レク ト リへアクセスします。

eDirectory の便利な管理機能には、 強力なツ リー構造、 統合管理ユーティ リ テ ィ、 およ
びシングルログインと認証機能があ り ます。

Novell iManager では、 Web ブラウザやさまざまな携帯用デバイスから、ディ レク ト リや
ユーザ、ディ レク ト リ内のアクセス権やネッ ト ワーク リ ソースを管理できます。iManager
への eDirectory プラグインによって、 基本的なディ レク ト リ管理タスクや、 DSRepair、
DSMerge、 バッ クアップおよび復元などの、 以前は eDirectory サーバで実行する必要の
あった eDirectory 管理ユーティ リ テ ィにアクセスするこ とができます。

iManager が Web サーバにインス トールされると、Internet Explorer 5.5 以降または Netscape 6.2
以降を実行するサーバやワークステーションであればどこからでもアクセスできます。

詳細については、 『Novell iManager 2.0.x Administration Guide(Novell iManager 2.0.x 管理ガ
イ ド ) (http://www.novell.com/documentation/japanese/imanager20/index.html)』 を参照して く
ださい。
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強力なツリー構造

Novell eDirectory では、 ツ リー構造内にオブジェク トが編成されます。 上部のツ リー
オブジェク トには、 ツ リー名が付けられます。

eDirectory サーバで動作するオペレーティングシステムが NetWare、 UNIX、 Windows の
どれであっても、 すべての リ ソースを同じツ リー内に保管できます。 オブジェク トの作
成や、 権利の許可、 パスワードの変更、 アプ リ ケーシ ョ ンの管理のために、 それぞれの
サーバやド メ インに個別にアクセスする必要はあ り ません。

ツ リーの階層構造によって、 極めて柔軟で強力な管理が可能になっています。 このよ う
な管理機能は、 主に次の 2 つの機能で実現できます。

16 ページの 「コンテナオブジェク ト 」

17 ページの 「継承」

コンテナオブジェクト

コンテナオブジェ ク ト を利用する こ とによって、 オブジェ ク ト を個々に扱うのではな
く、 オブジェク トのま と ま り と して扱う こ とができます。 図 2 に示すよ うに、 コンテナ
オブジェク トには、 3 つの共通ク ラスがあ り ます。

図 2 コンテナオブジェクトの共通クラス

ツ リーオブジェク トは、 ツ リー内の 上部のコンテナオブジェク トです。通常、 この
コンテナには、 その会社の組織オブジェク トが格納されます。

 組織は通常、ツ リーオブジェク トの直下に位置するコンテナク ラスです。一般に、組
織オブジェク トには会社名に基づく名前が付けられます。 小規模な会社の場合は、 管理
を容易化するために、他のオブジェク ト をすべて組織オブジェク トの直下に配置します。

 組織の下に部門オブジェ ク ト を作成し、 異なった地区、 ネッ ト ワークキャンパス、
または個々の部署を表すこ とができます。 部門の下にさ らに部門を作成して、 ツ リーを
細分化するこ と もできます。

その他、 コンテナオブジェク トには、 国ク ラス と地域ク ラスがあ り ます。 これらのク ラ
スは通常、 複数の国にまたがるネッ ト ワークでのみ使用されます。

ド メ インオブジェ ク トは、 ツ リーオブジェ ク ト の下、 または組織、 部門、 国、 およ
び地域オブジェク トの下に作成されます。

コンテナ内のすべてのオブジェク トに対してなんらかの処理を行う場合、 コンテナオブ
ジェク トに処理を行えば 1 回の実行で済みます。 たとえば、 Accounting コンテナ内のす
べてのオブジェク ト に対する管理制御権を、 Amy とい う名前のユーザに与える と しま
す。 ( 図 3 を参照して ください )。
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図 3 コンテナオブジェクト

この場合、 Accounting オブジェク ト を右ク リ ッ ク して ［オブジェク トの ト ラスティ］ を
選択し、 Amy を ト ラ ステ ィ と して追加します。 次に、 Amy に与える権利を選択して
［OK］ をク リ ッ ク します。 これで Amy に、 Database アプリ ケーシ ョ ン、 Bookkeepers グ
ループ、 LaserPrinter プリ ンタ、 および Amy、 Bill、 Bob のユーザオブジェク ト を管理す
る権利が与えられました。

継承

eDirectory のも う 1 つの強力な機能は、 権利の継承です。 継承とは、 ツ リー内の上位層
のコンテナの権利が、それぞれの下位層のすべてのコンテナに受け継がれるこ とを意味
します。 この機能によって、 権利の割り当て回数を少なくするこ とができます。 たとえ
ば、 図 4 に示すオブジェク トに対する管理権を与える と します。

図 4 eDirectory オブジェクトの例

次の割り当てのいずれかを行う こ とができます。

ユーザにAllentownに対する権利を与える と、そのユーザはAllentownコンテナ内のオ
ブジェク トのみ管理できます。

ユーザに East に対する権利を与える と、 そのユーザは East、 Allentown、 および
Yorktown コンテナ内のオブジェク ト を管理できます。 

ユーザに YourCo に対する権利を与える と、そのユーザは図中のすべてのコンテナの
すべてのオブジェク ト を管理できます。

権利の割り当ての詳細については、 54 ページの 「eDirectory での権利」 を参照してくだ
さい。
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Web ベースの管理ユーティリティ

Novell iManager はブラウザベースのツールで、eDirectory オブジェク ト を運用、管理、設
定するために使用します。 iManager を使用する と、 ユーザに特定のタスクや責任を割り
当てた り、それらのタスクを実行するために必要なツールおよびそれに伴う権利だけを
付与した りするこ とができます。

Internet Explorer 5.5 SP2 以降または Netscape 6.2 以降を実行するサーバまたはワークス
テーシ ョ ンで iManager を使用する と、 次のよ うなスーパバイザの作業を実行できます。

eDirectory への LDAP および XML ベースのアクセス設定

ネッ ト ワークユーザ、 デバイス、 およびリ ソースを表すオブジェク トの作成

新規ユーザアカウン ト作成用のテンプレートの定義

ネッ ト ワークオブジェク トの検索、 変更、 移動、 および削除

管理権を委託する権利と職種の定義

カスタムオブジェク ト タイプとプロパティを作成するための eDirectory スキーマの
拡張

複数のサーバでの eDirectory データベースのパーティシ ョ ン化とレプ リ カの作成

DSRepair、DSMerge、バッ クアップおよび復元などの eDirectory 管理ユーティ リテ ィ
の実行 

その他にも、 iManager にロード されたプラグインに基づいた管理機能を実行できます。
iManager 1.5 でインス トールされるのは、 次の eDirectory プラグインです。

eDirectory Backup and Restore

eDirectory Log Files

eDirectory Merge

eDirectory Repair

eDirectory Service Manager

eGuide コンテンツ

iManager 基本コンテンツ

インポート / エクスポート変換ウ ィザード

インデッ クス管理

iPrint

LDAP

NLS

NMAS

PKI/Certificate

フ ィルタ処理済レプリ カ環境設定ウ ィザード

SNMP

WAN ト ラフ ィ ッ クマネージャ

iManager のインス トール、 設定、 および実行についての詳細は、 『Novell iManager 2.0.x
管理ガイ ド  (http://www.novell.com/documentation/japanese/imanager20/index.html)』 を参照
してください。
18   Novell eDirectory 8.7.3 管理ガイド

http://www.novell.com/documentation/japanese/imanager20/index.html
http://www.novell.com/documentation/japanese/imanager20/index.html
http://www.novell.com/documentation/japanese/imanager20/index.html


    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
シングルログインと認証

eDirectory では、 ユーザはグローバルディ レク ト リにログインするため、 ユーザごとに
複数のサーバやド メ インを管理する必要はあ り ません。 また、 ド メ イン間の信頼関係や
通過時の認証を管理する必要もあ り ません。

ディ レク ト リのセキュ リ ティ機能の 1 つは、 ユーザの認証です。 ユーザがログインする
ためには、 あらかじめユーザオブジェク トがディ レク ト リ内に作成されている必要があ
り ます。 ユーザオブジェク トには、 名前やパスワード といった、 特定のプロパティがあ
り ます。

ユーザがログインする と、 eDirectory は入力されたパスワード とディ レク ト リに格納さ
れているそのユーザのパスワードを照合し、 一致した場合にアクセスを許可します。

オブジェクトクラスとプロパティ

eDirectory オブジェク トの各タイプの定義を、 オブジェク ト ク ラス といいます。 たとえ
ば、 「ユーザ」 や 「組織」 は、 オブジェク ト ク ラスです。 オブジェク トの各ク ラスには、
それぞれ特定のプロパティがあ り ます。 たとえば、 ユーザオブジェク トには、 ログイン
名、 パスワード、 姓、 および他の多くのプロパティがあ り ます。

スキーマでは、 オブジェク ト ク ラス とプロパティ、 および保管規則 ( どのコンテナにど
のオブジェク ト を保管するか ) が定義されます。 eDirectory にはベーススキーマが付属
しています。 このベーススキーマは、 ユーザまたはユーザが使用するアプリ ケーシ ョ ン
による拡張が可能です。 スキーマの詳細については、 38 ページの 「スキーマ」 を参照し
て ください。

コンテナオブジェク トは、他のオブジェク ト を格納し、ツ リーをさまざまな分岐に分割す
るために使用されます。 一方、 リーフオブジェク トはネッ ト ワーク リ ソースを表します。 

オブジェクトのリスト

次の表に、eDirectory のオブジェク ト ク ラスを示します。サービスを追加した場合は、表
内のオブジェク ト ク ラス以外のオブジェク ト ク ラスが eDirectory 内に新たに作成される
こ とがあ り ます。 また、 eDirectory のホス ト となるすべてのサーバオペレーティングシ
ステムで、 すべてのク ラスが使用できるわけではあ り ません。

eDirectory コンテナオブジェクトクラス

iManager アイコン コンテナオブジェクト ( 略語 ) 説明

ツリー ツリーの開始点を表します。詳細について
は、22 ページの「ツリー」を参照してくだ

さい。

国 (C) ネットワークが存在する国を表します。その
下には、国内の他のディレクトリオブジェク
トが編成されます。詳細については、24 ペー

ジの「国」を参照してください。 
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eDirectory リーフオブジェクトクラス

ライセンスコンテナ (LC) NLS(Novell Licensing Services) 技術を使用

して、ライセンス許可証をインストールした
場合や課金許可証を作成した場合に自動的
に作成されます。NLS 対応のアプリケーショ

ンをインストールすると、LC コンテナオブ

ジェクトがツリーに追加され、ライセンス許
可証リーフオブジェクトがそのコンテナに
追加されます。

組織 (O) ディレクトリ内の他のオブジェクトの編成
に使用されます。組織オブジェクトは、国オ
ブジェクトの直下に配置されます ( 国オブ

ジェクトを作成している場合 )。詳細につい

ては、22 ページの「組織」を参照してくだ

さい。

部門 (OU) ディレクトリ内の他のオブジェクトをさら
に細かく編成するために使用されます。部門
オブジェクトは、組織オブジェクトの直下に
配置されます。詳細については、23 ページ

の「部門」を参照してください。

ドメイン (DC) ディレクトリ内の他のオブジェクトをさら
に細かく編成するために使用されます。ドメ
インオブジェクトは、ツリーオブジェクトの
下、または組織、部門、国、および地域オブ
ジェクトの下に作成されます。詳細について
は、24 ページの「ドメイン」を参照してく

ださい。

iManager アイコン リーフオブジェクト 説明

 AFP サーバ eDirectory ネットワーク内のノードとして機

能する、AppleTalk* ファイリングプロトコル

サーバを表します。通常、複数の Macintosh*
コンピュータに対する NetWare ルータおよ

び AppleTalk サーバとしても機能します。

別名 ディレクトリ内にあるオブジェクトの実際
の位置を指します。別名を使用することに
よって、ディレクトリ内のディレクトリオブ
ジェクトを、実際の場所とは異なる場所に存
在するように表示できます。詳細について
は、32 ページの「別名」を参照してください。

アプリケーション ネットワークアプリケーションを表します。
アプリケーションオブジェクトによって、権
利の割り当て、ログインスクリプトのカスタ
マイズ、およびアプリケーションの起動のよ
うな、管理作業を簡素化できます。

コンピュータ ネットワーク内のコンピュータを表します。

iManager アイコン コンテナオブジェクト ( 略語 ) 説明
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ディレクトリマップ ファイルシステム内のディレクトリを表し
ます。詳細については、34 ページの「ディレ

クトリマップ」を参照してください。

グループ ディレクトリ内のユーザオブジェクトのリ
ストに名前を割り当てます。各ユーザに権利
を割り当てる代わりに、グループに権利を割
り当てることによって、グループ内の各ユー
ザに権利を与えることができます。詳細につ
いては、29 ページの「グループ」を参照して

ください。

ライセンス許可証 プロダクトライセンス許可証をデータベース
のオブジェクトとしてインストールするため
に、NLS 技術とともに使用されます。NLS 対

応アプリケーションをインストールすると、
ライセンス許可証オブジェクトがライセンス
プロダクトコンテナに追加されます。

職種 組織内での地位や職種を定義します。 

プリントキュー ネットワークのプリントキューを表します。

プリントサーバ ネットワークのプリントサーバを表します。

プリンタ ネットワークのプリンタを表します。

プロファイル 共通のログインスクリプトコマンドを共有
するユーザグループが使用するログインス
クリプトを表します。これらのユーザは同じ
コンテナに属する必要はありません。詳細に
ついては、35 ページの「プロファイル」を参

照してください。

サーバ 任意のオペレーティングシステムが動作す
るサーバを表します。詳細については、25
ページの「サーバ」を参照してください。

テンプレート 新しいユーザオブジェクトに適用する標準の
ユーザオブジェクトプロパティを表します。

不明 iManager にカスタムアイコンが存在しない

オブジェクトを表します。

ユーザ ネットワークを使用する人を表します。詳細
については、27 ページの「ユーザ」を参照し

てください。

ボリューム ネットワーク上の物理的なボリュームを表
します。詳細については、26 ページの「ボ

リューム」を参照してください。

iManager アイコン リーフオブジェクト 説明
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コンテナオブジェクトクラス

ツリー

 ネッ ト ワーク内のサーバに eDirectory を初めてインス トールする と、ツ リーコンテナ
( 以前の ［Root］ コンテナ ) が作成されます。 上位のコンテナであるツ リーコンテナ
には、 通常、 組織オブジェク ト 、 国オブジェク ト 、 または別名オブジェク トが格納され
ます。

ツリーが表す内容

ツ リーコンテナはツ リーの 上部を表します。 

使用法

ツ リーは、包括的な権利の割り当てに使用します。ツ リーに対して行った権利の割り当て
は、 継承機能によって、 ツ リー内のすべてのオブジェク トに適用されます。 54 ページの
「eDirectory での権利」 を参照してください。 デフォルトで、 ト ラスティ [Public] はツ リー
に対するブラウズ権を所有し、 Admin はツ リーに対するスーパバイザ権を所有します。

重要なプロパティ

ツ リーオブジェク トは名前プロパティ を持っています。 名前プロパティは、 初のサー
バのインス トール時に指定されたツ リー名を表します。ツ リー名は iManager の階層に表
示されます。

組織

 ネッ ト ワークのサーバに eDirectory をインス トールする と、 組織コンテナオブジェ
ク トが作成されます。通常、組織コンテナは 上部のツ リーコンテナの直下に作成され、
コンテナ内には部門オブジェク ト と リーフオブジェク トが格納されます。

デフォル トでは、 初の組織コンテナに、 Admin とい う名のユーザオブジェク トが作成
されます。 

組織オブジェクトが表す内容

通常、 組織オブジェク トは会社を表しますが、 ツ リーの下に組織オブジェク ト を追加作
成するこ と もできます。 一般的に、 組織オブジェク トの追加作成は、 さまざまな地区で
構成されるネッ ト ワークや、 独立した複数の eDirectory ツ リーがマージされているネッ
ト ワークで行われます。

使用法

ツ リーでの組織オブジェク トの運用方法は、ネッ ト ワークのサイズと構造によ り異な り
ます。 小規模のネッ ト ワークでは、 1 つの組織オブジェク トの下にすべての リーフオブ
ジェク ト を配置します。

大規模なネッ ト ワークでは、 組織オブジェク ト の下に部門オブジェク ト を作成します。
これによ り、 リ ソースの検索と管理を容易にできます。 たとえば、 社内の各部署や事業
部ごとに部門オブジェク ト を作成できます。

複数のサイ トがあるネッ ト ワークでは、組織オブジェク トの下に各サイ ト を表す部門オ
ブジェク ト を作成します。 ディ レク ト リ を分割するためのサーバ数が十分にあれば、 こ
のよ うにサイ トの境界で論理的にパーティシ ョ ンを区切るこ とができます。
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プリ ンタ、 ボ リ ューム、 アプ リ ケーシ ョ ンといった、 社内全体で使用する リ ソースを共
有しやすくするために、 組織の直下に、 対応するプ リ ンタ、 ボ リ ューム、 アプ リ ケー
シ ョ ンのオブジェク ト を作成します。

重要なプロパティ

組織オブジェ ク ト の も有用なプロパテ ィ を次に示します。 名前プロパティは必須で
す。すべてのプロパティの一覧を表示するには、 iManager で組織オブジェク ト を選択し
ます。 プロパティの各ページの説明を表示するには、 ［ヘルプ］ をク リ ッ ク します。

名前

通常、 名前プロパティは会社名と同じです。 もちろん、 簡略化するために短くする
こ と もできます。 たとえば、 会社名が Your Shoe Company の場合、 YourCo とするこ
とができます。

組織名は、 その下に作成されるすべてのオブジェク トのコンテキス トの一部と して
使用されます。

ログインスク リプ ト

ログインスク リプ トプロパティには、 組織の直下にあるユーザオブジェク トが実行
するコマンドが格納されます。 これらのコマンドは、 ユーザのログイン時に実行さ
れます。

部門

 部門 (OU) コンテナオブジェク ト を作成するこ とによって、 ツ リーを細分化できま
す。 部門は、 iManager によって、 組織、 国、 または別の部門オブジェク トの下に作成さ
れます。

部門には、 ユーザオブジェク トやアプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト といった、 他の部門や
リーフオブジェク ト を格納できます。

部門オブジェクトが表す内容

通常は、 部門オブジェク トは 1 つの部署を表し、 互いにアクセスする必要がある複数の
オブジェク ト を格納します。 部門オブジェク ト の主な格納内容と して、 複数のユーザ、
およびユーザが使用するプリ ンタ、 ボ リ ューム、 アプ リ ケーシ ョ ンなどを挙げるこ とが
できます。

部門オブジェク トの 上位レベルに配置された各部門は、 WAN リ ンクごとに区切られ
たネッ ト ワークの各サイ ト を表します。

使用法

ツ リーでの部門オブジェク トの運用方法は、ネッ ト ワークのサイズと構造によ り異な り
ます。 小規模のネッ ト ワークでは、 部門オブジェク ト を作成する必要がない場合もあ り
ます。

大規模なネッ ト ワークでは、 組織オブジェク ト の下に部門オブジェク ト を作成します。
これによ り、 リ ソースの検索と管理を容易にできます。 たとえば、 社内の各部署や事業
部ごとに部門オブジェク ト を作成できます。 ユーザオブジェク ト と、 ユーザが頻繁に使
用する リ ソースを一緒に部門オブジェク トに格納する と、 管理が も容易にな り ます。

複数のサイ トがあるネッ ト ワークでは、組織オブジェク トの下に各サイ ト を表わす部門
オブジェク ト を作成します。 ディ レク ト リ を分割するためのサーバ数が十分にあれば、
このよ うにサイ トの境界で論理的にパーティシ ョ ンを区切るこ とができます。
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重要なプロパティ

部門オブジェ ク ト の も有用なプロパテ ィ を次に示します。 名前プロパテ ィは必須で
す。すべてのプロパティの一覧を表示するには、 iManager で部門オブジェク ト を選択し
ます。 プロパティの各ページの説明を表示するには、 ［ヘルプ］ をク リ ッ ク します。

名前

通常、 名前プロパティは部署名と同じです。 もちろん、 簡略化するために短くする
こ と もできます。たとえば、部署名が Accounts Payable の場合、省略して AP とする
こ とができます。

部門名は、 その下に作成されるすべてのオブジェク トのコンテキス トの一部と して
使用されます。

ログインスク リプ ト

ログインスク リプ トプロパティには、 部門の直下にあるユーザオブジェク トが実行
するコマンドが格納されます。 これらのコマンドは、 ユーザのログイン時に実行さ
れます。

国

 国オブジェク トは、 iManager を使用して、 ツ リーオブジェ ク トの直下に作成できま
す。 国オブジェク トは、 特定の X.500 グローバルディ レク ト リに接続する場合にのみ必
要です。 

国オブジェクトが表す内容

国オブジェク トは、 ツ リーの分岐先の国家名を表します。

使用法

ネッ ト ワークが複数の国に渡っている場合でも、 管理者は通常、 国オブジェ ク ト を作成
しません。これは、国オブジェク トがツ リーに不要なレベルを追加するだけだからです。
ネッ ト ワークが複数の国家で構成されている場合は、 必要に応じて、 ツ リーオブジェ ク
ト の下に 1 つ以上の国オブジェク ト を作成できます。 国オブジェ ク ト には、 組織オブ
ジェク トのみ格納できます。

国オブジェク ト を作成していない場合でも、 後で必要になった時には、 随時ツ リーを変
更して国オブジェク ト を追加できます。

重要なプロパティ

国オブジェク トには、 2 文字の名前プロパティがあ り ます。国オブジェク トの名前には、
US、 UK、 または DE といった、 2 文字の標準コードが使用されます。

ドメイン

 ド メ インオブジェク トは、 iManager を使用してツ リーオブジェ ク トの直下に作成で
きます。 また、 組織、 部門、 国、 および地域オブジェク トの下にも作成できます。 

ドメインオブジェクトが表す内容

ド メ インオブジェ ク トは、 DNS のド メ インコンポーネン ト を表します。 ド メ インオブ
ジェク ト を使用する と、 ド メ インネームシステムによって示されるサービス リ ソースレ
コードの場所 (DNS SRV) に基づいて、 ツ リー内のサービスを検索できます。
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ド メ インオブジェク ト を使用する と、 ツ リーは次のよ うに表されます。

DS=Novell.DC=Provo.DC=USA

この例では、 すべてのサブコンテナがド メ インになっています。 次のよ うに、 異なるツ
リーが混在する場合にも ド メ インオブジェク ト を使用できます。

DC=Novell.O=Provo.C=USA

または

OU=Novell.DC=Provo.C=USA 

通常、先頭のド メ インはツ リー全体を表し、サブド メ インはそのツ リーの下位の部分を表
します。たとえば machine1.novell.com をツ リーで表すと、DC=machine1.DC=novell.DC=com
となり ます。 ド メ インは、 eDirectory ツ リーの設定で使用される一般的な方法です。 コン
テナおよびサブコンテナがすべて DC オブジェク トである場合は、オブジェク ト を検索す
る と きに、 C、 O、 または OU を記憶している必要はあり ません。

使用法

NetWare 4 および 5 のツ リーでは、 ド メ インオブジェ ク ト をツ リーの 上位にするこ と
はできません。 NetWare 4 および 5 では、 NCP サーバオブジェク ト を組織、 国、 部門、
または地域コンテナに配置できますが、 ド メ インコンテナには配置できません。 ただし
NetWare 6 では、 ド メ インオブジェ ク ト をツ リーの 上位にするこ とができます。 また
NCP サーバオブジェク ト を ド メ インコンテナに配置できます。

NetWare の以前のインス トール (NetWare 4 など ) を使用している場合、NetWare 5 以降の
インス トールやアップグレードに備えてツ リーを設定する と きに、 nds500.sch ファ イル
が自動的に実行されます。 初のサーバをツ リーにインス トールする と、 このファ イル
によ り スキーマが拡張され、 任意の場所にド メ インコンテナを作成し、 ほとんどのディ
レク ト リオブジェク ト を格納できます。

リーフオブジェクトクラス

サーバ

サーバに eDirectory をインス トールする と、そのサーバに対応するサーバオブジェク
トが、 ツ リー内に自動作成されます。 このオブジェク ト ク ラスは、 eDirectory が動作し
ているいずれかのサーバを表します。

NetWare 2 またはNetWare 3バインダ リサーバを表すサーバオブジェク ト を作成するこ と
もできます。

サーバオブジェクトが表す内容

サーバオブジェ ク ト は、 eDirectory が動作しているサーバ、 またはバインダ リベース
(NetWare 2 または NetWare 3) のサーバを表します。

使用法

サーバオブジェ ク トはレプ リ ケーシ ョ ン処理の リ フ ァレンスポイン トの役目を果たし
ます。バインダ リベースのサーバを表すサーバオブジェク トでは、 iManager でそのサー
バのボ リ ュームを管理できます。
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重要なプロパティ

サーバオブジェク トの主なプロパティ と して、ネッ ト ワークアドレスプロパティがあ り
ます。 ネッ ト ワークアドレスプロパティには、 そのサーバのプロ ト コルとアドレス番号
が表示されます。 これはパケッ ト レベルでの ト ラブルシューティングに役立ちます。

すべてのプロパティの一覧を表示するには、 iManager でサーバオブジェク ト を選択しま
す。 プロパティの各ページの説明を表示するには、 ［ヘルプ］ をク リ ッ ク します。

ボリューム

 サーバ上に物理ボ リ ュームを作成する と、 ツ リー内にボ リ ュームオブジェ ク ト が自
動作成されます。 デフォル トでは、 サーバ名にアンダースコアと物理ボ リ ューム名を追
加したものが、 ボ リ ュームオブジェク トの名前にな り ます (YOSERVER_SYS など )。

ボ リ ュームオブジェク トはNetWareでのみ作成できます。UNIXファ イルシステムのパー
ティシ ョ ンは、 ボ リ ュームオブジェク ト を使用して管理するこ とはできません。

ボリュームオブジェクトが表す内容

ボ リ ュームオブジェク トは、 サーバ上の物理ボ リ ューム ( 書き込み可能ディ スクや CD
などの記憶媒体 ) を表します。 eDirectory 内のボ リ ュームオブジェ ク ト には、 そのボ
リ ューム内のファ イルやディ レク ト リに関する情報は含まれませんが、 iManager を使用
すれば、 それらの情報にアクセスできます。 ファ イルおよびディ レク ト リに関する情報
は、 ファ イルシステム自体に保存されます。

使用法

iManager で ［ボ リ ューム］ アイコンをク リ ッ クする と、 そのボ リ ュームのファ イルや
ディ レク ト リ を管理できます。 iManager によ り、 ボ リ ュームの空きディ スク容量、 ディ
レク ト リエン ト リ領域、 および圧縮の統計に関する情報が提供されます。

ツ リー内に、NetWare 2 や NetWare 3 ボ リ ュームのボ リ ュームオブジェク ト を作成するこ
と もできます。

重要なプロパティ

必須の名前プロパテ ィおよびホス ト ボ リ ュームプロパティに加えて、 ボ リ ュームオブ
ジェク トには他にも重要なプロパティがあ り ます。

名前

ツ リー内のボ リ ュームオブジェク トの名前です。 デフォルトでは、 この名前は物理
ボ リ ュームの名前に基づいて付けられますが、 変更も可能です。

ホス トサーバ

ボ リ ュームが存在するサーバの名前です。

バージ ョ ン

ボ リ ュームの格納先であるサーバの NetWare または eDirectory のバージ ョ ンです。

ホス ト ボ リ ューム

物理ボ リ ューム名です。 実際のボ リ ュームオブジェク ト名は物理ボ リ ューム名を反
映する必要がないため、 ボ リ ュームオブジェ ク ト を物理ボ リ ュームと関連付けるた
めにこのプロパティが必要にな り ます。
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ユーザ

 ログインにはユーザオブジェク ト が必要です。 ツ リーに 初のサーバがインス トー
ルされる と、 Admin とい うユーザオブジェク トが作成されます。 初回ログイン時には、
Admin と してログインします。

ユーザオブジェク トの作成またはインポートには、 次の機能を使用できます。

iManager

iManager の詳細については、 『Novell iManager 2.0.x Administration Guide(Novell 
iManager 2.0.x 管理ガイ ド ) (http://www.novell.com/documentation/japanese/imanager20/
index.html)』 を参照して ください。

データベースファ イルからのバッチ処理

バッチファイルの使用の詳細については、68 ページの 「eDirectory ツ リーの設計」 を
参照して ください。

NetWare アップグレードユーティ リ テ ィ  

既存のバインダ リサーバからのユーザのインポート など、 アップグレードユーティ
リ テ ィの詳細については、 68 ページの 「eDirectory ツ リーの設計」 を参照してくだ
さい。

ユーザオブジェクトが表す内容

ユーザオブジェク トはネッ ト ワークを使用するユーザを表します。 

使用法

ネッ ト ワークを使用するユーザ全員に対して、 ユーザオブジェク ト を作成します。 ユー
ザオブジェク トは個別に管理するこ と もできますが、次のよ うにする と時間の節約にな
り ます。

テンプレートオブジェク ト を使用して、 通常のユーザオブジェク トのデフォル トの
プロパティ を設定する。 新し く作成するユーザに対しては、 自動的にテンプレート
が適用されます ( 既存のユーザには適用されません )。

複数のユーザを一括管理するためのグループオブジェク ト を作成する。

コンテナオブジェク ト を ト ラスティ と して使用して、 権利を割り当てる。 これによ
り、 権利の割り当てをコンテナ内のユーザオブジェク トすべてに適用できます。

複数のユーザオブジェク トは、<Shift> または <Ctrl> を押してク リ ッ クする と選択で
きます。 これによ り、 選択したすべてのユーザオブジェク トのプロパティ値を一度
に変更できます。

重要なプロパティ

ユーザオブジェク トには 80 を超えるプロパティがあ り ます。 すべてのプロパティの一
覧を表示するには、 iManager でユーザオブジェク ト を選択します。 プロパティの各ペー
ジの説明を表示するには、 ［ヘルプ］ をク リ ッ ク します。

ログイン名プロパティ と姓プロパティは必須です。 これら必須のプロパティおよび、 他
の有用なプロパティ を次に示します。

［Account Expiration Date( アカウン トの有効期限 )］ では、ユーザアカウン トの有効期
限を設定できます。 有効期限を過ぎた後は、 アカウン トはロ ッ ク され、 ユーザはロ
グインできな くな り ます。
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［アカウン ト使用不可］ には、アカウン トがロ ッ ク され、ユーザがログインできない
状態であるこ とを示すシステム生成の値があ り ます。 ロ ッ クは、 アカウン トの有効
期限が切れた場合や、 ユーザが不正なパスワードを連続して何度も入力した場合な
どに発生します。

［定期的なパスワード強制変更］ によって、一定期間ごとにパスワードの変更をユー
ザに要求し、 セキュ リテ ィの強化を図るこ とができます。

［グループメ ンバーシップ］ は、 ユーザがメ ンバーと して含まれているすべてのグ
ループオブジェク ト を示します。

［ホームディ レク ト リ ］は、NetWare ボ リ ュームと、ユーザ自身のファイルまでのファ
イルシステムのパスを表します。多くの管理者がこのよ うなディ レク ト リ を作成し、
ユーザの作業ファイルがネッ ト ワーク上に維持されるよ うにします。 

このプロパティが表すディ レク ト リは、 ユーザオブジェク トの作成時に自動作成す
るこ と もできます。

［ 終ログイン時刻］ はシステムが生成するプロパティで、ユーザが 後にログイン
した日時を示します。

［姓］ は必須ですが、 eDirectory が直接使用するこ とはあ り ません。 eDirectory ネーム
ベースを利用するアプリ ケーシ ョ ンが、 名、 役職、 位置、 Fax 番号など、 他の識別
プロパティ と と もに、 このプロパティを使用する場合があ り ます。

［同時接続数の制限］ では、ユーザがネッ ト ワークで開く こ とができるセッシ ョ ンの
大数を設定できます。

［ログイン名］ は iManager で ［ユーザ］ アイコンによって表示される名前です。 ま
た、 ログイン時にユーザが入力する名前でもあ り ます。

eDirectory では、 各コンテナ内で固有のログイン名を使用する必要があ り ますが、
ネッ ト ワーク内の別のコンテナ間では同じログイン名を使用できます。 ただし、 社
内全体で固有のログイン名を使用した方が、 管理を単純化できます °

一般に、ログイン名には姓と名の組み合わせが使用されます。たとえば、Steve Jones
の場合は、 STEVEJ や SJONES のよ うにな り ます。

［ログインスク リプ ト ］ では、個々のユーザオブジェク トの特定のログインコマンド
を作成できます。 ユーザのログイン時には、 初にコンテナのログインスク リプ ト
が実行されます。次に、ユーザオブジェク トがプロファ イルオブジェ ク トのメンバー
シップ リ ス トに登録されている場合は、 プロファ イルのログインスク リプ トが実行
されます。 後に、 ユーザのログインスク リプ トが実行されます ( スク リプ トが存
在する場合 )。

管理に要する時間を節約するため、 ログインコマンドのほとんどの部分はコンテナ
のログインスク リプ トに保管するよ うにします。 ユーザログインスク リプ ト を編集
する と、 共通の必要条件に対する例外に対処できます。

［ログイン時間制限］ では、 ユーザがログインできる時刻と曜日を設定できます。

［ネッ ト ワークアドレス］には、ユーザのログイン元である IPXTMアドレスや IPアドレ
スをすべて示したシステム生成の値が格納されます。 これらの値は、 パケッ ト レベ
ルでのネッ ト ワークの問題の ト ラブルシューティングに役立ちます。

［パスワード要求］ では、パスワードの入力をユーザに要求するかど うかを指定でき
ます。 他の関連プロパティでは、 パスワード長などの一般的なパスワード制限を設
定できます。

［ファ イル / ディ レク ト リの権利］は、ユーザに割り当てられた、NetWare ファ イルシ
ステムに対するすべての権利を示します。 iManager を使用して、 フ ァ イルおよび
ディ レク ト リに対するユーザの有効な権利 ( 他のオブジェク トから継承されたもの
を含む ) を確認するこ と もできます。
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グループ

 グループオブジェク ト を作成する と、 複数のユーザオブジェク ト を容易に管理でき
ます。

グループオブジェクトが表す内容

グループオブジェク トは、 ユーザオブジェク トのセッ ト を表します。

使用法

コンテナオブジェ ク ト ではコンテナ内のすべてのユーザオブジェ ク ト を管理でき、 グ
ループオブジェク トでは 1 つまたは複数のコンテナ内のサブセッ ト を管理できます。

グループオブジェク トは、 次の 2 つの主な目的に対して使用されます。

多数のユーザオブジェク トに、 一度に権利を与える。

IF MEMBER OF 構文を使用して、 ログインスク リプ ト コマンドを指定する。

スタティックグループ

スタティ ッ クグループでは、 メ ンバーオブジェク ト を明示的に指定します。 各メンバー
は、 グループに明示的に割り当てられます。

これらのグループでは静的なメンバーのリ ス トが示され、 また、 グループのメンバーリ
ス ト と、 オブジェ ク ト上で属性を持つメ ンバーとの間の参照整合性を提供します。 グ
ループメンバーシップは、 メンバーの属性によって明示的に管理されます。

ダイナミックグループ

ダイナミ ッ クグループでは、 LDAP URL を使用して規則のセッ ト を定義します。 この規
則に従って、 eDirectory のユーザオブジェク ト に一致したと きに、 グループのメンバー
が定義されます。ダイナミ ッ クグループのメンバーは、URL に指定された検索フ ィルタ
によって定義される共通の属性を共有します。 LDAP URL の形式に関する詳細は、 RFC
2255 (http://www.cis.ohio-state.edu/cgi-bin/rfc/rfc2255.html) を参照してください。

ダイナミ ッ クグループを使用する と、 グループのメンバーシップを評価する際に使用さ
れる条件を指定できます。 グループの実際のメンバーは、 eDirectory によって動的に評
価されます。 つま り、 論理的にグループ化するこ とでグループのメンバーを定義するた
め、 eDirectory はグループのメンバーを自動的に追加または削除できます。 この拡張性
の高いソ リ ューシ ョ ンによって、 管理コス ト を低減でき、 LDAP の通常のグループに高
い柔軟性を補う こ とができます。

eDirectory を使用する と、任意の属性に基づいてユーザを自動的にグループ化する場合、
または一致する DN を含むグループに対して ACL を適用する場合に、 ダイナミ ッ クグ
ループを作成できます。たとえば、Department=Marketing とい う属性を持つすべての DN
を自動的に含むグループを作成できます。 Department=Marketing とい う検索フ ィルタを
適用する と、 Department=Marketing の属性を持つすべての DN を含むグループが検索結
果と して返されます。 その後、 このフ ィルタに基づく検索結果からダイナミ ッ クグルー
プを定義できます。 Department=Marketing とい う条件に一致するユーザがディ レク ト リ
に追加される と、 このグループにも自動的に追加されます。 Department が他の値に変更
されたユーザ ( またはディ レク ト リから削除されたユーザ ) は、 グループから自動的に
削除されます。 

eDirectory でダイナミ ッ クグループを作成するには、 objectclass=dynamicGroup とい う タ
イプのオブジェク ト を作成します。 スタティ ッ クグループオブジェク ト をダイナミ ッ ク
グループに変換するには、補助ク ラス dynamicGroupAux をグループオブジェク トに関連
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付けます。ダイナミ ッ クグループは、グループに関連付けられた memberQueryURL 属性
を持ちます。 

dgIdentity 属性は、 ダイナミ ッ クグループオブジェク ト上で、 グループのダイナミ ッ ク
メ ンバーを拡張するために使用される証明書と権利を持つエン ト リ の識別名に設定す
るこ とができます。 

グループは、memberQueryURL を使用して管理されます。基本的な memberQueryURL に
は、 ベース DN、 スコープ、 フ ィルタ、 およびオプシ ョ ン拡張があ り ます。 ベース DN
は検索ベースを指定します。 スコープはベース内の検索レベルを指定します。 フ ィルタ
は、 指定したスコープ内で選択されたエン ト リに基づく検索フ ィルタです。     
注 : memberQueryURL によって作成されたリストに例外を設定するため、ダイナミックグループでもユーザ
を明示的に含めたり、除外したりできます。

ダイナミ ッ クグループは、 Novell iManager を使用して作成および管理できます。 ダイナ
ミ ッ クグループ管理タスクには、 ［役割およびタスク］ ページの ［ダイナミ ッ クグルー
プ］ 役割をク リ ッ ク してアクセスできます。

また、 LDAP コマンドを使用してもグループを管理できます。 ダイナミ ッ クグループに
関連付けられた も有用なプロパティは、 dgIdentity および memberQueryURL です。

重要なプロパティ

グループオブジェク トの も有用なプロパティは、メンバープロパティ とファ イル/ディ
レク ト リへの権利プロパティです。すべてのプロパティの一覧を表示するには、iManager
でグループオブジェク ト を選択します。 プロパティの各ページの説明を表示するには、
［ヘルプ］ をク リ ッ ク します。

dgIdentity

このプロパティは DN を保持します。 ダイナミ ッ クグループは、 この DN の識別情
報を検索時の認証用に使用します。 識別情報は、 ダイナミ ッ クグループと同じパー
ティシ ョ ン上に存在する必要があ り ます。dgldentity によって指定されたオブジェ ク
トは、 memberQueryURL 属性で指定された検索を実行するのに必要な権利を持つ必
要があ り ます。 

たとえば、 memberQueryURL が次のよ うな値である と します。 

“ldap:///o=nov??sub?(title=*)”

この場合、 dgldentity は、 コンテナ o=nov 以下の属性タイ トルの読み込み / 比較権利
を持っている必要があ り ます。

dgTimeout

このプロパティは、 サーバがタイムアウ トになるまでにかかる メンバーの属性の読
み込みまたは比較の 大所要時間を指定します。 サーバがこの dgTimeout 値を超え
る と、 -6016 エラーが表示されます。

memberQueryURL

このプロパティは、グループメンバーの属性と照合する規則のセッ ト を定義します。

memberQueryURL は、 そのスキーマ定義に従って複数の値を持つ属性です。
memberQueryURL は複数の値を持ちますが、 eDirectory 8.6.1 サーバでは、
memberQueryURL の 初の値のみが使用されていました。

次に例を示します。

管理者によって作成さ れたダイ ナミ ッ ク グループに、 次のよ う な 2 つの
memberQueryURL 値があると し ます。
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“ldap:///o=nov??sub?cn=*”

“ldap:///o=org??sub?cn=*”

eDirectory 8.6.x サーバは、グループのメンバーの比較のために「ldap:///o=nov??sub?cn=*」
を使用します。複数のクエリが許可されますが、読み込まれるのは 初のクエリだけ
です。

この限界は、 eDirectory 8.7.3 で克服されています。 eDirectory 8.7.3 サーバは、 すべて
の memberQueryURL 値に基づいてメンバーを計算するため、 そのメンバーは個々の
memberQueryURL 値を使用して計算されたメンバーを統合したものになり ます。

上の例では、 結果と してダイナミ ッ クグループのメンバーは、 o=org および o=nov
の場合に cn 値を持つすべてのエン ト リ とな り ます。

member

このプロパティは、 グループ内のすべてのオブジェク ト を示します。 グループオブ
ジェク トに割り当てられた権利は、 そのグループのすべてのメンバーに適用されま
す。 ダイナミ ッ クグループの member プロパティに値を追加する と、 ダイナミ ッ ク
グループにスタティ ッ ク メ ンバーが追加されます。 この方法は、 個別にメンバーを
追加する場合に使用できます。

excludedMember

このプロパティは、 ダイナミ ッ クグループのメンバーシップ リ ス トから特に除外さ
れた DN を格納します。 これは、 ダイナミ ッ クグループの除外リ ス ト を作成するの
に使用できます。

excludedMember によって、 DN をダイナミ ッ クグループのダイナミ ッ ク メンバーか
ら除外されるよ うにします。 

これによ り、 memberQueryURL によって指定されたメンバーの基準で選択された場合
にのみ、DN はダイナミ ッ クグループのダイナミ ッ ク メンバーになり、excludedMember
と して リ ス ト されたり、 uniqueMember や member に明示的に追加されたりするこ とは
あ り ません。

staticMember

このプロパティは、 ダイナミ ッ クグループのスタティ ッ ク メ ンバーを読み込むだけ
ではなく、 DN がダイナミ ッ クグループのスタティ ッ ク メ ンバーかど うかも判断し
ます。 また、 DN が唯一のスタティ ッ ク メ ンバーであるダイナミ ッ クグループを探
し、ダイナミ ッ ク メンバーを持っているが、スタティ ッ ク メンバーを持たないグルー
プを探すこ と もできます。

このプロパティを既存のダイナミ ッ クグループに追加するには、 dgstatic.sch を使用
するスキーマを拡張します。

eDirectory 8.6.1 以前のデータベースのダイナミックグループを更新する

ダイナミ ッ クグループがローカルで作成されるか、 同期の一部と して取得される と、 ダ
イナ ミ ッ クグループオブジェク ト が作成されますが、 ダイナ ミ ッ クグループの機能は、
そのオブジェク トに格納されるいくつかの内部値を必要と します。

以前のサーバでもダイナミ ッ クグループを格納できますが、値を生成するこ とはできま
せん。 これは、 ダイナミ ッ クグループが eDirectory 8.6.1 で導入されたためです。

eDirectory 8.6.2 では、 eDirectory 8.6.1 データベースに適合させるために、 8.6.1 よ り以前
のデータベースのダイナミ ッ クグループオブジェク トへの自動更新が導入されました。
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memberQueryURL の追加構文のサポート

memberQueryURL属性は、ダイナミ ッ クグループのメンバーを計算するために eDirectory
サーバが使用する検索フ ィルタを格納できます。

eDirectory 8.6.1 では、 フ ィルタで使用される属性の構文は、 次の基本的な文字列型にの
み制限されていました。

SYN_CE_STRING

SYN_CI_STRING

SYN_PR_STRING

SYN_NU_STRING

SYN_CLASS_NAME

SYN_TEL_NUMBER

SYN_INTEGER

SYN_COUNTER

SYN_TIME

SYN_INTERVAL

SYN_BOOLEAN

SYN_DIST_NAME

SYN_PO_ADDRESS

SYN_CI_LIST

SYN_FAX_NUMBER

SYN_EMAIL_ADDRESS

eDirectory 8.7.3 では、次の属性構文が memberQueryURL の値と して追加でサポート され
ます。

SYN_PATH

SYN_TIMESTAMP

SYN_TYPED_NAME

eDirectory 8.6.1 および eDirectory 8.7.x の両方では、 SYN_OCTET_STRING や
SYN_NET_ADDRESS のよ うなバイナリ構文は、 memberQueryURL 検索フ ィルタでサ
ポート されません。

詳細については、 How to Manage and Use Dynamic Groups in Novell eDirectory (http://
developer.novell.com/research/appnotes/2002/april/05/a020405.htm) を参照して ください。 

別名

 ツ リー内の別のオブジェク ト をポイン トする別名オブジェク ト を作成できます。別名
オブジェク トによって、 ユーザは自分の属するコンテナの外部にあるオブジェ ク ト に、
ローカル名を付けるこ とができます。

コンテナの名前を変更する と きには、 必要に応じて、 元のコンテナの位置に新しい名前
をポイン トする別名を作成できます。 これによ り、 コンテナ内のオブジェク ト を参照す
るログインスク リプ ト コマンドやワークステーシ ョ ンは、 コンテナ名が更新されていな
くても対象のオブジェク トにアクセスできます。
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別名オブジェクトが表す内容

別名オブジェク トは、コンテナやユーザなど、ツ リー内の別のオブジェク ト を表します。
別名オブジェク ト自体にはト ラスティ権はあ り ません。別名オブジェク トに与えられた
ト ラスティ権は、その別名オブジェク トが示している実際のオブジェク トに適用されま
す。 ただし、 別名を ト ラスティ割り当ての対象とする こ と もできます。

使用法

別名オブジェク ト を作成する と、 名前の解決が容易になり ます。 オブジェク トの命名規
則では、 現在のコンテキス トのオブジェク トに対する命名が も簡単なため、 現在のコ
ンテキス トに、現在のコンテキス トの外部のリ ソースをポイン トする別名オブジェク ト
を作成します。

たとえば、 図 5 に示すよ うに、 ユーザが South コンテナにログインし、 現在のコンテキ
ス ト を確立する場合に、North コンテナの ColorQ とい うプ リ ン ト キューオブジェ ク トに
アクセスする必要がある と します。

図 5 コンテナの例

図 6 に示されるよ うに、 South コンテナに別名オブジェク ト を作成できます。

図 6 eDirectory コンテナの別名オブジェクト

別名オブジェク トによって、元の ColorQ オブジェク トがポイン ト されるため、 South コ
ンテナでは ColorQ をローカルオブジェク ト と して印刷設定できます。

重要なプロパティ

別名オブジェ ク ト には別名元オブジェ ク ト プロパテ ィがあ り、 このプロパテ ィによっ
て、 別名オブジェク ト と元のオブジェク ト とが関連付けられます。
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ディレクトリマップ

 ディ レク ト リ マップオブジェク トは、 サーバのファイルシステム内のパスへのポイ
ンタです。 これによ り、 ディ レク ト リ をよ り簡単に参照できます。 

ネッ ト ワークに NetWare ボ リ ュームがない場合は、ディ レク ト リマップオブジェク ト を
作成するこ とはできません。

ディレクトリマップオブジェクトが表す内容

ディ レク ト リ マップオブジェク トは、 NetWare ボ リ ューム上のディ レク ト リ を表します
( それに対し、 別名オブジェク トはオブジェク ト を表します )。

使用法

ディ レク ト リ マップオブジェク トは、 ログインスク リプ トでのド ラ イブマッピングを単
純化するために作成します。 ディ レ ク ト リ マップオブジェ ク ト を使用する と、 複雑な
ファ イルシステムパスを簡単な名前にするこ とができます。

また、 ファ イルの場所を変更した場合でも、 新しい場所を参照するよ うに、 ログインス
ク リプ トやバッチファ イルを変更する必要があ り ません。ディ レク ト リマップオブジェ
ク ト を編集するだけです。 たとえば、 34 ページの 図 7 に示すよ うに、 South コンテナの
ログインスク リプ ト を編集する と します。

図 7 eDirectory コンテナの例

ド ラ イブをボ リ ューム sys: 上の Shared ディ レク ト リにマッピングするコマンドは、次の
よ うにな り ます。

MAP N:=sys.North.:Shared

共有ディ レク ト リ マップオブジェク ト を作成した場合、 マップコマンドは、 次のよ うに
さ らに簡単にな り ます。

MAP N:=Shared

重要なプロパティ

ディ レク ト リ マップオブジェク トには、 次のよ うなプロパティがあ り ます。

名前

ディ レク ト リ内のオブジェク ト ( たとえば、 Shared) を指定します。 名前プロパティ
は MAP コマンドで使用されます。

ボ リ ューム

Sys.North.YourCo のよ う な、 ディ レク ト リ マップオブジェ ク ト が参照するボ リ ュー
ムオブジェク トの名前が格納されます。

パス

public\winnt\nls\english のよ うに、 ディ レク ト リ をボ リ ュームのルートからのパス と
して指定します。
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プロファイル

 プロファ イルオブジェク トはログインスク リプ トの管理に役立ちます。

プロファイルオブジェクトが表す内容

プロファ イルオブジェク トは、 コンテナログインスク リプ トの後、 およびユーザログイ
ンスク リプ トの前に実行されるログインスク リプ ト を表します。

使用法

特定のユーザのみを対象にログインスク リプ ト コマンドを実行したい場合は、プロファ
イルオブジェク ト を作成します。 対象のユーザには、 同一コンテナ内のユーザだけでな
く、 異なるコンテナ内のユーザも指定できます。 プロファ イルオブジェ ク ト を作成した
後は、プロファ イルのログインスク リプ トプロパティにコマンドを指定します。続いて、
該当のユーザオブジェク ト をプロファ イルオブジェ ク トの ト ラスティに指定し、それら
のユーザオブジェ ク ト のプロファ イルメ ンバーシッププロパテ ィにそのプロファ イル
オブジェク ト を追加します。

重要なプロパティ

プロファ イルオブジェク トには、 次の 2 つの重要なプロパティがあ り ます。 

ログインスク リプ ト

そのプロファ イルのユーザに対して実行するコマンドを格納します。

ファ イル / ディ レク ト リへの権利

ログインスク リプ トに INCLUDE ステート メン ト を使用した場合は、 プロファ イル
オブジェク トに、ファ イル /ディ レク ト リへの権利プロパティに指定されているファ
イルに対する権利を与える必要があ り ます。 

コンテキストと命名規則

オブジェク トのコンテキス トは、 ツ リー内でのそのオブジェク トの位置を表します。 コ
ンテキス トは、 DNS ド メ インとほぼ同じです。

次の図は、ユーザ Bob は部門 Accounts にあ り、部門 Accounts は部門 Finance にあ り、部
門 Finance は組織 YourCo にあるこ とを示します。 

図 8 eDirectory コンテナの例

ただし、 オブジェク トのコンテキス ト を eDirectory ユーティ リ ティで表現する必要があ
る場合もあ り ます。 たとえば、 図 9 に示すよ うに、 Bob のワークステーシ ョ ンを設定す
る と きには、 名前のコンテキス ト を指定する必要があ り ます。
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図 9 Novell Client の NDS ページ

コンテキス トは、対象のオブジェク ト とツ リーの 上部との間に存在する各コンテナを
ピ リオドで区切った リ ス ト と して指定します。 この例では、ユーザオブジェク ト Bob は
コンテナ Accounts にあ り、 コンテナ Accounts はコンテナ Finance にあ り、 コンテナ
Finance はコンテナ YourCo にあ り ます。

識別名

オブジェク トの識別名とは、 オブジェク ト名にコンテキス ト を付けたものです。 たとえ
ば、 ユーザオブジェク ト Bob の識別名は、 Bob.Accounts.Finance.YourCo です。

タイプ付きの名前

タイプ付きの名前が、 eDirectory ユーティ リ テ ィに表示されるこ とがあ り ます。 タイプ
つきの名前には、 次の表に示されるオブジェク ト タイプの略語が含まれます。

eDirectory では、 タイプ付きの名前の作成に、 タイプの略語、 等号、 およびオブジェ ク
ト名を使用します。 たとえば、 Bob のタイプ付きの名前は、 CN=Bob とな り ます。 Bob
のタイプ付きの完全な名前は、CN=Bob.OU=Accounts.OU=Finance.O=YourCo とな り ます。
eDirectory ユーティ リ テ ィにおいて、 タイプ付きの名前は、 タイプなしの名前と互換性
があ り ます。

ネームレゾリューション

ディ レク ト リ ツ リー内のオブジェク トの位置を見つけるために eDirectory が使用するプ
ロセスのこ とを、ネームレゾ リ ューシ ョ ン ( 名前解決 ) といいます。 eDirectory ユーティ
リ ティでオブジェク ト名を使用する と、eDirectory は、現在のコンテキス ト またはツ リー
の 上部を基準と して名前の解決を行います。

オブジェクトクラス タイプ 略語

すべてのリーフオブジェクトクラス 共通名 CN

組織 組織 O

部門 部門 OU

国 国 C

地域 地域または都道府県 L または S
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現在のワークステーションのコンテキスト

ネッ ト ワーク ソフ ト ウェアの実行時には、 ワークステーシ ョ ンにはコンテキス トが設定
されます。 このコンテキス トによって、 ネッ ト ワーク内のワークステーシ ョ ンの位置が
相対的に指定されます。 たとえば、 Bob のワークステーシ ョ ンでは、 現在のコンテキス
トが次のよ うに設定されます。

Accounts.Finance.YourCo

次のセクシ ョ ンで説明するよ うに、 現在のコンテキス トは、 先頭ピ リオド、 相対命名、
および後続ピ リオドの使用法を理解する うえで重要です。

先頭ピリオド

現在のコンテキス トがどこに設定されているかに関わりなく、 ツ リーの 上部から名前
を解決するには、先頭ピ リオドを使用します。次の例では、先頭ピ リオドが CX( コンテ
キス トの変更 ) ユーティ リ ティに、 ツ リーの 上部を基準と して名前を解決するよ う指
定しています。

CX .Finance.YourCo

eDirectory はこのコマンドを、 「ツ リーの 上部から名前の解決を行い、 YourCo コンテ
ナにある Finance コンテナにコンテキス ト を変更する」 と解釈します。

相対命名

相対命名とは、 ツ リーの 上部ではなく、 ワークステーシ ョ ンの現在のコンテキス ト を
基準に、 名前を解決するこ とを意味します。 先頭ピ リオドはツ リーの 上部からの名前
解決を表すため、 相対命名の場合は先頭ピ リオドを使用しません。

たとえば、 ワークステーシ ョ ンの現在のコンテキス トが Finance に設定されている と し
ます。 図 10 を参照して ください。

図 10 eDirectory コンテナの例

Bob の相対オブジェク ト名は、 次のよ うにな り ます。

Bob.Accounts

eDirectory は、 この名前を 「現在のコンテキス ト Finance から解決される Accounts に属
する Bob」 と解釈します。

後続ピリオド

後続ピ リオドは、 相対命名でのみ使用されます。 したがって、 先頭ピ リオド と後続ピ リ
オドの両方を使用するこ とはできません。 後続ピ リオドは、 eDirectory が名前解決を開
始するコンテナを変更します。
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後続ピ リオド 1 つにつき、解決地点がツ リーの上部に向かって 1 コンテナずつ引き上げ
られます。たとえば、図 11 の例は、ワークステーシ ョ ンの現在のコンテキス ト を Timmins
から Allentown に変更する場合を示します。

図 11 eDirectory コンテナの例

この場合の適切な CX コマンドでは、 次に示すよ うに、 後続ピ リオドを付けた相対命名
を使用します。

CX Allentown.East..

eDirectory はこのコマンドを、「現在のコンテキス トの 2 つ上にあるコンテナから名前の
解決を行い、 East にある Allentown にコンテキス ト を変更する」 と解釈します。

同様に、 Bob が Allentown コンテナに属し、 ワークステーシ ョ ンの現在のコンテキス ト
が Timmins の場合、 Bob の相対名は次のよ うにな り ます。

Bob.Allentown.East..

UNIX でのコンテキストと命名規則

UNIX のユーザアカウン ト を eDirectory に移行した場合、ユーザの命名に eDirectory のコ
ンテキス トは使用されません。 ユーザのコンテキス トは、 UAM コンポーネン トによっ
て決定されます。

スキーマ

「スキーマ」 では、 ツ リー内に作成できるオブジェク トのタイプ ( ユーザ、 プ リ ンタ、 グ
ループなど )、 およびオブジェク トの作成時に指定する必須情報とオプシ ョ ン情報が定
義されます。 各オブジェク トには、 そのオブジェク ト タイプのスキーマク ラスが定義さ
れています。

製品に元から付属しているスキーマは、 ベーススキーマといいます。 新しいク ラスや属
性の追加など、 なんらかの形でベーススキーマが変更される と、 そのスキーマは拡張ス
キーマとみなされます。

スキーマは必ずしも拡張する必要はあ り ませんが、 拡張するこ と も可能です。 iManager
のスキーマ役割を使用すれば、運用条件に合わせてスキーマを拡張できます。たとえば、
従業員に特殊な履き物が必要で、従業員の靴のサイズを記録しなければならない場合な
どに、 スキーマを拡張します。 この場合は、 「靴のサイズ」 とい う属性を新たに作成し、
ユーザク ラスに追加します。

詳細については、 4 章 105 ページの、 「スキーマの管理」 を参照してください。
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スキーマ管理

Novell iManager のスキーマ役割によって、ツ リーへのスーパバイザ権を持っているユー
ザは、 そのツ リーのスキーマをカスタマイズできます。 スキーマ役割、 およびその関連
タスクは、 iManager の ［役割およびタスク］ ページに表示されています。

スキーマ役割の使用目的

スキーマ内のすべてのク ラスおよび属性の一覧を表示する。

構文やフラグなどの属性についての情報を表示する。

既存のスキーマにク ラスまたは属性を追加して、 スキーマを拡張する。

名前を付けてから、 属性、 フラグ、 追加できるコンテナ、 および属性の継承元のペ
アレン ト ク ラスを指定して、 ク ラスを作成する。

名前を付けてから、 構文およびフラグを設定して、 属性を作成する。

既存のク ラスにオプシ ョ ンの属性を追加する。

使用されていない、 または必要のなくなったク ラスや属性を削除する。

スキーマクラス、属性、および構文

クラス

ク ラス とは、 ディ レク ト リオブジェク トのテンプレートのよ う なものです。 ディ レク ト
リオブジェク ト とは、 データを挿入されたク ラスです。 つま り、 次のよ うに表すこ とが
できます。

ク ラス  + データ  = ディ レク ト リオブジェク ト

各ク ラスは、 ク ラス名、 継承ク ラス ( そのク ラスがク ラス階層の 上位である場合を除
く )、 ク ラスフラグ、 および属性のグループを持っています。 ク ラスは、 ディ レク ト リ
オブジェク ト ( ユーザ、 プ リ ンタ、 キュー、 サーバなど ) と同じよ うに命名されますが、
単なる構造であ り内容はあ り ません。

継承ク ラス とは、 他のオブジェ ク ト ク ラスを定義する と きの開始点となる ク ラスです。
継承ク ラスの属性はすべて、 ク ラス階層でそのク ラスの下位に位置するク ラスへ継承さ
れます。

ク ラス階層は、 ある ク ラスがどのよ うにペアレン ト ク ラス と関連付けられているかを示
します。 ク ラス階層によ り、 類似したク ラスが関連付けられ、 属性の継承が可能になり
ます。 また、 ク ラスを格納できる有効なコンテナのタイプも定義されます。 

ク ラスの作成時には、 ク ラス階層と追加属性を使用して各ク ラスをカスタマイズできま
す。 継承ク ラスを指定するこ とによって、 階層内の上位のクラスからその属性とフラグ
のすべてを新しいク ラスに継承できます。 さ らに、 継承された属性クラスに追加する属
性を 1 つまたは複数選択するこ とによって、 新しいク ラスをカスタマイズできます。 追
加の属性は、 必須属性、 ネーミ ング属性、 またはオプシ ョ ン属性と して選択できます。

オプシ ョ ンの属性を追加して、 既存のク ラスを変更するこ と もできます。

属性

属性とは、 eDirectory データベース内のデータフ ィールドのこ とです。 たとえば、 ク ラ
スが記入用紙のよ うなものだとすれば、 属性は記入用紙における 1 つの記入欄です。 属
性は、 作成時に、 名前 ( 姓や社員番号など ) を付けられ、 構文のタイプ ( 文字列や数字
など ) が指定されます。 その後、 その属性はスキーママネージャの属性リ ス ト で使用で
きるよ うにな り ます。
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構文

構文にはいくつかの選択可能なオプシ ョ ンがあ り ます。 これらの構文オプシ ョ ンは、 各
属性で入力するデータのタイプを指定するために使用されます。構文は属性の作成時に
のみ指定できます。 後から構文を変更するこ とはできません。 利用可能な構文は次のよ
うなものです。

バッ ク リ ンク

オブジェク ト を参照する他のサーバの追跡に使用されます。また、eDirectory の内部
管理目的で使用されます。

ブール 

TRUE(1) または FALSE(0) の値をと る属性に使用されます。この構文タイプには、単
一の値のフラグが設定されます。

大文字小文字を区別する文字列 

比較演算で大文字 / 小文字が区別される Unicode 文字列を値と してと る属性に使用
されます。 2 つの 「大文字小文字を区別する文字列」 は、 長さが等し く、 対応する
文字 ( 大文字 / 小文字の区別を含む ) が同一の場合に一致とみなされます。

大文字小文字を無視する リ ス ト  

比較演算で大文字 / 小文字が区別されない Unicode 文字列の順序列を値と してと る
属性に使用されます。 2 つの 「大文字小文字を無視する リ ス ト 」 は、 文字列の数が
等し く、 対応するすべての文字列が同じ場合 ( つま り、 長さ と対応する文字が同一
の場合 ) に一致とみなされます。

大文字小文字を無視する文字列 

比較演算で大文字 / 小文字が区別されない Unicode 文字列を値と してと る属性に使
用されます。 2 つの 「大文字小文字を無視する文字列」 は、 長さが等し く、 対応す
る文字があらゆる面で ( ただし、大文字 / 小文字の区別を除く ) 同一の場合に一致と
みなされます。

ク ラス名 

オブジェク ト ク ラスの名前を値と してと る属性に使用されます。2 つのクラス名は、
長さが等し く、 対応する文字があらゆる面で ( ただし、 大文字 / 小文字の区別を除
く ) 同一の場合に一致とみなされます。

カウンタ  

増分変更された符号付き整数を値と してと る属性に使用されます。 カウンタによっ
て定義された属性は、 単一の値の属性です。 カウンタは、 この構文の属性に値が追
加される と加算で合計に追加され、 この構文の属性から値が削除される と減算で合
計から差し引かれる という点で、 整数とは異な り ます。

識別名 

eDirectory ツ リー内のオブジェク ト名を値と してと る属性に使用されます。 DN( 識
別名 ) では大文字 / 小文字が区別されませんが、 ネーミ ング属性の 1 つでは大文字 /
小文字が区別されます。 

電子メールアドレス  

バイナリ情報の文字列を値と してと る属性に使用されます。eDirectory は、この構文
の内容の内部構造については想定していません。
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Fax 番号 

国際電話番号と、推奨 T.20 に従って形式設定されたオプシ ョ ンのビッ ト文字列の格
納を規定する E.123 標準に準拠した文字列を指定します。 2 つの Fax 番号値は、 長
さが等し く、 対応する文字列が同一 ( ただし、 比較処理で無視されるスペース とハ
イフンを除く ) の場合に、 一致とみなされます。

保持 

符号付き整数の値を持つアカウン ト数量の属性に使用されます。 この構文は、 アカ
ウン ト数量 ( ト ランザクシ ョ ンが完了するまでの間、 サブジェ ク トのクレジッ ト限
度に対して暫定的に保持される金額 ) を表します。 保持量は、 カウンタ構文と同じ
よ うに扱われ、 新しい値がベース合計に加算されるか、 ベース合計から減算されま
す。 計算された保持量が 0 になる と、 保持レコードは削除されます。

整数 

符号付き数値と して表される属性に使用されます。 2 つの整数値は、 値が同一であ
る場合に一致とみなされます。 順序付けの比較では、 符号付き整数ルールが使用さ
れます。

間隔 

符号付き整数を値と してと り、 時間の間隔を表す属性に使用されます。 間隔構文で
は、整数構文と同じ表現が使用されます。間隔値は、時間間隔での秒数を表します。

ネッ ト アドレス  

サーバ環境でのネッ ト ワークレイヤアドレスを表します。 このアドレスは、 バイナ
リ形式です。 2 つのネッ ト アドレスは、 各アド レスのタイプ、 長さ、 および値が一
致する場合に、 一致とみなされます。

数値文字列 

CCITT X.208 定義で数値文字列と して定義されている数値整数を値と してと る属性
に使用されます。 2 つの数値文字列は、 長さが等し く、 対応する文字が同一の場合
に一致とみなされます。数値文字列文字セッ トにおいて有効な文字は、数字 (0 ～ 9)
およびスペースのみです。

オブジェク ト ACL 

アクセス制御リ ス ト (ACL) エン ト リ を表す値をと る属性に使用されます。 オブジェ
ク ト ACL 値は、 オブジェク ト を保護する場合と、 属性を保護する場合があ り ます。

オクテッ ト リ ス ト  

バイナリ情報またはオクテッ ト文字列の順序付き文字列シーケンスを表します。 オ
クテッ ト リ ス トは、 保存済みリ ス トのサブセッ トである場合に、 保存済みリ ス ト と
一致する とみなされます。2 つのオクテッ ト リ ス トは、長さが等し く、対応するビッ
ト列 ( オクテッ ト ) が同一の場合に一致とみなされます。

オクテッ ト文字列 

eDirectory によって解釈されないバイナリ情報の文字列を値と してと る属性に使用
されます。 これらのオクテッ ト文字列は、 非 Unicode 文字列です。 2 つのオクテッ
ト文字列は、 長さが等し く、 対応するビッ ト列 ( オクテッ ト ) が同一の場合に一致
とみなされます。

パス  

ファ イルシステムパスを表す属性であ り、 サーバ上でファ イルを見つけるために必
要なすべての情報が格納されます。 2 つのパスは、長さが等し く、対応する文字 ( 大
文字 / 小文字の区別を含む ) が同一の場合に、 一致とみなされます。
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住所 

住所を表す Unicode 文字列を値と してと る属性に使用されます。 通常、 住所の属性
値は、推奨 F.401 に従って MHS Unformatted Postal O/R Address Specification バージ ョ
ン 1 から選択された属性で構成されます。 この値は、 30 文字 6 行 ( 国名を含む ) に
制限されます。 2 つの住所は、 文字列の数が等し く、 対応するすべての文字列が同
じ場合 ( つま り、 長さ と対応する文字が同一の場合 ) に一致とみなされます。

印刷可能文字列 

CCITT X.208に定義されている印刷可能文字列を値と してと る属性に使用されます。
印刷可能文字セッ トは、 次のものから構成されます。

英大文字および英小文字 

数字 (0 ～ 9) 

スペース  

アポス ト ロフ ィ (') 

左カッコおよび右カッコ ( ) 

プラス記号 (+) 

コンマ (,) 

ハイフン (-) 

ピ リオド (.) 

スラ ッシュ (/) 

コロン (:) 

等号 (=) 

疑問符 (?) 

2 つの印刷可能文字列は長さが等し く、 対応する文字が同一の場合に一致とみなさ
れます。 大文字 / 小文字は区別されます。

レプ リ カポインタ  

パーティシ ョ ンレプ リ カを表す値をと る属性に使用されます。 eDirectory ツ リーの
パーティシ ョ ンでは、複数のサーバにレプリ カを置く こ とができます。 この構文は、
次の 6 つのコンポーネン トで構成されます。

サーバ名 

レプリ カタイプ ( マスタ、セカンダ リ、読み込み専用、サブオーディネート リ ファ
レンス ) 

レプ リ カ番号 

レプ リ カルート ID 

アドレスの数 

アドレスレコード  

ス ト リーム  

任意のバイナリ情報を表します。 ス ト リーム構文を使用する と、 ファ イルサーバ上
のファイルから eDirectory 属性を作成できます。 この構文は、 ログインスク リプ ト
やその他のス ト リーム属性で使用されます。 ス ト リームファ イルに格納されている
データには、 構文は一切適用されません。 この構文は単に任意のデータであ り、 個
別のアプリ ケーシ ョ ンで作成、 定義および使用されます。
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電話番号 

電話番号を値と してと る属性に使用されます。電話番号は、 1 ～ 32 文字の長さの文
字列です。 2 つの電話番号は、 長さが等し く、 対応する文字列が同一 ( ただし、 比
較処理で無視されるスペース とハイフンを除く ) の場合に、 一致とみなされます。

時間 

符号なし整数を値と してと り、 秒単位の時間を表す属性に使用されます。

タイムスタンプ 

特定のイベン トが発生した時刻を示す値をと る属性に使用されます。 特定のイベン
トが発生する と、eDirectory サーバによってタイムスタンプ値が生成され、そのイベ
ン トに関連付けられます。各タイムスタンプ値は、eDirectory パーティシ ョ ン内で固
有です。 これによ り、 同一パーティシ ョ ンのレプ リ カを保持しているすべてのサー
バで発生したイベン ト を 1 つにま とめて順序付けできます。

タイプ付きの名前 

オブジェク トに関連付けられたレベルおよび間隔を表す値をと る属性に使用されま
す。 この構文は、 eDirectory オブジェク ト を指定し、次の 2 つの数値を当該オブジェ
ク トに付加します。

優先番号を示す属性レベル 

イベン ト間の秒数、 または参照の頻度を表す間隔 

不明

スキーマから削除されている属性定義をもつ属性に使用されます。 この構文は、 バ
イナリ情報の文字列を表します。

必須属性およびオプション属性について

オブジェク トにはどれも、オブジェク トのタイプに合わせて定義されたスキーマク ラス
があ り ます。 ク ラス とは、 意味のある方法で組織された属性のグループを指します。 こ
れらの属性の一部は必須で、 一部はオプシ ョ ンです。

必須属性

必須属性とは、 オブジェク トの作成時に指定する必要がある属性です。 たとえば、 社員
番号が必須属性であるユーザク ラスで新しいユーザを作成する場合、社員番号を入力せ
ずに新しいユーザオブジェク ト を作成するこ とはできません。

オプション属性

オプシ ョ ン属性とは、 必要に応じて指定できる属性を指します。 たとえば、 ニッ クネー
ムがオプシ ョ ン属性となっているユーザク ラスで新しいユーザオブジェ ク ト を作成す
る と します。 この場合、 この属性が入力されても されなくてもユーザオブジェク トは作
成できます。 属性を入力するかど うかは、 新しいユーザにニッ クネームが付けられてい
るかど うかに左右されます。

例外的にオプシ ョ ン属性が命名に使用される場合があ り ますが、その場合はこの属性は
必須になり ます。
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スキーマの例

図 12 は、 スキーマの一部の例で、 ベーススキーマに類似しているかも しれません。 こ
の図は、 組織ク ラスについての情報を表しています。 この画面に表示されているほとん
どの情報は、 ク ラスが作成されたと きに指定されたものです。 オプシ ョ ンの属性のいく
つかは後に追加されました。

 このアイコンは、 ベーススキーマの拡張部分であるすべてのク ラスおよび属性に割
り当てられます。

図 12 iManager のクラス情報ページ

スキーマを設計する

初にスキーマの設計を行う と、 長期的に見た場合、 時間と労力を節約できます。 ベー
ススキーマを表示して、 それが実際の必要条件に見合うか、 あるいは変更が必要かを判
断できます。 変更が必要な場合は、 スキーママネージャを使用してスキーマを拡張しま
す。 詳細については、 106 ページの 「スキーマの拡張」 および 109 ページの 「スキーマ
の表示」 を参照して ください。

パーティション

WAN リ ンクが遅い場合や信頼性に乏しい場合、 またはディ レク ト リに多量のオブジェ
ク トがあるためにサーバが処理しきれず、 アクセスが遅くなる場合は、 ディ レク ト リ を
パーティシ ョ ン分割するこ とを検討してください。パーティシ ョ ンの詳細な説明につい
ては、5 章 117 ページの、「パーティシ ョ ンおよびレプ リ カの管理」 を参照して ください。

パーティシ ョ ンを分割する と、 ディ レク ト リの一部を 1 つのサーバから切り離し、 別の
サーバに置く こ とができます。 

パーティシ ョ ンは、 eDirectory データベースの論理区分です。 各ディ レク ト リパーティ
シ ョ ンは、 ディ レク ト リ情報を格納するツ リー内の個別のデータユニッ ト とな り ます。
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各ディ レク ト リパーティシ ョ ンは、 コンテナオブジェク ト 、 それに含まれるすべてのオ
ブジェク ト 、 およびそれらのオブジェ ク ト に関するデータのセッ ト から構成されます。
eDirectory パーティシ ョ ンには、 ファ イルシステムに関する情報、 またはパーティシ ョ
ンに含まれるディ レク ト リやファ イルに関する情報は格納されません。

パーティシ ョ ン分割は、 Novell iManager を使用して行います。 iManager では、 パーティ
シ ョ ンは、 パーティシ ョ ンアイコン ( ) によって識別されます。

図 13 サーバのレプリカビュー

この上の例では、 パーティシ ョ ンアイコンはツ リーオブジェク トの横にあ り ます。 この
場合は、 ツ リーオブジェク トが、 パーティシ ョ ン内の 上位のコンテナである こ とを意
味します。 他のコンテナではパーテ ィ シ ョ ンが表示されていないため、 このパーテ ィ
シ ョ ンが唯一のパーティシ ョ ンにな り ます。

これはデフォルトの eDirectory パーティシ ョ ンで、 ディ レク ト リ全体を 1 つのパーティ
シ ョ ンにま とめています。

この例では、 Server1 のレプ リ カビューが表示されている こ とに注意して く ださい。
iManager でサーバのレプ リ カビューを表示する と、そのサーバに保持されているすべて
のレプ リ カが右に表示されます。 この場合、 Server1 には唯一のパーティシ ョ ンのレプ
リ カが保持されています。詳細については、 48 ページの 「レプ リ カ」 および 126 ページ
の 「eDirectory サーバのレプリ カを表示する」 を参照して ください。

パーティション

パーティシ ョ ンには、 その 上位のコンテナの名前が付けられます。 図 14 では、 Tree
および Finance とい う名前の 2 つのパーティシ ョ ンがあ り ます。パーティシ ョ ン Finance
は Tree から分割されたため、 このパーティシ ョ ンは Tree のチャイルドパーティシ ョ ン
と呼ばれます。 また Tree は、 Finance のペアレン トパーティシ ョ ン と呼ばれます。

図 14 パーティションのレプリカビュー
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ディ レク ト リに大量のオブジェク トがあるためにサーバが処理しきれず、 eDirectory へ
のアクセスが遅くなる場合、 このよ うに新しいパーティシ ョ ンを作成する と便利です。
新しいパーティシ ョ ンを作成する と、 データベースを分割し、 その分岐内のオブジェク
ト を異なるサーバに渡すこ とができます。

上の例では、 Finance パーティシ ョ ンのレプ リ カビューが表示されています。 iManager
でパーティシ ョ ンのレプ リ カビューを表示する と、そのパーティシ ョ ンのレプ リ カを持
つサーバはすべて右側に表示されます。 この場合、 Server1 には、 Finance パーティシ ョ
ンの読み書き可能レプリ カが保持されています。 詳細については、 128 ページの 「パー
ティシ ョ ンレプ リ カを表示する」 を参照してください。

パフォーマンス向上のためにレプリカを分散する

前の例で、 Server1 サーバに、 Tree パーティシ ョ ン と Finance パーティシ ョ ンの両方のレ
プリ カが保持されている と します。 この場合、 パーティシ ョ ン分割後も Server1 はディ
レク ト リ全体 ( 両パーティシ ョ ンのレプ リ カ ) をまだ保持しているため、 パーティシ ョ
ン分割による eDirectory のパフォーマンスの向上は実現されません。

パフォーマンスを向上させるには、 レプ リ カの 1 つを別のサーバに移動する必要があ り
ます。たとえば、 Tree パーティシ ョ ンを Server2 へ移動する と、 Tree および YourCo コン
テナにあるすべてのオブジェク トが Server2 に移動します。 Server1 は、 Finance および
Accounts コンテナのオブジェク トだけを格納するこ とにな り ます。 Server1 と Server2 へ
の負荷は、 パーティシ ョ ン分割を行っていないと きに比べて、 いずれも軽くな り ます。

パーティションと WAN リンク

ネッ ト ワークが、WAN リ ンクで分割された North サイ ト と South サイ トの 2 つのサイ ト
に渡っている場合を考えてみます。 各サイ トには、 それぞれ 3 つのサーバがあ り ます。

図 15 eDirectory コンテナの例

このケースでは、 ディ レク ト リ を 2 つのパーティシ ョ ンに分割する と、 eDirectory はよ
り高速にな り、 信頼性も向上します。

パーティシ ョ ンが 1 つしかないと、 レプ リ カは 1 つのサイ トに保存されるか、 2 つのサ
イ トに分散されます。 この場合、 次の 2 つの問題点があ り ます。

たとえば、 North サイ トにすべてのレプ リ カが保存されている とする と、 South サイ
トでは、 ログインやリ ソースへのアクセスに時間がかかり ます。 また、 リ ンクが停
止した場合、 South サイ トのユーザは、 ログインまたはリ ソースへのアクセスがで
きな くな り ます。
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レプ リ カが2つのサイ トに分散されている と、ユーザはローカルでディ レク ト リにア
クセスできます。 ただし、 サーバ間のレプリ カの同期は WAN リ ンクを通して行わ
れるので、 リ ンクの信頼性が低い場合には、eDirectory エラーが発生する可能性があ
り ます。 ディ レク ト リに加えられた変更を WAN 経由で伝えるには、 時間がかかり
ます。

次の図で示した、 2 つのパーティシ ョ ンによるソ リ ューシ ョ ンは、 WAN リ ンクでのパ
フォーマンス と信頼性の問題を解決します。

図 16 パーティションの例

ツ リーパーティシ ョ ンのレプ リ カは、 North サイ トのサーバに保存されています。 South
パーティシ ョ ンのレプ リ カは、図 17 に示すよ うに、 South サイ トのサーバに保存されて
います。

図 17 パーティション、サーバ、およびレプリカの例

各サイ トでは、ローカルリ ソースを表すオブジェク トは、ローカルで保存されています。
サーバ間の同期ト ラフ ィ ッ クは、 通信速度が遅く信頼性の低い WAN リ ンクではな く、
LAN 上でローカルに行われます。

ただし、 異なるサイ ト のオブジェ ク ト にユーザや管理者がアクセスする場合は、 WAN
リ ンク上での eDirectory ト ラフ ィ ッ クが発生します。
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レプリカ
レプ リ カは、 eDirectory サーバに分配されたユーザ定義済みのパーティシ ョ ンのコピー
またはインスタンスです。 ネッ ト ワークに複数の eDirectory サーバがある場合、 ディ レ
ク ト リのレプ リ カ ( コピー) を複数保存しておく こ とができます。これによ り、あるサー
バやそのサーバに対するネッ ト ワーク リ ンクが機能しな くなった場合でも、ユーザが残
りのネッ ト ワーク リ ソースにログインして使用できます ( 図 18 を参照 )。 

図 18 eDirectory レプリカ

それぞれのサーバは、 65,000 以上の eDirectory レプ リ カを格納できますが、 同じユーザ
定義済みのパーティシ ョ ンのレプ リ カで、同じサーバ上に格納できるのは 1 つだけです。
レプ リ カの詳細な説明については、 5 章 117 ページの、「パーティシ ョ ンおよびレプリ カ
の管理」 を参照して ください。

eDirectory の障害対策と して、 レプ リ カを 3 つ保存しておく こ とをお勧めします ( レプ
リ カを保存する eDirectory サーバが 3 箇所ある と想定した場合 )。 単独のサーバに、 複
数のパーティシ ョ ンのレプ リ カを保存するこ と もできます。

レプ リ カサーバは、 eDirectory レプ リ カのみを格納する専用サーバです。 このタイプの
サーバは、 DSMASTER サーバと も呼ばれます。 この環境設定は、 多くの単一サーバリ
モー ト オフ ィ スを使用する企業などでよ く利用されます。 レプ リ カサーバを使用する
と、 リ モー ト オフ ィ スの場所のパーテ ィシ ョ ン用と して追加のレプ リ カを格納できま
す。 (394 ページの 「DSMASTER サーバによる災害対策」 で説明されているよ うに、 そ
れは障害回復計画の一部にもな り ます )。

eDirectory のレプリ ケーシ ョ ンでは、 サーバファ イルシステムの障害対策は提供されま
せん。 eDirectory オブジェク トに関する情報のみが、 複製されます。 ファ イルシステム
の障害対策には、TTSTM(Transaction Tracking SystemTM)、ディ スクの ミ ラーリ ング / 二重化、
RAID、 または NRS(Novell Replication Services) を使用します。

バインダ リサービスを提供する NetWare サーバでは、 マスタレプ リ カ、 または読み書き
可能レプリ カが必要になり ます。

ユーザが WAN 経由で eDirectory 情報に定期的にアクセスしている場合は、 必要な情報
を含んだレプリ カをサーバに配置し、ユーザがローカルでアクセスできるよ うにするこ
とで、 アクセス時間と WAN ト ラフ ィ ッ クを減らすこ とができます。

LAN においても、ある程度は同じこ とが当てはま り ます。ネッ ト ワーク上の複数のサー
バにレプリ カを分散する と、 情報は、 通常、 も近くにある使用可能なサーバから取得
されます。

A B

eDirectory

A B

eDirectory

eDirectory
2
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レプリカのタイプ

eDirectory では、 次の図に示したレプ リ カのタイプがサポート されます。

図 19 レプリカのタイプ

49 ページの 「マスタレプ リ カ」

50 ページの 「読み書き可能レプリ カ」

50 ページの 「読み込み専用レプリ カ」

50 ページの 「フ ィルタ済み読み書き可能レプリ カ」

51 ページの 「フ ィルタ済み読み込み専用レプリ カ」

51 ページの 「サブオーディネート リ ファレンスレプ リ カ」

マスタレプリカ

 マスタレプ リ カはオブジェ ク トやパーティシ ョ ンへの変更を開始するのに使用さ
れる、書き込み可能なレプリ カタイプです。マスタレプ リ カは、次のタイプの eDirectory
パーティシ ョ ン操作を管理します。

レプ リ カのサーバへの追加

レプリ カのサーバからの削除

eDirectory ツ リーの新しいパーティシ ョ ンの作成

eDirectory ツ リーの既存のパーティシ ョ ンの削除

eDirectory ツ リーのパーティシ ョ ンの移動

マスタレプ リ カは、 次のタイプの eDirectory オブジェク ト操作にも使用されます。

eDirectory ツ リーへの新しいオブジェク トの追加

eDirectory ツ リーの既存のオブジェク トの削除、 リネーム、 または移動

eDirectory ツ リーへのオブジェク トの認証

eDirectory ツ リーへの新しいオブジェク ト属性の追加

既存の属性の変更または削除

デフォルトでは、 ネッ ト ワークの 初の eDirectory サーバが、 マスタレプ リ カを保持し
ます。 マスタレプ リ カは、 各パーティシ ョ ンに同時に 1 つだけ存在します。 別のレプ リ
カを作成する と、 デフォル トで読み書き可能レプリ カにな り ます。

マスタレプ リ カを保持しているサーバを 1 ～ 2 日以上ダウンさせる場合は、読み書き可
能レプリ カのうち 1 つをマスタレプ リ カにするこ とができます。オ リジナルのマスタレ
プ リ カは、 自動的に読み書き可能レプリ カにな り ます。

ネッ ト ワーク上にマスタレプ リ カがない場合、 eDirectory で新しいレプリ カやパーティ
シ ョ ンの作成などの操作を行う こ とはできません。
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読み書き可能レプリカ

 eDirectory では、 読み書き可能レプリ カおよびマスタレプ リ カのオブジェク ト情報
にアクセスして、 それを変更できます。 すべての変更内容は、 すべてのレプ リ カに自動
的に伝達されます。

WAN リ ンクの通信速度が遅い場合やルータが使用中の場合など、 ネッ ト ワーク インフ
ラス ト ラ クチャに遅延が起きてユーザへの eDirectory の反応が遅い場合は、 必要なユー
ザの近くに読み書き可能レプリ カを作成できます。 読み書き可能レプリ カは、 サーバに
いくつでも作成できますが、 レプ リ カが増える と、 同期を取るために ト ラフ ィ ッ クの量
が増加します。

読み込み専用レプリカ

 読み込み専用レプリ カは、パーティシ ョ ンの境界ですべてのオブジェク トに関する
情報を読み込むのに使用される、 読み込み可能なレプリ カタイプです。 読み込み専用レ
プ リ カは、 マスタレプ リ カと読み書き可能レプ リ カからの同期更新は受け入れますが、
ク ラ イアン トからの直接の変更は受け入れません。

このレプ リ カタイプは、 バインダ リエ ミ ュレーシ ョ ンを提供するこ とはできませんが、
eDirectory ツ リーの障害対策を提供しています。 マスタレプ リ カおよびすべての読み書
き可能なレプリ カが破壊または破損された場合は、読み込み専用レプリ カを新しいマス
タレプ リ カに昇格させるこ とができます。

また、NDS オブジェク トの読み込みやパーティシ ョ ンの境界内のすべてのオブジェク ト
を含む障害対策、 およびパーティシ ョ ンルートオブジェ ク ト を含む NDS ディ レク ト リ
ツ リーへの接続も提供します。

ク ラ イアン トは常に読み書き可能レプリ カにアクセスし、変更を加え続けるこ とができ
るため、 ツ リー内のセキュ リ テ ィポ リ シーを確立してオブジェ ク トの変更を制限する目
的で読み込み専用レプリ カを使用するこ とは避けて ください。権利継承フ ィルタの使用
のよ うに、 この目的のためにディ レク ト リに存在する メカニズムは他にもあ り ます。 詳
細については、 59 ページの 「IRF( 権利継承フ ィルタ )」 を参照して ください。

フィルタ済み読み書き可能レプリカ

フ ィルタ済み読み書き可能レプ リ カには、 フ ィルタ済みオブジェク ト セッ ト または
オブジェク ト ク ラスが、 これらのオブジェク トのフ ィルタ済み属性セッ トおよび値と と
もに格納されます。 このレプ リ カの内容は、 ホス トサーバのレプリ ケーシ ョ ンフ ィルタ
に特定された eDirectory オブジェク トおよびプロパティのタイプに制限されます。 ユー
ザはレプ リ カの内容を読み取った り、 変更するこ とができ、 eDirectory は選択されたオ
ブジェ ク ト情報にアクセスした り、 変更するこ とができます。 選択された変更内容は、
すべてのレプリ カに自動的に伝達されます。

フ ィルタ済みレプリ カの場合、サーバごとにフ ィルタを 1 つだけ指定できます。つま り、
あるサーバで定義されているフ ィルタは、そのサーバ上のすべてのフ ィルタ済みレプ リ
カに適用されます。 フ ィルタ済みレプリ カは、 サーバにいくつでも作成できますが、 レ
プ リ カが増える と、 同期を取るための ト ラフ ィ ッ クの量が増加します。

詳細については、 51 ページの 「フ ィルタ済みレプリ カ」 を参照してください。
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フィルタ済み読み込み専用レプリカ

 フ ィルタ済み読み込み専用レプリ カには、フ ィルタ済みオブジェク ト セッ ト または
オブジェク ト ク ラスが、 これらのオブジェク トのフ ィルタ済み属性セッ トおよび値と と
もに格納されます。 フ ィルタ済み読み込み専用レプリ カは、 マスタレプ リ カと読み書き
可能レプリ カからの同期更新は受け入れますが、 ク ラ イアン トからの直接の変更は受け
入れません。 ユーザはこのレプリ カの内容を読み込むこ とができますが、 変更はできま
せん。 このレプ リ カの内容は、 ホス トサーバのレプリ ケーシ ョ ンフ ィルタに特定された
eDirectory オブジェク トおよびプロパティのタイプに制限されます。

詳細については、 51 ページの 「フ ィルタ済みレプリ カ」 を参照してください。

サブオーディネートリファレンスレプリカ

サブオーディネート リ ファレンスレプリカは、システム生成のレプリカで、マスタレプリ
カや読み書き可能レプリカのオブジェク ト をすべて含んでいるわけではあり ません。した
がって、サブオーディネート リ ファレンスレプリカは、障害対策を提供していません。サ
ブオーディネート リ ファレンスレプリカは、 eDirectory によるパーティシ ョ ンの境界を超
えた名前の解決に必要な情報のみを格納するために生成される内部ポインタです。

サブオーディネート リ ファレンスレプ リ カを削除するこ とはできません。不要になった
時点で、 eDirectory が自動的に削除します。 サブオーディネート リ ファレンスレプ リ カ
は、 ペアレン トパーティシ ョ ンのレプ リ カを保持し、 チャイルドパーティシ ョ ンのレプ
リ カを保持していないサーバでのみ作成されます。

チャイルドパーティシ ョ ンのレプ リ カが、ペアレン トのレプ リ カを保持するサーバにコ
ピーされた場合、 サブオーディネート リ ファレンスレプ リ カは自動的に削除されます。

フィルタ済みレプリカ

フ ィルタ済みレプリ カには、 フ ィルタ済みオブジェク ト セッ ト またはオブジェク ト ク ラ
スが、 これらのオブジェ ク ト のフ ィルタ済み属性セッ トおよび値と と もに格納されま
す。 たとえば、 eDirectory ツ リーのさまざまなパーティシ ョ ン内のユーザオブジェク ト
のみを格納するフ ィルタ済みレプリ カのセッ ト を、 1 つのサーバ上に作成できます。 ま
た、 ユーザオブジェク トのデータ ( 名、 姓、 電話番号など ) のサブセッ トのみを格納す
るレプ リ カを作成するこ と もできます。

フ ィルタ済みレプリ カを使用して、 1 つのサーバ上に eDirectory データのビューを構築
できます。 そのために、 フ ィルタ済みレプリ カでは、 スコープとフ ィルタを作成できま
す。 これによ り、 ツ リー内の数多くのパーティシ ョ ンから 1 つの eDirectory サーバに、
適切に定義されたデータセッ ト を格納するこ とが可能にな り ます。 

サーバのスコープとデータフ ィルタの説明は eDirectory に格納され、 iManager のサーバ
オブジェク ト を通して管理できます。

1 つまたは複数のフ ィルタ済みレプリ カを格納するサーバは、 レプ リ ケーシ ョ ンフ ィル
タを 1 つだけ保持します。そのため、そのサーバ上のすべてのフ ィルタ済みレプリ カは、
それぞれのパーティシ ョ ンからの情報の同じサブセッ ト を格納します。 フ ィルタ済みレ
プリ カのマスタパーティシ ョ ンレプ リ カは、eDirectory 8.5 以降を実行している eDirectory
サーバに保管する必要があ り ます。

フ ィルタ済みレプリ カは、 次の目的に使用できます。

他のサーバから複製する必要があるデータ量が減るこ とによる、 サーバへの同期ト
ラフ ィ ッ クの削減。
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DirXML® によってフ ィルタ リ ングする必要があるイベン ト量の削減。

DirXML の詳細については、『DirXML Administration Guide(DirXML 管理ガイ ド ) (http:/
/www.novell.com/documentation/japanese/dirxml11a/index.html)』 を参照して ください。

ディ レク ト リデータベースのサイズの縮小。

レプ リ カの数が増えれば、 その分データベースのサイズが増大します。 完全なレプ
リ カを作成するのではな く、 特定のク ラスのデータのみを格納するフ ィルタ済みレ
プリ カを作成するこ とによって、 ローカルデータベースのサイズを小さ くする こ と
ができます。

たとえば、 ツ リーに 10,000 のオブジェク トが含まれていても、 そのうちユーザオブ
ジェク トの占める割合がわずかであれば、 10,000 すべてのオブジェク ト を格納する
完全なレプリ カではな く、 ユーザオブジェク トのみを格納するフ ィルタ済みレプ リ
カを作成できます。

ローカルデータベースに格納されているデータをフ ィルタ リ ングできる とい う特徴を
別にすれば、 フ ィルタ済みレプリ カは通常の eDirectory レプ リ カと同じであ り、 必要な
と きはいつでも完全なレプリ カに戻すこ とができます。

注 : デフォルトでフィルタ済みのレプリカは、必須のフィルタとして組織および部門を持つことになります。

フ ィルタ済みレプリ カの設定と管理の詳細については、 125 ページの 「フ ィルタ済みレ
プリ カを設定し管理する」 を参照して ください。

NetWare バインダリエミュレーション

プ リ ン ト サーバやバ ッ ク ア ッ プ ソ フ ト ウ ェ アなどの多 く のアプ リ ケーシ ョ ンは、
NetWare 4 以前のバージ ョ ンの NetWare 用に作成されており、 これらのアプ リ ケーシ ョ
ンでは、 ネッ ト ワークアクセスやオブジェク トの操作に、 eDirectory ではなく、 NetWare
バインダ リ を使用していました。

バインダ リ とは、 ユーザ、 グループ、 およびボ リ ュームといった、 指定したサーバに認
識されているオブジェク トの単純なデータベースです。 バインダ リは、 サーバ固有であ
り、 かつサーバ中心です。

NETX バインダ リ シェルなど、 以前の NetWare ク ラ イアン ト ソフ ト ウェアはバインダ リ
ログイン手順を使用しており、 ユーザは特定のサーバにしかログインできませんでし
た。 複数のサーバにアクセスするには、 複数のユーザアカウン ト を使用して、 ログイン
を何度も行う必要があ り ました。

eDirectory では、 バインダ リ用に作成されたアプリ ケーシ ョ ンを、 バインダ リサービス
を使用して実行できます。 バインダ リサービスでは、 1 つ以上の eDirectory コンテキス
ト ( 大 12) を、 eDirectory サーバの仮想バインダ リ と して設定できます。設定したコン
テキス トは、 サーバのバインダ リ コンテキス ト といいます。

バインダ リサービスに関する重要な情報を次に示します。

バインダ リサービスを使用するには、eDirectory サーバにバインダ リ コンテキス ト を
設定する必要があ り ます。

オブジェク トすべてが、 バインダ リオブジェ ク トにマップされるわけではあ り ませ
ん。 別名オブジェク トのよ うに、 オブジェク トの多くは、 バインダ リ と互換性があ
り ません。

ほとんどのバインダ リ アプ リ ケーシ ョ ンは、 eDirectory で動作するよ うにアップグ
レード されています。 アプ リ ケーシ ョ ンの製造元に確認し、 新バージ ョ ンを取得
して ください。
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バインダ リ コンテキス ト を含む各 eDirectoryサーバは、バインダ リ コンテキス ト を含
むパーティシ ョ ンのマスタレプ リ カ、 または読み書き可能レプ リ カを保持している
必要があ り ます。

レプリカリングでのサーバの同期

複数のサーバが、 同じパーティシ ョ ンのレプ リ カを保持している場合、 それらのサーバ
はレプリ カ リ ングとみなされます。eDirectory は自動的にそれらのサーバを同期させ、す
べてのレプリ カでオブジェク トデータの整合性を保ちます。

次の eDirectory プロセスによ り、 レプ リ カ リ ング内のサーバは同期されます。

レプ リ カの同期

レプ リ カの同期の詳細については、 121 ページの 「レプ リ カの管理」 を参照して く
ださい。

スキーマの同期

リ ンバ

バッ ク リ ンク

バッ ク リ ン クの詳細については、 『Novell eDirectory 8.7.3 インス トールガイ ド』 の
「バッ ク リ ンク処理の強制実行」 を参照して ください。

接続管理

リソースへのアクセス

eDirectory は、 デフォル トの権利に従って基本レベルのネッ ト ワークアクセスセキュ リ
テ ィ を構築します。 アクセス制御をよ り強化するための方法を、 次に示します。

権利の割り当て

ユーザがネッ ト ワーク リ ソースへのアクセスを試みる と、 システムはその リ ソース
に対するユーザの有効な権利を計算します。 明示的な ト ラスティ割り当て、 同等セ
キュ リ テ ィの付与、 および継承される権利に対するフ ィルタ処理を行う こ とによっ
て、 ユーザがリ ソースに対する適切で有効な権利を持つよ うに設定できます。

権利の割り当てを単純化するため、 グループおよび職種オブジェク ト を作成した後
に、 グループや職種にユーザを割り当てるこ とができます。

ログインセキュ リテ ィの追加

ログインセキュ リテ ィは、 デフォル トでは設定されていません。 ログインセキュ リ
テ ィ方法の設定にはいくつかあ り ます。 ログインパスワード、 ログインする場所お
よび時間の制限、 同時ログインセッシ ョ ンの制限、 不正侵入者検出、 およびログイ
ンの禁止があ り ます。

役割ベース管理の設定

特定のオブジェク トプロパティに対して管理者を設定し、 これらのプロパティに対
してのみ、 権利を許可します。 これによ り、 特定の責任を担う管理者を作成できま
す。この責任はどのコンテナオブジェク トの下位のオブジェク トへも継承できます。
役割ベースの管理者は、従業員の情報やパスワードに関連したプロパティのよ う な、
特定のプロパティに対して責任を持ちます。

役割ベースサービスの設定の手順については、 『Novell iManager 2.0.x Administration
Guide(Novell iManager 2.0.x 管理ガイ ド )』 の 「Using the iManager Configuration Wizard
(http://www.novell.com/documentation/japanese/imanager20/imanager20/data/am48xf3.html)」
を参照して ください。
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管理者が役割ベースの管理アプリ ケーシ ョ ンを実行できるよ う、 特定のタスクに基
づいて役割を定義するこ と もできます。 詳細については、 100 ページの 「役割ベー
スサービスを設定する」 を参照して ください。

eDirectory での権利

ツ リーを作成する と、 デフォル トの権利割り当てによって、 ネッ ト ワークへの汎用アク
セス とセキュ リ ティが与えられます。 デフォルトの割り当てには、 次のよ うなものがあ
り ます。

ユーザ Admin はツ リーの 上位に対してスーパバイザ権を持ちます。 これによ り、
Admin はディ レク ト リ全体を完全に制御できます。 Admin は、 NetWare サーバオブ
ジェク トに対してもスーパバイザ権を持ち、 サーバ上のどのボ リ ュームに対しても
完全に制御できます。

[Public] はツ リーの 上位のブラウズ権を持ちます。これによ り、すべてのユーザが、
パブリ ッ クアクセスを通して、 ツ リー内のすべてのオブジェク ト を表示する権利を
持つこ とにな り ます。

NetWare での移行、印刷アップグレード、または Windows NT でのユーザ移行などの
アップグレードプロセスを通して作成したオブジェク トは、 ほとんどの場合、 適切
な ト ラスティを割り当てられます。

トラスティ割り当ておよびターゲット

権利の割り当てには、 ト ラスティ と ターゲッ ト となるオブジェク トが関係します。 ト ラ
スティ とは、 認証されているユーザまたはユーザのグループを表します。 ターゲッ ト と
は、 ユーザが権利を持っているネッ ト ワーク リ ソースです。 

別名を ト ラスティにする場合、権利は別名が示すオブジェク トにのみ適用されます。
ただし、 別名オブジェク ト を明示的にターゲッ トにするこ とは可能です。

ファ イルシステム権は eDirectory内ではなく、ファ イルシステム自体に保存されてい
ますが、 NetWare ファ イルシステム内のファイルまたはディ レク ト リ も、 ターゲッ
トにするこ とができます。

注 : [Public] トラスティは、オブジェクトではありません。すべてのネットワークユーザに対して与えられ
る、権利割り当てに関連するトラスティです。

eDirectory での権利の概念

eDirectory での権利についてよ り良く理解していただくために、 次に各権利の概念につ
いて説明します。

55 ページの 「オブジェク ト ( エン ト リ ) 権」

55 ページの 「プロパティ権」

55 ページの 「有効な権利」

56 ページの 「有効な権利を計算する方法」

58 ページの 「同等セキュ リテ ィ」

59 ページの 「ACL( アクセス制御リ ス ト )」

59 ページの 「IRF( 権利継承フ ィルタ )」
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オブジェクト ( エントリ ) 権

ト ラスティ割り当てを作成する と きには、オブジェク ト権とプロパティ権を与える こ と
ができます。 オブジェク ト権はオブジェク ト全体の操作に適用されますが、 プロパティ
権は一定のオブジェク トプロパティにのみ適用されます。オブジェク ト権は、 eDirectory
データベース内でエン ト リが提供されるため、 エン ト リ権と呼ばれます。

各権利について、 次に説明します。

スーパバイザ には、オブジェク トおよびそのオブジェク トのすべてのプロパティに
対する、 すべての権利が含まれます。

参照 とは、ツ リー内のオブジェク ト を参照する権利です。オブジェク トのプロパティ
を参照する権利は含まれていません。

作成 は、ターゲッ トオブジェク トがコンテナの場合にのみ適用されます。ト ラスティ
がコンテナの下に新規オブジェク ト を作成する権利のこ とで、 ブラウズ権も含まれ
ます。 

削除 とは、 ディ レク ト リからターゲッ ト を削除する権利です。

リネーム とは、 ターゲッ ト名を変更する権利です。

プロパティ権

ト ラスティ割り当てを作成する と きには、オブジェク ト権とプロパティ権を与える こ と
ができます。 オブジェク ト権はオブジェク ト全体の操作に適用されますが、 プロパティ
権は一定のオブジェク トプロパティにのみ適用されます。

iManager では、 プロパティ権の管理用に次の 2 つのオプシ ョ ンが用意されています。

［すべての属性権］項目が選択されている場合は、すべてのプロパティを管理できます。

特定のプロパティが選択されている場合は、 選択された個々のプロパティ を管理で
きます。

各権利について、 次に説明します。

スーパバイザ は、 ト ラスティにプロパティの完全な制御権を与えます。

比較 によ り、 ト ラスティは、 プロパティの値と任意の値を比較できます。 この権利
によって検索が可能になり ます。検索では、 TRUE または FALSE の結果のみ返され
ます。 ト ラスティは、 プロパティの値を実際に参照するこ とはできません。

読み込み によ り、 ト ラスティはプロパティの値を参照するこ とができます。 この権
利には、 比較権が含まれます。

書き込み によ り、 ト ラスティはプロパティの値を作成、変更、および削除できます。

自己追加 とは、 ト ラスティ自身をプロパティの値と して追加または削除する権利で
す。 この権利は、 メ ンバーシップ リ ス ト または ACL( アクセス制御リ ス ト ) などの
よ うな、 値と してオブジェク ト名を持つプロパティに適用されます。

有効な権利

ユーザは、 明示的な ト ラスティ割り当て、 継承、 および同等セキュ リテ ィなどのさまざ
まな方法で権利を受け取るこ とができます。権利は、権利継承フ ィルタによ り制限され、
下位レベルの ト ラスティ割り当てによって変更、 または取り消すこ と もできます。 この
よ う な操作による 終的な結果、 つま りユーザが実際に行使できる権利を、 「有効な権
利」 といいます。

ユーザがいずれかの操作を実行しよ う とするたびに、該当のオブジェク トに対するその
ユーザの有効な権利が計算されます。 
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有効な権利を計算する方法

ユーザがネッ ト ワーク リ ソースにアクセスを試みるたびに、 eDirectory は次の手順でそ
のターゲッ ト リ ソースに対するユーザの有効な権利を計算します。

1. 計算で考慮される権利を持った ト ラスティを リ ス ト します。 考慮される ト ラスティ
には次のものがあ り ます。

ターゲッ ト リ ソースにアクセスしよ う と しているユーザ

ユーザが同等セキュ リ テ ィ となっているオブジェク ト

2. リ ス ト内の各ト ラスティに対して、 次のよ うに有効な権利を決定します。

a. まず、 ツ リーの 上位に対して ト ラスティが継承可能な権利を持っているかど
うかチェッ ク します。

eDirectory はツ リーオブジェク トのオブジェク ト ト ラスティ (ACL) プロパティ
をチェ ッ ク して、 該当の ト ラスティが登録された項目があるかど うか調べま
す。 該当の ト ラスティが登録された項目が見つかり、 その権利が継承可能な場
合、 eDirectory はそれらの項目に指定された権利を、 該当の ト ラスティの有効
な権利の初期セッ ト と して使用します。

b. ツリ ー内の、 ターゲッ ト リ ソ ースが含まれている分岐を 1 レベル下に移動し
ます。

c. このレベルでフ ィルタ リ ングされるすべての権利を削除します。

eDirectory はこのレベルの ACL をチェ ッ ク し、 該当の ト ラスティの有効な権利
のタイプ ( オブジェク ト、 すべてのプロパティ、 または特定のプロパティ ) と
一致する IRF( 権利継承フ ィルタ ) がないか調べます。 検出された場合は、
eDirectory は該当の ト ラスティの有効な権利から、 これらの IRF によって継承
を阻止されるすべての権利を削除します。

たとえば、 上位のレベルで、 ト ラスティの有効な権利にすべてのプロパティに
対する書き込み権の割り当てが含まれていても、 このレベルの IRF によってそ
の継承を阻止された場合、 すべてのプロパティに対する書き込み権はト ラス
ティの有効な権利から削除されます。

d. このレベルで割り当てられた継承可能な権利があれば追加し、 必要に応じて他
の割り当てを無効化します。

eDirectory はこのレベルの ACL をチェ ッ ク し、 該当の ト ラスティが登録された
項目があるかど うかチェ ッ ク します。 該当の ト ラスティが登録された項目が見
つかり、 その権利が継承可能な場合、 eDirectory はそれらの項目の権利を ト ラ
スティの有効な権利にコピーし、 必要に応じて他の割り当てを無効化します。

たとえば、 上位のレベルで、 ト ラスティの有効な権利に作成および削除オブ
ジェク ト権が含まれ、 プロパティ権についてはまった く含まれていないと き
に、 このレベルの ACL に、 該当の ト ラスティに対する 0 オブジェク ト権の割
り当てとすべてのプロパティの書き込み権の割り当てが含まれている場合、 ト
ラスティの既存のオブジェク ト権 ( 作成および削除 ) は 0 権利に置き換えられ、
新たにすべてのプロパティ権が追加されます。

e. ツ リーの各レベル ( ターゲッ ト リ ソースのレベルを含む ) で、 フ ィルタ リ ング
と追加の手順 (c および d) を繰り返します。

f. ターゲッ ト リ ソースで割り当てられた継承不可能な権利があれば追加し、 必要
に応じて他の割り当てを無効化します。

eDirectory は手順 2d と同じ処理を行います。 その結果作成される権利のセッ ト
が、 該当の ト ラスティの有効な権利になり ます。
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3. リ ス ト内のすべての ト ラスティの有効な権利を次のよ うに結合します。

a. eDirectory はり ス ト内のいずれかの ト ラスティが所有している権利をすべて含
め、 リ ス ト内のどの ト ラスティ も所有していない権利のみ除外します。 権利タ
イプは混在させません。 たとえば、 特定のプロパティに対する権利を、 すべて
のプロパティに対する権利に追加した り、 その逆を行う こ とはあ り ません。

b. 現在有効な権利に暗黙で含まれる権利を追加します。

権利の設定によ り、 ターゲッ ト リ ソースに対するユーザの有効な権利が作られ
ます。

例

ユーザ DJones が、 ボ リ ューム Acctg_Vol にアクセスしよ う と しています ( 図 20 を参照
してください )。

図 20 トラスティ権の例

次の手順は、 eDirectory が Acctg_Vol に対する DJones の有効な権利を計算する方法を示
したものです。

1. 計算で考慮される権利を持った ト ラ ステ ィ は、 DJones、 Marketing、 Tree、 および
[Public] です。

こ こでは、 DJones がどのグループまたは役割にも所属せず、 どの同等セキュ リテ ィ
にも明示的に割り当てられていないと仮定します。

2. 各ト ラスティの有効な権利は、 次のとおりです。

DJones: 0 オブジェク ト 、 0 すべてのプロパティ

Acctg_Vol で 0 すべてのプロパティ権を割り当てられるこ とで、 Accounting で
のすべてのプロパティに対する書き込み権の割り当ては無効化されます。

Marketing: 0 すべてのプロパティ

ツ リーの 上位にあるすべてのプロパティに対する書き込み権の割り当ては、
Accounting での IRF によって除外されます。

Tree: 権利なし

Tree には、 関連するどのツ リー分岐でも、 権利はまったく割り当てられません。

[Public]: オブジェク トのブラウズ権、 すべてのプロパティの読み込み権

これらの権利はルートで割り当てられ、 関連するツ リー分岐のどの位置でも、
フ ィルタ リ ングも無効化もされません。

ACL
[Public] Browse object 

(inheritable) [Public] Read 

all prop (inheritable)

ACL
IRF Write all prop (n/a) 

DJones Write all prop 

ACL
DJones zero object 

(inheritable) DJones zero 
Novell eDirectory について 57



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
3. これらすべての ト ラスティの権利を結合するこ とによって、 次のよ うになり ます。

DJones: オブジェク トのブラウズ権、 すべてのプロパティの読み込み権

4. すべてのプロパテ ィの読み込み権に伴って暗黙で割り当てられるすべてのプロパ
ティの比較権を追加するこ とで、 終的に Acctg_Vol に対する DJones の有効な権利
は次のよ うにな り ます。

DJones: オブジェク トのブラウズ権、 すべてのプロパティの読み込み、 比較権

有効な権利のブロック

有効な権利の計算方法では、 IRF に頼らずに特定の権利を特定のユーザに対してブロ ッ
クする方法は、 必ずしも明確ではあ り ません (IRF はすべてのユーザの権利をブロ ッ ク
します )。

特定の権利を IRF に頼らずにユーザに対してブロ ッ クするには、次のよ うな方法があ り
ます。

ターゲッ ト リ ソース、およびツ リー内のターゲッ ト リ ソースよ り も上位のレベルで、
該当のユーザおよびそのユーザと同等セキュ リテ ィになるオブジェク トにそれらの
権利を割り当てないよ うにする。

該当のユーザまたはそのユーザが同等セキュ リテ ィになるいずれかのオブジェク ト
にそれらの権利が実際に割り当てられている場合は、 ツ リーの下位レベルに、 それ
らの権利の割り当てを阻止する何らかの割り当てをそのオブジェク トに対して与え
るよ うにする。 不適切な権利を持つすべての ( ユーザと関連する ) ト ラステ ィに対
して、 これを実行します。

同等セキュリティ

同等セキュ リ テ ィ とは、 別のオブジェク ト と同じ権利を持つこ とを意味します。 あるオ
ブジェク ト (オブジェク ト A) を別のオブジェク ト (オブジェク ト B) と同等セキュ リテ ィ
にする と、 オブジェク ト A の有効な権利の計算時には、 オブジェク ト B の権利がオブ
ジェク ト A に追加されます。

たとえば、ユーザオブジェク ト Joe を Admin オブジェク ト と同等セキュ リテ ィにする と
します。 同等セキュ リ ティ を割り当てた後は、 Joe は、 ツ リーおよびファイルシステム
に対して、 Admin が持つ権利と同じ権利を持つこ とにな り ます。

同等セキュ リ テ ィには、 次の 3 つのタイプがあ り ます。

明示的 : 割り当てによる

自動 : グループのメンバーシップまたは役割による

暗黙的 : すべてのペアレン ト コンテナおよび [Public] ト ラステ ィ と同等

同等セキュ リ テ ィは、 1 ステップにかぎ り有効です。 たとえば、 さ らに別のユーザを上
の例の Joe と同等セキュ リ ティにした場合、このユーザは Joe の権利は受け取り ますが、
Admin の権利は受け取り ません。

同等セキュ リ テ ィは、該当のユーザオブジェク トの同等セキュ リテ ィプロパティの値と
して eDirectory に記録されます。

ユーザオブジェ ク ト を職種オブジェ ク ト にその職種の担当者と して追加する と、 その
ユーザは自動的にその職種オブジェ ク ト と同等セキュ リ テ ィにな り ます。 ユーザをグ
ループオブジェク トに追加した場合も同様です。
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ACL( アクセス制御リスト )

ACL( アクセス制御リ ス ト ) は、オブジェク ト ト ラスティプロパティ と も呼ばれます。 ト
ラスティを割り当てる と、その ト ラスティは値と してターゲッ トのオブジェ ク ト ト ラス
ティ (ACL) プロパティに追加されます。

このプロパティは、 次の理由から、 ネッ ト ワークのセキュ リ ティに大き く影響します。

オブジェク トのオブジェク ト ト ラスティ (ACL) プロパティに対する書き込み権また
はスーパバイザ権を持つユーザは、 そのオブジェク トの ト ラスティが誰であるかを
知るこ とができる。

オブジェク トのオブジェク ト ト ラスティ (ACL) プロパティに対して自己追加権を持
つユーザは、 そのオブジェ ク トに対する自分の権利を変更できる。 たとえば、 その
ユーザは自分にスーパバイザ権を与えるこ とができます。

このため、 コンテナオブジェク トのすべてのプロパティに対して自己追加権を与える場
合は、 慎重に行う必要があ り ます。 自己追加権を割り当てられた ト ラスティは、 該当の
コンテナ、 その中のすべてのオブジェク ト、 およびその下のコンテナ内のすべてのオブ
ジェク トに対してスーパバイザとなるこ とができます。

IRF( 権利継承フィルタ )

権利継承フ ィルタによ り、 eDirectory ツ リーの下位レベルへの権利の継承をブロ ッ クで
きます。 このフ ィルタの設定の詳細については、 64 ページの 「eDirectory オブジェク ト
またはプロパティへの権利継承をブロ ッ クする」 を参照して ください。

新規サーバのデフォルト権

新規サーバオブジェク ト をツ リーにインス トールする と、次の ト ラスティ割り当てが作
成されます。

デフォルトトラスティ デフォルト権

Admin( ツリー内の 初の eDirectory サーバ ) ツリーオブジェクトに対するスーパバイザオブ
ジェクト権。

Admin は、NetWare サーバオブジェクトに対して

スーパバイザオブジェクト権を持ちます。これは、
Admin がサーバ上に存在するあらゆるボリューム

のファイルシステムのルートディレクトリに対し
てもスーパバイザ権を持つことを意味します。

[Public] ( ツリー内の 初の eDirectory サーバ ) ツリーオブジェクトに対するブラウズオブジェク
ト権。

Tree すべてのボリュームオブジェクトのホストサーバ
名プロパティおよびホストリソースプロパティに
対するツリー読み込みプロパティ権。 

これにより、すべてのオブジェクトが物理ボ
リューム名および物理サーバ名にアクセスできる
ようになります。 

コンテナオブジェクト sys:\public に対する読み込みおよびファイルス

キャン権。これにより、コンテナの下のユーザオ
ブジェクトは、\public の NetWare ユーティリティ

にアクセスできるようになります。
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管理の委託

eDirectory では、 自分が管理するツ リーの分岐に対する管理権を無効にして、 その分岐
の管理を他の人物に委託できます。 たとえば、 特別なセキュ リ テ ィ要件によ り、 ツ リー
の分岐を完全に制御する管理者を個別に置かなければならないよ うな場合には、管理権
の委託という この方法をと るこ とが必要にな り ます。

管理権を委託するには、 次を実行します。

1 委託先のユーザに、 該当のコンテナに対するスーパーバイザオブジェク ト権を与え
ます。

1a Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

1b ［権利］ > ［ ト ラ ステ ィの変更］ の順にク リ ッ ク します。

1c アクセスを制御するコンテナオブジェ ク トの名前およびコンテキス ト を入力し
て、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

1d ［割り当てられた権利］ をク リ ッ ク します。

1e 目的のプロパティの ［スーパバイザ］ チェ ッ クボッ クスをオンにします。

1f ［完了］ をク リ ッ ク し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

2 継承を阻止したいスーパバイザ権や他の権利をフ ィルタ リ ングするための IRF を、
そのコンテナに対して作成します。

2a Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2b ［権利］ > ［権利継承フ ィルタの変更］ の順にク リ ッ ク します。

2c 変更する権利継承フ ィルタを持つオブジェク トの名前およびコンテキス ト を指
定して、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

2d 必要に応じて権利継承フ ィルタのリ ス ト を編集します。

フ ィルタのリ ス ト を編集するには、オブジェク トの ACL プロパティへのスーパ
バイザ権またはアクセス制御権を持っている必要があ り ます。 オブジェ ク ト の
継承された権利を全体的にブロ ッ クするフ ィルタは、 オブジェ ク トのすべての
プロパティおよび個々のプロパティに対して設定できます。

注 : フィルタによって、このオブジェクトのトラスティに明示的に付加された権利がブロックされ

ることはありません。これらの権利は継承されるものではないためです。

2e ［OK］ をク リ ッ ク します。

重要 : ユーザオブジェクトに管理を委託した後に、そのオブジェクトが削除されると、その分岐を管理する

権利を持つオブジェクトはなくなります。

パスワードの管理など、 特定の eDirectory プロパティの管理を委託するには、 62 ページ
の 「同等セキュ リ テ ィ を付与する」 を参照して ください。

役割ベース管理アプリ ケーシ ョ ンの特定の機能の使用を委託するには、100 ページの「役
割ベースサービスを設定する」 を参照して ください。

ユーザオブジェクト ユーザ用にホームディレクトリが自動的に作成さ
れると、ユーザにはそのディレクトリに対する
スーパーバイザ権が与えられます。

デフォルトトラスティ デフォルト権
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権利の管理

61 ページの 「権利を明示的に割り当てる」

62 ページの 「同等セキュ リテ ィ を付与する」

64 ページの 「eDirectory オブジェク ト またはプロパティへの権利継承をブロ ッ ク
する」

65 ページの 「eDirectory オブジェク ト またはプロパティへの有効な権利を参照する」

権利を明示的に割り当てる

eDirectory ツ リーでデフォル トで割り当てられた権利によって、 ユーザが必要以上にリ
ソースにアクセスできた り、 アクセスが不十分であった りする場合は、 権利を明示的に
作成して割り当てた り、 それを変更した りできます。 権利の割り当てを作成または変更
するには、 まず 初にアクセスを制御している リ ソースやト ラスティ ( 権利を所有して
いる、 またはこれから所有する eDirectory オブジェク ト ) を選択します。

ヒント : ユーザの権利を個々にではなく集団で管理するには、グループ、役割、またはコンテナオブジェク

トをトラスティにします。すべてのユーザについてリソースへのアクセスを全体的に制限するには、64 ペー
ジの「eDirectory オブジェクトまたはプロパティへの権利継承をブロックする」を参照してください。

61 ページの 「リ ソースに基づいて Novell eDirectory へのアクセスを制御する」

62 ページの 「 ト ラスティに基づいて Novell eDirectory へのアクセスを制御する」

リソースに基づいて Novell eDirectory へのアクセスを制御する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［権利］ > ［ ト ラステ ィの変更］ の順にク リ ッ ク します。

3 アクセスを制御するeDirectory リ ソース (オブジェク ト )の名前およびコンテキス ト を
指定して、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

コンテナの下のすべてのオブジェク トへのアクセスを制御するには、 そのコンテナ
を選択します。

4 ト ラステ ィの リ ス トおよび権利の割り当てを必要に応じて編集します。 

4a ト ラステ ィの権利の割り当てを変更するには、 ト ラスティを選択し、 ［割り当て
られた権利］ をク リ ッ ク して、 必要に応じて権利の割り当てを変更してから、
［完了］ をク リ ッ ク します。

4b ト ラステ ィ と してオブジェク ト を追加するには、 ［ ト ラスティの追加］ をク リ ッ
ク し、 オブジェ ク ト を選択し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。 次に、 ［割り当てられ
た権利］ をク リ ッ ク して ト ラスティを割り当て、 ［完了］ をク リ ッ ク します。

権利の割り当てを作成または変更する場合、 オブジェ ク ト全体に対しても、 オ
ブジェ ク ト のすべてのプロパティ または個々のプロパティに対しても、 アクセ
スを付与した り拒否した りするこ とができます。

4c ト ラステ ィ となっているオブジェ ク ト を削除するには、 その ト ラスティ を選択
し、 ［ ト ラスティの削除］ をク リ ッ ク します。 

削除された ト ラスティには、 オブジェ ク トやプロパティに対する明示的な権利
はすでにあ り ませんが、 継承や同等セキュ リ テ ィによる有効な権利はまだ存在
する可能性があ り ます。

5 ［OK］ をク リ ッ ク します。
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トラスティに基づいて Novell eDirectory へのアクセスを制御する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［権利］ > ［他のオブジェク トに対する権利］ の順にク リ ッ ク します。

3 権利を変更する ト ラスティ ( 権利を所有している、またはこれから所有するオブジェ
ク ト ) の名前やコンテキス ト を入力します。

4 ［検索範囲のコンテキス ト ］ フ ィールドで、 ト ラスティが現在権利を割り当てられて
いる eDirectory オブジェク ト を検索する eDirectory ツ リーの一部を指定します。 

5 ［OK］ をク リ ッ ク します。

検索の進行状況を表す画面が表示されます。検索が終了する と、［他のオブジェク ト
に対する権利］ ページに検索結果が表示されます。 

6 ト ラステ ィの eDirectory 権利の割り当てを必要に応じて編集します。 

6a 権利の割り当てを追加するには、 ［オブジェク トの追加］ をク リ ッ ク し、 アクセ
スを制御するオブジェク ト を選択して、 ［OK］ をク リ ッ ク します。 次に、 ［割り
当てられた権利］ をク リ ッ ク して、 ト ラスティの権利を割り当ててから ［完了］
をク リ ッ ク します。

6b 権利の割り当てを変更するには、 アクセスを制御するオブジェ ク ト を選択し、
［割り当てられた権利］ をク リ ッ ク して、必要に応じて ト ラスティの権利の割り
当てを変更してから、 ［完了］ をク リ ッ ク します。

権利の割り当てを作成または変更する場合、 オブジェ ク ト全体に対しても、 オ
ブジェ ク ト のすべてのプロパティ または個々のプロパティに対しても、 アクセ
スを付与した り拒否した りするこ とができます。

6c 権利の割り当てを削除するには、アクセスを制御するオブジェク ト を選択して、
［オブジェク トの削除］ をク リ ッ ク します。 

ト ラステ ィには、 オブジェ ク トやプロパティに対する明示的な権利はすでにあ
り ませんが、 継承や同等セキュ リ テ ィによる有効な権利はまだ存在する可能性
があ り ます。

7 ［OK］ をク リ ッ ク します。

同等セキュリティを付与する

別の eDirectory オブジェク トに対して同等セキュ リ テ ィ となっているユーザは、 事実上
そのオブジェク トのすべての権利を持っています。 ユーザは自動的に、 所属するグルー
プや役割に対して同等セキュ リ テ ィにな り ます。すべてのユーザは、[Public] ト ラステ ィ、
およびツ リーオブジェク ト など、eDirectoryツ リーのユーザオブジェク トの上にある個々
のコンテナに対して、 暗黙で同等セキュ リ ティ とな り ます。 また、 任意の eDirectory オ
ブジェク トに対して同等セキュ リ ティ を明示的に付与するこ と もできます。

注 : このセクションのタスクを実行すると、eDirectory 権利を通じて管理権を委託することができます。RBS(
役割ベースサービス)役割を使用する管理アプリケーションがある場合、それらの役割にユーザメンバーシッ
プを割り当てることで管理権を委託することもできます。

63 ページの 「メンバーシップに基づいて同等セキュ リテ ィ を付与する」

63 ページの 「明示的に同等セキュ リテ ィ を付与する」

64 ページの 「オブジェク ト固有の eDirectory プロパティの管理者を設定する」
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メンバーシップに基づいて同等セキュリティを付与する

1 まだ完了していない場合は、 ユーザを同等セキュ リ ティにするグループまたは役割
オブジェク ト を作成します。 

詳細については、 92 ページの 「オブジェク ト を作成する」 を参照して ください。

2 グループや役割に、 ユーザに必要な eDirectory 権利を与えます。 

詳細については、 61 ページの 「権利を明示的に割り当てる」 を参照して ください。

3 グループや役割のメンバーシップを編集して、 グループや役割の権利を必要とする
ユーザを追加します。

グループオブジェク トには、 ［メ ンバー］ プロパティページを使用します。

Novell iManager で、 ［eDirectory 管理］ > ［オブジェク トの変更］ の順にク リ ッ ク
し、 グループオブジェク トの名前と コンテキス ト を指定して ［OK］ をク リ ッ ク
し、 次に ［メ ンバー］ タブをク リ ッ ク します。

職種オブジェク トには、 ［担当者］ プロパティページの ［担当者］ フ ィールドを
使用します。

Novell iManager で、 ［eDirectory 管理］ > ［オブジェク トの変更］ の順にク リ ッ ク
し、 rbsRole オブジェク トの名前と コンテキス ト を指定して ［OK］ をク リ ッ ク
し、 次に ［全般］ タブで ［担当者］ をク リ ッ ク します。

rbsRole オブジェク トには、［iManager のメンバーを変更］ ページを使用します。 

Novell iManager で、 ［設定］ ボタン をク リ ッ ク し、 ［役割の設定］ > ［iManager
の役割を変更］ の順にク リ ッ ク します。 次に、 変更する役割の左にある ［メ ン
バーの変更］ ボタン をク リ ッ ク してから、 ［iManager のメンバーを変更］ ペー
ジのオプシ ョ ンを使用して役割のメンバーを追加または削除します。

4 ［OK］ をク リ ッ ク します。

明示的に同等セキュリティを付与する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory 管理］ > ［オブジェク トの変更］ の順にク リ ッ ク します。

3 ユーザを同等セキュ リ ティ とするユーザまたはオブジェク トの名前およびコンテキ
ス ト を入力して、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

4 ［セキュ リ テ ィ］ タブをク リ ッ ク し、 次のよ うに同等セキュ リ ティ を付与します。

ユーザを選択し、 ［同等セキュ リ テ ィ］ をク リ ッ ク します。 次に、 ユーザを同等
セキュ リ テ ィ とするオブジェク トの名前と コンテキス ト を入力して <Enter> を
押し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

ユーザを同等セキュ リ テ ィ とするオブジェク ト を選択する場合は、［同等セキュ
リ テ ィ保有者］ をク リ ッ ク し、 オブジェク ト を同等セキュ リ テ ィ とするユーザ
の名前と コンテキス ト を入力して <Enter> を押し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

これらの 2つのプロパティページのコンテキス トは、システムによって同期されます。

5 ［OK］ をク リ ッ ク します。
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オブジェクト固有の eDirectory プロパティの管理者を設定する

1 まだ完了していない場合、 オブジェク ト固有のプロパティの ト ラスティを作成する
ユーザ、 グループ、 役割、 またはコンテナオブジェク ト を作成します。

ト ラスティ と してコンテナを作成する場合、 コンテナ内またはその下のすべてのオ
ブジェク トに権利が付与されます。 プロパティは継承可能なものにする必要があ り
ます。 そ う しないと、 コンテナおよびそのメンバーは下位レベルへの権利を持たな
くな り ます。

詳細については、 92 ページの 「オブジェク ト を作成する」 を参照して ください。

2 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

3 ［権利］ > ［ ト ラステ ィの変更］ の順にク リ ッ ク します。

4 管理者による管理を必要とする 高レベルのコンテナの名前と コンテキス ト を指定
し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

5 ［ ト ラステ ィの変更］ ページで、 ［ ト ラスティの追加］ をク リ ッ ク し、 管理者を表す
オブジェク ト を選択して ［OK］ をク リ ッ ク します。

6 追加した ト ラスティの ［割り当てられた権利］ をク リ ッ ク し、 ［プロパティの追加］
をク リ ッ ク します。

7 プロパティ リ ス トに追加するプロパティ を選択して、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

8 管理者が管理するそれぞれのプロパティについて、 必要な権利を割り当てます。 

それぞれの権利の割り当ての ［継承可能］ チェッ クボッ クスをオンにします。

9 ［完了］ をク リ ッ ク し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

eDirectory オブジェクトまたはプロパティへの権利継承をブロックする

eDirectory では、 コンテナの権利の割り当ては、 継承可能な場合とそ うでない場合があ
り ます。 NetWare のファ イルシステムでは、 フォルダ上のすべての権利の割り当ては継
承可能です。 eDirectory および NetWare では、 個々の下位アイテムについてこのよ う な
継承をブロ ッ ク して、 ト ラスティになるユーザに関係なく、 これらのアイテム上では権
利を無効にするこ とができます。 例外と して、 NetWare ファ イルシステムではスーパバ
イザ権はブロッ クできません。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［権利］ > ［権利継承フ ィルタの変更］ の順にク リ ッ ク します。

3 変更する権利継承フ ィルタを持つオブジェク トの名前およびコンテキス ト を指定し
て、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

こ れで、 すでにオブジェク ト に設定さ れた権利継承フィ ルタのリ ス ト が表示さ れ
ます。

4 プロパティページで、 必要に応じて権利継承フ ィルタの リ ス ト を編集します。

フ ィルタの リ ス ト を編集するには、オブジェク トの ACL プロパティへのスーパバイ
ザ権またはアクセス制御権を持っている必要があ り ます。 オブジェク トの継承され
た権利を全体的にブロ ッ クするフ ィルタは、 オブジェク トのすべてのプロパティお
よび個々のプロパティに対して設定できます。

注 : フィルタによって、このオブジェクトのトラスティに明示的に付加された権利がブロックされるこ

とはありません。これらの権利は継承されるものではないためです。

5 ［OK］ をク リ ッ ク します。
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eDirectory オブジェクトまたはプロパティへの有効な権利を参照する

有効な権利は、 ユーザが特定のネッ ト ワーク リ ソース上で実行できる実際の権利です。
有効な権利は、 明示的な権利の割 り 当て、 継承、 および同等セキ ュ リ テ ィ を基に、
eDirectory によって計算されます。 システムにクエ リ を設定する と、 リ ソースへのユー
ザの有効な権利が決定されます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［権利］ > ［有効な権利の表示］ の順にク リ ッ ク します。

3 参照する有効な権利を持つト ラスティの名前と コンテキス ト を入力し、 ［OK］ をク
リ ッ ク します。

4 次のオプシ ョ ンから選択します。

5 ［完了］ をク リ ッ ク します。

オプション 説明

プロパティ名 トラスティが有効な権利を持つプロパティを表示します。プ
ロパティは eDirectory から読み込まれるため、通常英語で

表示されます。リストの個々のアイテムは次のタイプのいず
れかです。 

［すべての属性権］- オブジェクトのすべてのプロパティを

表します。 

［エントリ権］- オブジェクト全体を表します。スーパバイ

ザの場合を除き、このアイテムへの権利にはプロパティの権
利は含まれません。 

特定のプロパティ- トラスティが個々に権利を持つ特定のプ

ロパティです。デフォルトでは、このオブジェクトクラスの
プロパティのみが表示されます ( 次を参照 )。 

有効な権利 eDirectory で計算されたとおりに、選択されたプロパティへ

のトラスティの有効な権利を表示します。 

スキーマ内のすべてのプロパティ
を表示する

このチェックボックスをオフにすると、このオブジェクトク
ラスのプロパティのみが表示されます。

eDirectory スキーマで定義されたすべてのクラスのプロパ

ティを表示するには、このチェックボックスをオンにしま
す。追加のプロパティが有効になるのは、このオブジェクト
がコンテナである場合、またはそれが拡張されて補助クラス
のプロパティを含む場合のみです。追加のプロパティの横に
は行頭文字は表示されません。 
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2 Novell eDirectory ネットワークの設計

Novell® eDirectoryTM の設計は、 事実上、 ネッ ト ワークのすべてのユーザおよびリ ソース
に影響を与えます。 eDirectory の設計が良ければ、ネッ ト ワークの効率性、耐障害性、安
全性、 拡張性、 機能性が高ま り、 それによってネッ ト ワーク全体のパフォーマンス と価
値が向上します。 この章では、 eDirectory ネッ ト ワーク設計上のヒン トについて説明し
ます。

67 ページの 「eDirectory 設計の基本」

68 ページの 「eDirectory ツ リーの設計」

74 ページの 「ツ リーのパーティシ ョ ン化のガイ ド ラ イン」

76 ページの 「ツ リーのレプリ カ作成に関するガイ ド ラ イン」

79 ページの 「ユーザ環境についてのプランニング」

79 ページの 「e ビジネスに対応する eDirectory の設計」

80 ページの 「Novell Certificate Server について」

85 ページの 「ネッ ト ワーク時刻の同期」

eDirectory 設計の基本

効率のよい eDirectory 設計の基盤となるのは、 ネッ ト ワークのレイアウ ト 、 会社の組織
構造、 および適切な準備です。

eビジネス用にeDirectoryを設計する場合は、79 ページの「eビジネスに対応する eDirectory
の設計」 を参照して ください。

ネットワークのレイアウト

ネッ ト ワークのレイアウ ト とは、 ネッ ト ワークの物理的な設定のこ とです。 効率のよい
eDirectory を設計するには、 次の項目について考慮する必要があ り ます。

WAN リ ンク

リモート アクセスを必要とするユーザ

ネッ ト ワーク リ ソース ( サーバ数など )

頻繁な停電など、 ネッ ト ワークの状態

予測されるネッ ト ワークレイアウ トの変更
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組織の構造

組織の構造は、 eDirectory の設計に影響します。効率的な eDirectory を設計するには、次
が必要になり ます。

組織図および運営形態についての理解

eDirectory の設計および実装を完了するのに必要な技能のある担当者

次の技能を持った担当者を選出する必要があ り ます。

eDirectory 設計のフォーカスおよびスケジュールの管理

eDirectory の設計、 設計標準、 およびセキュ リ テ ィについての理解

物理的なネッ ト ワーク構造の理解および管理

インターネッ ト ワークのバッ クボーン、 テレコ ミ ュニケーシ ョ ン、 WAN 設計、
およびルータ配置の管理

eDirectory 設計の準備をする

eDirectory の設計に実際に着手する前に、 次を実行します。

スコープおよびスケジュールの現実的な見積も りの設定

eDirectory 実装の設計によって影響があるすべてのユーザへの連絡

67 ページの 「ネッ ト ワークのレイアウ ト 」 および 68 ページの 「組織の構造」 の情報
の参照

eDirectory ツリーの設計

ネッ ト ワークの設計と実装で も重要な作業は、 eDirectory ツ リーの設計です。 ツ リー
の設計には、 次の作業が含まれます。

68 ページの 「命名標準ドキュ メン ト を作成する」

71 ページの 「Tree の上位層を設計する」

73 ページの 「ツ リーの下位層を設計する」

命名標準ドキュメントを作成する

オブジェク ト名などの標準名を規定する と、 ユーザと管理者の両方が、 ネッ ト ワークを
よ り直感的に理解できるよ うにな り ます。 標準を文書化する と、 管理者による、 電話番
号や住所などの他のプロパティ値の設定方法も指定できます。 

ディ レク ト リの検索とブラウズでは、 名前やプロパティ値の整合性が重要になり ます。 

また、標準的な名前を使用するこ とで、DirXML® では、eDirectory とその他のアプ リ ケー
シ ョ ンの間でデータを容易に移動する こ と もできます。 DirXML の詳細については、
『DirXML Administration Guide(DirXML 管理ガイ ド ) (http://www.novell.com/documentation/
japanese/dirxml11a/index.html)』 を参照してください。
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命名規則

オブジェクト

コンテナ内では、 重複する名前を使用するこ とはできません。 たとえば、 同じコン
テナ内で Debra Jones と Daniel Jones の両方に 「DJONES」 とい う名前を付けるこ と
はできません。

特殊文字を使用できます。ただし、プラス記号 (+)、等号 (=)、およびピ リオド (.) を使
用する場合は、 直前に円記号 (¥) を入力する必要があ り ます。 サーバオブジェク ト
と国オブジェク トのほか、 バインダ リサービスおよび多言語環境には、 追加の命名
規則が適用されます。

大文字と小文字、 およびアンダースコアと スペースは、 入力時にはそのまま表示さ
れますが、 実際には区別されません。 たとえば、 「Manager_Profile」 と 「MANAGER
PROFILE」 は同一と見なされます。

名前をコマンド ラ インやログインスク リプ トに入力する と きにスペースを使用する
場合は、 名前全体を引用符で囲む必要があ り ます。

サーバオブジェクト

新しいサーバをインス トールする と、サーバオブジェク トが自動的に作成されます。

既存の NetWare® や NT サーバ、および他のツ リーの eDirectory サーバに対して、追加
のサーバオブジェク ト を作成できますが、 それらはすべてバインダ リオブジェク ト
と して扱われます。

サーバオブジェク ト を作成する と き、 その名前は物理サーバ名と一致していなけれ
ばなり ません。 また、 サーバ名には次の規定があ り ます。

ネッ ト ワーク全体で固有である

2 ～ 47 文字の長さである

A ～ Z までの文字、0 ～ 9 までの数字、ハイフン (-)、ピ リオド (.)、およびアンダー
スコア (_) のみを含む

初の文字にピ リオドを使用しない

一度付けたサーバオブジェク ト名は、 iManager で変更するこ とはできません。 サー
バで名前を変更する と、 新しい名前が自動的に iManager に表示されます。

国オブジェクト

国オブジェク トは、 2 文字の標準 ISO カン ト リ コードに従って命名します。

詳細については、 ISO 3166 Code Lists (http://www.iso.ch/iso/en/prods-services/iso3166ma/
02iso-3166-code-lists/list-en1.html) を参照して ください。 

バインダリオブジェクト

NetWare 2 またはNetWare 3からバインダ リサービス経由でオブジェク トにアクセスする
場合は、 次の制限が適用されます。

名前に使用されているスペースは、 アンダースコアに置き換えられる。

名前は 47 文字で切り捨てられる。

次の文字は使用できない。 スラ ッシュ (/)、円記号 (¥)、 コロン (:)、 コンマ (,)、アスタ
リ スク (*)、 および疑問符 (?)。

重要 : バインダリエミュレーションは、Linux、Solaris、AIX、HP-UX プラットフォームではサポートされて
いません。
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多言語環境の注意事項

複数の言語で稼動しているワークステーシ ョ ンがある場合は、 必要に応じて、 オブジェ
ク ト名に使用する文字を、すべてのワークステーシ ョ ンで表示できる文字のみに制限し
ます。 たとえば、 ワークステーシ ョ ンを日本語環境で使用している場合には、 ヨーロ ッ
パの言語で表示できない文字を名前に使用しないよ う制限します。

HP-UX は英語のみをサポート します。

重要 : ツリー名は必ず英語で指定してください。

標準ドキュメントの例

次は、 もよ く使用される一部のプロパティに関する標準ドキュ メ ン トの例です。 使用
しないプロパティについては、標準を規定する必要はあ り ません。標準ドキュ メ ン トは、
オブジェク トの作成または修正を担当するすべての管理者に配布します。

オブジェクトクラス | プロパティ 標準 例 理由

ユーザ | ログイン名 ファーストネームのイニシャ
ル、ミドルネームのイニシャル
( ある場合 )、姓の組み合わせ

( すべて小文字 )。 大 8 文字

です。各共通名はすべて、社内
全体で固有のものにします。

msmith、bjohnson eDirectory では会社全体で固有の名

前を使用する必要はありませんが、
固有にすると、同じコンテキスト
(またはバインダリコンテキスト )内
での衝突を避けることができます。

ユーザ | 姓 姓(通常の大文字/小文字表記)。 Smith メールラベルの生成に使用されます。

電話番号および Fax 番号 ハイフンで区切られた番号。 米国 :123-456-7890
その他: 44-344-123456

自動ダイヤルソフトウェアで使用
されます。

複数のクラス | 地域 2文字の地域コード ( 大文字 )、
ハイフン、メール配達地点の
組み合わせ。

BA-C23 社内のメール配達で使用されます。

組織 | 名前 すべてのツリーに与える会
社名。

YourCo 独立したツリーがある場合、標準の
組織名を使用することで、将来ツ
リーのマージができます。

部門 | 名前 ( 地域に基づく ) 2 または 3 文字の地域コード

で、すべて大文字。

ATL、CHI、CUP、LA、
BAT、BOS、DAL

短く、標準的な名前を使用すること
で、効率的に検索できます。

部門 | 名前 ( 部署に基づく ) 部署名または略語。 Sales、Eng 短く、標準的な名前を使用すること
で、どの部署で使用しているコンテ
ナか見分けやすくなります。

グループ | 名前 識別名。 Project Managers ユーティリティによってはすべて
表示できない場合があるため、極端
に長い名前は避けます。

ディレクトリマップ | 名前 ディレクトリマップが示す
ディレクトリの内容。

DOSAPPS 短く、標準的な名前を使用すること
で、どの部署で使用しているコンテ
ナか見分けやすくなります。

プロファイル | 名前 プロファイルの目的。 MobileUser 短く、標準的な名前を使用すること
で、どの部署で使用しているコンテ
ナか見分けやすくなります。

サーバ | 名前 SERV、ハイフン、部署、ハイ

フン、固有番号の組み合わせ。

SERV-Eng-1 eDirectory では、ツリー内で固有の

サーバ名を使用する必要があります。
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Tree の上位層を設計する

ツ リーの上位層を変更する とツ リーの残りの部分すべてに影響するため、 ツ リーの上位
層は慎重に設計します。 WAN リ ンクがある場合は、 特に注意する必要があ り ます。 ツ
リーの 上部は、 後からの変更ができるだけ必要とならないよ うに設計します。

eDirectory ツ リーの作成時には、 次の eDirectory 設計規則に従います。

ピラ ミ ッ ド型の設計を使用する。

eDirectory ツ リーは 1 つにし、 固有の名前を付ける。

組織オブジェク ト を 1 つ作成する。

物理的なネッ ト ワーク構造を表す第 1 レベルの部門群を作成する。

71 ページの 図 21 は、 eDirectory 設計規則を示しています。

図 21 eDirectory 設計規則

ツ リーの上位層を作成するには、92 ページの 「オブジェク ト を作成する」および 92 ペー
ジの 「オブジェク トのプロパティ を変更する」 を参照してください。

ピラミッド型の設計の使用

ピラ ミ ッ ド型の eDirectory では、管理や、大きなグループに対する変更、および論理パー
ティシ ョ ンの作成をよ り容易に実行できます。

ピラ ミ ッ ド型以外の設計と して、 フラ ッ ト ツ リー型があ り ます。 この場合、 すべてのオ
ブジェク トがツ リーの 上部に置かれます。 eDirectory をフラ ッ ト ツ リー型に設計する
こ と も可能ですが、 管理やパーティシ ョ ン化がよ り難し くな り ます。 

固有の名前を持つ単一の eDirectory ツリーの使用

ほとんどの組織では、 ツ リーを 1 つにするのが 適です。 デフォルトでは、 ツ リーは 1
つだけ作成されます。 ツ リーが 1 つだけだと、 ネッ ト ワーク内のユーザの識別を統一で
き、 セキュ リ テ ィ管理もよ り容易にな り ます。 また、 1 箇所で集中管理できます。 
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OU=EUROPE

OU=LON OU=PAR

OU=PACRIM

OU=TKYO OU=HKNG

OU=HR OU=SALES

OU=RECR OU=PAY
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業務では単一のツ リーの使用を推奨しますが、追加のツ リーのテス トや開発を否定する
わけではあ り ません。

組織によっては、 法的または政治的な問題、 あるいは社内の事情から、 複数のツ リーが
必要になる場合もあ り ます。 たとえば、 自立した 7 つの組織から構成される組織では、
7 つのツ リーが必要になるこ と も考えられます。 組織で複数のツ リーが必要な場合は、
DirXML を使用して管理を容易化するこ とを検討して ください。 DirXML の詳細につい
ては、『DirXML Administration Guide(DirXML 管理ガイド ) (http://www.novell.com/documentation/
japanese/dirxml11a/index.html)』 を参照して ください。

注 : HP-UX は DirXML をサポートしていません。

ツ リーには、他のツ リー名と重複しない、固有の名前を付けます。 「EDL-TREE」 のよ う
に、 短くてわかりやすい名前を指定します。 

同じネッ ト ワーク内に同じ名前のツ リーが存在する と、次のよ うな問題が発生する場合
があ り ます。

更新内容が、 対象のツ リーとは別のツ リーに適用される

リ ソースが消失する

権利が消失する

データが破損する

ツ リー名は、 DSMerge ユーティ リ ティで変更できますが、変更は十分に注意して行って
ください。 ツ リー名の変更はネッ ト ワーク全体に影響します。 ツ リー名を変更した場合
は、 新しいツ リー名でク ライアン ト を再設定する必要があ り ます。

単一の組織オブジェクトの作成

通常、 1 つの eDirectory ツ リーには、 1 つの組織オブジェク ト を作成します。デフォルト
では、組織オブジェク トが 1 つ作成され、それに会社名に基づいた名前が付けられます。
これによ り、 会社全体に適用される変更をツ リー内の 1 個所から設定できます。 

たとえば、 ZENworks® を使用して、組織オブジェク トの下に、 ワークステーシ ョ ンイン
ポート ポ リ シーオブジェク ト を作成できます。 このポ リ シーは、 eDirectory 内にワーク
ステーシ ョ ンオブジェク ト を作成する と きの命名方法を定義するもので、組織全体に影
響します。

組織コンテナには、 次のオブジェク トが作成されます。

管理者

サーバ

ボ リ ューム

eDirectory が実行されている Windows、 Linux、 Solaris、 AIX、 または HP-UX サーバ
のみを含むネッ ト ワークには、 ボ リ ュームオブジェク トはあ り ません。

次のよ うなケースでは、組織オブジェク ト を複数作成するこ とが必要になる場合があ り
ます。

複数の会社から構成される企業で、 それぞれの会社が個別にネッ ト ワークを構成し
ている。

社内で、 独立した業務単位または組織を表す必要がある。

各部門が独立した形態をと るこ とを規定する社内ガイ ド ラ インやポ リ シーがある。
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物理的なネットワークを表す部門を作成する

第 1 レベルの部門設計は、 eDirectory の効率性とパーティシ ョ ン化に影響するため重要
です。 

LAN または WAN を使用して複数のビルや場所などにまたがって構成されているネッ ト
ワークでは、 所在地に基づいて第 1 レベルの部門オブジェク ト を設計します。 これによ
り、 1 つのパーテ ィ シ ョ ン内のすべてのオブジェ ク ト が 1 箇所に維持される よ うに、
eDirectory を分割できます。 また、 各場所でのセキュ リ テ ィの設定や管理者の割り当て
も容易にな り ます。

ツリーの下位層を設計する

ツ リーの下位層は、 ネッ ト ワーク リ ソースの編成に基づいて設計します。 eDirectory ツ
リーの下位層の設計は同じ場所に存在するオブジェ ク トにのみ影響するため、下位層は
上位層よ り も自由に設計できます。 

ツ リーの下位層を作成するには、92 ページの 「オブジェク ト を作成する」および 92 ペー
ジの 「オブジェク トのプロパティ を変更する」 を参照してください。

コンテナ、ツリー、およびデータベースのサイズを決定する

作成する下位層のコンテナオブジェク トの数は、 ツ リー内のオブジェク トの総数、 空き
ディ スク容量、 およびディ スクの入出力速度制限によって決ま り ます。 eDirectory は、 1
つの eDirectory ツ リー内に 10億以上のオブジェク ト を格納できる こ とがテス ト で確認さ
れています。 したがって、 実際に制約となる項目は、 空きディ スク容量とディ スクの入
出力速度、 およびパフォーマンスを維持するための RAM です。 大規模なツ リーの場合
は、 レプ リ カの同期処理が大き く影響するこ とにも注意が必要です。

eDirectory 内の一般的なオブジェク トのサイズは 3 ～ 5KB です。 この数値に基づいて、
現在保持している、 または新たに作成するすべてのオブジェ ク ト の保管に必要な空き
ディ スク容量をすばやく計算できます。 オブジェク トのサイズは、 データに付属する属
性の数や、 データの内容に対応して大き くな り ます。 画像やサウンド、 または生物統計
学などの BLOB( バイナリ ラージオブジェク ト ) データを格納するオブジェク トの場合、
そのサイズは増加します。

パーティシ ョ ンのサイズが大き くなるほど、 レプ リ ケーシ ョ ンのサイ クルは遅くな り ま
す。 ZENworks や DNS/DHCP サービスなど、 eDirectory を使用する必要がある製品を使
用する場合、 これらの製品によって作成された eDirectory オブジェク トによ り、 格納先
のコンテナのサイズが影響を受けます。場合によっては、 DNS/DHCP など、管理目的の
みで使用するオブジェ ク トは固有のパーティ シ ョ ンに格納するよ うに検討して くださ
い。 パーティシ ョ ンを別にすれば、 レプ リ カの同期処理の速度の低下によってユーザの
アクセスに支障をきたすこ とを避けるこ とができます。 また、 パーティシ ョ ン と レプ リ
カの管理も容易にな り ます。

必要な場合は、 eDirectory データベースまたは DIB( ディ レク ト リ情報ベース ) セッ トの
サイズを簡単に判別できます。

NetWareの場合は、Novell Support Webサイ ト  (http://support.novell.com)から toolbox.nlm
をダウンロード して、 サーバ上の sys:_netware ディ レク ト リ を表示します。

Windows の場合は、 \novell\nds\dibfiles にある DIB セッ ト を参照します。

Linux、 Solaris、 AIX、 または HP-UX の場合は、 インス トール時に指定したディ レク
ト リにある DIB セッ ト を参照します。
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作成するコンテナを決定する

通常、 同じ必要性からアクセスされる eDirectory オブジェク ト をま とめて格納するコン
テナを作成します。 それによ り、 1 つの ト ラスティ割り当てまたはログインスク リプ ト
で多くのユーザにサービスを提供できます。特にログインスク リプ ト をよ り効率的にす
るこ とを目的と してコンテナを作成できるほか、 1 つのコンテナに 2 つの部署を割り当
てる こ とによって、 ログインスク リプ トの管理をよ り容易にするこ と もできます。

ネッ ト ワーク内の ト ラフ ィ ッ クを制限するため、ユーザは各自が必要とする リ ソースの
近くに配置するよ うにします。 たとえば、 同じ部署で働く社員は、 通常、 隣り合った位
置で作業します。 それらの社員は同じファ イルシステムにアクセスし、 同じプ リ ンタを
使用して印刷します。 

一般的なワークグループ境界の例外については、 容易に対処できます。 たとえば、 2 つ
のワークグループが共通のプリ ンタを使用するよ う な場合は、一方のワークグループの
プリ ンタに対して別名オブジェク ト を作成します。 グループオブジェク ト を作成するこ
とによって、 1 つのワークグループ内だけでなく、 複数のワークグループに存在する一
部のユーザオブジェク ト をま とめて管理できます。 また、 固有のログインスク リプ ト要
件を持つ、 一部のユーザ用のプロファ イルオブジェク ト も作成できます。

ツリーのパーティション化のガイドライン

eDirectory にパーティシ ョ ンを作成する と、 データベースの各部分は複数のサーバに分
割して格納されます。 パーティシ ョ ン化によって、 eDirectory データ処理と保管の負荷
がネッ ト ワーク内の複数のサーバに分散されるため、ネッ ト ワークの使用を 適化でき
ます。 デフォルトでは、 パーティシ ョ ンは 1 つだけ作成されます。 パーティシ ョ ンの詳
細については、 44 ページの 「パーティシ ョ ン」 を参照して ください。 パーティシ ョ ンの
作成については、 5 章 117 ページの、 「パーティシ ョ ンおよびレプリ カの管理」 を参照し
て ください。

次のガイ ド ラ インは、 ほとんどのネッ ト ワークに適用できる一般的な規則です。 特定の
環境設定、 ハード ウェア、 およびト ラフ ィ ッ クの処理量など、 それぞれのネッ ト ワーク
の運用条件に合わせて若干の調整が必要になる場合もあ り ます。 

ツリーの上位層におけるパーティションを決定する

ツ リーをピラ ミ ッ ド型に設計するのと同じよ うに、パーティシ ョ ンもピラ ミ ッ ド型に構
成します。 パーティシ ョ ンの構造は、 ツ リーの 上位に少数のパーティシ ョ ンがあ り、
下位になるに従ってパーティシ ョ ンの数が増えていく よ うにします。 このよ う な設計で
は、 下位層よ り上位層のほうがパーティシ ョ ン数が多いツ リー構造に比べて、 作成され
るサブオーディネート リ ファレンスの数が少なくな り ます。

ツ リーをピラ ミ ッ ド型に設計するには、 常にリーフオブジェ ク ト ( 特にユーザ ) の比較
的近くにパーティシ ョ ンを作成するよ うにします ( インス トール時にツ リーのルートに
作成されるパーティシ ョ ンについては例外です )。

上位層のパーティシ ョ ンを設計する場合は、 次の点を考慮します。

WAN インフラス ト ラ クチャに基づいて、 ツ リーの 上部をパーティシ ョ ン化する。
ツ リーの 上部にはパーテ ィ シ ョ ンを少なめに配置し、 下位になるに従ってパー
ティシ ョ ンの数を増やします。

WAN リ ンクによって区切られている各サイ トのコンテナを作成し ( 各サーバオブ
ジェク ト をそのローカルコンテナに格納 )、 その後、 各サイ トのパーティシ ョ ンを
作成します。
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WAN リ ンクを持つネッ ト ワークでは、パーティシ ョ ンが複数の場所にまたがらない
よ うにする。

パーティシ ョ ンを場所ごとに作成すれば、 異なるサイ ト間のレプリ ケーシ ョ ン ト ラ
フ ィ ッ クによって WAN 帯域幅が不必要に消費されるこ とはあ り ません。

ローカルサーバを中心にしてパーティシ ョ ンを作成する。 物理的に離れた場所にあ
るサーバは別のパーティシ ョ ンに格納します。

WAN ト ラフ ィ ッ ク管理の詳細については、 10 章 241 ページの、 「WAN ト ラフ ィ ッ クマ
ネージャ」 を参照してください。

ツリーの下位層におけるパーティションを決定する

eDirectory ツ リーの下位層のパーティシ ョ ンを設計する場合は、 次を考慮します。

下位層のパーティシ ョ ンは、 事業部、 部署、 およびワークグループと、 それらに関
連する リ ソースに基づいて定義する。

各パーティシ ョ ンについて、 パーティシ ョ ン内のすべてのオブジェク トが同じ場所
にあるよ うにする。それによって、eDirectory への更新がローカルサーバで行われる
よ うにな り ます。

パーティションサイズを決定する

eDirectory では、 パーティシ ョ ンのサイズについて次の設計制限を推奨しています。

設計ガイ ド ラ インが NDS® 6 および 7 から このよ うに変更されたのは、 NDS 8 において
アーキテクチャが変更されたためです。 これらの推奨値は、 企業などの分散環境に適用
されます。 ただし、 これらは e ビジネスやアプリ ケーシ ョ ンには適用されない場合があ
り ます。 

一般的な e ビジネスユーザに対しては、 すべてのデータが単一のサーバに保管されてい
るこ とが必要ですが、 eDirectory 8.7.3 では、 ツ リー内のさまざまなエ リ アに属するオブ
ジェク トや属性の一部を格納するフ ィルタ済みレプリ カを作成できます。 この機能を利
用する と、 1 つのサーバにすべてのデータを保管しなくても、 同じよ うに e ビジネスに
対応できます。詳細については、 51 ページの 「フ ィルタ済みレプ リ カ」 を参照してくだ
さい。

エレメント 制限

パーティションのサイズ 無制限のオブジェクト

レプリカ DIB( ディレクトリ情報ベース ) は 1TB に

制限

ツリー内のパーティションの総数 無制限

ペアレントパーティションごとのチャイルド
パーティション数

150

パーティションごとのレプリカ数 50

レプリカ DIB による制限

レプリカサーバごとのレプリカ数 250
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ネットワーク変数について

パーティシ ョ ンを設計する場合は、 次のネッ ト ワーク変数について考慮します。

サーバの数および速度

ネッ ト ワークアダプタ、 ハブ、 ルータなどのネッ ト ワーク インフラス ト ラ クチャの
速度

ネッ ト ワーク ト ラフ ィ ッ クの量

ツリーのレプリカ作成に関するガイドライン

複数の eDirectory パーティシ ョ ンを作成するだけでは、 耐障害性やディ レ ク ト リ のパ
フォーマンスは向上しません。 耐障害性やパフォーマンスの向上は、 複数のレプ リ カを
効果的に使用するこ とで可能にな り ます。 レプ リ カの配置は、 アクセス可能性や耐障害
性にとってきわめて重要です。 eDirectory のデータには、 できるだけすばやくアクセス
できるよ うにする必要があ り ます。 また、 eDirectory のデータは障害対策用に複数の場
所にコピーする必要があ り ます。 レプ リ カの作成については、 5 章 117 ページの、 「パー
ティシ ョ ンおよびレプリ カの管理」 を参照して ください。

レプ リ カの配置計画では、 次のガイ ド ラ インを参考にしてください。

76 ページの 「ワークグループのニーズ」

76 ページの 「障害対策」

77 ページの 「レプ リ カ数を決定する」

77 ページの 「ツ リーパーティシ ョ ンのレプ リ カを作成する」

78 ページの 「管理用にレプリ カを作成する」

78 ページの 「NetWare のバインダ リサービスの必要性に対応させる」

78 ページの 「WAN ト ラフ ィ ッ クを管理する」

ワークグループのニーズ

各パーティシ ョ ンのレプ リ カを、そのパーティシ ョ ン内の情報を使用するワークグルー
プに物理的に近いサーバ上に作成します。 WAN リ ンクの一方の側のユーザが他方の側
のサーバに格納されているレプ リ カに頻繁にアクセスする場合は、 WAN リ ンクの両端
のサーバ上にそれぞれレプリ カを作成します。

レプ リ カは、 ユーザ、 グループ、 およびサービスによるアクセスが も多い場所に配置
します。2 つの独立したコンテナ内の各ユーザグループが別のパーティシ ョ ン境界内の同
じオブジェク トにアクセスする必要がある場合は、 これらのユーザグループが属する 2
つのコンテナよ り 1つ上のレベルにあるコンテナ内のサーバ上にレプリ カを配置します。

障害対策

ディ スクがク ラ ッシュした り、 サーバがダウンした場合、 別の場所にあるサーバ上のレ
プリ カによ りユーザのネッ ト ワークへの認証を行い、使用不能になったサーバに格納さ
れているパーティシ ョ ン内のオブジェク トの情報を取得できます。

いくつかのサーバに同じ情報が配布されている と、ユーザのネッ ト ワークへの認証やロ
グインなどのサービスを提供するために、 1 つのサーバに依存する必要があ り ません。
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耐障害性を確保するには、 ディ レ ク ト リ ツ リーに十分な数のサーバがあれば、 各パー
ティシ ョ ンについて 3 つのレプリ カを作成します。 ローカルパーティシ ョ ンのローカル
レプリ カは、 低 2 つは必要です。 他の場所にあるデータへのアクセスを確保する場合
や、負荷分散および障害対策用にデータのインスタンスを複数維持する必要があるアプ
リ ケーシ ョ ンを使用している場合、 また e ビジネスを展開している場合を除いて、 通常
は、 レプ リ カの作成は 3 つまでで十分です。

マスタレプ リ カは 1 つだけ保持できます。 その他のレプリ カは、 読み書き可能、 読み込
み専用、またはフ ィルタ済みレプリ カと して使用します。通常、ほとんどのレプリ カは、
読み書き可能レプリ カと して使用されます。 読み書き可能レプリ カは、 マスタレプ リ カ
同様、 オブジェク トの表示、 オブジェク トの管理、 およびユーザのログインを処理でき
ます。 変更が加えられる と、 読み書き可能レプリ カは同期情報を送信します。 

読み込み専用レプ リ カには、 書き込みはできません。 読み込み専用レプ リ カは、 オブ
ジェク ト を検索および表示できます。 また、 パーティシ ョ ンのレプ リ カの同期が実行さ
れる と、 更新されます。

サブオーディネート リ ファレンスレプ リ カやフ ィルタ済みレプリ カは、障害対策用には
な り ません。 サブオーディネー ト リ ファ レンスはポインタであ り、 パーテ ィシ ョ ンの
ルー ト オブジェ ク ト以外のオブジェ ク トは格納されません。 フ ィルタ済みレプ リ カに
は、 パーティシ ョ ン内の特定の一部のオブジェク トのみが格納されます。

eDirectory では、 パーティシ ョ ンごとに数に制限なく レプ リ カを作成できますが、 レプ
リ カの数が増えるに従って、 ネッ ト ワーク ト ラフ ィ ッ クの量も増大します。 障害対策と
ネッ ト ワークパフォーマンス、 それぞれの必要性をバランスよ く配慮します。 

サーバ上の各パーティシ ョ ンには、 レプ リ カを 1 つだけ格納できます。 1 つのサーバに
は、 複数のパーティシ ョ ンのレプ リ カを格納できます。

障害発生によって、特定の場所のすべてのデータまたはその中のいずれかのサーバ上の
データが失われた場合、その組織の障害回復計画に基づくネッ ト ワーク再構築のほとん
どの作業は、 パーティシ ョ ンのレプ リ カを使用して行う こ とができます。 サーバが 1 つ
しかない場所では、 eDirectory を定期的にバッ クアップします ( 一部のバッ クアップソ
フ ト ウェアでは、 eDirectory のバッ クアップアップが実行されません )。障害対策用のレ
プリ カを作成するための、 追加サーバの購入を検討して ください。

レプリカ数を決定する

複数のレプリ カの作成を制限する要素となるのは、それぞれのレプ リ カの同期で必要と
なる処理時間と ト ラフ ィ ッ クの量です。 オブジェク トが変更される と、 変更内容がレプ
リ カ リ ング内のすべてのレプリ カに伝達されます。 レプ リ カ リ ング内のレプ リ カの数が
多いほど、 変更内容の同期に必要なデータの伝送量も増えます。 WAN リ ンク経由でレ
プリ カを同期する必要がある場合、 同期にかかる時間のコス トが高くな り ます。

地理上の多くの場所でパーティシ ョ ンを作成した場合、一部のサーバではサブオーディ
ネート リ ファレンスレプ リ カが多量に生成されるこ とにな り ます。 eDirectory では、 地
域のパーティシ ョ ンを作成するこ とによって、 これらのサブオーディネート リ ファレン
スをよ り多くのサーバに分散させるこ とができます。

ツリーパーティションのレプリカを作成する

ツ リーパーティシ ョ ンはeDirectoryツ リー内の も重要なパーティシ ョ ンです。このパー
テ ィ シ ョ ンの唯一のレプ リ カが破損した場合、 そのパーテ ィ シ ョ ンが修復されるか、
eDirectory ツ リー全体が再構築されるまで、ネッ ト ワークの機能が停止します。また、ツ
リーに関連する設計の変更はまった くできなくな り ます。

Tree パーティシ ョ ンのレプ リ カの作成時には、サブオーディネート リ ファレンスの同期
にかかるコス ト を考慮しながら、 レプ リ カ数を決めてください。
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管理用にレプリカを作成する

パーテ ィ シ ョ ンの変更はマスタレプ リ カからのみ発生するため、 中央サイ ト のネッ ト
ワーク管理者のすぐ近くにあるサーバに各マスタレプ リ カを保管するよ うにします。一
見、 それぞれのリモートサイ トにマスタを保管するほうが適切なよ うに思えますが、 マ
スタレプ リ カはパーティシ ョ ンの操作が行われる場所に保管するのが妥当です。 

パーティシ ョ ン作成などの重要な eDirectory の操作は、 中央サイ トの特定の管理者また
は管理者グループが担当する こ と を推奨し ます。 担当者を限定する こ と によって、
eDirectory の動作を悪化させるエラーの発生の可能性を制限できるほか、 マスタレプ リ
カを中央で一括してバッ クアップできます。

ネッ ト ワーク管理者は、 ネッ ト ワーク ト ラフ ィ ッ クが少ない時間帯を選んで、 レプ リ カ
の作成などのコス トの高い操作を実行します。

NetWare のバインダリサービスの必要性に対応させる

NetWare で eDirectory を使用する場合に、 ユーザがバインダ リサービスを通してサーバ
にアクセスする必要がある と きは、そのサーバにバインダ リ コンテキス ト を格納するマ
スタレプ リ カまたは読み書き可能レプリ カが保管されている必要があ り ます。バインダ
リ コンテキス トは、autoexec.ncf 内の SET BINDERY CONTEXT ステート メン トによって
設定されます。

ユーザは、 実オブジェク トがそのサーバ上に存在する場合のみ、 バインダ リサービスを
提供するオブジェク トにアクセスできます。パーティシ ョ ンのレプ リ カをサーバに追加
する と、 サーバに実オブジェク トが追加されます。 それによ り、 そのパーティシ ョ ンに
ユーザオブジェク ト を持つユーザは、バインダ リ接続によってサーバにログインできる
よ うにな り ます。

バインダ リサービスの詳細については、 52 ページの 「NetWare バインダ リ エ ミ ュレー
シ ョ ン」 を参照して ください。

WAN トラフィックを管理する

現在、 ユーザが WAN リ ンクを使用して特定のディ レク ト リ情報にアクセスしている場
合、 必要な情報を格納するレプ リ カをユーザのローカルサーバに作成する こ とによっ
て、 ユーザのアクセス時間と WAN ト ラフ ィ ッ クの量を削減できます。 

マスタレプ リ カを リ モー ト サイ ト に複製する場合や、 アクセスの提供や障害対策用に
WAN 経由でレプ リ カを配置する場合には、 レプ リ カの同期処理で使用される帯域幅に
ついて考慮します。 

推奨する 3つのレプリ カの作成がローカルサイ トで不可能な場合に耐障害性を確保する
ためと、 アクセス可能性を高めるため、 またマスタレプ リ カを中央で一括して管理およ
び保管するためにのみ、 ローカルサイ ト以外の場所にレプリ カを作成します。

WAN リ ンク上の eDirectory ト ラフ ィ ッ クのレプ リ ケーシ ョ ンを制御するには、 WAN マ
ネージャを使用できます。詳細については、 10 章 241 ページの、 「WAN ト ラフ ィ ッ クマ
ネージャ」 を参照してください。
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ユーザ環境についてのプランニング

eDirectory ツ リーの基本構造を設計し、 パーティシ ョ ンと レプ リ カを設定した後は、 管
理を単純化し、ネッ ト ワーク リ ソースへのアクセスを容易にするためのユーザ環境の設
定プランを立てます。 ユーザ環境プランを立てるには、 各ユーザの必要条件を検討し、
エ リ アごとにアクセスに関するガイ ド ラ インを作成します。

ユーザの必要条件を検討する

ユーザが必要とする条件を検討する際には、 次の点について考慮します。

プ リ ンタやファ イル保管領域など、 物理的なネッ ト ワークに関する必要条件

1つのツ リー内の複数のユーザグループ、または複数のコンテナに属する複数のユー
ザグループによって リ ソースが共有されていないか確認します。また、リモートユー
ザが必要とする物理的な リ ソースについても考慮します。

NetWare ユーザのバインダ リサービスに関する必要条件

バインダ リサービスに基づくアプ リ ケーシ ョ ンはどれか、 またどのユーザによって
使用されるか確認します。

アプ リ ケーシ ョ ンに関する必要条件

ユーザが必要とするアプ リ ケーシ ョ ンおよびデータフ ァ イルはどれか、 オペレー
ティングシステムは何か、 またアプリ ケーシ ョ ンにアクセスする必要があるユーザ
またはユーザグループは誰かを確認します。共用アプ リ ケーシ ョ ンを、ZENworks な
どのアプ リ ケーシ ョ ンによって自動で起動するのか、 または手動で起動するのか確
認します。

アクセスに関するガイドラインを作成する

ユーザの必要条件についての情報を収集し た後は、 ユーザ環境の構成に使用する
eDirectory オブジェク ト を決定します。 たとえば、 ポリシーパッケージやアプリケーシ ョ
ンオブジェク ト を作成する場合は、作成数、およびツ リー内の保管先について決定します。

また、ユーザのアクセスを制限するセキュ リ ティの実装方法についても決める必要があ
り ます。 個々のセキュ リテ ィ項目に関連する、 セキュ リテ ィ上の予防措置がないか検討
します。 たとえば、 eDirectory スーパバイザ権はファ イルシステムによって継承される
ため、 サーバオブジェク トに対してはスーパバイザ権を付与しないよ う、 ネッ ト ワーク
管理者に警告する場合があ り ます。

e ビジネスに対応する eDirectory の設計

eDirectory を e ビジネスに利用する場合 ( サービスのポータルを提供した り、他の企業と
データを共有する場合など )、 この章ですでに説明している推奨事項は適用されないこ
とがあ り ます。

その場合は、 e ビジネスに対応する eDirectory の設計のガイ ド ラ イン と して次に示す推
奨事項を代わりに使用できます。

コンテナ数を制限したツ リーを作成する。

このガイ ド ラ インは、 使用するアプリ ケーシ ョ ン、 および eDirectory の実装法に応
じて適用します。 たとえば、 メ ッセージサーバをグローバルに展開する際には、 こ
の章の前半で説明した従来の eDirectory 設計ガイ ド ラ インを適用したほうがよ り適
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切な場合があ り ます。 また、 ユーザの管理を分散させたい場合は、 管理責任のエ リ
アごとに独立した OU( 部門 ) を作成するこ とが必要になる場合があ り ます。

低 2 つのパーティシ ョ ンを維持する。 

ツ リーレベルに作成されるデフォル トのパーティシ ョ ンを維持し、 その他にツ リー
の残りの部分のパーティシ ョ ンを作成します。 管理目的で OU を個別に作成した場
合は、 各 OU のパーティシ ョ ンを作成します。

複数のサーバに負荷を分散させる と きには、 パーティシ ョ ン数の制限を検討します
が、その場合もバッ クアップや障害回復用に 低2つのパーティシ ョ ンは維持します。

障害対策および負荷分散のために、 ツ リーのレプリ カを 低 3 つ作成する。

LDAP は負荷の分散を自動では行いません。 LDAP の負荷を分散させるには、 第 4
層スイ ッチの使用を検討します。

e ビジネス用のツ リーを別に作成する。 サーバやプリ ンタなど、 ツ リーに組み込む
ネッ ト ワーク リ ソースを制限する。 ユーザオブジェク トのみを格納するツ リーの作
成を検討する。

DirXML を使用すると 、ネッ ト ワーク情報を格納する他のツリ ーにこのユーザツリ ーを
リ ンクさせること ができます。詳細については、『DirXML Administration Guide(DirXML
管理ガイ ド ) (http://www.novell.com/documentation/japanese/dirxml11a/index.html)』 を参
照して ください。 

補助ク ラスを使用して、 スキーマをカスタマイズする。

カスタマやアプリ ケーシ ョ ンで標準 inetOrgPerson とは異なるユーザオブジェク トが
必要となる場合は、 補助ク ラスを使用してスキーマをカスタマイズします。 補助ク
ラスを使用する と、 アプ リ ケーシ ョ ンの設計時にツ リーを再作成しな くても、 ク ラ
スで使用する属性を変更できます。

LDIF インポートのパフォーマンスを向上させる。 

Novell インポート / エクスポート変換ユーティ リ ティ を使用する と、eDirectory は処
理中に各オブジェク トに索引を付けます。それによって、LDIF インポートプロセス
の処理速度が遅くなるこ とがあ り ます。LDIF インポートのパフォーマンスを向上さ
せるには、 作成するオブジェ ク トの属性からの索引付けをいったん中止し、 Novell
インポート / エクスポート変換ユーティ リ テ ィ を使用してから、 属性の索引付けを
再開します。

NDS 全体で固有の共通名 (CN) を実装する。

eDirectory では、異なるコンテナ間で同じ共通名を使用できます。ただし、全体で固
有の共通名を使用すれば、 共通名の検索で複数の応答を処理するロジッ クを実装し
な くてすみます。

Novell Certificate Server について

Novell Certificate ServerTM では、セキュ リ テ ィ コンテナオブジェク ト と組織の認証局 (CA)
オブジェク ト を作成するこ とによって、 デジタル証明書を作成、 発行、 および管理でき
ます。 組織の認証局オブジェク トによ り、 データを保護し、 安全に伝送できるよ うにな
り ます。 NetWare Web Manager や NetWare Enterprise Web Server などの Web 関連製品に
は、 組織の認証局オブジェク トが必要です。 eDirectory サーバを初めてインス トールす
る と、 eDirectory ツ リー全体のセキュ リ テ ィ コンテナオブジェク ト と組織の認証局オブ
ジェ ク ト が自動的に作成され、 物理的に格納されます。 どち らのオブジェ ク ト も
eDirectory ツ リーの 上部に作成されます。 これらのオブジェ ク トは、 移動せずに作成
時の位置にそのまま保管する必要があ り ます。
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1 つの eDirectory ツ リー内に存在できる組織の認証局オブジェク トは 1 つだけです。
初のサーバ上にすでに作成されている組織の認証局オブジェク ト を、別のサーバに移動
するこ とはできません。 組織の認証局オブジェク ト を削除した り、 再作成する と、 その
組織の認証局に関連する証明書はすべて無効になり ます。

重要 : 組織の認証局オブジェクトを永続的に保管しようとするサーバを、 初の eDirectory サーバにするよ
うにします。組織の認証局オブジェクトの保管先のサーバは、ネットワーク内の継続して稼動する部分であ

り、アクセス可能で、信頼性が高くなければなりません。

インス トール中のサーバがネッ ト ワーク内の 初の eDirectory サーバでない場合、 イン
ス トールプログラムは組織の認証局オブジェク トが存在する eDirectory サーバを探し、
このサーバを参照します。 インス トールプログラムは、 セキュ リテ ィ コンテナにアクセ
スし、 サーバ証明書オブジェク ト を作成します。

ネッ ト ワーク内に組織の認証局オブジェク トがまったく存在しないと、Web 関連製品は
機能しません。

Novell Certificate Server でタスクを実行するのに必要な権利

Novell Certificate Server の設定に関連付けられたタスクを完了するには、管理者は、次の
表に記載されているよ う な権利を持っている必要があ り ます。

また、 ルート管理者は、 サブコンテナの管理者に次の権利を割り当てる こ とによって、
組織の認証局を使用する権利を委託するこ と もできます。 サブコンテナの管理者が SSL
セキュ リ テ ィ を使用する Novell eDirectory をインス トールするには、 次のよ うな権利が
必要です。

セキュ リテ ィ コンテナにある組織の認証局オブジェク トの NDSPKI: プライベート
キー属性の読み込み権

KAP オブジェク ト内のセキュ リ テ ィ コンテナにある W0 オブジェク トのスーパバイ
ザ権

これらの権利はグループや役割に割り当てられ、 こ こではすべての管理者ユーザが定義
されます。Novell Certificate Server 関連の特定のタスク実行に必要な権利の詳細について
は、Novell Certificate Server (http://www.novell.com/documentation/japanese/crt252/index.html)
オンラインマニュアルを参照して ください。

Novell Certificate Server のタスク 必要な権利

1 台目のサーバを新しいツリーにインストールする

か、まだベースセキュリティをインストールしてい
ないツリーの 1 台目のサーバをアップグレードする

ためのベースセキュリティ設定

ツリーのルートのスーパバイザ権

セキュリティコンテナのスーパバイザ権

2 台目以降のサーバをインストールするためのベー

スセキュリティ設定

サーバコンテナのスーパバイザ権

W0 オブジェクト ( セキュリティコンテナ内 )
のスーパバイザ権

組織の認証局の作成 セキュリティコンテナのスーパバイザ権

サーバ認証オブジェクトの作成 サーバコンテナのスーパバイザ権

組織の認証局オブジェクトの NDSPKI: プライ

ベートキー属性の読み込み権
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Linux、Solaris、AIX、および HP-UX システムでの eDirectory 操作に関するセキュリ
ティを確保する

eDirectory には、 PKCS( パブリ ッ クキー暗号化サービス ) が付属しています。 PKCS に
は、PKI(Public Key Infrastructure) サービスを提供する Novell Certificate Server、NICI(Novell
International Cryptographic Infrastructure)、 および SAS*-SSL サーバが含まれます。

次のセクシ ョ ンでは、eDirectoryの操作におけるセキュ リティの確保について説明します。

82 ページの 「サーバ上に NICI がインス トールおよび初期化されているかど うかを
確認する」

82 ページの 「サーバ上の NICI モジュールを初期化する」

83 ページの 「Certificate Server(PKI サービス ) を起動する」

83 ページの 「Certificate Server(PKI サービス ) を停止する」

83 ページの 「組織の認証局オブジェク ト を作成する」

84 ページの 「サーバ認証オブジェク ト を作成する」

84 ページの 「組織の認証局の自己署名付き証明書をエクスポートする」

外部認証局の使用については、『Novell Certificate Server Administration Guide(Novell Certificate
Server 管理ガイ ド ) (http://www.novell.com/documentation/japanese/crt252/index.html)』を参照し
てください。

サーバ上に NICI がインストールおよび初期化されているかどうかを確認する

次の条件を満たしているかチェッ ク します。 これらの条件は、NICI モジュールが正し く
インス トールおよび初期化されているこ とを表します。

ファ イル /etc/nici.cfg が存在する

ディ レク ト リ /var/novell/nici が存在する

ファ イル /var/novell/nici/primenici が存在する

これらの条件を満たしていない場合、 次のセクシ ョ ン 「サーバ上の NICI モジュールを
初期化する」 の手順に従って操作して ください。

サーバ上の NICI モジュールを初期化する

1 eDirectory サーバを停止します。

Linux では、 次のコマンドを入力します。

/etc/rc.d/init.d/ndsd stop

Solaris では、 次のコマンドを入力します。

/etc/init.d/ndsd stop

AIX では、 次のコマンドを入力します。

/etc/rc.d/init.d/ndsd stop

HP-UX では、 次のコマンドを入力します。

/sbin/init.d/ndsd stop
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2 NICI パッケージがインス トールされているかど うかを確認します。

Linux では、 次のコマンドを入力します。 
rpm -qa | grep nici

Solaris では、 次のコマンドを入力します。

pkginfo | grep NOVLniu0

AIX では、 次のコマンドを入力します。

rpm -qa | grep nici

HP-UX では、 次のコマンドを入力します。

swlist | grep NOVLniu0

3 ( 状況によって実行 )NICI パッケージがインス トールされていない場合、インス トー
ルします。

NICI パッケージがインス トールされていないと先に進みません。

4 パッケージに含まれている .nfkファイルを /var/novell/niciディレク ト リにコピーします。

/var/novell/nici/primenici プログラムを実行します。

5 eDirectory サーバを開始します。

Linux では、 次のコマンドを入力します。

/etc/rc.d/init.d/ndsd start

Solaris では、 次のコマンドを入力します。

/etc/init.d/ndsd start

AIX では、 次のコマンドを入力します。

/etc/rc.d/init.d/ndsd start

HP-UX では、 次のコマンドを入力します。

/sbin/init.d/ndsd start

Certificate Server(PKI サービス ) を起動する

PKI サービスを開始するには、 次のコマンドを入力します。

npki -1

Certificate Server(PKI サービス ) を停止する

PKI サービスを停止するには、 次のコマンドを入力します。

npki -u

組織の認証局オブジェクトを作成する

1 Novell iManager を起動します。

2 適切な権利を持った管理者と して eDirectory ツ リーにログインします。

このタ ス クの適切な権利を参照するには、 『Novell Certificate Server Administration
Guide(Novell Certificate Server 管理ガイ ド )』 の 「Creating an Organizational CA (http://
www.novell.com/documentation/japanese/crt252/crtadmin/data/a2zibyo.html#a2zisy5)」 を
参照して ください。 
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3 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク して、 ［PKI Certificate Management(PKI 認
証管理 )］ をク リ ッ ク し、 ［認証局の作成］ をク リ ッ ク します。

［組織の認証局オブジェク トの作成］ ウ ィザードが開始されます。 メ ッセージに従っ
てオブジェク ト を作成します。 ウ ィザードの各ページに関する特定の情報について
は、 ［ヘルプ］ をク リ ッ ク します。

注 : eDirectory ツリーは組織の認証局を 1 つしか格納できません。

サーバ認証オブジェクトを作成する

サーバ認証オブジェク トは、 eDirectory サーバオブジェク ト を格納するコンテナに作成
されます。 必要に応じて、 サーバ上の個々の暗号化対応アプ リ ケーシ ョ ンに、 別々に
サーバ認証オブジェク ト を作成する場合があ り ます。 または、 そのサーバで使用するす
べてのアプリ ケーシ ョ ンにサーバ認証オブジェク ト を 1 つ作成するこ と もあ り ます。

注 : サーバ認証オブジェクトと暗号化キーオブジェクト (KMO) は同じ意味を示しています。eDirectory オブ
ジェクトのスキーマ名は NDSPKI: 暗号化キーです。

1 Novell iManager を起動します。

2 適切な権利を持った管理者と して eDirectory ツ リーにログインします。

このタ ス クの適切な権利を参照するには、 『Novell Certificate Server Administration
Guide(Novell Certificate Server 管理ガイ ド )』の「Creating Server Certificate Objects (http:/
/www.novell.com/documentation/japanese/crt252/crtadmin/data/a2zibyo.html#a2zisy9)」 を
参照して ください。

3 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク して、 ［PKI Certificate Management(PKI 認
証管理 )］ をク リ ッ ク し、 ［サーバ証明書の作成］ をク リ ッ ク します。

［サーバ証明書の作成］ ウ ィザードが開始されます。 メ ッセージに従ってオブジェ ク
ト を作成します。 ウ ィザードの各ページに関する特定の情報については、 ［ヘルプ］
をク リ ッ ク します。

組織の認証局の自己署名付き証明書をエクスポートする

自己署名付き証明書は、 組織の認証局の識別情報と、 組織の認証局によって署名された
証明書の有効性を確認するために使用できます。

［組織の認証局］ のプロパティページでは、 このオブジェ ク ト に関連付けられた証明書
とプロパティ を参照できます。 ［自己署名付き証明書］ プロパティページでは、 自己署
名付き証明書を、暗号化対応のアプリ ケーシ ョ ンで使用するファ イルにエクスポートで
きます。

組織の認証局に存在する自己署名付き証明書は、組織の認証局によって署名された証明
書を持つサーバ認証オブジェク トのルート認証局証明書と同じものです。組織の認証局
の自己署名付き証明書をルート認証局証明書と して認識するサービスでは、組織の認証
局によって署名された有効なユーザやサーバが許可されます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory 管理］ > ［オブジェク トの変更］ の順にク リ ッ ク します。

3 組織の認証局オブジェク トの名前と コンテキス ト を指定して、 ［OK］ をク リ ッ ク し
ます。

組織の認証局オブジェク トはセキュ リ テ ィ コンテナにあ り ます。
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4 ［証明書］タブをク リ ッ ク し、［Self-Signed Certificate( 自己署名付き証明書 )］をク リ ッ
ク します。

5 ［エクスポート ］ をク リ ッ ク します。

証明書のエクスポート ウ ィザードが開始されます。 メ ッセージに従って証明書をエ
クスポー ト します。 ウ ィザードの各ページに関する特定の情報については、 ［ヘル
プ］ をク リ ッ ク します。

6 ［証明書のエクスポートの概要］ ページで、 ［Save the Exported Certificate to a File( エ
クスポート された証明書をファイルに保存 )］ をク リ ッ ク します。

証明書がファ イルに保存され、 ルート認証局と して暗号化対応アプ リ ケーシ ョ ンに
インポートできるよ うにな り ます。

7 ［閉じる］ をク リ ッ ク します。

このファ イルを、 eDirectory へのセキュア接続を確立するためのすべてのコマンド ラ イ
ン操作に組み込みます。

ネットワーク時刻の同期

時刻同期は、 ネッ ト ワーク全体で一貫したサーバ時刻を維持するためのサービスです。
時刻同期は、 eDirectory ではなく、サーバのオペレーティングシステムによって提供され
ます。 eDirectory は eDirectory 自体の内部時刻に基づいて eDirectory パケッ トの正しい順
序を維持しますが、 その時刻はサーバのオペレーティングシステムから取得されます。

このセクシ ョ ンでは、 NetWare の時刻同期と、 Windows、 Linux、 Solaris、 AIX、 および
HP-UX の時刻同期との統合について説明します。 

NetWare サーバで時刻を同期する

IP ネッ ト ワーク、および混合プロ ト コルネッ ト ワークでは、 NetWare 5 サーバは IP を使
用する他のサーバと時刻を同期します。 NetWare 5 サーバは、 timesync.nlm と NTP( ネッ
ト ワーク時刻プロ ト コル ) を使用してこの同期を行います。

NetWare 5 および 6 は、 サーバで IP または IPXTM のみが使用されている場合も、 両方の
プロ ト コルが使用されている場合も、 timesync.nlm を使用し て時刻を同期し ます。
timesync.nlm はサーバのインス トール時にロード されます。 NTP は timesync.nlm を通し
て設定できます。

ネッ ト ワーク内に Windows、 Linux、 Solaris、 AIX、 または HP-UX システムが含まれて
いる場合は、 時刻同期の標準である NTP を使用してサーバを同期して ください。

NetWare 3 と NetWare 4 には、 サードパーティの NTP 時刻サービスを使用できます。

時刻同期ソフ ト ウェアの詳細については、 The Network Time Protocol (http://www.ntp.org)
の Web サイ ト を参照して ください。

NTP

NTP は、 UDP プロ ト コル群の一部と して機能します。 UDP プロ ト コル群は、 TCP/IP プ
ロ ト コル群の一部と して機能します。 したがって、 NTP を使用するコンピュータには、
TCP/IP プロ ト コル群がロード されている必要があ り ます。インターネッ トへアクセスす
るネッ ト ワーク内のコンピュータは、 いずれもインターネッ ト上の NTP サーバから時
刻を取得できます。

NTP は、 国際時刻標準である協定世界時 (UTC) と時刻を同期します。
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NTP には、 stratum( 層 ) とい う概念が導入されています。 stratum-1 サーバには、 電波時
計または原子時計などの正確な時計が内蔵されています。 stratum-2 サーバは stratum-1
サーバから時刻を取得します。 同様に、 各層のサーバは 1 つ前の層のサーバから時刻を
取得します。 

NetWare 5 および 6 サーバでは、 ntp.nlm をロードする こ とによって、 timesync.nlm を通
して NTP 時刻同期を実装できます。 IP サーバで timesync.nlm によって NTP を設定する
と、 NTP は IP サーバと IPX サーバの両方のタイムソース と して機能するよ うにな り ま
す。 この場合、 IPX サーバはセカンダ リサーバと して設定する必要があ り ます。

時刻同期の詳細については、 『Network Time Management Administration Guide(Network 
Time Management 管理ガイ ド ) (http://www.novell.com/documentation/japanese/nw65/
time_enu/data/hl5k6r0y.html)』 および 『Network Time Protocol Administration Guide(Network 
Time Protocol 管理ガイ ド ) (http://www.novell.com/documentation/japanese/nw65/ntp/data/
aizwub2.html)』 を参照して ください。

TIMESYNC.NLM

timesync.nlm は NetWare サーバ間の時刻を同期します。 timesync.nlm は、 インターネッ
ト NTP サーバなどの外部タイムソース と併せて使用できます。 また、 timesync.nlm が実
行されているサーバに合わせて時刻を更新するよ う、Novell ClientTM ワークステーシ ョ ン
を設定するこ と もできます。

時刻同期の詳細については、『Network Time Management Administration Guide(Network Time 
Management 管理ガイ ド ) (http://www.novell.com/documentation/japanese/nw65/time_enu/data/
hl5k6r0y.html)』 を参照して ください。

Windows サーバで時刻を同期する

Windows NT および Windows 2000 サーバの時刻同期の詳細については、オペレーティン
グシステムのマニュアルを参照してください。

Linux、Solaris、AIX、または HP-UX システムで時刻を同期する

xntpd NTP( ネッ ト ワーク時刻プロ ト コル ) デーモンを使用する と、 オペレーティングシ
ステムデーモンは Linux、 Solaris、 AIX、 および HP-UX サーバの時刻を同期できます。
xntpd とは、 インターネッ ト標準時サーバと同期してシステム時刻を設定および保持す
るオペレーティングシステムデーモンです。

AIX での xntpd の実行の詳細については、『AIX Commands Reference, Volume 6(AIX コマン
ド リ ファレンス、第 6 巻 )』の「xntpd Daemon (http://publibn.boulder.ibm.com/doc_link/en_US/
a_doc_lib/cmds/aixcmds6/xntpd.htm)」 を参照してください。 

Solaris での xntpd の実行の詳細については、 『http://docs.sun.com/?p=/doc/806-0625/
6j9vfim2v&a=view#xntpd-1m-indx-2 (http://docs.sun.com/?p=/doc/806-0625/
6j9vfim2v&a=view#xntpd-1m-indx-2)』 を参照して ください。

HP-UX での xntpd の実行の詳細については、 『Configuring NTP (http://docs.hp.com/cgi-bin/
fsearch/framedisplay?top=/hpux/onlinedocs/B2355-90147/B2355-90147_top.html&con=/hpux/
onlinedocs/B2355-90147/00/00/58-con.html&toc=/hpux/onlinedocs/B2355-90147/00/00/58-
toc.html&searchterms=ntp%7cconfiguring&queryid=20030922-153023)』 を参照してください。

Linux での ntpd の実行の詳細については、 『ntpd - Network Time Protocol (NTP) Daemon
(http://www.eecis.udel.edu/~mills/ntp/html/ntpd.html)』 を参照して ください。
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時刻同期を確認する

ツ リー内の時刻が同期されているか確認するには、 ツ リーオブジェ ク トに対して読み書
き可能以上の権利を持つ、 ツ リー内のいずれかのサーバから、 DSRepair を実行します。

NetWare の場合

1 サーバコンソールで、 dsrepair.nlm をロード します。

2 ［時刻同期］ を選択します。

ログの解釈に関するヘルプを表示するには、 <F1> を押します。 
注 : 次のコマンドを使用すると、時刻同期の問題を解決できます。

set timesync debug=7

Windows の場合

1 ［スタート ］ > ［設定］ > ［コン ト ロールパネル］ > ［Novell eDirectory Services］ の順
にク リ ッ ク します。

2 dsrepair.dlm をク リ ッ ク して、 ［開始］ をク リ ッ ク します。

3 ［修復］ をク リ ッ ク し、 ［時刻同期］ をク リ ッ ク します。

Linux、Solaris、AIX、および HP-UX

1 次のコマンドを実行します。

ndsrepair -T
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3 オブジェクトの管理

Novell® eDirectoryTM には、 Web ベースのネッ ト ワーク管理アプリケーシ ョ ンである Novell
iManager 2.0.2 が含まれています。 これを使用する と、 eDirectory ツ リーのオブジェク ト を
管理できます。 Novell iManager の新機能および特長については、 『Novell iManager 2.0.x
Administration Guide(Novell iManager 2.0.x管理ガイ ド ) (http://www.novell.com/documentation/
japanese/imanager20/index.html)』 を参照してください。

eDirectory オブジェク トの管理には、 オブジェ ク トの作成、 変更、 および操作が含まれ
ます。 たとえば、 ユーザアカウン トの作成や、 ユーザの権利の管理などの作業が必要に
なるこ とがあ り ます。 Novell iManager は次の場合に使用します。

オブジェク トの参照、 作成、 編集、 および編成などの基本的な管理を行う。 

ユーザのログイン名など eDirectoryで使用される情報を指定して、ユーザアカウン ト
を作成する。

権利の割り当て、 同等セキュ リ テ ィの付与、 継承の阻止、 および有効な権利の参照
を行い、 権利を管理する。 詳細については、 61 ページの 「権利の管理」 を参照して
ください。

役割ベースサービスオブジェク ト を通じて特定の管理アプリ ケーシ ョ ンでの管理者
の役割を定義し、 役割ベースの管理を設定する。

この章では次の ト ピッ クについての情報を説明します。

89 ページの 「オブジェク トに関連する一般的なタスク」

94 ページの 「ユーザアカウン ト を管理する」

100 ページの 「役割ベースサービスを設定する」

オブジェクトに関連する一般的なタスク

このセクシ ョ ンでは、 eDirectory ツ リーの管理で使用する基本的なタスクの手順につい
て説明します。

90 ページの 「eDirectory ツ リーを参照する」

92 ページの 「オブジェク ト を作成する」

92 ページの 「オブジェク トのプロパティを変更する」

93 ページの 「オブジェク ト をコピーする」

93 ページの 「オブジェク ト を移動する」

93 ページの 「オブジェク ト を削除する」

94 ページの 「オブジェク ト を リネームする」
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eDirectory ツリーを参照する

Novell iManager の ［オブジェク トの表示］ ボタン ( ) を使用する と、 eDirectory ツ リー
のオブジェク ト を検索した り参照した りできます。 ツ リーの構造を表示し、 タスクを実
行するオブジェク ト を右ク リ ッ ク します。 実行可能なタスクは、 選択するオブジェク ト
の種類によって異な り ます。

オブジェ ク ト の検索や参照は、 Novell iManager の ［eDirectory オブジェク ト セレク タ］
ページでも行えます。 Novell iManager のほとんどのエン ト リ フ ィールドでは、 オブジェ
ク ト名およびコンテキス ト を指定した り、 ［オブジェ ク ト セレク タ］ ボタン をク リ ッ
ク してオブジェク ト を検索または参照した りできます。［eDirectory オブジェク トセレク
タ］ ページのオブジェク ト を選択する と、 エン ト リ フ ィールドにオブジェク トおよびオ
ブジェク トのコンテキス トが挿入されます。

このセクシ ョ ンでは、 次の情報について説明します。

90 ページの 「［オブジェク トの表示］ ボタンを使用する」

91 ページの 「［オブジェク ト セレク タ］ ボタンを使用する」

［オブジェクトの表示］ボタンを使用する

次で説明する方法を使用して、 管理する特定のオブジェク ト を検索します。

90 ページの 「［参照］ を使用する」

91 ページの 「［検索］ を使用する」

［参照］を使用する 

1 Novell iManager で、 ［オブジェク トの表示］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［参照］ をク リ ッ ク します。

3 オブジェク ト を参照するには、 次のオプシ ョ ンを使用します。

オプション 説明

ツリー内を 1 レベル下に移動します。

ツリー内を 1 レベル上に移動します。

コンテキスト 内容を表示するコンテナの名前を指定します。 

このオプションを使用するには、コンテナの名前を指定して［適用］を
クリックします。

名前 オブジェクトの名前を指定します。 

このフィールドには、ワイルドカード文字としてアスタリスク (*) を使

用できます。たとえば、「g*」と入力すると、Germany や Greg など g
で始まるすべてのオブジェクトが検索され、「*te」と入力すると、Kate
や Corporate など te で終わるすべてのエントリが検索されます。

このオプションを使用するには、名前を入力して［適用］をクリックし
ます。
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4 目的のオブジェク ト を見つけたら、 オブジェ ク ト を右ク リ ッ ク して、 実行可能なタ
スクの リ ス トから選択します。

［検索］を使用する

1 Novell iManager で、 ［オブジェク トの表示］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［検索］ をク リ ッ ク します。

3 ［コンテキス ト ］ フ ィールドで、 検索するコンテナの名前を指定します。

［サブコンテナを検索］ をク リ ッ ク し、現在のコンテナにあるすべてのサブコンテナ
を検索対象に含めます。

4 ［名前］ フ ィールドで、 検索するオブジェク トの名前を指定します。

このフ ィールドには、 ワイルドカード文字と してアスタ リ スク (*) を使用できます。
たとえば、 「g*」 と入力する と、 Germany や Greg など g で始まるすべてのオブジェ
ク トが検索され、 「*te」 と入力する と、 Kate や Corporate など te で終わるすべての
エン ト リが検索されます。

5 ［タ イプ］ ド ロ ップダウン リ ス ト で、 検索するオブジェク トのタイプを選択します。

6 ［検索］ をク リ ッ ク します。

7 目的のオブジェク ト を見つけたら、 オブジェ ク ト を右ク リ ッ ク して、 実行可能なタ
スクの リ ス トから選択します。

［オブジェクトセレクタ］ボタンを使用する

次で説明する方法を使用して、 管理する特定のオブジェク ト を検索します。

91 ページの 「［参照］ を使用する」

92 ページの 「［検索］ を使用する」

［参照］を使用する 

1 iManager のプロパティ ページで［ オブジェク ト セレク タ ］ ボタン をク リ ッ ク し
ます。

2 ［参照］ をク リ ッ ク します。

3 オブジェク ト を参照するには、 次のオプシ ョ ンを使用します。

タイプ 検索するオブジェクトのタイプを指定します。デフォルト値は、使用可
能なすべてのタイプです。

このオプションを使用するには、ドロップダウンリストでオブジェクト
のタイプを選択して、［適用］をクリックします。

オプション 説明

ツリー内を 1 レベル下に移動します。

ツリー内を 1 レベル上に移動します。

オプション 説明
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［検索］を使用する

1 iManager のプロパティ ページで［ オブジェク ト セレク タ ］ ボタン をク リ ッ ク し
ます。

2 ［検索］ をク リ ッ ク します。

3 ［次から検索開始］ フ ィールドで、 検索するコンテナの名前を指定します。

［サブコンテナを検索］ をク リ ッ ク し、現在のコンテナにあるすべてのサブコンテナ
を検索対象に含めます。

4 ［次のオブジェク ト を検索］フィ ールド で、検索するオブジェク ト の名前を指定します。

このフ ィールドには、 ワイルドカード文字と してアスタ リ スク (*) を使用できます。
たとえば、 「g*」 と入力する と、 Germany や Greg など g で始まるすべてのオブジェ
ク トが検索され、 「*te」 と入力する と、 Kate や Corporate など te で終わるすべての
エン ト リが検索されます。

5 ［検索］ をク リ ッ ク します。

オブジェクトを作成する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory 管理］ > ［オブジェク トの作成］ の順にク リ ッ ク します。

3 使用可能なオブジェク ト ク ラスの リ ス トからオブジェク ト を選択し、［OK］をク リ ッ
ク します。

4 必要な情報を指定して、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

必要な情報は、 作成するオブジェク トのタイプによって異な り ます。 詳細について
は、 をク リ ッ ク して ください。

5 ［OK］ をク リ ッ ク します。

オブジェクトのプロパティを変更する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory 管理］ > ［オブジェク トの変更］ の順にク リ ッ ク します。

3 変更するオブジェ ク トの名前およびコンテキス ト を指定して、 ［OK］ をク リ ッ ク し
ます。

検索対象 内容を表示するコンテナの名前を指定して、［適用］をクリック
します。 

次のオブジェクトを検索 オブジェクトの名前を指定します。 

このフィールドには、ワイルドカード文字としてアスタリスク (*)
を使用できます。たとえば、「g*」と入力すると、Germany や

Greg など g で始まるすべてのオブジェクトが検索され、「*te」と

入力すると、Kate や Corporate など te で終わるすべてのエント

リが検索されます。

このオプションを使用するには、名前を入力して［適用］をク
リックします。

オプション 説明
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4 必要に応じてプロパティページを編集します。 

各プロパティページの詳細については、 をク リ ッ ク して ください。 

5 ［OK］ をク リ ッ ク します。

オブジェクトをコピーする

このオプシ ョ ンを使用する と、 既存のオブジェ ク ト と同じ属性値を持った新しいオブ
ジェク ト を作成した り、 あるオブジェク トから別のオブジェク トに属性値をコピーした
りできます。 

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory 管理］ > ［オブジェク トのコピー］ の順にク リ ッ ク します。

3 ［コピー元のオブジェク ト ］ フ ィールドで、コピーするオブジェ ク トの名前およびコ
ンテキス ト を指定します。

4 次のいずれかのオプシ ョ ンを選択します。

新しいオブジェク ト を作成して属性値をコピーする

既存のオブジェク トに属性値をコピーする

5 アクセス制御リ ス ト (ACL) の権利を、作成または変更するオブジェ ク トにコピーす
る場合、 ［ACL 権利のコピー］ をク リ ッ ク します。

ACL 権利をコピーする場合、システムやネッ ト ワークの環境によってはさ らに処理
時間がかかる場合があ り ます。

6 ［OK］ をク リ ッ ク します。

オブジェクトを移動する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory 管理］ > ［オブジェク トの移動］ の順にク リ ッ ク します。

3 ［オブジェク ト名］ フ ィールドで、移動するオブジェク トの名前およびコンテキス ト
を指定します。

4 ［移動先］ フ ィールドで、 オブジェ ク ト を移動するコンテナを指定します。

5 移動する各オブジェク トについて、元の場所に別名を作成する場合は、［移動したオ
ブジェク トの代わりに別名を作成します］ を選択します。

これによ り、 移動前の場所に依存するあらゆる操作は、 操作を更新して移動後の場
所を反映するまで、 引き続き実行できます。

6 ［OK］ をク リ ッ ク します。

オブジェクトを削除する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory 管理］ > ［オブジェク トの削除］ の順にク リ ッ ク します。

3 削除するオブジェク トの名前およびコンテキス ト を指定します。

4 ［OK］ をク リ ッ ク します。
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オブジェクトをリネームする

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory 管理］ > ［オブジェク トの リネーム］ の順にク リ ッ ク します。

3 ［オブジェク ト名］ フ ィールドで、 リネームするオブジェク トの名前およびコンテキ
ス ト を指定します。

4 ［新規オブジェク ト名］ フ ィールドで、 オブジェ ク トの新しい名前を指定します。

［新規オブジェク ト名］ フ ィールドには、オブジェ ク トのコンテキス トは含めないで
ください。

5 リ ネームするオブジェク トに別名を作成する場合は、［ リネームしたオブジェ ク トの
代わりに別名を作成］ を選択します。

これによ り、 リ ネーム前のオブジェク ト名に依存するあらゆる操作は、 操作を更新
して リネーム後のオブジェク ト名を反映できるよ うになるまで、 引き続き実行され
ます。

6 リ ネーム前のオブジェク ト名を保存する場合、［古い名前を保存］をク リ ッ ク します。

これによ り、 リ ネーム前のオブジェク ト名が、 名前プロパティに未公認の値と して
追加されます。 古い名前を保存しておく と、 その名前に基づいてオブジェク ト を検
索できます。オブジェ ク トの リネーム後、そのオブジェク トの［General Identification(
一般識別情報 )］ タブの［別の名前］フ ィールドで リネーム前の名前を参照できます。

7 ［OK］ をク リ ッ ク します。

ユーザアカウントを管理する

eDirectory のユーザアカウン トの設定には、 ユーザオブジェク トの作成、 およびログイ
ン制御のプロパテ ィやユーザのネッ ト ワーク コンピューテ ィ ング環境の設定があ り ま
す。 テンプレートオブジェク ト を使用する と、 これらのタスクを簡単に実行できます。

ログインスク リプ ト を作成する と、 ユーザがログインしたと きに、 自動的にファイルや
プリ ンタなどの必要なネッ ト ワーク リ ソースに接続できます。同じ リ ソースを使用する
ユーザが複数いる場合、 コンテナにログインスク リプ ト コマンドを格納して、 ログイン
スク リプ トのプロファ イルを作成するこ とができます。

このセクシ ョ ンでは、 次の情報について説明します。

94 ページの 「ユーザアカウン ト を作成および変更する」

95 ページの 「オプシ ョ ンのアカウン ト機能を設定する」

97 ページの 「ログインスク リプ ト を設定する」

99 ページの 「リモートユーザのログイン時間制限」

99 ページの 「ユーザアカウン ト を削除する」

ユーザアカウントを作成および変更する

ユーザアカウン トは、 eDirectory ツ リー内のユーザオブジェク ト です。 ユーザオブジェ
ク トによって、ユーザのログイン名など、 eDirectory で使用される情報を指定して、ネッ
ト ワーク リ ソースへのユーザのアクセスを制御できます。
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このセクシ ョ ンでは、 次の情報について説明します。

95 ページの 「ユーザオブジェク ト を作成する」

95 ページの 「ユーザアカウン ト を変更する」

95 ページの 「ユーザアカウン ト を有効にする」

95 ページの 「ユーザアカウン ト を無効にする」

ユーザオブジェクトを作成する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［ユーザ］ > ［ユーザの作成］ の順にク リ ッ ク します。

3 ユーザ名とユーザの姓を指定します。

4 ユーザを作成するコンテナを指定します。

5 オプシ ョ ンで追加情報を指定して、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

使用可能なオプシ ョ ンの詳細については、 をク リ ッ ク して ください。

6 ［OK］ をク リ ッ ク します。

ユーザアカウントを変更する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［ユーザ］ > ［ユーザの変更］ の順にク リ ッ ク します。

3 変更するユーザの名前およびコンテキス ト を指定して、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

4 必要に応じてプロパティページを編集します。 

特定のプロパティの詳細については、 をク リ ッ ク して ください。

5 ［OK］ をク リ ッ ク します。

ユーザアカウントを有効にする

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［ユーザ］ > ［アカウン トの有効化］ の順にク リ ッ ク します。

3 ユーザの名前と コンテキス ト を指定して、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

ユーザアカウントを無効にする

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［ユーザ］ > ［アカウン トの無効化］ の順にク リ ッ ク します。

3 ユーザの名前と コンテキス ト を指定して、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

オプションのアカウント機能を設定する

ユーザオブジェク ト を作成した後、ユーザのネッ ト ワークコンピューティング環境を設
定し、 追加のログインセキュ リ テ ィ機能を実装できます。
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ユーザのネットワークコンピューティング環境を設定する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［ユーザ］ > ［ユーザの変更］ の順にク リ ッ ク します。

3 変更するユーザの名前およびコンテキス ト を指定して、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

4 ［全般］ タブで、 ［使用環境］ ページをク リ ッ ク します。

5 プロパティページに入力します。 

特定のプロパティの詳細については、 をク リ ッ ク して ください。

6 ［OK］ をク リ ッ ク します。

ユーザに追加のログインセキュリティを設定する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［ユーザ］ > ［ユーザの変更］ の順にク リ ッ ク します。

3 変更するユーザの名前およびコンテキス ト を指定して、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

4 ［制限］ タブで、 必要なプロパティページに入力します。 

ページの詳細については、 をク リ ッ ク して ください。

5 ［OK］ をク リ ッ ク します。

ページ 説明

パスワード制限 ログインパスワードを設定します。

ログイン制限 アカウントを有効または無効にします。

同時ログインセッション数を制限します。

ログインの有効期限およびロックアウトする日付を

設定します。

ログイン時間制限 ユーザがログインできる時間を制限します。制限を設定し、
制限時間になったときにオブジェクトがログインされてい
ると、5 分間警告が表示され、5 分後にまだオブジェクトが

ログアウトされていない場合は、そのオブジェクトをログ

アウトします。

リモートからログインする場合は、99 ページの「リモート

ユーザのログイン時間制限」を参照してください。

アドレス制限 このユーザがログインするネットワークの場所 ( ワークス

テーション ) を制限します。このページで制限を設定しない

場合、ユーザはネットワークのどの場所からでもログイン
できます。

アカウントバランス このユーザのサーバ使用量を設定します。 

不正侵入者ロックアウト 不正侵入者が検出されたためにアカウントがロックされた
場合、このアカウントを操作します。不正侵入者検出の設
定を管理するには、ペアレントコンテナの［不正侵入者検
出］プロパティページを使用します。 
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コンテナ内の全ユーザの不正侵入者検出を設定する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory 管理］ > ［オブジェク トの変更］ の順にク リ ッ ク します。

3 コンテナオブジェク トの名前と コンテキス ト を指定して、［OK］ をク リ ッ ク します。

4 ［全般］ タブで、 ［不正侵入者検出］ ページをク リ ッ ク します。

5 次のオプシ ョ ンから選択します。 

6 ［OK］ をク リ ッ ク します。

ログインスクリプトを設定する

ログインス ク リプ トは、 ユーザがログインしたと きに実行される一連のコマン ドです。
一般的に、ユーザとファ イルやプリ ンタなどのネッ ト ワーク リ ソース との接続に使用さ
れます。 ログインスク リプ トは、 次の順序でユーザのワークステーシ ョ ン上で実行され
ます。

1. コンテナログインスク リプ ト

2. プロファ イルログインスク リプ ト

3. ユーザログインスク リプ ト

オプション 説明

不正侵入者を検出する コンテナのユーザアカウントの不正侵入者検出システムを有効
にします。 

不正ログイン試行回数 連続してログインに失敗して不正侵入者検出がアクティブにな
るまでのログイン試行回数を指定します。このコンテナ内の
ユーザアカウントのいずれかを使用して、連続してログインに
失敗した回数がこの数値を超えた場合、不正侵入者検出がアク
ティブになります。この数値は、コンテナの［Login Intruder
Limit( 不正ログイン制限 )］プロパティに格納されます。 

不正ログイン回数のリセット
間隔

ここで指定する時間間隔の中で連続して失敗したログインが発
生した場合、不正侵入者検出がアクティブになります。日、時
間、および分を入力します。

検出後にアカウントをロック
する

このコンテナ内のユーザアカウントで不正侵入者検出がアク
ティブになった場合に、ログインを無効にするかどうかを指定
します。このチェックボックスがオンになっていない場合、不
正侵入者検出がアクティブになってもアカウントはロックされ
ません。このチェックボックスをオンにし、不正侵入者の検出
によってユーザアカウントがロックされた場合、ユーザオブ
ジェクトの［不正侵入者ロックアウト］プロパティの［ロック
されたアカウント］チェックボックスをオフにして、アカウン
トのロックを解除できます。 

日、時間、分 この 3 つのフィールドでは、不正侵入者検出がこのコンテナ内

のユーザアカウントでアクティブになった場合にログインが無
効になる時間が指定されます。指定する日、時間、および分を
入力するか、デフォルトの 15 分を使用します。指定した時間が

経過すると、ユーザアカウントのログインが再度有効になりま
す。これらのフィールドの内容は、コンテナの［アカウントロッ
クアウト期間］プロパティに格納されます。 
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ログイン中に、 これらのログインスク リプ トで見つからないものがある場合、 次のスク
リプ トにスキップします。何も見つからない場合、デフォルトのスク リプ トが実行され、
検索ド ライブがユーザのデフォルトサーバ上のフォルダにマップされます。デフォルト
サーバは、 ユーザオブジェク トの ［使用環境］ プロパティページで設定されます。

ログインスクリプトを作成する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory 管理］ > ［オブジェク トの変更］ の順にク リ ッ ク します。

3 ログインスク リプ ト を作成するオブジェク トの名前と コンテキス ト を指定します。

4 ［OK］ をク リ ッ ク します。

5 ［全般］ タブで、 ［ログインスク リプ ト ］ ページを選択します。

6 指定するログインスク リプ ト コマンドを入力します。 

詳細については、 『Login Script Commands Guide( ログインスク リプ ト コマンドガイ ド )
(http://www.novell.com/documentation/japanese/noclienu/index.html)』を参照してく ださ い。

7 ［OK］ をク リ ッ ク します。

ユーザにプロファイルを割り当てる

プロファ イルをユーザオブジェク ト と関連付けるこ とによって、ユーザのログイン中に
そのプロファ イルのログインスク リプ トが実行されます。 ユーザが、 プロファ イルオブ
ジェク トのブラウズ権、およびプロファ イルオブジェ ク トのログインスク リプ トプロパ
ティの読み込み権を持っているこ とを確認して ください。 

詳細については、 65 ページの 「eDirectory オブジェク ト またはプロパティへの有効な権
利を参照する」 を参照してください。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［ユーザ］ > ［ユーザの変更］ の順にク リ ッ ク します。

3 ログインスク リプ ト を作成するユーザオブジェク トの名前と コンテキス ト を指定し
ます。

4 ［OK］ をク リ ッ ク します。

5 ［全般］ タブで、 ［ログインスク リプ ト ］ ページを選択します。

6 プロファ イルオブジェ ク ト をこのオブジェク トに関連付けるには、 ［プロファ イル］
フ ィールドにプロファ イルオブジェク トの名前と コンテキス ト を入力します。 

7 ［OK］ をク リ ッ ク します。

ログインスクリプトの適用先 作成先

単独ユーザのみ ユーザオブジェクト

まだ作成されていない 1 人以上のユーザ テンプレートオブジェクト

1 つのコンテナ内のすべてのユーザ コンテナオブジェクト

1 つ以上のコンテナの複数のユーザ プロファイルオブジェクト
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リモートユーザのログイン時間制限

ユーザオブジェク トの ［ログイン時間制限］ プロパティページで、 ユーザが eDirectory
にログインできる時間を制限できます ( デフォルトでは、 ログイン時間は制限されてい
ません )。 ログイン時間制限が設定され、 制限時間になったと きにユーザがログインし
ている と、 5 分以内にログアウ トするよ う警告が表示されます。 ユーザが 5 分経っても
まだログインしている場合、 自動的にログアウ ト され、 保存していないデータは失われ
ます。

ログイン要求を処理するサーバとは異なるタ イムゾーンから リ モー ト でログインする
場合、 ユーザに設定されたログイン時間制限の時差は調整されます。 たとえば、 月曜日
の午前 1 時から午前 6 時までにログインが制限されており、サーバよ り 1 時間遅いタイ
ムゾーンから リモートでログインする場合、 このユーザの制限は午前 2 時から午前 7 時
まで有効になり ます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［ユーザ］ > ［ユーザの変更］ の順にク リ ッ ク します。

3 変更するユーザの名前およびコンテキス ト を指定して、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

4 ［制限］ タブで、 ［ログイン時間制限］ をク リ ッ ク します。 

5 次のオプシ ョ ンから選択します。

6 ［OK］ をク リ ッ ク します。

ユーザアカウントを削除する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［ユーザ］ > ［ユーザの削除］ の順にク リ ッ ク します。

3 削除するユーザの名前およびコンテキス ト を指定します。

4 ［OK］ をク リ ッ ク します。

オプション 説明

タイムグリッド タイムグリッドのそれぞれのセルは、表示されている週の 1
日のうちの 30 分を表します。赤いセルは、このオブジェクト

にログインできない制限時間を表します。灰色のセルは制限
されていない時間で、このオブジェクトにログインできる時
間を表します。時間制限を設定するには、指定する時間をク
リックして濃い灰色にします。複数の時間を選択するには、
<Shift> を押しながらセルをクリックし、該当するセルまでド

ラッグします。設定したログイン時間制限は、このオブジェ
クトの［Login Allowed Time Map( ログイン許可時間マップ )］
プロパティに格納されます。

ログイン時間制限の追加 時間制限を追加するには、灰色のセルをクリックして、この
オプションを選択します。

ログイン時間制限の削除 時間制限を削除するには、赤いセルをクリックして、このオ
プションを選択します。

更新 このボタンをクリックすると選択が有効になります。

リセット このボタンをクリックすると、このプロパティページを開く
前の状態にタイムグリッドがリセットされます。
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役割ベースサービスを設定する

Novell iManager を使用する と、 管理者は、 ユーザに特定の責任を割り当てた り、 これら
の責任を実行するために必要なツールおよびそれに伴う権利だけを与えた りする こ と
ができます。 この機能を、 RBS( 役割ベースサービス ) といいます。

役割ベースサービスによって、 タスク と呼ばれる機能、 および役割と呼ばれるタスクの
集ま りによって決定されたオブジェ ク ト といった特定の機能だけをユーザが使用でき
るよ うにします。 ユーザが iManager にアクセスしたと きの表示内容は、 eDirectory 内の
役割の割り当てに基づいています。 表示されるのは、 そのユーザに割り当てられたタス
クのみです。 管理するオブジェ ク ト を探すためにツ リーを参照する必要はあ り ません。
そのタスクの iManager プラグインには、タスクを実行するために必要なツールと インタ
フェースが用意されています。

1 人のユーザに対して複数の役割を割り当てる こ とができます。 複数のユーザに同じ役
割を割り当てるこ と もできます。 

役割ベースサービスは、 eDirectory 内で定義されたオブジェク ト と して表されます。 基
本の eDirectory スキーマは、 iManager のインス トール中に拡張されます。 RBS オブジェ
ク ト タイプには、 次の表のよ うなものがあ り ます。

オブジェクト 説明

 RBSコレクション
すべての RBS 役割オブジェクトおよびモジュールオブジェクトを格納す

るコンテナオブジェクト。

RBS コレクションオブジェクトは、すべての RBS オブジェクトの 上位

のコンテナです。ツリーには RBS コレクションオブジェクトをいくつで

も格納できます。これらのオブジェクトには、コレクションを管理する権
利を持つユーザとして「所有者」が存在します。

RBSコレクションオブジェクトは次のコンテナのいずれかに作成できます。

国

ドメイン

地域

組織

部門

 rbsRole
ユーザ (メンバー)が実行を許可されたタスクを指定するコンテナオブジェ

クト。役割の定義には、rbsRole オブジェクトの作成や役割が実行できる

タスクの指定が含まれます。

役割メンバーには、ユーザ、グループ、組織、部門があり、ツリーの特定
の範囲内の役割に関連付けられています。rbsTask オブジェクトおよび

rbsBook オブジェクトは、rbsRole オブジェクトに割り当てられます。

rbsRoleオブジェクトは、RBSコレクションコンテナ内にのみ作成できます。
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RBS オブジェク トは、 次の図に示されているよ うに eDirectory ツ リーに属しています。

図 22 eDirectory ツリー内の RBS オブジェクト

 rbsModule
rbsTask オブジェクトおよび rbsBook オブジェクトを格納するコンテナオブ

ジェクトです。rbsModule オブジェクトには、タスクやブックを定義する製

品の名前 ( たとえば、eDirectory Maintenance Utilities、NMAS Management、
Novell Certificate Server Accessなど)を表すモジュール名の属性があります。

rbsModule オブジェクトは、RBS コレクションコンテナ内にのみ作成でき

ます。

 rbsTask
ログインパスワードのリセットなど、特定の機能を表すリーフオブジェク
トです。 

rbsTask オブジェクトは、rbsModule コンテナ内にのみ格納されます。

 rbsBook
ブックに割り当てられる一連のページを含むリーフオブジェクトです。
rbsBook は、1 つ以上の役割および 1 つ以上のオブジェクトクラスタイプ

に割り当てることができます。

rbsBook オブジェクトは、rbsModule コンテナ内にのみ格納されます。

 rbsScope ユーザオブジェクトごとに割り当てずに ACL 割り当てを実行するための

リーフオブジェクトです。rbsScope オブジェクトは、役割が実行されるツ

リー内のコンテキストを表し、rbsRole オブジェクトに関連付けられます。

このオブジェクトはグループクラスから権利を継承します。ユーザオブ
ジェクトは rbsScopeオブジェクトに割り当てられます。これらのオブジェ

クトは、関連付けられるツリーのスコープを参照します。

このオブジェクトは、必要な場合は動的に作成され、不要になれば自動的
に削除されます。rbsScope オブジェクトは rbsRole コンテナ内にのみ格納

されます。

警告 : Scope オブジェクトの環境設定は変更しないでください。設定を変

更することによって深刻な問題が発生し、システムが故障する可能性があ
ります。

オブジェクト 説明

eDirectory
オブジェクトの管理 101



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
RBS 役割を定義する

RBS 役割は、 ユーザが実行を許可されるタス クを指定します。 RBS 役割の定義には、
rbsRole オブジェク トの作成や、役割が実行できるタスク、およびユーザ、 グループ、 ま
たはこれらのタスクを実行できるコンテナオブジェ ク トの指定などがあ り ます。 Novell
iManager プラグイン ( 製品パッケージ ) には、変更可能な定義済み RBS 役割が提供され
ている場合もあ り ます。

RBS 役割が実行できるタスクは、eDirectory ツ リー内では rbsTask オブジェク ト と して公
開されます。 これらのオブジェク トは、 製品パッケージのインス トールの際に自動的に
追加されます。 オブジェク トは 1 つ以上の rbsModule に編成され、 異なる機能を持つ製
品モジュールに対応するコンテナとな り ます。

役割へのメ ンバーの割り当てについての詳細は、 103 ページの 「RBS 役割のメ ンバー
シップおよびスコープを割り当てる」 を参照してください。

102 ページの 「役割オブジェク ト を作成する」

102 ページの 「役割に関連付けられたタスクを変更する」

103 ページの 「RBS 役割のメンバーシップおよびスコープを割り当てる」

103 ページの 「役割ベースサービスオブジェク ト を削除する」

役割オブジェクトを作成する

Create iManager Role ウ ィザードを使用して、新しい rbsRole オブジェク ト を作成します。新
しい rbsRole オブジェク ト を作成する場合は、他の rbsRole オブジェク トが属している同じ
RBS コレクシ ョ ンコンテナ ( たとえば、役割ベースサービスコレクシ ョ ンコンテナ ) 内に
作成するこ とをお勧めします。

1 Novell iManager で、 ［設定］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［役割の設定］ > ［iManager の役割を作成］ の順にク リ ッ ク します。

3 Create iManager Role ウ ィザードの手順に従って操作します。

役割へのメンバーの追加についての詳細は、 103 ページの 「カスタム RBS タスクを定義
する」 を参照してください。

役割に関連付けられたタスクを変更する

各 RBS 役割には、 使用可能なタスクが関連付けられます。 特定の役割に割り当てるタ
スクは、 必要に応じてタスクを追加した り削除した りする こ とで選択できます。

1 Novell iManager で、 ［設定］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［役割の設定］ > ［iManager の役割を変更］ の順にク リ ッ ク します。

3 役割のタスクを追加または削除するには、変更する役割の左にある ［タスクの変更］
ボタン をク リ ッ ク します。 

4 ［割り当てられたタスク］ リ ス トでタスクを追加または削除します。

5 ［OK］ をク リ ッ ク します。
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RBS 役割のメンバーシップおよびスコープを割り当てる

所属する組織に必要な RBS 役割を定義する と、 それぞれの役割にメンバーを割り当て
るこ とができます。 その際、 それぞれのメンバーが役割の機能を使用できるスコープを
指定します。 スコープは、 この役割を実行できる eDirectory ツ リー内の場所またはコン
テキス トです。

役割へのユーザの割り当ては、 次の方法で行う こ とができます。

直接

グループおよび動的グループの割り当てによる方法。 役割に割り当てられているグ
ループまたは動的グループのメンバーであれば、 ユーザはその役割にアクセスでき
ます。 

職種割り当てによる方法。 役割に割り当てられている職種に所属する場合は、 ユー
ザはその役割にアクセスできます。

コンテナ割り当てによる方法。 ユーザオブジェク トは、 そのペアレン ト コンテナが
割り当てられたすべての役割にアクセスできます。 さ らにツ リーのルート まで遡る
コンテナの役割にもアクセスできます。

役割との関連付けは、 さまざまなスコープで何度も実行できます。 また、 同じタスクを
複数のメンバーに割り当てるこ と もできます。

役割のメンバーシップおよびスコープを割り当てるには、 次の操作を実行します。

1 Novell iManager で、 ［設定］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［役割の設定］ > ［iManager の役割を変更］ の順にク リ ッ ク します。

3 役割のメンバーを追加または削除するには、 変更する役割の左にある ［メ ンバーの
変更］ ボタン をク リ ッ ク します。 

4 ［名前］ フ ィールドには、 オブジェク トの名前 ( ユーザ、 グループ、 またはコンテナ
オブジェク ト ) およびコンテキス ト を指定します。

5 ［スコープ］ フ ィールドには、組織または部門オブジェク トの名前およびコンテキス
ト を指定します。

6 ［追加］ をク リ ッ ク し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

役割ベースサービスオブジェクトを削除する

1 Novell iManager で、 ［設定］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［役割の設定］ > ［役割の削除］ の順にク リ ッ ク します。

3 削除する RBS 役割の名前およびコンテキス ト を指定します。

4 ［OK］ をク リ ッ ク します。

カスタム RBS タスクを定義する

104 ページの 「iManager タスクを作成する」

104 ページの 「サーバ管理タスクを作成する」

104 ページの 「役割の割り当てを変更する」

104 ページの 「タスクを削除する」
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iManager タスクを作成する

1 Novell iManager で、 ［設定］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［タス クの設定］ > ［iManager のタスクを作成］ の順にク リ ッ ク します。

3 Task Builder の手順に従ってカスタムタスクを作成します。

サーバ管理タスクを作成する

［サーバ管理タスクの作成］ ウ ィザードを使用してカスタムタスクを作成し、 サーバの
サービスにアクセスします。 システム管理者は、 サービスがサーバ上で使用可能かど う
かを確認する必要があ り ます。

1 Novell iManager で、 ［設定］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［タス クの設定］ > ［サーバ管理タスクの作成］ の順にク リ ッ ク します。

3 Create Server Administration Task ウ ィザードの手順に従って操作します。

役割の割り当てを変更する

1 Novell iManager で、 ［設定］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［タス クの設定］ > ［役割の割り当てを変更］ の順にク リ ッ ク します。

3 変更するタスクの名前およびコンテキス ト を指定して、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4 割り当てを変更する役割を ［使用可能な役割］ カラムから ［割り当て役割］ カラム
へ移動します。

5 ［OK］ をク リ ッ ク します。

タスクを削除する

1 Novell iManager で、 ［設定］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［タス クの設定］ > ［タスクの削除］ の順にク リ ッ ク します。

3 削除するタスクの名前およびコンテキス ト を指定して、 ［OK］ をク リ ッ ク します。
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4 スキーマの管理

Novell® eDirectoryTM ツ リーのスキーマには、 このツ リーに含めるこ とができるオブジェ
ク ト ( ユーザ、 グループ、 プ リ ンタなど ) のク ラスを定義します。 スキーマによって、
各オブジェク ト タイプを構成する属性 ( プロパティ ) が指定されます。 属性には、 オブ
ジェク トの作成に不可欠な必須属性と、必要に応じて指定できるオプシ ョ ン属性があ り
ます。

eDirectory オブジェク トはそれぞれオブジェク ト ク ラスに属し、 オブジェク ト ク ラスは
オブジェク トに関連付けるこ とのできる属性を指定します。すべての属性は一連の属性
タイプに基づく もので、属性タイプもまた、一連の標準的な属性構文に基づいています。

eDirectory スキーマは、 各オブジェ ク ト の構造を制御するだけではな く、 eDirectory ツ
リー内でのオブジェ ク ト間の関係も制御します。 スキーマルールを設定する と、 オブ
ジェク トは他の従属オブジェク ト を含むこ とができます。 このよ うに、 スキーマによっ
て eDirectory ツ リーの構造が決ま り ます。

組織が必要とする情報の変化に応じて、 スキーマに変更を加える必要が出てく るこ とが
あ り ます。 たとえば、 ユーザオブジェク トに、 以前は Fax 番号が不要であっても、 現在
は必要である と します。 この場合、 Fax 番号を必須属性と した新しいユーザクラスを作
成し、 ユーザオブジェク トの作成に、 この新しいユーザクラスを使用できます。

Novell iManager でスキーマ管理の役割を持つ場合、ツ リーのスーパバイザ権を持つユー
ザは、 そのツ リーのスキーマをカスタマイズして次のよ うなタスクを実行できます。

スキーマ内のすべてのク ラスおよび属性の一覧を表示する。 

既存のスキーマにク ラスまたは属性を追加して、 スキーマを拡張する。 

ク ラスを作成する。 名前を付けてから、 属性、 フラグ、 追加先コンテナ、 および属
性の継承元のペアレン ト ク ラスを指定するこ とによ り行います。

名前を付けてから、 構文およびフラグを設定して、 属性を作成する。 

既存ク ラスへ属性を追加する。 

使用されていない、 あるいは古くなったク ラスまたは属性を削除する。 

潜在的な問題を発見および解決する。

この章では次の ト ピッ クについての情報を説明します。

106 ページの 「スキーマの拡張」

109 ページの 「スキーマの表示」

110 ページの 「手動でスキーマを拡張する」

112 ページの 「eDirectory 8.7 に追加されたスキーマフラグ」

114 ページの 「eMBox ク ラ イアン ト を使用してスキーマ操作を実行する」

スキーマ情報の詳細については、 『NDS Schema Reference(NDS スキーマ リ ファレンス )
(http://developer.novell.com/ndk/doc/ndslib/index.html?schm_enu/data/h4q1mn1i.html)』を参照
してください。
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スキーマの拡張

新しい ク ラ スや属性を作成する こ と に よ り、 ツ リ ーのスキーマを拡張でき ます。
eDirectory ツ リーのスキーマを拡張するには、 ツ リー全体に対するスーパバイザ権が必
要です。 

次の作業によ り、 スキーマを拡張できます。

ク ラスを作成する

ク ラスを削除する

属性を作成する

ク ラスへオプシ ョ ン属性を追加する

属性を削除する

次の作業によ り、 補助属性のスキーマを拡張できます。

補助ク ラスを作成する

補助ク ラスのプロパティでオブジェク ト を拡張する

オブジェク トの補助プロパティ を変更する

オブジェク トから補助プロパティを削除する

クラスを作成する

組織の必要条件の変化に応じて、 既存のスキーマに対し ク ラスを追加できます。 

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［スキーマ］ > ［ク ラスの作成］ の順にク リ ッ ク します。

3 ［ク ラスの作成］ ウ ィザードの指示に従って、 オブジェク ト ク ラスを定義します。 

ウ ィザードの各段階で、 ［ヘルプ］ が利用できます。

オブジェク ト ク ラスに追加するカスタムプロパティ を定義する場合は、 ウ ィザード
を終了し、 初にカスタムプロパティ を定義します。 詳細については、 107 ページ
の 「属性を作成する」 を参照して ください。

クラスを削除する

使用されていないク ラスは、 そのク ラスが eDirectory ツ リーのベーススキーマの一部で
ない限り、 削除できます。 iManager では、 ローカルにレプ リ カ作成されたパーティシ ョ
ンで現在使用されているク ラスだけは削除できません。

次のよ うな場合に、 スキーマから ク ラスを削除できます。

2 つのツ リーをマージし、 ク ラスの違いを解決した場合

特定のクラスが不要になった場合

ク ラスを削除するには、 次を実行します。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［スキーマ］ > ［ク ラスの削除］ の順にク リ ッ ク します。

3 削除するク ラスを選択します。

削除可能なク ラスのみが表示されます。

4 ［削除］ をク リ ッ ク します。
106   Novell eDirectory 8.7.3 管理ガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
属性を作成する

独自のカスタムタイプ属性を定義し、 これを既存のオブジェク ト ク ラスのオプシ ョ ン属
性に追加できます。 ただし、 既存のク ラスに必須属性を追加するこ とはできません。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［スキーマ］ > ［属性の作成］ の順にク リ ッ ク します。

3 ［属性の作成］ ウ ィザードの指示に従って、 新しい属性を定義します。 

ウ ィザードの各段階で、 ［ヘルプ］ が利用できます。

クラスへオプション属性を追加する

既存のク ラスにオプシ ョ ンの属性を追加できます。 これは、 次のよ うな場合に必要にな
り ます。

組織の必要とする情報が変化した場合

ツ リーのマージを準備している場合

注 : 必須属性は、クラスの作成時にのみ定義できます。

オプシ ョ ン属性ク ラスを追加するには、 次を実行します。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［スキーマ］ > ［属性の追加］ の順にク リ ッ ク します。

3 属性を追加するク ラスを選択して、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

4 使用可能なオプシ ョ ン属性リ ス トで、 追加する属性を選択して をク リ ッ ク し、 追
加するオプシ ョ ン属性リ ス トにこれらの属性を追加します。

誤って属性を追加した り、 後で属性を削除したい場合は、 追加するオプシ ョ ン属性
リ ス トで属性を選択し、 をク リ ッ ク して追加する属性のリ ス トから削除します。

5 ［OK］ をク リ ッ ク します。

このク ラ スにオブジェ ク ト を作成する と、 こ こで追加したプロパテ ィ を含むオブ
ジェク トが作成されます。 追加したプロパティの値を設定するには、 オブジェク ト
の ［その他］ 一般プロパティページを使用します。

ヒント : 既存のクラスは、このページにある Current Attributes( 現在の属性 ) リストに追加して変更できます。
削除できるのは、追加してからまだ［OK］をクリックしていない属性のみです。前に追加した属性や保存し

た属性は削除できません。

属性を削除する

使用されていない属性は、 その属性が eDirectory ツ リーのベーススキーマの一部でない
限り、 削除できます。 

次のよ うな場合に、 スキーマから属性を削除できます。

2 つのツ リーをマージし、 属性の違いを解決した場合

特定の属性が不要になった場合

属性を削除するには、 次を実行します。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［スキーマ］ > ［属性の削除］ の順にク リ ッ ク します。
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3 削除する属性を選択します。

削除可能な属性のみが表示されます。

4 ［削除］ をク リ ッ ク します。

補助クラスを作成する

補助ク ラス とは、 あるオブジェク ト ク ラス全体ではなく、 特定の eDirectory オブジェク
ト インスタンスに追加される一連のプロパティ ( 属性 ) です。 たとえば、 電子メールア
プ リ ケーシ ョ ン用と して、 eDirectory ツ リーのスキーマに電子メールプロパティ補助ク
ラスを追加し、 必要に応じて、 このプロパティ を個別のオブジェク トに拡張できます。

スキーママネージャを使用する と、 独自の補助ク ラスを定義できます。 補助ク ラスで定
義したプロパティを使用して、 個別のオブジェク ト を拡張できます。

補助ク ラスを作成するには、 次を実行します。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［スキーマ］ > ［ク ラスの作成］ の順にク リ ッ ク します。

3 ク ラス名およびオプシ ョ ンで ASN1 ID を指定して、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4 ク ラスフラグを設定する場合は ［補助ク ラス］ をク リ ッ ク し、 ［次へ］ をク リ ッ ク し
ます。

5 ［ク ラスの作成］ ウ ィザードの指示に従って、 新しい補助クラスを定義します。 

ウ ィザードの各段階で、 ［ヘルプ］ が利用できます。

補助クラスのプロパティでオブジェクトを拡張する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［スキーマ］ > ［オブジェク トの拡張］ の順にク リ ッ ク します。

3 拡張するオブジェ ク トの名前およびコンテキス ト を指定して、 ［OK］ をク リ ッ ク し
ます。

4 使用する補助ク ラスが ［現在の補助ク ラスの拡張］ の下にすでに表示されているか
ど うかに応じて、 適切な操作を実行します。

5 ［閉じる］ をク リ ッ ク します。

オブジェクトの補助プロパティを変更する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory 管理］ > ［オブジェク トの変更］ の順にク リ ッ ク します。

補助クラスがリストに

表示されている

操作

はい この手順を終了します。代わりに実行する手順については、108 ページ

の「オブジェクトの補助プロパティを変更する」を参照してください。

いいえ ［追加］をクリックし、補助クラスを選択して、［OK］をクリックします。
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3 変更するオブジェ ク トの名前およびコンテキス ト を指定して、 ［OK］ をク リ ッ ク し
ます。

4 ［全般］ タブで、 ［その他］ ページをク リ ッ ク します。 

5 表示された画面で、 必要な属性値を設定します。

値のない属性をダブルク リ ッ ク し、 値のある属性のリ ス トに追加します。

値のある属性を選択し、 ［編集］ をク リ ッ ク して属性を編集するか、 ［削除］ を
ク リ ッ ク して属性を削除します。

正し く設定するためには、 各プロパティの構文について理解している必要があ
り ます。 詳細については、 『Understanding Schema Manager( スキーママネージャ
について ) (http://www.novell.com/documentation/japanese/ndsv8/docui/index.html#../
usnds/schm_enu/data/hnpkthb2.html)』 を参照して ください。

6 ［適用］ をク リ ッ ク し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

オブジェクトから補助プロパティを削除する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［スキーマ］ > ［オブジェク トの拡張］ の順にク リ ッ ク します。

3 拡張するオブジェ ク トの名前およびコンテキス ト を指定して、 ［OK］ をク リ ッ ク し
ます。

4 ［現在の補助ク ラスの拡張］ の リ ス トから、削除するプロパティが定義されている補
助クラスを選択します。

5 ［削除］ をク リ ッ ク し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

これによ り、 オブジェク トに 初から定義されていたプロパティ を除き、 補助ク ラ
スによって追加されたすべてのプロパティが削除されます。

6 ［閉じる］ をク リ ッ ク します。

スキーマの表示

スキーマが組織の情報のニーズに合ったものかど うかを評価するために、 スキーマを表
示した り印刷するこ とができます。 組織が大き く、 また複雑になる と、 スキーマをカス
タマイズする必要も大き くな り ます。 しかし、 小規模な組織でも、 特別な記録を必要と
する場合があるかも しれません。 このよ う な場合、 スキーマの表示や印刷は、 ベースス
キーマにどのよ うな拡張が必要かを決めるのに役立ちます。

クラス情報を参照する

iManager の ［ク ラス情報］ ページには、 選択されたク ラスに関する情報が表示され、 そ
こで属性を追加できます。 このページに表示されているほとんどの情報は、 ク ラスが作
成されたと きに指定されたものです。 オプシ ョ ン属性の中には、 後で追加されたものも
あ り ます。 

ク ラスの作成中に、 そのク ラスを他のク ラスの属性を継承するよ うに指定した場合は、
継承された属性はペアレン ト ク ラスの中に分類されます。 たとえば、 オブジェク ト ク ラ
スがペアレン ト ク ラスで必須属性である場合、 このページには、 選択されたク ラスの必
須属性と して表示されます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。
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2 ［スキーマ］ > ［ク ラス情報］ の順にク リ ッ ク します。

3 情報を表示するク ラスを選択し、 ［表示］ をク リ ッ ク します。

詳細については、 「 」 を参照してください。 

属性情報を表示する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［スキーマ］ > ［属性の情報］ の順にク リ ッ ク します。

3 情報を表示する属性を選択し、 ［表示］ をク リ ッ ク します。

詳細については、 「 」 を参照してください。 

手動でスキーマを拡張する

.sch 拡張子の付いたファイルを使用して、 手動で eDirectory スキーマを拡張できます。

このセクシ ョ ンでは、 次の情報について説明します。

110 ページの 「NetWare でスキーマを拡張する」

110 ページの 「Windows でスキーマを拡張する」

111 ページの 「Linux、 Solaris、AIX、 または HP-UX システムでスキーマを拡張する」

NetWare でスキーマを拡張する

NWConfig.nlm を使用して、 NetWare サーバのスキーマを拡張します。 eDirectory に付属
しているスキーマファ イル (*.sch) は、 sys:\system\schema ディ レク ト リにインス トール
されます。

1 サーバコンソールで、 「nwconfig」 と入力します。

2 ［ディ レク ト リオプシ ョ ン］ > ［スキーマの拡張］ の順に選択します。

3 管理権を持つユーザと してログインします。

4 <F3> を選択して異なるパスを指定し、sys:\system\schema( または *.sch ファイルのパス )
とスキーマファイルの名前を入力します。

5 <Enter> キーを押します。

Windows でスキーマを拡張する

NDSCons.exe を使用して、 Windows サーバのスキーマを拡張します。 eDirectory に付属
しているスキーマファ イル (*.sch) は、デフォルトで C:\Novell\NDS ディ レク ト リにイン
ス トールされます。

1 ［スタート ］ > ［設定］ > ［コン ト ロールパネル］ > ［Novell eDirectory Services］ の順
にク リ ッ ク します。 

2 install.dlm をク リ ッ ク し、 ［開始］ をク リ ッ ク します。

3 ［追加のスキーマファイルのインス トール］をク リ ッ ク し、［次へ］をク リ ッ ク します。

4 管理権を持つユーザと してログインし、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

5 スキーマファイルのパス と名前を指定します。

6 ［完了］ をク リ ッ ク します。
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Linux、Solaris、AIX、または HP-UX システムでスキーマを拡張する

次のセクシ ョ ンでは、 Linux、 Solaris、 AIX、 および HP-UX システムでのスキーマの拡
張について説明します。

111 ページの 「ndssch ユーティ リ テ ィ を使用して、 Linux、 Solaris、 AIX、 または HP-
UX システム上のスキーマを拡張する」

111 ページの 「RFC 2307 スキーマを拡張する」

ndssch ユーティリティを使用して、Linux、Solaris、AIX、または HP-UX システム上のスキーマを拡張する

Novell iManager のほかにも、eDirectory スキーマ拡張ユーティ リ テ ィ ndssch を使用して、
Linux、 Solaris、 AIX、 または HP-UX システム上のスキーマを拡張するこ とができます。
ツ リーのスキーマの変更処理では、 スキーマファ イル (.sch) に指定された属性と ク ラス
が使用されます。 .sch ファ イルで指定した内容に従って、 属性と ク ラスの関連付けが作
成されます。

1 次の構文を使用します。

ndssch [-h hostname[:port]] [-t tree_name] admin-FDN schemafile...

ndssch [-h hostname[:port]] [-t tree_name] [-d] admin_FDN schemafile 
[schema_description]...

RFC 2307 スキーマを拡張する

RFC 2307 (http://www.ietf.org/rfc/rfc2307.txt) に定義されている属性とオブジェ ク ト ク ラス
は、 ユーザまたはグループ関連、 および NIS 関連のものです。 ユーザまたはグループ関
連の定義は、 /usr/lib/nds-modules/schema/rfc2307-usergroup.sch ファ イルにコンパイルされ
ます。 NIS 関連の定義は、 /usr/lib/nds-modules/schema/rfc2307-nis.sch ファ イルにコンパイ
ルされます。それぞれに対応する LDIF 形式のファイルもあ り ます ( ユーザ / グループ関
連は /usr/lib/nds-modules/schema/rfc2307-usergroup.ldif、 NIS 関連は /usr/lib/nds-modules/
schema/rfc2307-nis.ldif)。

ndssch のパラメータ 説明

-h hostname スキーマを拡張するサーバの名前または IP アドレス。指定したサー

バが属しているツリーのスキーマが拡張されます。スキーマを拡張す
るホスト上にツリーがある場合のみ、オプションで指定するパラメー
タです。それ以外の場合は、必須パラメータです。

port サーバポート。

-t tree_name スキーマを拡張するツリーの名前。このパラメータの指定は任意で
す。/etc/nds.conf ファイルに指定された値がデフォルトのツリー名と

して使用されます。詳細については、『Novell eDirectory 8.7.3 インス

トールガイド』の「環境設定パラメータ」を参照してください。

admin-FDN ツリーに対するeDirectory管理権を持つユーザのフルコンテキスト付

きの名前。

schemafile 拡張するスキーマについての情報が入力されたファイルの名前。

-d, schema_description このオプションが使用されている場合、各スキーマファイルはスキー
マファイルの説明を伴っています。
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RFC 2307 スキーマを拡張するには、 ndssch ユーティ リ テ ィ または ldapmodify ツールを
使用します。

112 ページの 「ndssch ユーティ リ テ ィ を使用する」

112 ページの 「ldapmodify ユーティ リ ティ を使用する」

ndssch ユーティリティを使用する

次のいずれかのコマンドを入力します。

ndssch -t /usr/lib/nds-schema/rfc2307-usergroup.sch

または

ndssch -t /usr/lib/nds-schema/rfc2307-nis.sch

ldapmodify ユーティリティを使用する

次のいずれかのコマンドを入力します。

ldapmodify -h -D -w -f /usr/lib/nds-schema/rfc2307-usergroup.ldif

または

ldapmodify -h -D -w -f /usr/lib/nds-schema/rfc2307-nis.ldif

eDirectory 8.7 に追加されたスキーマフラグ

eDirectory 8.7 には、 READ_FILTERED および BOTH_MANAGED スキーマフラグが追加
されました。 

READ_FILTERED は、属性が LDAP オペレーシ ョナル属性である こ とを示すために使用
されます。 LDAP がこのフラグを使用するのは、 スキーマを読み込んで属性が 「オペ
レーシ ョナル」 であるこ とを知らせる必要がある場合です。 内部定義のスキーマ属性に
は、 このフラグが設定されたものもあ り ます。 LDAP 「オペレーシ ョナル」 定義には、 3
つのスキーマフラグがあ り ます。新しい READ_FILTERED フラグとは別に、既存のフラ
グと して 「オペレーシ ョナル」 を示すものには READ_ONLY フラグと HIDDEN フラグ
があ り ます。 これらのフラグのいずれかがスキーマ定義に存在する場合、 LDAP は属性
を 「オペレーシ ョナル」 と して扱い、 特に必要がない場合はその属性を返しません。

パラメータ 説明

-t スキーマを拡張するツリーの名前。このパラメータの指定は任意です。このパラメー
タが指定されていない場合、/etc/nds.conf ファイルに指定されたツリー名が使用さ

れます。

パラメータ 説明

-h ldaphost LDAP サーバの実行場所となっている代替ホストを指定します。

-D binddn binddn を使用して X.500 ディレクトリにバインドします。binddn には、RFC
1779 に定義されている文字列表現の DN を指定します。

-w passwd 簡易認証のパスワードとして、passwd を使用します。

-f file エントリ情報を標準入力ではなく file から読み出します。
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BOTH_MANAGED は、セキュ リティ権利を強制する新しいメカニズムです。 これは識別
名構文の属性にのみ重要なフラグです。 この属性に設定された場合、 要求している接続
には、 ターゲッ トオブジェク ト と属性、 およびターゲッ ト属性によって参照されている
オブジェク トの両方に対する権利が必要になり ます。これは、現在の WRITE_MANAGED
フラグの機能を拡張したものです。 このフラグは、 現在ベーススキーマ属性には設定さ
れていません。 この新しいセキュ リティ動作は eDirectory 8.7.x サーバ上でのみ実行され
るため、このフラグに関連する動作に矛盾がないよ うにするには、ツ リー全体をeDirectory
8.7 以降に更新する必要があり ます。

eDirectory 8.7.x サーバだけがこれらの新しいフラグを認識するため、 ルー トパーテ ィ
シ ョ ンのコピーを格納する eDirectory 8.7.x サーバによってのみ、 これらのフラグをス
キーマ定義に設定できます。 これは、 ルート を格納するサーバのみがスキーマを変更で
きるためです。 通常インス トールの新規サーバや、 ルートパーティシ ョ ンを保持してい
ない既存サーバをアップグレード したサーバでは、 これらの新しいフラグをツ リー内の
スキーマに追加するこ とはできません。

これらの新しい機能のいずれかをツ リーで有効にする場合は、 スキーマが正常に拡張さ
れていて、 これらの新しいフラグを追加できるこ とを確認する必要があ り ます。 確認す
る方法には次の 2 つがあ り ます。1 つは、ルートパーティシ ョ ンの書き込み可能なコピー
を持つサーバを選択して、 eDirectory 8.7 以降にアップグレードする こ とです。 これによ
り、 自動的にスキーマが正し く拡張され、 新しいフラグに対応します。

2 つ目の方法はさ らに込み入ったものです。 次の手順に従って操作します。

1 新し く 8.7.x サーバをインス トールするか、ツ リー内の既存のサーバをアップグレー
ド します。 このサーバが [Root] のコピーを保持している必要はあ り ません。

2 ルートパーティシ ョ ンのコピーをこの新しいサーバに手動で追加します。

3 次に示す適切なスキーマ拡張ファイルをこのサーバ上で再実行し、 スキーマを拡張
します。 

4 これらの新しいフラグが設定された新しいスキーマファイルをインス トールします。

5 (オプシ ョ ン ) スキーマの同期後は、このサーバからルート レプ リ カを削除できます。

注 : これらの新しいスキーマフラグにより、オプションの機能が有効になります。新しい機能を必要としな
い場合は、スキーマ定義にこれらの新しいフラグが存在しなくても、ツリー内での eDirectory の通常操作に

問題が起こることはありません。READ_FILTERED フラグの場合は、属性の定義によっては存在しないこと
があります。このため、オブジェクトのすべての属性に対する LDAP 読み込み要求によって、フラグが存在

すれば読み込まないはずのデータが余分に取得される場合があります。READ_FILTERED フラグを含む属性
の中には、READ_ONLY フラグまたは HIDDEN フラグが存在するために、やはりオペレーショナルとして

扱われるものもあります。BOTH_MANAGED フラグは、すべてのサーバがアップグレードされたツリーで
のみ有効になります。その環境の中でのみ、この機能を矛盾なく操作することが可能なためです。

プラットフォーム 手順

Windows install.dlm をロードし、［追加のスキーマファイルのイ

ンストール］をクリックします。

NetWare nwconfig をロードし、［ディレクトリオプション］>
［スキーマの拡張］の順にクリックします。

Linux、Solaris、AIX、HP-UX ndsschユーティリティを使用します。詳細については、

111 ページの「ndssch ユーティリティを使用して、

Linux、Solaris、AIX、または HP-UX システム上のス

キーマを拡張する」を参照してください。
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eMBox クライアントを使用してスキーマ操作を実行する

eMBox (eDirectory Management Toolbox) ク ラ イアン トはコマンド ラ イン Java ク ラ イアン
ト で、 これを使用する と DSSchema 操作に リ モー ト でアクセスできます。 DSSchema
eMTool を使用する と、 スキーマの同期、 リモート スキーマのインポート、新しいスキー
マエポッ クの宣言、 ローカルスキーマの リセッ ト 、 グローバルスキーマの更新などを実
行できます ( 通常、 DSRepair を使用して実行する操作です。 詳細については、 225 ペー
ジの 「スキーマの保守」 を参照してください )。

eDirectory の一部と してサーバ上に emboxclient.jar ファ イルがインス トールされます。
JVM を実行しているコンピュータならどれからでも実行できます。 eMBox ク ラ イアン
トの詳細については、 479 ページの 「eMBox コマンド ラ インク ラ イアン トの使用」 を参
照して ください。

DSSchema eMTool を使用する

1 非対話式モードで eMBox ク ラ イアン ト を実行するには、コマンド ラ インに次のコマ
ンドを入力します。

java -cp path_to_the_file/emboxclient.jar embox -i

( ク ラスパスにすでに emboxclient.jar ファイルが含まれている場合、java embox -i
と入力するだけです )。

次の eMBox ク ラ イアン トのプロンプ トが表示されます。

eMBox Client>

2 修復するサーバにログインするには、 次のよ うに入力します。 
login -sserver_name_or_IP_address -pport_number 

-uusername.context -wpassword -n

ポート番号は通常 80 または 8008 です。 ただし、 すでにそのポート を使用している
Web サーバが存在する場合は異な り ます。 -n オプシ ョ ンを使用する と、 セキュ リ
テ ィ保護されていない接続を開始します。

eMBox ク ラ イアン トはログインが成功したかど うかを表示します。

3 次の構文を使用して修復コマンドを入力します。

dsschema.task options

次に例を示します。

dsschema.rst は、このサーバのスキーマを同期するよ う ツ リーのルートのマスタレプ
リ カに要求します。

dsschema.irs -nMyTree によって、 MyTree とい う ツ リーから リモート スキーマがイン
ポート されます。

各スイ ッチの間にはスペースが必要です。 スイ ッチの順序は重要ではあ り ません。

eMBox ク ラ イアン トは修復が成功したかど うかを表示します。

DSSchema eMTool オプシ ョ ンの詳細については、 115 ページの 「DSSchema eMTool
オプシ ョ ン」 を参照して ください。

4 eMBox ク ラ イアン トからログアウ トするには、 次のコマンドを入力します。 
logout

5 eMBox ク ラ イアン ト を終了するには、 次のコマンドを入力します。

exit
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DSSchema eMTool オプション

次の表に、DSSchema eMToolオプシ ョ ンを示します。eMBox ク ラ イアン トで list -tdsschema
コマンドを使用して、 DSSchema オプシ ョ ンの詳細を表示するこ と もできます。 詳細に
ついては、 483 ページの 「eMTool とそのサービスを表示する」 を参照して ください。

オプション 説明

rst ツリーのルートのマスタレプリカのスキーマをこのサーバに
同期します。

irs -ntree_name 別のツリーからリモートスキーマをインポートします。

dse ルートのマスタレプリカを持つサーバ上で新しいスキーマエ
ポックを宣言します。

rls ローカルスキーマを、ルートパーティションのマスタレプリカ
があるサーバからのコピーでリセットします。

gsu Post NetWare 5 レベルへのグローバルスキーマ更新を実行し

ます。

scc ドメインクラスのスキーマサーキュラ包含規則を追加します。
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5 パーティションおよびレプリカの管理

パーテ ィ シ ョ ンは、 eDirectory ツ リ ー内の個別のデータユニッ ト を構成する Novell®
eDirectoryTM データベースの論理区分です。 システム管理者は、パーティシ ョ ンを利用し
て eDirectory 情報を格納し、 レプ リ カを作成します。 各パーティシ ョ ンは、 コンテナオ
ブジェク ト、 コンテナオブジェク トに含まれるすべてのオブジェク ト、 およびこれらの
オブジェク トについての情報で構成されます。 パーティシ ョ ンには、 ファ イルシステム
に関する情報、 またはパーティシ ョ ンに含まれるディ レク ト リやファ イルに関する情報
はあ り ません。

各サーバに eDirectory データベース全体のコピーを保存する代わりに、 eDirectory パー
テ ィシ ョ ンのコピーを作成してそれをネッ ト ワーク内の複数のサーバ上で保存できま
す。パーティシ ョ ンのそれぞれのコピーはレプリ カと呼ばれます。各 eDirectory パーティ
シ ョ ンのレプ リ カは任意の数だけ作成するこ とができ、 任意のサーバに保存できます。
レプ リ カのタイプには、 マスタ、 読み書き可能、 読み込み専用、 サブオーディネート リ
ファレンス、フ ィルタ済み読み書き可能、およびフ ィルタ済み読み込み専用があ り ます。

次の表で、 レプ リ カタイプについて説明します。

レプリカ 説明

マスタ、読み書き可能、および読み込み
専用

特定のパーティションのすべてのオブジェクトおよび属
性が含まれます。

サブオーディネートリファレンス ツリーの接続のために使用されます。

フィルタ済みレプリカ パーティション全体の情報のサブセットで、必要なクラ
スおよび属性が含まれます。必要なクラスおよび属性は、
サーバのレプリケーションフィルタによって定義されま
す。レプリケーションフィルタは、インバウンド同期や
ローカルでの変更時にレプリカに含めることのできるク
ラスおよび属性を識別するために使用されます。

フィルタ済みレプリカによって、管理者はまばらで断片
的なレプリカを作成できます。 

指定したオブジェクトクラスだけが含まれるスパース

レプリカ

指定した属性だけが含まれる断片レプリカ 

フィルタ済みレプリカの機能によって、アプリケーショ
ンが eDirectory に格納されているデータを取得するとき

のレスポンスが迅速になります。また、フィルタ済みレ
プリカを使用すると、1 つのサーバにより多くのレプリカ

を格納できます。
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この章では、 パーティシ ョ ンおよびレプリ カの管理方法を説明します。

118 ページの 「パーティシ ョ ンの作成」

119 ページの 「パーティシ ョ ンのマージ」

120 ページの 「パーティシ ョ ンの移動」

121 ページの 「パーティシ ョ ンの作成操作またはマージ操作のキャンセル」

121 ページの 「レプ リ カの管理」

125 ページの 「フ ィルタ済みレプリ カを設定し管理する」

127 ページの 「パーティシ ョ ンおよびレプリ カを表示する」

パーティションの作成

パーティシ ョ ンを作成する と、ツ リーの論理区分が作成されます。これらの論理区分は、
ネッ ト ワーク内にある別の eDirectory サーバ間で複製した り配布するこ とができます。

新しいパーティシ ョ ンを作成する と、 ペアレン トパーティシ ョ ンが分割されて 2 つの
パーティシ ョ ンにな り ます。 新しいパーティシ ョ ンは、 次の図で示されるよ うに、 チャ
イルドパーティシ ョ ンにな り ます。

図 23 パーティションの分割前と分割後

たとえば、 1 つの部門を選択し、 これを新しいパーティシ ョ ンと して作成する と、 選択
した部門およびその従属オブジェ ク トすべてがペアレン トパーテ ィシ ョ ンから分割さ
れます。

選択した部門は、 新しいパーティシ ョ ンのルートにな り ます。 新しいパーティシ ョ ンの
レプ リ カは、 ペアレン トパーティシ ョ ンのレプ リ カと同じサーバに存在します。 また、
新しいパーティシ ョ ンのオブジェク トは、そのパーティシ ョ ンのルートオブジェ ク トに
属します。

レプ リ カすべてを新しいパーティシ ョ ン情報と同期する必要があるため、パーティシ ョ
ンの作成には時間がかかる場合があ り ます。 パーテ ィシ ョ ンの作成中に別のパーテ ィ
シ ョ ン操作を実行しよ う とする と、パーティシ ョ ンが使用中であるこ とを示すメ ッセー
ジが表示されます。

読み書き可能フィルタ済みレプリカ サーバのレプリケーションフィルタのサブセットである
クラスおよび属性をローカルで変更できます。ただし、こ
れらのレプリカを作成できるのは、レプリケーション
フィルタ内にそのクラスの必須属性がすべて含まれてい
る場合のみです。

読み込み専用フィルタ済みレプリカ ローカルで変更できません。

レプリカ 説明
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新しいパーティシ ョ ンのレプ リ カ リ ス ト を参照し、 リ ス ト内のレプ リ カがすべてオンの
状態であれば、 操作が完了しているこ とがわかり ます。 状態は自動的にはリ フレッシュ
されないため、 画面を定期的に手動でリ フレッシュします。

パーティシ ョ ンを作成するには、 次の操作を行います。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［パーティシ ョ ンと レプ リ カ］ > ［パーティシ ョ ンの作成］ の順にク リ ッ ク します。

3 新しいパーティシ ョ ンを作成するコンテナの名前およびコンテキス ト を指定して、
［OK］ をク リ ッ ク します。

パーティションのマージ

パーテ ィ シ ョ ンをそのペアレン トパーテ ィシ ョ ンにマージする と、 選択したパーテ ィ
シ ョ ンおよびそのレプリ カがペアレン トパーティシ ョ ンに結合されます。パーティシ ョ
ンは削除できません。 次の図に示されるよ うに、 パーティシ ョ ンはマージおよび作成だ
けを行い、 ディ レク ト リ ツ リーがどのよ うに論理区分に分割されるかを定義します。

図 24 パーティションのマージ前とマージ後

パーティシ ョ ンとそのペアレン トパーティシ ョ ンをマージする理由と して、次のよ うな
こ とが考えられます。

2 つのパーティシ ョ ンのディ レク ト リ情報が密接に関連している。

従属パーティシ ョ ンを削除する場合に、 その中のオブジェク ト を残したい。

パーティシ ョ ンのオブジェク ト を削除する。

パーティシ ョ ンのすべてのレプリカを削除する (パーティシ ョ ンのマスタレプ リ カを
削除する唯一の方法は、 パーティシ ョ ンをそのペアレン トにマージするこ とです )。

コンテナを移動した後で ( ルートパーティシ ョ ンに従属パーティシ ョ ンがない場合
のみ )、 このコンテナをパーティシ ョ ン とする必要がなくなった。

会社の組織に変更が生じたため、 パーティシ ョ ン構造を変更するこ とでディ レク ト
リ ツ リーを再設計する。

パーティシ ョ ンが大き くなる ( 何百ものオブジェク トが含まれる ) とネッ ト ワークの応
答時間が遅くなるため、 パーティシ ョ ンを分割するこ とを検討します。

ツ リーのルートパーティシ ョ ンは 上位のパーティシ ョ ンであ り、マージするペアレン
トパーティシ ョ ンがないため、 マージできません。

サーバで処理が完了する と、 パーティシ ョ ンがマージされます。 パーティシ ョ ンのサイ
ズ、 ネッ ト ワーク ト ラフ ィ ッ ク、 サーバの環境設定などによって異な り ますが、 この操
作の完了にはかな り時間がかかる場合があ り ます。

重要 : パーティションのマージを行う前に、両パーティションの同期を点検し、続行する前にすべてのエラー

を修正します。エラーを修正することにより、ディレクトリでの問題を切り離し、エラーの伝播や新しいエ
ラーの発生を防ぐことができます。
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パーティションのマージを行う前に、マージするパーティションのレプリカ ( サブオーディネートリファレ
ンスを含む ) を持つサーバすべてが稼働していることを確認します。サーバが停止中の場合、eDirectory は
サーバのレプリカを読み込むことができず、操作を完了できません。

パーティションのマージの処理中にエラーが表示された場合は、そのつどエラーを解決します。操作を続行
してエラーを修正しないでください。さらにエラーが発生するおそれがあります。

チャイルドパーティシ ョ ンをペアレン トパーティシ ョ ンとマージするには、次の操作を
行います。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［パーティシ ョ ンと レプ リ カ］ > ［パーティシ ョ ンのマージ］ の順にク リ ッ ク します。

3 ペアレン トパーティシ ョ ン とマージするパーティシ ョ ンの名前およびコンテキス ト
を指定して、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

パーティションの移動

パーテ ィ シ ョ ンの移動によ り、 ディ レ ク ト リ ツ リー内のサブツ リーを移動できます。
ルートパーティシ ョ ンオブジェク ト ( コンテナオブジェク ト ) に従属パーティシ ョ ンが
ない場合にのみ、 このオブジェク ト を移動できます。

図 25 パーティションの移動前と移動後

パーティシ ョ ンを移動する場合、 eDirectory 包含規則に従って ください。 たとえば、 部
門は現在のツ リーのルートの直下には移動できません。 これは、 ルートの包含規則によ
り移動が許されているのが、 地域、 国、 または組織であるためです。

パーティシ ョ ンを移動する と、 eDirectory は、 ルートパーティシ ョ ンオブジェク トへの
参照すべてを変更します。 オブジェク トの共通名は変更されませんが、 コンテナ ( およ
びその従属コンテナすべて ) の完全識別名は変更されます。

パーティシ ョ ンを移動する と きに、オプシ ョ ンを選択して、移動するコンテナの代わりに
別名オブジェク ト を作成するこ と もできます。 これによ り、ユーザは引き続きネッ ト ワー
クにログインでき、 元のディレク ト リ位置にオブジェク ト を見つけるこ とができます。

作成した別名オブジェク トは、 移動したコンテナと同じ共通名を持ち、 そのコンテナの
新しい完全識別名を参照します。

重要 : パーティションを移動したときに、移動したパーティションの代わりとなる別名オブジェクトを作成

しないと、パーティションの新しい位置を知らないユーザは元のディレクトリ位置でオブジェクトを見つけ
ようとし、ディレクトリツリーにあるパーティションオブジェクトを見つけることが困難になります。

また、ワークステーションの NAME CONTEXT パラメータがディレクトリツリーコンテナのオリジナルの位

置に設定されている場合、これにより、クライアントワークステーションがログインできないという問題が
起きるおそれがあります。

オブジェクトを移動すると、オブジェクトの名前コンテキストが変更されるため、移動したオブジェクトを
参照する名前コンテキストのユーザは、NAME CONTEXT パラメータを更新する必要があります。これによ

り、名前コンテキストは、オブジェクトの新しい名前を参照するようになります。

コンテナオブジェクトの移動の後に、ユーザの NAME CONTEXT パラメータを自動的に更新するには、

NCUPDATE ユーティリティを使用します。
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移動したパーティシ ョ ンをパーティシ ョ ンと して使用しない場合は、それをペアレン ト
パーティシ ョ ンとマージします。

パーティシ ョ ンを移動する前に、ディ レク ト リ ツ リーが正し く同期しているこ とを確認
します。移動元パーティシ ョ ンと移動先パーティシ ョ ンのどちらかで同期のエラーが生
じた場合は、 パーティシ ョ ンの移動操作を実行しないでください。 実行する前に、 同期
エラーを解決します。

パーティシ ョ ンを移動するには、 次の操作を行います。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［パーティシ ョ ンと レプ リ カ］ > ［パーティシ ョ ンの移動］ の順にク リ ッ ク します。

3 ［オブジェク ト名］フ ィールドに移動するパーティシ ョ ンオブジェク トの名前および
コンテキス ト を指定します。

4 ［移動先］ フ ィールドに移動するコンテナの名前およびコンテキス ト を指定します。

5 移動するパーティシ ョ ンについて、元の場所に別名を作成する場合は、［移動したオ
ブジェク トの代わりに別名を作成します］ を選択します。

これによ り、 移動前の場所に依存するあらゆる操作は、 操作を更新して移動後の場
所を反映するまで、 引き続き実行できます。

6 ［OK］ をク リ ッ ク します。

パーティションの作成操作またはマージ操作のキャンセル

変更を確定する段階まで操作が到達していない場合、パーティシ ョ ンの作成またはマー
ジをキャンセルできます。 この機能を使用して、操作を終了できます。 また、 eDirectory
ネッ ト ワークが、 eDirectory エラーを返した り、 パーティシ ョ ン操作に続く同期に失敗
した場合にも この機能を使用します。

ディ レク ト リ ツ リーのレプ リ カで同期エラーが生じている と、操作を中止しても問題が
解決しない場合があ り ます。ただし、初期の ト ラブルシューティングオプシ ョ ン と して、
この機能を使用できます。

サーバが停止している、 またはその他の理由でサーバが使用できない場合、 パーテ ィ
シ ョ ン操作を完了できるよ うにサーバがネッ ト ワークから見えるよ うにするか、操作を
中止します。 データベースが壊れているために eDirectory による同期ができない場合、
実行中のパーティシ ョ ン操作すべてを中止する必要があ り ます。

含まれるレプ リ カの数、 サーバの可視性、 および既存のワイヤ ト ラフ ィ ッ クの量によ り
ますが、 パーティシ ョ ン操作でネッ ト ワーク間の完全な同期を行うには、 かな りの時間
がかかり ます。

パーティシ ョ ンが使用中であるこ とを示すエラーが表示されても、操作を中止する必要
はあ り ません。 パーティシ ョ ンのサイズ、 接続性の問題などによって異な り ますが、 通
常、 パーティシ ョ ン操作は 24 時間以内に完了します。 この時間内で操作が完了しない
場合には、 実行中の操作を中止します。

レプリカの管理

レプ リ カの追加、 削除、 またはレプ リ カタイプの変更をする前に、 ターゲッ ト レプ リ カ
の位置を慎重に計画します。 76 ページの 「ツ リーのレプ リ カ作成に関するガイ ド ラ イ
ン」 を参照して ください。
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レプリカを追加する

次の機能をディ レク ト リに提供するために、 レプ リ カをサーバに追加します。

障害対策

データへのよ り高速なアクセス

WAN リ ンク上でのよ り高速なアクセス

設定コンテキス ト中のオブジェク トへのアクセス ( バインダ リサービスを使用 )

レプ リ カを追加するには、 次の操作を行います。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［パーティシ ョ ンと レプ リ カ］ > ［レプ リ カビュー］ の順にク リ ッ ク します。

3 レプ リ カを作成するパーティシ ョ ンまたはサーバの名前およびコンテキス ト を指定
して、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

4 ［レプ リ カの追加］ をク リ ッ ク します。

5 パーティシ ョ ンまたはサーバの名前およびコンテキス ト を指定します。

6 次のレプリ カタイプのいずれかを選択します。

7 ［OK］ をク リ ッ ク します。

詳細については、 49 ページの 「レプ リ カのタイプ」 を参照してください。

レプリカを削除する

レプ リ カを削除する と、 パーティシ ョ ンのレプ リ カはサーバから削除されます。

サーバをディ レク ト リ ツ リーから削除する場合は、 その前に、 レプ リ カをサーバから削
除します。 レプ リ カを削除するこ とで、 サーバを削除する と きに起きる問題を減らすこ
とができます。

レプリカタイプ 説明

 読み書き可能

ユーザは、新しいレプリカの内容の読み込みと変更を両方
行うことができます。このパーティションの eDirectory オ

ブジェクトを管理するユーザの近くに変更可能なレプリカ
がない場合は、このオプションを選択します。

 読み込み専用

ユーザは、新しいレプリカの内容を読み込むことはできます
が、変更はできません。このパーティションの eDirectory オ

ブジェクトを読み込むだけで、変更を行わないユーザの近く
にレプリカがない場合は、このオプションを選択します。

 フィルタ済み読み書き可能

ユーザは、新しいレプリカの内容の読み込みと変更を両方
行うことができますが、このレプリカの内容は、eDirectory
オブジェクトおよびフィルタで指定されたプロパティのタ
イプに制限されます。

 フィルタ済み読み込み専用

ユーザは、新しいレプリカの内容を読み込めても変更はで
きず、このレプリカの内容は、eDirectory オブジェクトお

よびフィルタで指定されたプロパティのタイプに制限され
ます。
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また、 レプ リ カの削除によ り、 ネッ ト ワークの同期ト ラフ ィ ッ クの量も削減できます。
通常、 パーティシ ョ ンに 7 個以上のレプリ カは必要あ り ません。

マスタレプ リ カまたはサブオーディネート リ ファレンスは、 削除できません。

マスタレプ リ カを削除するには、 次の 2 つのオプシ ョ ンを利用します。

マスタレプ リ カをパーティシ ョ ンの別のレプ リ カを含むサーバへ移動し、 そのレプ
リ カを新しいマスタレプ リ カにします。

これによ り、 元のマスタレプ リ カは自動的に読み書き可能レプ リ カに変更され、 削
除できるよ うにな り ます。

パーティシ ョ ンをそのペアレン トパーティシ ョ ンとマージします。

これによ り、 パーティシ ョ ンのレプ リ カとペアレン トパーティシ ョ ンのレプ リ カが
マージされ、 そのサーバからレプ リ カが削除されます。 マージによ りパーティシ ョ
ンの境界は削除されますが、オブジェク トは削除されません。オブジェク トは、 「結
合された」 パーティシ ョ ンのレプ リ カを持つ各サーバに残り ます。

レプ リ カを削除する場合、 次の点に注意します。

障害対策と して、異なるサーバ上に各パーティ ショ ンのレプリ カを 3 つ以上保持し
ます。

レプ リ カを削除する と、 ターゲッ トサーバ上のディ レク ト リデータベースのコピー
が削除されます。

データベースは、 ネッ ト ワークの別のサーバで引き続きアクセスできます。 また、
レプ リ カが含まれていたサーバも、 eDirectory で引き続き機能します。

サブオーディネート リ ファレンスレプ リ カは、 削除や管理ができません。 サーバが
パーティシ ョ ンのレプ リ カを含む場合、 サブオーディネート リ ファレンスレプ リ カ
は、 eDirectory によ り自動的にサーバ上に作成されます。ただし、サーバがパーティ
シ ョ ンのチャイルドレプ リ カを含む場合には、 作成されません。

レプ リ カを削除するには、 次の操作を行います。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［パーティシ ョ ンと レプ リ カ］ > ［レプ リ カビュー］ の順にク リ ッ ク します。

3 削除するレプ リ カを格納するパーティシ ョ ンまたはサーバの名前およびコンテキス
ト を指定して、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

4 削除するレプ リ カの左にある をク リ ッ ク します。

5 ［OK］ をク リ ッ ク します。

レプリカタイプを変更する

レプ リ カタイプを変更して、 レプ リ カ情報へのアクセスを制御します。 たとえば、 既存
の読み書き可能レプリ カを読み込み専用レプリ カに変更して、ユーザがレプ リ カに書き
込んだり、 ディ レク ト リデータを変更できないよ うにします。

読み書き可能レプリ カ、 または読み込み専用レプリ カのタイプを変更できます。 マスタ
レプ リ カのタイプは変更できませんが、読み書き可能レプ リ カまたは読み込み専用レプ
リ カは、 マスタレプ リ カに変更できます。 これによ り、 元のマスタレプ リ カは、 自動的
に読み書き可能レプリ カに変更されます。

通常、 ほとんどのレプリ カは、 読み書き可能レプ リ カと して使用されます。 読み書き可
能レプ リ カには、 ク ラ イアン ト操作による書き込みができます。 変更が加えられる と、
パーティションおよびレプリカの管理 123



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
読み書き可能レプリ カは同期情報を送信します。 読み込み専用レプリ カには、 ク ラ イア
ン ト操作による書き込みができません。 しかし、 レプ リ カを同期する と、 読み込み専用
レプリ カは更新されます。

サブオーディネート リ ファレンスのレプ リ カタイプは、 変更できません。 サブオーディ
ネート リ ファレンスがあるサーバに、 パーティシ ョ ンのレプ リ カを配置するには、 レプ
リ カの追加操作を行う必要があ り ます。 サブオーディネート リ ファレンスレプ リ カは、
パーティシ ョ ンの完全なコピーではあ り ません。サブオーディネート リ ファレンスレプ
リ カの配置および管理は、 eDirectory で制御します。 サーバがパーティシ ョ ンのレプ リ
カを含む場合、 サブオーディネート リ ファレンスレプ リ カは、 eDirectory によ り自動的
にサーバ上に作成されます。 ただし、 サーバがパーティシ ョ ンのチャイルドレプ リ カを
含む場合には、 作成されません。

レプ リ カタイプを変更するには、 次の操作を行います。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［パーティシ ョ ンと レプ リ カ］ > ［レプ リ カビュー］ の順にク リ ッ ク します。

3 変更するレプ リ カを格納するパーティシ ョ ンまたはサーバの名前およびコンテキス
ト を指定して、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

4 変更するレプ リ カのレプ リ カタイプ ( ［タ イプ］ カラム内 ) をク リ ッ ク します。

5 新しいレプリ カタイプをク リ ッ ク し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

6 ［OK］ をク リ ッ ク します。

詳細については、 49 ページの 「レプ リ カのタイプ」 を参照してください。

レプリカタイプ 説明

 マスタ

ユーザは、このレプリカの内容の読み込みと変更を行うこ
とができ、このレプリカは、下位パーティションの作成や
マージなど、このパーティションに影響を与える将来の
パーティション処理の出発点となります。マスタレプリカ
は、パーティションごとに 1 つだけ設定できます。

 読み書き可能

ユーザは新しいレプリカの内容の読み込みと変更を行うこ
とができます。このパーティションの eDirectory オブジェ

クトを管理するユーザの近くに変更可能なレプリカがない
場合は、このオプションを選択します。

 読み込み専用

ユーザは新しいレプリカの内容を読み込むことができます
が、変更はできません。このパーティションの eDirectory オ

ブジェクトを読み込むだけで、変更を行わないユーザの近く
にレプリカがない場合は、このオプションを選択します。

 フィルタ済み読み書き可能

ユーザは新しいレプリカの内容の読み込みと変更を行うこ
とはできますが、内容はフィルタで指定された eDirectory
オブジェクトとプロパティのタイプに制限されます。

 フィルタ済み読み込み専用

ユーザは新しいレプリカの内容を読み込めても変更はでき
ませんが、内容はフィルタで指定されたeDirectoryオブジェ

クトとプロパティのタイプに制限されます。
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フィルタ済みレプリカを設定し管理する

フ ィルタ済みレプ リ カには、 eDirectory パーティシ ョ ンの情報のフ ィルタ済みサブセッ
ト ( オブジェク ト またはオブジェク ト ク ラス、 およびこれらのオブジェ ク トの属性と値
のフ ィルタ済みセッ ト ) が保存されます。

管理者は、 フ ィルタ済みレプリ カのセッ ト を保持する eDirectory サーバを作成するため
にフ ィルタ済みレプリ カ機能を使用します。 フ ィルタ済みレプリ カのセッ トには、 同期
するオブジェク トおよび属性のみが含まれます。

このため、 iManager では、 フ ィルタ済みレプリ カのパーティシ ョ ンスコープおよびフ ィ
ルタを作成できるツールが用意されています。 スコープとは、 単に、 サーバ上でレプ リ
カを保存するパーティシ ョ ンのセッ トです。一方、レプ リ ケーシ ョ ンフ ィルタには、サー
バのフ ィルタ済みレプリ カセッ トに含める eDirectory ク ラスおよび属性のセッ トが定義
されます。 この結果、 eDirectory サーバには、 ツ リー内の多くのパーティシ ョ ンから必
要なデータを抽出し明確に定義されたデータセッ トが保存されるこ とにな り ます。 

サーバのパーティシ ョ ンスコープおよびレプリ ケーシ ョ ンフ ィルタの記述は、eDirectory
に格納され、 iManager のサーバオブジェク ト または ［パーティシ ョ ンと レプ リ カ］ 役割
によって管理できます。

125 ページの 「フ ィルタ処理済レプリ カウ ィザードを使用する」

126 ページの 「パーティシ ョ ンスコープを定義する」

126 ページの 「サーバフ ィルタを設定する」

フィルタ処理済レプリカウィザードを使用する

フ ィルタ処理済レプリ カウ ィザードを使用する と、サーバのレプリ ケーシ ョ ンフ ィルタ
およびパーティシ ョ ンスコープを、 表示される手順に従って簡単に設定できます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［パーテ ィ シ ョ ン と レプ リ カ］ > ［フ ィルタ処理済レプ リ カウ ィザード］ の順にク
リ ッ ク します。

3 フ ィルタ済みレプリ カを設定するサーバを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4 選択されたサーバに設定されたフ ィルタのク ラスおよび属性を定義するには、［フ ィ
ルタセッ トの定義］ をク リ ッ ク します。 

レプ リ ケーシ ョ ンフ ィルタには、 サーバのフ ィルタ済みレプリ カセッ トに保存した
い eDirectory ク ラスおよび属性のセッ トが含まれます。 フ ィルタセッ トの定義の詳
細については、 126 ページの 「サーバフ ィルタを設定する」 を参照して ください。

5 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

6 このサーバのパーティシ ョ ンスコープを定義するには、［パーティシ ョ ンスコープの
定義］ をク リ ッ ク します。 

パーティシ ョ ンスコープの詳細については、 126 ページの 「パーティシ ョ ンスコー
プを定義する」 を参照して ください。

7 ［次へ］ > ［完了］ の順にク リ ッ ク します。
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パーティションスコープを定義する

パーティシ ョ ンスコープは、サーバ上でレプリ カを保存するパーティシ ョ ンのセッ トで
す。 iManager の ［レプ リ カビュー］ ページには、 eDirectory ツ リーのパーティシ ョ ンの
階層が表示されます。 個別のパーティシ ョ ン、 指定した分岐のパーティシ ョ ンセッ ト、
またはツ リー内のすべてのパーティシ ョ ンを選択できます。 次に、 サーバに追加するこ
れらのパーティシ ョ ンのレプ リ カタイプを選択するか、既存のレプ リ カタイプを変更し
ます。

サーバには、完全なレプリ カもフ ィルタ済みレプリ カも保存できます。詳細については、
51 ページの 「フ ィルタ済みレプリ カ」 を参照してください。

eDirectory サーバのレプリカを表示する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［パーティシ ョ ンと レプ リ カ］ > ［レプ リ カビュー］ の順にク リ ッ ク します。

3 表示するサーバの名前およびコンテキス ト を指定して ［OK］ を ク リ ッ ク し、 この
サーバのレプリ カ リ ス ト を表示します。

eDirectory サーバにフィルタ済みレプリカを追加する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［パーティシ ョ ンと レプ リ カ］ > ［レプ リ カビュー］ の順にク リ ッ ク します。

3 フ ィルタ済みレプリ カを追加するサーバの名前およびコンテキス ト を指定し、［OK］
をク リ ッ ク します。

4 ［レプ リ カの追加］ をク リ ッ ク します。

5 パーティシ ョ ンの名前およびコンテキス ト を指定します。

6 ［フ ィルタ済み読み書き可能］ または ［フ ィルタ済み読み込み専用］ をク リ ッ ク し、
［OK］ をク リ ッ ク します。

完全なレプリカをフィルタ済みレプリカへ変更する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［パーティシ ョ ンと レプ リ カ］ > ［レプ リ カビュー］ の順にク リ ッ ク します。

3 変更するレプ リ カを格納するパーティシ ョ ンまたはサーバの名前およびコンテキス
ト を指定して、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

4 変更するレプ リ カのレプ リ カタイプ ( ［タ イプ］ カラム内 ) をク リ ッ ク します。

5 ［フ ィルタ済み読み書き可能］ または ［フ ィルタ済み読み込み専用］ をク リ ッ ク し、
［OK］ をク リ ッ ク します。

サーバフィルタを設定する

サーバレプリ ケーシ ョ ンフ ィルタには、サーバのフ ィルタ済みレプ リ カセッ トに保存し
たい eDirectory ク ラスおよび属性のセッ トが含まれます。 どのサーバオブジェク トから
でもフ ィルタを設定できます。 フ ィルタ済みレプリ カの場合、 サーバごとにフ ィルタを
1 つだけ作成できます。 つま り、 ある eDirectory サーバ用に定義されているフ ィルタは、
そのサーバ上のすべてのフ ィルタ済みレプリ カに適用されます。 ただし、 完全なレプ リ
カにはフ ィルタは適用されません。
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サーバのフィルタは必要に応じて変更できますが、変更するとレプリカの再同期が発生す
るため時間がかかり ます。 サーバの機能については、 慎重に計画するこ とを推奨します。

次の方法のいずれかで、 サーバのフ ィルタを設定または変更できます。

127 ページの 「レプ リ カビューを使用する」

127 ページの 「サーバオブジェク ト を使用する」

レプリカビューを使用する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［パーティシ ョ ンと レプ リ カ］ > ［レプ リ カビュー］ の順にク リ ッ ク します。

3 変更するレプ リ カを格納するパーティシ ョ ンまたはサーバの名前およびコンテキス
ト を指定して、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

4 変更するサーバまたはパーティシ ョ ンの［Edit in the Filter( フ ィルタ内の編集 )］ カラ
ムをク リ ッ ク します。

5 適切なク ラスおよび属性を追加し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

6 ［完了］ をク リ ッ ク します。

サーバオブジェクトを使用する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory 管理］ > ［オブジェク トの変更］ の順にク リ ッ ク します。

3 変更するレプ リ カを格納するサーバの名前およびコンテキス ト を指定して、 ［OK］
をク リ ッ ク します。

4 ［レプ リ カ］ タブをク リ ッ ク します。

5 このサーバにフ ィルタが定義されていなかった場合、［フ ィルタは空です］ をク リ ッ
ク して ［フ ィルタの編集］ ダイアログボッ クスを開き、 目的のク ラスおよび属性を
追加します。

または

［Copy Filter From( フ ィルタからコピー )］ をク リ ッ ク し、 コピーするフ ィルタを持つ
オブジェク ト ( 別のサーバなど ) を参照します。

6 既存のフ ィルタを編集するには、 フ ィルタ内のハイパー リ ンク付きアイテムを ク
リ ッ ク し、 ［フ ィルタの編集］ ダイアログボッ クスを開いて、目的のク ラスおよび属
性を追加または削除します。

パーティションおよびレプリカを表示する

このセクシ ョ ンでは、 次の情報について説明します。

128 ページの 「サーバのパーティシ ョ ンを表示する」

128 ページの 「パーティシ ョ ンレプ リ カを表示する」

128 ページの 「パーティシ ョ ンに関する情報を表示する」

128 ページの 「パーティシ ョ ンの階層を表示する」

128 ページの 「レプ リ カに関する情報を表示する」
パーティションおよびレプリカの管理 127



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
サーバのパーティションを表示する

Novell iManager では、 サーバに割り当てられたパーティシ ョ ンを表示できます。 サーバ
オブジェク ト をディ レク ト リ ツ リーから削除しよ う とする場合、サーバに格納されてい
るパーティシ ョ ンの表示が必要となる場合があ り ます。 この場合、 オブジェ ク ト を削除
する前に、 削除するレプ リ カを表示できます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［パーティシ ョ ンと レプ リ カ］ > ［レプ リ カビュー］ の順にク リ ッ ク します。

3 サーバオブジェク トの名前と コンテキス ト を入力して、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

パーティションレプリカを表示する

この操作によ り、 次を識別できます。

パーティシ ョ ンのレプ リ カが存在するサーバ

パーティシ ョ ンのマスタレプ リ カのホス ト となっているサーバ

読み書き可能レプリ カ、 読み込み専用レプリ カ、 およびサブオーディネート リ ファ
レンスレプ リ カを含むサーバ

各パーティシ ョ ンレプ リ カの状態

パーティシ ョ ンのレプ リ カを表示するには、 次の操作を行います。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［パーティシ ョ ンと レプ リ カ］ > ［レプ リ カビュー］ の順にク リ ッ ク します。

3 パーティシ ョ ンの名前と コンテキス ト を入力して、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

パーティションに関する情報を表示する

パーティシ ョ ンに関する情報 ( 成功した 新の同期や 近試みた同期など ) を表示する
主な目的は、 パーティシ ョ ンの同期情報を確認するこ とです

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［パーテ ィ シ ョ ン と レプ リ カ］ > ［パーテ ィ シ ョ ンの情報を表示します］ の順にク
リ ッ ク します。

3 パーティシ ョ ンの名前と コンテキス ト を入力して、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

パーティションの階層を表示する

iManager では、パーティシ ョ ンの階層を容易に表示できます。 コンテナオブジェ ク ト を
展開して、 ペアレン トパーティシ ョ ンやチャイルドパーティシ ョ ンを表示できます。 

パーティシ ョ ンのルートであるコンテナには、 次のアイコンが表示されます。 .

レプリカに関する情報を表示する

レプ リ カに関する情報を表示する主な目的は、 レプ リ カの状態を確認する こ とです
eDirectory レプ リ カの状態は、 それが実行しているパーティシ ョ ンや複製の操作によっ
てさまざまです。次の表では、iManager で表示されるレプ リ カの状態を説明しています。
128   Novell eDirectory 8.7.3 管理ガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
レプ リ カの情報を表示するには、 次の操作を行います。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［パーティシ ョ ンと レプ リ カ］ > ［レプ リ カビュー］ の順にク リ ッ ク します。

3 パーティシ ョ ンまたはサーバの名前およびコンテキス ト を入力して、［OK］をク リ ッ
ク します。

状態 説明

オン 現在パーティションや複製の操作を実行していない

新規 サーバに新しいレプリカとして追加中

停止中 サーバから削除中

停止 サーバからの削除が完了

マスタ開始 マスタレプリカへ変更中

マスタ完了 マスタレプリカへの変更が完了

タイプの変更 他のレプリカタイプへの変更中

ロック状態 パーティションの移動または修復の操作の準備が滞っている

移動へ移行 パーティションの移動操作を開始中

移動 パーティションの移動操作中

分割へ移行 パーティションの分割操作 ( チャイルドパーティションの作成 ) を開始中

分割 パーティションの分割 ( チャイルドパーティションの作成 ) 操作中

結合 ペアレントパーティションへのマージ中

オンへ移行 オン状態へ戻る直前

不明 iManager で認識できない状態
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6 Novell eDirectory 管理ユーティリティ

この章では、 Novell® eDirectoryTM で提供されている次のユーティ リ ティについて説明し
ます。

131 ページの 「Novell インポート / エクスポート変換ユーティ リ テ ィ」

163 ページの 「インデッ クスマネージャ」

168 ページの 「プレディケートデータ」

168 ページの 「eDirectory Service Manager」

Novell インポート / エクスポート変換ユーティリティ

Novell インポート / エクスポート変換ユーティ リ テ ィは次の操作に使用できます。

LDIF ファ イルから LDAP ディ レク ト リへのデータのインポート

LDAP ディ レク ト リから LDIF ファ イルへのデータのエクスポート

LDAP サーバ間でのデータの移行

スキーマの比較と更新の実行

テンプレート を使用した eDirectory への情報のロード

SCH ファ イルから LDAP ディ レク ト リへのスキーマのインポート  

Novell インポート / エクスポート変換ユーティ リ ティは、 形式に応じてデータを読み書
きするための一連のハンド ラを管理します。データを読み込むハンド ラをソースハンド
ラ と呼び、 データを書き込むハンド ラをターゲッ トハンド ラ と呼びます。 1 つの実行可
能モジュールがソースハン ド ラ と ターゲッ トハン ド ラの両方と して機能する こ と もあ
り ます。 Novell インポート / エクスポート変換エンジンは、 ソースハンド ラからデータ
を受け取ってそれを処理し、 処理したデータをターゲッ トハンド ラに渡します。

たとえば、 LDIF データを LDAP ディ レク ト リにインポートする場合、 Novell インポー
ト / エクスポート変換エンジンは、 LDIF ソースハンド ラを使用して LDIF ファ イルを読
み込み、読み込んだデータを LDAP ターゲッ トハンド ラを使用して LDAP ディ レク ト リ
サーバに送信します。 LDIF ファ イルの構文、 構造、 およびデバッグの詳細については、
498 ページの 「LDIF ファ イルの ト ラブルシューティング」 を参照してください。

Novell インポート / エクスポート変換ク ライアン トユーティ リ テ ィは、コマンド ラ イン、
ConsoleOne® スナップイン、または Novell iManagerのインポート / エクスポート変換ウ ィ
ザードから実行できます。 ただし、 コンマ区切りのデータに対応したハンド ラは、 コマ
ンド ラ インユーティ リ テ ィ と Novell iManager でのみ使用できます。

Novell インポート / エクスポート変換ユーティ リ ティは、 次のどちらの方法でも使用で
きます。

132 ページの「Novell iManager インポート /エクスポート変換ウ ィザードを使用する」

135 ページの 「コマンド ラ インインタフェースを使用する」
Novell eDirectory 管理ユーティリティ 131



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
Novell インポート / エクスポート変換エンジンには、 ウ ィザードから もコマンド ラ イン
インタフェースから もアクセスできます。 ただし、 ソースハンド ラ と ターゲッ トハンド
ラの組み合わせの選択肢は、 コマンド ラ インインタフェースを使用する場合のほうが多
くな り ます。

NDS および eDirectory の旧バージ ョ ンで提供されていた BULKLOAD ユーティ リ ティ と
ZONEIMPORT ユーティ リ テ ィは、 どちら も Novell インポート / エクスポート変換ユー
ティ リ ティに変更されました。

Novell iManager インポート / エクスポート変換ウィザードを使用する

インポート / エクスポート変換ウ ィザードは次の操作に使用できます。

LDIF、区切りテキス ト ファ イル、 スキーマファ イル、 または LOAD ファ イルからの
データのインポート 。

LDIF ファ イルへのデータのエクスポート。

サーバ間でのデータの移行。

Novell iManager の使用方法とアクセス方法の詳細については、 『Novell iManager 2.0.x 
Administration Guide （Novell iManager 2.0.x 管理ガイド） (http://www.novell.com/documentation/
japanese/imanager20/index.html)』 を参照してください。

データをファイルからインポートする

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory の保守］ > ［インポート / エクスポート変換ウ ィザード］ の順にク リ ッ ク
します。

3 ［ディ スク上のファ イルからデータをインポート ］ をク リ ッ ク し、 ［次へ］ をク リ ッ
ク します。

4 インポートするファ イルのタイプを選択します。

5 インポートするデータを含むファイルの名前と適切なオプシ ョ ンを指定して、
［次へ］ をク リ ッ ク します。

このページのオプシ ョ ンは、 選択したファ イルのタイプによって異な り ます。 使用
可能なオプシ ョ ンの詳細については、 ［ヘルプ］ をク リ ッ ク して ください。

6 データをインポートする LDAP サーバを指定します。

7 次の表に示すよ うに、 適切なオプシ ョ ンを追加します。

8 ［次へ］ > ［完了］ の順にク リ ッ ク します。

オプション 説明

サーバのDNS名/IPアドレス 相手 LDAP サーバの DNS 名または IP アドレス

ポート 相手 LDAP サーバのポート番号 ( 整数 )

DER ファイル SSL 認証に使用するサーバキーが格納されている DER ファイルの

名前

ログイン方法 「認証ログイン」または「匿名ログイン」(［ユーザ DN］フィール

ドに指定したエントリのログイン方法 )

ユーザ DN サーバによって指定されたバインド操作に使用するエントリの識別名

パスワード ［ユーザ DN］フィールドで指定したエントリのパスワード属性
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データをファイルへエクスポートする

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory の保守］ > ［インポート / エクスポート変換ウ ィザード］ の順にク リ ッ ク
します。

3 ［ディ スク上のファ イルにデータをエクスポート ］ > ［次へ］ の順にク リ ッ ク します。

4 エクスポートするエン ト リが格納されている LDAP サーバを指定します。

［詳細設定］ を使用して、 LDAP ソースハンド ラの追加オプシ ョ ンを設定します。使
用可能なオプシ ョ ンの詳細については、 ［ヘルプ］ をク リ ッ ク して ください。

5 次の表に示すよ うに、 適切なオプシ ョ ンを追加します。

6 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

7 エクスポートするエン ト リの検索条件を次のよ うに指定します。

8 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

9 エクスポートするファ イルのタイプを選択します。

エクスポー ト されたファ イルは、 一時的な場所に保存されます。 このファ イルは、
インポート / エクスポート変換ウ ィザードの 後でダウンロードできます。

10 ［次へ］ > ［完了］ の順にク リ ッ ク します。

オプション 説明

サーバの DNS 名 /IP アドレス ソース LDAP サーバの DNS 名または IP アドレス

ポート ソース LDAP サーバのポート番号 ( 整数 )

DER ファイル SSL 認証に使用するサーバキーが格納されている DER ファイ

ルの名前

ログイン方法 「認証ログイン」または「匿名ログイン」(［ユーザ DN］フィー

ルドに指定したエントリのログイン方法 )

ユーザ DN サーバによって指定されたバインド操作に使用するエントリ
の識別名

パスワード ［ユーザ DN］フィールドで指定したエントリのパスワード属性

オプション 説明

ベース DN 検索リクエストのベース識別名

このフィールドを指定しなかった場合、デフォルトのベース DN である

""( 空の文字列 ) が使用されます。

スコープ 検索リクエストのスコープ

フィルタ RFC 1558 準拠の検索フィルタ

デフォルトは「objectclass=*」です。

属性 検索エントリごとに取得する属性
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LDAP サーバ間でデータを移行する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory の保守］ > ［インポート / エクスポート変換ウ ィザード］ の順にク リ ッ ク
します。

3 ［サーバ間でデータを移行］ > ［次へ］ の順にク リ ッ ク します。

4 移行するエン ト リが格納されている LDAP サーバを指定します。

［詳細設定］ を使用して、 LDAP ソースハンド ラの追加オプシ ョ ンを設定します。使
用可能なオプシ ョ ンの詳細については、 ［ヘルプ］ をク リ ッ ク して ください。

5 次の表に示すよ うに、 適切なオプシ ョ ンを追加します。

6 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

7 移行するエン ト リの検索条件を次のよ うに指定します。

8 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

9 データを移行する LDAP サーバを指定します。

10 ［次へ］ > ［完了］ の順にク リ ッ ク します。

注 : スキーマが各 LDAP サービスで整合性を保っていることを確認します。

オプション 説明

サーバの DNS 名 /IP アドレス ソース LDAP サーバの DNS 名または IP アドレス

ポート ソース LDAP サーバのポート番号 ( 整数 )

DER ファイル SSL認証に使用するサーバキーが格納されているDERファ

イルの名前

ログイン方法 「認証ログイン」または「匿名ログイン」(［ユーザ DN］

フィールドに指定したエントリのログイン方法 )

ユーザ DN サーバによって指定されたバインド操作に使用するエント
リの識別名

パスワード ［ユーザ DN］フィールドで指定したエントリのパスワード

属性

オプション 説明

ベース DN 検索リクエストのベース識別名

このフィールドを指定しなかった場合、デフォルトのベース DN である ""(
空の文字列 ) が使用されます。

スコープ 検索リクエストのスコープ

フィルタ RFC 2254 準拠の検索フィルタ

デフォルトは「objectclass=*」です。

属性 検索エントリごとに取得する属性
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コマンドラインインタフェースを使用する

Novell インポート / エクスポート変換ユーティ リ テ ィのコマンド ラ インバージ ョ ンは、
次の操作に使用できます。

LDIF のインポート

LDIF のエクスポート

コンマ区切りデータのインポート

コンマ区切りデータのエクスポート

LDAP サーバ間でのデータの移行

スキーマの比較と更新

テンプレート を使用した eDirectory への情報のロード

スキーマのインポート

Novell インポート / エクスポート変換ウ ィザードは、 Novell iManager の一部と してイン
ス トールされます。Win32* バージ ョ ン (ice.exe) と NetWare® バージ ョ ン (ice.nlm) の両方
がインス トールされます。 Linux、 Solaris、 AIX、および HP-UX の各システムの場合、 イ
ンポート / エクスポートユーティ リ ティは、 NOVLice パッケージに含まれています。

Novell インポート / エクスポート変換構文

Novell インポート / エクスポート変換ユーティ リ テ ィは、 次の構文で起動します。

ice general_options
-S[LDIF | LDAP | DELIM | LOAD | SCH] source_options
-D[LDIF | LDAP | DELIM] destination_options

またはスキーマキャ ッシュを使用する場合は、 次の構文になり ます。

ice -C schema_options
-S[LDIF | LDAP] source_options
-D[LDIF | LDAP] destination_options

スキーマキャ ッシュを使用して更新を実行する場合、 LDIF ファ イルはターゲッ ト と し
て有効ではあ り ません。

一般オプシ ョ ンの指定は任意です。 ただし、 指定する場合はソースハンド ラオプシ ョ ン
やターゲッ トハンド ラオプシ ョ ンよ り前に指定します。-S( ソース ) ハンド ラセクシ ョ ン
と -D( ターゲッ ト ) ハンド ラセクシ ョ ンはどちらを先に指定してもかまいません。 

利用できるソースハンド ラ と ターゲッ トハンド ラは次のとおりです。

138 ページの 「LDIF ソースハンド ラのオプシ ョ ン」

138 ページの 「LDIF ターゲッ トハンド ラのオプシ ョ ン」

139 ページの 「LDAP ソースハンド ラのオプシ ョ ン」

141 ページの 「LDAP ターゲッ トハンド ラのオプシ ョ ン」

142 ページの 「DELIM ソースハンド ラのオプシ ョ ン」

143 ページの 「DELIM ターゲッ トハンド ラのオプシ ョ ン」

144 ページの 「SCH ソースハンド ラのオプシ ョ ン」

144 ページの 「LOAD ソースハンド ラのオプシ ョ ン」
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一般オプション

一般オプシ ョ ンは、 Novell インポート / エクスポート変換エンジンの処理全体に影響の
あるオプシ ョ ンです。

スキーマオプション

スキーマオプシ ョ ンでは、 スキーマキャ ッシュを使用してスキーマの比較および更新操
作を実行できます。

オプション 説明

-C スキーマキャッシュを使用して比較および更新を実行する場合に指定します。 

-l log_file 出力メッセージ (エラーメッセージなど )を書き込むログファイルの名前を指

定します。このオプションを指定しなかった場合、エラーメッセージは ice.log
に出力されます。

Linux、Solaris、AIX、および HP-UX の各システムでは、このオプションを指

定しなかった場合、エラーメッセージのログは記録されません。

-o 既存のログファイルを上書きする場合に指定します。このフラグを設定しな
かった場合、メッセージは既存のログファイルの末尾に追加されます。 

-e LDIF_error_log_
file

正常に処理されなかったエントリを書き込むファイルの名前を指定します。
エントリは LDIF 形式で書き込まれます。このファイルは、内容を調べてエ

ラーを修正したうえで元のディレクトリに再適用できます。

-p URL インポート / エクスポート変換エンジンが使用する XML 配置ルールが格納さ

れている場所を指定します。配置ルールはエントリの位置を変更するときに
使用します。詳細については、151 ページの「変換ルール」を参照してくだ

さい。

-c URL インポート / エクスポート変換エンジンが使用する XML 作成ルールが格納さ

れている場所を指定します。作成ルールは、インポート時にエントリを正し
く作成するために必要な情報が欠落している場合にそれを補うために使用し
ます。詳細については、151 ページの「変換ルール」を参照してください。

-s URL インポート / エクスポート変換エンジンが使用する XML スキーママッピング

ルールが格納されている場所を指定します。スキーママッピングルールに
よって、転送元サーバのスキーマエレメントを、転送先サーバ上の同等では
あるが異なるスキーマエレメントにマッピングできます。

詳細については、151 ページの「変換ルール」を参照してください。

-b (NetWare のみ ) 実行終了時の ICE コンソール画面で、入力を待って停止しない場合に指定し

ます。

-h または -? コマンドラインのヘルプを表示します。

オプション 説明

-C -a ターゲットスキーマを更新します ( 足りないスキーマを追加します )。

-C -c filename 指定したファイルにターゲットスキーマを出力します。

-C -n スキーマの事前チェックを無効にします。
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ソースハンドラのオプション

ソースハンド ラオプシ ョ ン (-S) で、 インポートするデータのソースを決定します。 コマ
ンド ラ インには、 次のうちの 1 つだけを指定できます。

ターゲットハンドラのオプション

ターゲッ トハンド ラオプシ ョ ン (-D) で、エクスポートするデータの書き込み先を決定し
ます。 コマンド ラ インには、 次のうちの 1 つだけを指定できます。

オプション 説明

-SLDIF LDIF ファイルをソースとして指定します。

サポートされている LDIF オプションのリストについては、138 ページの「LDIF
ソースハンドラのオプション」を参照してください。

-SLDAP LDAP サーバをソースとして指定します。

サポートされている LDAP オプションのリストについては、139 ページの「LDAP
ソースハンドラのオプション」を参照してください。

-SDELIM コンマ区切りのデータファイルをソースとして指定します。

サポートされている DELIM オプションのリストについては、142 ページの

「DELIM ソースハンドラのオプション」を参照してください。

-SSCH   スキーマファイルをソースとして指定します。

サポートされている SCH オプションのリストについては、144 ページの「SCH
ソースハンドラのオプション」を参照してください。

-SLOAD DirLoad テンプレートをソースとして指定します。

サポートされている LOAD オプションのリストについては、144 ページの「LOAD
ソースハンドラのオプション」を参照してください。

オプション 説明

-DLDIF LDIF ファイルを書き込み先として指定します。 

サポートされているオプションのリストについては、138 ページの「LDIF ター

ゲットハンドラのオプション」を参照してください。

-DLDAP LDAP サーバを書き込み先として指定します。

サポートされているオプションのリストについては、141 ページの「LDAP ター

ゲットハンドラのオプション」を参照してください。

-DDELIM コンマ区切りのデータファイルを書き込み先として指定します。

サポートされているオプションのリストについては、143 ページの「DELIM
ターゲットハンドラのオプション」を参照してください。
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LDIF ソースハンドラのオプション

LDIF ソースハンド ラは、 LDIF ファ イルからデータを読み込んで、 それを Novell イン
ポート / エクスポート変換エンジンに送り ます。

LDIF ターゲットハンドラのオプション

LDIF ターゲッ トハンド ラは、Novell インポート / エクスポート変換エンジンからデータ
を受け取り、 そのデータを LDIF ファ イルに書き込みます。

オプション 説明

-f LDIF_file LDIF ソースハンドラで読み込んだ LDIF レコードを格納するファイルの名前を指

定します。これらの LDIF レコードはインポート / エクスポート変換エンジンに送

信されます。

Linux、Solaris、AIX、および HP-UX の各システムでは、このオプションを指定し

なかった場合、入力データは stdin から読み込まれます。

-a このオプションを設定した場合、指定した LDIF ファイル内のレコードが内容レ

コード ( 変更タイプが設定されていないレコード ) であれば、これらのレコードの

変更タイプは「追加」であるとみなされます。

-c エラーが発生しても LDIF ソースハンドラの処理を続行したい場合に指定します。

ここでいうエラーとは、LDIF 解析エラーや、ターゲットハンドラからのエラー返

信などです。このオプションが設定されている場合にエラーが発生すると、LDIF
ソースハンドラは、エラーを報告したうえで、LDIF ファイルの次のレコードを検

出し、処理を続行します。

-n 実際の更新は行わず、更新を行った場合の結果を印刷して確認する場合に指定し
ます。このオプションを設定すると、LDIF ソースハンドラは、LDIF ファイルの解

析は行いますが、Novell インポート / エクスポート変換エンジンやターゲットハン

ドラへのレコードの送信は行いません。

-m このオプションを設定した場合、指定した LDIF ファイル内のレコードが内容レ

コード ( 変更タイプが設定されていないレコード ) であれば、これらのレコードの

変更タイプは「変更」であるとみなされます。

-x このオプションを設定した場合、指定した LDIF ファイル内のレコードが内容レ

コード ( 変更タイプが設定されていないレコード ) であれば、これらのレコードの

変更タイプは「削除」であるとみなされます。

-R value 処理するレコードの範囲を指定します。

-v ハンドラの冗長モードを有効にします。

オプション 説明

-f LDIF_file LDIF レコードの書き込み先になるファイルの名前を指定します。

Linux、Solaris、AIX、および HP-UX の各システムでは、このオプションを指

定しなかった場合、出力データは stdout に送られます。

-B バイナリ値も印刷します。

-b LDIF データの Base64 エンコードを行いません。
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LDAP ソースハンドラのオプション

LDAP ソースハンド ラは、 検索リ クエス ト を該当する LDAP サーバに送信するこ とに
よってそのサーバからデータを読み込みます。 LDAP ソースハンド ラは、 検索操作の結
果と して受け取った検索エン ト リ を Novell インポート / エクスポート変換エンジンに送
り ます。

オプション 説明

-s server_name ハンドラが検索リクエストを送るときの送信先 LDAP サーバの DNS 名また

は IP アドレスを指定します。デフォルトはローカルホストです。

-p port server_name で指定した LDAP サーバのポート番号を整数で指定します。デ

フォルトは 389 です。セキュリティ保護された処理の場合、デフォルトポー

トは 636 です。

-d DN サーバによって指定されたバインド操作に使用するエントリの識別名を指
定します。

-w password DN で指定したエントリのパスワード属性を指定します。

-W DNで指定したエントリのパスワードの入力を求めるプロンプトが表示され

ます。

このオプションは、Linux、Solaris、AIX、および HP-UX にのみ適用されます。

-F filter RFC 1558 準拠の検索フィルタを指定します。このオプションを指定しな

かった場合、デフォルトの検索フィルタである「objectclass=*」が使用され

ます。

-n 実際の検索は行わず、検索の条件などを表示して確認する場合に指定します。

-a attribute_list 検索対象の属性をコンマ区切りのリスト形式で指定します。属性名を指定す
るか、次の 3 つのうちいずれかを指定します。

属性を検索しない場合は、「1.1」

すべてのユーザ属性を検索する場合は、「*」

オペレーショナルでない属性をすべて検索する場合は、空のリスト。

このオプションを指定しなかった場合、属性リストは空のリスト ( デフォル

ト ) になります。

-o attribute_list LDAP サーバから受け取った検索結果をインポート / エクスポート変換エン

ジンに送信する前に、その検索結果から削除する属性をコンマ区切りのリス
ト形式で指定します。このオプションは、-a オプションでワイルドカード

を指定してクラスの属性を初めにすべて検索してから、その検索結果をイン
ポート /エクスポート変換エンジンに渡す前に一部の属性を削除したい場合

に便利です。 

たとえば、「-a* -o telephoneNumber」と指定すると、ユーザレベルの属性

がすべて検索された後で、その検索結果から telephoneNumber 属性が削除

されます。

-R 参照結果を自動的に適用しない場合に指定します。デフォルトでは、-d お

よび -w オプションで指定された名前とパスワードによる参照結果が自動的

に適用されます。
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-e value LDAP クライアント SDK で有効にするデバッグフラグを指定します。

詳細については、511 ページの「LDAP SDK デバッギングフラグを使用す

る」を参照してください。

-b base_DN 検索リクエストのベース識別名を指定します。このオプションを指定しな
かった場合、デフォルトのベースDNである ""(空の文字列 )が使用されます。

-c search_scope 検索リクエストのスコープを指定します。有効な値は次のとおりです。

One: この値を指定すると、ベースオブジェクトの直接のチャイルドだけ

が検索の対象になります。

Base: この値を指定すると、ベースオブジェクトのエントリだけが検索

の対象になります。

Sub: この値を指定すると、ベースオブジェクトをルートとする LDAP サ

ブツリー ( ベースオブジェクトも含まれる ) が検索の対象になります。

このオプションを指定しなかった場合は、検索スコープのデフォルトの
「Sub」が使用されます。

-r deref_aliases 検索時に別名を逆参照する方法を指定します。指定できる値は次のとおり
です。

Never: この値を指定すると、サーバは別名の逆参照を行いません。

Always: この値を指定すると、検索のベースオブジェクトを検索すると

きと検索フィルタに一致するエントリを評価するときの両方で、別名の
逆参照が行われます。

Search: この値を指定すると、ベースオブジェクトを検出した後で検索

スコープ内のエントリにフィルタを適用するときには別名の逆参照が行
われますが、ベースオブジェクト自体の検索時には別名の逆参照は行わ
れません。

Find: この値を指定すると、検索のベースオブジェクトを検索するときに

は別名の逆参照が行われますが、検索フィルタに一致するエントリを評
価するときには別名の逆参照は行われません。

このオプションを指定しなかった場合は、別名逆参照の方式のデフォルトで
ある「Never」が使用されます。

-l time_limit 検索の制限時間を秒単位で指定します。

-z size _limit 検索結果として取得できるエントリの 大数を指定します。

-V version 接続に使用する LDAP プロトコルのバージョンを指定します。2 または 3 を

指定します。このオプションを指定しなかった場合のデフォルト値は3です。

-v ハンドラの冗長モードを有効にします。

-L filename SSL認証に使用するサーバキーが格納されているDER形式のファイルを指

定します。

-A 属性名だけを取得したいときに指定します。このオプションを指定した場
合、出力される検索結果に属性値は含まれません。

-t エラーが発生しても LDAP ハンドラの処理を続行したい場合に指定します。

オプション 説明
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LDAP ターゲットハンドラのオプション

LDAP ターゲッ トハンド ラは、 Novell インポート / エクスポート変換エンジンからデー
タを受け取り、 それを LDAP サーバに送信します。 データは更新操作の形で送信され、
送信先サーバによって実行されます。

LDIF ファ イル内のハッシュ化パスワードについては、 505 ページの 「LDIF ファ イル内
でのハッシュ化パスワードの表記」 を参照して ください。

-m LDAP 操作は「変更」になります。

-x LDAP 操作は「削除」になります。

-k SSL を使用して接続します。

-M Manage DSA IT コントロールを有効にします。

-MM Manage DSA IT コントロールを有効にし、重要度を高く設定します。

オプション 説明

-s server_name ハンドラが検索リクエストを送るときの送信先 LDAP サーバの DNS 名また

は IP アドレスを指定します。デフォルトはローカルホストです。

-p port server_name で指定した LDAP サーバのポート番号を整数で指定します。デ

フォルトは 389 です。セキュリティ保護された処理の場合、デフォルトポー

トは 636 です。

-d DN サーバによって指定されたバインド操作に使用するエントリの識別名を指
定します。

-w password DN で指定したエントリのパスワード属性を指定します。

-W DN で指定したエントリのパスワードの入力を求めるプロンプトが表示され

ます。

このオプションは、Linux、Solaris、AIX、および HP-UX にのみ適用されます。

-B サーバへの更新操作の転送に非同期 LBURP(LDAP Bulk Update/Replication
Protocol) リクエストを使用しない場合は、このオプションを指定します。標

準の同期 LDAP 更新操作リクエストを使用します。

詳細については、160 ページの「LBURP(LDAP Bulk Update/Replication 
Protocol)」を参照してください。

-F 前方参照を作成可能にしたい場合は、このオプションを指定します。作成す
るエントリのペアレントが存在しない場合、エントリが正常に作成できるよ
う、そのエントリのペアレントに対応するプレースホルダが作成されます。
このプレースホルダを「前方参照」といいます。後の処理でペアレントが作
成されると、前方参照は通常のエントリに変更されます。

オプション 説明
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DELIM ソースハンドラのオプション

DELIM ソースハンド ラはコンマ区切りのデータファ イルからデータを読み込み、 それ
をターゲッ トハンド ラに送信します。

-l パスワード値の格納に NMASTM(Novell Modular Authentication Service) の簡

易パスワード方式を使用する場合は、このオプションを指定します。簡易パ
スワード方式の場合、パスワードはディレクトリ内の安全な場所で保持され
ますが、キーのペアはサーバ間での認証で実際に必要になるまで生成されま
せん。これにより、パスワード情報を持つオブジェクトのロードにかかる時
間を短縮できます。

-e value LDAP クライアント SDK で有効にするデバッグフラグを指定します。

詳細については、511 ページの「LDAP SDK デバッギングフラグを使用する」

を参照してください。

-V version 接続に使用する LDAP プロトコルのバージョンを指定します。2 または 3 を

指定します。このオプションを指定しなかった場合のデフォルト値は3です。

-L filename SSL 認証に使用するサーバキーが格納されている DER 形式のファイルを指

定します。

-k SSL を使用して接続します。

-M Manage DSA IT コントロールを有効にします。

-MM Manage DSA IT コントロールを有効にし、重要度を高く設定します。

オプション 説明

-f filename DELIMソースハンドラによって読み込まれるコンマ区切りのレコードを含ん

だファイルの名前を指定します。これらの DELIM レコードはターゲットハン

ドラに送信されます。

-F value -f で指定したファイルに対する属性のデータオーダを含んだファイル名を指

定します。このオプションが指定されていない場合、-t を使用してこの情報

を直接入力する必要があります。

詳細については、148 ページの「コンマ区切りのインポートを実行する」を

参照してください。

-t value コンマ区切りの属性リストです。このリストによって、-f で指定されたファ

イルに対する属性のデータオーダを指定します。このオプションまたは -F オ

プションのいずれかを指定する必要があります。

詳細については、148 ページの「コンマ区切りのインポートを実行する」を

参照してください。

-c エラーが発生してもDELIMソースハンドラの処理を続行したい場合に指定し

ます。ここでいうエラーとは、コンマ区切りデータファイルの解析エラーや、
ターゲットハンドラからのエラー返信などです。このオプションが設定され
ている場合にエラーが発生すると、DELIM ソースハンドラは、エラーを報告

したうえで、コンマ区切りデータファイル内の次のレコードを検出し、処理
を続行します。

オプション 説明
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DELIM ターゲットハンドラのオプション

DELIM ターゲッ トハンド ラはソースハンド ラからデータを受け取り、 そのデータをコ
ンマ区切りのデータファ イルに書き込みます。

-n value 新しいオブジェクトに LDAP ネーミング属性を指定します。この属性は、-F
または -t を使用して指定する属性データに含まれている必要があります。

-l value RDN の追加先のパスを指定します (o=myCompany など )。DN を渡す場合は、

この値は必要ありません。

-o value オブジェクトクラスのコンマ区切りのリスト ( 入力ファイルに含まれていな

い場合 )、または補助クラスなどその他のオブジェクトクラスを指定します。

デフォルト値は「inetorgperson」です。

-i value スキップする列のコンマ区切りのリストです。この値には、スキップする列
の数を整数で指定します。たとえば 3 列目と 5 列目をスキップする場合は、

「i3,5」と指定します。

-d value 区切り記号を指定します。デフォルトの区切り記号はコンマ (,) です。 

次に示すのは、特別な場合の区切り記号です。 

[q] = 引用符 ( 二重引用符「"」1 つによる区切り )
[t] = タブ 

たとえば、タブを区切り記号として指定するには -d[t] を渡します。

-q value セカンダリ区切り記号を指定します。デフォルトのセカンダリ区切り記号は
一重引用符 (’ ’) です。

次に示すのは、特別な場合の区切り記号です。 

[q] = 引用符 ( 二重引用符「"」1 つによる区切り )
[t] = タブ 

たとえば、タブを区切り記号として指定するには -d[t] を渡します。

-v 冗長モードで実行します。

オプション 説明

-f filename コンマ区切りレコードの書き込み先になるファイルの名前を指定します。

-F value ソースデータの属性のデータオーダを含んだファイルの名前を指定します。こ
のオプションが指定されていない場合、-t を使用してこの情報を直接入力する

必要があります。

-t value コンマ区切りの属性リストです。このリストによって、ソースデータの属性の
データオーダを指定します。このオプションまたは -F オプションのいずれかを

指定する必要があります。 

-l value RDN または DN のいずれかになります。ドライバによってデータ内に配置され

るのが、DN 全体または RDN だけのどちらであるかを指定します。デフォルト

値は RDN です。

オプション 説明
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SCH ソースハンドラのオプション

SCH ハンド ラは、 古い NDS や eDirectory のスキーマファイル ( 拡張子 *.sch がついた
ファ イル ) からデータを読み込んで、 それを Novell インポート / エクスポート変換エン
ジンに送り ます。 このハンド ラを使用すれば、 拡張子 *.sch がついたファ イルを入力と
して、 スキーマ関連の操作を LDAP サーバに実装できます。

SCH ハンド ラは、 ソースハンド ラだけのハンド ラです。 LDAP サーバに *.sch ファ イル
をインポートする と きには、 スキーマハンド ラを使用できます。ただし、 *.sch ファ イル
はエクスポートできません。

SCH ハンド ラでサポート されているオプシ ョ ンを次の表に示します。

LOAD ソースハンドラのオプション

DirLoad ハンド ラはテンプレートのコマンドから eDirectory 情報を生成します。 このテ
ンプレート ファ イルは -f 引数で指定されます。 また、属性仕様の情報とプログラム制御
の情報が保持されています。 

-d value 区切り記号を指定します。デフォルトの区切り記号はコンマ (,) です。

次に示すのは、特別な場合の区切り記号です。 

[q] = 引用符 ( 二重引用符「"」1 つによる区切り )
[t] = タブ 

たとえば、タブを区切り記号として指定するには -d[t] を渡します。

-q value セカンダリ区切り記号を指定します。デフォルトのセカンダリ区切り記号は一
重引用符 (’ ’) です。

次に示すのは、特別な場合の区切り記号です。 

[q] = 引用符 ( 二重引用符「"」1 つによる区切り )
[t] = タブ 

たとえば、タブを区切り記号として指定するには -d[t] を渡します。

-n value インポート処理中に追加されるネーミング属性を指定します。たとえば cn な

どです。

オプション 説明

-f filename *.sch ファイルの完全なパス名を指定します。

-c ( オプション ) エラーが発生しても SCH ハンドラの処理を続行したい場合に指定

します。

-v ( オプション ) 冗長モードで実行します。

オプション 説明

-f filename すべての属性仕様とプログラムの実行を制御するすべての情報を含んだテンプ
レートファイルを指定します。

オプション 説明
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属性仕様 新しいオブジェク トのコンテキス ト を決定します。

次の属性仕様ファ イルのサンプルを参照してください。 

givenname:$R(first)
initial:$R(initial)
sn:$R(last)
dn:cn=$A(givenname,%.1s)$A(initial,%.1s)$A(sn),ou=dev,ou=ds,o=novell
objectclass:inetorgperson
telephonenumber:1-800-$N(1-999,%03d)-$C(%04d)
title:$R(titles)
locality:Our location

属性仕様ファ イルの形式は LDIF ファ イルに似ていますが、 属性仕様ファ イルでは強力
な構成体を使用して、 詳細な情報と属性間の関係を指定するこ とができます。

固有の数値 指定されたオブジェク トに対する固有の数値を属性値に挿入します。 

構文 :$C[(<format)]

オプシ ョ ンの <format は、 値に適用された出力形式を指定します。 形式を指定しない場
合、 カッ コは 2 種類と も必要あ り ません。

$C
$C(%d) 
$C(%04d)

$C だけを指定する と、 現在の数値を属性値に挿入します。 「%d」 は、 何も指定されな
かった場合にプログラムが使用するデフォル ト形式であるため、$C は $C(%d) と同じで
す。 数値は各オブジェク トの後で増加するため、 属性仕様で $C を複数回使用しても、
単一オブジェク ト内では数値は変わり ません。 開始値は、 !COUNTER=value の構文を使
用して、 設定ファ イル内で指定できます。

任意の数値 次の構文を使用して、 属性値に任意の数値を挿入します。 

$N(<low-<high[,<format])]

<low と <high では、下限値と上限値を指定します。任意の数字が生成される際に各々の
値を使用します。 オプシ ョ ンの <format は、 値に適用された出力形式を指定します。

$N(1-999) 
$N(1-999,%d) 
$N(1-999,%03d)

リ ス トの任意の文字列 次の構文を使用して、指定した リ ス トから任意に選択された文字
列を属性値に挿入します。

$R(<filename[,<format])]

-c エラーが通知された場合、次のレコードから続行します。

-v 冗長モードで実行します。

-r データが追加されずに削除されるように、要求を削除要求に変更します。このオ
プションにより、DirLoad テンプレートを使用して追加されたレコードを削除で

きます。

-m テンプレートファイル内に変更要求を作成します。

オプション 説明
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<filename には、値を格納しているファ イルを指定します。ファ イルへのパスは絶対パス
または相対パスのどちらでも指定できます。 リ ス ト を格納しているファ イルには、 この
パッケージに含まれているものがあ り ます。 値は改行文字で区切る必要があ り ます。

オプシ ョ ンの <format は、 値に適用された出力形式を指定します。

$A(givenname)
$A(givenname,%s) 
$A(givenname,%.1s)

前方参照は使用できませんので注意してください。 属性値を使用する場合、 その属性は
全て、 属性仕様ファイル内で現在の属性よ り前にある必要があ り ます。 次の例では、 dn
の一部と しての cnがgivenname、initial、snから構成されています。したがって、givenname、
initial、 sn の属性は属性仕様ファイル内では dn の前にある必要があ り ます。

givenname: $R(first)
initial: $R(initial)
sn: $R(last) 
dn:o=novell,ou=dev,ou=ds,cn=$A(givenname,%.1s)$A(initial,%.1s)$A(sn)

dn は LDIF ファ イル内では次のよ うな特別な処理を受けます。dn がどこに設定されてい
るかに関係なく、dn は 初に (LDIF 構文どおりに )LDIF ファ イルに書き込まれます。そ
の他のすべての属性は、 表示された順に書き込まれます。 

制御設定 オブジェク ト作成の際の制御を追加します。すべての制御には、属性設定と区
別するために、 行頭の文字と して感嘆符 (!) が付いています。 制御はファ イル内の任意
の場所に置く こ とができます。 

!COUNTER=300
!OBJECTCOUNT=2
!CYCLE=title
!UNICYCLE=first,last
!CYCLE=ou,BLOCK=10

カウンタ

固有のカウンタ値の開始値を提供します。カウンタ値は、 $C 構文内の任意の属性に
挿入されます。

オブジェク ト数

OBJECTCOUNT は、 テンプレートから作成されるオブジェク トの数を決定します。

サイ クル

CYCLE は、ファ イル ($R 構文 ) から任意の値を抜き出す方法を変更する と きに使用
できます。 この設定には異なる 3 つの値があ り ます。

!CYCLE=title 

「title」 とい う リ ス ト名が使用される場合は常に、値が任意で選択されるのではな く、
リ ス トの順に次の値が抜き出されます。 順番に値がすべて使用された場合には、 再
度リ ス トの 初から開始します。

!CYCLE=ou,BLOCK=10

リ ス ト 「ou」 のそれぞれの値が 10 回ずつ使用され、 その後次の値に移動します。

CYCLE 制御設定のうちで も興味深い変数は、UNICYCLE です。UNICYCLE は、一
連のソースを左から右の順序で繰り返すよ うに指定します。 このため、 必要な場合
に一意の値が必ず作成されます。 UNICYCLE 制御を使用する場合、 OBJECTCOUNT
制御は、 オブジェ ク ト数を、 リ ス トから作成できる一意のオブジェク トの 大数に
制限するためだけに使用します。 つま り、 UNICYCLE に含まれる リ ス トが 15000 オ
146   Novell eDirectory 8.7.3 管理ガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
ブジェク ト を作成できる場合、その数を減らすために OBJECTCOUNT を使用するこ
とはできますが、 増やすために使用するこ とはできません。

たとえば、 givenname ファイルが２つの値 ( 「Doug」 および 「Karl」 ) を格納しており、
かつ sn ファイルが 3 つの値 ( 「Hoffman」、 「Schultz」、 および 「Grieger」 ) を格納して
いる場合、 制御設定 「!UNICYCLE=givenname,sn」 および cn の属性定義は次のよ うに
なり ます。 $R(givenname) $R(sn)。 こ こでは次の cn が作成されます。

cn:Doug Hoffmancn
cn:Karl Hoffmancn
cn:Doug Schultzcn
cn:Karl Schultzcn
cn:Doug Griegercn
cn:Karl Grieger

例

こ こでは、 Novell インポート / エクスポート変換ユーティ リ テ ィのコマンド ラ インユー
ティ リ ティで次の操作を行う場合のコマンドの例を紹介します。  

147 ページの 「LDIF インポート を実行する」

147 ページの 「LDIF エクスポート を実行する」

148 ページの 「コンマ区切りのインポート を実行する」

148 ページの 「コンマ区切りのエクスポート を実行する」

148 ページの 「LDAP サーバ間でデータを移行する」

148 ページの 「スキーマのインポート を実行する」

149 ページの 「LOAD ファ イルのインポート を実行する」

LDIF インポートを実行する

LDIF のインポート を実行するには、LDIF ソースハンド ラ と LDAP ターゲッ トハンド ラ
を組み合わせて次の例のよ うに指定します。

ice -S LDIF -f entries.ldif -D LDAP -s server1.acme.com -p 389 -d 
cn=admin,c=us -w secret

コマンド ラ インでこのよ うに指定する と、 LDIF データが entries.ldif から読み込まれ、
ポー ト 389 にある LDAP サーバ server1.acme.com に送られます。 送信時の識別子は
「cn=admin,c=us」、 パスワードは 「secret」 にな り ます。

LDIF エクスポートを実行する

LDIF のエクスポート を実行するには、LDAP ソースハンド ラ と LDIF ターゲッ トハンド
ラを組み合わせます。 次に例を示します。

ice -S LDAP -s server1.acme.com -p 389 -d cn=admin,c=us -w password -F 
objectClass=* -c sub -D LDIF -f server1.ldif

コマン ド ラ インでこのよ うに指定する と、 識別子 「cn=admin,c=us」 およびパスワード
「password」 を使用してサブツ リー検索が実行され、 ポー ト 389 にある LDAP サーバ
server1.acme.com 内のオブジェク トがすべて検出されます。結果のデータは LDIF 形式で
server1.ldif に出力されます。
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コンマ区切りのインポートを実行する

コンマ区切りのインポート を実行するには、 コマンドを次の例のよ うに指定します。

ice -S DELIM -f/tmp/in.csv -F /tmp/order.csv -ncn -lo=acme -D LDAP -s 
server1.acme.com -p389 -d cn=admin,c=us -w secret

コマンドをこのよ うに指定する と、 /tmp/in.csv ファ イルからコンマ区切りの値が読み込
まれ、 /tmp/order.csv ファ イルから属性の順序が読み込まれます。 in.csv 内の各属性エン
ト リに対して、 order.csv で属性タイプが指定されます。 たとえば、 in.csv に次の値があ
る と します。

pat,pat,engineer,john

この場合、 order.csv に含まれる値は次のよ うにな り ます。

dn,cn,title,sn

order.csv の情報は、 -t オプシ ョ ンを使用して直接指定するこ と もできます。

次にデータは、 識別子 「cn=admin,c=us」、 およびパスワード 「secret」 を使用して、 ポー
ト 389 で LDAP サーバ server1.acme.com に送られます。

この例では、 -n オプシ ョ ンを使用して、 cn がオブジェク トの新しい DN になるよ うに指
定し、 -l オプシ ョ ンを使用して、 このオブジェク トが組織コンテナ acme に追加される
よ うにします。

コンマ区切りのエクスポートを実行する

コンマ区切りのエクスポート を実行するには、 コマンドを次の例のよ うに指定します。

ice -S LDAP -s server1.acme.com -p 389 -d cn=admin,c=us -w password -l 
objectClass=* -c sub -D DELIM -f /tmp/server1.csv -F order.csv

コマン ド ラ インでこのよ うに指定する と、 識別子 「cn=admin,c=us」 およびパスワード
「password」 を使用してサブツ リー検索が実行され、 ポー ト 389 にある LDAP サーバ
server1.acme.com 内のオブジェク ト がすべて検出されます。 結果のデータはコンマ区切
りの形式で /tmp/server1.csv ファ イルに出力されます。

LDAP サーバ間でデータを移行する

LDAP サーバ間でデータを移行するには、 LDAP ソースハンド ラ と LDAP ターゲッ トハ
ンド ラを組み合わせます。 次に例を示します。

ice -S LDAP -s server1.acme.com -p 389 -d cn=admin,c=us -w password -F 
objectClass=* -c sub -D LDAP -s server2.acme.com -p 389 -d cn=admin,c=us -w 
secret

コマン ド ラ インでこのよ うに指定する と、 識別子 「cn=admin,c=us」 およびパスワード
「password」 を使用してサブツ リー検索が実行され、 ポー ト 389 にある LDAP サーバ
server1.acme.com 内のオブジェ ク ト がすべて検出されます。 結果のデータは、 識別子
「cn=admin,c=us」 およびパス ワー ド 「secret」 で、 ポー ト 389 にあ る LDAP サーバ
server2.acme.com に送られます。

スキーマのインポートを実行する

スキーマファイルのインポート を実行するには、コマンドを次の例のよ うに指定します。

ice -S SCH -f $HOME/myfile.sch -D LDAP -s myserver -d cn=admin,o=novell -w 
passwd
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コマンド ラ インでこのよ うに指定する と、スキーマデータが myfile.sch から読み込まれ、
LDAP サーバ 「myserver」 に送られます。 送信時の識別子は 「cn=admin,o=novell」、 パス
ワードは 「passwd」 にな り ます。

LOAD ファイルのインポートを実行する

LOAD ファ イルのインポート を実行するには、 コマンドを次の例のよ うに指定します。

ice -S LOAD -f attrs -D LDIF -f new.ldf

次に、 属性ファイル 「attrs」 の内容の例を示します。

#===================================================================== 

#  DirLoad 1.00
#=====================================================================

!COUNTER=300 

!OBJECTCOUNT=2
#-----------------------------------------------------------------------

#  ATTRIBUTE TEMPLATE
# --------------------------------------------------------------------

objectclass: inetorgperson 

givenname: $R(first) 

initials: $R(initial) 

sn: $R(last) 

dn: cn=$A(givenname,%.1s)$A(initial,%.1s)$A(sn),ou=$R(ou),ou=dev,o=novell,

telephonenumber: 1-800-$N(1-999,%03d)-$C(%04d) 

title: $R(titles)

コマンドプロンプ トから前のコマンドを実行する と、次のLDIFファイルが作成されます。

version: 1

dn: cn=JohnBBill,ou=ds,ou=dev,o=novell 

changetype: add 

objectclass: inetorgperson 

givenname: John 

initials: B 

sn: Bill 

telephonenumber: 1-800-290-0300 

title: Amigo 

dn: cn=BobJAmy,ou=ds,ou=dev,o=novell 
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changetype: add 

objectclass: inetorgperson 

givenname: Bob 

initials: J 

sn: Amy 

telephonenumber: 1-800-486-0301 

title: Pomo

コマンドプロンプ トから次のコマンドを実行する と、データが LDAP ハンド ラを経由し
て LDAP サーバに送られます。 

ice -S LOAD -f attrs -D LDAP -s www.novell.com -d cn=admin,o=novell -w admin

次のコマンド ラ インを使用する際に前のテンプレート ファ イルを使用する と、前のコマ
ンドで追加したすべてのレコードが削除されます。

ice -S LOAD -f attrs -r -D LDAP -s www.novell.com -d cn=admin,o=novell -w 
admin

-m を使用して変更する場合は、 次の例のよ うにレコードを変更します。

# ====================================================================== 

#  DirLoad 1.00

# ====================================================================== 
!COUNTER=300

!OBJECTCOUNT=2

#---------------------------------------------------------------------- 

#  ATTRIBUTE TEMPLATE

# ---------------------------------------------------------------------- 

dn: cn=$R(first),%.1s)($R(initial),%.1s)$R(last),ou=$R(ou),ou=dev,o=novell

delete: givenname

add: givenname

givenname: test1 

replace: givenname

givenname: test2 

givenname: test3

「attrs」 ファ イルが上のデータを格納している と きに次のコマンド ラ インを使用した場合
の例を示します。

ice -S LOAD -f attrs -m -D LDIF -f new.ldf

LDIF データは次のよ うな結果にな り ます。
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version: 1 

dn: cn=BillTSmith,ou=ds,ou=dev,o=novell 

changetype: modify

delete: givenname

-

add: givenname

givenname: test1

-

replace: givenname

givenname: test2 

givenname: test3 

-

dn: cn=JohnAWilliams,ou=ldap,ou=dev,o=novell 

changetype: modify

delete: givenname

-

add: givenname

givenname: test1

-

replace: givenname

givenname: test2 

givenname: test3 

-

変換ルール

Novell インポート /エクスポート変換エンジンは、ソースハンド ラから受け取ったレコー
ドをターゲッ トハンド ラに送る前に、 レコードに対して変換処理を行います。 この変換
処理の内容は一連のルールを使用して指定できます。 これらのルールは XML で記述し
ます (XMLファ イルと して作成される場合と、XML用ディ レク ト リ内に格納されたXML
データ と して作成される場合があ り ます )。 このルールによ り、 LDAP ディ レク ト リ間
でのエン ト リのインポート時に、 次の問題が解決されます。

不足している情報

階層の違い

スキーマの違い

次の 3 種類の変換ルールがあ り ます。
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これらの変換ルールは、Novell eDirectory インポート / エクスポート変換ウ ィザード と コ
マンド ラ インインタフェースのどちらでも利用できます。 XML ルールの詳細について
は、 153 ページの 「XML ルールを使用する」 を参照してください。

Novell eDirectory インポート / エクスポート変換ウィザードを使用する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory の保守］ > ［インポート / エクスポート変換ウ ィザード］ の順にク リ ッ ク
します。

3 実行するタスクを選択します。

4 ［詳細設定］ の下の次のオプシ ョ ンから選択します。

ルール 説明

配置 エントリの位置を変更します。

たとえば、あるユーザグループをいったん「l=San Francisco, c=US」というコ

ンテナにインポートし、インポートが終わった後で「l=Los Angeles, c=US」と

いうコンテナに移したい場合などに、配置ルールを利用できます。 

これらのルールの形式については、157 ページの「配置ルール」を参照してく

ださい。

作成 インポート時にエントリを正しく作成するために必要な情報が欠落している
場合にそれを補います。

たとえば、LDIF データのエクスポート元サーバのスキーマではユーザエント

リに必要とされる属性が cn(commonName) 属性だけであるのに対し、LDIF
データのインポート先サーバのスキーマでは cn 属性の他に sn(surname) 属性

も必要とされる場合が考えられます。このような場合は、作成ルールを使用す
ることにより、インポート / エクスポート変換エンジンが各エントリを処理す

るときに、そのエントリにデフォルトの sn 値 ("" など ) が設定されるようにで

きます。これにより、各エントリはインポート先サーバに送信されるときには
必要な属性である sn 属性を持つことになり、エントリの正常な追加が保証さ

れます。

これらのルールの形式については、155 ページの「作成ルール」を参照してく

ださい。

スキーマ
マッピング 

サーバ間でデータを転送する場合 ( 直接転送するか LDIF を使用するかに関係

なく ) で、転送元サーバのスキーマと転送先サーバのスキーマが異なっている

場合、次のようにスキーママッピングを使用できます。

エクスポート元サーバからインポートするエントリのオブジェクトクラス

と属性タイプをすべて受け付けることができるように、インポート先サーバ
上のスキーマを拡張します。

転送元サーバのスキーマエレメントを、転送先サーバ上の同等ではあるが異

なるスキーマエレメントにマッピングします。 

これらのルールの形式については、153 ページの「スキーママッピングルール」

を参照してください。
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5 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

6 表示される指示に従って、 選択したタスクを完了します。

コマンドラインインタフェースを使用する 

コマンド ラ インバージ ョ ンで変換ルールを使用するには、Novell インポート /エクスポー
ト変換ユーティ リ テ ィの実行ファイルを起動する と きに、使用したいルールに対応する
一般オプシ ョ ン (-p、 -c、 または -s) を指定します。 詳細については、 136 ページの 「一
般オプシ ョ ン」 を参照してください。 

すべての 3 つのオプシ ョ ンで、 URL を次のいずれかに指定します。

次の形式の URL:

file://[path/]filename

ファ イルは、 ローカルファイルシステムに存在する必要があ り ます。

ベースレベルの検索を指定するRFC 2255準拠のLDAP URL と、1つの値の属性タイプ
に対して 1 つの属性記述が定義されている属性リ ス ト。

XML ルールを使用する

Novell インポート / エクスポート変換ルールで使用される XML 形式は、DirXML® の場合
と同じです。 DirXML の詳細については、 『DirXML Administration Guide(DirXML 管理ガ
イ ド ) (http://www.novell.com/documentation/japanese/dirxml11a/index.html)』 を参照してくだ
さい。

スキーママッピングルール

スキーママッピングルールの 上位エレ メン トは、<attr-name-map> です。 インポート ス
キーマとエクスポート スキーマの相互関係は、 マッピングルールによって決ま り ます。
マッピングルールは、 指定されたインポー ト ク ラスの定義や属性を、 対応するエクス
ポート スキーマの定義に関連付けます。

オプション 説明

スキーマルール インポート /エクスポート変換エンジンが使用する XML スキーママッピ

ングルールが格納されている場所を指定します。

配置ルール インポート /エクスポート変換エンジンが使用する XML 配置ルールが格

納されている場所を指定します。

作成ルール インポート /エクスポート変換エンジンが使用する XML 作成ルールが格

納されている場所を指定します。

オプション 説明

-p URL インポート / エクスポート変換エンジンが使用する XML 配置ルールが格納され

ている場所です。

-c URL インポート / エクスポート変換エンジンが使用する XML 作成ルールが格納され

ている場所です。

-s URL インポート /エクスポート変換エンジンが使用するXMLスキーママッピングルー

ルが格納されている場所です。
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マッピングルールは、 属性名またはク ラス名に対応させて設定します。 

属性マッピングの場合、マッピングルールでは、それが属性マッピングであるこ と、
ネームスペース (nds-name はソース名のタグ )、 eDirectory ネームスペース内での名
前、 および他のネームスペース (app-name はターゲッ ト名のタグ ) とそのネームス
ペース内での名前を指定する必要があ り ます。 マッピングルールでは、 マッピング
が特定のクラスに適用されるこ とを指定するこ と も、 その属性を持つすべてのク ラ
スに適用されるこ とを指定するこ と もできます。

ク ラスマッピングの場合、 マッピングルールでは、 それがク ラスマッピングルール
であるこ と、 ネームスペース (eDirectory またはアプリ ケーシ ョ ン ) とそのネームス
ペース内での名前、 およびその他のネームスペースとそのネームスペース内での名
前を指定する必要があ り ます。

スキーママッピングルールの正式な DTD 定義を次に示します。

<!ELEMENT attr-name-map (attr-name | class-name)*>

<!ELEMENT attr-name (nds-name, app-name)>
<!ATTLIST attr-name 
          class-name    CDATA    #IMPLIED>

<!ELEMENT class-name (nds-name, app-name)>

<!ELEMENT nds-name (#PCDATA)>

<!ELEMENT app-name (#PCDATA)>

複数のマッピングエレ メン ト をファ イルに定義できます。 各エレ メン トは、 ファ イルに
定義されている順番で処理されます。 1 つのク ラスまたは属性を複数回マッピングした
場合は、 初のマッピングが優先されます。

スキーママッピングルールの作成例を次に示します。

スキーマルール 1: 次のルールでは、 inetOrgPerson ク ラスについて、 ソースの surname 属
性をターゲッ トの sn 属性にマッピングします。

<attr-name-map>
   <attr-name class-name="inetOrgPperson">
      <nds-name>surname</nds-name>
      <app-name>sn</app-name>
   </attr-name>
</attr-name-map>

スキーマルール 2: 次のルールでは、 ソースの inetOrgPerson ク ラスの定義をターゲッ ト
の User ク ラスの定義にマッピングします。

<attr-name-map>
   <class-name>
      <nds-name>inetOrgPerson</nds-name>
      <app-name>User</app-name>
   </class-name>
</attr-name-map>

スキーマルール 3: 次の例では、 2 種類のルールを定義します。 1 つ目のルールでは、
Surname 属性を使用するすべてのク ラスについて、 ソースの Surname 属性をターゲッ ト
の sn 属性にマッピングします。 2 つ目のルールでは、 ソースの inetOrgPerson ク ラスの
定義をターゲッ トの User ク ラスの定義にマッピングします。
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<attr-name-map>
   <attr-name>
      <nds-name>surname</nds-name>
      <app-name>sn</app-name>
   </attr-name>
   <class-name>
      <nds-name>inetOrgPerson</nds-name>
      <app-name>User</app-name>
   </class-name>
</attr-name-map>

コマンド例 : スキーマルールが sr1.xml ファ イルに保存されている場合、 次のコマンド
を指定するこ とによ り、 1entry.ldf ファ イルの処理中にそのルールを使用するこ と、およ
び結果をターゲッ ト ファ イル outt1.ldf に送るこ とがインポート / エクスポート変換ユー
ティ リ ティに指示されます。

ice -o -sfile://sr1.xml -SLDIF -f1entry.ldf -c -DLDIF 
-foutt1.ldf

作成ルール

作成ルールによって、宛先ディ レク ト リ内に新規エン ト リ を作成する場合の条件が指定
されます。 次のエレ メン トがサポート されます。

必須属性 :  すべての必須属性について、 追加レコードに値が必要であるこ と、 値が
ない場合には追加が失敗するこ とを指定します。作成ルールでは、必須属性のデフォ
ルト値を指定できます。 レコードに属性値がない場合、 そのエン ト リにはデフォル
ト値が使用されます。 レコードに属性値がある場合は、 そのレコード値が使用され
ます。

一致属性 :  追加レコードに特定の属性が必要であ り、 特定の値に一致するこ と、 そ
うでない場合には追加が失敗するこ とを指定します。

テンプレート :  eDirectory 内のテンプレートオブジェク トの識別名を指定します。現
時点では、 Novell インポート / エクスポート変換ユーティ リ テ ィの作成ルールにテ
ンプレート を指定するこ とはできません。

作成ルールの正式な DTD 定義を次に示します。

<!ELEMENT create-rules (create-rule)*>

<!ELEMENT create-rule (match-attr*, 
                       required-attr*, 
                       template?)>
<!ATTLIST create-rule 
          class-name    CDATA   #IMPLIED
          description   CDATA   #IMPLIED>

<!ELEMENT match-attr    (value)+ >
<!ATTLIST match-attr
          attr-name      CDATA    #REQUIRED>

<!ELEMENT required-attr (value)*>
<!ATTLIST required-attr 
          attr-name     CDATA   #REQUIRED>

<!ELEMENT template EMPTY>
<!ATTLIST template
          template-dn   CDATA   #REQUIRED>
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複数の作成ルールをファイルに定義できます。 各ルールは、 ファ イルに定義されている
順番で処理されます。 ルールに適合しないレコードがある と、 そのレコードはスキップ
されますが、 レコードのスキップによるエラーは生成されません。

作成ルールの形式例を次に示します。

作成ルール 1: 次に紹介するルールでは、inetOrgPerson ク ラスの追加レコードに次の 3 つ
の条件が適用されます。 追加レコードには、 givenName 属性および Surname 属性が必要
です。 追加レコードには L 属性が必要ですが、 この属性値がない場合には、 作成ルール
によってデフォル ト値 「Provo」 に設定されます。

<create-rules>
   <create-rule class-name="inetOrgPerson">
      <required-attr attr-name="givenName"/>
      <required-attr attr-name="surname"/>
      <required-attr attr-name="L">
         <value>Provo</value>
      </required-attr>
   </create-rule>
</create-rules>

作成ルール 2: 次に紹介する作成ルールでは、ベースク ラスの種類に関係なく、すべての
追加レコードに次の 3 つの条件が適用されます。

追加レコードには、 givenName 属性が必要です。 この属性値がない場合、 追加は失
敗します。

追加レコードには、 Surname 属性が必要です。 この属性値がない場合、 追加は失敗
します。

追加レコードには、L 属性が必要です。この属性がない場合、L 属性はデフォルト値
「Provo」 に設定されます。 

<create-rules>
   <create-rule>
      <required-attr attr-name="givenName"/>
      <required-attr attr-name="Surname"/>
      <required-attr attr-name="L">
         <value>Provo</value>
      </required-attr>
   </create-rule>
</create-rules>

作成ルール 3: 次に紹介する作成ルールでは、ベースク ラスの種類に関係なく、すべての
追加レコードに次の 2 つの条件が適用されます。

作成ルールは、レコードにuid属性と して ratuidが指定されているかチェッ ク します。
この属性値がない場合、 追加は失敗します。

作成ルールは、 レコードに L 属性が指定されているかチェ ッ ク します。 この属性が
ない場合、 L 属性はデフォルト値 「Provo」 に設定されます。

<create-rules>
   <create-rule>
      <match-attr attr-name="uid">
         <value>cn=ratuid</value>
      </match-attr>
      <required-attr attr-name="L">
         <value>Provo</value>
      </required-attr>
   </create-rule>
</create-rules>
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コマンド例 : 作成ルールを crl.xml ファ イルに保存し、次のコマンドを指定するこ とによ
り、 1entry.ldf ファ イルの処理中にそのルールを使用するこ と、および結果をターゲッ ト
ファ イル outt1.ldf に送るこ とがインポート / エクスポート変換ユーティ リ テ ィに指示さ
れます。

ice -o -cfile://cr1.xml -SLDIF -f1entry.ldf -c -DLDIF 
-foutt1.ldf

配置ルール

配置ルールによって、 ターゲッ トディ レク ト リ内でエン ト リが作成される位置が決ま り
ます。 配置ルールでは、 次の 3 つの条件を使用して、 エン ト リの配置にそのルールを適
用すべきかど うかを決定します。

ク ラス一致 : 配置ルールにmatch classエレ メン トが定義されている場合、レコードに
定義されている objectClass は、ルールの class-name 属性に一致する必要があ り ます。
一致しない場合、 そのレコードには配置ルールが使用されません。

属性一致 : 配置ルールに match attribute エレ メン トが定義されている場合、レコード
では、match attributeエレ メン トに定義されている各属性について属性値が必要です。
一致しない場合、 そのレコードには配置ルールが使用されません。

パス一致 : 配置ルールに match path エレ メン トが定義されている場合、レコードの dn
部分は、 match path エレ メン トに定義されているプ リ フ ィ ッ クスに一致する必要が
あ り ます。 一致しない場合、 そのレコードには配置ルールが使用されません。

ルールの 後のエレ メン トによって、 エン ト リの配置場所が決ま り ます。 配置ルールで
は、 必要に応じて次のオプシ ョ ンを指定できます。

解析済み文字データ : 解析済み文字データを使用して、 エン ト リに使用するコンテ
ナの DN を指定します。

名前をコピー: 古い DN のネーミ ング属性を、エン ト リの新しい DN で使用するこ と
を指定します。

属性をコピー: エン ト リの新しい DN で使用するネーミ ング属性を指定します。指定
されたネーミ ング属性は、 エン ト リのベースク ラスのネーミ ング属性と して有効で
なければなり ません。

パスをコピー : ソース DN をターゲッ ト DN と して使用するこ とを指定します。

パスサフ ィ ッ クスをコピー:  ソース DNのパスの一部をターゲッ ト DN と して使用す
るこ とを指定します。 match-path エレ メン ト を指定した場合、 古い DN のパスの一
部、つま り、 match-path エレ メン トのプ リ フ ィ ッ クス属性に一致しない部分だけが、
エン ト リの DN の一部と して使用されます。

配置ルールの正式な DTD 定義を次に示します。

<!ELEMENT placement-rules (placement-rule*)>
<!ATTLIST placement-rules
          src-dn-format    (%dn-format;)   "slash"
          dest-dn-format   (%dn-format;)   "slash"
          src-dn-delims    CDATA           #IMPLIED
          dest-dn-delims   CDATA           #IMPLIED>

<!ELEMENT placement-rule (match-class*,
                          match-path*,
                          match-attr*,
                          placement)>
<!ATTLIST placement-rule
          description      CDATA            #IMPLIED>
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<!ELEMENT match-class      EMPTY>
<!ATTLIST match-class
          class-name       CDATA            #REQUIRED>

<!ELEMENT match-path       EMPTY>
<!ATTLIST match-path
          prefix           CDATA            #REQUIRED>

<!ELEMENT match-attr       (value)+ >
<!ATTLIST match-attr
          attr-name        CDATA            #REQUIRED>

<!ELEMENT placement        (#PCDATA | 
                           copy-name | 
                           copy-attr | 
                           copy-path | 
                           copy-path-suffix)* >

複数の配置ルールエレ メン ト をファ イルに定義できます。 各ルールは、 ファ イルに定義
されている順番で処理されます。 ルールに適合しないレコードがある と、 そのレコード
はスキップされますが、 レコードのスキップによるエラーは生成されません。

配置ルールの形式例を次に示します。scr-dn-format="ldap"属性および dest-dn-format="ldap"
属性によって、 ソース DN およびターゲッ ト DN のネームスペースが LDAP 形式と して
定義されます。

Novell インポート /エクスポート変換ユーティ リティがサポートするソース名およびター
ゲッ ト名は、 LDAP 形式だけです。

配置例 1: 次の配置ルールでは、 レコードはベースク ラス inetOrgPerson を持つ必要があ
り ます。 レコードがこの条件に適合する場合、 そのエン ト リは test コンテナの直下に置
かれ、ソース DN の 上位コンポーネン トがエン ト リの DN の一部と して使用されます。

<placement-rules src-dn-format="ldap" dest-dn-format="ldap">
    <placement-rule> 
       <match-class class-name="inetOrgPerson"></match-class>
       <placement>cn=<copy-name/>,o=test</placement> 
    </placement-rule> 
 </placement-rules>

ベースク ラス inetOrgPerson および次の DN を持つレコードがある と します。

dn: cn=Kim Jones, ou=English, ou=Humanities, o=UofZ

このレコードは、 例に示したルールに従って、 ターゲッ トディ レク ト リ内で次の DN を
持ちます。

dn: cn=Kim Jones, o=test

配置例 2: 次の配置ルールでは、 レコードは sn 属性を持つ必要があ り ます。 レコードが
この条件に適合する場合、 そのエン ト リは test コンテナの直下に置かれ、 ソース DN の
上位コンポーネン トがエン ト リの DN の一部と して使用されます。

<placement-rules src-dn-format="ldap" dest-dn-format="ldap">
    <placement-rule> 
       <match-attr attr-name="sn"></match-attr> 
       <placement>cn=<copy-name/>,o=test</placement> 
    </placement-rule> 
 </placement-rules>
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次の DN および sn 属性を持つレコードがある と します。

dn: cn=Kim Jones, ou=English, ou=Humanities, o=UofZ
sn: Jones

このレコードは、 例に示したルールに従って、 ターゲッ トディ レク ト リ内で次の DN を
持ちます。

dn: cn=Kim Jones, o=test

配置例 3: 次の配置ルールでは、 レコードは sn 属性を持つ必要があ り ます。 レコードが
この条件に適合する場合、 そのエン ト リは test コンテナの直下に置かれ、 sn 属性がエン
ト リの DN の一部と して使用されます。 copy-attr エレ メン トに指定された属性は、 エン
ト リのベースク ラスのネーミ ング属性でなければなり ません。

<placement-rules src-dn-format="ldap" dest-dn-format="ldap">
  <placement-rule> 
    <match-attr attr-name="sn"></match-attr> 
    <placement>cn=<copy-attr attr-name="sn"/>,o=test</placement>
  </placement-rule> 
</placement-rules>

次の DN および sn 属性を持つレコードがある と します。

dn: cn=Kim Jones, ou=English, ou=Humanities, o=UofZ
sn: Jones

このレコードは、 例に示したルールに従って、 ターゲッ トディ レク ト リ内で次の DN を
持ちます。

dn: cn=Jones, o=test

配置例 4: 次の配置ルールでは、 レコードは sn 属性を持つ必要があ り ます。 レコードが
この条件に適合する場合、 ソース DN がターゲッ ト DN と して使用されます。

<placement-rules src-dn-format="ldap" dest-dn-format="ldap">
    <placement-rule> 
       <match-attr attr-name="sn"></match-attr> 
       <placement><copy-path/></placement> 
    </placement-rule> 
 </placement-rules>

配置例 5: 次の配置ルールでは、 レコードは sn 属性を持つ必要があ り ます。 レコードが
この条件に適合する場合、 エン ト リの DN 全体が test コンテナにコピーされます。

<placement-rules src-dn-format="ldap" dest-dn-format="ldap">
    <placement-rule> 
       <match-attr attr-name="sn"></match-attr> 
       <placement><copy-path-suffix/>,o=test</placement> 
    </placement-rule> 
 </placement-rules>

次の DN および sn 属性を持つレコードがある と します。

dn: cn=Kim Jones, ou=English, ou=Humanities, o=UofZ
sn: Jones

このレコードは、 例に示したルールに従って、 ターゲッ トディ レク ト リ内で次の DN を
持ちます。

dn: cn=Kim Jones, ou=English, ou=Humanities, o=UofZ, o=test
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配置例 6: 次の配置ルールでは、 レコードは sn 属性を持つ必要があ り ます。 レコードが
この条件に適合する場合、 エン ト リの DN 全体が neworg コンテナにコピーされます。

<placement-rules>
 <placement-rule>
  <match-path prefix="o=engineering"/>
  <placement><copy-path-suffix/>o=neworg</placement>
 </placement-rule>
</placement-rules>

次に例を示します。

dn: cn=bob,o=engineering

これは次のよ うにな り ます。

dn: cn=bob,o=neworg

コマンド例 : 配置ルールが pr1.xml ファ イルに保存されている場合、 次のコマンドを指
定するこ とによ り、 1entry.ldf ファ イルの処理中にそのルールを使用するこ と、および結
果をターゲッ ト ファ イル foutt1.ldf に送るこ とがインポート / エクスポート変換ユーティ
リ ティに指示されます。

ice -o -pfile://pr1.xml -SLDIF -f1entry.ldf -c -DLDIF 
-foutt1.ldf

LBURP(LDAP Bulk Update/Replication Protocol)

Novell インポート / エクスポート変換ユーティ リ テ ィでは、 LDAP サーバへの非同期リ
クエス トの送信に、 LBURP を使用します。 これによ り、 リ クエス トは常にプロ ト コル
で指定された順序で処理されます。複数プロセッサ間の相互関係やオペレーティングシ
ステムのスケジューラの設定によって処理順序が変わるこ とはあ り ません。

LBURP によ り、Novell インポート / エクスポート変換ユーティ リ テ ィは、複数の更新操
作を 1 つのリ クエス ト と して送信した り、 これらすべての更新操作に対する応答を 1 つ
のレスポンス と して受け取るこ とができます。 これによ り、 プロ ト コルのネッ ト ワーク
処理効率が向上します。

LBURP は次のよ うに機能します。

1. Novell インポート / エクスポート変換ユーティ リ テ ィが LDAP サーバにバインド し
ます。

2. サーバから ク ラ イアン トにバインド レスポンスが送られます。

3. ク ラ イアン トからサーバに開始 LBURP 拡張リ クエス トが送られます。

4. サーバから ク ラ イアン トに開始 LBURP 拡張レスポンスが送られます。

5. 必要に応じてク ライアン トからサーバにLBURP操作拡張リ クエス トが送られます。 

これらの リ クエス トは非同期で送信するこ と もできます。 リ クエス ト ご とに通し番
号が付けられ、 同じ ク ラ イアン トから同じ接続を介して送信された個々のリ クエス
トの順序はこの通し番号によって特定されます。 各リ クエス トには、 少な く と も 1
つの LDAP 更新操作が設定されます。

6. サーバは、 受け取った各 LBURP 操作拡張リ クエス ト を通し番号に従って順番に処
理し、 リ クエス ト ご とに LBURP 操作拡張レスポンスを送信します。

7. サーバへの更新操作の送信がすべて終了する と、 ク ラ イアン ト はサーバに終了
LBURP 拡張リ クエス ト を送り ます。

8. サーバから ク ラ イアン トに終了 LBURP 拡張レスポンスが送られます。
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LBURP プロ ト コルによ り、Novell インポート / エクスポート変換機能は、サーバにデー
タを転送する と きに送信元と送信先の間のネッ ト ワーク接続の限界まで転送速度を上
げるこ とができます。 ネッ ト ワーク接続が十分に高速であれば、 Novell インポート / エ
クスポート変換機能から リ クエス トが送られて く るのを待つ必要がないため、サーバは
すべての処理時間を更新操作の処理だけに費やすこ とができます。

更新操作の処理効率をさ らに上げるため、 eDirectory の LBURP プロセッサは、 データ
ベースへの更新操作をグループに分けて行います。 LBURP の採用によ り、 従来の同期
処理の場合と比べて、 LDIF のインポート処理の効率は大幅に改善されています。

LBURP はデフォルトで有効になっていますが、 LDIF のインポート中に無効にするこ と
もできます。

LDIF のインポート中に LBURP の有効 / 無効を切り替えるには、 次を実行します。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory の保守］ > ［インポート / エクスポート変換ウ ィザード］ の順にク リ ッ ク
します。

3 ［ディ スク上のファ イルからデータをインポート ］ > ［次へ］ の順にク リ ッ ク します。

4 ［ファ イルタイプ］ ド ロ ップダウン リ ス トから LDIF を選択し、 インポートするデー
タが格納されている LDIF ファ イルの名前を指定します。

5 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

6 データをインポートするLDAPサーバと ログインのタイプ(匿名ログインまたは認証
ログイン ) を指定します。

7 ［詳細設定］ の下の ［LBURP を使用］ を選択します。

8 ［次へ］ をク リ ッ ク し、 表示される指示に従って LDIF インポート ウ ィザードでの残
りの作業を完了します。 

重要 : LBURP は比較的新しいプロトコルであるため、バージョン 8.5 より以前の eDirectory サーバおよび
eDirectory 以外のサーバの大部分は、LBURP をサポートしていません。Novell eDirectory インポート / エク

スポート変換ウィザードを使用して LBURP をサポートしていないサーバに LDIF ファイルをインポートす
る場合は、LDIF のインポートが正しく行われるよう、LBURP オプションを無効にします。

コマンド ラ インオプシ ョ ンを使用して、 LDIF のインポート中に LBURP の有効 / 無効を
切り替えるこ とができます。詳細については、 141 ページの 「-B」 を参照して ください。

LDAP ディレクトリ間でスキーマを移行する

LDAP ディ レク ト リ間でのスキーマの移行に関する詳細については、 Novell Developer 
Portal の 『NetWare Application Notes(NetWare アプ リ ケーシ ョ ン ノート ) (http://
www.developer.novell.com/research)』 を参照して ください。

LDIF のインポートを高速化する

1 つの LDIF ファ イルに数千または数百万のレコードがある場合は、 次のこ とを検討し
て ください。

162 ページの 「読み書き可能レプリ カを持つサーバに直接インポートする」

162 ページの 「LBURP を使用する」

162 ページの 「データベースキャ ッシュを設定する」

162 ページの 「簡易パスワードを使用する」

163 ページの 「インデッ クスを使用する場合の注意」
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読み書き可能レプリカを持つサーバに直接インポートする

実行が可能な場合は、 LDIF ファ イルで示されているすべてのエン ト リ を含む、 読み書
き可能レプリ カを持つサーバを LDIF のインポート先に選択します。 これによ りネッ ト
ワーク効率を大幅に高めるこ とができます。 

更新時には、 インポート先サーバから他の eDirectory サーバへのチェーン接続は行わな
いでください。 これによ り、 パフォーマンスはかな り低下します。 ただし、 一部の更新
対象エン ト リが LDAP を実行していないサーバ上だけに存在する場合には、 LDIF ファ
イルをインポートするためにチェーン接続が必要になるこ と もあ り ます。

レプ リ カとパーティシ ョ ン管理の詳細については、 5 章 117 ページの、「パーティシ ョ ン
およびレプリ カの管理」 を参照してください。

LBURP を使用する

Novell インポート / エクスポート変換機能では、 ネッ ト ワーク と eDirectory サーバの処
理をできるだけ効率化するために、 ウ ィザード とサーバの間でのデータ転送に LBURP
を使用します。LDIF のインポート時に LBURP を使用するこ とによ り、LDIF のインポー
トにかかる時間が大幅に短縮されます。

LBURP の詳細については、160 ページの「LBURP(LDAP Bulk Update/Replication Protocol)」
を参照して ください。

データベースキャッシュを設定する

eDirectory で使用できるデータベースキャッシュの容量は、 LDIF インポートの処理速度
に大き く影響します。 特に、 サーバ上のエン ト リの総数が多いほど影響は大き くな り ま
す。LDIF のインポートでは、インポート実行中にはできるだけ多くのメモ リ を eDirectory
に割り当てる と効率的です。 インポートが完了してサーバの負荷が通常レベルに戻った
ら、 メモ リの設定を元にもどすこ とができます。 この方法は、 eDirectory サーバで実行
する処理がインポートだけの場合に特に効果があ り ます。

eDirectory データベースキャッシュの設定の詳細については、15 章 443 ページの、「Novell
eDirectory のメンテナンス」 を参照して ください。

簡易パスワードを使用する

Novell eDirectory では、 パブリ ッ クキーとプライベート キーのペアを使用して認証を行
います。 これらのキーの生成は、 CPU に大きな負荷のかかる処理です。 eDirectory 8.7.3
では、 パスワードの格納に、 NMASTM(Novell Modular Authentication Service) の簡易パス
ワード機能を使用できます。 簡易パスワードを使用する場合、 パスワードはディ レク ト
リ内の安全な場所で保持されますが、 キーのペアはサーバ間での認証で実際に必要にな
るまで生成されません。 これによ り、 パスワード情報を持つオブジェク ト をロードする
速度を大幅にアップできます。

LDIF のインポート時に簡易パスワードを有効にするには、 次を実行します。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory の保守］ > ［インポート / エクスポート変換ウ ィザード］ の順にク リ ッ ク
します。

3 ［ディ スク上のファ イルからデータをインポート ］ > ［次へ］ の順にク リ ッ ク します。

4 ［ファ イルタイプ］ ド ロ ップダウン リ ス トから LDIF を選択し、 インポートするデー
タが格納されている LDIF ファ イルの名前を入力します。
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5 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

6 データをインポートするLDAPサーバと ログインのタイプ(匿名ログインまたは認証
ログイン ) を指定します。

7 ［詳細設定］ の下の ［NMAS 通常パスワード / ハッシュ化パスワードを格納する］ を
選択します。

8 ［次へ］ をク リ ッ ク し、 表示される指示に従って、 LDIF インポート ウ ィザードでの
残りの作業を完了します。 

パスワードの格納に簡易パスワードを使用する場合は、 eDirectory ツ リーへのログイン
および従来型のフ ァ イルサービスや印刷サービスへのアクセスには、 NMAS 対応の
Novell ClientTM を使用する必要があ り ます。 またサーバには NMAS がインス トールされ
ている必要があ り ます。 名前とパスワードのバインドを行う LDAP アプ リ ケーシ ョ ン
は、 簡易パスワード機能と スムーズに連携します。

NMAS の詳細については、『Novell Modular Authentication Service Administration Guide(Novell
Modular Authentication Service 管理ガイ ド ) (http://www.novell.com/documentation/japanese/
nmas22/index.html)』 を参照して ください。

インデックスを使用する場合の注意

不要なインデッ クスがある と、 LDIF のインポートにかかる時間が長くな り ます。 これ
は、 定義されているすべてのインデッ クスで、 設定されている属性値を持つエン ト リ ご
とに追加の処理が実行されるためです。 LDIF をインポートする前に、 不要なインデッ
クスがないこ とを確認します。 インデッ クスを作成する と きは、 あらかじめデータ確認
済みのプレディ ケー ト統計をロード してインデッ ク スが本当に必要な箇所を確認する
と、 不要なインデッ クスを減らすこ とができます。

インデッ クスの調整の詳細については、 163 ページの 「インデッ クスマネージャ」 を参
照して ください。

インデックスマネージャ

インデッ クスマネージャは、 サーバオブジェク ト の属性の 1 つで、 データベースイン
デッ クスの管理に使用します。 eDirectory では、 データベースインデッ クスを使用する
こ とによって、 クエ リの処理速度が大幅に向上します。 

Novell eDirectory には、 基本的なクエ リの機能を提供する一連のインデッ クスが付属し
ています。 これらデフォル トのインデッ クスの対象となる属性を次に示します。

CN 別名オブジェクト名

dc Obituary

Given Name Member

Surname Reference

uniqueID Equivalent to Me

GUID NLS:Common Certificate

cn_SS Revision

uniqueID_SS extensionInfo

ldapAttributeList ldapClassList
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またカスタマイズされたインデッ クスを作成して、 ユーザの環境における eDirectory の
パフォーマンスをさ らに向上させるこ とができます。 たとえば、 デフォル トでインデッ
クス付けされていない属性を検索する新しいLDAP アプリ ケーシ ョ ンが組織に導入され
た場合、 その属性に対するインデッ クスを作成する と便利です。 
注 : インデックスを使用することにより検索の処理速度は上がりますが、インデックスの数が増えるほど更
新にかかる時間が長くなります。一般には、パフォーマンスの問題が特定のディレクトリの検索に関係する

と思われる場合に、新しいインデックスを作成します。

Novell iManager を使用して、 インデッ クスを作成または削除します。 インデッ クス名、
状態、 タイプ、 ルール、 インデッ クス付き属性など、 インデッ クスのプロパティ を表示
した り、 管理するこ とができます。 

プレディケート統計データを使用する と、 どのよ う なインデッ クスを追加したらユーザ
の環境で便利であるかを確認できます。 プレディケート統計データは ConsoleOne での
み使用できます。 168 ページの 「プレディケートデータ」 を参照して ください。

インデックスを作成する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory の保守］ > ［インデッ クス管理］ の順にク リ ッ ク します。

3 利用可能なサーバのリ ス トからサーバを選択します。 

4 ［インデッ クスの変更］ ページで ［作成］ をク リ ッ ク します。

5 インデッ クス名を入力します。 

インデッ クス名を入力しなかった場合は、 選択した属性が自動的にインデッ クス名
と して設定されます。

重要 : 「$」文字は属性値の区切り記号として使用されます。インデックス名に「$」文字を使用する場

合、前に円記号 (¥) を付けて、LDAP でインデックスを作成するときに「$」文字をエスケープします。

6 属性を選択します。

7 インデッ クスのルールを選択します。

値 : 属性の値全体または値の 初の部分を照合します。 たとえば、 値一致は、
「Jensen」 に一致する 「LastName」 のあるエン ト リ の検索や、 「Jen」 で始ま る
「LastName」 があるエン ト リの検索に使用できます。

存在 :  特定の属性値ではなく、 属性の存在のみを検索します。 Login Script 属性
を持つエン ト リ をすべて検索するクエ リは、 存在インデッ クスを使用します。 

下位文字列 :  属性値文字列のサブセッ ト を照合します。たとえば、「der」 とい う
値を含む「LastName」 を検索するクエ リ を実行する と、「Derington」、「Anderson」、
および 「Lauder」 が照合の結果と して返されます。

下位文字列インデッ クスは、 作成や維持を行う と きに も多くの リ ソースが消
費されるインデッ クスです。    

8 ［OK］ をク リ ッ クする と、 インデッ クステーブルが更新されます。

9 ［適用］ をク リ ッ クする と、 リ ンバがバッ クグラウンドプロセス と して再起動され、
変更内容が有効になり ます。
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インデックスを削除する

作成したインデッ クスが不要になる場合があ り ます。 必要のない、 ユーザ定義または自
動で作成したインデッ クスは、 削除できます。 プレディケート統計を使用して、 重要度
の低いインデッ クスを調べるこ とができます。詳細については、168 ページの 「プレディ
ケートデータ」 を参照してください。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory の保守］ > ［インデッ クス管理］ の順にク リ ッ ク します。

3 利用可能なサーバのリ ス トからサーバを選択します。 

4 ［インデッ クスの変更］ ページで、削除するユーザインデッ クスまたは自動追加イン
デッ クスを選択します。

5 ［削除］ をク リ ッ クする と、 インデッ クステーブルが更新されます。

6 ［適用］ をク リ ッ クする と、 リ ンバがバッ クグラウンドプロセス と して再起動され、
変更内容が有効になり ます。

インデックスをオフラインにする

一時的にインデッ クスをオフラインにするこ とで、処理のピーク時にパフォーマンスを
調整できます。 たとえば、 ユーザ定義のインデッ クスの使用をすべて中断する と、 バル
クロードを高速化できます。オブジェク ト を追加または変更する と きは定義されている
インデッ クスを更新する必要があ り、すべてのインデッ クスをアクティブにする とデー
タのバルク ロードの速度が遅く なるためです。 バルク ロードが完了する と、 再びイン
デッ クスをオンラインにできます。 

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory の保守］ > ［インデッ クス管理］ の順にク リ ッ ク します。

3 利用可能なサーバのリ ス トからサーバを選択します。 

4 ［インデッ クスの変更］ ページで、 オフラインにするインデッ クスを選択して、
［変更状況］ をク リ ッ ク します。 

表示されているテーブルでは、 インデッ クスの状態が ［オンラ イン］ から ［オフラ
イン］ に変わり ます。 インデッ クスは、 次のいずれかの状態になり ます。

オンライン : 現在実行中です。

オフライン : 一時停止中です。 ［オンライン］ をク リ ッ クする と再開します。

新規 : オンラインに移動するために待機中です。

削除済 : インデッ クステーブルから削除するために待機中です。

5 ［適用］ をク リ ッ ク します。

他のサーバ上でインデックスを管理する

あるサーバで便利に使用されているインデッ クスがあ り、 このインデッ クスを他のサー
バでも使用する場合は、 他のサーバにインデッ ク ス定義をコピーできます。 またプレ
ディケートデータを調べる と、これとは逆のケースが発生する場合もあ り ます。つま り、
複数のサーバで使用されていたインデッ クスが、そのいずれかのサーバで不要になる と
いったケースです。 このよ う な場合、 インデッ クスが不要になったサーバからインデッ
クスを削除できます。    
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インデッ クスマネージャを使用する と、 他のインスタンスに影響を与えずに、 インデッ
クスの 1 つのインスタンスを処理できます。 

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory の保守］ > ［インデッ クス管理］ の順にク リ ッ ク します。

3 利用可能なサーバのリ ス トからサーバを選択します。 

4 同じツ リーの別のサーバにインデッ クス定義をコピーするには、［インデッ クス位置
の変更］ をク リ ッ ク します。

5 コピーするインデッ クス定義を選択します。

インデッ クスを 1 つ選択する と、 そのインデッ クスを提供するツ リー内のサーバが
一覧表示されます。

6 このカラムを使用して、 インデッ クスのコピーを目的のサーバに移動します。

7 ［適用］ をク リ ッ ク します。

Novell インポート / エクスポート変換ユーティリティを使用してインデックスを管理
する

Novell インポート / エクスポート変換ユーティ リ ティ を使用してインデッ クスを作成ま
たは削除できます。 

インデッ ク スを作成または削除するには、 LDIF ファ イルを使用する必要があ り ます。
LDIF ファ イルがインポート されたら、 リ ンバを開始してインデッ クス処理を初期化す
るこ とができます。 その他の場合には、 インデッ クス処理はリ ンバが開始されたと きに
自動的に行われます。 

LDIF ファ イルにインデッ クスを指定するには値が必要です。次の場合、 ドル ($) 記号で
区切られた文字列は無視されます。

順序 文字列 説明

1 Index version 今後の使用のために予約されています。eDirectory では、

常に 0 に設定します。

2 Index name ユーザ定義のインデックス名 ( 姓、郵便番号など ) を指定

します。文字列には、ドル ($) 記号は使用できません。

3 Index state インデックスの状態を指定します。インデックスを定義す
る場合、このフィールドには 2( オンライン ) を設定しま

す。eDirectory では次の値がサポートされています。 

0 - 一時停止。該当するインデックスがクエリに使用さ

れず、更新もされていない状態を示します。

1 - オンライン開始中。該当するインデックスが作成中

であることを示します。

2 - オンライン。該当するインデックスが使用されてい

ることを示します。

3 - 作成待機中。該当するインデックスの定義が完了し、

バックグラウンド処理で実行されるまで待機中である
ことを示します。

バックグラウンドプロセスは、インデックスの構築を開始
した後に状態を変更します。
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インデックスを作成する LDIF ファイルの例

dn: cn=testServer-NDS,o=Novell

changetype: modify

add: indexDefinition

indexDefinition: 0$indexName$2$2$0$1$attributeName

インデックスを削除する LDIF ファイルの例

dn: cn=osg-nw5-7, o=Novell

changetype: modify

4 Index rule マッチングのタイプを指定します。

0 - 値一致。値全体または値の 初の部分を含むクエリ

を 適化します。たとえば、「Jensen」または「Jen」
ではじまる文字列と一致する surname属性を持つエン

トリのクエリなどがあります。 

1 - 存在一致。属性の存在のみを含むクエリを 適化し

ます。たとえば、surname 属性を持つすべてのエント

リのクエリなどがあります。

2 - 下位文字列一致。一致する文字列を含むクエリを

適化します。たとえば、「der」の文字列を含む surname
属性を持つエントリのクエリなどがあります。このク
エリでは、「Derington」「Anderson」および「Lauder」
といった surname 属性を持つエントリが返されます。

5 Index type インデックスの作成者を指定します。インデックスを定義
する場合、この値には 0 を設定する必要があります。

eDirectory では次の値がサポートされています。

0 - ユーザ定義

1 - 属性作成時に追加

2 - 操作時に必要

3 - システムインデックス

6 Index value state インデックスのソースを指定します。インデックスを定義
する場合、この文字列には 1 を設定します。eDirectory で

は次の値がサポートされています。

0 - 未初期化

1 - サーバから追加

2 - ローカル DIB から追加

3 - ローカル DIB から削除

4 - ローカル DIB から変更

7 Attribute name 属性の NDS 名を指定します。eDirectory では多くの属性

が LDAP 名と NDS 名の両方を持っています。この文字列

には NDS 名が必要です。 

順序 文字列 説明
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delete: indexDefinition

indexDefinition: 0$indexName$2$2$0$1$attributeName

プレディケートデータ

プレディケートデータは、 検索の対象となったオブジェク トに関する、 サーバ固有の履
歴を表します。 このデータおよびデータの収集は、 eDirectory のインス トール時に作成
された ndsPredicateStats オブジェク ト を通して管理されます。 ndsPredicateStats オブジェ
ク トの名前は、 サーバ名に 「-PS」 が追加されたものにな り ます。 

プレディケートデータを使用して も頻繁に検索されているオブジェ ク ト を識別し、そ
のオブジェク トのインデッ クスを作成して今後のアクセスを高速化できます。

プレディケートデータを管理する

プレディケート統計は、 常時実行する機能ではあ り ません。 プレディケート統計の収集
は、 検索のパフォーマンスに影響を与えます。 また、 データベースのサイズが大きい場
合には、 統計の収集に長時間かかり ます。 特定のディ レク ト リの検索で、 パフォーマン
スの低下が問題になっている と思われる場合に、 プレディケート統計を使用します。

ConsoleOne の ［プレディケートデータ］ プロパティページを使用して、データの収集を
管理します。

1 ConsoleOne で、 サーバオブジェク ト を右ク リ ッ ク します。

2 ［プロパティ］ > ［プレディケートデータ］ > ［プロパティ］ の順にク リ ッ ク します。

3 ndsPredicateStats オブジェク トに対して適切な設定を入力します。

［更新間隔］ :  データ表示を リ フレッシュし、データをディ スクに書き込むまでの秒
数を指定します。 

［詳細］ > ［有効］ :  収集プロセスをバッ クグラウンドで実行するか、 または実行し
ないかを指定します。 データの収集をオフにする と、 後に収集されたデータがメ
モ リから解放されます。［ディ スクへ書き込む］ を選択する と、データはディ スクへ
書き込まれます。

［詳細］ > ［ディ スクへ書き込む］ :  プレディケートデータの格納場所を決定します。
常にメモ リに格納するか、［更新間隔］ で指定したディ スクにメモ リから書き込むか
を指定します。   

［詳細］ > ［値の表示］ :  データを省略して表示するか、 または完全に表示するかを
選択します。 省略表示では、 インデッ クスの対象に適しているプレディケート を判
断するために必要な情報が表示されます。

4 ［OK］ をク リ ッ クする と、 オブジェク ト設定が更新されます。

eDirectory Service Manager
eDirectory Service Manager では、使用可能な eDirectory サービスおよびそのステータスに
ついての情報が提供されます。 また、 Service Manager から これらのサービスを開始また
は停止できます。

Service Manager は eDirectory サービスのみを管理します。 dsservcfg.xml 設定ファイルを
使用して管理を行います。 このファ イルには、 各プラ ッ ト フォームで管理できるサービ
スを表示します。 リ ス トにサービスを追加または削除するこ と もできます。
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eDirectory Service Manager には次の方法でアクセスできます。

169 ページの 「eMBox ク ラ イアン トのサービスマネージャ eMTool を使用する」

170 ページの 「Novell iManager でサービスマネージャプラグインを使用する」

eMBox クライアントのサービスマネージャ eMTool を使用する

eMBox(eDirectory Management Toolbox) ク ラ イアン トはコマンド ラ インで実行される Java
ク ラ イ アン ト で、 eDirectory Service Manager eMTool に リ モー ト ア ク セスでき ます。
eDirectory の一部と してサーバ上に emboxclient.jar ファ イルがインス トールされます。
JVM を実行しているコンピュータならどれからでも実行できます。 eMBox ク ラ イアン
トの詳細については、 479 ページの 「eMBox コマンド ラ インク ラ イアン トの使用」 を参
照して ください。

eMBox ク ラ イアン トのサービスマネージャ eMTool は、 次の手順で使用します。 

1 非対話式モードで eMBox ク ラ イアン ト を実行するには、コマンド ラ インに次のコマ
ンドを入力します。

java -cp path_to_the_file/emboxclient.jar embox -i

( ク ラスパスにすでに emboxclient.jar ファ イルが含まれている場合、 「java embox
-i」 と入力するだけです )。

次の eMBox ク ラ イアン トのプロンプ トが表示されます。

eMBox Client>

2 Service Manager を実行するサーバにログインするには、次のコマンドを入力します。 
login -sserver_name_or_IP_address -pport_number 

-uusername.context -wpassword -n

ポート番号は通常 80 または 8008 です。 ただし、 すでにそのポート を使用している
Web サーバが存在する場合は異な り ます。 -n オプシ ョ ンを使用する と、 セキュ リ
テ ィ保護されていない接続を開始します。

eMBox ク ラ イアン トはログインが成功したかど うかを表示します。

3 次のいずれかの Service Manager コマンドを入力します。

eMBox ク ラ イアン トで list -tservice コマンドを使用して、 Service Manager オ
プシ ョ ンの詳細を表示するこ と もできます。詳細については、483 ページの 「eMTool
とそのサービスを表示する」 を参照して ください。

4 eMBox ク ラ イアン トからログアウ トするには、 次のコマンドを入力します。 
logout

5 eMBox ク ラ イアン ト を終了するには、 次のコマンドを入力します。

exit

コマンド 説明

service.serviceList 利用できる eDirectory サービスを表示します。

service.serviceStart -nModule_name 指定された eDirectory サービスを開始します。

service.serviceStop -nModule_name 指定された eDirectory サービスを停止します。

service.serviceInfo -nModule_name 指定されたサービスに関する情報を表示します。
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Novell iManager でサービスマネージャプラグインを使用する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory の保守］ > ［サービスマネージャ］ の順にク リ ッ ク します。

3 管理するサーバを指定し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

4 選択したサーバの認証を行い、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

5 eDirectory サービスの状態をチェ ッ ク した り、 サービスを開始または停止するには、
次のアイコンを使用します。

アイコン 説明

サービスは実行中です。

サービスは停止しています。

サービスを開始します。

サービスを停止します。

サービスは実行中ですが、停止できません。
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7 Novell iMonitor 2.1 の使用

Novell® iMonitor は、 eDirectoryTM ツ リー内にあるすべてのサーバに対して、 複数プラ ッ
ト フォーム対応の監視および診断機能を提供します。 Novell iMonitor ユーティ リ ティ を
使用する と、ネッ ト ワーク上で Web ブラウザを使用できる場所ならどこからでもサーバ
を監視できます。

また iMonitor によ り、 eDirectory 環境に対して、パーティシ ョ ン、 レプ リ カ、 またはサー
バベースの詳細な管理が可能になり ます。 また、 実行しているタスクの種類、 タスクの
開始時間、 結果、 および実行時間を検証できます。 

iMonitor は、Novell が従来提供していたサーバベースの eDirectory ツール (DSBrowse、DS
ト レース、 DSDiag、 および DSRepair が持つ診断機能など ) に対して、 その代わりに使用
できる機能や置き換えるこ とのできる機能を提供します。 これらの機能は、 Web ベース
で利用できます。 このため、 iMonitor の機能は主にサーバで動作するこ とに重点を置い
ています。 つま り eDirectory ツ リー全体ではなく、 個々の eDirectory エージェン ト ( ディ
レク ト リサービスで実行しているインスタンス ) の状態が、iMonitor の機能に対して重要
な要素となり ます。

iMonitor 2.1 の機能は次のとおりです。

eDirectory ヘルスサマ リ

同期情報

認識されているサーバ

エージェン トの環境設定

eDirectory ヘルスチェッ ク

ハイパーリ ンク付きの DS ト レース

エージェン トの環境設定

エージェン ト アクティ ビティおよび Verb 統計

レポート

エージェン ト情報

エラー情報

オブジェク ト / スキーマブラウザ

DirXML® モニタ

検索

パーティシ ョ ン リ ス ト

エージェン トプロセスのステータス

バッ クグラウンドプロセスのスケジュール
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DSRepair

接続監視

iMonitor の情報は、 次の要素に基づいて表示されます。

確立された識別情報

iMonitor で実行するすべての要求は、 識別情報に基づく eDirectory 権によって制限
されます。 たとえば、 ［DSRepair］ ページにアクセスするには、 アクセスを行うサー
バに対して、 サーバの管理者またはコンソールオペレータ と してログインする必要
があ り ます。

監視している eDirectory エージェン トのバージ ョ ン

新しいバージ ョ ンの NDS® および eDirectory には、 以前のバージ ョ ンにはない機能
とオプシ ョ ンがあ り ます。

iMonitor に表示された情報から、 ローカルサーバの状態が一目でわかり ます。

この章では次の ト ピッ クについての情報を説明します。

172 ページの 「システム要件」

173 ページの 「iMonitor へアクセスする」

173 ページの 「iMonitor のアーキテクチャ」

179 ページの 「iMonitor の機能」

196 ページの 「セキュ リ テ ィ保護された iMonitor 操作の実現」

システム要件

iMonitor 2.1 を使用するには次のソフ ト ウェアが必要です。

Internet Explorer 5.5 以降、 または Netsacpe 7.02 以降

Novell eDirectory 8.7.1 以降

プラットフォーム

iMonitor 2.1 ユーティ リ テ ィは次のプラ ッ ト フォームで動作します。

NetWare® 5.1 Support Pack 4 以降

Novell iMonitor は AUTOEXEC.NCF に格納されます。

Windows NT、 2000、 および 2003 Server (SSL なし )
Linux

Solaris

AIX

HP-UX

NetWare および Windows では、 eDirectory が実行される と、 iMonitor は自動的にロード
されます。 Linux、 Solaris、 AIX、 および HP-UX の場合、 ndsimonitor コマンドで -l オプ
シ ョ ンを使用して iMonitor を ロードでき ます。 また、 /etc/ndsimon.conf フ ァ イルに
[ndsimonitor] を追加して、eDirectory サーバを開始する前に iMonitor を自動的にロードす
るこ と もできます。
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監視できる eDirectory のバージョン

iMonitor を使用して監視できる NDS および eDirectory のバージ ョ ンは次のとおりです。

NetWare 4.11 用以降のすべてのバージ ョ ンの NDS および eDirectory

Windows 用のすべてのバージ ョ ンの NDS および eDirectory 

Linux、Solaris、AIX、および HP-UX 用のすべてのバージ ョ ンの NDS および eDirectory

iMonitor へアクセスする

1 iMonitor の実行ファイルが eDirectory サーバで実行されているこ とを確認します。

2 Web ブラウザを開きます。

3 アドレス (URL) のフ ィールドに、 次の形式で入力します。

http://server’s_TCPIP_address:httpstack_port/nds

たとえば、 次のよ うに入力します。

http://137.65.135.150:8008/nds

DNS 名は、 iMonitor 内でサーバの IP または IPXTM アドレス、 も し くは識別名を使用
できる箇所であれば常に使用できます。たとえば、次のよ うな DNS が設定されてい
る と します。 

http://prv-gromit.provo.novell.com/nds?server=prv-igloo.provo.novell.com

これは、 次の設定と同等です。

http://prv-gromit.provo.novell.com/nds?server=IP_or_IPX address

または

http://prv-gromit.provo.novell.com/nds?server=/cn=prv-
igloo,ou=ds,ou=dev,o=novell,t=novell_inc

eDir HTTPS スタ ッ クが有効であれば、 HTTPS を通して iMonitor を使用できます。

4 ユーザ名、 コンテキス ト 、 パスワードを指定します。 

すべての機能にアクセスするには、 完全識別名を指定して管理者と してログインす
るか、 管理者と同等のアクセス権でログインします。

5 ［ログイン］ をク リ ッ ク します。

iMonitor のアーキテクチャ

174 ページの 「iMonitor ページの構成」

175 ページの 「動作モード」

176 ページの 「すべてのページからアクセス可能な iMonitor の機能」

176 ページの 「NetWare Remote Manager との統合」

177 ページの 「環境設定ファ イル」
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iMonitor ページの構成

iMonitor の各ページは、ナビゲータフレーム、アシスタン ト フレーム、データフレーム、
およびレプリ カフレームの 4 つのフレームまたはセクシ ョ ンに分かれています。

図 26 iMonitor の各フレーム

ナビゲータフレーム :  ページの上部にあ り ます。 このフレームには、データの読み込み
元のサーバ名、ユーザの識別情報、および他の画面 ( オンラインヘルプ、ログイン、サー
バポータルなどの iMonitor ページ ) に リ ンクするためのアイコンが表示されます。

アシスタン ト フレーム :  ページの左側にあ り ます。 このフレームには、 ナビゲーシ ョ ン
用の項目 ( 他のページへのリ ンクなど )、データフレームでのデータの検索に使用する項
目、および表示されているページでのデータの取得や解釈に使用する項目が含まれます。

データフレーム :  上部にある リ ンクをク リ ッ クする と、ローカルサーバに関する詳細情
報が表示されます。 Web ブラウザがフレームをサポート していない場合には、 このペー
ジだけが表示されます。

レプ リ カフレーム :  現在表示されているレプ リ カを判別できます。また リ ンクを使用し
て、 現在表示されている情報が、 他のサーバやレプリ カを基準と したと きに、 どのよ う
な状態になっているかを確認できます。 表示したページに、 要求したデータの他のレプ
リ カが存在する場合、 またはデータフレームに表示されている情報を別の状態で表示す
るレプ リ カが存在する可能性がある場合にのみ、 レプ リ カフレームが表示されます。 
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動作モード

Novell iMonitor には、 ダイレク トモード とプロキシモード という 2 種類の動作モードが
あ り ます。 モードを切り替えるために環境設定情報を変更する必要はあ り ません。 モー
ドは Novell iMonitor が自動的に切り替えますが、 eDirectory ツ リーのナビゲート を正し
く効率的に行うために、 これらのモードについて理解しておく こ とをお勧めします。

図 27 動作モード

ダイレク トモード : ダイレク トモードが使用されるのは、 Web ブラウザが iMonitor の実
行ファイルを実行しているコンピュータ上のアドレスまたは DNS 名を直接ポイン ト し
ていて、 そのコンピュータのローカル eDirectory DIB 上の情報だけを読み込んでいる場
合です。

iMonitor の機能の中にはサーバ限定のものもあ り ます。 こ こでい う 「サーバ限定」 の機
能とは、 ローカルコンピュータ上で動作している iMonitor 以外からは使用できない機能
のこ とです。 サーバ限定の機能では、 リモートからアクセスできないローカル API の
セッ ト を使用します。 サーバ限定の iMonitor の機能には、 DS ト レース、 DSRepair、 お
よび ［バッ クグラウンドプロセスのスケジュール］ ページなどがあ り ます。 ダイレク ト
モードの場合、 すべての iMonitor 機能がローカルコンピュータから利用できます。

ダイレク トモードの主な特徴は次のとおりです。

サーバ限定の機能をすべて使用できます。

ネッ ト ワークの通信量が減少します ( 高速アクセスが可能 )。

eDirectory のバージ ョ ンに関係なく、 プロキシによるアクセスも可能です。

プロキシモード : プロキシモードが使用されるのは、Web ブラウザが、1 つのコンピュー
タ上で実行されている iMonitor をポイン ト していて、同時に他のコンピュータから情報
を読み込んでいる場合です。 iMonitor では、 サーバ限定でない機能に対してはサーバ限
定でない従来の eDirectory プロ ト コルを使用するため、 NDS 6.x 以降の従来のバージ ョ
ンの eDirectory でも監視や診断の対象にできます。 ただし、 サーバ限定の機能では、 リ
モートからアクセスできない API が使用されます。

NDS iMonitor

Solaris
eDirectory

NDS iMonitor

NT/Win2k
eDirectory

NDS iMonitor NDS iMonitor

NetWare 5.1
eDirectory

NetWare 5 SP4
eDirectory

NT Server
eDirectory

NetWare 4.11
NDS 6.xx

NetWare 5
NDS 7.xx
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プロキシモードが有効なと きに、他のサーバの動作モードをダイレク トモードに切り替
える こ と もできます。ただし、そのサーバの eDirectory のバージ ョ ンで iMonitor がサポー
ト されている こ とが条件です。プロキシによる情報収集対象のサーバ上で iMonitor が実
行されている場合は、 ナビゲータフレームに追加のアイ コンボタンが表示されます。
カーソルをこのアイ コン上に移動する と、 その リ モー ト サーバ上で実行されている リ
モート iMonitor へのリ ンクが表示されます。 ただし、情報収集対象のリモートサーバで
以前のバージ ョ ンの eDirectory が実行されている場合は、 このアイコンは表示されませ
ん。 そのリモートサーバが iMonitor をサポート しているバージ ョ ンの eDirectory にアッ
プグレード されるまでは、そのサーバからの情報収集には常にプロキシを使用する必要
があ り ます。

プロキシモードの主な特徴は次のとおりです。

ツ リー内のすべてのサーバで iMonitor を実行しなくても、iMonitorの機能の大部分を
利用できます

1 つのサーバをアップグレードするだけで済みます

1 つのアクセスポイン トでダイヤルインが可能です

iMonitor自体へのアクセスには低速な リ ンクを使用し、iMonitorから eDirectory情報へ
のアクセスには高速な リ ンクを使用できます

以前のバージ ョ ンの NDS の情報にアクセスできます

サーバ限定の機能は、 iMonitor がインス トールされているコンピュータ以外では使
用できません

すべてのページからアクセス可能な iMonitor の機能

エージェン トの要約、 エージェン ト情報、 エージェン トの環境設定、 ト レースの環境設
定、 DSRepair、 レポート 、 および検索の各ページには、 ナビゲータフレームを使用する
こ とによってどの iMonitor ページからでも リ ンクできます。 その他、 どの iMonitor ペー
ジからでも、 Novell Support Web ページにログインおよびリ ンクできます。

［ログイン］ ボタンと ［ログアウ ト ］ ボタン : ログインしていない状態では、 ［ログイン］
ボタンが有効になり ます。 システムにログインしている状態では ［ログアウ ト ］ ボタン
が表示され、 これを使用する とブラウザウ ィンド ウを閉じるこ とができます。 ブラウザ
ウ ィンド ウがすべて閉じられるまでは iMonitor セッシ ョ ンは開いたままになるため、再
びログインする必要はあ り ません。 自分のログインステータスは、 ナビゲータフレーム
に表示された識別情報を調べるこ とによって、 どのページからでも確認できます。

Support Connection ページへのリ ンク : ページ右上に表示される Novell のロゴは、Novell
Support Connection Web ページへのリ ンク と して使用できます。 こ こから Novell の Web
サイ トに直接リ ンク して、 新のサーバパッチキッ ト 、 更新データ、 各製品に固有なサ
ポート情報などを取得できます。

NetWare Remote Manager との統合

NetWare 5 以降のサーバからは NetWare Remote Manager へリ ンクでき、 NetWare サーバ
の監視、診断、およびト ラブルシューティング情報の取得が Web ベースで実行できます。 

iMonitor と NetWare Remote Manager を統合する方法を次に示します。

NetWare Remote Managerのライ ト ウェイ ト Webサーバ(httpskt.nlm)は、NetWareプラ ッ
ト フォームに対して、 iMonitor アーキテクチャの第 1 層を割り当てます。
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iMonitor が NetWare Remote Manager (portal.nlm) に登録されます。これで、iMonitor お
よび他の eDirectory 固有の情報へのリ ンクが、NetWare Remote Manager インタフェー
ス経由で使用可能になり ます。 

これらのリ ンクは、 Remote Manager インタフェースの ［eDirectory の管理］ セクシ ョ
ンに表示されます。 また eDirectory エージェ ン ト のヘルス情報への リ ン ク が、
eDirectory 関連のカテゴ リ内にあるヘルスモニタの ［Diagnose Server( サーバの診断 )］
セクシ ョ ンに表示されます。 

また、 NetWare Remote Managere が eDirectory に登録されます。 これによ り iMonitor と
NetWare Remote Manager 間のクロス リ ファレンスが可能になり、 各ツール間の移動が、
よ り スムーズにな り ます。

環境設定ファイル

iMonitor に含まれる環境設定ファ イルを使用する と、 ユーティ リ テ ィのデフォルトの動
作や値を変更した り、 設定するこ とができます。 

環境設定ファ イルはテキス ト ファ イルで、必要な値が指定された環境設定パラ メータタ
グが含まれています。 このファ イルは NetWare および Windows 上では iMonitor の実行
可能ファ イルと同じディ レク ト リ ( 通常 Novell eDirectory の実行可能ファ イルと同じ場
所 )、 または Linux、 Solaris、 AIX、 および HP-UX 上では /etc ディ レク ト リにあ り ます。

177 ページの 「ndsimon」

178 ページの 「ndsimonhealth」

ndsimon

ndsimon の環境設定ファ イルでは、 ト レースファ イルの設定の変更、 サーバへのアクセ
ス制御、 コンテナのリ ス ト表示または検索結果を表示する際のオブジェク トの 大表示
数の設定、 およびアイ ドル状態が何分続く と接続がログアウ トするかを指定できます。

ndsimon の環境設定ファイルに設定するパラ メータには、 次のよ うな 2 種類のグループ
があ り ます。

iMonitor の実行可能ファイル自体の実行方法に適用されるパラ メータ

NetWare の場合を除き、iMonitorの実行可能ファイルはロード される と、従来の HTTP
ポート 80 でリ ッスンします。 このポートが使用中の場合、 待機するポート を 8008
に切り替えます。ポート 8008 が使用中の場合は、 iMonitor はさ らにポート を切り替
え、番号を 2 ずつ増やしながら (8010、8012 など )8078 に達するまで使用可能なポー
ト番号を検索します。 

SSL が設定され使用可能になっている場合も、 同様のパターンでバインドが実行さ
れます。この場合、 初にポート 81がバインド され、次に8009、8011、8013と続きます。 

これによ り、 iMonitor と、 同じサーバで実行している Web サーバとの共存が可能に
なり ます。プラ ッ ト フォームによっては、 インス トールされた Web サーバをロード

サーバ 環境設定ファイル

NetWare sys:\system\ndsimon.ini

Windows NT および Windows 2000 install directory\novell\NDS\ndsimon.ini

Linux、Solaris、AIX、HP-UX /etc/ndsimon.conf
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する前に iMonitor をロードできます。 また、 iMonitor をバインドするポート を選択
するこ と もできます。 通常のポートおよび SSL ポートは、 HttpPort および HttpsPort
パラ メータをそれぞれに使用して設定できます。 付属の環境設定ファイルに、 サン
プルがコ メン ト アウ ト されて含まれています。 デフォル トでは、 iMonitor は、 ロー
ドするサーバのすべての NIC アドレスにバインド されます。ただし、［アド レス］ パ
ラ メータを使用して、 バインドするアドレスをコンマ区切り形式の リ ス トで指定で
きます。

NetWare でも、 ポート選択について同様の規則が使用されますが、 この規則は
NetWare Remote Manager HTTP スタ ッ ク (httpstk.nlm) によって制御されます。この規
則の詳細は、 NetWare Remote Manager のマニュアルに記載されています。

特定の機能またはページに適用されるパラ メータ

iMonitor に付属する環境設定ファ イルには、 変更可能なパラ メータのサンプルが含
まれています。これらのパラ メータの先頭にはシャープ記号 (#) が付いています。こ
れは、 パラ メータがコ メ ン ト アウ ト されているこ とを示していて、 iMonitor が環境
設定ファイルを解析する と きには、 これらのパラ メータは無視されます。 付属する
環境設定ファ イルでは、 これらのパラ メータにはすべて、 内部でバインド されたデ
フォル ト値が使用されます。これらのパラ メータを使用可能にする、またはパラ メー
タを追加するには、 行の先頭の 「#」 を削除します。

ndsimonhealth

ndsimonhealth の環境設定ファイルでは、 ［エージェン トヘルス］ ページのデフォル ト設
定を変更できます。 ［エージェン トヘルス］ オプシ ョ ンを有効または無効にした り、 オ
プシ ョ ンのレポート レベルおよび範囲を設定した り、サーバのレポート レベルを設定で
きます。

ndsimonhealth の環境設定ファイルに設定するオプシ ョ ンには、次のよ うな 3 種類のオプ
シ ョ ンがあ り ます。

有効または無効に設定するだけのオプシ ョ ン

オプシ ョ ンを無効にするには、 オプシ ョ ンの前のシャープ記号 (#) を削除し、 コロ
ン (:) の後ろにリ ス ト表示されるすべてのレベルを 「OFF」 に置き換えます。 これら
のオプシ ョ ンのレポート レベルを設定するには、オプシ ョ ンの前の 「#」 文字を削除
し、 コ ロ ンの後ろにレポー ト レベルを追加し ます。 有効なレベルは、 WARN、
MARGINAL、 および SUSPECT です。 これらのオプシ ョ ンに入力できるレポート レ
ベルは 1 つだけです。

設定の範囲を指定する一般オプシ ョ ン

これらのオプシ ョ ンでは、レポート レベルの設定を有効または無効にした り、レポー
ト レベルを設定した りできます。 またレポート レベルの範囲の設定もできます。

これらのすべてのオプシ ョ ンのレポート レベルを設定するには、 オプシ ョ ン名の後
に -active と記述し、 その後ろに設定するレポート レベルを記述します。 たとえば、
time_delta をアクティブに設定するには、環境設定ファイルに次の行を追加します。 

サーバ 環境設定ファイル

NetWare sys:\system\ndsimonhealth.ini

Windows NT および Windows 2000 install directory\novell\NDS\ndsimonhealth.ini

Linux、Solaris、AIX、HP-UX /etc/ndsimonhealth.conf
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time_delta-active:WARN

time_delta を非アクティブに設定するには、環境設定ファイルに次の行を追加します。

time_delta-active:OFF

範囲を入力する場合、 指定する範囲はこのレポート レベルを表示しない範囲です。

3 つすべてのレポート レベルをアクティブにするオプシ ョ ンの設定方法、および範囲
の設定方法については、次の time_delta の例を参照してください。 この例では、 -2 ～
2 の範囲外では少なく と も marginal のレベルが表示され、-5 ～ 5 の範囲外では少なく
と も suspect のレベルが表示され、 -10 ～ 10 の範囲外では warning のレベルが表示さ
れます。

time_delta-active:WARN | SUSPECT | MARGINAL
time_delta-Min_Warn:      -10
time_delta-Min_Suspect:    -5
time_delta-Min_Marginal:   -2
time_delta-Max_Marginal:    2
time_delta-Max_Suspect:     5
time_delta-Max_Warn:        10

これらのオプシ ョ ンのヘルプを表示するには、 iMonitor で次の URL を入力します。

http://XXX.XXX.XXX.XXX:PORT/nds/help?hbase=/nds/health/OPTION_NAME

XXX.XXX.XXX.XXX:PORT には iMonitor がアクセスでき る IP ア ド レス とポー ト、
OPTION_NAME にはヘルプ表示するオプシ ョ ン名 (time_delta など ) を入力します。

現在の設定レベルと範囲を表示するには、 ブラウザを使用して表示するオプシ ョ ン
を含むヘルスページへ進み、 ブラウザの URL 行の 後に次を追加します。

&op=setup

カスタム設定または複合設定が必要なオプシ ョ ン

設定できるレポート レベルには次の 3 種類があ り ます。 

WARN は、すぐにアップグレードする必要があるバージ ョ ンの eDirectory を実行
しているサーバを検出します。

SUSPECTは、アップグレードが望まれるバージ ョ ンのeDirectoryを実行している
サーバを検出します。

MARGINALは、 新バージ ョ ンではないeDirectoryを実行しているサーバを検出
します。

これらのオプシ ョ ンは、 サーバのバージ ョ ンが指定された許容範囲にあるかど うか
のレポート レベルを設定します。

iMonitor の機能

このセクシ ョ ンでは iMonitor の機能について簡単に説明します。

iMonitor が持つ各機能の詳細については、 オンラインヘルプの該当するセクシ ョ ンを参
照して ください。

180 ページの 「eDirectory サーバのヘルス情報の表示」

181 ページの 「パーティシ ョ ン同期ステータスの表示」

181 ページの 「サーバ接続情報の表示」

182 ページの 「認識されているサーバの表示」
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182 ページの 「レプ リ カ情報の表示」

183 ページの 「DS エージェン ト を制御および環境設定する」

184 ページの 「 ト レースを環境設定する」

185 ページの 「プロセスステータス情報の表示」

185 ページの 「エージェン ト アクティビティの表示」

186 ページの 「 ト ラフ ィ ッ クパターンの表示」

186 ページの 「バッ クグラウンドプロセスの表示」

186 ページの 「eDirectory サーバエラーの表示」

187 ページの 「DSRepair 情報の表示」

187 ページの 「エージェン トのヘルス情報の表示」

187 ページの 「ツ リー内のオブジェク トの参照」

188 ページの 「同期またはパージのためのエン ト リの表示」

189 ページの 「レプ リ カの同期ステータスの表示」

189 ページの 「レポートの設定と表示」

190 ページの 「スキーマ、 ク ラス、 および属性定義の表示」

191 ページの 「オブジェク トの検索」

191 ページの 「ス ト リームビューアの使用」

192 ページの 「DIB セッ トのク ローン」

eDirectory サーバのヘルス情報の表示

［エージェン ト の要約］ ページでは、 同期設定、 エージェン ト プロセスのステータス、
データベースで認識されているサーバの総数など、 eDirectory サーバのヘルス情報を表
示できます。

1 iMonitor で、 ［エージェン トの要約］ をク リ ッ ク します。

2 次のオプシ ョ ンから選択します。

［エージェン ト同期の概要］ レプ リ カの数と タイプ、およびこれらレプ リ カが正常に
同期されてから経過した時間を表示できます。その他、レプ リ カのタイプ別にエラー
の数を表示するこ と もできます。 表示できるレプ リ カまたはパーティシ ョ ンが 1 つ
だけの場合、 項目名は 「パーティシ ョ ン同期ステータス」 にな り ます。

［エージェン ト同期の概要］ が表示されない場合は、ユーザの識別情報に基づく権利
で表示できるレプ リ カがないこ とを意味します。

［データベースで認識されているサーバ合計］ ローカルデータベースが認識してい
るサーバのタイプと数、 および各サーバが実行中であるかど うかを表示できます。

［エージェン ト プロセスのステータス合計］ エージェン ト上で実行されているプロ
セスのステータスを、 管理者に依頼せずに自分で調べるこ とができます。 ステータ
ス情報は問題や重要な情報が発生したと きに記録されます。 表示される表のサイズ
は、 記録されているステータスの数によって異な り ます。
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パーティション同期ステータスの表示

［エージェン ト同期］ ページでは、 パーティシ ョ ンの同期状態を表示できます。 ページ
の左側のアシスタン ト フレームに一覧表示されているオプシ ョ ンから選択して、表示す
る情報を絞り込むこ と もできます。

1 iMonitor で、 アシスタン ト フレームの ［エージェン ト同期］ をク リ ッ ク します。

2 次のオプシ ョ ンから選択します。

［パーティシ ョ ン同期ステータス］ パーティシ ョ ン、 エラーの数、 終同期時刻、
大リ ングデルタを表示できます。

［パーティシ ョ ン］ パーティシ ョ ンごとの 「レプ リ カ同期］ ページへのリ ンクを表示
できます。

［ 終同期日時］ サーバから個々のパーティシ ョ ンのレプ リ カをすべて同期できた
と きから経過した時間を表示できます。

［ 大 リ ングデルタ］ リ ング内にあるすべてのレプ リ カに対して同期できない可能
性があるデータ量を表示します。 たとえば、 ユーザが自分のログインスク リプ ト を
変更してから 30 分が経過していない場合、 大リ ングデルタへの割り当てが 45 分
であれば、 このユーザのログインは正常に同期されないおそれがあ り ます。 その場
合、このユーザはログイン時に前のログインスク リプ ト を受け取るこ とにな り ます。
ユーザが 45 分以上前にログインスク リプ ト を変更している場合は、このユーザはす
べてのレプリ カから常に新しいログインスク リプ ト を受け取るこ とにな り ます。

［ 大リ ングデルタ］ に ［不明］ が表示されている場合は、遷移同期ベク トルに不整
合があ り、 レプ リ カ / パーティシ ョ ン操作が実行中などの理由で 大リ ングデルタ
を計算できないこ とを意味します。

サーバ接続情報の表示

［エージェン ト情報］ ページでは、 ローカルサーバの接続情報を表示できます。

1 iMonitor で、 アシスタン ト フレームの ［エージェン ト情報］ をク リ ッ ク します。

2 次のオプシ ョ ンから選択します。

［Ping 情報］ サーバからのアドバタイズ先アドレスのセッ トに対して、iMonitor が IP
Ping を送信したこ とを表示します。 表示されるのは、 応答があった場合です。

［DNS 名］ iMonitor がサーバによってサポート されている IP アドレスに対してアド
レスの反転を試みたこ とを表示します。 対応する DNS 名が表示されます。

使用している ト ランスポート、 環境設定、 およびプラ ッ ト フォームによっては、 こ
の情報が表示されない場合もあ り ます。 

［接続情報］ サーバの参照、 タイムデルタ、 一番ルート側のマスタレプ リ カ、 および
レプリ カ深さなどのサーバの情報を表示できます。

使用している ト ランスポート、 環境設定、 およびプラ ッ ト フォームによっては、 こ
の情報が表示されない場合もあ り ます。

［サーバ照会先］ ローカルサーバへのアクセスに使用できるアド レスを一括して表
示できます。

［時刻同期済み］ レプ リ カの 終タイムスタンプが現在の時刻よ り大きい値でない
限り、 合成時刻や将来の時刻は使用されていないこ とを示します。

eDirectory では、サーバの現在時刻に基づいてタイムスタンプが正し く発行されるよ
う、 時刻の同期が行われるこ とが前提と されています。 ただし、 時刻同期プロ ト コ
ルが同期状態にあるこ とは保証されていません。
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［タ イムデルタ］ iMonitor と リモートサーバの時刻の差を秒単位で表示できます。 負
の整数が表示された場合、 iMonitor の時刻はリモートサーバの時刻よ り進んでいま
す。 正の整数が表示された場合は、 iMonitor の時刻はリモートサーバの時刻よ り遅
れています。

［ もルー ト に近いマスタレプ リ カ］ 上位のレプ リ カつま りネーミ ングツ リーの
ルートに も近いレプリ カがマスタレプ リ カであるこ とを示します。

［レプ リ カ深さ］ 上位レプリ カの深さ ( 上位レプリ カとツ リーのルートの間のレ
ベル数 ) を表示します。

認識されているサーバの表示

［認識されているサーバの リ ス ト ］ には、 ソースサーバのデータベースが認識している
すべてのサーバのリ ス トが表示されます。 この リ ス トには、 データベースで認識されて
いるすべてのサーバを表示するこ と も、 レプ リ カ リ ング内のすべてのサーバを表示する
こ と もできます。 サーバの横にアイコンが表示された場合、 そのサーバはレプリ カ リ ン
グのメンバーです。

1 iMonitor で、 アシスタン ト フレームの ［認識サーバ］ をク リ ッ ク します。

2 次のオプシ ョ ンから選択します。

［エン ト リ ID］ ローカルサーバのオブジェク ト識別子を表示します。エン ト リ ID は、
複数のサーバ間で共用するこ とはできません。

［NDS リ ビジ ョ ン］ 通信相手のサーバにキャ ッシュまたは保存されている eDirectory
ビルド番号または NDS バージ ョ ンを表示します。

［ステータス］ サーバのステータス ( 稼動中、 停止中、 不明 ) を表示します。 通信相
手のサーバのステータスが不明となっている場合、 過去にこのサーバと通信する必
要がなかったこ とを表します。

［ 終更新時刻］ 該当するサーバが相手サーバと 後に通信を試みて、その相手サー
バが停止中であるこ とを検出したと きの時刻を表示します。 このカラムが表示され
ない場合は、 すべてのサーバが稼働中であるこ とを意味しています。

レプリカ情報の表示

［パーティシ ョ ン］ ページでは、 通信相手のサーバ上にあるレプ リ カに関する情報を表
示できます。ページの左側のアシスタン ト フレームに一覧表示されているオプシ ョ ンか
ら選択して、 表示するページの情報を絞り込むこ とができます。

［サーバパーティシ ョ ン情報］ 該当するサーバのパーティシ ョ ンについての情報 ( エン ト
リ ID、 レプ リ カの状態、 パージ時間、 終更新時刻など ) を表示できます。

［パーティシ ョ ン］ サーバのパーティシ ョ ンの Tree オブジェク トに関する情報を表示で
きます。

［パージ時間］ すべてのレプ リ カが削除を認識しているためにすでに削除されたデータ
を、 データベースから削除できる時間を示します。

［ 終変更時刻］ このレプ リ カのデータベースに書き込まれたデータの、 後に発行され
たタイムスタンプを表示できます。 これによ り、 将来の時刻が設定されていないかど う
か、 および合成時刻が使用されていないかど うかを確認できます。

［レプ リ カ同期］ パーティシ ョ ンに対応する ［レプ リ カ同期サマ リ ］ ページを表示できま
す。 ［レプ リ カ同期］ ページには、 パーティシ ョ ン同期ステータス と レプ リ カステータ
スについての情報が表示されます。 また、 パーティシ ョ ンと レプ リ カの リ ス ト を表示す
るこ と もできます。 
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DS エージェントを制御および環境設定する

［エージェン ト環境設定］ ページでは、 DS エージェン トの制御および環境設定ができま
す。 このページで利用できる機能は、 現在の識別情報に基づく権利および使用している
eDirectory のバージ ョ ンによって異な り ます。

1 iMonitor で、 ［エージェン ト環境設定］ をク リ ッ ク します。

2 次のオプシ ョ ンから選択します。

［エージェン ト情報］ ローカルサーバの接続情報を表示できます。

［パーティシ ョ ン］ 通信しているサーバ上にあるレプ リ カを表示できます。

［レプ リ ケーシ ョ ンフ ィルタ］ 指定した eDirectory エージェン トに対して設定された
レプ リ ケーシ ョ ンフ ィルタを表示できます。 NDS eDirectory 8.5( ビルドバージ ョ ン
85.xx) は、 フ ィルタ済みレプリ カと呼ばれる機能を初めて実装した eDirectory バー
ジ ョ ンです。 フ ィルタ済みレプ リ カの使用と設定方法の詳細については、 125 ペー
ジの 「フ ィルタ済みレプリ カを設定し管理する」 を参照して ください。

［エージェン ト ト リ ガ］ バッ クグラウンドプロセスを開始します。エージェン ト ト リ
ガは、 機能的には SET DSTRACE=*option コマンド と同じです。

［バッ クグラ ウン ドプロセス処理設定］ 特定のバッ クグラ ウン ドプロセスを実行す
る時間間隔を変更します。 バッ クグラ ウン ドプロセスの設定は、 機能的には SET
DSTRACE=!option コマンド と同じです。

［エージェン ト同期］ インバウン ド同期やアウ トバウン ド同期を無効または有効に
します。 同期を無効にする期間 ( 単位は時間 ) を指定できます。

［データベースキャ ッシュ］ DS データベースエンジンが使用するデータベース
キャ ッシュのサイズを設定します。 提供される さまざまなキャ ッシュ統計情報によ
り、 適切な量のキャ ッシュが利用可能であるかを判断できます。 十分なキャ ッシュ
がないと、 システムのパフォーマンスが悪化する原因とな り ます。

［ログイン設定］ ログイン更新のキュー登録を無効にします。更新が有効な場合、更
新の時間間隔を増減するこ と もできます。

eDirectory の 新バージ ョ ンでは、ログイン速度を向上するパフォーマンス強化機能
が実装されています。 NDS の以前のバージ ョ ンでは、 ログイン時に変更を実行する
必要があったためユーザの待機時間が発生していましたが、 今回の強化によ り、 変
更がキューに登録されるよ うにな り ました。eDirectory データベースに変更を加える
と きは必ずデータベースのロ ッ クが必要です。 そのため使用率の高い時間帯には、
データベースのロ ッ クを必要とする リ クエス ト の数がその時点でいくつあるかに
よって、 ログイン時間が非常に長くなった り予測できない場合があ り ました。 ロ ッ
クの必要性をな く し、 ログイン更新をキュー登録するこ とによ り、 ログイン速度が
大幅に向上し、 予測しやすくな り ました。

このオプシ ョ ンでは、異なる eDirectory 環境でキュー登録の動作を制御できます。環
境によっては、 キュー登録されたデータが重要であれば、 即時にデータベースに書
き込む必要があ り ます。 その場合ユーザは、 更新が実行される間待機する必要があ
り ます。 また別の環境では、 データは全く使用されず、 無視する こ とができます。
デフォルトの動作は、 多くの環境に適した設定になっています。
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トレースを環境設定する

［ ト レースの環境設定］ ページでは、 ト レースを設定できます。 Novell iMonitor の DS ト
レース機能はサーバ限定の機能です。つま り、 この機能は iMonitor が動作しているサー
バ以外からは起動できません。 他のサーバで実行されている DS ト レース機能にアクセ
スするには、 そのサーバで実行されている iMonitor に切り替える必要があ り ます。

［ ト レースの環境設定］ ページの情報にアクセスするには、 サーバの管理者と同等の権
利またはコンソールオペレータの権利が必要です。 このページの情報にアクセスする前
に、 認証情報の確認のためにユーザ名とパスワードを入力する必要があ り ます。

1 iMonitor で、 ［ ト レースの環境設定］ をク リ ッ ク します。

2 次のオプシ ョ ンから選択します。

［更新］ ト レースオプシ ョ ンおよび ト レース行プ リ フ ィ ッ ク スに変更を送信できま
す。 DS ト レースがオフになっている と きに ［オン］ ボタンをク リ ッ クする と、 DS
ト レースがオンにな り ます。 DS ト レースがすでにオンになっている と きに ［更新］
ボタンをク リ ッ クする と、 変更内容が現在の ト レースに反映されます。

［オン］ / ［オフ］ DS ト レースをオンまたはオフにします。 ボタン上に表示される文
字列は、 DS ト レースが現在オンかオフかによって異な り ます。 DS ト レースがオン
になっている場合、 ボタン上には ［ ト レースオフ］ とい う文字列が表示されます。
DS ト レースのオンとオフを切り替えるには、 このボタンをク リ ッ ク します。 DS ト
レースがオフになっている と きに ［ ト レースオン］ をク リ ッ ク した場合の動作は、
［更新］ ボタンをク リ ッ ク した場合と同じです。

［ ト レース行プレフ ィ ッ クス］ このオプシ ョ ンを使用する と、 ト レース行の先頭に追
加するデータを選択するこ とができます。

［DS ト レースオプシ ョ ン］ ト レースを開始したローカル DS エージェン ト上のイベ
ン トに対して適用されます。 ［DS ト レースオプシ ョ ン］ を使用する と、 エラーと潜
在的な問題、 およびローカルサーバ上の eDirectory に関する情報を表示できます。
［DS ト レースオプシ ョ ン］をオンにする と、CPU の負荷が増え、システムのパフォー
マンスが低下します。 このため、 DS ト レースオプシ ョ ンは診断のみに使用して、通
常はオフにします。［DS ト レースオプシ ョ ン］は、機能的には SET DSTRACE=+option
コマンド と同じですが、 使い易さの点では勝っています。

［イベン ト環境設定］ DS ト レースで監視のために有効または無効にする eDirectory イ
ベン トオプシ ョ ンを リ ス ト表示します。イベン ト システムは、オブジェク トの追加、
削除、 属性値の変更など、 ローカルな操作に対してイベン ト を生成します。 個々の
イベン ト タイプ対して、 そのイベン ト タイプに固有の情報が含まれた構造が返され
ます。

［ ト レース履歴］ 以前に実行した ト レースの リ ス ト を表示できます。各ト レースログ
は、 ト レースデータの収集期間によって識別されます。

［ ト レース ト リ ガ］ DS ト レース内で、 指定した DS エージェン ト情報を表示するた
めに設定する必要があるフラグを表示できます。ト レース ト リ ガを有効にした場合、
ト レースに書き込まれる情報の量が多く な り ます。 Novell サポート からの指示が
あった場合にのみ、 ト レース ト リ ガを有効にするこ とをお勧めします。

3 ［ ト レースオン］ をク リ ッ ク して DS ト レースをオンにし、 変更を送信します。

4 iMonitor で DS ト レースを表示するには、 または ［ ト レースライブ］ をク リ ッ ク し
ます。
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プロセスステータス情報の表示

［エージェン トプロセスのステータス］ページでは、バッ クグラウンドプロセスのステー
タスに関するエラーと発生した各エラーの詳細情報を表示できます。ページの左側のア
シスタン ト フレームに一覧表示されているオプシ ョ ンから選択して、 このページに表示
する情報を絞り込むこ とができます。

1 iMonitor で、 アシスタン ト フレームの ［エージェン トプロセスのステータス］ をク
リ ッ ク します。

現在、 バッ クグラウンドプロセスのステータスで報告される情報には、 次のものが
含まれます。

スキーマの同期

破損通知処理

外部参照 /DRL

リ ンバ

修復

エージェントアクティビティの表示

［エージェン ト アクテ ィ ビティ］ ページでは、 ト ラフ ィ ッ クパターンや考えられるシス
テムボ トルネッ クを調べるこ とができます。 このページには、 eDirectory で現在処理さ
れているバーブおよび要求を表示できます。 また、 これらのうち、 データベースへの書
き込みのために DIB ロ ッ クを取得しよ う と している要求がどれかを特定した り、 DIB
ロ ッ クの取得待機中の要求数を調べるこ と もできます。

Novell eDirectory 8.6 以降を実行しているサーバを表示する と、パーティシ ョ ンの リ ス ト 、
およびナビゲータフレームで指定したサーバがあるレプ リ カ リ ングを対象と している
サーバも表示されます。 Novell eDirectory 8.6 を導入する と、 同期処理はシングルスレッ
ドではなくな り ます。 1 つの 8.6 サーバに、1 つ以上のレプ リ ケーシ ョ ンパートナーへの
アウ トバウンドパーティシ ョ ンが同時に複数存在する可能性があ り ます。 このため、 こ
のよ う な並行同期処理の監視がさ らに容易になるよ う、 ［同期アクテ ィ ビテ ィ］ ページ
が作成されています。

1 iMonitor で、 アシスタン ト フレームの ［エージェン ト アクティ ビティ］ をク リ ッ ク
します。

2 次のオプシ ョ ンから選択します。

［Verb Activity and Statistics(バーブアクティ ビティおよび統計情報 )］ eDirectory の
後の初期化以降に呼び出されたバーブの総数や発行された リ クエス トの数を リ アル
タイムで表示できます。 また、 現在アクティブになっている要求の数と、 これらの
要求を処理するための 小、 大、 および平均時間 ( ミ リ秒単位 ) も表示されます。

［Synchronization Current and Schedule( 現在同期およびスケジュール )］ インバウン
ド同期およびアウ トバウン ド同期が発生したさまざまな時刻の リ ス ト を表示しま
す。 インバウンド同期またはアウ トバンド同期が現在実行中の場合、 プロセスが実
行中であるこ と、 そのサイ クルが開始された時刻、 およびそのプロセスを実行して
いるサーバを示すアイコンも表示されます。

インバウンド同期およびアウ トバウンド同期が無効になっている場合は、 現在同期
が無効である こ とおよび再び有効になる予定の時刻を示すアイ コンが表示されま
す。 アウ トバウンド同期では、 次に再び有効になる予定の時刻も表示されます。
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［イベン ト ］ 現在アクティブな状態にあるイベン ト 、 イベン トハンド ラの統計情報と
イベン ト統計情報サマリ、 および呼び出された現在のイベン ト権利機能のリ ス ト を
表示できます。

［バッ クグラ ウン ド処理スケジュール］ スケジュールされているバッ クグラ ウン ド
処理、 その現在の状態、 および再実行のスケジュールを表示できます。

トラフィックパターンの表示

［Verb 統計］ ページでは、 ト ラフ ィ ッ クパターンや考えられるシステムボ トルネッ クを
調べるこ とができます。 このページでは、 eDirectory の 後の初期化以降に呼び出され
たバーブの総数や発行された リ クエス ト の数を リ アルタ イムで表示する こ と もできま
す。 その他、 これら リ クエス トの う ち現在アクティブなものの数や、 これら リ クエス ト
の処理にかかる時間の 大値、平均値、 小値 ( それぞれミ リ秒単位 ) も表示できます。
バッ クグラウンドプロセス、 バインダ リ、 および標準 eDirectory リ クエス トが追跡され
ます。

このページを以前のバージ ョ ンの eDirectory で表示する と、 eDirectory 8.5 以降で表示す
る場合よ り情報量が少なくな り ます。

バックグラウンドプロセスの表示

［バッ クグラウン ド処理スケジュール］ ページでは、 スケジュールされているバッ クグ
ラウンドプロセスを、 現在の状態と次回の実行予定時刻と と もに表示できます。 Novell
iMonitor のバッ クグラウンド処理スケジュール機能は、サーバ限定の機能です。つま り、
この機能は iMonitor が動作しているサーバ以外からは表示できません。他のサーバで実
行されているバッ クグラウンド処理スケジュール機能にアクセスするには、そのサーバ
で実行されている iMonitor に切り替える必要があ り ます。eDirectory 8.5 にアップグレー
ド したサーバの数が増えれば、 iMonitor のサーバ限定機能の利用範囲は広がり ます。 そ
の他のサーバ限定機能には、 ［DS ト レース］ ページおよび ［DSRepair］ ページなどがあ
り ます。

［バッ クグラウン ド処理スケジュール］ ページの情報にアクセスするには、 サーバの管
理者と同等の権利またはコンソールオペレータの権利が必要です。 このページの情報に
アクセスするには、 認証情報の確認のためにログインする必要があ り ます。

eDirectory サーバエラーの表示

［エラー索引］ ページでは、 eDirectory サーバ上で検出されたエラーについての情報を表
示できます。 検出されたエラーは、 eDirectory 固有のエラー、 および関連のあるその他
のエラーの 2 つのフ ィールドに分けて表示されます。表示されるエラーのそれぞれに説
明がハイパーリ ンク されていて、 エラーの内容、 考えられる原因、 回復手段などがわか
り ます。

1 iMonitor で、 アシスタン ト フレームの ［エラー索引］ をク リ ッ ク します。

［エラー索引］ ページからは、 エラーや技術情報に関して Novell が提供している
新のドキュ メン トやホワイ トペーパーにリ ンクできます。
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DSRepair 情報の表示

［DSRepair］ ページでは、 検出された問題を表示した り、 DIB セッ ト のバッ クアップや
ク リーンアップを実行できます。Novell iMonitor の DSRepair 機能はサーバ限定の機能で
す。 つま り、 この機能は iMonitor が動作しているサーバ以外からは起動できません。 他
のサーバで実行されている DSRepair 情報にアクセスするには、 そのサーバで実行され
ている iMonitor に切り替える必要があ り ます。 eDirectory の新しいバージ ョ ンにアップ
グレード したサーバの数が増えれば、 iMonitor のサーバ限定機能の利用範囲は広がり ま
す。 この機能以外には、［DS ト レース］ ページや ［バッ クグラウンド処理スケジュール］
ページなどがサーバ限定の機能です。

［DSRepair］ ページの情報にアクセスするには、 サーバの管理者と同等の権利またはコ
ンソールオペレータの権利が必要です。 このページの情報にアクセスするには、 認証情
報の確認のためにログインする必要があ り ます。

1 iMonitor で、 ［DSRepair］ をク リ ッ ク します。

2 次のオプシ ョ ンから選択します。

［ダウンロード］ ファ イルサーバから修復関連のファイルを取得できます。 DSRepair
ユーティ リ テ ィが実行されている場合や、 iMonitor の ［DSRepair］ ページから修復
を開始した場合には、 操作が完了するまでは dsrepair.log にアクセスできません。

［古いDIBセッ ト を削除］ 赤いXをク リ ッ クする と、古いDIBセッ トが削除できます。

警告 : この操作は元に戻すことができません。このオプションを選択すると、古い DIB セットがファイ

ルシステムからパージされます。

［DS Repair 拡張スイ ッチ］ 問題の修正、問題のチェッ ク、データベースのバッ クアッ
プ作成などを実行できます。 Novell サポートから指示がない限り、 ［サポート オプ
シ ョ ン］ フ ィールドには、 何も入力する必要はあ り ません。

3 ［修復の開始］ をク リ ッ ク して、 サーバ上で DS Repair を実行します。

エージェントのヘルス情報の表示

［エージェン トヘルス］ ページでは、指定した eDirectory エージェン トのヘルス情報およ
びそのエージェン トに関連するパーティシ ョ ンおよびレプリ カ リ ングを表示できます。

1 iMonitor で、 アシスタン ト フレームの ［エージェン トヘルス］ をク リ ッ ク します。

2 リ ンクをク リ ッ クする と、 詳細な情報が表示されます。

ツリー内のオブジェクトの参照 
［参照］ ページでは、ユーザのツ リー内にある任意のオブジェク ト を参照できます。ペー
ジ 上部のナビゲーシ ョ ンバーに、 表示中のオブジェク トが存在するサーバ、 およびオ
ブジェク トへのパスが表示されます。 ページの左側にあるレプ リ カフレームで、 実パー
ティシ ョ ン上の同じオブジェク ト を表示し、 これにアクセスできます。 ページ内の下線
付きオブジェ ク ト を ク リ ッ クする と、 オブジェ ク ト に関する詳しい情報が表示されま
す。 また、 ナビゲータフレーム内にある名前の任意の部分をク リ ッ クする と、 ツ リーの
上の階層を参照できます。

このページに表示される情報は、 ログイン時の eDirectory 権、 参照するオブジェ ク トの
タイプ、 および実行している NDS または eDirectory のバージ ョ ンによって異な り ます。
スーパーバイザ権でログインした場合、 このページには XRef オブジェク トが表示され
ます。 レプ リ カ リ ス ト を使用して、 レプ リ カの実コピーへジャンプできます。 ダイナ
ミ ッ クグループのオブジェク ト を参照している場合、ダイナミ ッ ク メンバーに対してタ
イムスタンプは表示されません。
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［レプ リ カ同期］ このオブジェク ト を含むレプリ カの同期ステータスを表示します。

［エン ト リ同期］ サーバ側から見て同期が必要である属性を表示します。

［接続情報］ iMonitor がこのオブジェク トの情報をどこで取得したかが表示されます。 

［エン ト リ情報］ オブジェク トの名前、 フラグ、ベースク ラス、変更タイムスタンプ、お
よび接続情報のサマリ を表示します。

［すべてのレプ リ カにエン ト リ を送信］ このエン ト リの属性を他のすべてのレプ リ カに
再送信します。 オブジェク トに多数の属性値がある場合、 この処理には時間がかかるこ
とがあ り ます。 この処理では、 そのオブジェク トの、 他のすべてのコピーが同一になる
わけではあ り ません。 他のレプリ カが各属性を再検討できるよ うにするだけです。

［すべて送信］ ( 参照しているオブジェク トがパーティシ ョ ンルートの場合および ［カス
タムモード］オプシ ョ ンが有効になっている場合のみ表示されます )。このパーティシ ョ
ン内のすべてのエン ト リ を、パーティシ ョ ンのレプ リ カを保持しているすべてのサーバ
に再送信します。 この処理では、 そのオブジェク トの、 送信されたすべてのコピーが同
一になるわけではあ り ません。他のレプリ カが各オブジェク ト とその属性を再検討でき
るよ うにするだけです。

同期またはパージのためのエントリの表示

［変更キャ ッシュ］ ページでは、 同期またはパージにおいてこのサーバが検討する必要
のあるエンティティの リ ス ト を表示できます。 このオプシ ョ ンを使用できるのは、 ユー
ザがアクセスしているサーバが eDirectory 8.6 以降を実行しており、また、表示中のオブ
ジェ ク ト がパーテ ィ シ ョ ンルー ト である場合だけです。 このページを表示するには、
NCPTM サーバに対するスーパーバイザ権が必要です。

［エン ト リ同期］ エン ト リが同期を必要とする理由を判別できます。

DirXML の詳細の表示

［DirXML の概要］ ページでは、 ユーザのサーバで実行中のすべての DirXML ド ラ イバ、
各ド ラ イバのステータス、 保留中の関連付け、 およびド ライバの詳細のリ ス ト を表示で
きます。 

1 iMonitor で、 ［DirXML の概要］ をク リ ッ ク します。

2 次のオプシ ョ ンから選択します。

［ステータス］ は、指定したド ラ イバの現在の状態を表示します。表示されるステー
タスは、 ［停止］、 ［開始します］、 ［稼働中］、 ［シャ ッ ト ダウン保留中］、 および ［ス
キーマ取得中］ です。

［起動オプシ ョ ン］ は、 選択したド ラ イバの現在の起動オプシ ョ ンを表示します。

［保留中］ は、 まだ作成されていない関連付けの数を表示します。

［ド ラ イバ詳細］ アイコンは、 ユーザのサーバで実行中の DirXML ド ラ イバに関す
る、加入者および発行者の詳細、 XML ルール、 フ ィルタ、および保留中の関連付け
リ ス ト を表示します。 このページには、 初の 50 個の保留中オブジェク トに関する
詳細も表示されます。 このページに表示される XML ルールを使用する と、 指定し
た DirXML ド ラ イバに対するオブジェ ク トの作成を続行するために必要な、 保留中
のオブジェク ト内で検索すべき情報を判断できます。
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レプリカの同期ステータスの表示

［レプ リ カ同期］ ページでは、 レプ リ カの同期ステータスを表示できます。 

1 iMonitor で、 アシスタン ト フレームの ［エージェン ト同期］ をク リ ッ ク します。

2 表示するパーティシ ョ ンの ［レプ リ カ同期］ をク リ ッ ク します。

3 このページにある リ ンク、 および左側のナビゲーシ ョ ンバーにある リ ンクを使用す
る と、 他のパーティシ ョ ンにアクセスした り、 レプ リ カ リ ング内でジャンプするこ
とができます。

レポートの設定と表示

［レポー ト ］ ページでは、 このサーバで直接実行されているレポー ト を表示および削除
できます。 一部のレポートでは、 実行に長時間を要し、 多くの リ ソースを消費する場合
があ り ます。

スケジュール設定されたレポートは、 ユーザ認証なし、 つま り [Public] で実行します。
ユーザが実行するレポートはすべて、 ユーザの権利で直接実行されます。 すべてのレ
ポートデータは、 そのレポートの実行元サーバに格納されます。

［レポートの環境設定］ ページでは、事前に設定されたレポート、カスタムレポート 、お
よびスケジュール設定されたレポート の リ ス ト を表示できます。 このページを使用し
て、 レポート を変更および実行できます。 また、 iMonitor ページ用のカスタムレポート
の作成もできます。次の表では、 iMonitor 2.1 であらかじめ設定されているレポート を表
示します。

レポートの表示や削除を行う

1 iMonitor で、 ［レポート ］ をク リ ッ ク します。

2 レポート を削除する場合は を、 レポート を表示する場合は をク リ ッ ク します。

レポートを実行する

1 iMonitor で、 ［レポート ］  > ［レポート設定］ の順にク リ ッ ク します。

2 をク リ ッ ク して、 レポート を実行します。 

レポート 説明

サーバ情報 ツリー全体を調べて、検索可能な各 NCP サーバと通信し、検知したすべ

てのエラーをレポートします。このレポートを使用して、時刻同期および
リンバの問題を診断できます。また、現在のサーバ自体が他のすべての
サーバと通信可能であるかどうかも知ることができます。環境設定ページ
で選択されている場合、このサーバはツリー内にある各サーバのNDSエー

ジェントヘルス情報を生成することもできます。

破損通知リスティング このサーバ上のすべての破損通知を表示します。

オブジェクト統計 オブジェクトを指定したスコープで調べて、要求される条件に一致したオ
ブジェクトのリストを生成します。この条件には、将来の時刻、不明なオ
ブジェクト、名前が変更されたオブジェクト、ベースクラス数、コンテ
ナ、別名、外部参照などがあります。

サービスアドバータイズ SLP または SAP を使用して現在のサーバに認識されている、すべての

ディレクトリとサーバを表示します。

エージェントヘルス 現在のサーバのヘルス情報を収集します。
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レポートの設定またはスケジューリングを行う

1 iMonitor で、 ［レポート ］  > ［レポート設定］ の順にク リ ッ ク します。

2 をク リ ッ ク して、 レポート を設定またはスケジュールします。

3 目的のオプシ ョ ンを選択し、［デフォル トの保存］ をク リ ッ ク して選択したオプシ ョ
ンを保存します。

4 (オプシ ョ ン ) レポート を定期的に実行するか、または後で実行するかを設定します。

4a レポートの頻度、 開始時刻、 および開始日を指定します。

4b ［スケジュール］ をク リ ッ ク します。

5 ［レポートの実行］ をク リ ッ ク して、 レポート を開始します。

カスタムレポートを作成する

カスタムレポート を作成する と、iMonitor の任意のページをレポート と して起動できます。

1 iMonitor で、 ［レポート ］  > ［レポート設定］ の順にク リ ッ ク します。

2 ［実行可能レポート リ ス ト ］ の ［カスタムレポート ］ 行にある をク リ ッ ク します。

3 レポートの名前を入力し、レポート と して起動する iMonitor ページの URL を入力し
ます。

カスタムレポート を実行する場合は、 次の URL を入力します。

/nds/required page

4 保存するレポートのバージ ョ ンの数を指定します。

5 ( オプシ ョ ン ) ［保存］ をク リ ッ ク して、 レポート を保存します。

6 (オプシ ョ ン ) レポート を定期的に実行するか、または後で実行するかを設定します。

6a レポートの頻度、 開始時刻、 および開始日を指定します。

6b ［スケジュール］ をク リ ッ ク します。

7 ［レポートの実行］ をク リ ッ ク して、 レポート を開始します。

スキーマ、クラス、および属性定義の表示

［スキーマ］ ページでは、 ユーザのスキーマ、 ク ラス、 および属性の定義を表示できま
す。 すでに作成されている拡張や特定のスキーマに固有の情報 ( スキーマに行った変更
や拡張など ) を添付して、 ツ リー上にロード されているスキーマを表示できます。

1 iMonitor で、 アシスタン ト フレームの ［スキーマ］ をク リ ッ ク します。

2 次のオプシ ョ ンから選択します。

［同期 リ ス ト ］ このサーバと同期する相手のサーバを表示します。 このオプシ ョ ン
は、 NDS eDirectory8.5 以降を実行しているサーバに対してのみ使用できます。 この
情報を表示するには、 サーバに対するスーパーバイザ権が必要です。

［スキーマルート ］ ツ リーのルート に も近いスキーマレプ リ カに関する情報を表
示します。

各 eDirectory サーバには、エン ト リ内のスキーマのレプリ カが保存されています。ス
キーマレプリ カは、 ディ レク ト リオブジェク ト を格納しているパーティシ ョ ンから
分割されて保存されます。 任意のスキーマレプリ カへの変更内容は、 すべてのレプ
リ カに伝えられます。 スキーマの変更は、 ルートパーティシ ョ ンの書き込み可能な
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レプ リ カを保存するサーバを通してのみ実行できます。 ルートパーティシ ョ ンの読
み込み可能なレプリ カを保存しているサーバは、 スキーマ情報を読み込むこ とはで
きますが、 変更はできません。

［属性定義］ 各属性の名前、属性値が含まれる構文、および属性が受ける制約を表示
します。 左側のナビゲーシ ョ ンフレームを使用する と、 個々の属性を参照した り、
それらにアクセスするこ とができます。

［ク ラス定義］ 各クラスの名前、 ルール、 および属性を表示します。 左側のナビゲー
シ ョ ンフレームを使用する と、 個々の属性を参照した り、 それらにアクセスするこ
とができます。 

オブジェクトの検索

［検索］ ページでは、 さまざまなクエ リオプシ ョ ンおよびフ ィルタに基づいて、オブジェ
ク ト を検索できます。 検索クエ リオプシ ョ ンおよびフ ィルタは、 基本フォームとカスタ
ムフォームという 2 つのレベルの検索リ クエス ト フォームに分けられます。基本検索リ
クエス ト フォームは、 eDirectory の一般ユーザ向けであ り、 基本的な検索に使用します。
カスタム検索リ クエス ト フォームは、熟練ユーザ向けであ り、複雑な検索に使用します。
現在はサーバレベルの検索のみがサポート されています。

4 つのセクシ ョ ン内の検索オプシ ョ ンおよび検索フ ィルタは、 すべて結合可能です。 空
白フ ィールド ( 相対識別名を除く ) は無視されます。 <Ctrl> キーを使用して、 マルチリ
ス ト上でアイテムを選択解除した り、 複数のアイテムを選択するこ とができます。 選択
解除したマルチリ ス ト も無視されます。

1 Novell iMonitor で、 ［検索］ をク リ ッ ク します。

2 次のオプシ ョ ンから選択します。

［スコープオプシ ョ ン］ 検索のスコープを指定できます。

［エン ト リ フ ィルタ］ エン ト リ情報に関連する検索クエ リ フ ィルタを指定できます。

［属性と値のフ ィルタ］属性および値に関連する検索クエリ フ ィルタを指定できます。

［表示オプシ ョ ン］ 検索結果の表示形式を制御するオプシ ョ ンを指定できます。

3 検索リ クエス ト フォームの一番下にある ［ヘルプ］ ボタンをク リ ッ クする と、 その
フォームに関連する簡単なヘルプ情報が表示されます。 

ヘルプ情報を消すには、 ［再ロード］ または ［更新］ をク リ ッ ク します。

ストリームビューアの使用

［ス ト リームビューア］ ページでは、 次の形式で現在のス ト リームを表示できます。 

プレーンテキス ト

HTML

GIF

JPEG

BMP

WAV

16 進ダンプ

その他

特定の形式で常に表示したいス ト リーム属性がある場合、 ［ス ト リームビューア］ を使
用してデフォルトの表示設定を選択します。
Novell iMonitor 2.1 の使用 191



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
［NDS ス ト リーム属性セッ ト アップ］ ブラウザでス ト リームを表示するためのデフォル
トの形式を変更します。 ス ト リームが正し く表示されるかど うかはブラウザに依存しま
す。 ブラウザによっては、 ユーザが選択した設定が適用されない場合があ り ます。 

デフォルト設定に加えた変更を適用するには、ユーザがサーバに認証される必要があり ま
す。変更内容は streams.ini(NetWareおよびWindowsサーバの場合 ) または streams.conf(Solaris
および Linux サーバの場合 ) に格納されるため、 デフォルトの設定は手動で編集するこ と
もできます。

DIB セットのクローン

このオプシ ョ ンでは、ツ リーおよびすべてのオブジェク トの完全な DIB ファ イルセッ ト
を複製します。 ク ローンは別のサーバに配置するこ とができます。 インポート先サーバ
が eDirectory を開始する と、 サーバは DIB ファ イルセッ ト をロード し、 ツ リーのマスタ
( オリ ジナル ) レプ リ カに接続し、 名前を解決し、 ク ローン作成後に行われた DIB ファ
イルセッ トのすべての変更を同期します。

eDirectory DIB セッ トのク ローンは、 ク ローンを作成したサーバのオペレーティングシ
ステム と同じオペレーテ ィ ングシステムが稼働するサーバ上にだけ配置する必要があ
り ます。 たとえば、 DIB ファ イルセッ ト のク ローンを Solaris サーバに復元する場合、
NetWare や Windows サーバではなく、 Solaris サーバ上でそのクローンを作成します。 

この機能のバッ クエンドは eDirectory 8.7 に搭載されていましたが、 eDirectory 8.7.1 で
iMonitor 2.1 以降が稼働するよ うになるまでサポート されていませんでした。 このオプ
シ ョ ンは、 バージ ョ ンが 8.7 以前の Novell eDirectory や NDS では使用できません。

図 28 iMonitor の［DIB セットのクローン］ページ
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このセクシ ョ ンでは、 次の情報について説明します。

193 ページの 「DIB セッ トのク ローンの使用事例」

193 ページの 「ク ローンを作成する」

DIB セットのクローンの使用事例

DIB セッ トのク ローンは次のよ うな場合に使用します。 

すでに 「オン」 の状態になっているパーティシ ョ ンで新しいサーバを作成します。

次の利点があ り ます。

レプ リ カ リ ングに新しいサーバを追加する際に、 リ ング内のすべてのサーバが
稼動中または実行中である必要があ り ません。

新しいサーバは自動的にすべてのパーティシ ョ ンを保持しますが、 同期する必
要はあ り ません。

すばやく処理できます。

障害回復

バッ クアップおよび復元

このよ うな欠点があるため、バッ クアップ処理および復元処理のために DIB セッ ト
のク ローンを使用するこ とはお勧めできません。

クローンを作成する

DIB ファ イルセッ トのク ローンは、元のサーバでオンラインまたはオフラインのいずれ
でも作成できます。 オフラインで行う場合は、 eDirectory を停止させておく必要があ り
ます。 オンラインでは、 eDirectory はロ ッ ク されません。

194 ページの 「オンラインによる方法」

195 ページの 「オフラインによる方法」

利点 欠点

パーティションを 1 度コピーするだけで成

功します。

対象のパーティションを少なくとも1度は正しく

コピーする必要があります。

複数のパーティションをもつ大きなサーバ
を停止させる時間が少なくてすみます。

SSL またはセキュリティバックアップを利用し

ません。

ファイルシステムを処理しません。

利点 欠点

大規模のデータベースでは特に、処理に時間
がかかりません。

eDirectory のコアを追加するだけです。LDAP、
SNMP、SSL などはインストールされません。ま

た設定も行われません。

新の変更は取得されません。スナップショット
のみが取得されます。ロールフォワードログは実
行されません。
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オンラインによる方法

1 ツ リーのスキーマを拡張します。

スキーマは必ず拡張して ください。拡張しない場合、エラーが発生します。eDirectory
のインス トール時に含まれている dibclone.sch を使用します。 これによ り、 iMonitor
ク ローンユーティ リ テ ィの操作に必要な属性が追加されます。

2 DIB ファ イルセッ トのク ローンを作成します。

2a ク ローンを作成するサーバに dsclone モジュールをロード します。

2b iMonitor で、 DIB 環境設定のクローンを実行します。 

［エージェン ト環境設定］ > 「DIB セッ ト のク ローン」 > ［新しいク ローンの作
成］ の順にク リ ッ ク します。

2c ク ローンが作成されるサーバの完全修飾名と、DIBファ イルのクローンが配置さ
れる場所のファ イルパスを指定し、次に ［ク ローンオブジェク ト を作成］ チェ ッ
クボッ クス と［DIBをオンラインでク ローン］チェッ クボッ クスをオンにします。

2d ［送信］ をク リ ッ ク します。 

NDS ク ローンオブジェク トが作成され、 DIB ファ イルセッ トが指定された配置
先にコピーされます。

プラットフォーム スキーマを拡張するには、次の操作を行います。

NetWare NWConfig を使用します (NWConfig.nlm>［環境設定］

オプション >［ディレクトリ］オプション >［スキーマ

の拡張］の順に実行します )。

dibclone.sch は sys:\system\schema にあります。

Windows NDSCons.exe を使用します (NDSCons.exe により

install.dlm をロードし、次に［追加のスキーマファイル

のインストール］をクリックします )。

dibclone.sch は C:\Novell\NDS にあります。

Linux、Solaris、AIX、HP-UX ndssch を使用します。

dibclone.sch は /usr/lib/nds-schema にあります。

詳細については、111 ページの「ndssch ユーティリティ

を使用して、Linux、Solaris、AIX、または HP-UX シス

テム上のスキーマを拡張する」を参照してください。

プラットフォーム モジュール

NetWare サーバコンソールで、「dsclone.nlm」と入力します。

Windows NDSCons.exe で dsclone.dll を選択し、［開始］をク

リックします。

Linux、Solaris、AIX、HP-UX 「ndsclone」エントリを ndsmodules.conf ファイルに

追加し、次に http://IP address:port/dhost ページを使

用して、Directory Clone Agent をロードします。
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3 DIB ファ イルセッ トのク ローンを適切なディ レク ト リにある受信側のサーバ上に移
動します。 さ らに、 /etc/nds.conf file を受信側のサーバに転送し、 ファ イル内のすべ
ての参照を受信側のサーバ名で更新します。

4 ク ローンサーバ上で eDirectory を起動します。

ク ローンサーバオブジェク トのマスタレプ リ カが eDirectory を実行しており、 使用
でき る こ と を確認し ます。 ク ローンサーバ上で eDirectory が初期化される と、
eDirectory はク ローンサーバの 終的な名前が解決できるマスタレプ リ カと通信を
行います。

オフラインによる方法

1 ツ リーのスキーマを拡張します。

スキーマは必ず拡張して ください。拡張しない場合、エラーが発生します。eDirectory
のインス トール時に含まれている dibclone.sch を使用します。 これによ り、 iMonitor
ク ローンユーティ リ テ ィの操作に必要な属性が追加されます。

2 DIB ファ イルセッ トのク ローンを作成します。

2a iMonitor で、 DIB 環境設定のクローンを実行します。 

［エージェン ト環境設定］ > 「DIB セッ ト のク ローン」 > ［新しいク ローンの作
成］ の順にク リ ッ ク します。

2b ク ローンが作成されるサーバの完全修飾名を指定し、［ク ローンオブジェ ク ト を
作成］ チェ ッ クボッ クスをオンにします。

2c ［送信］ をク リ ッ ク します。 

NDS ク ローンオブジェ ク ト が作成されます。 eDirectory は停止しているため、
eDirectory がロ ッ ク されている というエラーが報告されます。 

2d 関連するすべてのディ レク ト リ と ファ イルも含めた完全な DIB ファ イルセッ ト
を、 配置先または配置先サーバに DIB ファ イルセッ ト を移動するために便利な
メディアに手動でコピーします。

2e 元のサーバ上で、 eDirectory を起動します。

プラットフォーム スキーマを拡張するには、次の操作を行います。

NetWare NWConfig を使用します (NWConfig.nlm>［環境設定］

オプション >［ディレクトリ］オプション >［スキーマ

の拡張］の順に実行します )。

dibclone.sch は sys:\system\schema にあります。

Windows NDSCons.exe を使用します (NDSCons.exe により

install.dlm をロードし、次に［追加のスキーマファイル

のインストール］をクリックします )。

dibclone.sch は C:\Novell\NDS にあります。

Linux、Solaris、AIX、HP-UX ndssch を使用します。

dibclone.sch は /usr/lib/nds-schema にあります。

詳細については、111 ページの「ndssch ユーティリティ

を使用して、Linux、Solaris、AIX、または HP-UX シス

テム上のスキーマを拡張する」を参照してください。
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3 DIB ファ イルセッ トのク ローンを適切なディ レク ト リにある受信側のサーバ上に移
動します。

4 ク ローンサーバ上で eDirectory を起動します。

ク ローンサーバオブジェク トのマスタレプ リ カが eDirectory を実行しており、 使用
でき る こ と を確認し ます。 ク ローンサーバ上で eDirectory が初期化される と、
eDirectory はク ローンサーバの 終的な名前が解決できるマスタレプ リ カと通信を
行います。

セキュリティ保護された iMonitor 操作の実現

iMonitor 環境へのアクセスをセキュ リ ティ保護するには、 次の保護手順を実行します。

1. ファイアウォールを使用して VPN アクセスを準備します。これは、Novell iManager お
よび、 アクセス制限が必要な他のすべての Web ベースのサービスの場合も同様です。

2. ファ イアウォールが設置されているかど うかに関係なく、 アクセスの種類を制限す
るこ とによって、 iMonitor はさ らに DoS(Denial of Service) 攻撃から保護されます。 

iMonitor は URL 要求を経由して受け取るデータを十分に確認しますが、あらゆる不
正な入力を拒否できる とは保証できません。 無効な URL を通じた DoS 攻撃の危険
を減らすため、 iMonitor の環境設定ファ イルを通じて 3 つのレベルのアクセスが
LockMask: オプシ ョ ンを使用して制御されます。

レベル 1 はデフォルトです。 多くの管理者はツ リー内のすべてのサーバにアクセス
できるスーパバイザ権を持っていませんが、 管理しているサーバと通信するサーバ
上の iMonitor サービスを使用する必要が生じる可能性があるためです。

注 : iMonitor には Repair、トレースなど複数の機能があり、これらの機能にアクセスするには、LockMask
の設定に関係なくスーパバイザに相当する権利が必要です。

アクセスレベル 説明

0 iMonitor の URL 処理において事前の認証は不要です。この場合、[Public] 識
別子の eDirectory 権利がすべての要求に適用され、iMonitor が表示する情報

は [Public] ユーザの権利に限定されます。ただし、iMonitor に URL を送る際

に認証が不要であるため、iMonitor は、不正な URL の送信による DoS 攻撃

を受けやすくなる可能性があります。

1( デフォルト ) iMonitor が URL を処理する前に、eDirectory 識別子としての認証が必要で

す。この場合、その識別子の eDirectory 権利はすべての要求に適用されるた

め、eDirectory 権利によって制限を受けます。DoS 攻撃を受ける危険性はレ

ベル 0 と同様ですが、DoS 攻撃は実際にサーバに認証を受けたものでないと

行うことができないことが異なります。認証が正常に実行されるまでは、す
べての iMonitor の URL 要求への返答は［ログイン］ダイアログボックスで

行われます。したがってこの段階では、設定された正当性を持たないユーザ
による攻撃を通さないようにする必要があります。

2 iMonitor が URL を処理する前に、iMonitor が認証しているサーバ上のスーパ

バイザに相当する eDirectory 識別子としての認証が必要です。DoS 攻撃を受

ける危険性はレベル 1 と同様ですが、DoS 攻撃を行うには実際にサーバの

スーパバイザとして認証される必要があります。認証が正常に実行されるま
では、すべての iMonitor の URL 要求への返答は［ログイン］ダイアログボッ

クスで行われます。したがってこの状態に設定されているときには、iMonitor
は認証されていないユーザおよびスーパバイザとして認証されていない
ユーザからの攻撃を通さないようにする必要があります。
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8 Novell eDirectory ツリーのマージ

Novell® eDirectoryTM マージユーティ リ ティ を使用する と、2 つの Novell eDirectory ツ リー
をマージして、 単一の eDirectory ツ リーを作成できます。 マージされるのはツ リーオブ
ジェク トだけです。 コンテナオブジェク ト とその リーフオブジェク トは、 マージ後のツ
リー上でもそれぞれ異なるオブジェク ト と して存在します。

ヒント : リーフオブジェクトを移動する場合や、パーティションをマージする場合には、ConsoleOne® また
は Novell iManager を使用します。

マージする 2 つのツ リーをそれぞれソースツ リーおよびターゲッ ト ツ リーといいます。
1 つのツ リーを別のツ リーにマージする前に、 ターゲッ ト ツ リーにあるルートパーティ
シ ョ ンのレプ リ カを １つだけ残し、その他のすべてのレプ リ カを削除する必要があ り ま
す。ターゲッ ト ツ リーにルートパーティシ ョ ンのレプ リ カが 1 つしかない場合には、マー
ジ処理を続行できます。 マージ後は、 ルートパーティシ ョ ンのレプ リ カが 2 つになり ま
す。 1 つはターゲッ ト ツ リー上にあったレプ リ カで、 も う 1 つはマージ操作を実行した
ソースツ リーのサーバ上にあったレプリ カです。ルートパーティシ ョ ンのレプ リ カを追
加する必要がある場合は、 マージが完了した後に保存するこ とができます。

マージ時にターゲッ ト ツ リーサーバにルー トパーテ ィシ ョ ンのレプ リ カが複数ある場
合、 マスタレプ リ カを保持していないサーバで、 外部参照オブジェク トの位置に関する
問題が発生する可能性があ り ます。 外部参照オブジェ ク トは、 サブオーディネー ト リ
ファレンスのパーティシ ョ ンルートに含まれています。 これは、 パーティシ ョ ンの境界
を表すルートパーティシ ョ ンのレプ リ カを持つ別のサーバに配置する必要があ り ます。
ソースツ リーにあるルートパーティシ ョ ンの下位パーティシ ョ ンごとに、 ターゲッ ト ツ
リーにあるサブオーディネー ト リ ファ レンスのパーテ ィシ ョ ンルー ト を持つ必要があ
り ます。エラーが生じた場合、同期ステータスに関する eDirectory エラーコード -605 が
報告されます。 この場合、 DSRepair を使用して、 エラーが発生したサーバのローカル
データベースを修復します。 詳細については、 217 ページの 「ローカルデータベースの
修復の実行」 を参照して ください。

DSMerge を実行しても、コンテナ内の eDirectory 名またはコンテキス トは変わり ません。
オブジェク ト権とプロパティ権はマージ後のツ リーでも保持されます。

この章では、 次の ト ピッ クについて説明します。

197 ページの 「eDirectory ツ リーのマージ」

203 ページの 「サーバツ リーの結合」

209 ページの 「ツ リー名の変更」

eDirectory ツリーのマージ

eDirectory ツ リーをマージするには、 Novell iManager の ［ツ リーのマージ］ ウ ィザードを
使用します。 このウ ィザードでは、 2 つの eDirector ツ リーのルート をマージできます。
マージされるのはツ リーオブジェク トだけです。 コンテナオブジェク ト とそのリーフオ
ブジェク トは、マージ後のツ リー上でもそれぞれ異なるオブジェク ト と して存在します。

マージする 2 つのツ リーはそれぞれソースツ リーおよびターゲッ ト ツ リーといいます。
ソースツ リーのマージ先ツ リーがターゲッ ト ツ リーです。
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DSMerge を実行しても、 コンテナ内のオブジェク トの名前は変わり ません。オブジェ ク
ト権とプロパティ権はマージ後のツ リーでも保持されます。

198 ページの 「前提条件」

198 ページの 「ターゲッ ト ツ リーの要件」

199 ページの 「ソースツ リーをターゲッ ト ツ リーへマージする」

199 ページの 「パーティシ ョ ンの変化」

200 ページの 「ソースツ リーと ターゲッ ト ツ リーを準備する」

201 ページの 「マージする前の時刻の同期」

201 ページの 「2 つのツ リーをマージする」

203 ページの 「マージ後の作業」

前提条件

Novell eDirectory 8.7.3がソースツ リーの[Root]パーティシ ョ ンのマスタレプ リ カを含
むサーバにインス トールされている必要があ り ます。

正しい機能を維持するには、 ソースツ リーの他のサーバを eDirectory 8.6 以降にアッ
プグレードする必要があ り ます。

ターゲットツリーの要件

Novell eDirectory 8.7.3がターゲッ ト ツ リーの[Root]パーティシ ョ ンのマスタレプ リ カ
を含むサーバにインス トールされている必要があ り ます。 このサーバで他のバー
ジ ョ ンの NDS® または eDirectory が実行されている場合は、 マージ操作が正常に完
了されません。

正しい機能を維持するには、ターゲッ ト ツ リーの他のサーバを eDirectory 8.6 以降に
アップグレードする必要があ り ます。

ソースツ リーと ターゲッ ト ツ リーの両方で、 ツ リーの従属コンテナを同じ名前で維
持するこ とはできません。2 つのツ リーをマージする前に、一方のコンテナを リネー
ムする必要があ り ます。

ソースツ リーと ターゲッ ト ツ リーの両方にセキュ リ テ ィオブジェ ク ト がある場合
は、 ツ リーをマージする前にどちらかを削除する必要があ り ます。

スキーマの要件

マージ操作を実行する前に、 2 つのツ リーのスキーマが正確に一致している必要があ り
ます。 ツ リーごとに [Root] パーティシ ョ ンのマスタレプ リ カを含むサーバで DSRepair
を実行する必要があ り ます。 ［ リモート スキーマのインポート ］ オプシ ョ ンを使用して、
各ツ リーで他のツ リーのスキーマがすべて認識されているこ とを確認します。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory の保守］ > ［スキーマの保守］ の順にク リ ッ ク します。

3 スキーマメンテナンス操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4 指定したサーバへの認証を行い、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

5 ［ リ モート スキーマのインポート ］ > ［次へ］ の順にク リ ッ ク します。

6 スキーマのインポート元のツ リー名を指定します。
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7 ［開始］ をク リ ッ ク します。

このオプシ ョ ンは、 ソースツ リーと ターゲッ ト ツ リーの両方でスキーマの違いが報告
されなくなるまで実行する必要があります。そうでないとマージ操作は成功しません。

8 スキーマメンテナンス操作から戻された情報と と もに 「完了」 メ ッセージが表示さ
れたら、 ［閉じる］ をク リ ッ ク して終了します。

ソースツリーをターゲットツリーへマージする

ツ リーをマージする と、ソースツ リー内のサーバがターゲッ ト ツ リーに組み込まれます。

ターゲッ ト ツ リーのツ リーオブジェ ク ト がソースツ リー内のオブジェ ク ト の新しいツ
リーオブジェク トにな り、 ソースツ リーにあるすべてのサーバのツ リー名がターゲッ ト
ツ リーのツ リー名に変わり ます。

ターゲッ ト ツ リー内のサーバのツ リー名はマージ後も変わり ません。

ソースツ リーのツ リーオブジェク トの下位オブジェク トは、 ターゲッ ト ツ リーのツ リー
オブジェク トの下位オブジェク トにな り ます。

パーティションの変化

マージ実行時には、 ソースツ リ ーのツ リ ーオブジェ ク ト の下にあるオブジェ ク ト が
DSMerge によって複数のパーティシ ョ ンに分けられます。

続いて、 ソースツ リー内のサーバから、 ツ リーパーティシ ョ ンのレプ リ カがマスタレプ
リ カを除いてすべて削除されます。 ソースツ リーのマスタレプ リ カを保持していたサー
バには、 ターゲッ ト ツ リーのツ リーパーティシ ョ ンのレプ リ カが渡されます。

図 29および図 30は、2つのツ リーをマージした場合のパーティシ ョ ンの変化を示します。

図 29 マージ前の eDirectory ツリー

図 30 マージ後の eDirectory ツリー
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ソースツリーとターゲットツリーを準備する

マージ操作を開始する前に、そのマージ操作の影響を受けるすべてのサーバが安定した
状態で同期しているこ とを確認する必要があ り ます。 次の表で、 マージ対象のソースツ
リーと ターゲッ ト ツ リーの準備に関する前提条件について説明します。

マージ操作は単独の ト ランザクシ ョ ンなので、実行中に停電やハード ウェアエラーが発
生しても重大な障害にはつながり ません。 ただし、 DSMerge を実行する前に、 あらかじ
め eDirectory データベースの通常のバッ クアップをとっておく こ とをお勧めします。 詳
細については、 14 章 381 ページの、 「Novell eDirectory のバッ クアップと復元」 を参照し
て ください。

前提条件 必要な措置

ソースツリーまたはターゲットツリー
のツリーパーティションのレプリカを
保持しているすべてのサーバ上で
WANMAN がオフになっている。

WANMAN ポリシーを調べて、WAN 通信の制約によるマー

ジ操作への支障がないことを確認します。必要があれば、
マージ操作を開始する前に WANMAN をオフにします。

ソースツリーのツリーオブジェクトに
別名またはリーフオブジェクトが存在
しない。

ソースツリーのツリーオブジェクトに存在する別名または
リーフオブジェクトを削除します。

ソースツリーおよびターゲットツリー
に同じ名前がない。

同じ名前がある場合には、ソースツリーまたはターゲット
ツリーのオブジェクト名を変更します。コンテナオブジェ
クト名を変更したくない場合は、コンテナの 1 つから同じ

ツリー内の別のコンテナにオブジェクトを移動し、空に
なったコンテナを DSMerge 実行前に削除します。詳細につ

いては、3 章 89 ページの、「オブジェクトの管理」を参照

してください。

ツリーオブジェクトの直下でないコンテナオブジェクトの
場合は、両ツリーに同じコンテナオブジェクトがあっても
かまいません。 

ソースツリー上にログイン接続が存在
しない。

ソースツリーのすべての接続を終了します。

ソースツリーの eDirectory およびター

ゲットツリーの eDirectory のバージョ

ンが同じである。

ルートパーティションのレプリカを持つ、eDirectory 8.7.3
でないすべてのサーバをアップグレードします。

ターゲットツリー内のルートレプリカ
のコピーが 1 つである。 

ターゲットツリー上の、マスタレプリカを除いたすべての
レプリカを削除します。

ソースツリーおよびターゲットツリー
のスキーマが同じである。

DSMerge を実行します。出力されるレポートを見てスキーマ

に問題があることがわかった場合は、DSRepair を使用して

スキーマを一致させます ( 詳細については、228 ページの「リ

モートスキーマをインポートする」を参照してください )。
DSMerge を再実行します。

単一のツリーだけが、ツリーのルート
の下位にセキュリティコンテナを保持
できる。

ソースツリーおよびターゲットツリーの両方がセキュリ
ティコンテナを保持している場合は、553 ページの付録 A、
「NMAS の注意事項」で説明されている手順に従って、一方

のコンテナを削除します。
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マージする前の時刻の同期

重要 : 時刻同期の正確な環境設定は複雑な作業です。ツリーをマージする前に、両ツリーを同期させるのに

十分な時間があることを確認します。

時刻の異なる複数のタイムソースが使用されていたり、 ツ リー内のサーバの中に時刻が
同期されていないものがある と、 Novell eDirectory は正し く機能しません。

マージを実行する前に、 両ツ リーにあるすべてのサーバの時刻が同期されているこ と、
およびこれらのサーバがタ イムソース と して同じ タ イムサーバを使用している こ と を
確認します。 ただし、 ターゲッ ト ツ リーの時刻は 5 分以内であればソースツ リーの時刻
よ り進んでいてもかまいません。

一般に、 1 つのツ リー上に存在できるタイムサーバは、 リ ファレンスタイムサーバまた
はシングルタイムサーバのどちらか 1 つだけです。 同様に、 マージ後のツ リー上に存在
できるタイムサーバも、 リ ファレンスタイムサーバまたはシングルタイムサーバのどち
らか 1 つだけです。

マージする両ツ リ ーのそれぞれに リ フ ァ ンレス タ イムサーバまたはシングルタ イム
サーバがある場合は、 どちらかのツ リーの設定をも う一方のツ リーにある リ ファンレス
タイムサーバまたはシングルタイムサーバに変更して、マージ後のツ リー上でリ ファレ
ンスタイムサーバまたはシングルタイムサーバが 1 つだけになるよ うにします。

タイムサーバの種類の詳細については、 『Network Time Management Administration Guide
(Network Time Management 管理ガイ ド ) (http://www.novell.com/documentation/japanese/nw65/
time_enu/data/hl5k6r0y.html)』 を参照して ください。

2 つのツリーをマージする

すべてのメニューオプシ ョ ンの機能を使用できるよ うにするには、 ツ リーパーティシ ョ
ンのマスタレプ リ カが格納されているサーバ上で DSMerge を実行します。

マスタレプ リ カが格納されている場所が不明な場合は、マスタレプ リ カを必要とする操
作を実行する と、 正確なサーバ名と と もに表示されます。

マージ操作を実行するには、 次のどちらかの方法を使用します。

Novell iManager

eMBox コマンド ラ インク ラ イアン ト

詳細については、 210 ページの 「eMBox ク ラ イアン ト を使用したツ リーのマージ」
を参照して ください。

大きなツ リーをマージする と きは、 ツ リーオブジェク ト直下にあるオブジェ ク トの数が
少ないほうのツ リーをソースツ リーと して指定したほうが、処理速度が大幅に速くな り
ます。 ツ リーオブジェ ク ト の直下にあるオブジェ ク トすべてに対して新しいパーテ ィ
シ ョ ンが作成されるため、 この方法をと る と、 マージ実行時に分割されるパーティシ ョ
ンの数が少なくてすむからです。

ソースツ リーの名前はマージ後には存在しなくな り ます。 したがって、場合によっては、
ク ラ イアン ト ワークステーシ ョ ンの環境設定を変更する必要があ り ます。 Novell ClientTM
for DOS/Windows を使用している場合は、net.cfg ファイルの優先ツ リーステート メン トお
よび優先サーバステート メン ト を確認します。 Novell Client for Windows NT/2000 または
Novell Client for Windows 95/98 を使用している場合は、ク ライアン トのプロパティページ
にある優先ツ リーステート メン トおよび優先サーバステート メン ト を確認します。 
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優先サーバが使用されている場合は、 ツ リーのマージやツ リー名の変更を行っても、 そ
のク ラ イアン トは名前によってサーバにログインした状態のままなので操作による影
響はク ラ イアン ト側にはあ り ません。 優先ツ リーが使用されている場合は、 ツ リーの
マージやツ リー名の変更を行う と、 元のツ リー名はなくな り ます。 マージを行った後に
はターゲッ ト ツ リーの名前だけが残り ます。優先ツ リーの名前を新しいツ リー名に変更
します。

ヒント : ターゲットツリーの名前はマージの結果作成されるツリーの名前としてそのまま残るので、アップ

デートする必要のあるクライアントワークステーションの数を少なくするには、クライアントワークステー
ションの数が多い方のツリーをターゲットツリーとして指定します。または、マージ操作の後でツリー名を

変更して、 終的なツリー名が接続されているクライアントワークステーションの数が多い方のツリーに一
致するようにします。詳細については、209 ページの「ツリー名の変更」を参照してください。

次の前提条件の一覧を使用して、 マージ操作の準備ができているか確認します。

iManager による ソースツ リーのサーバへのアクセス権がある こ と

マージする両ツ リーのツ リーオブジェク トに対するスーパバイザオブジェ ク ト権を
持つ管理者オブジェク トの名前とパスワードがわかっているこ と

2 つのツ リーの eDirectory データベースがバッ クアップされているこ と

両ツ リー内のすべてのサーバが同期されていて、 同じタイムソースを使用している
こ と

(オプシ ョ ン)ツ リー内のサーバがすべて動作可能であるこ と (動作不能状態のサーバ
は動作可能になった時点で自動的に更新されます )。

200 ページの 「ソースツ リーと ターゲッ ト ツ リーを準備する」 に表示された前提条
件を確認するこ と

マージプロセス自体には 2、 3 分しかかかり ませんが、 次のよ うな場合は、 付随的な作
業が必要になるため、 マージ操作が完了するまでに要する時間が長くな り ます。

ツ リーオブジェ ク トの下に多数のオブジェク トがあ り、 パーティシ ョ ンに分ける必
要がある

ソースツ リーに多数のサーバがあり、 ソースツ リーのツ リー名を変更する必要がある

2 つのツ リーをマージするには、 次を実行します。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory の保守］ > ［ツ リーのマージ］ の順にク リ ッ ク します。

3 ソースツ リーと してマージを実行するサーバを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4 サーバへの認証を行ってから、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

5 ソースツ リーの管理者ユーザ名とパスワードを指定します。 

6 ターゲッ ト ツ リー名、 管理者ユーザ名、 およびパスワードを指定して ［開始］ をク
リ ッ ク します。

［ツ リーのマージ］ ウ ィザードのステータスウ ィンド ウが表示され、マージの進行状
況が表示されます。 

7 マージプロセスから戻された情報と と もに 「完了」 メ ッセージが表示されたら、 ［閉
じる］ をク リ ッ ク して終了します。
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マージ後の作業

2 つのツ リーをマージした後は、 状況に応じて次の手順を行って ください。

1 すべてのツ リー名が正し く変更されたこ とを確認します。

2 マージ操作によって作成された新しいパーティシ ョ ンを確認します。 

新しいツ リーに小さいパーティシ ョ ンが多数存在する場合や、 関連する情報が格納
されたパーティシ ョ ンが複数存在する場合は、 これらのパーティシ ョ ンをマージす
るこ と もできます。 詳細については、 119 ページの 「パーティシ ョ ンのマージ」 を
参照して ください。

3 DSMerge を実行する前にサーバを NetWare 5 にアップグレード しなかった場合は、
NetWare 5 以外を実行しているすべてのサーバに新しいレプ リ カをコピーします。

4 DSMerge 実行前にリーフオブジェク トや別名をツ リーから削除した場合は、 ツ リー
にそれらの リーフオブジェク トや別名を再作成します。

5 eDirectory ツ リーのパーティシ ョ ン構成を調べます。

マージ後のツ リー内でのレプリ カの位置はソースツ リー内での位置と異なる場合が
あ り ます。 パーティシ ョ ン構成の変更や検査は慎重に行って ください。

6 ク ラ イアン ト ワークステーシ ョ ンの環境設定を更新します。 

Novell Client for DOS/Windows を使用している場合は、net.cfg ファ イルの優先ツ リー
ステー ト メ ン トおよび優先サーバステー ト メ ン ト を確認します。 Novell Client for
Windows NT/2000 または Novell Client for Windows 95/98 を使用している場合は、 ク
ラ イアン ト のプロパテ ィページの優先ツ リーステー ト メ ン トおよび優先サーバス
テート メン ト を確認するか、 またはターゲッ ト ツ リーの名前を変更します。 

優先サーバが使用されている場合は、ツ リーのマージやツ リー名の変更を行っても、
そのク ライアン トは名前によってサーバにログインした状態のままなので操作によ
る影響はク ライアン ト側にはあ り ません。 優先ツ リーが使用されている場合は、 ツ
リーのマージやツ リー名の変更を行う と、 元のツ リー名はなくな り ます。 マージを
行った後にはターゲッ ト ツ リーの名前だけが残り ます。 優先ツ リーの名前を新しい
ツ リー名に変更します。

ソースツ リーのツ リーオブジェク トの ACL( アクセス制御リ ス ト ) は保持されます。 し
たがって、 このツ リーオブジェ ク ト に対してソースツ リーの管理者ユーザが持つ権利
は、 操作後も有効です。

マージ後も、 両ツ リーの管理者ユーザは存在したままで、 それぞれのコンテナオブジェ
ク トによって固有のものと して識別されます。

セキュ リ テ ィ上必要であれば、 2 つの管理者ユーザオブジェク ト の一方を削除するか、
両オブジェク トの権利を制限するこ と もできます。

サーバツリーの結合

［ツ リーの結合］ オプシ ョ ンを使用する と、 単一サーバソースツ リーのツ リーオブジェ
ク ト を、 ターゲッ ト ツ リーにある指定のコンテナに結合できます。 結合が完了する と、
ソースツ リーのツ リー名は、 ターゲッ ト ツ リーのツ リー名にな り ます。

結合操作中に、DSMerge によってソースツ リーのツ リーオブジェク トのオブジェ ク ト ク
ラスがド メ インに変更され、 新しいパーティシ ョ ンを作成します。 新しいド メ インオブ
ジェク トは、 新しいパーティシ ョ ンのパーティシ ョ ンルートにな り ます。 ソースツ リー
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のツ リーオブジェク トの下位オブジェク トはすべて、 ド メ インオブジェ ク トの下に置か
れます。 

ターゲッ ト ツ リーの管理者は、 作成されたツ リーのルート コンテナの権利を持つため、
ソースツ リーの結合されたルートの権利を持つこ とにな り ます。 
注 : 権利継承が再計算されて有効になるには、数時間かかる可能性があります。この時間は、ツリーの複雑
さ、サイズ、パーティション数によって変化します。

ソースツ リーの管理者は、新し く作成されたド メ インオブジェ ク ト内でのみ権利を所有
します。

205 ページの 図 31 と 205 ページの 図 32 に、ツ リーを特定のコンテナに結合した場合の
変化を示します。
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図 31 結合前の eDirectory ツリー

図 32 結合後の eDirectory ツリー
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このセクシ ョ ンでは、 次の情報について説明します。

206 ページの 「コンテキス ト名の変更について」

206 ページの 「ソースツ リーと ターゲッ ト ツ リーを準備する」

208 ページの 「結合操作における包含要件」

208 ページの 「ソースツ リーと ターゲッ ト ツ リーを結合する」

コンテキスト名の変更について

ソースツ リーをターゲッ ト ツ リーのコンテナに結合する と、 ソースツ リー内にあるオブ
ジェク トの識別名の後ろに、 ソースツ リー名と、 ソースツ リーをマージしたターゲッ ト
ツ リーコンテナの識別名がこの順で追加されます。 相対識別名は変わり ません。

たとえば、区切り文字と してド ッ ト を使用している場合、ソースツ リーPreconfigured_tree
内にあるオブジェク ト Admin のタイプ付きの名前は次のよ うにな り ます。

CN=Admin.OU=IS.T=Preconfigured_tree

Preconfigured_tree を Oak_tree の New Devices コンテナにマージした後は、 Admin のタイ
プ付きの名前は次のよ うにな り ます。

CN=Admin.OU=IS.DC=Preconfigured_tree.OU=Newdevices.
OU=Engineering.O=Sanjose.T=Oak_tree.

注 : 識別名の 大長は 256 文字です。この制限は、1 つのツリーのルートをターゲットツリーの下端近くに
あるコンテナに結合する場合に特に重要です。

Oak_tree の後にある 後のド ッ ト (Oak_tree.) は、 この識別名を構成する 後の要素がツ
リー名であるこ とを示しています。このド ッ ト を省略する場合は、ツ リー名も省略します。

ソースツリーとターゲットツリーを準備する 
結合操作を開始する前に、その結合操作の影響を受けるすべてのサーバが安定した状態
であるこ とを確認する必要があ り ます。 次の表では、 結合前のソースツ リーと ターゲッ
ト ツ リーの準備に関する前提条件について説明します。

前提条件 必要な措置

ソースツリーまたはターゲットツ
リーのツリーパーティションのレ
プリカを保持しているすべての
サーバ上でWANMANがオフになっ

ている。

WANMAN ポリシーを調べて、WAN 通信の制約によるマージ操

作への支障がないことを確認します。必要があれば、マージ操
作を開始する前に WANMAN をオフにします。

ソースツリー内のサーバが 1 つで

ある。

ソースツリーから、1 つだけ残してすべてのサーバを削除します。

ソースツリーのツリーオブジェク
トに別名またはリーフオブジェク
トが存在しない。

ソースツリーのツリーオブジェクトに存在する別名またはリー
フオブジェクトを削除します。
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結合コンテナ内に同じ名前がない。 同じ名前がある場合は、ターゲットツリーの結合コンテナ内の
オブジェクトまたはソースツリー内のオブジェクト名を変更し
ます。

オブジェクト名を変更したくない場合は、コンテナの 1 つから

同じツリー内の別のコンテナにオブジェクトを移動し、空に
なったコンテナを DSMerge 実行前に削除します。詳細につい

ては、3 章 89 ページの、「オブジェクトの管理」を参照してく

ださい。

同じペアレントオブジェクトの直下でないコンテナオブジェク
トの場合は、両ツリーに同じコンテナオブジェクトがあっても
かまいません。オブジェクトは、直接のコンテナオブジェクト
によって識別されます。

ソースツリーおよびターゲットツ
リーのeDirectoryバージョンが8.51
SP2a 以降である。

DSMerge は、eDirectory の適切なバージョンを検索します。許

容できるバージョンが検出されない場合、DSMerge はエラーを

返します。eDirectory の 新バージョンは、Novell Download
ページ (http://download.novell.com) から取得できます。

ターゲットツリーを結合するコン
テナがレプリカを持たないパー
ティション（単一サーバパーティ
ション）にある。

ターゲットコンテナに複数のレプリカがある場合は、次のうち
1 つを実行します。

このコンテナに関連付けられたパーティションをマスタレ

プリカにし、その他のレプリカを削除します。 

または、ターゲットツリーの結合コンテナを別のパーティ

ションとして切り離し、レプリカを削除します。

結合が完了した後は、パーティションの関連付けを再構築でき
ます。

ターゲットコンテナを保持する
サーバがルートパーティションの
レプリカも保持している。 

サーバがルートのレプリカを保持していない場合、ディレクト
リはターゲットツリーの管理権を確認できないので、結合は失
敗し、エラー「-672 アクセス権なし」が表示されます。

iManager を使用してルートのレプリカを追加します。詳細につ

いては、122 ページの「レプリカを追加する」を参照してくだ

さい。

ソースツリーおよびターゲットツ
リーのスキーマが同じである。

DSMerge で［結合］オプションを実行します。出力されるレ

ポートからスキーマに問題があることがわかった場合は、ター
ゲットツリー上で DSRepair を実行してソースツリーからス

キーマをインポートします。

結合操作によって、自動的にスキーマがターゲットツリーから
ソースツリーにインポートされます。

DSMerge を再実行します。

単一のツリーだけが、ツリーのルー
トの下位にセキュリティコンテナ
を保持できる。

ソースツリーおよびターゲットツリーの両方がセキュリティコ
ンテナを保持している場合、553 ページの付録 A、「NMAS の注

意事項」で説明されている手順に従って、一方のコンテナを削
除します。

前提条件 必要な措置
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結合操作における包含要件

ソースツ リーをターゲッ ト ツ リーのコンテナに結合するには、 ターゲッ ト ツ リーのコン
テナでソースツ リーの受け入れ準備を整えておく必要があ り ます。 ターゲッ ト ツ リーの
コンテナは、 ク ラス ド メ インのオブジェク ト を包含できなければなり ません。 包含に問
題がある と、 結合操作中に 「-611 不正な包含です」 とい うエラーが発生します。

次の表の情報を使用して、DSRepair を実行して包含リ ス ト を変更する必要があるかど う
かを判断します。

包含要件が満たされていない場合は、 DSRepair を実行してスキーマを修正します。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory の保守］ > ［スキーマの保守］ の順にク リ ッ ク します。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4 ユーザ名、 パスワード、 および操作を実行するサーバのコンテキス ト を指定し、
［次へ］ をク リ ッ ク します。

5 ［オプシ ョ ンスキーマ拡張機能］ をク リ ッ ク し、 ［開始］ をク リ ッ ク します。 

6 表示される指示に従って、 操作を完了します。

ソースツリーとターゲットツリーを結合する

前提条件を満たしているこ とを確認し、 DSMerge を使用して結合を実行します。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

ソースツリーのタイムリファレン
スが再設定されている。

ソースツリーは、ターゲットツリーのサーバからタイムソース
を取得するように、セカンダリサーバとして設定される必要が
あります。 

Timesync を再設定するには、『Network Time Management
Administration Guide(Network Time Management 管理ガイド )』
の「Configuring Timesync on Servers (http://www.novell.com/
documentation/japanese/nw65/time_enu/data/abzqzx2.html)」を
参照してください。

ターゲットツリーのコンテナ
要件

ターゲットツリーのコンテナオブジェクトが、包含リスト内のドメ
インオブジェクトを包含していること。 

iMonitor で［スキーマ］を使用すると、この状況をチェックできま

す。包含リストにドメインが包含されていない場合、DSRepair を

実行してスキーマを拡張します。

ソースツリーの要件 結合操作によって、ソースツリーのルートがクラスツリールートか
らクラスドメインに変更されます。ツリーの下位オブジェクトはす
べて、スキーマルールに従い、クラスドメインに適切に包含されて
いる必要があります。 

iMonitor で［スキーマ］を使用すると、この状況をチェックできま

す。包含リストにドメインが包含されていない場合、DSRepair を

実行してスキーマを拡張します。

前提条件 必要な措置
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2 ［eDirectory の保守］ > ［ツ リーの結合］ の順にク リ ッ ク します。

3 ソースツ リーと して結合を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4 サーバへの認証を行ってから、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

5 ソースツ リーの管理者名とパスワード、 ターゲッ ト ツ リー名、 およびターゲッ ト ツ
リーの管理者名とパスワードを指定します。

6 ［開始］ をク リ ッ ク します。

［ツ リーの結合］ ウ ィザードのステータスウ ィンド ウが表示され、結合の進行状況が
表示されます。 結合処理から戻された情報と と もに、 後に 「完了」 メ ッセージが

後に表示されます。

7 ［閉じる］ をク リ ッ ク して終了します。

ツリー名の変更

マージする 2つのツ リーの名前が同じ場合は、どちらかの名前を変更する必要があり ます。

こ こで名前を変更できるのはソースツ リーだけです。 ターゲッ ト ツ リーの名前を変更す
るには、 ターゲッ ト ツ リー上のいずれかのサーバで Novell iManager の ［ツ リー名の変
更］ ウ ィザードを実行する必要があ り ます。

ツ リ ー名を変更し て も、 バイ ンダ リ コ ンテキ ス ト は自動的には変更されません。
autoexec.ncfファ イルで設定されたバインダ リ コンテキス トセッ トにもツ リー名(例: SET
Bindery Context = O=n.test_tree_name) が含まれるため、 ツ リー名が 近変更されたサー
バでは、 ツ リー名が変更される前のコンテキス トは使用されません。

したがって、 ツ リー名を変更した場合、 ク ラ イアン ト ワークステーシ ョ ンの環境設定の
変更が必要になる可能性があ り ます。 Novell Client for DOS/Windows を使用している場
合は、 net.cfg ファ イルの優先ツ リーステート メン トおよび優先サーバステート メン ト を
確認します。 Novell Client for Windows NT/2000 または Novell Client for Windows 95/98 を
使用している場合は、 ク ラ イアン トのプロパティページにある優先ツ リーステート メン
トおよび優先サーバステート メン ト を確認します。

優先サーバが使用されている場合は、 ツ リーのマージやツ リー名の変更を行っても、 そ
のク ラ イアン トは名前によってサーバにログインした状態のままなので操作による影
響はク ラ イアン ト側にはあ り ません。 優先ツ リーが使用されている場合は、 ツ リーの
マージやツ リー名の変更を行う と、 元のツ リー名はなくな り ます。 マージを行った後に
はターゲッ ト ツ リーの名前だけが残り ます。優先ツ リーの名前を新しいツ リー名に変更
します。

 2 つのツ リーをマージする場合、 ターゲッ ト ツ リーの名前はマージの結果作成されるツ
リーの名前と してそのまま残るので、 アップデートする必要のある ク ラ イアン ト ワーク
ステーシ ョ ンの数を少な くするには、 ク ラ イアン ト ワークステーシ ョ ンの数が多い方の
ツ リーをターゲッ ト ツ リーと して指定します。

または、 マージの後でツ リー名を変更して、 終的なツ リー名がク ライアン ト ワークス
テーシ ョ ンの数が多い方のツ リーに一致するよ うにするこ と もできます。

マージ後のツ リーの名前は、 元のソースツ リーの名前に変更するこ と もできます。 その
場合は、ターゲッ ト ツ リーにあるク ラ イアン ト ワークステーシ ョ ンの net.cfg ファ イルを
更新する必要があ り ます。

次の前提条件の一覧を使用して、 リネーム操作の準備ができているか確認します。
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ソースツ リー上のサーバコンソールへのアクセス権があるこ と、 またはこのサーバ
との RCONSOLE セッシ ョ ンが確立済みであるこ と

ソースツ リーのツ リーオブジェク トに対するスーパバイザオブジェク ト権があるこ と

(オプシ ョ ン)ツ リー内のサーバがすべて動作可能であるこ と (動作不能状態のサーバ
は動作可能になった時点で自動的に更新されます )。

ツ リー名を変更するには、 次を実行します。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory の保守］ > ［ツ リー名の変更］ の順にク リ ッ ク します。

3 ［ツ リー名の変更］ウ ィザードを実行するサーバ ( ターゲッ ト ツ リー内のサーバ )を指
定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4 サーバへの認証を行ってから、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

5 新しいツ リー名、 管理者ユーザ名、 およびパスワードを指定します。

6 ［開始］ をク リ ッ ク します。

［ツ リー名の変更］ ウ ィザードのステータスウ ィンド ウが表示され、 リネーム処理の
進行状況が表示されます。 

7 リ ネーム処理から戻された情報と と もに 「完了」 メ ッセージが表示されたら、［閉じ
る］ をク リ ッ ク して終了します。

eMBox クライアントを使用したツリーのマージ

eMBox(eDirectory Management Toolbox) ク ラ イアン トはコマンド ラ イン Java ク ラ イアン
トで、 これを使用する と DSMerge にリモート アクセスできます。 eDirectory の一部と し
てサーバ上に emboxclient.jar ファ イルがインス トールされます。 JVM を実行しているコ
ンピュータならどれからでも実行できます。eMBox ク ラ イアン トの詳細については、479
ページの 「eMBox コマンド ラ インク ラ イアン トの使用」 を参照してください。

DSMerge eMTool を使用する

1 非対話式モードで eMBox ク ラ イアン ト を実行するには、コマンド ラ インに次のコマ
ンドを入力します。

java -cp path_to_the_file/emboxclient.jar embox -i

( ク ラスパスにすでに emboxclient.jar file が設定されている場合、「java embox -i」
と入力するだけです )。

次の eMBox ク ラ イアン トのプロンプ トが表示されます。

eMBox Client>

2 DSMergeを実行する (ソースツ リーになる )サーバにログインするには、次のコマンド
を入力します。 
login -sserver_name_or_IP_address -pport_number 

-uusername.context -wpassword -n

ポート番号は通常 80 または 8008 です。 ただし、 すでにそのポート を使用している
Web サーバが存在する場合は異な り ます。 -n オプシ ョ ンを使用する と、 セキュ リ
テ ィ保護されていない接続を開始します。

eMBox ク ラ イアン トはログインが成功したかど うかを表示します。
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3 次の構文を使用してマージコマンドを入力します。

dsmerge.task options

次に例を示します。

「dsmerge.m -uadmin -ptest -TApple -Uadmin -Ptest」 は、 ターゲッ ト ツ リー 「Apple」 を、
現在ログインしているソースツ リーにマージします。ターゲッ ト ツ リーのユーザ名は
「Admin」、ユーザパスワードは「test」です。また、ソースツ リーのユーザ名も 「Admin」、
ユーザパスワードは 「test」 です。

「dsmerge.g -uadmin -ptest -TOrange -Uadmin -Ptest -CFruit」は、現在ログインしているソー
スツ リーをターゲッ ト ツ リー 「Orange」 内の 「Fruit」 コンテナに結合します。 ソース
ツ リーのユーザ名は 「Admin」 、 ユーザパスワードは 「test」 です。 また、 ターゲッ ト
ツ リーのユーザ名も 「Admin」、 ユーザパスワードは 「test」 です。 

各スイ ッチの間にはスペースが必要です。 スイ ッチの順序は重要ではあ り ません。

eMBox ク ラ イアン トは DSMerge 操作が成功したかど うかを表示します。

DSMerge eMTool オプシ ョ ンの詳細については、479 ページの 「eMBox コマンド ラ イ
ンク ラ イアン トの使用」 を参照して ください。

4 eMBox ク ラ イアン トからログアウ トするには、 次のコマンドを入力します。 
logout

5 eMBox ク ラ イアン ト を終了するには、 次のコマンドを入力します。

exit

DSMerge eMTool オプション

次の表に、DSMerge eMTool オプシ ョ ンを示します。eMBox ク ラ イアン トで list -tdsmerge
コマンドを使用して、 DSMerge オプシ ョ ンの詳細を表示するこ と もできます。詳細につ
いては、 483 ページの 「eMTool とそのサービスを表示する」 を参照して ください。

マージ操作 eMBox クライアントのコマンド

ツリーの名前が変更できるか
どうかチェックする

dsmerge.pr -uUser -pUser_password -nNew_tree_name

 ツリー名を変更する dsmerge.r -uUser -pUser_password -nNew_tree_name

2 つのツリーがマージできる

かチェックする

dsmerge.pm -uSource_tree_user-pSource_tree_user_password -
TTarget_tree_name
-UTarget_tree_user -PTarget_tree_password

 2 つのツリーをマージする dsmerge.m -uSource_tree_user-pSource_tree_user_password -
TTarget_tree_name-UTarget_tree_user -PTarget_tree_password

ソースツリーがターゲットツ
リーのコンテナに結合できる
かチェックする

dsmerge.pg -uSource_tree_user
-pSource_tree_user_password -TTarget_tree_name
-UTarget_tree_user -PTarget_tree_password
-CTarget_tree_container 

ソースツリーをターゲットツ
リーのコンテナに結合する

dsmerge.g -uSource_tree_user
-pSource_tree_user_password -TTarget_tree_name
-UTarget_tree_user -PTarget_tree_password
-CTarget_tree_container 

実行中の DSMerge 操作を

キャンセルする

cancel
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9 Novell eDirectory データベースの修復

修復ユーティ リ ティ を使用する と、 Novell® eDirectoryTM ツ リーのデータベースを保守お
よび修復するこ とができます。 このユーティ リ ティでは、 次の操作を実行できます。

不正なレ コード、 スキーマの不一致、 不正なサーバア ド レ ス、 外部参照など、
eDirectory の問題の修正

eDirectory スキーマへの詳細な変更

データベースの終了やユーザの介入を伴わない、 自動的なデータベースの構造
チェッ ク

データベースのオペレーシ ョナルインデッ クスの確認

空のレコードを破棄するこ とによる空き領域の増量

ローカルデータベースの修復

レプリ カ、 レプ リ カ リ ングおよびサーバオブジェク トの修復

同期エラーに対する、 各ローカルパーティシ ョ ンの各サーバの分析

ローカルデータベース内のオブジェク トの検出と同期

すべての eDirectory データベースの問題が致命的である というわけではなく、 eDirectory
によって処理を続行できる問題もあ り ます。 ただしデータベースが破損する と、 ローカ
ルデータベースを開く こ とができないこ と を知らせる メ ッセージがコンソールに表示
されます。 この場合、 修復を実行するか Novell サポートに連絡します。

eDirectory に問題が発生した り Novell サポートから指示がない限り、 修復操作を実行す
るこ とはお勧めできません。ただし、修復ユーティ リ テ ィおよび他の Novell ユーティ リ
テ ィ (Novell iMonitor など ) の診断機能を使用するこ とはお勧めします。 詳細について
は、 7 章 171 ページの、 「Novell iMonitor 2.1 の使用」 を参照してください。

Novell iManager には次の修復ウ ィザードが含まれています。

ウィザード 説明

基本修復ウィザード 無人修復、ローカルデータベースの修復、または単一オブジェ
クトの修復を実行できます。また、外部参照をチェックして
不明なリーフオブジェクトを削除できます。

ログファイルウィザード 修復ログファイルを開いて、ログファイルオプションを設定
できます。

iMonitor による修復 iMonitor を開いて、このプログラムの修復オプションを使用

できます。

レプリカ修復ウィザード すべてまたは選択したレプリカの修復、タイムスタンプの修
復と新しいエポックの宣言、現在のサーバを新しいマスタレ
プリカに設定、および必要に応じて選択したレプリカの削除
などを実行できます。
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ウ ィザードは、 次のよ うな操作のと きに役立ちます。

214 ページの 「基本修復操作の実行」

219 ページの 「修復ログファ イルの表示と設定」

219 ページの 「Novell iMonitor での修復の実行」

220 ページの 「レプ リ カの修復」

223 ページの 「レプ リ カ リ ングを修復する」

225 ページの 「スキーマの保守」

229 ページの 「サーバのネッ ト ワークアドレスの修復」

230 ページの 「同期化操作の実行」

232 ページの 「DSRepair のカスタムオプシ ョ ン」

236 ページの 「eMBox ク ラ イアン ト を使用したデータベースの修復」

基本修復操作の実行

基本修復ウ ィザードでは、 無人修復、 ローカルデータベースの修復、 または単一オブ
ジェク トの修復を実行できます。 また、 外部参照をチェ ッ ク して不明な リーフオブジェ
ク ト を削除できます。

215 ページの 「無人修復を実行する」

217 ページの 「ローカルデータベースの修復の実行」

217 ページの 「外部参照のチェッ ク」

218 ページの 「単一オブジェク トの修復」

218 ページの 「不明な リーフオブジェク トの削除」

レプリカリングの修復ウィザード すべてまたは選択したレプリカリングの修復、リング内のす
べてのサーバにすべてのオブジェクトを送信、選択したレプ
リカでマスタレプリカのすべてのオブジェクトを受信、およ
び必要に応じてレプリカリングから現在のサーバの削除など
を実行できます。

スキーマの保守ウィザード ツリーからスキーマを要求、ローカルスキーマのリセット、
新しいスキーマエポックの宣言、オプションスキーマ拡張機
能の実行、リモートスキーマのインポート、および Post
NetWare® 5 スキーマの更新などを実行できます。

サーバの修復ウィザード すべてのネットワークアドレスの修復、およびサーバのネッ
トワークアドレスのみの修復ができます。

同期修復ウィザード 現在のサーバで選択したレプリカの同期、現在のサーバの同
期ステータスのレポート、すべてのサーバの同期ステータス
のレポート、時刻同期の実行、および即時同期のスケジュー
ルが実行できます。

ウィザード 説明
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無人修復を実行する

無人修復では、 指定されたサーバの eDirectory データベース フ ァ イルに致命的な
eDirectory エラーがないかチェッ ク し、 修復します。 このオプシ ョ ンは、 実行されるた
びに 8 つの主要な操作を実行します。 これらの操作には、 管理者が関与する必要はあ り
ません。 これらの操作の中には、 実行中にデータベースをロ ッ クする ものがあ り ます。
無人修復では、 ローカルデータベースファ イルのセッ トが一時的に作成され、 修復操作
はこれらのファ イルに対して実行されます。 つま り、 重大な問題が発生したと しても、
オ リ ジナルのファ イルは無事です。

ローカルデータベースの修復で使用される対話式オプシ ョ ンを熟知していない場合は、
この修復手段をお勧めします。 無人修復を実行する と、 データベースファ イルが現在使
用している 2 倍の容量の空きディ スクが必要になる場合があ り ます。 詳細については、
217 ページの 「ローカルデータベースの修復の実行」 を参照して ください。

eDirectory が使用するオペレーシ ョナルインデッ クスの再構築は、 ローカルデータベー
スがロ ッ ク されている と きのみ可能です。

次の表に、 無人修復の実行中に行われる操作について示します。

操作 データベース

のロック

説明

データベース構造および
インデックスのチェック

する データベースレコードとインデックスの構造および形式を
調べます。eDirectory 環境のデータベースレベルで構造的な

破損が組み込まれていないことを確認します。

データベース全体の
再構築

する 構造チェックおよびインデックスチェック中に見つかった
エラーを解決します。正しいデータ構造を復元し、
eDirectory データベースおよびインデックスファイルを再

作成します。

ツリー構造のチェックの
実行

する データベースレコード間のリンクを検証し、各チャイルド
レコードに対して有効なペアレントレコードがあることを
確認します。これは、データベースの整合性を確認するの
に役立ちます。無効なレコードにはマークがつけられ、
eDirectory レプリカ同期処理の実行中に別のパーティショ

ンレプリカから復元できます。

すべてのローカルレプリ
カを修復

する 各オブジェクトと属性をスキーマ定義でチェックし、
eDirectory データベースの不整合を解決します。ここでは、

内部データ構造の形式もすべてチェックします。

この操作では、データベースから無効なレコードを削除す
ることにより、ツリー構造のチェック中に見つかった不整
合も解決します。この結果、無効なレコードにリンクされ
ているすべてのチャイルドレコードは、すべてオーファン
としてマークされます。これらのオーファンレコードは失
われませんが、この処理によって、データベースの再構築
中に多数のエラーが発生する可能性があります。これは正
常な反応で、孤立したオブジェクトはレプリカ同期の過程
で自動的に再編成されます。
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無人修復を実行するには、 次の操作を行います。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities(eDirectory 保守ユーティ リテ ィ )］ > ［基本修復］ の順
にク リ ッ ク します。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

ローカル参照をチェック する ローカル参照は、このファイルサーバ上の eDirectory デー

タベース内で管理されているオブジェクトへのポインタで
す。この操作では、内部データベースのポインタを評価し、
正しい eDirectory オブジェクトを指していることを確認し

ます。無効な参照が見つかった場合は修正されます。オブ
ジェクト間に存在する関係の数によって異なりますが、こ
の操作は完了までにかなり時間がかかる場合があります。

ネットワークアドレスの
修復

しない eDirectory 内で保存しているサーバのネットワークアドレ

スを、ローカル SAP、SLP、または DNS テーブルで維持さ

れている値でチェックし、eDirectory が現在も正確な情報を

保持していることを確認します。矛盾が見つかった場合、
eDirectory は正しい情報で更新されます。

ストリームシンタックス
ファイルの確認

する ログインスクリプトなどのストリームシンタックスファイ
ルは、eDirectory データベースの特殊領域に保存されます。

この操作では、各ストリームシンタックスファイルが有効
な eDirectory オブジェクトに関連付けられているかどうか

をチェックします。関連付けられていないストリームシン
タックスファイルは削除され、そのファイルを参照してい
る属性はパージされます。

メールディレクトリを確
認する (NetWare のみ )

する デフォルトでは、eDirectory はメールディレクトリを

NetWare® サーバの sys:mail ディレクトリ内に作成します。

これは以前のバインダリユーザをサポートするためです。
バインダリユーザのログインスクリプトは、ユーザのメー
ルディレクトリに保存されます。この操作では、各メール
ディレクトリが有効な eDirectory ユーザオブジェクトに関

連付けられているかどうかをチェックします。関連付けら
れていない場合、メールディレクトリは削除されます。

ボリュームオブジェクト
とトラスティのチェック
(NetWare のみ )

しない NetWare サーバ上の各ボリュームが、eDirectory 内のボ

リュームオブジェクトに関連付けられていることを確認し
ます。関連付けられていない場合、サーバが存在するコン
テキストを検索し、ボリュームオブジェクトが存在してい
るかどうか確認します。ボリュームオブジェクトが存在し
ない場合は、ボリュームオブジェクトを作成します。

ボリューム情報を検証後、トラスティ ID のリストが検証さ

れます。eDirectory 内のすべてのオブジェクトには固有のト

ラスティ ID があります。この ID は、NetWare ボリューム

など eDirectory ツリー内の他のオブジェクトに権利を与え

る際に使用されます。この作業では、ボリュームリストに
ある各トラスティID が有効な eDirectory オブジェクトであ

ることを確認します。そうでない場合、トラスティ ID はボ

リュームリストから削除されます。

操作 データベース

のロック

説明
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4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パスワード、 およびコンテキス ト を指定し、
［次へ］ をク リ ッ ク します。

5 ［標準修復］ をク リ ッ ク し、 ［開始］ をク リ ッ ク します。

6 表示される指示に従って、 操作を完了します。

ローカルデータベースの修復の実行

eDirectory でオープンおよびアクセスできるよ うに、 この修復操作を使用してローカル
データベースの矛盾を解決します。

ローカルデータベースの修復は、一時ファ イルセッ トに対して実行するよ うに指定する
こ と もできます。 一時ファイルセッ ト を指定しなかった場合、 修復操作はアクティブな
データベースに対して実行されます。 

一時データベースファ イルセッ ト に対して修復操作を実行する場合は、 この操作中は
データベースを閉じておく必要があ り ます。 操作対象を一時ファ イルセッ ト にした場
合、 修復結果を反映する前に、 その確認を求める メ ッセージが表示されます。 それ以外
の場合、 修復結果は即座に反映されます。

修復操作が終了する と、 その修復操作のログを表示して、 修復を完了させるのにさ らに
必要な操作があるかど うかを確認できます。 詳細については、 219 ページの 「修復ログ
ファ イルの表示と設定」 を参照してください。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities(eDirectory 保守ユーティ リテ ィ )］ > ［基本修復］ の順
にク リ ッ ク します。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パスワード、 およびコンテキス ト を指定し、
［次へ］ をク リ ッ ク します。

5 ［ローカルデータベースの修復］ をク リ ッ ク し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

6 ローカル修復を実行するオプシ ョ ンを指定し、 ［開始］ をク リ ッ ク します。

7 表示される指示に従って、 操作を完了します。

外部参照のチェック

この修復操作は、 各外部参照オブジェク ト をチェッ ク して、 そのオブジェク ト を含むレ
プリ カがあるかど うかを調べます。オブジェク トのあるパーティシ ョ ンのレプ リ カが含
まれているすべてのサーバにアクセスできない場合、 オブジェ ク トは見つけられませ
ん。 オブジェク トが見つからない場合、 警告が表示されます。

この操作では破損情報も表示されます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities(eDirectory 保守ユーティ リテ ィ )］ > ［基本修復］ の順
にク リ ッ ク します。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パスワード、 およびコンテキス ト を指定し、
［次へ］ をク リ ッ ク します。

5 ［外部参照のチェッ ク］ をク リ ッ ク し、 ［開始］ をク リ ッ ク します。

6 表示される指示に従って、 操作を完了します。
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単一オブジェクトの修復

この修復操作は、 eDirectory がデータへアクセスするのを妨げるよ う な、 eDirectory オブ
ジェク トの不整合を解決します。 この操作は、 ユーザ作成のパーティシ ョ ンおよび外部
参照パーティシ ョ ンでのみ有効です。

この操作は、 アクティブなデータベースファ イルに対して実行されます。 破損が物理的
なレベルの場合は、 まず物理チェッ クおよび構造チェッ クを実行してから単一オブジェ
ク トの修復を行います。

修復操作時点の eDirectory データベースのバッ クアップコピーを保持している こ とを確
認します。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities(eDirectory 保守ユーティ リテ ィ )］ > ［基本修復］ の順
にク リ ッ ク します。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パスワード、 およびコンテキス ト を指定し、
［次へ］ をク リ ッ ク します。

5 ［単一オブジェク トの修復］ をク リ ッ ク し、 ［開始］ をク リ ッ ク します。

6 修復するオブジェク ト を指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

7 表示される指示に従って、 操作を完了します。

不明なリーフオブジェクトの削除

オブジェク トに必須プロパティがない場合、 あるいはその他に無効な点がある場合 ( プ
ロパティがオブジェク ト タイプの 低要件を満たしていない場合 )、 修復によって一貫
性のないオブジェク トが不明なオブジェク トに変更されます。不明なオブジェク トは実
際のオブジェク トであ り、 eDirectory 側では既知のオブジェク ト です。 不明なオブジェ
ク トになっているのは、 オブジェク ト ク ラスの検証が不完全なためです。 疑問符アイコ
ンで表示される不明なオブジェク トは削除できますが、簡単に元のオブジェク ト タイプ
に戻すこ とはできません。

この修復操作では、 ローカル eDirectory データベースのオブジェク トの う ち、 オブジェ
ク ト ク ラスが不明で、従属オブジェク ト を維持していないオブジェ ク ト をすべて削除し
ます。 削除は eDirectory ツ リーの他のレプリ カと同時に後で行われます。

重要 : この操作の意味を完全に理解しているか Novell サポートから実行の指示がない限り、この操作は実行

しないでください。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities(eDirectory 保守ユーティ リテ ィ )］ > ［基本修復］ の順
にク リ ッ ク します。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パスワード、 およびコンテキス ト を指定し、
［次へ］ をク リ ッ ク します。

5 ［不明な リーフオブジェク トの削除］ をク リ ッ ク し、 ［開始］ をク リ ッ ク します。

6 表示される指示に従って、 操作を完了します。
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修復ログファイルの表示と設定

修復ログファ イルには、 ローカルパーティシ ョ ンとサーバに関する詳細情報が含まれま
す。 この情報はデータベースの破損を診断するのに役立ちます。 ログファ イルウ ィザー
ドでは、 修復ログファ イルを開いてログファ イルオプシ ョ ンを設定できます。 

このセクシ ョ ンでは、 次の操作について説明します。

219 ページの 「ログファ イルを開く」

219 ページの 「ログファ イルオプシ ョ ンを設定する」

ログファイルを開く

この操作を行って、 修復ログファ イルを表示します。 ログファ イルのデフォル ト名は
dsrepair.log です。修復によって実行される操作の結果がログファ イルに書き込まれます。

ログファ イル操作のオン / オフ切り替え、 名前の変更、 およびログファ イルの削除また
はリセッ ト などができます。 詳細については、 219 ページの 「ログファ イルオプシ ョ ン
を設定する」 を参照して ください。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities(eDirectory 保守ユーティ リテ ィ )］ > ［ログファ イル］
の順にク リ ッ ク します。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パスワード、 およびコンテキス ト を指定し、
［次へ］ をク リ ッ ク します。

5 ［ログファ イルを開く］ をク リ ッ ク し、 ［開く］ をク リ ッ ク します。

6 表示される指示に従って、 操作を完了します。

ログファイルオプションを設定する

この操作を行って、 修復ログファ イルを管理します。 ログファ イルのオン / オフ切り替
え、 ログファ イルの削除、 追加、 ファ イル名の変更などが行えます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities(eDirectory 保守ユーティ リテ ィ )］ > ［ログファ イル］
の順にク リ ッ ク します。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パスワード、 およびコンテキス ト を指定し、
［次へ］ をク リ ッ ク します。

5 ［ログファ イルオプシ ョ ン］ をク リ ッ ク し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

6 表示される指示に従って、 操作を完了します。

Novell iMonitor での修復の実行

Novell iManager の ［iMonitor による修復］ オプシ ョ ンを使用して、 修復機能にアクセス
できます。 iMonitor の ［修復］ ページでは、 問題を表示した り、 eDirectory データベース
のバッ クアップやク リーンアップを実行できます。
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iMonitor では、 DSRepair 機能はサーバ限定の機能です。 つま り、 この機能は iMonitor が
実行されているローカルサーバでのみ使用できます。 他のサーバで実行されている DS
ト レース機能にアクセスするには、そのサーバで実行されている iMonitor に切り替える
必要があ り ます。

［DS Repair］ ページにアクセスするには、 アクセスしよ う とするサーバの管理者または
コンソールオペレータ と同等の権利が必要です。 つま り、 このページの情報にアクセス
するには、 まずログインして認証情報のチェッ クを受ける必要があ り ます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities(eDirectory 保守ユーティ リテ ィ )］ > ［iMonitor による
修復］ の順にク リ ッ ク します。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

手動で iMonitor を開いて修復オプシ ョ ンを実行するには、 ［iMonitor を実行して
iMonitor から修復にアクセスする］ をク リ ッ ク した後で ［OK］ をク リ ッ ク します。

4 アクセスするサーバのユーザ名、 コンテキス ト 、 およびパスワードを指定してから
［OK］ をク リ ッ ク し、 ［iMonitor 修復］ ページを開きます。

5 修復オプシ ョ ンを指定し、 ［修復の開始］ をク リ ッ ク します。

iMonitor で利用可能な修復機能の詳細については、187 ページの 「DSRepair 情報の表示」
を参照して ください。

レプリカの修復

レプ リ カの修復操作では、 レプ リ カの各オブジェク ト と スキーマとの整合性が保たれて
いるかど うか、オブジェク トの各属性とスキーマとの整合性が保たれているかど うかを
チェッ ク し、 属性のシンタ ッ クスに従ってデータをチェ ッ ク します。 レプ リ カに関連す
る他の内部データ構造もチェ ッ ク されます。

レプ リ カの修復ウ ィザードを使用して、 次の操作を実行します。

220 ページの 「すべてのレプリ カを修復する」

221 ページの 「選択したレプ リ カを修復する」

221 ページの 「タイムスタンプを修復する」

222 ページの 「このサーバを新しいマスタレプ リ カに設定する」

223 ページの 「選択したレプ リ カを削除する」

すべてのレプリカを修復する

この操作では、 レプ リ カテーブルに表示されたすべてのレプ リ カを修復します。

30 分前までにローカル eDirectory データベースの修復操作を行っていない場合、 この操
作を実行する前にローカルデータベースを修復して ください。詳細については、217 ペー
ジの 「ローカルデータベースの修復の実行」 を参照して ください。            

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities(eDirectory 保守ユーティ リティ )］ > ［レプ リ カの修復］
の順にク リ ッ ク します。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。
220   Novell eDirectory 8.7.3 管理ガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パスワード、 およびコンテキス ト を指定し、
［次へ］ をク リ ッ ク します。

5 ［すべてのレプリ カの修復］ をク リ ッ ク し、 ［開始］ をク リ ッ ク します。

6 表示される指示に従って、 操作を完了します。

選択したレプリカを修復する

この操作では、 レプ リ カビューに表示されているレプ リ カのうち、 選択したレプ リ カの
み修復します。

30 分前までにローカル eDirectory データベースの修復操作を行っていない場合、 この操
作を実行する前にローカルデータベースを修復して ください。詳細については、217 ペー
ジの 「ローカルデータベースの修復の実行」 を参照して ください。            

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities(eDirectory 保守ユーティ リティ )］ > ［レプ リ カの修復］
の順にク リ ッ ク します。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パスワード、 およびコンテキス ト を指定し、
［次へ］ をク リ ッ ク します。

5 ［選択したレプ リ カを修復する］ をク リ ッ ク し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

6 修復するレプ リ カを指定し、 ［開始］ をク リ ッ ク します。

7 表示される指示に従って、 操作を完了します。

タイムスタンプを修復する

注 : この操作を行う前に、同期修復ウィザードを使用して、レプリカリング内のすべてのサーバが正しく通
信していることを確認します。詳細については、230 ページの「同期化操作の実行」を参照してください。

この操作では、 選択したパーティシ ョ ンのレプ リ カをすべて 新版に更新するために、
マスタレプ リ カの新しい参照ポイン ト を指定します。

この操作は、 常にパーティシ ョ ンのマスタレプ リ カ上で実行されます。 マスタレプ リ カ
は、 このサーバのローカルレプリ カである必要はあ り ません。

オブジェク トが作成または変更される と タイムスタンプが設定されますが、 これは一意
でなければなり ません。 マスタレプ リ カのすべてのタイムスタンプが検査されます。 タ
イムスタンプが現在のネッ ト ワーク時間よ り遅れている場合、新しいタイムスタンプに
置き換えられます。 タイムスタンプが 新であれば、 新しいタイムスタンプは発行され
ません。 すべてのタイムスタンプの時刻が一致する と、 新規エポッ クが宣言されます。

この操作は、 レプ リ カのオブジェク ト間、 またはオブジェ ク トのプロパティ間で矛盾が
生じている場合に使用します。 たとえば、 ログインスク リプ ト を更新したのにログイン
時に古いログインスク リプ トが表示される場合は、 レプ リ カ間で正し く同期が取られて
いるかど うかを確認して ください。将来のタイムスタンプと現在の時刻の時間差が 1 分
以内であれば、 終的に eDirectory 自体がその状況を修正します。 新規エポッ クの宣言
は非常に費用のかかる操作であ り、 定期的な使用はお勧めしていません。

Novell eDirectory はデータベース と して厳密な整合性はと られていません。 したがって
そのレプリ カ同期の確認には 5 ～ 10 分かかるこ とがあ り ます。 この操作を行う と、 次
の状態になり ます。
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新規エポッ クがマスタレプ リ カで宣言され、 その影響がマスタレプ リ カのすべての
オブジェク トに及ぶ可能性があ り ます。

すべてのタイムスタンプが調べられ、 必要に応じて修復されます。

レプ リ カ間の同期が取られるまで、日付の古いタイムスタンプ ( エポッ ク ) を保持す
るレプ リ カからの更新内容は受け付けられません。

レプ リ カは、 マスタレプ リ カまたは新規エポッ クを受信済みの他のレプリ カのすべ
てのオブジェク トのコピーを受け取り ます。

このレプ リ カは、 マスタレプ リ カと同じエポッ クにな り ます。

以前のエポッ クからの変更内容は失われます。

マスタレプ リ カが現在のサーバに存在する必要はあ り ませんが、 この修復操作を実
行するにはマスタレプ リ カに対するスーパバイザ権が必要です。

そのほかのレプリ カは新しい状態になり ます。

タイムスタンプを修復して新規エポッ クを宣言するには、 次の操作を行います。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities(eDirectory 保守ユーティ リティ )］ > ［レプ リ カの修復］
の順にク リ ッ ク します。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パスワード、 およびコンテキス ト を指定し、
［次へ］ をク リ ッ ク します。

5 ［タ イムスタンプを修復して新しいエポッ クを宣言する］ をク リ ッ ク し、 ［次へ］ を
ク リ ッ ク します。

6 表示される指示に従って、 操作を完了します。

このサーバを新しいマスタレプリカに設定する

この操作では、選択したパーティシ ョ ンのローカルレプリ カをマスタレプ リ カと して設
定します。 元のマスタレプ リ カを損失した場合には、 この操作で新しいマスタレプ リ カ
を設定できます。 マスタレプ リ カがあるサーバでハードディ スク障害が発生する と、 そ
のマスタレプ リ カが失われるこ とがあ り ます。 その場合は、 マスタレプ リ カを変更する
必要があ り ます。

Novell iManager で使用可能な通常のパーティシ ョ ン操作を実行するためには、 このオプ
シ ョ ンを使用しないでください。詳細については、 5 章 117 ページの、 「パーティシ ョ ン
およびレプリ カの管理」 を参照してください。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities(eDirectory 保守ユーティ リティ )］ > ［レプ リ カの修復］
の順にク リ ッ ク します。

3 新しいマスタレプ リ カに指定するサーバを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4 ユーザ名、 パスワード、 およびコンテキス ト を指定してサーバへの認証を行い、
［次へ］ をク リ ッ ク します。

5 ［このサーバを新しいマスタレプ リ カに設定］ をク リ ッ ク し、 ［次へ］ をク リ ッ ク し
ます。

6 表示される指示に従って、 操作を完了します。
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選択したレプリカを削除する

この操作では、 選択したレプ リ カをこのサーバから削除します。 レプ リ カは削除される
か、 サブオーディネート リ ファレンスに変更されます。

Novell iManager で使用可能な通常のパーティシ ョ ン操作を実行するためには、 このオプ
シ ョ ンを使用しないでください。詳細については、 5 章 117 ページの、 「パーティシ ョ ン
およびレプリ カの管理」 を参照してください。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities(eDirectory 保守ユーティ リティ )］ > ［レプ リ カの修復］
の順にク リ ッ ク します。

3 削除するレプ リ カを含むサーバを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4 ユーザ名、 パスワード、 およびコンテキス ト を指定してサーバへの認証を行い、
［次へ］ をク リ ッ ク します。

5 ［選択したレプ リ カを削除する］ をク リ ッ ク し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

6 削除するレプ リ カを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

7 表示される指示に従って、 操作を完了します。

レプリカリングを修復する

レプ リ カ リ ングの修復操作では、 レプ リ カを保持する各サーバのレプリ カ リ ング情報を
チェッ ク し、 リモート ID 情報を検証します。

レプ リ カ リ ング修復ウ ィザードを使用して、 次の操作を実行します。

223 ページの 「すべてのレプリ カ リ ングを修復する」

224 ページの 「選択したレプ リ カ リ ングを修復する」

224 ページの 「 リ ング内のすべてのサーバにすべてのオブジェク ト を送信する」

225 ページの 「マスタから選択したレプ リ カへすべてのオブジェク ト を受信する」

225 ページの 「レプ リ カ リ ングから このサーバを削除する」

すべてのレプリカリングを修復する

この操作では、 レプ リ カビューに表示されたすべてのレプ リ カのレプ リ カ リ ングを修復
します。

30 分前までにローカル eDirectory データベースの修復操作を行っていない場合、 この操
作を実行する前にローカルデータベースを修復して ください。詳細については、217 ペー
ジの 「ローカルデータベースの修復の実行」 を参照して ください。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities(eDirectory 保守ユーティ リテ ィ )］ > ［レプ リ カ リ ング
の修復］ の順にク リ ッ ク します。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パスワード、 およびコンテキス ト を指定し、
［次へ］ をク リ ッ ク します。
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5 ［Repair All Replica Rings( すべてのレプリ カ リ ングを修復 )］をク リ ッ ク し、［次へ］を
ク リ ッ ク します。

6 表示される指示に従って、 操作を完了します。

選択したレプリカリングを修復する

この操作では、 レプ リ カテーブルで選択したレプ リ カのレプ リ カ リ ングを修復します。

30 分前までにローカル eDirectory データベースの修復操作を行っていない場合、 この操
作を実行する前にローカルデータベースを修復して ください。詳細については、217 ペー
ジの 「ローカルデータベースの修復の実行」 を参照して ください。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities(eDirectory 保守ユーティ リテ ィ )］ > ［レプ リ カ リ ング
の修復］ の順にク リ ッ ク します。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パスワード、 およびコンテキス ト を指定し、
［次へ］ をク リ ッ ク します。

5 ［Repair the Selected Replica Ring( 選択されたレプリ カ リ ングを修復 )］をク リ ッ ク し、
［次へ］ をク リ ッ ク します。

6 修復するレプ リ カを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

7 表示される指示に従って、 操作を完了します。

リング内のすべてのサーバにすべてのオブジェクトを送信する

この操作では、 レプ リ カ リ ング内で選択したサーバから、 選択したパーティシ ョ ンのレ
プ リ カを含む他のすべてのサーバに、 すべてのオブジェク ト を送信します。

レプ リ カ リ ング内で選択したサーバ上の選択したパーティシ ョ ンのレプ リ カが、 レプ リ
カ リ ング内の他のすべてのサーバと同期している こ とを確かめるには、 この操作を行い
ます。該当するパーティシ ョ ンのサブオーディネート リ ファレンスレプ リ カのみを保持
するサーバではこの操作は実行できません。

選択したサーバに保持されているレプ リ カ と まだ同期していない他のレプ リ カに加え
た変更は失われます。 この操作を実行する前に、 同期ステータスを確認してください。

重要 : この操作はレプリカ内のオブジェクトを再作成するため、ネットワークトラフィックの量が大幅に増
加する可能性があります。これは診断操作ではありません。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities(eDirectory 保守ユーティ リテ ィ )］ > ［レプ リ カ リ ング
の修復］ の順にク リ ッ ク します。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4 サーバのユーザ名、パスワード、およびコンテキス ト を指定して、 ［次へ］ をク リ ッ
ク します。

5 ［ リ ング内の各サーバにすべてのオブジェ ク ト を送信する］ をク リ ッ ク し、 ［次へ］
をク リ ッ ク します。

6 表示される指示に従って、 操作を完了します。
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マスタから選択したレプリカへすべてのオブジェクトを受信する

この操作では、 選択したサーバ上のレプリ カで、 マスタレプ リ カのすべてのオブジェク
ト を受信します。

レプ リ カ リ ング内で選択したサーバ上の選択したパーティシ ョ ンのレプ リ カが、マスタ
レプ リ カと同期しているこ とを確かめるには、 この操作を行います。 この操作は、 マス
タレプ リ カがあるサーバでは実行できません。

重要 : この操作を行うと、ネットワークトラフィックの量が大幅に増加します。この操作を要求することに

より、現在のレプリカは、サーバに新しいレプリカがあるかのように動作します。さらに、レプリカの状態
は新規になります。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities(eDirectory 保守ユーティ リテ ィ )］ > ［レプ リ カ リ ング
の修復］ の順にク リ ッ ク します。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4 サーバのユーザ名、パスワード、およびコンテキス ト を指定して、 ［次へ］ をク リ ッ ク
します。

5 ［マスタから選択したレプ リ カにすべてのオブジェク ト を受信する］ をク リ ッ ク し、
［次へ］ をク リ ッ ク します。

6 表示される指示に従って、 操作を完了します。

レプリカリングからこのサーバを削除する

この操作では、 現在のサーバに保存されているレプ リ カのうち、 選択したレプ リ カから
特定のサーバを削除します。

警告 : この操作を誤用すると、eDirectory データベースで致命的な破損が生じることがあります。Novell サ
ポート担当者からの指示がない限り、この操作は実行しないでください。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities(eDirectory 保守ユーティ リテ ィ )］ > ［レプ リ カ リ ング
の修復］ の順にク リ ッ ク します。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4 サーバのユーザ名、パスワード、およびコンテキス ト を指定して、 ［次へ］ をク リ ッ ク
します。

5 ［レプ リ カ リ ングから このサーバを削除］ をク リ ッ ク し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

6 表示される指示に従って、 操作を完了します。

スキーマの保守

スキーマとはオブジェ ク ト属性のルールおよび定義を体系化したもので、 これによ り、
各オブジェク トの内容と形式が構築され、データベース内でのオブジェク ト間の関係が
確立されます。

スキーマの保守ウ ィザードには、 eDirectory サーバのスキーマを ［Root］ のマスタに合
わせるために必要なスキーマ操作がいくつか用意されています。 ただし、 これらの操作
は必要なと きだけ使用してください。 スキーマは、 ローカル修復操作および無人修復操
作によってすでに検査されています。
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eDirectory スキーマの詳細については、 4 章 105 ページの、 「スキーマの管理」 を参照し
て ください。 

スキーマの保守ウ ィザードを使用して、 次の操作を実行します。

226 ページの 「ツ リーからスキーマを要求する」

226 ページの 「ローカルスキーマを リセッ トする」

227 ページの 「Post-NetWare 5 スキーマの更新を実行する」

227 ページの 「オプシ ョ ンスキーマ拡張機能を実行する」

228 ページの 「 リモート スキーマをインポートする」

228 ページの 「スキーマの新規エポッ クを宣言する」

ツリーからスキーマを要求する

この操作を実行する と、 ツ リーのルートのマスタレプ リ カが自身のスキーマをこのサー
バのスキーマに同期させます。 ［Root］ のマスタレプ リ カから このサーバのスキーマに
対して行われた変更は、 24 時間以内に伝達されます。

重要 : すべてのサーバがマスタレプリカのスキーマを要求すると、ネットワークトラフィックが増加します。

そのため、このオプションの使用には細心の注意を払うようにしてください。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities(eDirectory 保守ユーティ リティ )］ > ［スキーマの保守］
の順にク リ ッ ク します。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パスワード、 およびコンテキス ト を指定し、
［次へ］ をク リ ッ ク します。

5 ［ツ リーからスキーマを要求］ をク リ ッ ク し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

6 表示される指示に従って、 操作を完了します。

ローカルスキーマをリセットする

この操作は、 ローカルスキーマのタイムスタンプをク リ アし、 着信スキーマの同期を要
求するスキーマ リセッ ト機能を呼び出します。

［Root］ パーティシ ョ ンのマスタレプ リ カから実行した場合、 この操作はできません。ツ
リー内のすべてのサーバが同時にリセッ ト されるわけではあ り ません。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities(eDirectory 保守ユーティ リティ )］ > ［スキーマの保守］
の順にク リ ッ ク します。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パスワード、 およびコンテキス ト を指定し、
［次へ］ をク リ ッ ク します。

5 ［ローカルスキーマのリセッ ト ］ をク リ ッ ク し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

6 表示される指示に従って、 操作を完了します。
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Post-NetWare 5 スキーマの更新を実行する

この操作では、 Post-NetWare 5 DS の変更に伴い、互換性を確保するためにスキーマを拡
張および変更します。

現在の eDirectory バージ ョ ンによっては、新しいバージ ョ ンにアップデートする と きに、
このオプシ ョ ンが必要な場合があ り ます。 このオプシ ョ ンが必要かど うかは、 アップグ
レードする新しい eDirectory のリ リース ノート を参照して ください。

この操作には、 このサーバが ［Root］ パーティシ ョ ンのレプ リ カ ([Root] のマスタレプ
リ カを推奨 ) を持ち、 レプ リ カが使用可能な状態であるこ とが必要にな り ます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities(eDirectory 保守ユーティ リティ )］ > ［スキーマの保守］
の順にク リ ッ ク します。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パスワード、 およびコンテキス ト を指定し、
［次へ］ をク リ ッ ク します。

5 ［Post NetWare 5 スキーマの更新］ をク リ ッ ク し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

6 表示される指示に従って、 操作を完了します。

オプションスキーマ拡張機能を実行する

この操作では、 包含など拡張機能のためにスキーマを拡張および変更します。

この操作では、 このサーバに ［Root］ パーティシ ョ ンのレプ リ カが含まれ、 そのレプ リ
カが使用可能な状態であるこ とが必要にな り ます。また、ツ リー内のどの NetWare 4 サー
バにも次のいずれかのバージ ョ ンの ds.nlm が搭載されている必要があ り ます。

以前のバージ ョ ンの eDirectory では、このオプシ ョ ンで加えた変更の同期ができません。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities(eDirectory 保守ユーティ リティ )］ > ［スキーマの保守］
の順にク リ ッ ク します。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パスワード、 およびコンテキス ト を指定し、
［次へ］ をク リ ッ ク します。

5 ［オプシ ョ ンスキーマ拡張機能］ をク リ ッ ク し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

6 表示される指示に従って、 操作を完了します。

サーバ バージョン

4.10 ds.nlm v5.17 以降

4.11 / 4.2 ds.nlm v6.01 以降
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リモートスキーマをインポートする

この操作では、現在のツ リーのスキーマに追加したいスキーマが含まれている eDirectory
ツ リーを選択します。

ツ リーを選択する と、 ［Root］ パーテ ィシ ョ ンのマスタレプ リ カを保持するサーバに接
続されます。 現在のツ リー上にあるスキーマの拡張には、 そのサーバのスキーマが使用
されます。

2 つのツ リーをマージするには、 一方のツ リーからも う一方のツ リーへ繰り返しスキー
マを インポー ト する必要があ り ます。 詳細については、 8 章 197 ページの、 「Novell
eDirectory ツ リーのマージ」 を参照して ください。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities(eDirectory 保守ユーティ リティ )］ > ［スキーマの保守］
の順にク リ ッ ク します。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パスワード、 およびコンテキス ト を指定し、
［次へ］ をク リ ッ ク します。

5 ［ リ モート スキーマのインポート ］ をク リ ッ ク し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

6 表示される指示に従って、 操作を完了します。

スキーマの新規エポックを宣言する

エポッ ク とは、 基準点と して任意に選択される瞬間のこ とです。 時代や新規バージ ョ ン
と同義です。 エポッ クは、 レプ リ カの同期を制御します。 新規に宣言される と、 マスタ
レプ リ カで機能します。 他のレプリ カは、 新規エポッ クを持つレプリ カに更新情報を送
るこ とはできませんが、そのレプリ カと完全に同期するまでは更新情報を受け取り ます。

指定したパーティシ ョ ンの他のレプリ カが更新済みレプリ カと同期された場合、つま り
各レプ リ カのエポッ クが同じになる と、 双方向の同期が再び許可されます。

スキーマの新規エポッ クを宣言する と、 ［Root］ パーティシ ョ ンのマスタレプリ カを保持
するサーバに接続され、 スキーマレコード上の不正なタイムスタンプが修復されます。
次にスキーマの新規エポッ クがそのサーバで宣言され、 ツ リー全体に影響を与えます。

他のすべてのサーバは、修復されたタイムスタンプを保持する新しいスキーマのコピー
を受け取り ます。

受け取る側のサーバが新規エポッ ク内に存在しなかったスキーマを含む場合は、古いス
キーマを使用するオブジェク トおよび属性が 「不明」 オブジェ ク ト ク ラスまたは属性に
変更されます。                                      
重要 : Novell サポートからの指示がない限り、この操作は実行しないでください。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities(eDirectory 保守ユーティ リティ )］ > ［スキーマの保守］
の順にク リ ッ ク します。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パスワード、 およびコンテキス ト を指定し、
［次へ］ をク リ ッ ク します。

5 ［新規エポッ クの宣言］ をク リ ッ ク し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

6 表示される指示に従って、 操作を完了します。
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サーバのネットワークアドレスの修復

サーバの修復ウ ィザードでは、 レプ リ カ リ ングのすべてのサーバのネッ ト ワークアドレ
ス と ローカルデータベースのサーバオブジェク ト を修復します。 さ らに、 レプ リ カ リ ン
グの指定したサーバのネッ ト ワークア ド レス と ローカルデータベースのサーバオブ
ジェク ト も修復できます。

サーバの修復ウ ィザードを使用して、 次の操作を実行します。

229 ページの 「すべてのネッ ト ワークアドレスを修復する」

229 ページの 「サーバのネッ ト ワークアドレスを修復する」

すべてのネットワークアドレスを修復する

この操作では、ローカル eDirector データベース内で、すべてのサーバのネッ ト ワークア
ドレスをチェッ ク します。使用できる ト ランスポートプロ ト コルに応じて、 SAP テーブ
ル、 SLP ディ レク ト リエージェン ト 、 および DNS ローカルまたはリモート情報でサー
バ名を検索します。

その後、 eDirectory サーバオブジェク トのネッ ト ワークアドレス属性、 およびすべての
パーティシ ョ ン ［Root］ オブジェ ク トの各レプ リ カ属性のアドレスレコード と、 各アド
レスが比較されます。 アドレスが異なる場合は、 同じになるよ うに更新されます。

SAP テーブル、 ローカル / リモート DNS 情報、 または SLP ディ レク ト リエージェン ト
にサーバのネッ ト ワークアドレスが見つからなければ、 修復は行われません。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities(eDirectory 保守ユーティ リテ ィ )］ > ［サーバの修復］
の順にク リ ッ ク します。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パスワード、 およびコンテキス ト を指定し、
［次へ］ をク リ ッ ク します。

5 ［すべてのネッ ト ワークアドレスの修復］ をク リ ッ ク し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

6 表示される指示に従って、 操作を完了します。

サーバのネットワークアドレスを修復する

この操作では、ローカル eDirector データベース内で、選択したサーバのネッ ト ワークア
ド レスをチェ ッ ク します。 現在バイン ド されている ト ランスポー ト プロ ト コルに応じ
て、 ローカル SAP テーブル、 SLP ディ レク ト リエージェン ト 、およびローカルまたはリ
モートの DNS 情報でサーバ名を検索します。 ネッ ト ワークアドレスが見つかれば、 そ
のアドレスを eDirectory サーバオブジェク トのネッ ト ワークアドレス属性の値、 および
すべてのパーティシ ョ ン ［Root］ オブジェク トのレプ リ カ属性のアドレスレコード と照
合します。 アドレスが異なる場合は、 同じになるよ うに更新されます。

SAP テーブル、SLP ディ レク ト リエージェン ト、またはローカル / リモート DNS 情報に
サーバのネッ ト ワークアドレスが見つからなければ、 修復は行われません。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities(eDirectory 保守ユーティ リテ ィ )］ > ［サーバの修復］
の順にク リ ッ ク します。
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3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パスワード、 およびコンテキス ト を指定し、
［次へ］ をク リ ッ ク します。

5 ［このサーバのネッ ト ワークアドレスの修復］ をク リ ッ ク し、 ［次へ］ をク リ ッ ク し
ます。

6 表示される指示に従って、 操作を完了します。

問題

Novell SLP はオプシ ョ ンのパッケージです。 認証機能は、 Novell SLP パッケージの一部
と して実装されているわけではあ り ません。 

eDirectory は現在 OpenSLP と相互運用が可能で、 OpenSLP の認証機能が使用されます。 

同期化操作の実行

同期修復ウ ィザードでは、 現在のサーバで選択したレプ リ カの同期、 現在のサーバの同
期ステータスのレポート、 すべてのサーバの同期ステータスのレポート 、 時刻同期の実
行、 および即時同期のスケジュールができます。

同期修復ウ ィザードを使用して、 次の操作を実行します。

230 ページの 「選択したレプ リ カをこのサーバで同期する」

231 ページの 「このサーバの同期ステータスをレポートする」

231 ページの 「すべてのサーバの同期ステータスをレポートする」

231 ページの 「時刻同期を実行する」

232 ページの 「即時同期をスケジューリ ングする」

選択したレプリカをこのサーバで同期する

この操作では、 選択したパーティシ ョ ンのレプ リ カを持つすべてのサーバ上で、 完全な
同期ステータスを確保します。

このオプシ ョ ンを使用して、パーティシ ョ ンの状態を確認できます。そのパーティシ ョ ン
のレプリカを持つサーバがすべて正常に同期していれば、そのパーティシ ョ ンは異常なし
と見なされます。 レプリカ リ ング内の各サーバが接続されると、次に、接続された各サー
バは、 レプリカ リ ング内の他のすべてのサーバに対して、 即時に同期を実行します。

サーバは、 サーバ自体には同期されません。 したがって、 現在のサーバが所有するレプ
リ カのステータスは 「ホス ト 」 と して表示されます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities(eDirectory 保守ユーティ リテ ィ )］ > ［同期修復］ の順
にク リ ッ ク します。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パスワード、 およびコンテキス ト を指定し、
［次へ］ をク リ ッ ク します。

5 ［このサーバ上で選択したレプ リ カを同期する］ をク リ ッ ク し、 ［次へ］ をク リ ッ ク
します。

6 表示される指示に従って、 操作を完了します。
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このサーバの同期ステータスをレポートする

この操作では、現在のサーバ上にレプリ カを持つすべてのパーティシ ョ ンのレプ リ カ同
期ステータスをレポート します。

この操作では、 パーティシ ョ ンのレプ リ カを保持する各サーバのレプリ カの ［Root］ オ
ブジェク トから同期ステータス属性を読み込みます。 レポートには、 すべてのサーバに
対して正常に同期が行われた 終時刻と、 終同期以降発生したエラーが表示されます。

12 時間以内に同期が完了していない場合は、 警告メ ッセージが表示されます。   

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities(eDirectory 保守ユーティ リテ ィ )］ > ［同期修復］ の順
にク リ ッ ク します。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パスワード、 およびコンテキス ト を指定し、
［次へ］ をク リ ッ ク します。

5 ［Report the Sync Status on This Server( このサーバの同期ステータスのレポート )］をク
リ ッ ク し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

6 表示される指示に従って、 操作を完了します。

すべてのサーバの同期ステータスをレポートする

この操作では、現在のサーバ上にレプリ カを持つすべてのパーティシ ョ ンのレプ リ カ同
期ステータスを確保します。

この操作では、 パーティシ ョ ンのレプ リ カを保持する各サーバのレプリ カの ［Root］ オ
ブジェク トから同期ステータス属性を読み込みます。 レポートには、 すべてのサーバに
対して正常に同期が行われた 終時刻と、 終同期以降発生したエラーが表示されます。

12 時間以内に同期が完了していない場合は、 警告メ ッセージが表示されます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities(eDirectory 保守ユーティ リテ ィ )］ > ［同期修復］ の順
にク リ ッ ク します。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パスワード、 およびコンテキス ト を指定し、
［次へ］ をク リ ッ ク します。

5 ［すべてのサーバの同期ステータスのレポート ］ をク リ ッ ク し、 ［次へ］ をク リ ッ ク
します。

6 表示される指示に従って、 操作を完了します。

時刻同期を実行する

この操作では、 ローカル eDirectory データベースに登録されているすべてのサーバに接
続し、 各サーバの eDirectory と時刻同期ステータスに関する情報を要求します。

各サーバ上で実行している eDirectory のバージ ョ ンが ［DS バージ ョ ン］ フ ィールドに表
示されます。

サーバに何のレプリ カも含まれていない場合は、 ［レプ リ カ深さ］ フ ィールドに 「-1」 と
表示されます。 ［Root］ パーテ ィシ ョ ンのレプ リ カが含まれている場合は、 「0」 と表示
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されます。 指定したサーバ上にレプ リ カがある場合は、 ［Root］ に も近いレプ リ カが
［Root］ からオブジェク ト何個分離れているかを示す正の整数が表示されます。

eDirectory ツ リー内のすべてのサーバは、 同じタイムソース と同期している必要があ り
ます。 そ う しなければ、 矛盾が発生したと きに、 レプ リ カ間でのオブジェク トの同期が
正確に管理されなくな り ます。

同期修復ウ ィザードでは、 各サーバのタイムソースはレポートできません。 ただし、 タ
イムサーバのタイプは報告します。 この情報を参照すれば、 時刻同期が正確に設定され
ているかど うかを確認できます。

重要 : 時刻同期のステータス「Nearly-In-Sync( ほぼ同期 )」を監視するには、DSRepairではなく Novell iMonitor
を使用してください。詳細については、7 章 171 ページの、「Novell iMonitor 2.1 の使用」を参照してください。

詳細については、 85 ページの 「ネッ ト ワーク時刻の同期」 を参照して ください。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities(eDirectory 保守ユーティ リテ ィ )］ > ［同期修復］ の順
にク リ ッ ク します。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パスワード、 およびコンテキス ト を指定し、
［次へ］ をク リ ッ ク します。

5 ［時刻同期］ をク リ ッ ク し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

6 表示される指示に従って、 操作を完了します。

即時同期をスケジューリングする

この操作では、 すべてのレプリ カの同期を即座に行う よ う スケジューリ ングします。 こ
の操作は、 同期プロセスが通常のスケジュールどおりに実行されるのを待つこ とな く、
同期情報を確認したい場合に使用します。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities(eDirectory 保守ユーティ リテ ィ )］ > ［同期修復］ の順
にク リ ッ ク します。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パスワード、 およびコンテキス ト を指定し、
［次へ］ をク リ ッ ク します。

5 ［即時同期のスケジューリ ング］ をク リ ッ ク し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

6 表示される指示に従って、 操作を完了します。

DSRepair のカスタムオプション

各 eDirectory プラ ッ ト フォームの DSRepair ユーティ リ テ ィには、Novell iManager で利用
可能な修復機能のほかにも、 通常の操作からは見えない拡張機能がいくつかあ り ます。
これらの拡張機能は、 さまざまなプラ ッ ト フォームで DSRepair ユーティ リ ティ をロー
ドする際にスイ ッチを使用して利用できます。

233 ページの 「eDirectory サーバ上で DSRepair を実行する」

234 ページの 「DSRepair コマンド ラ インオプシ ョ ン」

235 ページの 「DSRepair 詳細設定スイ ッチの使用」
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eDirectory サーバ上で DSRepair を実行する

NetWare の場合

DSRepair を実行するには、 サーバコンソールで 「srepair.nlm」 と入力します。

カスタムオプシ ョ ンで DSRepair を開くには、 サーバコンソールで 「dsrepair -a」 と
入力します。

Windows の場合

1 ［スタート ］ > ［設定］ > ［コン ト ロールパネル］ > ［Novell eDirectory Services］ の順
にク リ ッ ク します。

2 dsrepair.dlm をク リ ッ ク して、 ［開始］ をク リ ッ ク します。

カスタムオプシ ョ ンで DSRepair を開くには、 Novell eDirectory Services コンソール
の ［起動パラ メータ］ フ ィールドに 「-a」 と入力し、 dsrepair.dlm を開始します。

Linux、Solaris、AIX、および HP-UX の場合

DSRepair を実行するには、 サーバコンソールに次の構文を使用して 「ndsrepair」 と
入力します。

ndsrepair { -U | -E | -C | -P [-Ad] | -S [-Ad] | -N  | -T | -J entry_id | --
version} [-F filename] [-A yes|no] [-O yes|no]

または

ndsrepair -R [-l yes|no] [-u yes|no] [-m yes|no] [-i yes|no] [-f yes|no][-d 
yes|no] [-t yes|no] [-o yes|no][-r yes|no] [-v yes|no] [-c yes|no] [-F 
filename] [-A yes|no] [-O yes|no]

重要 : -Ad オプションは、Novell サポート担当者からの事前の指示がない限り使用しないでください。

例

無人修復を実行し、 /root/ndsrepair.log ファ イルにイベン ト を記録する場合 ( またはログ
ファ イルがすでに存在していればそのログファ イルに追加してイベン ト を記録する場
合 ) は、 次のコマンドを入力します。

ndsrepair -U  -A no -F /root/ndsrepair.log

カスタムオプシ ョ ンで DSRepair を開くには、 次のコマンドを入力します。

ndsrepair -Ad

すべてのグローバルスキーマ操作とその詳細設定オプシ ョ ンの リ ス ト を表示するには、
次のコマンドを入力します。

ndsrepair -S -Ad

データベースを強制ロッ ク してローカルデータベースを修復するには、次のコマンドを
入力します。

ndsrepair -R -l yes

注 : ndsrepair コマンドの入力内容は、オプションファイルによってリダイレクトできます。オプションファ
イルは、レプリカおよびパーティション操作に関連するオプションやサブオプションを含むテキストファイ
ルです。これらはサーバに対する認証を必要としません。各オプションまたはサブオプションは改行によっ

て区切られます。ファイルの内容が、適切な順序で指定されていることを確認します。適切な順序になって
いないと、予期しない結果が発生する場合があります。
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DSRepair コマンドラインオプション

オプション 説明

-U ［標準修復］オプションです。ユーザの操作なしに ndsrepair を実行または終了しま

す。Novell サポート担当者から特定の操作を手動で実行するように指示された場合

を除き、この修復方法の使用をお勧めします。修復が完了したらログファイルを
チェックして、ndsrepair で変更された内容を確認します。

-P ［レプリカ操作とパーティション操作］オプションです。現在のサーバの eDirectory
データベースファイルにレプリカが保存されているパーティションが表示されま
す。［レプリカオプション］メニューには、「レプリカの修復」、「パーティション操
作のキャンセル」、「同期のスケジューリング」、および「ローカルレプリカをマス
タレプリカとして指定」を実行するオプションがあります。 

-S ［グローバルスキーマの操作］オプションです。このオプションには、このサーバ
のスキーマをツリーオブジェクトのマスタに準拠させるのに必要なスキーマ操作
がいくつか含まれています。ただし、これらの操作は必要なときだけ使用してくだ
さい。スキーマは、ローカル修復操作および無人修復操作によってすでに検査され
ています。 

-C ［外部参照オブジェクトのチェック］オプションです。各外部参照オブジェクトを
チェックして、そのオブジェクトを含むレプリカがあるかどうかを調べます。オブ
ジェクトのあるパーティションレプリカを含むすべてのサーバがアクセス不能の
場合、オブジェクトは見つかりません。オブジェクトが見つからない場合、警告が
表示されます。

-E ［レプリカ同期のレポート］オプションです。現在のサーバ上にレプリカを持つす
べてのパーティションのレプリカ同期ステータスをレポートします。この操作によ
り、パーティションのレプリカを保持する各サーバ上のレプリカのツリーオブジェ
クトから同期ステータス属性が読み込まれます。レポートには、すべてのサーバに
対して正常に同期が行われた 終時刻と、 終同期以降発生したエラーが表示され
ます。12 時間以内に同期が完了していない場合は、警告メッセージが表示されます。

-N ［このデータベースに認識されているサーバ］オプションです。ローカル eDirectory
データベースに認識されているすべてのサーバが表示されます。現在のサーバにツ
リーパーティションのレプリカがある場合、このサーバには eDirectory ツリー内の

すべてのサーバのリストが表示されます。サーバオプションを実行するサーバを 1
つ選択します。

-J ローカルサーバ上の 1 つのオブジェクトを修復します。修復するオブジェクトのエ

ントリ ID(16 進形式 ) を指定する必要があります。破損している 1 つの特定のオブ

ジェクトを修復するには、［標準修復 (-U)］オプションの代わりに、このオプショ

ンを使用できます。データベースのサイズによっては、［標準修復］オプションの
完了に何時間もかかる場合があります。このオプションを使用して、時間を節約す
ることができます。

-T ［時刻同期］オプションです。ローカル eDirectory データベースに登録されている

すべてのサーバにアクセスして、各サーバの時刻同期ステータスの情報を要求しま
す。このサーバにツリーパーティションのレプリカがある場合は、eDirectory ツリー

内のすべてのサーバがポーリングされます。各サーバ上で実行されている
eDirectory のバージョンもレポートされます。

-A 既存のログファイルに付加します。既存のログファイルに情報が追加されます。こ
のオプションは、デフォルトで有効に設定されています。

-O 出力をファイルに記録します。このオプションは、デフォルトで有効に設定されて
います。
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-R オプシ ョ ンで使用するファンクシ ョ ン修飾子を次に示します。

DSRepair 詳細設定スイッチの使用

警告 : このセクションで説明する機能は、正しく使用しないと eDirectory ツリーが破損して元に戻せないこ

とがあります。Novell サポート担当者からの指示がない限り、この機能は使用しないでください。 

生産環境でこれらの う ちのいずれかの機能を使用する前に、 あらかじめサーバ上の
eDirectory のフルバッ クアップをとっておく こ とをお勧めします。 詳細については、 14
章 381 ページの、 「Novell eDirectory のバッ クアップと復元」 を参照して ください。

NetWare では、 DSRepair(dsrepair -XK2 など ) をロードする と きに、 サーバコンソールで
これらのオプシ ョ ンを使用します。 

Linux、Solaris、AIX、および HP-UX では、「ndsrepair -R -Ad -XK2」 と入力します。

Windows では、dsrepair.dlm を開始する前に、NDS コンソールの［起動パラ メータ］フ ィー
ルドにこれらのオプシ ョ ンを入力します。 詳細については、 233 ページの 「eDirectory
サーバ上で DSRepair を実行する」 を参照して ください。 

-F filename 出力を指定したファイルに記録します。

-R ［ローカルデータベースの修復］オプションです。ローカル eDirectory データベー

スを修復します。eDirectory でオープンおよびアクセスできるように、修復操作を

使用してローカルデータベースの矛盾を解決します。このオプションには、データ
ベースの修復操作を容易にするサブオプションがあります。このオプションには
ファンクション修飾子があります。ファンクション修飾子については、次の表で説
明します。

オプション 説明

-l 修復操作中に eDirectory データベースをロックします。

-u 修復操作中に一時 eDirectory データベースを使用します。

-m 修復されていない元のデータベースを維持します。

-i eDirectory データベース構造とインデックスをチェックします。

-f データベースの空き領域を増やします。

-d データベース全体を再構築します。

-t ツリー構造のチェックを実行します。データベース内での接続状況が正しいかどう
かを調べるため、ツリー構造のリンクをすべてチェックするには、「はい」を設定
します。チェックを省略するには、「いいえ」を設定します。デフォルト値は「は
い」です。

-o オペレーショナルスキーマを再構築します。

-r すべてのローカルレプリカを修復します。

-v ストリームファイルを確認します。 

-c ローカル参照をチェックします。

オプション 説明
Novell eDirectory データベースの修復 235



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
eMBox クライアントを使用したデータベースの修復

eMBox(eDirectory Management Toolbox) ク ラ イアン トはコマンド ラ イン Java ク ラ イアン
トで、 これを使用する と DSRepair にリモート アクセスできます。 eMBox ク ラ イアン ト
はバッチモードで実行できるため、 これを使用して eDirectory DSRepair eMTool で無人
修復を行う こ とができます。

eDirectory の一部と してサーバ上に emboxclient.jar ファ イルがインス トールされます。
JVM を実行しているコンピュータならどれからでも実行できます。 eMBox ク ラ イアン
トの詳細については、 479 ページの 「eMBox コマンド ラ インク ラ イアン トの使用」 を参
照して ください。

DSRepair eMTool を使用する

1 非対話式モードで eMBox ク ラ イアン ト を実行するには、コマンド ラ インに次のコマ
ンドを入力します。

java -cp path_to_the_file/emboxclient.jar embox -i

( ク ラスパスにすでに emboxclient.jar ファ イルが含まれている場合、 「java embox
-i」 と入力するだけです )。

次の eMBox ク ラ イアン トのプロンプ トが表示されます。

eMBox Client>

2 修復するサーバにログインするには、 次のよ うに入力します。 
login -sserver_name_or_IP_address -pport_number 

-uusername.context -wpassword -n

ポート番号は通常 80 または 8008 です。 ただし、 すでにそのポート を使用している
Web サーバが存在する場合は異な り ます。 -n オプシ ョ ンを使用する と、 セキュ リ
テ ィ保護されていない接続を開始します。

eMBox ク ラ イアン トはログインが成功したかど うかを表示します。

スイッチ 説明

-NLC NetWare サーバで「STORE NETWARE 5 CONN SCL MLA USAGE IN NDS」セッ

トパラメータがオンになった場合、「NLS:CERT PEAK USED POOL」属性は非常に

大きい値を取得する場合があります。DSRepair を -NLC オプションで実行すると、

こうした大きい値はクリアされます。

-P タイプが不明な eDirectory オブジェクトをすべて、参照済みとしてマークします。

参照されたオブジェクトは、eDirectory レプリカ同期処理の対象にはなりません。

-WM 多くの場合、WM は次のようになります。ZENworks® 2.0 を使用すると「Registered
Workstations( 登録されたワークステーション )」属性は大きい値になります。

DSRepair を -WM オプションで実行すると、こうした大きい値はクリアされます。

-XK2 このサーバの eDirectory データベース内にある eDirectory オブジェクトをすべて削

除します。この操作では、破損したレプリカがどんな方法を使っても削除できない
場合に、破損レプリカを削除できます。

-XK3 このサーバの eDirectory データベース内にある外部参照をすべて削除します。この

操作では、機能していないレプリカ内の外部参照をすべて削除できます。参照が原
因で問題が発生している場合、レプリカが再度機能するために、eDirectory は参照

を再作成できます。
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3 次の構文を使用して修復コマンドを入力します。

dsrepair.task options

次に例を示します。

dsrepair.ufr は無人修復を実行します。

dsrepair.rld -a -v は、 ［すべてのローカルレプリカを修復］ オプシ ョ ンおよび ［ローカル
参照をチェッ クする］ オプシ ョ ンを使用して、 ローカルデータベースを修復します。

各スイ ッチの間にはスペースが必要です。 スイ ッチの順序は重要ではあ り ません。

eMBox ク ラ イアン トは修復が成功したかど うかを表示します。

DSRepair eMTool オプシ ョ ンの詳細については、 479 ページの 「eMBox コマンド ラ
インク ラ イアン トの使用」 を参照して ください。

4 eMBox ク ラ イアン トからログアウ トするには、 次のコマンドを入力します。 
logout

5 eMBox ク ラ イアン ト を終了するには、 次のコマンドを入力します。

exit

DSRepair eMTool のオプション

次の表に DSRepair eMTool のオプシ ョ ンを示します。 eMBox ク ラ イアン トで list -
tdsrepairコマンドを使用してDSRepairオプシ ョ ンの詳細を表示するこ と もできます。
詳細については、483 ページの「eMToolとそのサービスを表示する」を参照して ください。

オプション 説明

rso
  -o
  -d

単一オブジェクトの修復
  オブジェクト ID(16 進数 )
  オブジェクト DN

rts 時刻の同期

rss すべてのパーティションの同期ステータスのレポート

rld
  -l
  -t
  -d
  -p
  -i
  -f
  -e
  -c
  -o
  -a
  -m
  -v

ローカルデータベースの修復
  修復中は常に eDirectory データベースをロック

  修復中に一時的な eDirectory データベースを使用

  修復されていない元のデータベースを維持

  データベース構造のチェックを実行

  データベースの構造チェックとインデックスチェックを実行

  データベースの未使用領域を増やす

  データベース全体を再構築

  ツリー構造のチェックを実行

  オペレーショナルスキーマを再構築

  すべてのローカルレプリカを修復

  メールディレクトリおよびストリームファイルを確認

  ローカル参照をチェック

ufr 無人修復
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rsn
  -o
  -d

選択したサーバのネットワークアドレスの修復
  オブジェクト ID(16 進数 )
  オブジェクト DN

ran すべてのネットワークアドレスの修復

rsr
  -p
  -d

選択したレプリカの修復
  パーティション ID
  パーティション DN

rer すべてのレプリカの修復

ror
  -p
  -d

選択したレプリカリングの修復
  パーティション ID
  パーティション DN

rar すべてのレプリカのレプリカリングの修復

ssa
  -p
  -d

すべてのサーバのレプリカ同期ステータスのレポート
  パーティション ID
  パーティション DN

cer 外部参照のチェック

rao
  -p
  -d
  -s
  -d

このレプリカのすべてのオブジェクトを受信
  パーティション ID
  パーティション DN
  サーバ ID
  サーバ DN

sao
  -p
  -d
  -s
  -d

リング内のすべてのレプリカにすべてのオブジェクトを送信
  パーティション ID
  パーティション DN
  サーバ ID
  サーバ DN

dne
  -p
  -d

タイムスタンプの修復と新規エポックの宣言
  パーティション ID
  パーティション DN

sri
  -p
  -d

即時同期のスケジューリング
  パーティション ID
  パーティション DN
  サーバ ID
  サーバ DN

sks
  -p
  -d
  -s
  -d

選択したサーバのレプリカを同期
  パーティション ID
  パーティション DN
  サーバ ID
  サーバ DN

ske
  -p
  -d

すべてのサーバのレプリカを同期
  パーティション ID
  パーティション DN

オプション 説明
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dsr
   -p
   -d

選択したレプリカの削除
  パーティション ID
  パーティション DN

xsr
  -p
  -d
  -s
  -d

レプリカリングからサーバを削除
  パーティション ID
  パーティション DN
  サーバ ID
  サーバ DN

dnm
  -p
  -d

このサーバを新しいマスタレプリカに設定
  パーティション ID
  パーティション DN

dul 不明リーフオブジェクトの削除

オプション 説明
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10 WAN トラフィックマネージャ

WAN ト ラフ ィ ッ クマネージャ (WTM) を使用して WAN リ ンク上のレプ リ ケーシ ョ ン ト
ラフ ィ ッ ク を管理する こ とによ り、 ネッ ト ワーク コス ト を削減できます。 WAN ト ラ
フ ィ ッ クマネージャは Novell® eDirectoryTM のインス トール時にインス トールされ、 次の
要素から構成されます。

WTM

レプ リ カ リ ング内の各サーバ上に常駐します。eDirectory がサーバ間ト ラフ ィ ッ クを
送信する前に、WTM は WAN ト ラフ ィ ッ クポ リ シーを読み込んで、その ト ラフ ィ ッ
クを送信するかど うかを決定します。

WAN ト ラフ ィ ッ クポ リ シー

eDirectory ト ラフ ィ ッ クの生成を制御する規則です。WAN ト ラフ ィ ッ クポ リ シーは、
サーバオブジェク ト またはLANエリ アオブジェク ト、あるいはその両方にeDirectory
プロパティ値と して保存されるテキス トです。

WANMAN Novell iManager プラグイン

この WTM とのインタフェースは、 ポ リシーの作成または変更、 LAN エ リ アオブ
ジェク トの作成、 および LAN エリ アまたはサーバへのポ リシーの適用のために使
用します。 WTM を (eDirectory インス トールの一部と して ) インス トールする場合、
スキーマには LAN エリ アオブジェク ト、およびサーバオブジェク ト上の WAN ト ラ
フ ィ ッ クマネージャページが含まれます。

WAN ト ラフ ィ ッ クマネージャ (NetWare® 上では wtm.nlm、Windows 上では wtm.dlm) は、
ト ラフ ィ ッ クを制御する各サーバ上に常駐する必要があ り ます。パーティシ ョ ンのレプ
リ カ リ ングに 1 つの広域リ ンクの両側に配置されているサーバが含まれる場合は、その
レプリ カ リ ング内のすべてのサーバ上に WAN ト ラフ ィ ッ クマネージャをインス トール
します。

重要 : Linux、Solaris、AIX、または HP-UX システムでは、WAN トラフィックマネージャはサポートされて
いません。

WAN トラフィックマネージャについて

eDirectory などのネッ ト ワークディ レク ト リによ り、 サーバ間ト ラフ ィ ッ クが生成され
ます。 広域ネッ ト ワーク (WAN) リ ンク上の ト ラフ ィ ッ クを管理しない場合、 コス トが
不必要に増大した り、 利用率の高い時間帯に通信速度が遅い WAN リ ンクに過大な負荷
がかかった りする こ とがあ り ます。 

WAN ト ラフ ィ ッ クマネージャを使用する と、eDirectory によ り生成された (WAN リ ンク
上の ) サーバ間ト ラフ ィ ッ クや、 eDirectory ツ リー内の任意のサーバ間 eDirectory ト ラ
フ ィ ッ クを制御できます。 WTM は、 ト ラフ ィ ッ クのコス ト 、時刻、 eDirectory 操作のタ
イプ、 あるいはそのいずれかの組み合わせに基づいて ト ラフ ィ ッ クを制限できます。

たとえば、 利用率の高い時間帯には WAN リ ンク上の eDirectory ト ラフ ィ ッ クを制限で
きます。この場合には、高帯域幅のアクティビティが利用率の低い時間帯に移行します。
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レプ リ カの同期ト ラフ ィ ッ クを利用率の低い時間帯だけに制限するこ とによ り、 コス ト
を削減するこ と もできます。

WAN ト ラフ ィ ッ クマネージャは、 eDirectory によ り開始された定期的なイベン ト ( レプ
リ カの同期など ) だけを制御します。管理者またはユーザによ り開始されたイベン トや、
非 eDirectory サーバ間ト ラフ ィ ッ ク ( 時刻の同期など ) は制御しません。

サーバ間ト ラフ ィ ッ クを生成する eDirectory プロセスを次の表に示します。

プロセス 説明

レプリカの同期 eDirectory オブジェクトへの変更がパーティションのすべてのレプリカで同期

されるようにします。指定されたパーティションのコピーを保持するすべての
サーバは、変更を同期するために他のサーバと通信する必要があります。

実行されるレプリカの同期には 2 つのタイプがあります。

即時同期は、eDirectory オブジェクトが変更されるか、あるいはディレクト

リツリー内でオブジェクトが追加または削除されると実行されます。

遅延同期は、複数の eDirectory オブジェクトに共通した変更で、繰り返し実

行される特定の変更 ( ログインプロパティへの変更など ) の後で実行されま

す。このような変更の例としては、ユーザがログインまたはログアウトする
ときのログイン時刻、 終ログイン時刻、ネットワークアドレス、およびリ
ビジョンの各プロパティへの更新があります。 

遅延同期プロセスは、即時同期プロセスが実行されない場合にのみ実行されま
す。デフォルトでは、即時同期は変更が保存されてから 10 秒後に実行され、遅

延同期は他の変更が発生してから 22 分後に実行されます。

スキーマの同期 ディレクトリツリー内の各パーティションでスキーマが整合性を保ち、すべて
のスキーマ変更がネットワーク上で更新されるようにします。

デフォルトでは、このプロセスは 4 時間に 1 回実行されます。

ハートビート ディレクトリオブジェクトがパーティションのすべてのレプリカで整合性を保つ
ようにします。パーティションのコピーを持つすべてのサーバは、整合性をチェッ
クするために、パーティションを持つ他のサーバと通信する必要があります。

デフォルトでは、このプロセスはパーティションのレプリカを含むすべての
サーバ上で 30 分に 1 回実行されます。

リンバ サーバ名またはサーバアドレスが変更されたときに、そのサーバのレプリカポ
インタテーブルが更新されるようにします。この変更は次のような場合に発生
します。

autoexec.ncfファイルで新しいサーバ名またはIPXTM内部アドレスを使用して

サーバをリブートした。

プロトコルを追加するためにアドレスを追加した。

サーバがブートされると、リンバプロセスにより、サーバ名およびサーバの IPX
アドレスがレプリカポインタテーブルに保存されているデータと比較されま
す。サーバ名とアドレスのどちらかまたは両方が一致しない場合、eDirectory
は、そのサーバの項目を含むすべてのレプリカポインタテーブルを自動的に更
新します。

リンバプロセスでは、レプリカリング内の各サーバのツリー名が正しいかどう
かもチェックされます。

リンバプロセスはサーバがブートされてから 5 分後に実行され、その後 3 時間

に 1 回実行されます。
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LAN エリアオブジェクト

LAN エリ アオブジェク ト を使用する と、サーバグループの WAN ト ラフ ィ ッ クポ リシー
を簡単に管理できます。LAN エリ アオブジェク ト を作成した後で、LAN エリ アオブジェ
ク トにサーバを追加した り、LAN エリ アオブジェ ク トからサーバを削除するこ とができ
ます。 LAN エ リ アに適用されたポ リ シーは、 その LAN エ リ ア内のすべてのサーバに適
用されます。

広域リ ンクによって他の LAN に接続している LAN 内に複数のサーバがある場合は、
LAN エリ アオブジェク ト を作成します。LAN エリ アオブジェク ト を作成しない場合は、
各サーバの WAN ト ラフ ィ ッ クを個別に管理する必要があ り ます。

LAN エリアオブジェクトを作成する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［WAN ト ラフ ィ ッ ク］ > ［LAN エリ アの作成］ の順にク リ ッ ク します。

3 ［オブジェク ト ク ラス］ ド ロ ップダウン リ ス トの ［WANMAN-LAN エリ ア］ を選択し
ます。

4 オブジェク トの名前と コンテキス ト を指定して、 ［作成］ をク リ ッ ク します。

次のいずれかのセクシ ョ ンに進みます。

243 ページの 「LAN エリ アオブジェク トへサーバを追加する」

245 ページの 「WAN ポ リ シーを適用する」

LAN エリアオブジェクトへサーバを追加する

1 つのサーバは 1 つの LAN エリ アオブジェク トにのみ属するこ とができます。追加する
サーバがLANエリ アオブジェク トにすでに属している場合、そのサーバはそのオブジェ
ク トから削除され、 新しいオブジェク トに追加されます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［WAN ト ラフ ィ ッ ク］ > ［WAN ト ラフ ィ ッ クマネージャの概要］ の順にク リ ッ ク し
ます。

バックリンク サーバ上のレプリカに保存されていない eDirectory オブジェクトへのポインタ

である外部参照を確認します。通常の場合、バックリンクプロセスはローカル
データベースがオープンされてから 2 時間後に実行され、その後 13 時間に 1 回

実行されます。

接続管理 レプリカリング内のサーバが NCPTM パケットを転送するには、セキュリティレ

ベルの高い接続が必要です。接続管理プロセスにより、仮想クライアント接続
と呼ばれる安全な接続が確立されます。

場合によっては、接続管理プロセスにより、スキーマの同期プロセスまたはバッ
クリンクプロセスのための仮想クライアント接続も確立する必要があります。
時刻サービスの環境設定によっては、時刻の同期プロセスでも仮想クライアン
ト接続が必要になります。

サーバステータス
チェック

サーバステータスチェックは、レプリカを持たない各サーバ上で開始されます。
サーバオブジェクトを含むパーティションの書き込み可能なレプリカを保持す
るサーバのうち、 も近くにあるサーバへの接続が確立されます。

サーバステータスチェックは 6 分に 1 回実行されます。

プロセス 説明
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3 ［LAN エリ アの表示］ をク リ ッ ク し、サーバを追加する LAN エ リ アオブジェ ク ト を
ク リ ッ ク します。

4 ［サーバリ ス ト ］ をク リ ッ ク し 、［ オブジェク ト セレク タ ］ ボタン をク リ ッ ク し
ます。

5 目的のサーバを選択します。

6 追加する各サーバについて、 ステップ 4 からステップ 5 を繰り返します。

WAN ポ リシーを LAN エリ アオブジェク トに適用して、 そのポ リシーをグループ内
のすべてのサーバに適用する方法の詳細については、 245 ページの 「WAN ポ リシー
を適用する」 を参照して ください。

7 ［適用］ をク リ ッ ク し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

LAN エリアオブジェクトへ追加情報を追加する

ConsoleOne® を使用して、 LAN エリ アオブジェク トに記述情報を追加できます。 この機
能は、 Novell iMonitor では使用できません。

1 ConsoleOne で、 LAN エリ アオブジェク ト を右ク リ ッ ク します。

2 ［プロパティ］ > ［一般］ の順にク リ ッ ク します。

3 必要に応じて、 所有者、 説明、 地域、 部署、 および組織の情報を追加します。

4 ［適用］ をク リ ッ ク し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

WAN トラフィックポリシー

WAN ト ラフ ィ ッ クポ リシーは、 eDirectory ト ラフ ィ ッ クの生成を制御する一連の規則で
す。 この規則はテキス ト と して作成され、 サーバオブジェク ト または LAN エリ アオブ
ジェク ト 、 あるいはその両方に eDirectory プロパティ値と して保存されます。 ポ リシー
は、 単純な処理言語に基づいて解釈されます。

ポ リ シーは個々のサーバに適用できます。LAN エリ アオブジェク ト を作成して、 このオ
ブジェク トに複数のサーバを割り当てる こ と もできます。LAN エリ アオブジェク トに適
用されたポ リ シーは、そのオブジェク トに割り当てられたすべてのサーバに自動的に適
用されます。

WAN ト ラフ ィ ッ クマネージャには、いくつかの定義済みポ リ シーグループがあ り ます。
これらのポ リ シーは、 そのまま使用するこ と も、 必要に応じて変更するこ と もでき、 あ
るいは新しいポ リ シーを作成するこ と もできます。

245 ページの 「WAN ポ リ シーを適用する」

246 ページの 「WAN ポ リ シーを変更する」

247 ページの 「既存のポ リ シーを リネームする」

247 ページの 「新しい WAN ポ リシーを作成する」

定義済みポリシーグループ

類似した機能を持つ定義済みポ リ シーのグループを次の表に示します。

ポリシーグループ 説明

1-3AM.WMG トラフィックの送信が午前1時から午前3時までの時間帯だけに制限されます。
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定義済みポ リ シーグループおよび個々のポ リ シーの詳細については、 250 ページの
「WAN ト ラフ ィ ッ クマネージャポ リシーグループ」 を参照して ください。

WAN ポリシーを適用する

WAN ポ リシーを個々のサーバまたは LAN エリ アオブジェク トに適用できます。個々の
サーバに適用されたポ リ シーは、そのサーバの eDirectory ト ラフ ィ ッ クのみ管理します。
LAN エリ アオブジェク トに適用されたポ リシーは、そのオブジェク トに属しているすべ
てのサーバの ト ラフ ィ ッ クを管理します。

WAN ト ラフ ィ ッ クマネージャは、 WANMAN.INI の WAN ポ リ シーグループセクシ ョ ン
に格納されている 「key = values」 ステート メン ト を参照します。 「key」 はスナップイン
に表示されるポ リ シー名で、 「value」 は区切られたポ リ シーを格納するテキス ト ファ イ
ルへのパスです。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［WAN ト ラフ ィ ッ ク］ > ［WAN ト ラフ ィ ッ クマネージャの概要］ の順にク リ ッ ク し
ます。

3 ［LAN エリ アの表示］ をク リ ッ ク し、 LAN エリ アオブジェク ト をク リ ッ ク します。 

または

［NCP サーバの表示］ をク リ ッ ク し、 NCP サーバオブジェク ト をク リ ッ ク します。

4 ［ポ リ シーの追加］ をク リ ッ ク し、 使用するポ リ シーグループを選択します。

詳細については、 244 ページの 「定義済みポ リシーグループ」 を参照して ください。

5 ［OK］ をク リ ッ ク します。

ポ リシーグループからロード されたポ リシーの リ ス トが表示されます。

6 ［OK］ をク リ ッ ク します。

ポ リ シーの内容を参照した り、 ポ リ シーを変更するこ とができます。 ポ リ シー内の
エラーをチェ ッ クするには、 ［ポ リ シーのチェ ッ ク］ をク リ ッ ク します。

7AM-6PM.WMG トラフィックの送信が午前7時から午後6時までの時間帯だけに制限されます。

COSTLT20.WMG コストファクタが 20 より小さいトラフィックのみ送信が許可されます。

IPX.WMG IPX トラフィックのみ許可されます。

NDSTTYPS.WMG さまざまなeDirectoryトラフィックタイプのサンプルポリシーが提供されます。

OPNSPOOF.WMG 既存の WAN 接続のみ使用が許可されます。

OPNSPOOF.WMG 既存の WAN 接続のみ使用が許可されますが、15 分間使用されていない接続は

無効と見なされます。この場合は使用できません。

SAMEAREA.WMG 同じネットワークエリア内のトラフィックのみ許可されます。

TCPIP.WMG TCP/IP トラフィックのみ許可されます。

TIMECOST.WMG すべてのトラフィックが午前 1 時から午前 1 時 30 分までの時間帯だけに制限

されますが、同じロケーション内のサーバには連続的な対話が許可されます。

ポリシーグループ 説明
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7 不要なポ リ シーを削除するには、［ポ リ シー名］ ド ロ ップダウン リ ス ト でポ リ シーを
選択し、 ［ポ リ シーの削除］ をク リ ッ ク します。

8 ［適用］ をク リ ッ ク し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

WAN ポリシーを変更する

WAN ト ラフ ィ ッ クマネージャが提供する定義済みポ リ シーグループは、 要件に合わせ
て変更できます。 また、 独自に作成したポ リ シーを変更するこ と もできます。

サーバに適用された WAN ポリシーを変更する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［WAN ト ラフ ィ ッ ク］ > ［WAN ト ラフ ィ ッ クマネージャの概要］ > ［NCP サーバの表示］
の順にク リ ッ クします。

3 編集するポ リシーを含むサーバオブジェク ト をク リ ッ ク します。

4 ［ポ リ シー名］ ド ロ ップダウン リ ス ト で、 編集するポ リシーを選択します。

5 ［ポ リ シー］ フ ィールドで必要に応じてポ リ シーを編集します。

WAN ポ リシーの構成の詳細については、 265 ページの 「WAN ポ リ シーの構成」 を
参照して ください。

WAN ポ リシーの構文の詳細については、 268 ページの 「ポ リシーセクシ ョ ンで使用
される構文」 を参照して ください。

6 ［ポ リ シーのチェ ッ ク］をク リ ッ クする と、構文または構成のエラーが識別されます。

WAN ト ラフ ィ ッ クマネージャは、 エラーを含むポ リ シーを実行しません。

7 変更した場合は、 ［適用］ をク リ ッ ク します。

8 不要なポ リ シーを削除するには、［ポ リ シー名］ ド ロ ップダウン リ ス ト でポ リ シーを
選択し、 ［ポ リ シーの削除］ をク リ ッ ク します。

9 ［適用］ をク リ ッ ク し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

LAN エリアオブジェクトに適用された WAN ポリシーを変更する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［WAN ト ラフ ィ ッ ク］ > ［WAN ト ラフ ィ ッ クマネージャの概要］ >［LAN エリアの表示］
の順にク リ ッ クします。

3 編集するポ リシーを含む LAN エリ アオブジェク ト をク リ ッ ク します。

4 ［ポ リ シー名］ ド ロ ップダウン リ ス ト で、 編集するポ リシーを選択します。

5 ［ポ リ シー］ フ ィールドで必要に応じてポ リ シーを編集します。

WAN ポ リシーの構成の詳細については、 265 ページの 「WAN ポ リ シーの構成」 を
参照して ください。

WAN ポ リシーの構文の詳細については、 268 ページの 「ポ リシーセクシ ョ ンで使用
される構文」 を参照して ください。

6 ［ポ リ シーのチェ ッ ク］をク リ ッ クする と、構文または構成のエラーが識別されます。

WAN ト ラフ ィ ッ クマネージャは、 エラーを含むポ リ シーを実行しません。

7 変更した場合は、 ［適用］ をク リ ッ ク します。
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8 不要なポ リ シーを削除するには、［ポ リ シー名］ ド ロ ップダウン リ ス ト でポ リ シーを
選択し、 ［ポ リ シーの削除］ をク リ ッ ク します。

9 ［適用］ をク リ ッ ク し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

既存のポリシーをリネームする

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［WAN ト ラフ ィ ッ ク］ > ［WAN ト ラフ ィ ッ クマネージャの概要］ の順にク リ ッ ク し
ます。

3 ［LAN エリ アの表示］ をク リ ッ ク し、 LAN エリ アオブジェク ト をク リ ッ ク します。 

または

［NCP サーバの表示］ をク リ ッ ク し、 NCP サーバオブジェク ト をク リ ッ ク します。

4 ［ポ リ シー名］ ド ロ ップダウン リ ス ト で、 リ ネームするポ リシーを選択します。

5 ［ポ リ シーの名前の変更］ をク リ ッ ク し、 新しい名前を指定します。

名前は完全識別名である必要があ り ます。

6 ［OK］ をク リ ッ ク し、 ［適用］、 ［OK］ の順にク リ ッ ク します。

新しい WAN ポリシーを作成する

サーバオブジェク ト またはLANエリ アオブジェク トに適用する WANポ リシーを作成で
きます。 個々のサーバ用に作成されたポ リ シーは、 そのサーバの eDirectory ト ラフ ィ ッ
クのみ管理します。LAN エリ アオブジェク ト用に作成されたポ リ シーは、そのオブジェ
ク トに属しているすべてのサーバの ト ラフ ィ ッ クを管理します。

サーバオブジェクトの WAN ポリシーを作成する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［WAN ト ラフ ィ ッ ク］ > ［WAN ト ラフ ィ ッ クマネージャの概要］ > ［NCP サーバの表示］
の順にク リ ッ クします。

3 新しいポ リ シーを作成するサーバオブジェク ト をク リ ッ ク し、［ポ リ シーの作成］ を
ク リ ッ ク します。

4 新しいポ リ シーの名前を指定し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

指定する名前は完全識別名である必要があ り ます。 

5 ［ポ リ シー］ テキス ト ボッ クスに必要な情報を指定します。

WAN ポ リシーの構成の詳細については、 265 ページの 「WAN ポ リ シーの構成」 を
参照して ください。

WAN ポ リシーの構文の詳細については、 268 ページの 「ポ リシーセクシ ョ ンで使用
される構文」 を参照して ください。

6 ［適用］ をク リ ッ ク し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

LAN エリアオブジェクトの WAN ポリシーを作成する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［WAN ト ラフ ィ ッ ク］ > ［WAN ト ラフ ィ ッ クマネージャの概要］ >［LAN エリアの表示］
の順にク リ ッ クします。
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3 WANポ リ シーを作成する LANエリ アオブジェク ト をク リ ッ ク し、［ポ リ シーの作成］
をク リ ッ ク します。

4 新しいポ リ シーの名前を指定し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

指定する名前は完全識別名である必要があ り ます。 

5 ［ポ リ シー］ テキス ト ボッ クスに必要な情報を指定します。

WAN ポ リシーの構成の詳細については、 265 ページの 「WAN ポ リ シーの構成」 を
参照して ください。

WAN ポ リシーの構文の詳細については、 268 ページの 「ポ リシーセクシ ョ ンで使用
される構文」 を参照して ください。

6 ［適用］ をク リ ッ ク し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

WAN トラフィックを制限する 
WAN ト ラフ ィ ッ クマネージャには、 ト ラフ ィ ッ クを特定の時間帯だけに制限する 2 つ
の定義済みポ リ シーグループがあ り ます ( 詳細については、250 ページの「1-3AM.WMG」
および 251 ページの 「7AM-6PM.WMG」 を参照して ください )。 これらのポ リシーを変
更する と、 任意の時間帯を選択して、 ト ラフ ィ ッ クをその時間帯だけに制限できます。

こ こでは午前 1 時から午前 3 時までのグループを変更する場合について説明しますが、
午前 7 時から午後 6 時までのグループを変更する場合でも同様の手順を使用できます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［WAN ト ラフ ィ ッ ク］ > ［WAN ト ラフ ィ ッ クマネージャの概要］ の順にク リ ッ ク し
ます。

3 ［LAN エリ アの表示］ をク リ ッ ク し、 LAN エリ アオブジェク ト をク リ ッ ク します。 

または

［NCP サーバの表示］ をク リ ッ ク し、 NCP サーバオブジェク ト をク リ ッ ク します。

4 ［ポ リ シーの追加］ をク リ ッ ク します。

5 定義済みポ リシーの リ ス トの中から 1-3AM.WMG を選択し、［OK］を 2 回ク リ ッ ク し
ます。

ポ リ シーが ［ポ リ シー］ テキス ト ボッ クスに表示されるので、 こ こでポ リ シーを変
更します。 たとえば、 ト ラフ ィ ッ クを許可する時間帯を午前 1 時から午前 3 時まで
ではな く午前 2 時から午後 5 時までに設定するには、 次のよ うに変更します。

/* This policy limits all traffic to between 2 and 5 pm */
LOCAL BOOLEAN Selected;
SELECTOR
  Selected := Now.hour >= 2 AND Now.hour < 17;
  IF Selected THEN
    RETURN 50; /* between 2am and 5pm this policy has a
 high priority */
  ELSE
    RETURN 1;  /* return 1 instead of 0 in case there are
 no other policies */
               /* if no policies return > 0, WanMan assumes
 SEND */
  END
END
PROVIDER
  IF Selected THEN
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    RETURN SEND; /* between 2am and 5pm, SEND */
  ELSE
    RETURN DONT_SEND; /* other times, don't */
  END
END

コ メン ト行 (/* と */ で囲まれた部分 ) では、 午前と午後を使用して時刻を指定でき
ます。ただし、実行コードでは 24 時間形式を使用して指定する必要があ り ます。 し
たがって、 午後 5 時は 17 にな り ます。 

WAN ポ リシーの構成の詳細については、 265 ページの 「WAN ポ リ シーの構成」 を
参照して ください。

WAN ポ リシーの構文の詳細については、 268 ページの 「ポ リシーセクシ ョ ンで使用
される構文」 を参照して ください。

6 構文または構成のエラーを識別するには、ポ リシーの構文を変更した後で［ポ リシー
のチェッ ク］ をク リ ッ ク します。

ポ リシーのチェッ クの結果が表示されます。

WAN ト ラフ ィ ッ クマネージャは、 エラーを含むポ リ シーを実行しません。

7 元の 1-3 am ポ リ シーを変更しない場合は、新しいポ リ シーを別の名前で追加します。

7a ［ポ リ シーの名前の変更］ をク リ ッ ク します。

7b 編集するポ リ シーの名前を指定し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

8 ［適用］ をク リ ッ ク し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

コストファクタを割り当てる

コス ト ファ ク タによ り、 WAN ト ラフ ィ ッ クマネージャは特定の送信先との ト ラフ ィ ッ
クのコス ト を比較して、 WAN ポ リシーを使用して ト ラフ ィ ッ クを管理できます。 WAN
ポ リ シーでは、 コス ト ファ ク タを使用して WAN ト ラフ ィ ッ クの相対コス トが決定され
ます。 ト ラフ ィ ッ クを送信するか決定するのに、 この情報を使用できます。

コス ト ファ ク タは、 時間単位あたりの費用と して表されます。 各 WAN ト ラフ ィ ッ クポ
リ シーで一貫して同じ単位が使用されている限り、 あらゆる単位でコス ト ファ ク タを表
すこ とができます。つま り、 同じ比率のみを使用している限り、 ドル / 時間、 セン ト /
分、 円 / 秒など、 任意のコス ト対時間の比率を使用できます。

ト ラフ ィ ッ クの相対コス ト を表す送信先コス ト ファ クタを、特定のアドレス範囲に割り
当てるこ とができます。 したがって、 サーバのグループ全体のコス ト を 1 つの宣言で割
り当てる こ とができます。 デフォル ト コス ト ファ ク タを割り当てるこ と もできます。 デ
フォルト コス ト ファ ク タは、 送信先のコス トが指定されていない場合に使用されます。 

送信先に対してコス トが割り当てられていない場合は、デフォル ト コス トが使用されま
す。 サーバまたは LAN エリ アオブジェク トに対してデフォルト コス トが指定されてい
ない場合は、 -1 の値が割り当てられます。 

コス ト フ ァ ク タに基づいて ト ラフ ィ ッ クを制限するサンプルポ リ シーの詳細について
は、 251 ページの 「COSTLT20.WMG」 を参照してください。

ポ リ シーを変更する方法の詳細については、 246 ページの 「WAN ポ リ シーを変更する」
を参照して ください。
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デフォルトコストファクタを割り当てる

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［WAN ト ラフ ィ ッ ク管理］ > ［WAN ト ラフ ィ ッ クマネージャの概要］ の順にク リ ッ ク
します。

3 ［LAN エリ アの表示］ をク リ ッ ク し、 LAN エリ アオブジェク ト をク リ ッ ク します。

または

［NCP サーバの表示］ をク リ ッ ク し、 NCP サーバオブジェク ト をク リ ッ ク します。

4 ［コス ト ］ をク リ ッ ク し、 ［デフォルト コス ト ］ フ ィールドにコス ト を入力します。

コス トは負以外の整数でなければなり ません。 指定したデフォル ト コス トは、 サー
バまたは LAN エリ アオブジェク トの送信先のうち、 割り当てたコス トの送信先ア
ドレス範囲内に収まらないすべての送信先に割り当てられます。 コス トは、 ドルな
どの通貨単位で指定するか、 または 1 秒あたりのパケッ ト数で指定できます。

5 ［適用］ をク リ ッ ク し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

送信先アドレス範囲へコストを割り当てる

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［WAN ト ラフ ィ ッ ク管理］ > ［WAN ト ラフ ィ ッ クマネージャの概要］ の順にク リ ッ ク
します。

3 ［LAN エリ アの表示］ をク リ ッ ク し、 LAN エリ アオブジェク ト をク リ ッ ク します。

または

［NCP サーバの表示］ をク リ ッ ク し、 NCP サーバオブジェク ト をク リ ッ ク します。

4 ［コス ト ］ をク リ ッ ク します。

5 ［追加］ ボタン をク リ ッ ク します。

6 WANMAN コス トの作成ウ ィンド ウで、 ［TCP/IP アドレスタイプ］ または ［IPX アド
レスタイプ］ を選択します。

7 範囲の開始アドレスと終了アドレスをTCP/IPまたは IPXの適切な形式で指定します。

8 ［コス ト ］ テキス ト フ ィールドで、 コス ト を負以外の整数で指定します。

9 ［OK］ をク リ ッ ク し、 ［適用］、 ［OK］ の順にク リ ッ ク します。

WAN トラフィックマネージャポリシーグループ

WAN ト ラフ ィ ッ クマネージャには、 次の定義済みポ リシーグループがあ り ます。

ポ リ シーグループを適用する方法の詳細については、245 ページの 「WAN ポ リシーを適
用する」 を参照して ください。 

1-3AM.WMG

このグループのポ リ シーでは、 ト ラフ ィ ッ クを送信できる時間帯が午前 1 時から午前 3
時までだけに制限されます。 次の 2 つのポ リ シーがあ り ます。 

1 - 3 am, NA

バッ ク リ ンク、 外部参照、 およびログイン制限のチェッ ク、 ジャニタまたはリ ンバ
の実行、 スキーマの同期がこの時間帯だけに制限されます。
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1 - 3 am

他のすべての ト ラフ ィ ッ クがこの時間帯だけに制限されます。 

すべての ト ラフ ィ ッ クをこの時間帯だけに制限するには、両方のポ リシーを適用する必
要があ り ます。 

7AM-6PM.WMG

このグループのポ リ シーでは、 ト ラフ ィ ッ クを送信できる時間帯が午前 7 時から午後 6
時までだけに制限されます。 次の 2 つのポ リ シーがあ り ます。 

7 am - 6 pm, NA

バッ ク リ ンク、 外部参照、 およびログイン制限のチェッ ク、 ジャニタまたはリ ンバ
の実行、 スキーマの同期がこの時間帯だけに制限されます。

7 am - 6 pm

他のすべての ト ラフ ィ ッ クがこの時間帯だけに制限されます。 

すべての ト ラフ ィ ッ クをこの時間帯だけに制限するには、両方のポ リシーを適用する必
要があ り ます。

COSTLT20.WMG

このグループのポ リ シーでは、 コス ト ファ ク タが 20 未満の ト ラフ ィ ッ クのみ送信が許
可されます。 次の 2 つのポ リ シーがあ り ます。 

Cost < 20, NA

コス ト ファ ク タが 20 以上の場合、バッ ク リ ンク、外部参照、およびログイン制限の
チェッ ク、 ジャニタまたはリ ンバの実行、 スキーマの同期が抑止されます。

Cost < 20

コス ト ファ ク タが 20 以上の場合、 他のすべての ト ラフ ィ ッ クが抑止されます。

コス ト ファ ク タが 20 以上の ト ラフ ィ ッ クをすべて抑止するには、 両方のポ リシーを適
用する必要があ り ます。

IPX.WMG

このグループのポ リ シーでは、 IPX ト ラフ ィ ッ クのみ送信が許可されます。 次の 2 つの
ポ リ シーがあ り ます。 

IPX, NA

IPX によって生成された ト ラフ ィ ッ ク以外の場合、 バッ ク リ ンク、 外部参照、 およ
びログイン制限のチェッ ク、 ジャニタまたはリ ンバの実行、 スキーマの同期が抑止
されます。

IPX

IPX によって生成された ト ラフ ィ ッ ク以外の場合、 他のすべての ト ラフ ィ ッ クが抑
止されます。

IPX 以外の ト ラフ ィ ッ クをすべて抑止するには、 両方のポ リシーを適用する必要があ り
ます。
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NDSTTYPS.WMG
このグループのポ リ シーは、 さまざまな eDirectory ト ラフ ィ ッ ク タイプのサンプルポ リ
シーです。 eDirectory がこのタイプの要求に渡す変数が格納されています。 

252 ページの 「Catch All with Addresses のサンプル」

252 ページの 「Catch All without Addresses のサンプル」

252 ページの 「NDS_BACKLINK_OPEN のサンプル」

253 ページの 「NDS_BACKLINKS のサンプル」

254 ページの 「NDS_CHECK_LOGIN_RESTRICTION のサンプル」

256 ページの 「NDS_CHECK_LOGIN_RESTRICTION_OPEN のサンプル」

256 ページの 「NDS_JANITOR のサンプル」

258 ページの 「NDS_JANITOR_OPEN のサンプル」

259 ページの 「NDS_LIMBER のサンプル」

260 ページの 「NDS_LIMBER_OPEN のサンプル」

261 ページの 「NDS_SCHEMA_SYNC のサンプル」

262 ページの 「NDS_SCHEMA_SYNC_OPEN のサンプル」

263 ページの 「NDS_SYNC のサンプル」

Catch All with Addresses のサンプル

アドレスのある ト ラフ ィ ッ ク タイプのためのサンプルポ リ シーです。

Catch All without Addresses のサンプル

アドレスのない ト ラフ ィ ッ ク タイプのためのサンプルポ リ シーです。

NDS_BACKLINK_OPEN のサンプル

NDS_BACKLINK_OPEN は、 対応する NDS_BACKLINKS クエ リの実行中に
CheckEachNewOpenConnection または CheckEachAlreadyOpenConnection が 1 に設定され
ていた場合にのみ使用される ト ラフ ィ ッ ク タイプです。 

このクエ リは、CheckEachNewOpenConnection が 1 で eDirectory がバッ ク リ ンク処理のた
めに新しい接続を確立する必要がある場合、または CheckEachAlreadyOpenConnection が
1 で eDirectory が既存の接続を再使用する必要がある場合には、 常に生成されます。

Version( 入力のみ、 タイプ INTEGER)

eDirectory のバージ ョ ン。

ExpirationInterval( 入力および出力、 タイプ INTEGER)

ConnectionIsAlreadyOpen が TRUE の場合、 ExpirationInterval は、 既存の接続ですで
に設定されている有効間隔に設定されます。 ConnectionIsAlreadyOpen が TRUE 以外
の場合、NDS_BACKLINKS クエ リで割り当てられた ExpirationInterval に設定されま
す。 0 の値は、 デフォル ト (2 時間 ) を使用する必要があるこ とを示します。 終了時
には、 この変数の値が接続の有効間隔と して割り当てられます。

値 説明

<0, 0 デフォルト有効間隔を使用 ( デフォルト )。

>0 この接続に割り当てる有効間隔。
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ConnectionIsAlreadyOpen( 入力のみ、 タイプ BOOLEAN)

eDirectory が既存の接続を再使用できる場合は、 この変数は TRUE です。 新しい接
続を確立する必要がある場合は、 この変数は FALSE です。

ConnectionLastUsed( 入力のみ、 タイプ TIME)

ConnectionIsAlreadyOpen が TRUE の場合、 ConnectionLastUsed は、 この接続を使用
して eDirectory から 後にパケッ トが送信された時点です。ConnectionIsAlreadyOpen
が TRUE 以外の場合、 この値は 0 にな り ます。

NDS_BACKLINKS のサンプル

eDirectory は、バック リ ンクまたは外部参照をチェックする前に、 このアクティビティが許
容される時間帯かど うかをWAN ト ラフィ ッ クマネージャに照会します。NDS_BACKLINKS
には送信先アドレスがないため、 NO_ADDRESSES ポリシーが必要になり ます。 WAN ト ラ
フ ィ ッ クマネージャが DONT_SEND を返した場合は、 バック リ ンクチェッ クは延期され、
再度スケジューリングされます。 次の変数が使用できます。

Last( 入力のみ、 タイプ TIME) 

eDirectory 起動後にバッ ク リ ンクチェ ッ クが 後に実行された時刻。 eDirectory が起
動される と、 Last は 0 に初期化されます。 NDS_BACKLINKS が SEND を返した場
合は、eDirectory によるバッ ク リ ンク処理が完了した後で、Last は現在の時刻に設定
されます。

Version( 入力のみ、 タイプ INTEGER) 

eDirectory のバージ ョ ン。

ExpirationInterval( 出力のみ、 タイプ INTEGER) 

バッ ク リ ンク処理中に確立したすべての接続の有効間隔。

値 説明

TRUE eDirectory は、このアドレスへの接続がすでに確立されていて、再使

用できると判別します。

FALSE eDirectory は、このアドレスへの接続を持たないため、新しい接続を

確立する必要があります。

値 説明

TRUE ConnectionLastUsed は、この接続上で eDirectory が 後にパケット

を送信した時点です。

FALSE ConnectionLastUsed は 0 になります。

値 説明

<0, 0 デフォルト有効間隔を使用 ( デフォルト )。

>0 この接続に割り当てる有効間隔。
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Next( 出力のみ、 タイプ TIME) 

eDirectory が次回のバッ ク リ ンクチェ ッ ク実行をスケジューリ ングする時点を示し
ます。

CheckEachNewOpenConnection( 出力のみ、 タイプ INTEGER)

バッ ク リ ンクの実行中に eDirectory が新しい接続を確立する必要が生じた場合の動
作を、 eDirectory に指示します。 

CheckEachNewOpenConnection は 0 に初期化されます。 

CheckEachAlreadyOpenConnection( 出力のみ、 タイプ INTEGER)

この変数は、 バッ ク リ ンクの実行中に eDirectory がすでに確立されている接続を再
使用する必要が生じた場合の動作を、 eDirectory に指示します。
CheckEachAlreadyOpenConnection は 0 に初期化されます。 

NDS_CHECK_LOGIN_RESTRICTION のサンプル

eDirectory は、 ログイン制限をチェッ クする前に、 このアクティビティが許容される時間
帯かど うかを WAN ト ラフ ィ ッ クマネージャに照会します。 ト ラフ ィ ッ ク タイプ
NDS_CHECK_LOGIN_RESTRICTIONS には送信先アドレスがないため、NO_ADDRESSES
ポリシーが必要になり ます。 WAN ト ラフ ィ ッ クマネージャが DONT_SEND を返した場
合は、 エラーが発生して、 チェッ クは実行されません。

次の変数が使用できます。

値 説明

過去、0 デフォルトスケジューリングを使用。

将来 バックリンクをスケジューリングする時点。

値 説明

0 WAN トラフィックマネージャを呼び出さずに成功を返します。接続は正

常に続行します ( デフォルト )。

1 WAN トラフィックマネージャを呼び出します。ポリシーにより、接続を

許可するかどうかが決定されます。

2 WAN トラフィックマネージャを呼び出さずに

ERR_CONNECTION_DENIED を返します。接続は失敗します。

値 説明

0 WAN トラフィックマネージャを呼び出さずに成功を返します。接続は

正常に続行します ( デフォルト )。

1 WAN トラフィックマネージャを呼び出します。ポリシーにより、接続

を許可するかどうかが決定されます。

2 WAN トラフィックマネージャを呼び出さずに

ERR_CONNECTION_DENIED を返します。接続は失敗します。
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Version( 入力のみ、 タイプ INTEGER) 

eDirectory のバージ ョ ン。

Result( 出力のみ、 タイプ INTEGER) 

NDS_CHECK_LOGIN_RESTRICTIONS の結果が DONT_SEND である場合、 次の値
がオペレーティングシステムに返されます。

ExpirationInterval( 出力のみ、 タイプ INTEGER) 

この接続に割り当てる有効間隔です。

CheckEachNewOpenConnection( 出力のみ、 タイプ INTEGER) 

CheckEachAlreadyOpenConnection( 出力のみ、 タイプ INTEGER) 

値 説明

0 ログインが許可されます。

1 現在の時間ブロック中は、ログインが許可されません。

2 アカウントが無効であるか、または有効期限が切れています。

3 アカウントが削除されています。

値 説明

<0, 0 デフォルト有効間隔を使用 ( デフォルト )。

>0 この接続に割り当てる有効間隔。

値 説明

0 WAN トラフィックマネージャを呼び出さずに成功を返します。接続は

正常に続行します ( デフォルト )。

1 WAN トラフィックマネージャを呼び出します。ポリシーにより、接続

を許可するかどうかが決定されます。

2 WAN トラフィックマネージャを呼び出さずに

ERR_CONNECTION_DENIED を返します。接続は失敗します。

値 説明

0 WAN トラフィックマネージャを呼び出さずに成功を返します。接続は

正常に続行します ( デフォルト )。

1 WAN トラフィックマネージャを呼び出します。ポリシーにより、接続

を許可するかどうかが決定されます。

2 WAN トラフィックマネージャを呼び出さずに

ERR_CONNECTION_DENIED を返します。接続は失敗します。
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NDS_CHECK_LOGIN_RESTRICTION_OPEN のサンプル

NDS_CHECK_LOGIN_RESTRICTION_OPEN は、 対応する
NDS_CHECK_LOGIN_RESTRICTIONS クエ リの実行中に CheckEachNewOpenConnection
またはCheckEachAlreadyOpenConnectionが1に設定されていた場合にのみ使用されます。
このクエ リは、CheckEachNewOpenConnection が 1 に設定されていて eDirectory が次の操
作を必要とする場合には、 常に生成されます。

リ ンバを実行する前に新しい接続を確立する。

ログイン制限をチェッ クする前に新しい接続を確立する。

既存の接続を再使用する。

次の変数が使用できます。

Version( 入力のみ、 タイプ INTEGER) 

eDirectory のバージ ョ ン。

ExpirationInterval( 入力および出力、 タイプ INTEGER)

ConnectionIsAlreadyOpen( 入力のみ、 タイプ BOOLEAN)

ConnectionLastUsed( 入力のみ、 タイプ TIME) 

ConnectionIsAlreadyOpen が TRUE の場合、 ConnectionLastUsed は、 この接続を使用
して eDirectory から 後にパケッ トが送信された時点です。ConnectionIsAlreadyOpen
が TRUE 以外の場合、 この値は 0 にな り ます。

NDS_JANITOR のサンプル

eDirectory は、 ジャニタを実行する前に、 このアクティビティが許容される時間帯かど
うかを WAN ト ラフ ィ ッ クマネージャに照会します。 NDS_JANITOR には送信先アドレ
スがないため、NO_ADDRESSES ポ リ シーが必要にな り ます。WAN ト ラフ ィ ッ クマネー
ジャが DONT_SEND を返した場合は、 ジャニタ作業は延期され、 再度スケジューリ ン
グされます。

値 説明

<0, 0 デフォルト有効間隔を使用 ( デフォルト )。

>0 この接続に割り当てる有効間隔。

値 説明

TRUE eDirectory は、このアドレスへの接続がすでに確立されていて、再使用

できると判別します。

FALSE eDirectory は、このアドレスへの接続を持たないため、新しい接続を確

立する必要があります。

値 説明

TRUE ConnectionLastUsed は、この接続上で eDirectory が 後にパケットを

送信した時点です。

FALSE ConnectionLastUsed は 0 になります。
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次の変数が使用できます。

Last( 入力のみ、 タイプ TIME) 

eDirectory 起動後にジャニタ作業が 後に実行された時刻。 eDirectory が起動される
と、Last は 0 に初期化されます。NDS_JANITOR が「SEND」を返した場合は、eDirectory
によるジャニタ処理が完了した後で、 Last は現在の時刻に設定されます。

Version( 入力のみ、 タイプ INTEGER) 

eDirectory のバージ ョ ン。

ExpirationInterval( 出力のみ、 タイプ INTEGER) 

ジャニタの実行中に確立したすべての接続の有効間隔。

Next( 出力のみ、 タイプ TIME) 

ジャニタ作業を次回スケジューリ ングする時点を eDirectory に示します。

CheckEachNewOpenConnection( 出力のみ、 タイプ INTEGER) 

ジャニタの実行中に eDirectoryが新しい接続を確立する必要が生じた場合の動作を、
eDirectory に指示します。 

CheckEachNewOpenConnection は 0 に初期化されます。 

CheckEachAlreadyOpenConnection( 出力のみ、 タイプ INTEGER) 

ジャニタの実行中に eDirectory がすでに確立されている接続を再使用する必要が生
じた場合の動作を、 eDirectory に指示します。

CheckEachAlreadyOpenConnection は 0 に初期化されます。 

値 説明

<0, 0 デフォルト有効間隔を使用 ( デフォルト )。

>0 この接続に割り当てる有効間隔。

値 説明

過去、0 デフォルトスケジューリングを使用。

将来 ジャニタ作業をスケジューリングする時点。

値 説明

0 WAN トラフィックマネージャを呼び出さずに成功を返します。接続は

正常に続行します ( デフォルト )。

1 WAN トラフィックマネージャを呼び出します。ポリシーにより、接続

を許可するかどうかが決定されます。

2 WAN トラフィックマネージャを呼び出さずに

ERR_CONNECTION_DENIED を返します。接続は失敗します。
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NDS_JANITOR_OPEN のサンプル

NDS_JANITOR_OPEN は、 対応する NDS_JANITOR クエ リの実行中に
CheckEachNewOpenConnection または CheckEachAlreadyOpenConnection が 1 に設定され
ていた場合にのみ使用されます。 このクエ リは、 CheckEachNewOpenConnection が 1 で
eDirectory がバッ ク リ ン ク処理の前に新しい接続を確立する必要がある場合、 または
CheckEachAlreadyOpenConnection が 1 で eDirectory が既存の接続を再使用する必要があ
る場合には、 常に生成されます。

次の変数が使用できます。

Version( 入力のみ、 タイプ INTEGER) 

eDirectory のバージ ョ ン。

ExpirationInterval( 入力および出力、 タイプ INTEGER) 

ConnectionIsAlreadyOpen が TRUE の場合、 ExpirationInterval は、 既存の接続ですで
に設定されている有効間隔に設定されます。 ConnectionIsAlreadyOpen が TRUE 以外
の場合、NDS_JANITOR クエ リで割り当てられた ExpirationInterval に設定されます。
0 の値は、 デフォルト (2 時間、 10 秒 ) を使用する必要があるこ とを示します。 終了
時には、 この変数の値が接続の有効間隔と して割り当てられます。

ConnectionIsAlreadyOpen( 入力のみ、 タイプ BOOLEAN) 

eDirectory が既存の接続を再使用する必要がある場合は、この変数は TRUE です。新
しい接続を確立する必要がある場合は、 この変数は FALSE です。

値 説明

0 WAN トラフィックマネージャを呼び出さずに成功を返します。接続は

正常に続行します ( デフォルト )。

1 WAN トラフィックマネージャを呼び出します。ポリシーにより、接続

を許可するかどうかが決定されます。

2 WAN トラフィックマネージャを呼び出さずに

ERR_CONNECTION_DENIED を返します。接続は失敗します。

値 説明

<0, 0 デフォルト有効間隔を使用 ( デフォルト )。

>0 この接続に割り当てる有効間隔。

値 説明

TRUE eDirectory は、このアドレスへの接続がすでに確立されていて、再使

用できると判別します。

FALSE eDirectory は、このアドレスへの接続を持たないため、新しい接続を

確立する必要があります。
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ConnectionLastUsed( 入力のみ、 タイプ TIME) 

ConnectionIsAlreadyOpen が TRUE の場合、 ConnectionLastUsed は、 この接続を使用
して eDirectory から 後にパケッ トが送信された時点です。ConnectionIsAlreadyOpen
が TRUE 以外の場合、 この値は 0 にな り ます。

NDS_LIMBER のサンプル

eDirectory は、 リ ンバを実行する前に、 このアクティ ビティが許容される時間帯かど う
かを WAN ト ラフ ィ ッ クマネージャに照会します。 ト ラフ ィ ッ ク タイプ NDS_LIMBER
には送信先アドレスがないため、NO_ADDRESSES ポ リ シーが必要にな り ます。WAN ト
ラフ ィ ッ クマネージャが DONT_SEND を返した場合は、 リ ンバは延期され、 再度スケ
ジューリ ングされます。

次の変数が使用できます。

Last( 入力のみ、 タイプ TIME) 

eDirectory 起動後にリ ンバが 後に実行された時刻。

Version( 入力のみ、 タイプ INTEGER) 

eDirectory のバージ ョ ン。

ExpirationInterval( 出力のみ、 タイプ INTEGER) 

リ ンバチェッ クの実行中に確立したすべての接続の有効間隔。

CheckEachNewOpenConnection( 出力のみ、 タイプ INTEGER) 

値 説明

TRUE ConnectionLastUsed は、この接続上で eDirectory が 後にパケット

を送信した時点です。

FALSE ConnectionLastUsed は 0 になります。

値 説明

<0, 0 デフォルト有効間隔を使用 ( デフォルト )。

>0 この接続に割り当てる有効間隔。

値 説明

0 WAN トラフィックマネージャを呼び出さずに成功を返します。接続は正常

に続行します ( デフォルト )。

1 WAN トラフィックマネージャを呼び出します。ポリシーにより、接続を許

可するかどうかが決定されます。

2 WAN トラフィックマネージャを呼び出さずに ERR_CONNECTION_DENIED
を返します。接続は失敗します。
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CheckEachAlreadyOpenConnection( 出力のみ、 タイプ INTEGER) 

Next( 出力のみ、 タイプ TIME) 

次回のリ ンバチェ ッ ク実行の時点。この変数を設定しないと、NDS_LIMBER ではデ
フォル トが使用されます。

NDS_LIMBER_OPEN のサンプル

NDS_LIMBER_OPEN は、 対応する NDS_LIMBER クエ リの実行中に
CheckEachNewOpenConnection または CheckEachAlreadyOpenConnection が 1 に設定され
ていた場合にのみ使用されます。 このクエ リは、 CheckEachNewOpenConnection が 1 に
設定されていて eDirectory がリ ンバを実行する前に新しい接続を確立する必要がある場
合には、常に生成されます。このクエ リは、CheckEachNewOpenConnectionが1でeDirectory
がスキーマ同期の前に新しい接続を確立する必要がある場合、 または
CheckEachAlreadyOpenConnection が 1 で eDirectory が既存の接続を再使用する必要があ
る場合には、 常に生成されます。

Version( 入力のみ、 タイプ INTEGER) 

eDirectory のバージ ョ ン。

ExpirationInterval( 入力および出力、 タイプ INTEGER) 

この接続に割り当てる有効間隔です。

ConnectionIsAlreadyOpen( 入力のみ、 タイプ BOOLEAN) 

値 説明

0 WAN トラフィックマネージャを呼び出さずに成功を返します。接続は正常

に続行します ( デフォルト )。

1 WAN トラフィックマネージャを呼び出します。ポリシーにより、接続を許

可するかどうかが決定されます。

2 WAN トラフィックマネージャを呼び出さずに ERR_CONNECTION_DENIED
を返します。接続は失敗します。

値 説明

<0, 0 デフォルト有効間隔を使用 ( デフォルト )。

>0 この接続に割り当てる有効間隔。

値 説明

TRUE eDirectory は、このアドレスへの接続がすでに確立されていて、再使用でき

ると判別します。

FALSE eDirectory は、このアドレスへの接続を持たないため、新しい接続を確立す

る必要があります。
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ConnectionLastUsed( 入力のみ、 タイプ TIME) 

ConnectionIsAlreadyOpen が TRUE の場合、 ConnectionLastUsed は、 この接続を使用し
て DS から 後にパケッ トが送信された時点です。 ConnectionIsAlreadyOpen が TRUE
以外の場合、 この値は 0 になり ます。

NDS_SCHEMA_SYNC のサンプル

eDirectory は、スキーマを同期する前に、 このアクティビティが許容される時間帯かど うか
を WAN ト ラフ ィ ッ クマネージャに照会します。ト ラフ ィ ッ クタイプ NDS_SCHEMA_SYNC
には送信先アドレスがないため、 NO_ADDRESSES ポリシーが必要になり ます。 WAN ト ラ
フ ィ ッ クマネージャが DONT_SEND を返した場合は、 スキーマ同期は延期され、再度スケ
ジューリングされます。

次の変数が使用できます。

Last( 入力のみ、 タイプ TIME) 

すべてのサーバに対してスキーマの同期が 後に正常に実行された時刻。

Version( 入力のみ、 タイプ INTEGER) 

eDirectory のバージ ョ ン。

ExpirationInterval( 出力のみ、 タイプ INTEGER) 

スキーマの同期中に確立したすべての接続の有効間隔。

CheckEachNewOpenConnection( 出力のみ、 タイプ INTEGER) 

値 説明

TRUE ConnectionLastUsed は、この接続上で eDirectory が 後にパケットを送

信した時点です。

FALSE ConnectionLastUsed は 0 になります。

値 説明

<0, 0 デフォルト有効間隔を使用 ( デフォルト )。

>0 この接続に割り当てる有効間隔。

値 説明

0 WAN トラフィックマネージャを呼び出さずに成功を返します。接続は

正常に続行します ( デフォルト )。

1 WAN トラフィックマネージャを呼び出します。ポリシーにより、接続

を許可するかどうかが決定されます。

2 WAN トラフィックマネージャを呼び出さずに

ERR_CONNECTION_DENIED を返します。接続は失敗します。
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CheckEachAlreadyOpenConnection( 出力のみ、 タイプ INTEGER) 

NDS_SCHEMA_SYNC_OPEN のサンプル

NDS_SCHEMA_SYNC_OPEN は、 対応する NDS_SCHEMA_SYNC クエ リの実行中に
CheckEachNewOpenConnection または CheckEachAlreadyOpenConnection が 1 に設定され
ていた場合にのみ使用されます。 このクエ リは、 CheckEachNewOpenConnection が 1 で
eDirectory がスキーマ同期の前に新しい接続を確立する必要がある場合、 または
CheckEachAlreadyOpenConnection が 1 で eDirectory が既存の接続を再使用する必要があ
る場合には、 常に生成されます。

Version( 入力のみ、 タイプ INTEGER) 

eDirectory のバージ ョ ン。

ExpirationInterval( 入力および出力、 タイプ INTEGER) 

この接続に割り当てる有効間隔です。

ConnectionIsAlreadyOpen( 入力のみ、 タイプ BOOLEAN) 

ConnectionLastUsed( 入力のみ、 タイプ TIME) 

ConnectionIsAlreadyOpen が TRUE の場合、 ConnectionLastUsed は、 この接続を使用
して eDirectory から 後にパケッ トが送信された時点です。ConnectionIsAlreadyOpen
が TRUE 以外の場合、 この値は 0 にな り ます。

値 説明

0 WAN トラフィックマネージャを呼び出さずに成功を返します。接続は

正常に続行します ( デフォルト )。

1 WAN トラフィックマネージャを呼び出します。ポリシーにより、接続

を許可するかどうかが決定されます。

2 WAN トラフィックマネージャを呼び出さずに

ERR_CONNECTION_DENIED を返します。接続は失敗します。

値 説明

<0, 0 デフォルト有効間隔を使用 ( デフォルト )。

>0 この接続に割り当てる有効間隔。

値 説明

TRUE eDirectory は、このアドレスへの接続がすでに確立されていて、再使用

できると判別します。

FALSE eDirectory は、このアドレスへの接続を持たないため、新しい接続を確

立する必要があります。

値 説明

TRUE ConnectionLastUsed は、この接続上で eDirectory が 後にパケットを

送信した時点です。

FALSE ConnectionLastUsed は 0 になります。
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NDS_SYNC のサンプル

eDirectory がレプリ カを同期する必要がある場合は、ト ラフ ィ ッ ク タイプ NDS_SYNC を
使用して、 WAN ト ラフ ィ ッ クマネージャへのクエ リが常に生成されます。 eDirectory の
WAN ポ リシーでは、 次の変数が使用できます。

Last( 入力のみ、 タイプ TIME)

このレプ リ カの同期が 後に正常に実行された時刻。

Version( 入力のみ、 タイプ INTEGER)

eDirectory のバージ ョ ン。

ExpirationInterval( 出力のみ、 タイプ INTEGER)

更新されたレプリ カを保持するサーバへの接続の有効間隔。

ONOSPOOF.WMG

このグループのポ リ シーでは、 既存の WAN 接続のみ使用が許可されます。 次の 2 つの
ポ リ シーがあ り ます。

Already Open, No Spoofing, NA

バッ ク リ ンク、 外部参照、 およびログイン制限のチェッ ク、 ジャニタまたはリ ンバ
の実行、 スキーマの同期が、 既存の WAN 接続上だけに制限されます。

Already Open, No Spoofing

他のすべての ト ラフ ィ ッ クが既存の WAN 接続上だけに制限されます。

すべての ト ラフ ィ ッ クを既存の接続上だけに制限するには、両方のポ リ シーを適用する
必要があ り ます。

OPNSPOOF.WMG

このグループのポ リ シーでは、 既存の WAN 接続のみ使用が許可されますが、 15 分間使
用されていない接続は無効と見なされます。 この場合は使用できません。 次の 2 つのポ
リ シーがあ り ます。 

Already Open, Spoofing, NA

このポ リシーでは、バッ ク リ ンク、外部参照、およびログイン制限のチェッ ク、ジャ
ニタまたはリ ンバの実行、 スキーマの同期が、 15 分以内に使用されたこ とがある既
存の WAN 接続上だけに制限されます。

Already Open, Spoofing

このポ リシーでは、他のすべての ト ラフ ィ ッ クが、 15 分以内に使用されたこ とがあ
る既存の WAN 接続上だけに制限されます。

すべての ト ラフ ィ ッ クを 15 分以内に使用されたこ とがある既存の接続上だけに制限す
るには、 両方のポ リ シーを適用する必要があ り ます。

値 説明

<0, 0 デフォルト有効間隔を使用 ( デフォルト )。

>0 この接続に割り当てる有効間隔。
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SAMEAREA.WMG

このグループのポ リ シーでは、同じネッ ト ワークエ リ ア内でのみト ラフ ィ ッ クが許可さ
れます。 ネッ ト ワークエ リ アは、 アドレスのネッ ト ワークセクシ ョ ンによ り決定されま
す。 WAN ト ラフ ィ ッ クマネージャは、 TCP/IP アドレスをク ラス C アドレス と して解釈
します ( ク ラス C アドレス とは、 アドレスの 初の 3 つのセクシ ョ ンが同じで同じネッ
ト ワークエ リ アに属するものです )。 IPX アドレスでは、 ネッ ト ワーク部分が同じアド
レスはすべて同じネッ ト ワークエ リ アに属する と見なされます。次の 3 つのポ リ シーが
あ り ます。 

Same Network Area, NA

同じネッ ト ワークエ リ ア内で生成される ト ラフ ィ ッ ク以外の場合、 バッ ク リ ンク、
外部参照、 およびログイン制限のチェッ ク、 ジャニタまたはリ ンバの実行、 スキー
マの同期が抑止されます。

Same Network Area, TCPIP

同じ TCP/IP ネッ ト ワークエ リ ア内で生成される TCP/IP ト ラフ ィ ッ ク以外の場合、
ト ラフ ィ ッ クが制限されます。

Same Network Area, IXP

同じ IPX ネッ ト ワークエ リ ア内で生成される ト ラフ ィ ッ ク以外の場合、 IPX ト ラ
フ ィ ッ クが制限されます。

TCPIP.WMG

このグループのポ リ シーでは、TCP/IP ト ラフ ィ ッ クのみ許可されます。次の 2 つのポ リ
シーがあ り ます。 

TCPIP, NA

TCP/IP によって生成された ト ラフ ィ ッ ク以外の場合、 バッ ク リ ンク、 外部参照、 お
よびログイン制限のチェッ ク、 ジャニタまたはリ ンバの実行、 スキーマの同期が抑
止されます。

TCPIP

TCP/IP によって生成された ト ラフ ィ ッ ク以外の場合、他のすべての ト ラフ ィ ッ クが
抑止されます。

TCP/IP 以外の ト ラフ ィ ッ クをすべて抑止するには、両方のポ リ シーを適用する必要があ
り ます。

TIMECOST.WMG

このグループのポ リ シーでは、 すべての ト ラフ ィ ッ クが午前 1 時から午前 1 時 30 分ま
での時間帯だけに制限されますが、同じロケーシ ョ ン内のサーバには連続的な対話が許
可されます。 このグループでは次のポ リ シーを使用します。 すべてのポ リシーを適用す
る必要があ り ます。

COSTLT20

NA およびアドレス ト ラフ ィ ッ クの優先度は 40 です。

Disallow Everything

ト ラフ ィ ッ クの送信がまった く許可されません。 セレク タが 0 よ り大きい値を返し
たポ リ シーを WAN ト ラフ ィ ッ クマネージャが検出できない (0 個のポ リ シーを検出
した ) 場合、WAN ト ラフ ィ ッ クマネージャはデフォルトで SEND を設定します。 こ
のポ リ シーを使用する と、 このよ う な事態を抑止できます。
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NDS Synchronization

NDS_SYNC ト ラフ ィ ッ クが午前 1 時と午前 1 時 30 分の間だけに制限されます。

Start Rest.Procs, NA

すべてのプロセスを任意の時点に開始するこ とが許可されますが、 *_OPEN コール
ごとに WAN ト ラフ ィ ッ クマネージャに照会する必要があ り ます。WAN ト ラフ ィ ッ
クマネージャは、 1 日 4 回 (1:00、 7:00、 13:00、 および 19:00) の実行時刻に合わせて
プロセスをスケジューリ ングします。

Start Unrest.Procs 1-1:30, NA

すべてのプロセスを午前 1 時と午前 1 時 30 分の間に開始して、それ以降 WAN ト ラ
フ ィ ッ クマネージャに照会する こ とな く完了するまで実行する こ とが許可されま
す。 プロセスは 1 日 4 回、 6 時間ごとに実行されます。 1:00 のプロセスはこのポ リ
シーによ り処理されますが、 それ以外のプロセスは Start Rest. によ り処理されます。
Procs, NA.

WAN ポリシーの構成

WAN ポ リシーは次の 3 つのセクシ ョ ンから構成されます。

265 ページの 「宣言セクシ ョ ン」

267 ページの 「セレク タセクシ ョ ン」

268 ページの 「プロバイダセクシ ョ ン」

宣言セクション

ポ リ シーの宣言セクシ ョ ンには、 ローカル変数およびク ライアン トの要求を通して入力
される変数の定義が含まれています。 これらの定義は、 セレク タセクシ ョ ンおよびプロ
バイダセクシ ョ ンで使用されます。 これらの変数は、 システム定義の変数と と もに保存
されます。

変数の宣言はセミ コロン (;) で区切られます。 同じ型の宣言が複数ある場合は、 組み合
わせて 1 行にするこ と も、 複数の行に分割するこ と もできます。 行によって宣言が区別
されるこ とはあ り ません。 宣言セクシ ョ ンの例を次に示します。

REQUIRED INT R1;
REQUIRED TIME R2;
REQUIRED BOOLEAN R3,R4;
REQUIRED NETADDRESS R5,R6;
OPTIONAL INT P1 := 10;
OPTIONAL BOOLEAN := FALSE;
LOCAL INT L1 :=10;
LOCAL INT L2;
LOCAL TIME L3;
LOCAL BOOLEAN L4 :=TRUE, L5 :=FALSE;
LOCAL NETADDRESS L6;

使用される必須宣言およびオプシ ョ ン宣言の種類は、 ト ラフ ィ ッ ク タイプによ り異な り
ます。 必須変数が含まれていないポ リシーは実行されません。 オプシ ョ ン宣言には、 何
も値が渡されない場合にデフォル ト と して使用される値が指定されている必要があ り
ます。 WAN ト ラフ ィ ッ クマネージャによ り、 すべての ト ラフ ィ ッ ク タイプで使用でき
るシステムシンボル ( 定義済み変数 ) が提供されます。
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各宣言は次の 3 つの部分から構成されます。

スコープ

タイプ

名前とオプシ ョ ン値が対になっている リ ス ト

スコープ

有効なスコープを次の表に示します。

タイプ

有効なタイプを次の表に示します。

スコープ 説明

REQUIRED スコープが REQUIRED として定義された変数は複数のセクションで使用できます

が、宣言セクションでは 1 回しか指定できません。

REQUIRED スコープ変数に対して値を定義することはできません。この変数の値は

GetWanPolicy 要求を通して入力される必要があります。

OPTIONAL スコープがOPTIONALとして定義された変数は1つのポリシーの複数のセクション

で使用できますが、宣言セクションでは 1 回しか指定できません。

OPTIONAL スコープ変数にはデフォルト値が割り当てられます。これらの値は初期

化されません。これらは、値が渡されない場合にのみ設定されます。名前とタイプ
の両方が一致するパラメータへWANポリシー要求から新しい値が渡されない場合、

ポリシーの処理では宣言で定義された値が使用されます。

スコープが OPTIONAL として定義された変数には値を割り当てる必要があります。

TIMEタイプおよびNETADDRESSタイプは宣言セクションで初期化できないため、

これらの変数タイプでは OPTIONAL スコープは使用しないでください。

LOCAL スコープが LOCALとして定義された変数は複数のセクションで使用できますが、宣

言セクションでは 1 回しか指定できません。

LOCAL スコープ変数は特定のポリシーに対してのみ指定されます。つまり、これら

の変数の値は呼び出し側クライアントには返されません。 

すべてのパラメータタイプを定義できます。ただし、TIMEタイプおよびNETADDRESS
タイプは宣言セクションで初期化できないため、これらのタイプには値を割り当てな
いでください。

SYSTEM スコープが SYSTEM として定義された変数は複数のセクションで使用できますが、

宣言セクションでは 1 回しか指定できません。

タイプ 説明

INT ポリシー実行を開始した GetWanPolicy 要求のトラフィックタイプを反映します。た

とえば、次のポリシーでは NDS_SYNC のトラフィックタイプが指定されます。

IF TrafficType=NDS_SYNC THEN action END.

BOOLEAN TRUE または FALSE のいずれかの値である場合に使用します。宣言または WAN ポ

リシー要求で値が設定されていない場合には、値は不定です。
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宣言セクシ ョ ンでは、 TIME タイプおよび NETADDRESS タイプに値を割り当てる こ と
はできません。 TIME タイプおよび NETADDRESS タイプが値を持っていない場合、 こ
れらのタイプはセレク タセクシ ョ ンまたはプロバイダセクシ ョ ンで値を受け取り ます。
宣言セクシ ョ ンでは、 シングルタイプのみ初期化されます。

名前とオプション値の対

変数名は、 英数字を組み合わせた任意の長さの文字列です。 初の 31 文字だけが使用
されるため、 変数名の 初の 31 文字は固有の文字列にする必要があ り ます。 変数名の
初の文字は英字、 または定数値と して解釈されるシンボルにする必要があ り ます。

変数名では大文字と小文字が区別されます。 たとえば、 変数 R1 と変数 r1 は異なる変数
と して解釈されます。 変数名ではアンダースコア文字 (_) を使用できます。

宣言内の値は、 変数や式ではなく、 定数でなければなり ません。 つま り、 「LOCAL INT
L2:= L3;」 とい う宣言は許可されません。宣言セクシ ョ ンで変数を初期化する値は、ポ
リ シーのセレク タセクシ ョ ンおよびプロバイダセクシ ョ ンで変更できます。

セレクタセクション

ポ リ シーのセレク タセクシ ョ ンは、 キーワード SELECTOR で始ま り、 キーワード END
で終り ます。 セレクタセクシ ョ ンが評価されて、 どのロード済みポ リシーを使用するか
が決定されます。

どのポ リ シーのウエイ ト が 大かを判断するために、 現在ロード済みのすべてのポ リ
シーのセレク タセクシ ョ ンが実行されます。 評価後、 セレク タセクシ ョ ンから 0 ～ 100
の間のウエイ トが返されます。 0 は、 このポ リ シーを使用しないこ とを意味します。 1
～ 99 は、 さ らに大きい値が他のポ リ シーから返されない限り、 このポ リシーを使用す
るこ とを意味します。 100 は、 このポ リシーを使用するこ とを意味します。

セレク タセクシ ョ ンの結果は、 RETURN 宣言で返されます。 RETURN 宣言がない場合、
デフォル ト値の 0 が返されます。 セレク タセクシ ョ ンの例を次に示します。

SELECTOR
RETURN 49;
END

複数のポ リ シーのセレク タセクシ ョ ンが評価される と、複数のポ リ シーから同じ値が返
されるこ とがあ り ます。 この場合、 どのポ リ シーが選択されるかは不定です。 他の条件
がすべて同じである場合、 サーバポ リ シーが WAN ポ リ シーに優先します。

宣言を記述する方法の詳細については、 268 ページの 「ポ リ シーセクシ ョ ンで使用され
る構文」 を参照して ください。 268 ページの 「プロバイダセクシ ョ ン」 も参照して くだ
さい。

TIME TIME スコープ変数は、セレクタセクションまたはプロバイダセクションで、あるい

は WAN ポリシー要求から値を受け取る必要があります。宣言では TIME スコープ変

数に値を割り当てないでください。

NETADDRE
SS

NETADDRESS スコープ変数は、セレクタセクションまたはプロバイダセクションで

値を受け取る必要があります。宣言では NETADDRESS スコープ変数に値を割り当

てないでください。

タイプ 説明
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プロバイダセクション

プロバイダセクシ ョ ンは、 キーワード PROVIDER で始ま り、 キーワード END で終り ま
す。 プロバイダセクシ ョ ンの主要部は宣言リ ス トで構成されます。

この宣言リ ス トの結果は、SEND または DONT_SEND に対するポ リ シーの提案を表す値
になり ます。

プロバイダセクシ ョ ンの結果は、 RETURN 宣言で返されます。 RETURN 宣言がない場
合、 デフォル ト値の SEND が返されます。

プロバイダセクシ ョ ンの例を次に示します。

PROVIDER
RETURN SEND;
END

宣言を記述する方法の詳細については、 268 ページの 「ポ リ シーセクシ ョ ンで使用され
る構文」 を参照して ください。 

ポリシーセクションで使用される構文

WAN ポ リ シーのセレク タセクシ ョ ンおよびプロバイダセクシ ョ ンでは ( 宣言セクシ ョ
ンを除く )、 次のステート メン ト と構文を使用できます。 ポ リ シーの宣言セクシ ョ ンを
記述する方法の詳細については、 265 ページの 「宣言セクシ ョ ン」 を参照して ください。

コメント

コ メ ン ト を記述するには、 行の初めに /* を入力し、 終わりに */ を入力します。 次に例
を示します。

/* This is a comment. */

行の終りで 「//」 に続けてコ メン ト を記入するこ と もできます。 次に例を示します。

IF L2 > L3 THEN //This is a comment.

IF-THEN ステートメント

IF-THEN ステート メン ト を使用して、 宣言ブロ ッ クを条件付きで実行します。 

例 : 

IF Boolean_expression THEN declarations
END

IF Boolean_expression THEN declarations
ELSE declarations
END

IF Boolean_expression THEN declarations
ELSIF Boolean_expression THEN declarations
END

IF Boolean_Expression THEN

これは IF-THEN ステート メン トの 初の句です。ブール式が評価され、結果と して TRUE
または FALSE が返されます。 TRUE の場合は、 直後の宣言が実行されます。 FALSE の
場合は、 対応する後置の ELSE、 ELSIF、 または END 宣言にジャンプします。
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ELSE

対応する IF-THEN 文または ELSIF 文の結果がすべて FALSE になる場合は、 ELSE で始
まる宣言が実行されます。 次に例を示します。

IF Boolean_expression THEN statements
ELSIF Boolean_expression THEN statements
ELSIF Boolean_expression THEN statements
ELSE statements
END

ELSIF Boolean_Expression THEN

前置の IF-THEN 宣言から FALSE が返された場合、 ブール式が評価されます。 ELSIF 宣
言が評価され、 結果と して TRUE または FALSE が返されます。 TRUE の場合は、 直後
の宣言が実行されます。 FALSE の場合は、 対応する後置の ELSE、 ELSIF、 または END
宣言にジャンプします。 次に例を示します。

IF Boolean_expression THEN statements
ELSIF Boolean_expression THEN statements
ELSIF Boolean_expression THEN statements
END

END

END 宣言によって IF-THEN 構文が終了します。

RETURN

RETURN 宣言によって、セレク タセクシ ョ ンおよびプロバイダセクシ ョ ンの結果が返さ
れます。

セレクタ

セレク タセクシ ョ ンでは、 ポ リ シーのウエイ ト と して使用される整数が RETURN 宣言
によって返されます。 RETURN は 0 ～ 100 の間のポ リ シーウエイ ト を返します。 0 は、
このポ リ シーを使用しないこ とを意味します。 1 ～ 99 は、 さ らに大きい値が他のポ リ
シーから返されない限り、 このポ リ シーを使用するこ とを意味します。 100 は、 このポ
リ シーを使用するこ とを意味します。 セレク タセクシ ョ ンでは RETURN 宣言がない場
合、 デフォル ト値の 0 が返されます。

宣言を終了するにはセ ミ コロン (;) が必要です。 次に例を示します。

RETURN 49;
RETURN L2;
RETURN 39+7;

プロバイダ

プロバイダセクシ ョ ンでは、 RETURN 宣言によって SEND または DONT_SEND が返さ
れます。 RETURN 宣言がない場合、 デフォル ト値の SEND が返されます。 

宣言を終了するにはセ ミ コロン (;) が必要です。 次に例を示します。

RETURN SEND; 
RETURN DONT_SEND;
RETURN L1;
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割り当て

割り当て宣言では、 := 文字を使用してシンボルの値が変更されます。定義済み変数また
はシステム変数を 初に指定し、 := に続いて値、 変数、 または演算式を指定します。 代
入宣言の終りには、 セ ミ コロン (;) が必要です。 次に例を示します。

variable.field:=expression; variable:=expression;

t1 と t2 はタイプ TIME、 i1 と i2 はタイプ INTEGER、 b1 と b2 はタイプ BOOLEAN の有
効な割り当てです。

t1 := t2;
b1 := t1 < t2;
i1 := t1.mday - 15;
b2 := t2.year < 2000

無効な割り当ての例を示します。

b1 := 10 < i2 < 12;

(10 < i2) はブール式です。 BOOLEAN を INTEGER と比較するこ とはできません。

b1 := (10 < i2) AND (i2 < 12); を使用します。 次に例を示します。

  b2 := i1;

b2 は BOOLEAN で、 i1 は INTEGER です。 BOOLEAN を INTEGER と比較するこ とはで
きません。

代わりに、 b2 := i1 > 0; を使用します。

厳密なタイプのチェッ クが行われます。TIME変数にINTを割り当てるこ とはできません。

算術演算子

割り当て宣言、 RETURN 宣言、 または IF 構文内で、 算術演算子を使用できます。 有効
な演算子は次のとおりです。

加算 (+)

減算 (-)

除算 (/)

乗算 (*)

モジュール (MOD)

算術演算子と と もに使用でき るのは INT 変数タ イプだけです。 算術式で、 TIME、
NETADDRESS、 または BOOLEAN 変数タイプは使用しないでください。

結果が -2147483648 ～ +2147483648 の範囲外の値になる演算、 または 0 による除算は行
わないでください。

関係演算子

IF 構文で関係演算子を使用できます。 有効な演算子は次のとおりです。 

等しい (=)

等し くない (< >)

よ り大きい (>)
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以上 (>=)

よ り小さい (<)

以下 (<=)

関係演算子は、 TIME および INT 変数タイプで使用できます。 < > および = は、 NET
ADDRESS および BOOLEAN 変数タイプでも使用できます。

論理演算子

有効な演算子は次のとおりです。

AND

OR

NOT

よ り小さい (<)

よ り大きい (>)

等しい (=)

ビットワイズ演算子

INT 変数タイプでビッ ト ワイズ演算子を使用して、 整数値を返すこ とができます。 有効
な演算子は次のとおりです。

BITAND

BITOR

BITNOT

複合演算

複合演算を処理する と きは、次の優先規則が適用されます。同じ優先順位の演算子には、
左から右へ優先順位が付けられます。 優先順位は次のとおりです。

カッ コ

単項 (+/-)
BITNOT

BITAND

BITOR

乗算、 除算、 MOD

加算、 減算

関係 (>、 >=、 <、 <=、 =)
NOT

AND

OR

優先順位が明確でない場合は、 カッ コを使用します。 たとえば、 A、 B、 および C が整
数または変数の場合、 A<B<C は許可されません。 A<B では、 整数値ではなくブール値
が返されるので、整数 C と比較するこ とはできません。 しかし、 (A<B) AND (B<C) は文
法的に正しい式です。
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PRINT

PRINT 宣言を使用して、 サーバの WAN ト ラフ ィ ッ クマネージャ表示画面およびログ
ファ イルに、 テキス トやシンボルの値を送るこ とができます。

PRINT ステート メ ン ト には、 リ テラル文字列、 シンボル名やシンボルメ ンバー、 整数
値、 またはブール値などの引数をコンマで区切って、 いくつでも指定できます。

リ テラル文字列は二重引用符 (“ ”) で囲む必要があ り ます。PRINT 宣言の終わりには、セ
ミ コロン (;) が必要です。 次に例を示します。

PRINT "INT=",10,"BOOL=",TRUE,"SYM=",R1;

TIME および NETADDRESS 変数では、 フォーマッ ト化された PRINT 宣言が使用されま
す。 TIME シンボルは次のよ うに出力されます。

m:d:y h:m

NETADDRESS 変数は次のよ うに出力されます。

Type length data

typeは IP または IPXのいずれかで、length はバイ ト数、dataは16進のアドレス文字列です。
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11 LDAP Services for Novell eDirectory について

LDAP (Lightweight Directory Access Protocol) は、 ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンでディ
レク ト リ情報にアクセスするためのインターネッ ト通信プロ ト コルです。 Ｌ ＤＡ Ｐ は、
X.500 DAP (Directory Access Protocol) に基づいていますが、 従来のク ライアン トほど複
雑ではなく、 X.500 標準に基づくその他のディ レク ト リサービス と同時に使用するこ と
ができます。

一般に、 LDAP は も単純なディ レク ト リ アクセスプロ ト コルと して使用されます。

LDAP (Lightweight Directory Access Protocol) Services for Novell® eDirectoryTM サーバアプ リ
ケーシ ョ ンを使用する と、 eDirectory 内に格納されている情報に LDAP ク ラ イアン トか
らアクセスできます。

LDAPサービスには、LDAPを通じて利用できる次のよ うな eDirectory機能が含まれます。

プロビジ ョ ニング

アカウン ト管理

認証

許可

識別情報管理

通知

レポーティング

認定

セグメンテーシ ョ ン

ク ラ イアン ト ごとに異なるディ レク ト リ アクセスレベルを設定して、ディ レク ト リにア
クセスするための安全な接続を確立できます。 このセキュ リテ ィ メカニズムを利用する
と、 一般に公開するディ レク ト リ情報、 組織内で利用する情報、 および特定のグループ
または個人だけが利用できる情報を区別して管理できます。

各 LDAP ク ラ イアン ト で利用できるディ レク ト リ機能は、 LDAP ク ラ イアン トおよび
LDAP サーバに組み込まれた機能によ り 異な り ます。 た と えば、 LDAP Services for
eDirectory を利用する と、LDAP ク ラ イアン トは eDirectory データベース内のデータを読
み書きできます。 ただし、 これには LDAP ク ラ イアン トに必要な許可が与えられている
必要があ り ます。ク ラ イアン トは、ディ レク ト リデータの読み書きが許可される場合と、
読み込みしか許可されない場合があ り ます。

一般的なク ライアン ト機能を利用する と、 ク ラ イアン トから次のよ うな処理を実行でき
ます。 

電子メールアドレスや電話番号など、 特定の個人についての情報を検索する。

特定の姓または特定の文字で始まる姓を持つすべての個人の情報を検索する。

任意の eDirectory オブジェク ト またはエン ト リについての情報を検索する。
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氏名、 電子メールアドレス、 勤務先電話番号、 および自宅電話番号を取得する。

会社名および市町村名を取得する。

以降のセクシ ョ ンで、 LDAP Services for eDirectory について説明します。

274 ページの 「LDAP サービスの主な用語」

276 ページの 「LDAP と eDirectory の連携について」

285 ページの 「Linux、Solaris、AIX、または HP-UNIX 環境での LDAP ツールの使用」

295 ページの 「拡張可能一致検索フ ィルタ」

LDAP サービスの詳細については、 『Novell LDAP Developer Documentation(Novell LDAP
開発マニュアル ) (http://developer.novell.com/ndk/doc_novell_edirectory.htm)』を参照して く
ださい。

LDAP の詳細については、 次の Web サイ ト を参照して ください。

ミ シガン大学 (http://www.umich.edu/~dirsvcs/ldap/ldap.html)

ＬDAP Roadmap & FAQ (http://www.kingsmountain.com/ldapRoadmap.shtml)
LDAPzone.com (http://www.ldapzone.com)

LDAP サービスの主な用語

クライアントとサーバ

LDAP ク ラ イアン ト  ― Netscape* Communicator*、 Internet Explorer、 Novell インポート /
エクスポート変換ユーティ リ ティなどのよ う な 1 つのアプリ ケーシ ョ ンです。

LDAP サーバ ― nldap.nlm (NetWare® の場合 )、 nldap.dlm (Windows 2000/NT の場合 )、
libnldap.so (Linux, Solaris および AIX システムの場合 )、または libnldap.sl (HP-UX システ
ムの場合 ) が稼動するサーバ。

オブジェクト

LDAP グループオブジェク ト  ― LDAP サーバで Novell LDAP プロパティの設定と管理
を行います。

このオブジェク トは eDirectory のインス トール時に作成されます。 LDAP グループオブ
ジェク トには、 複数の LDAP サーバ間で共有できる便利な設定情報が含まれています。

LDAPサーバオブジェク ト  ― LDAP ク ラ イアン トによる情報へのアクセスおよび使用方
法の設定と管理を Novell LDAP サーバで行います。

このオブジェク トは eDirectory のインス トール時に作成されます。LDAP サーバオブジェ
ク ト とは、 サーバ固有の設定データのこ とです。

次の図は、 Novell iManager の LDAP サーバオブジェク ト を表したものです。
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参照

参照 ― LDAP サーバが LDAP ク ラ イアン トに送信する メ ッセージです。 このサーバか
らは結果がすべて提供されず、他の LDAP サーバにまだデータがある可能性をク ライア
ン トに通知します。 

参照には、 操作を続行するのに必要な情報がすべて含まれます。

シナリオ : LDAP ク ラ イアン トが LDAP サーバにリ クエス ト を送信しますが、 サーバは
操作のターゲッ ト エン ト リ をローカルで見つけるこ とができません。 その場合、 LDAP
サーバはパーティシ ョ ンおよび他のサーバに関して所有する知識参照を使用して、その
エン ト リについてよ り多くの知識を持つ別のサーバを特定します。 LDAP サーバは参照
情報をク ライアン トに送信します。

ク ラ イアン トは識別されたサーバに対する新しい LDAP 接続を確立し、操作を再試行し
ます。

参照には次の利点があ り ます。

LDAP ク ラ イアン トが操作を制御し続けます。

常に状況を把握するこ とによ り、 ク ラ イアン トはよ り的確な判断ができ、 ユーザに
フ ィードバッ クを返すこ とができます。 また、 参照を検索しない選択をした り、 検
索の前にユーザに確認メ ッセージを表示するこ と もできます。

多くの場合、 参照の方がチェーンよ り も リ ソースを効果的に使用できます。 

チェーンでは、 エン ト リの多い検索操作がリ クエス ト される と、 ネッ ト ワーク全体
に 2 度送信される場合があ り ます。 1 度目はデータのあるサーバからチェーンを実
行するサーバへの送信、 2 度目はチェーンを実行するサーバから ク ラ イアン トへの
送信です。

参照では、 ク ラ イアン トはデータのあるサーバから、 1 回の送信で直接データを受
け取るこ とができます。

エン ト リの格納場所がわかっていれば、 ク ラ イアン トは直接データのあるサーバに
アクセスするこ とができます。 

チェーンでは、 ク ラ イアン トは詳細を見るこ とができません。 エン ト リの格納場所
がわからない場合、 ク ラ イアン トが直接データのあるサーバにアクセスするこ とは
あ り ません。

参照には次の欠点があ り ます。

ク ラ イアン トが参照とその検索方法を認識できる能力が必要です。

LDAP ｖ 2 ク ラ イアン トでは参照結果が認識されないか、認識に古い非標準の方法が
使用されます。

すべてのeDirectoryパーティシ ョ ンにLDAPサーバのサービスが適用されていなくて
はな り ません。 

適用されていない場合、 参照結果をパーティシ ョ ンのデータに送信できません。

上方参照 ― 通信中のサーバのデータよ り もツ リーの高い位置にあるデータを持つサー
バを参照するこ とです。 324 ページの 「上方参照を設定する」 を参照して ください。

上方参照では、 マルチベンダツ リーで、 上方または隣接した非 eDirectory パーティシ ョ
ンにあるオブジェク トに関する リ クエス トが処理されます。

eDirectory サーバがこのタイプのツ リーに含まれるよ うにするには、 eDirectory は 「非委
任」 とマーク されたパーティシ ョ ン内で、 階層データを上方に保持するよ うにします。
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非委任領域のオブジェク トは、 正しい DN 階層を構築するのに必要なエン ト リのみから
構成されます。 これらのエン ト リは、 X.500 の “Glue” エン ト リに類似しています。

eDirectory では、 知識情報を LDAP 参照データの形式で非委任領域に配置できます。 こ
の情報は、 LDAP ク ラ イアン トに参照を戻すのに使用されます。

LDAP 操作が eDirectory ツ リーの非委任領域で実行される と、 LDAP サーバは正しい参
照データを検索し、 ク ラ イアン トに参照を戻します。

チェーン  ― サーバベースのネームレゾ リ ューシ ョ ンプロ ト コル。

LDAP ク ラ イアン トは LDAP サーバにリ クエス ト を送信しますが、 LDAP サーバは操作
のターゲッ トエン ト リ をローカルで見つけるこ とができません。 LDAP サーバ ( サーバ
A) は eDirectory ツ リーのパーティシ ョ ンおよび他のサーバに関して所有する知識参照を
使用して、 DN についてよ り多くの知識を持つ、別の LDAP サーバ ( サーバ B) を特定し
ます。 LDAP サーバ A は、 特定された LDAP サーバ B と通信します。

必要に応じ、サーバ A がエン ト リのレプ リ カを持つサーバに接続するまでこの処理が続
けられます。 その後、 eDirectory は詳細をすべて処理し、 操作を完了します。 サーバ間
の処理はク ライアン トには表示されないため、ク ラ イアン トは 初のサーバ A が リ クエ
ス ト を処理したものと判断します。

LDAP サーバにチェーンを使用した場合、 次の利点があ り ます。

ネームレゾ リ ューシ ョ ンの詳細をすべてク ライアン トから見えな く します。

自動で再認証を行います。

ク ラ イアン トのプロキシの役割を果たします。

eDirector ｙ ツ リーにLDAPサービスをサポート しないサーバがあっても、シームレス
に実行されます。

一方、 チェーンには次の欠点があ り ます。

チェーンを使用して名前解決中には、 サーバからのフ ィードバッ クがなく ク ラ イア
ン トが待機する必要がある場合があ り ます。

LDAPサーバが、WAN リ ンク経由で多くのエン ト リ を送信するよ う要求された場合、
処理に長時間かかるこ とがあ り ます。

ほぼ同じ処理能力を持つサーバがいくつかある場合、別々のサーバが2つの要求を同
じエン ト リ上で処理してしま う こ とがあ り ます。

eDirectory は、 サーバを接続コス ト順にソー ト し よ う と します。 負荷分散のため、
dDirectory は一番コス トの低いサーバの中からランダムに選択を行います。

LDAP と eDirectory の連携について

このセクシ ョ ンでは次について説明します。

277 ページの 「LDAP から eDirectory に接続する」

280 ページの 「ク ラス と属性のマッピング」

283 ページの 「非標準スキーマ出力を有効にする」

284 ページの 「構文の相違」

285 ページの 「サポート される Novell LDAP コン ト ロールおよび拡張」
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LDAP から eDirectory に接続する

すべての LDAP ク ラ イアン トが、 次のいずれかのユーザタイプで Novell eDirectory にバ
インド ( 接続 ) されます。

[Public] ユーザ ( 匿名バインド ) 

プロキシユーザ ( プロキシユーザ匿名バインド )

NDS または eDirecotry ユーザ (NDS ユーザバインド )

ユーザの認証に使用されるバインド タイプによ り、 LDAP ク ラ イアン トがアクセスでき
る内容が決定されます。 LDAP ク ラ イアン トは、 作成した要求をディ レク ト リに送信す
るこ とによ り、 ディ レク ト リにアクセスします。 LDAP ク ラ イアン トが LDAP Services
for eDirectory を通じて要求を送信した場合、 eDirectory は、 その中から LDAP ク ラ イア
ン トが適切なアクセス権を持つ属性の要求だけを処理します。 

たとえば LDAP ク ラ イアン トが、読み込み権が必要なある属性値を要求したものの、 そ
の属性についてユーザに許可されているのが比較権だけである場合、 この要求は拒否さ
れます。

標準ログイン制限とパスワード制限は引き続き適用されます。 ただし、 制限はすべて
LDAP の実行場所と関係します。 時刻およびアドレス制限も適用されますが、 アドレス
制限は eDirectory ログインが実行された場所 ( この場合は LDAP サーバ ) を基準に決定
されます。 

[Public] ユーザとして接続する

匿名バインドは、 ユーザ名またはパスワードを使用しない接続です。 サービスでプロキ
シユーザの使用が設定されていない場合、 名前とパスワードが定義されていない LDAP
ク ラ イアン トで LDAP Services for eDirectory にバインドする と、 ユーザは eDirectory に
[Public] ユーザと して認証されます。

[Public] ユーザとは、 非認証の eDirectory ユーザのこ とです。 デフォル トでは、 [Public]
ユーザには eDirectory ツ リ ー内のオブジェ ク ト のブラ ウズ権が割 り 当てられます。
[Public] ユーザ用のデフォルトブラウズ権では、 Directory オブジェク ト を参照するこ と
はできますが、 ほとんどのオブジェク ト属性にアクセスするこ とはできません。

多く の場合、 LDAP ク ラ イアン ト は、 デフォル ト の [Public] 権だけでは不十分です。
[Public] の権利は変更できますが、 変更した権利はすべてのユーザに対して許可される
こ とにな り ます。 この問題を解決するために、 プロキシユーザ匿名バインドを使用する
こ とをお勧めします。詳細については、 277 ページの 「プロキシユーザと して接続する」
を参照して ください。 

[Public] ユーザによるオブジェク ト属性へのアクセスを許可するには、 [Public] ユーザを
該当する (1 つまたは複数の ) コンテナの ト ラスティに設定し、適切なオブジェク ト権お
よび属性権を割り当てる必要があ り ます。

プロキシユーザとして接続する

プロキシユーザ匿名バインドは、 eDirectory ユーザ名にリ ンク された匿名接続です。 プ
ロ ト コルでプロキシユーザの使用が設定されている場合、 LDAP ク ラ イアン トが LDAP
for eDirectory に匿名でバインドする と、 ユーザは eDirectory によ りプロキシユーザと し
て認証されます。LDAP Services for eDirectory と eDirectory の両方でユーザ名が設定され
ます。 

通常、 匿名バインドには LDAP のポート 389 が使用されます。 ただし、 ポートはインス
トール時に手動で変更するこ とができます。
LDAP Services for Novell eDirectory について 277



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
次に、 プロキシユーザ匿名バインドの概念について説明します。

匿名バインドを経由する LDAP ク ラ イアン ト アクセスは、 すべてプロキシユーザオ
ブジェク ト を通して割り当てられます。

匿名バインドでは LDAP ク ラ イアン トからパスワードが提供されないので、 プロキ
シユーザに null パスワードを適用し、 パスワード変更間隔などのパスワード制限を
設定しないよ うにします。 パスワードを強制的に有効期限切れにした り、 プロキシ
ユーザにパスワードの変更を許可した り しないでください。

プロキシユーザオブジェク トのアドレス制限を設定する と、 ユーザがログインでき
るロケーシ ョ ンを制限できます。

eDirectory 内にプロキシユーザオブジェク ト を作成し、公開する eDirectory オブジェ
ク トに対する権利を割り当てる必要があ り ます。 デフォルトのユーザ権では、 特定
のオブジェク ト と属性だけに対する読み込みアクセス権が許可されます。 アクセス
する必要がある各サブツ リー内のすべてのオブジェ ク ト と属性に対するプロキシ
ユーザ読み込み権および検索権を割り当てます。

LDAP Services for eDirectory を設定する LDAP グループオブジェク トの ［全般］ ペー
ジで、プロキシオブジェク ト を有効化する必要があ り ます。 このため、 1 つの LDAP
グループ内のすべてのサーバに対し、 プロキシユーザオブジェク トは 1 つしか作成
できません。 詳細については、 304 ページの 「LDAP オブジェク ト を環境設定する」
を参照して ください。

プロキシユーザオブジェク トに対し、すべてのプロパティ ( デフォルト ) か、選択し
たプロパティの権利を許可できます。

プロキシユーザに対して選択したプロパティの権利だけを許可するには、次を実行します。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［権利］ > ［ ト ラステ ィの変更］ の順にク リ ッ ク します。

3 プロキシユーザが権利を持つ 上部のコンテナの名前と コンテキス ト を指定する
か、 をク リ ッ ク し、 問題のコンテナを参照して ［OK］ をク リ ッ ク します。

4 ［ ト ラスティの変更］ 画面で ［ ト ラスティの追加］ をク リ ッ ク します。

5 プロキシユーザのオブジェク ト を参照し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

6 追加したプロキシユーザの左側にある ［割り当てられた権利］ をク リ ッ ク します。 

7 ［すべての属性権］ および ［エン ト リ権］ チェ ッ クボッ クスをオンにし、［プロパティ
の削除］ をク リ ッ ク します。

8 ［プロパティの追加］ をク リ ッ ク し、［スキーマ内のすべてのプロパティを表示する］
チェ ッ クボッ クスをオンにします。

9 メールボッ クス ( リ ス トの小文字のセクシ ョ ン ) や役職など、プロキシユーザが継承
可能な権利を選択し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

その他の継承可能な権利を追加する場合は、 手順 9 ～ 10 を繰り返します。

10 ［完了］ をク リ ッ ク し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

プロキシユーザ匿名バインドを実装するには、 eDirectory 内にプロキシユーザオブジェ
ク ト を作成し、 そのユーザに適切な権利を割り当てる必要があ り ます。 アクセスする必
要がある各サブツ リー内のすべてのオブジェ ク ト と属性に対するプロキシユーザ読み
込み権および検索権を割り当てます。同じプロキシユーザ名を指定して、LDAP Services
for eDirectory 内でプロキシオブジェク ト を有効化する必要があ り ます。 

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。
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2 ［LDAP］ > ［LDAP の概要］ の順にク リ ッ ク します。

3 設定する LDAP グループオブジェク トの名前をク リ ッ ク します。

4 ［プロキシユーザ］ フ ィールドに eDirectory ユーザオブジェク トの名前と コンテキス
ト を指定します。

5 ［適用］ をク リ ッ ク し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

UNIX の ldapconfig を使用する

たとえば、LDAP Search Referral Usage で LDAP サーバによる LDAP 参照の処理方法を指
定します。 

1 システムプロンプ トで、 次のコマンドを入力します。

ldapconfig -s “LDAP:otherReferralUsage=1”

2 ユーザ FDN( 完全識別 eDirectory ユーザ名 ) とパスワードを入力します。

NDS または eDirectory ユーザとして接続する

eDirectory ユーザバインドは、 LDAP ク ラ イアン トが完全な eDirectory ユーザ名とパス
ワードを使用して確立する接続です。eDirectory ユーザバインドは eDirectory によ り認証
されます。 LDAP ク ラ イアン トは、 その eDirectory ユーザにアクセスが許可されている
すべての情報にアクセスできます。 

次に、 eDirectory ユーザバインドに関する重要な概念について説明します。 

eDirectory ユーザバインドは、LDAP ク ラ イアン トに入力されたユーザ名とパスワー
ドを使用して eDirectory によ り認証されます。 

LDAPク ラ イアン ト アクセスに使用する eDirectoryユーザ名とパスワードは、NetWare
ク ラ イアン トが eDirectory にアクセスする場合も使用できます。 

非 TLS 接続では、 eDirectory パスワードは LDAP ク ラ イアン ト と LDAP Services for
eDirectory の間の経路をク リ アテキス トデータ と して転送されます。

ク リ アテキス トパスワードが無効に設定されている場合は、非 TLS 接続上で転送され
たユーザ名またはパスワードを含む eDirectory バインド要求は、すべて拒否されます。 

eDirectory ユーザパスワードの有効期限が切れた場合、そのユーザの eDirectory バイ
ンド要求は拒否されます。

LDAP クライアントに eDirectory 権を割り当てる

1 LDAP ク ラ イアン トがeDirectoryにアクセスする と きに使用するユーザ名のタイプを
決定します。

[Public] ユーザ ( 匿名バインド )

プロキシユーザ ( プロキシユーザ匿名バインド )

NDS ユーザ (NDS ユーザバインド )

詳細については、 277 ページの 「LDAP から eDirectory に接続する」 を参照してくだ
さい。

2 ユーザが1つのプロキシユーザまたは複数の eDirectoryユーザ名でLDAPにアクセス
する場合、 iManager を使用して、 eDirectory 内または LDAP でこれらのユーザ名を
作成します。

3 LDAP ク ラ イアン トが使用するユーザ名に、 適切な eDirectory 権を割り当てます。
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ほとんどのユーザに割り当てられるデフォル トの権利では、ユーザ自身が持つオブジェ
ク ト以外にはアクセスできません。 別のオブジェ ク トやその属性にアクセスするには、
eDirectory で割り当てられた権利を変更する必要があ り ます。

LDAP ク ラ イアン トから eDirectory オブジェク トおよび属性へのアクセスが要求される
と、 eDirectory は、 LDAP ク ラ イアン トの eDirectory 識別情報に基づいて要求を受諾また
は拒否します。 識別情報はバインド時に設定されます。 

クラスと属性のマッピング

ク ラス とは、 ディレク ト リ内のオブジェク トのタイプ ( ユーザ、 サーバ、 グループなど )
です。 属性とは、 特定のオブジェク トについての追加情報を定義するディ レク ト リ要素
です。 たとえば、 ユーザオブジェク ト属性にはユーザの姓、 電話番号などがあ り ます。 

スキーマとは、 ディ レク ト リで使用できるク ラス と属性、 およびディ レク ト リ構造 ( ク
ラス間の相互関係 ) を定義する一連の規則です。 LDAP ディ レク ト リ と eDirectory ディ
レク ト リのスキーマが異なる場合は、LDAP ク ラス と属性を、適切な eDirectory オブジェ
ク ト と属性へマッピングしなければならない場合があ り ます。 これらのマッピングで、
LDAP スキーマから eDirectory スキーマへの名前の変換を定義します。 

LDAP Services for eDirectory にはデフォルトマッピングがあ り ます。LDAP ク ラスおよび
属性と、 eDirectory オブジェク ト タイプおよびプロパティ との対応関係は多くの場合論
理的で、 直観的に理解できます。 ただし、 実装時の条件によっては、 ク ラ ス と属性の
マッピングを再設定する必要が生じるこ と もあ り ます。

ほとんどの場合、LDAP ク ラス と eDirectory オブジェク ト タイプとの間のマッピングは、
一対一の対応関係です。 ただし、 LDAP スキーマでは、 同じ属性を意味する CN および
共通名のよ うな別名もサポート されています。

LDAP グループ属性をマッピングする

デフォルトの LDAP Services for eDirectory環境設定には、定義済みのクラス と属性のマッ
ピングが保存されています。 これは、 LDAP 属性のサブセッ トから eDirectory 属性のサ
ブセッ トへのマッピングです。 デフォル ト環境設定でマッピングされていない属性に
は、 自動生成されたマッピングが割り当てられます。 スキーマ名がスペースまたはコロ
ンを含まない有効な LDAP 名である場合は、 マッピングは必要あ り ません。 ク ラスおよ
び属性のマッピングを調べて、 必要に応じて再設定します。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［LDAP］ > ［LDAP の概要］ > ［LDAP グループの表示］ の順にク リ ッ ク します。

3 LDAP グループオブジェク ト をク リ ッ ク し、 ［属性マップ］ をク リ ッ ク します。

4 必要に応じて属性を追加、 削除、 または変更します。

LDAP 属性の種類によっては別名 (CN および共通名など ) が存在する場合があるた
め、 複数の LDAP 属性を対応する 1 つの eDirectory 属性名にマッピングする必要が
生じるこ とがあ り ます。 LDAP Services for eDirectory が LDAP 属性情報を返す場合、
リ ス ト内で検出された 初の一致する属性の値が返されます。

複数の LDAP 属性を 1 つの eDirectory 属性にマッピングする場合は、 属性の順序に
意味があ り ます。 リ ス ト内の順序を変更するこ とによ り、 属性の優先度を変更でき
ます。

5 ［適用］ をク リ ッ ク し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。
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LDAP グループクラスをマッピングする

LDAP ク ラ イアン トが LDAP サーバに LDAP ク ラス情報を要求する と、サーバは対応す
る eDirectory ク ラス情報を返します。 デフォル トの LDAP Services for eDirectory 環境設
定には、 定義済みのク ラス と属性のマッピングが保存されています。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［LDAP］ > ［LDAP の概要］ の順にク リ ッ ク します。

3 LDAP グループオブジェク ト をク リ ッ ク し、 ［ク ラスマップ］ をク リ ッ ク します。

4 必要に応じてク ラスを追加、 削除、 または変更します。

デフォルトの LDAP Services for eDirectory 環境設定には、 定義済みのク ラス と属性
のマッピングが保存されています。 これは、 LDAP ク ラス と属性のサブセッ トから
eDirectory ク ラス と属性のサブセッ トへのマッピングです。 デフォル ト環境設定で
マッピングされていない属性またはク ラスには、 自動生成されたマッピングが割り
当てられます。 

スキーマ名がスペースまたはコロンを含まない有効な LDAP 名である場合は、 マッ
ピングは必要あ り ません。 ク ラスおよび属性のマッピングを調べて、 必要に応じて
再設定します。

5 ［適用］ をク リ ッ ク し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

LDAP クラスと属性をマッピングする

LDAP ディ レク ト リ と eDirectory ディ レク ト リのスキーマは異なるため、 LDAP ク ラス
と属性を、 適切な eDirectory オブジェク ト と属性へマッピングする必要があ り ます。 こ
れらのマッピングで、 LDAP スキーマから eDirectory スキーマへの名前の変換を定義し
ます。

有効な LDAP スキーマ名であれば、スキーマエン ト リに対する LDAP スキーママッピン
グは必要あ り ません。 LDAP では、 スキーマ名で使用できる文字は英数字とハイフン記
号 (-) だけです。 LDAP スキーマ名ではスペースは使用できません。

スキーマを LDAP の外部に拡張する場合、 .sch ファ イルなど LDAP の外部にスキーマを
拡張した後でオブジェク ト ID による検索を確実に実行するには、 LDAP サーバ環境設
定を リ フレッシュする必要があ り ます。 

多対一マッピング

eDirectory から LDAP をサポートするために、 LDAP Services は、 ( ディ レク ト リサービ
スレベルではなく ) プロ ト コルレベルのマッピングを使用して、 LDAP と eDirectory の
間で属性と ク ラスを変換します。 したがって、 2 つの LDAP ク ラスまたは属性を同じ
eDirectory ク ラスまたは属性にマッピングできます。

たとえば、 LDAP を使用して Cn を作成し、 CommonName=Value を検索する と、 Cn と属
性値が同じ可能性のある commonName が返されます。

すべての属性を要求する と、そのク ラスのマッピング リ ス トの 初にある属性が返され
ます。 名前で属性を要求する と、 正しい名前が返されます。
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多対一クラスマッピング

多対一属性マッピング

LDAP クラス名 eDirectory クラス名

alias
aliasObject

Alias

groupOfNames
groupOfUniqueNames
group

Group

mailGroup
rfc822mailgroup

NSCP:mailGroup1

LDAP 属性名 eDirectory 属性名

c
countryName

C

cn
commonName

CN

uid
userId

uniqueID

description
multiLineDescription

Description

l
localityname

L

member
uniqueMember

Member

o
organizationname

O

ou
organizationalUnitName

OU

sn
surname

Surname

st
stateOrProvinceName

S

certificateRevocationList;binary
certificateRevocationList

certificateRevocationList

authorityRevocationList;binary
authorityRevocationList

authorityRevocationList

deltaRevocationList;binary
deltaRevocationList

deltaRevocationList

cACertificate;binary
cACertificate

cACertificate
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注 : ;binary の付いた属性はセキュリティに関連しています。アプリケーションに必要な名前が ;binary を付
けて取得される場合は、マッピングテーブルから属性を適用します。名前を ;binary を付けずに取得する場

合は、マッピングの順序を変更できます。

非標準スキーマ出力を有効にする

eDirectory には、 互換モードスイ ッチがあ り ます。 この機能によ り、 非標準スキーマ出
力が使用できるため、 現行の ADSI ク ラ イアン トおよび従来の Netscape* ク ラ イアン ト
でスキーマを読み込むこ とができます。 このスイ ッチは、 LDAP サーバオブジェク ト内
の属性を設定するこ とによ り実装されます。属性名は nonStdClientSchemaCompatMode で
す。 通常の場合、 LDAP サーバオブジェク トはサーバオブジェク ト と同じコンテナ内に
あ り ます。 

非標準出力は、 LDAP 用の現行 IETF 規格には適合しませんが、現行バージ ョ ンの ADSI
ク ラ イアン トおよび従来の Netscape ク ラ イアン トでは正常に処理できます。

非標準出力の出力形式は次のとおりです。

SYNTAX OID は一重引用符で囲まれます。

上限は出力されません。

X- オプシ ョ ンは出力されません。

複数の名前が存在する場合は、 初に検出された名前だけが出力されます。

OID が定義されていない属性やクラスは、 それぞれ小文字で 「attributename-oid」 、
「classname-oid」 と出力されます。

名前にハイフンが含まれていて OIDが定義されていない属性またはク ラスは出力さ
れません。

OID またはオブジェク ト識別子は、自身の属性または objectclass を LDAP サーバに追加
するのに必要なオクテッ ト数値の文字列です。

非標準スキーマ出力を有効化するには、 次を実行します。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［LDAP］ > ［LDAP の概要］ の順にク リ ッ ク します。

3 ［LDAP サーバの表示］ をク リ ッ ク し、LDAP サーバオブジェク ト をク リ ッ ク します。

4 ［検索］ をク リ ッ ク し、［古い ADSI および Netscape スキーマ出力を有効にする］ をク
リ ッ ク します。

非標準の出力は、 現在 IETF が LDAP について定義している規格に準拠していませ
んが、現在のADSIク ラ イアン トおよび以前のNetscapeク ラ イアン トでは動作します。

5 ［適用］、 ［情報］ の順にク リ ッ ク し、 ［ リ フレッシュ］ をク リ ッ ク します。

crossCertificatePair;binary
crossCertificatePair

crossCertificatePair

userCertificate;binary
userCertificate

userCertificate

LDAP 属性名 eDirectory 属性名
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構文の相違

LDAP と eDirectory では使用される構文が異なり ます。 次のよ うな重要な相違点があ り
ます。

284 ページの 「コンマ」

284 ページの 「タイプ付きの名前」

284 ページの 「エスケープ文字」

284 ページの 「複数のネーミ ング属性」

コンマ

LDAP では、区切り記号としてピ リオドではなく コンマを使用します。たとえば、eDirectory
の識別名 ( 完全名 ) は次のよ うに記述します。

CN=JANEB.OU=MKTG.O=EMA

LDAP 構文を使用する と、 同じ識別名は次のよ うにな り ます。

CN=JANEB,OU=MKTG,O=EMA

また、 次は別の LDAP 識別名の例です。

CN=Bill Williams,OU=PR,O=Bella Notte Corp
CN=Susan Jones,OU=Humanities,O=University College London,C=GB

タイプ付きの名前

eDirectory では、 タイプなしの名前 (.JOHN.MARKETING.ABCCORP) と タイプ付きの名前
(CN=JOHN.OU=MARKETING.O=ABCCORP) の両方を使用します。 LDAP では、 区切り記
号としてコンマを使用したタイプ付きの名前 (CN=JOHN,OU=MARKETING,O=ABCCORP)
だけを使用します。

エスケープ文字

LDAP 識別名では、エスケープ文字と して円記号 (¥) を使用します。1 つの円記号とプラ
ス記号 (+) またはコンマ (,) を指定する と、 識別名を拡張できます。

次に例を示します。

CN=Pralines\+Cream,OU=Flavors,O=MFG (CN is Pralines+Cream)

CN=D. Cardinal,O=Lionel\,Turner and Kaye,C=US (O は Lionel、 Turner、 および Kaye)

詳細については、 Internet Engineering Task Force の RFC 232 (http://www.ietf.org/rfc/
rfc2253.txt?number=2253) を参照して ください。

複数のネーミング属性

オブジェク トは、 スキーマ内の複数のネーミ ング属性を使用して定義できます。 LDAP
と eDirectory のユーザオブジェク トには、 いずれも CN と UID の 2 つのネーミ ング属性
があ り ます。 識別名の中のネーミ ング属性は、 プラス記号 (+) で区切り ます。 属性に明
示的なラベルが付いていない場合は、 スキーマによ りそれぞれの文字列に対応する属性
が決定されます (eDirectory と LDAP の両方で、 初の文字列は CN、 次の文字列は UID
にな り ます )。 識別名の中の各部分に手動でラベルを付ける と、 ネーミ ング属性の順序
を変更できます。
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2 つの相対識別名の例を次に示します。

Smith (CN は Smith CN=Smith)

Smith+Lisa (CN は Smith、 OU は Lisa CN=Smith UID=Lisa)

2 つの相対識別名 (Smith と Smith+Lisa) は、2 つの異なる相対識別名によって参照される
ため、 同じコンテキス ト内に共存するこ とができます。

サポートされる Novell LDAP コントロールおよび拡張

LDAP ク ラ イアン ト と LDAP サーバは、 LDAP 3 プロ ト コルを使用するこ とによ り、 コ
ン ト ロールと拡張を適用して LDAP 操作を拡張できます。コン ト ロールと拡張を使用す
るこ とによって、 要求や応答の一部と して追加情報を指定できます。 拡張された各操作
は、 自身の属性または objectclass を LDAP サーバに追加するのに必要な、 オクテッ ト数
値の文字列であるオブジェク ト識別子 (OID) によ り識別されます。 LADP ク ラ イアン ト
は、実行したい拡張操作の OID およびその拡張操作に固有なデータを指定した拡張操作
要求を送信できます。 LDAP サーバはこの要求を受信する と、 拡張操作を実行し、 OID
と追加データが設定された応答をク ライアン トに送信します。

たとえば、 ク ラ イアン トがサーバに検索要求を送信する と き、 ソート を指定するコン ト
ロールをこの要求に入れるこ とができます。 サーバはこの検索要求を受け取る と、 検索
結果をソート してから、 その結果をク ライアン トに戻します。 コン ト ロールはサーバか
ら ク ラ イアン トに送る こ と もできます。 たとえば、 サーバは、 ク ラ イアン トにパスワー
ド期限切れを通知する認証要求のコン ト ロールを送るこ とができます。

デフォル トでは、 起動直後の eDirectory LDAP サーバは、 すべてのシステム拡張ならび
に選択されたオプシ ョ ン拡張およびコン ト ロールをロードできる状態にあ り ます。オプ
シ ョ ン拡張に対応する LDAP サーバオブジェク トの extensionInfo 属性によ り、システム
管理者は、 オプシ ョ ン拡張およびコン ト ロールの選択および選択解除ができます。

拡張操作を有効にするため、 LDAP 3 プロ ト コルはルート DSE 内の supportedControl 属
性および supportedExtension 属性に含まれる、 サポート されているコン ト ロールと拡張
のリ ス ト をサーバに要求します。ルート DSE(DSEはDSA (Directory System Agent) Specific
( 固有 ) Entry ( エン ト リ ) の略 ) とは、 ディ レク ト リ情報ツ リー (DIT) のルートにあるエ
ン ト リです。 詳細については、 331 ページの 「LDAP サーバの情報を取得する」 を参照
してください。

サポート されている LDAP コン ト ロールと拡張の リ ス ト については、 『LDAP and NDS
Integration Guide(LDAP および NDS 統合ガイ ド )』 の 「LDAP Controls
 (http://developer.novell.com/ndk/doc/ldapover/ldap_enu/data/cchbehhc.html)」 と 「LDAP Extensions
(http://developer.novell.com/ndk/doc/ldapover/ldap_enu/data/a6ik7oi.html)」 を参照してください。

Linux、Solaris、AIX、または HP-UNIX 環境での LDAP ツールの使用

eDirectory には次の LDAP ツールが含まれており、 これを使用して LDAP ディ レク ト リ
サーバを管理できます。これらのツールは /usr/ldaptools/bin (ice のみ /usr/bin) に格納され
ています。

ツール 説明

ice エントリをファイルから LDAP ディレクトリにインポートし、ファイ

ルのディレクトリ内のエントリを変更し、エントリをファイルにエク
スポートし、ファイルの属性とクラス定義を追加します。
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詳細については、 『LDAP Libraries for C Guide(LDAP Libraries for C ガイ ド )』 の 「LDAP
Tools (http://developer.novell.com/ndk/doc/cldap/ltoolenu/data/hevgtl7k.html)」 を参照して くだ
さい。

LDAP ツールを安全に実行するには、 82 ページの 「Linux、 Solaris、 AIX、および HP-UX
システムでの eDirectory 操作に関するセキュ リ テ ィ を確保する」 を参照し、 安全に
eDirectory と LDAP を接続するためのコマンド ラ インによる LDAP 操作に DER ファ イル
を指定します。

LDAP ツール

LDAP ユーティ リ テ ィは、 エン ト リの削除、 変更、 追加、 スキーマの拡張、 相対識別名
の変更、 エン ト リの新規コンテナへの異動、 検索インデッ クスの作成、 検索の実行に使
用できます。

ldapadd

ldapadd ユーティ リ テ ィ を使用して、 新しいエン ト リ を追加します。 構文は次のとおり
です。

ldapadd [-c] [-C] [-l] [-M] [-P] [-r] [-n] [-v] [-F] [-l limit] [-M[M]] [-d  
debuglevel] [-e key filename] [-D  binddn] [[-W ]| [-w passwd]] [-h  ldaphost] 
[-p ldapport] [-P version] [-Z[Z]] [-f file]

注 : NetWare サーバでは、このユーティリティは ladd と呼ばれます。

-f オプシ ョ ンを指定する と、 ldpadd によ り変更がファイルから読み出されます。 -f オプ
シ ョ ンを指定しない場合、 ldpadd は変更を stdin から読み出します。

ヒント : ldap ユーティリティからの出力は stdout に送られます。出力が表示される前にユーティリティが存
在する場合、出力はファイルにリダイレクトされます。例 :ldapadd [options] > out.txt

ldapadd LDAP ディレクトリに新しいエントリを追加します。

ldapdelete LDAP ディレクトリサーバからエントリを削除します。ldapdelete ツー

ルは、LDAP サーバとの接続を開始し、エントリのバインドと削除を行

います。

ldapmodify LDAP サーバとの接続を開始し、エントリのバインド、変更、追加を行

います。

ldapmodrdn LDAP ディレクトリサーバ内のエントリの相対識別名 (RDN) を変更し

ます。LDAP サーバとの接続を開始し、エントリの RDN のバインドと

変更を行います。 

ldapsearch LDAP ディレクトリサーバでエントリを検索します。LDAP サーバとの接

続を開始し、バインドを行い、指定されたフィルタを使用して検索を実
行します。フィルタは、RFC 2254 (http://www.ietf.org/rfc/rfc2254.txt) で定

義された LDAP フィルタの文字列表現に準拠している必要があります。 

ndsindex インデックスの作成、一覧表示、一時停止、再開、削除を行います。

ツール 説明
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すべての LDAP ツールの共通オプション

すべての LDAP ツールに共通するオプシ ョ ンがいくつかあ り ます。次の表は、 これらの
オプシ ョ ンを表示したものです。

オプション 説明

-a 新しいエントリを追加します。ldapmodify のデフォルトは、既存エントリの

変更です。ldapaddとして呼び出されると、このフラグは常にオンになります。

-r デフォルトでは既存の値を置換します。

-c 連続操作モード。エラーが通知されても、ldapmodify は変更動作を継続しま

す。デフォルトでは、エラーが通知されると終了します。

-f file エントリ情報を標準入力ではなく LDIF ファイルから読み出します。レコード

の 大長は 4096 行です。

-F replica: で始まる入力行の内容に関わりなく、すべての変更を無条件で適用し

ます ( デフォルトでは、replica: 行は使用中の LDAP サーバホストおよびポー

トと比較され、replog レコードを実際に適用するかどうか決定します )。

オプション 説明

-C 次の参照を有効にします。( 匿名バインド )

-d debuglevel LDAP デバッグレベルを debuglevel に設定します。このオプションを有効にす

るには、ldapmodify をコンパイルするときに LDAP_DEBUG の定義が必要です。

-D binddn binddn を使用して LDAP ディレクトリにバインドします。binddn には、RFC
1779 に定義されている文字列表現の DN を指定します。

-e key filename SSL バインドのため、ファイル名の確認を行います。

-f file ファイルから行を読み取り、1 行ごとに LDAP 検索を実行します。この場合、

コマンドラインに指定されたフィルタは、%s が 初に出現した個所がファイ

ルに指定された行で置換されるというパターンとして機能します。1 つのハ

イフン (-) 文字がファイルとして指定された場合には、標準入力から行が読み

取られます。

-h ldaphost LDAP サーバの実行場所となっている代替ホストを指定します。

-l limit 接続タイムアウト ( 秒 ) を指定します。

-M Manage DSA IT コントロールを有効にします。( 非致命的 )

-MM Manage DSA IT コントロールを有効にします。( 致命的 )

-n 完了した場合の結果を表示しますが、実際にはエントリを変更しません。-v
と組み合わせて使用すると、デバッグ時に便利です。

-p ldapport LDAP サーバがリッスンしている代替 TCPTM ポートを指定します。

-P version LDAP のバージョン (2 または 3) を指定します。

-v 冗長モードが設定され、多くの診断メッセージが標準出力に書き込まれます。
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例

/tmp/entrymods ファ イルが存在する と仮定する と、 次のよ うな内容にな り ます。

dn: cn=Modify Me, o=University of Michigan, c=US

changetype: modify

replace: mail

mail: modme@terminator.rs.itd.umich.edu

-

add: title

title: Manager

-

add: jpegPhoto

jpegPhoto: /tmp/modme.jpeg

-

delete: description

-

この場合、 コマンド 「ldapmodify -b -r -f /tmp/entrymods」 は、 コンテンツ 「Modify Me entry」
のメール属性を 「modme@terminator.rs.itd.umich.edu」の値に置き換え、タイ トル「Manager」
を追加し、 /tmp/modme.jpeg ファイルの内容を jpag 写真と して追加し、属性記述を完全に
削除します。

-w passwd 簡易認証のパスワードとして passwd を使用します。

-W 簡易認証のプロンプトです。コマンドラインにパスワードを指定するかわり
に、このオプションが使用されます。

-Z 操作をバインドして実行する前に、TLS を開始します。TLS を開始する操作

の途中でエラーが発生すると、エラーは無視され操作は続行されます。エラー
が発生した場合に操作を中止するには、このオプションの代わりに -zz オプ

ションの使用をお勧めします。

このオプションでポートが指定されている場合、そのポートはクリアテキス
ト接続を受信する必要があります。

サーバの識別情報を確認するには、このオプションを -e オプションと組み合

わせて使用し、サーバ証明書ファイルを指定する必要があります。TLS を開始

すると、これによりサーバのルート認証局証明書が確認されます。-e オプショ

ンが指定されていない場合、サーバからのすべての証明書が許可されます。

-ZZ 操作をバインドして実行する前に、TLS を開始します。TLS を開始する操作

の途中でエラーが発生すると、操作は中止されます。

このオプションでポートが指定されている場合、そのポートはクリアテキス
ト接続を受信する必要があります。

サーバの識別情報を確認するには、このオプションを -e オプションと組み合

わせて使用し、サーバ証明書ファイルを指定する必要があります。TLS を開始

すると、これによりサーバのルート認証局証明書が確認されます。-e オプショ

ンが指定されていない場合、サーバからのすべての証明書が許可されます。

オプション 説明
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このよ う な変更は、以下のよ うに ldapmodify の古い入力規則を使用して実行するこ と も
できます。

cn=Modify Me, o=University of Michigan, c=US

mail=modme@terminator.rs.itd.umich.edu

+title=Manager

+jpegPhoto=/tmp/modme.jpeg

-description

コマンドは次のようになります。

ldapmodify -b -r -f /tmp/entrymods

/tmp/newentryファイルが存在すると仮定すると、次のような内容になります。

dn: cn=Barbara Jensen, o=University of Michigan, c=US

objectClass: person

cn: Barbara Jensen

cn: B Jensen

sn: Jensen

title: Manager

mail: bjensen@terminator.rs.itd.umich.edu

uid: bjensen

この場合、 /tmp/newentry フ ァ イルか らの値を使用し て、 コ マン ド 「ldapadd -f /tmp/
entrymods」 は 「B Jensen」 に新しいエン ト リ を追加します。

/tmp/newentry ファ イルが存在する と仮定する と、 次のよ うな内容にな り ます。

dn: cn=Barbara Jensen, o=University of Michigan, c=US

changetype: delete

この場合、コマンド「ldapmodify -f /tmp/entrymods」は「B Jensen」のエン ト リ を削除します。

ldapdelete

ldapdelete ユーティ リ テ ィは、指定したインデッ クスを削除します。LDAP サーバとの接
続を開始し、 バインド してから削除します。 構文は次のとおりです。

ldapdelete [-n] [-v]  [-c]  [-r] [-l] [-C] [-M] [-d debuglevel] [-e key 
filename] [-f file] [-D binddn] [[-W]| [-w passwd]] [-h ldaphost] [-p 
ldapport] [-Z[Z]] [dn]...

注 : NetWare サーバでは、このユーティリティは、ldelete と呼ばれます。

dn パラ メータは、 削除するエン ト リの識別名のリ ス トです。

これは、 -f オプシ ョ ンと次のよ うに通信します。

コマンド ラ インに -fオプシ ョ ンがな く、コマンド ラ インでdnが指定されている場合、
ユーティ リ テ ィによ り指定したエン ト リが削除されます。

コマンド ラ インに dn と -fの両方がある場合、ユーティ リ テ ィは dnのファイルを読み
込んで削除して、 コマンド ラ インの dn は無視します。

コマンド ラ インに dn と -fオプシ ョ ンがない場合、ユーティ リ テ ィは stdinから dn を読
み込みます。
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ヒント : ldap ユーティリティからの出力は stdout に送られます。出力が表示される前にユーティリティが存
在する場合、出力はファイルにリダイレクトされます。例 : ldapdelete [options] > out.txt

注 : 共通オプションについての詳細は、287 ページの「すべての LDAP ツールの共通オプション」を参照し

てください。

例

ldapdelete のコマンド 「cn=Delete Me, o=University of Michigan, c=US」 では、 「University
of Michigan」 組織のエン ト リの真下にある commonName 「Delete Me」 で指定されたエン
ト リ を削除します。 この場合、 削除が許可されるためには binddn および passwd を指定
する必要があ り ます (-D オプシ ョ ンおよび -w オプシ ョ ンを参照 )。

ldapmodify

ldapmodify ユーティ リ テ ィ を使用する と、 既存エン ト リの属性を変更した り、 新規エン
ト リ を追加するこ とができます。 構文は次のとおりです。

ldapmodify [-a] [-c] [-C] [-M] [-P] [-r] [-n] [-v] [-F] [-l limit] [-M[M]] [-
d debuglevel] [-e key filename] [-D binddn] [[-W]|[-w passwd]] [-h ldaphost] 
[-p ldap-port] [-P version] [-Z[Z]] [-f file]

注 : NetWare サーバでは、このユーティリティは lmodify と呼ばれます。

-f オプシ ョ ンを指定する と、 ldapmodify によ り変更がファイルから読み出されます。 -f
オプシ ョ ンを指定しない場合、 変更は stdin から読み出されます。

ヒント : ldap ユーティリティからの出力は stdout に送られます。出力が表示される前にユーティリティが存
在する場合、出力はファイルにリダイレクトされます。例 :ldapmodify [options] > out.txt

注 : 共通オプションについての詳細は、287 ページの「すべての LDAP ツールの共通オプション」を参照し
てください。

オプション 説明

-c 連続操作モード。エラーが通知されても、ldapdelete は削除動作を継続しま

す。デフォルトでは、エラーが通知されると終了します。

-f file ファイルから行を読み取り、1 行ごとに LDAP 検索を実行します。この場合、

コマンドラインに指定されたフィルタは、%s が 初に出現した個所がファイ

ルに指定された行で置換されるというパターンとして機能します。

-r 再起的に削除します。

オプション 説明

-a 新しいエントリを追加します。ldapmodify のデフォルトは、既存エントリの変更

です。ldapadd として呼び出されると、このフラグは常にオンになります。

-r デフォルトでは既存の値を置換します。

-c 連続操作モード。エラーが通知されても、ldapmodify は変更動作を継続します。

デフォルトでは、エラーが通知されると終了します。

-f file エントリ情報を標準入力ではなく LDIF ファイルから読み出します。レコードの

大長は 4096 行です。

-F replica: で始まる入力行の内容に関わりなく、すべての変更を無条件で適用しま

す ( デフォルトでは、replica: 行は使用中の LDAP サーバホストおよびポートと比

較され、replog レコードを実際に適用するかどうか決定します )。
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ldapmodrdn

ldapmodrdn を使用する と、 エン ト リの相対識別名を変更できます。 また、 エン ト リ を新
しいコンテナに移動するこ と もできます。 構文は次のとおりです。

ldapmodrdn [-r] [-n] [-v] [-c] [-C] [-l] [-M] [-s newsuperior] [-d debuglevel] 
[-e key filename] [-D binddn] [[-W]|[-w  passwd]]  [-h ldaphost] [-p ldapport] 
[-Z[Z]] [-f file] [dn newrdn]

注 : NetWare サーバでは、このユーティリティは <newrdn> と呼ばれます )。

ldap ユーティリティからの出力は stdout に送られます。出力が表示される前にユーティリティが存在する場
合、出力はファイルにリダイレクトされます。例 :ldapmodrdn [options] > out.txt

注 : 共通オプションについての詳細は、287 ページの「すべての LDAP ツールの共通オプション」を参照し
てください。

例

/tmp/entrymods ファ イルが存在する と仮定する と、 次のよ うな内容にな り ます。

cn=Modify Me, o=University of Michigan, c=US

cn=The New Me

ldapsearch

ldapsearch ユーティ リ テ ィは、 指定された属性とオブジェ ク ト ク ラスのディ レク ト リ を
検索します。 構文は次のとおりです。

ldapsearch [-n] [-u] [-v] [-t] [-A] [-T] [-C] [-V] [-M] [-P] [-L] [-d 
debuglevel] [-e key filename] [-f file] [-D binddn] [[-W]| [-w bindpasswd]] 
[-h ldaphost] [-p ldapport] [-b searchbase] [-s scope] [-a deref] [-l time 
limit] [-z size limit] [-Z[Z]] filter [attrs....]

注 : NetWare サーバでは、このユーティリティは lsearch と呼ばれます。

ldapsearch ツールは LDAP サーバとの接続を開始し、 バインドを行い、 フ ィルタを使用
して検索を実行します。 フ ィルタは、 RFC 2254 (http://www.ietf.org/rfc/rfc2254.txt) で定義
された LDAP フ ィルタの文字列表現に準拠している必要があ り ます。

ldapsearch が 1 つ以上のエン ト リ を検出する と、attrs で指定された属性が取り込まれ、エ
ン ト リ と値が標準出力に書き込まれます。 属性が リ ス ト されない場合、 すべての属性が
戻り ます。

ヒント : ldap ユーティリティからの出力は stdout に送られます。出力が表示される前にユーティリティが存

在する場合、出力はファイルにリダイレクトされます。例 : ldapsearch [options] filter [attribute list] > out.txt.

オプション 説明

-c 連続操作モード。エラーが通知されても、ldapmodify は変更動作を継続

します。デフォルトでは、エラーが通知されると終了します。

-f file エントリ変更情報を標準入力やコマンドラインではなくファイルから読
み出します。古いRDNと新しい RDNの間に空白行がないか確認します。

空白行がある場合、-f オプションは失敗します。 

-r エントリから旧 RDN 値を削除します。デフォルトでは、旧値は保持さ

れます。

-s newsuperior エントリの移動先のコンテナの識別名を指定します。
LDAP Services for Novell eDirectory について 291

http://www.ietf.org/rfc/rfc2254.txt


    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
注 : 共通オプションについての詳細は、287 ページの「すべての LDAP ツールの共通オプション」を参照し

てください。

オプション 説明

-a deref 別名の逆参照の処理方法を指定します。次の値を使用します。

Never: ベースオブジェクトの検索時に、別名の逆参照は行われません。

Always: ベースオブジェクトの検索時に、別名の逆参照を常に行います。

Search: ベースオブジェクトの従属オブジェクトの検索時は別名の逆

参照を行いますが、ベースオブジェクトの検索時には行いません。

Find: ベースオブジェクトの検索時は別名の逆参照を行いますが、ベー

スオブジェクトの従属オブジェクトの検索時には行いません。

-A 値ではなく、属性のみ取り込まれます。エントリに属性が存在するかど
うかを確認して、具体的な属性値を知る必要がない場合に便利です。

-CC 次の参照を有効にします。( 同じバインド DN とパスワードで認証された

バインド )

-b searchbase searchbase を検索の開始ポイントとして使用します。

-L エントリを LDIF 形式で出力します。

-LL エントリを LDIF 形式で出力します。コメントは出力されません。

-LLL エントリを LDIF 形式で出力します。コメントおよびバージョンは出力さ

れません。

-s scope 検索のスコープを指定します。スコープとして、ベースオブジェクトを
示す「base」、1 レベルを示す「one」、またはサブツリー検索を示す「sub」
を指定します。デフォルトは「sub」です。

-S attribute 戻されたエントリを属性に基づいてソートします。デフォルトでは、戻っ
たエントリのソートを行いません。属性が長さ 0 の文字列 ("") の場合、エ

ントリはその識別名のコンポーネントによりソートされます。詳細につ
いては、ldap_sort を参照してください。通常は、ldapsearch はエントリ

を受け取った順に出力します。-S オプションを指定するとデフォルトが

無効になり、すべてのエントリが取り込まれ、ソートされてから出力さ
れます。

-t 検索されたバイナリ値が一時ファイルに書き込まれます。これは、jpeg
の写真やオーディオなど ASCII 以外の値を扱うときに便利です。

-tt すべての値が一時ファイルに書き込まれます。

-T path ファイルをパス ( デフォルト : "/tmp") で指定されたディレクトリに書き

出します。

-u 識別名 (DN) をユーザにわかりやすい形式で出力します。

-V ファイルの URL プリフィックスです。

-V prefix ファイルの URL プリフィックスを指定します ( デフォルト : "file://tmp/").

-z sizelimit 検索が終了するまで 大 sizelimit エントリだけ待機します。
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例

次のコマンドを実行します。

ldapsearch "cn=mark smith" cn telephoneNumber

commonName 「mark smith」 のエン ト リのサブツ リー検索 ( デフォルトの検索ベースを使
用 ) を実行します。 commonName の値および telephoneNumber の値が取得され、 標準出
力に表示されます。 2 つのエン ト リが検出された場合、 次のよ うに出力されます。

cn=Mark D Smith, ou="College of Literature, Science, and the Arts", 
ou=Students, ou=People, o=University of Michigan, c=US

cn=Mark Smith

cn=Mark David Smith

cn=Mark D Smith 1

cn=Mark D Smith

telephoneNumber=+1 313,930-9489

cn=Mark C Smith, ou=Information Technology Division, ou=Faculty and Staff, 
ou=People,o=University of Michigan, c=US

cn=Mark Smith

cn=Mark C Smith 1

cn=Mark C Smith

telephoneNumber=+1 313 764-2277

コマンド :

ldapsearch -u -t "uid=mcs" jpegPhoto audio

デフォルトの検索ベースを使用して、 ユーザ ID 「mcs」 のエン ト リのサブツ リー検索を
実行します。 エン ト リの DN は、 DN 自体を含む行の後にわかりやすい形式で出力され
ます。 また、 Jpeg の写真の値およびオーディオの値が取得され、 一時ファ イルに書き込
まれます。 要求された属性がそれぞれ 1 つの値をもつエン ト リが １つ検出された場合、
次のよ うに出力されます。

cn=Mark C Smith, ou=Information Technology Division, ou=Faculty and Staff, 
ou=People, o=University of Michigan, c=US

Mark C Smith, Information Technology Division, Faculty and Staff, People, 
University of Michigan, US

audio=/tmp/ldapsearch-audio-a19924

jpegPhoto=/tmp/ldapsearch-jpegPhoto-a19924

次のコマンドは、 organizationName が 「university」 で始まるすべての組織の c=US レベ
ルで、 1 レベルの検索を実行します。

ldapsearch -L -s one -b "c=US" "o=university*" o description

検索結果は LDIF 形式で表示されます。organizationName の値および記述属性の値が取得
され、 標準出力に書き込まれます。 出力結果の例は次のよ うにな り ます。

dn: o=University of Alaska Fairbanks, c=US

o: University of Alaska Fairbanks

description: Preparing Alaska for a brave new yesterday.
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description: leaf node only

dn: o=University of Colorado at Boulder, c=US

o: University of Colorado at Boulder

description: No personnel information

description: Institution of education and research

dn: o=University of Colorado at Denver, c=US

o: University of Colorado at D

ndsindex

ndsindex を使用する と、 インデッ クスの作成、 一覧表示、 一時停止、 再開、 削除を実行
できます。 構文は次のとおりです。

ndsindex list [-h <hostname>] [-p <port>] -D <bind DN> -W|[-w <password>] [-
l limit] -s <eDirectory Server DN> [-Z[Z]] [<indexName1>, <indexName2>.....]

ndsindex add [-h <hostname>] [-p <port>] -D <bind DN> -W|[-w <password>] [-l 
limit] -s <eDirectory Server DN> [-Z[Z]] <indexDefinintion1> 
[<indexDefinintion2>.....]

ndsindex delete [-h <hostname>] [-p <port>] -D <bind DN> -W|[-w <password>] 
[-l limit] -s <eDirectory Server DN> [-Z[Z]] <indexName1> [<indexName2>.....]

ndsindex resume [-h <hostname>] [-p <port>] -D <bind DN> -W|[-w <password>] 
[-l limit] -s <eDirectory Server DN> [-Z[Z]] <indexName1> [<indexName2>.....]

ndsindex suspend [-h <hostname>] [-p <port>] -D <bind DN> -W|[-w <password>] 
[-l limit] -s <eDirectory Server DN> [-Z[Z]] <indexName1> [<indexName2>.....]

注 : NetWare サーバでは、このユーティリティは nindex と呼ばれます。

注 : 共通オプションについての詳細は、287 ページの「すべての LDAP ツールの共通オプション」を参照し
てください。

例

サーバ MyHost 上のインデッ クスを表示するには、 次のコマンドを入力します。

ndsindex list -h MyHost -D cn=admin, o=mycompany -w password -s cn=MyHost, 
o=novell

オプション 説明

list 指定したインデックスを表示します。インデックスが指定されていな
い場合、ndsindex はサーバ上のすべての既存のインデックスを表示し

ます。

add 新しいインデックスを作成します。

delete 指定したインデックスを削除します。

resume 指定したインデックスをオフラインの状態から再開します。

suspend 指定したインデックスを一時停止してオフラインの状態にします。

-s eDirectory Server DN eDirectory サーバの DN を指定します。
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電子メールの属性に MyIndex とい う名前の下位文字列インデッ クスを作成するには、次
のコマンドを入力します。

ndsindex add -h myhost -D cn=admin, o=mycompany -w password -s cn=myhost, 
o=novell "MyIndex;email address;substring"

市町村の属性に MyIndex とい う名前の値インデッ クスを作成するには、次のコマンドを
入力します。

ndsindex add -h myhost -D cn=admin, o=mycompany -w password -s cn=myhost, 
o=novell "MyIndex;city;value"

自宅電話番号の属性に MyIndex とい う名前の存在インデッ クスを作成するには、次のコ
マンドを入力します。

ndsindex add -h myhost -D cn=admin, o=mycompany -w password -s cn=myhost, 
o=novell "MyIndex;homephone;presence"

MyIndex とい う名前のインデッ クスを削除するには、 次のコマンドを入力します。

ndsindex delete -h myhost -D cn=admin, o=mycompany -w password -s 
cn=myhost,o=novell MyIndex

MyIndex とい う名前のインデッ クスを一時停止するには、 次のコマンドを入力します。

ndsindex suspend -h myhost -D cn=admin, o=mycompany -w password -s cn=myhost, 
o=novell MyIndex

MyIndex とい う名前のインデッ クスを再開するには、 次のコマンドを入力します。

ndsindex resume -h myhost -D cn=admin, o=mycompany -w password -s cn=myhost, 
o=novell MyIndex

拡張可能一致検索フィルタ

RFC 2251 (http://www.cis.ohio-state.edu/cgi-bin/rfc/rfc2251.html) で定義される LDAP 3 のコ
アプロ ト コルを指定するには、 LDAP サーバが拡張可能一致検索フ ィルタ機能を認識で
きなくてはな り ません。 拡張可能一致検索では、 LDAP ク ラ イアン トは検索フ ィルタに
次の項目を指定するこ とができます。

オプシ ョ ンの属性名

オプシ ョ ンの一致ルール

dn 属性がエン ト リの一部と して考慮されるべきかを示すフラグ

一致検索に使用される値

拡張可能一致検索フ ィルタの文字列を次に示します。

extensible = attr [":dn"] [":" matchingrule] ":=" value /
             [:dn"] ":"matchingrule ":=" value

次の表は、 拡張可能検索フ ィルタパラ メータを表示したものです。

パラメータ 説明

attr 適合する属性を指定します。

[":dn"] 一致ルールが比較一致に含まれるていることを示します。
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extensibleMatch は、LDAP 3 から導入された新しいフ ィルタです。matchingRule フ ィール
ドがない場合は、 属性フ ィールドが必ず必要です。 完全一致検索はその属性に対して実
行されます。attribute フ ィールドがな く、matchingRule が存在する場合、その matchingRule
をサポートするエン ト リ内のすべての属性が matchValue と比較され、matchingRule によ
りアサーシ ョ ン値の構文が決定されます。

フ ィルタ項目は次のよ うに評価されます。

TRUE: エン ト リに 1 件以上の一致があるこ とを表します。

FALSE: エン ト リに一致する属性がないこ とを表します。

matchingRule を認識できなかった り、 assertionValue を解析できない場合は 「未定義」
と されます。

matchingRule の他に type フ ィールドがある場合、matchingRule はその type で使用できる
ものでなくてはな り ません。 使用できない場合、 フ ィルタ項目は定義されません。 検索
フ ィルタに :dn が指定されている場合、 エン ト リの識別名に含まれるすべての属性に対
して一致検索が適用されます。 また、 フ ィルタ項目の評価が TRUE の識別名が 1 つ以上
属性を持っている場合も、 評価は TRUE にな り ます。 dnAttributes フ ィールドを使用す
る と、 単語の一致検索などで、 1 つのルールをエン ト リに適用し、 別のルールをエン ト
リ と dn 属性に適用する とい う よ うに、 一般的な一致ルールを複数設定する必要がなく
な り ます。

拡張可能一致検索フ ィルタによ り、 LDAP ク ラ イアン トでは次の 2 つのこ とが可能にな
り ます。

同じタイプのデータに対し、 複数の一致ルールをサポートできます。

検索条件に DN 要素を含めるこ とができます。

DN 指定によ り、 DN の特定要素の一致検索を実行できます。

Novell eDirectory 8.7.3 では、 DN の拡張可能な一致検索フ ィルタをサポート しています。
拡張可能一致検索フ ィルタのも う一つの要素である一致ルールは未定義とみなされ、無
視されます。DN 一致検索を使用する と、LDAP ク ラ イアン トで eDirectory ツ リーからオ
ブジェク ト を簡単に検索できます。 たとえば、

(&(ou:dn:=sales)(objectclass=user)}

のよ うな複雑な LDAP 検索フ ィルタによ り、セールスコンテナの下のセールスファンク
シ ョ ンにあるすべてのユーザオブジェク ト を リ ス トするこ とができます。

使用例

次は、eDirectory 8.7.3 でサポート されている拡張可能一致検索フィルタの文字列の例です。

(o:dn:=Ace Industry)

これは :dn の使用例です。 エン ト リの識別名の属性は、 一致を評価する と き、 エン ト リ
の一部とみなされます。 これは、 完全一致であるこ とを意味します。

[":" matchingrule] 使用する一致ルールを指定します。

":=" 一致ルールを指定しないと、完全一致とみなされます。

value 比較値

パラメータ 説明
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(:dn:2.4.8.10:=Dino)

これはエン ト リの属性に適用するフ ィルタの例です。 一致ルールが 2.4.8.10 の DN の属
性も考慮されます。 

次は、 eDirectory 8.7.3 でサポート されていない拡張可能一致検索検索フ ィルタの文字列
の例です。

(cn:1.2.3.4.5:=John Smith)

この例は、属性タイプ cn と値 John Smith を指定するフ ィルタを表しています。一致ルー
ル oid 1.2.3.4.5 によ り、 ディ レク ト リサーバによ り一致検索が実行されます。

(sn:dn:2.4.6.8.10:=Barbara Jones)

これは dn の使用例です。 一致ルール 2.4.6.8.10 を比較に使用して一致を評価する と き、
エン ト リの属性の識別名はエン ト リの一部とみなされるこ とを表しています。
LDAP Services for Novell eDirectory について 297



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
298   Novell eDirectory 8.7.3 管理ガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
12 LDAP Services for Novell eDirectory の環境設定

eDirectoryTM インス トールプログラムによ り、LDAP Services for Novell® eDirectory が自動
的にインス トールされます。 eDirectory のインス トールについては、 『Novell eDirectory
8.7.3 インス トールガイ ド』 を参照して ください。

このセクシ ョ ンでは次について説明します。 

299 ページの 「LDAP Services for eDirectory をロードおよびアンロードする」

300 ページの 「LDAP サーバがロード されているか確認する」

301 ページの 「LDAP サーバが実行されているか確認する」

304 ページの 「LDAP オブジェク ト を環境設定する」

309 ページの 「LDAP サーバを リ フレッシュする」

310 ページの 「認証とセキュ リ ティ」

317 ページの 「LDAP サーバを使ってディ レク ト リ を検索する」

324 ページの 「上方参照を設定する」

329 ページの 「持続的検索 :eDirectory イベン トの設定」

331 ページの 「LDAP サーバの情報を取得する」

LDAP ツールの詳細については、 LDAP Tools (http://developer.novell.com/ndk/doc/cldap/
index.html?ldaplibc/data/a6eup29.html) を参照してください。

LDAP Services for eDirectory をロードおよびアンロードする

LDAP Services for eDirectory をロードするには、 次のコマンドを入力します。

LDAP Services for eDirectory をアンロードするには、 次のコマンドを入力します。

サーバ コマンド

NetWare の場合 ® コンソールプロンプトで、次のコマンドを入力します。

load nldap.nlm

Windows ［DHOST (NDSCONS)］画面で nldap.dlm を選択し、［開始］を

クリックします。

Linux、Solaris、AIX、または HP-UX Linux、Solaris、AIX、または HP-UX プロンプトで、次のコマ

ンドを入力します。

/usr/sbin/nldap -l
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LDAP サーバがロードされているか確認する

LDAP オブジェク トの設定を行う前に、 LDAP サーバがロード され、 動作している こ と
を確認します。 この画面では、 LDAP サーバがロード されているか確認する方法を説明
します。 サーバが動作しているか確認するには、 301 ページの 「LDAP サーバが実行さ
れているか確認する」 を参照して ください。

NetWare の場合

NetWare サーバに nldap.nlm がロード されているか確認するには、サーバコンソールに次
のいずれかを入力します。

ldap display activity

nldap.nlm がロード されていない場合は、 サーバによ り 「不明なコマン ド」 とい う
メ ッセージが表示されます。

NetWare 6x では、 メ ッセージはコンソール画面ではなく ログ画面に表示されます。

ldap display config

modules nldap.nlm

Novell iManager を使用するこ と もできます。 

1 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory の保守］ > ［サービスマネージャ］ の順にク リ ッ ク します。

3 接続、 サーバ、 DNS 名、 または IP アドレスを選択し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

4 パスワードを入力し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

5 ［LDAP Agent for Novell eDirectory 8.7.3］ をク リ ッ ク します。

モジュール情報セクシ ョ ンの［ファ イル名］フ ィールドに nldap.nlm と表示されます。

Windows NT/2000 の場合

1 Windows サーバで、 ndscons.exe を開きます。

［スタート ］ > ［設定］ > ［コン ト ロールパネル］ > ［Novell eDirectory Services］ の順
にク リ ッ ク します。

サーバ コマンド

NetWare コンソールプロンプトで、次のコマンドを入力します。

unload nldap.nlm

Windows ［DHOST (NDSCONS)］画面で nldap.dlm を選択し、［停止］を

クリックします。

Linux、Solaris、AIX、HP-UX LDAP をアンロードするには、［DHOST リモート管理］ページ

で、［LDAP v3 for Novell eDirectory 8.7.3］アクションアイコン

をクリックして停止します。

または

Linux、Solaris、AIX、または HP-UX プロンプトで、次のコマ

ンドを入力します。

/usr/sbin/nldap -u
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2 ［サービス］タブで、nldap.dlm までスクロールし、［ステータス］カラムを表示します。

カラムに 「稼働中」 と表示されます。 

Novell iManager を使用するこ と もできます。 

1 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory の保守］ > ［サービスマネージャ］ の順にク リ ッ ク します。

3 接続、 サーバ、 DNS 名、 または IP アドレスを選択し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

4 パスワードを入力し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

5 ［LDAP Agent for Novell eDirectory 8.7.3］ をク リ ッ ク します。

モジュール情報セクシ ョ ンの［ファ イル名］フ ィールドに nldap.nlm と表示されます。

UNIX にロードした場合

libnldap.so または libnldap.sl を指定します。 この名前は、 単にバージ ョ ン情報が追加さ
れた長いファ イル名のシンボ リ ッ ク リ ンクである こ と もあ り ます。 

また、 libnldap.so または libnldap.sl ファ イルは、 各 UNIX プラ ッ ト フォーム用の異なる
バイナリ ファ イルです。

LDAP サーバがロード されているかど う かを確認するのに、 ndsd.log ファ イルまたは
ndstrace を使用するこ と もできます。

LDAP サーバが実行されているか確認する

LDAP サーバをロード した後で、 それが実行されているか確認します。 その後、 デバイ
スが監視しているか確認します。

301 ページの 「シナリオ」

302 ページの 「LDAP サーバが実行されているか確認する」

304 ページの 「デバイスがリ ッスンしているこ とを確認する」

シナリオ

通常、 LDAP サーバはロード される とすぐに実行されます。 ただし、 次の 2 つのシナリ
オでは、 サーバが正し く実行されないこ とがあ り ます。

シナリオ : サーバがゾンビ状態にある  LDAP サーバは NetWare か DHost ローダが外部依
存関係を解決できる限り、 ロードを続けます。 ただし、 LDAP サーバは有効な設定を 2
つの設定オブジェク ト (LDAP サーバと LDAP グループオブジェク ト ) から取得するま
で、 正し く動作しません。

LDAP サーバが、「ロードはされても、実行されない ( ゾンビ ) 状態」 の場合、LDAP サー
バは定期的に設定オブジェク ト を探そ う と します。オブジェク トの設定が失敗した り破
損した場合、LDAP サーバはサーバ (nldap.nlm、nldap.dlm、 libnldap.so、または libnldap.sl)
をアンロード または終了するまで、 ゾンビ状態のままにな り ます。

ローダは、LDAPサーバがロード されているのに、nldap.nlm( または nldap.dlm、libnldap.so、
libnldap.sl) によ り LDAP ポート (389、 636) が開かれていないこ とを示します。 また、
LDAP ク ラ イアン トの要求はどれも実行されていません。

定期的な試行の記録と 、サーバが稼動状態にならない原因を示す DSTrace メ ッセージが表示
されます。
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シナリオ : サービス拒否 Digital Airlines 社のサーバは現在、長時間 (20 分以上 ) かかる検
索を処理しています。 この処理では、 膨大なデータの中から検索が行われています。

この検索の実行中に、 あるユーザが次のいずれかを実行します。

環境設定パラ メータを変更し、 設定オブジェク ト を更新する。

［Refresh Server Now( サーバを リ フレッシュ )］ をク リ ッ クする。

LDAP サーバ (nldap.nlm、nldap.dlm、libnldap.so、libnldap.sl のいずれか ) をアンロード
する。

サーバ全体を終了しよ う とする。

LDAP サーバは、 現在の処理が完了してから更新を適用します。 この更新が完了するま
で、 新しい操作は実行されません。 この遅れによ り、 サーバの検索が完了し更新が適用
されるまでの間、 サーバが新しいリ クエス トに応答しな くなったか、 またはアンロード
の実行中にサーバが停止したかのよ うに感じられるこ とがあ り ます。

検索要求が長く、 多くの一致項目がある場合、 LDAP サーバをアンロード しよ う とする
と検索は中止され、次の一致項目がク ライアン トに返される時にアンロードが実行され
ます。 ただし、検索要求の結果、 20 分間に 1 件以下しか一致する項目が見つからなかっ
た場合、 LDAP サーバは実行中の NDS® または eDirectory 要求を中止できません。

リ フレッシュまたは更新の場合、 ク ラ イアン トに返される多くの一致レコードがあって
も検索は中止されません。

LDAP サーバが実行されているか確認する

LDAP サービスが実行されているか確認するには、Novell インポート / エクスポート変換
ユーティ リ ティ (ICE) を使用します。ワークステーシ ョ ンで、コマンド ラインから ice.exe
を実行するか、 または Novell iManager か ConsoleOne® を使用します。 

コマンドラインから実行する方法

1 ice.exe を含むディ レク ト リに移動します ( 例 :c:\novell\consoleone\1.2\bin)。

2 ice.exe を実行します。

rootDSEを検索します。ソースハンド ラ とエクスポートハンド ラを特定するパラ メー
タを含めます。 たとえば、 次のよ うに入力します。

ice -S LDAP -s 10.128.45.0 -p 389 -c base -a vendorname -D LDIF -f 
testoutput

パラメータと値 説明

-S LDAP LDAP をソースハンドラとして指定します。

-s 10.128.45.0 サーバの DNS 名または IP アドレスを指定します。

-p 389 LDAP ソースハンドラパラメータが識別する LDAP サーバの

ポート番号を指定します。デフォルトポートは 389 です。389
がインストール時に指定したポートではない場合、クリアテキ
ストのポート番号を指定します。

-c base 検索要求のスコープとして、ベースオブジェクトのエントリの
みを指定します。
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これは、 出力を testoutput ファ イルに送信したと きの例です。

ICE の使用方法については、 131 ページの 「Novell インポート / エクスポート変換
ユーティ リ テ ィ」 を参照して ください。 LDAP ソースハンド ラに固有の情報につい
ては、 139 ページの 「LDAP ソースハン ド ラのオプシ ョ ン」 を参照して ください。
LDIF ターゲッ トハンド ラに固有の情報については、 138 ページの 「LDIF ターゲッ
トハンド ラのオプシ ョ ン」 を参照して ください。

3 ICE コマンドの結果が表示されます。

例 ( 手順 2 と 3) では rootDES エン ト リからの出力をベンダ名属性のみに制限してい
ます。 この例では、 情報が Novell eDirectory サーバから読み込まれたため、 ベンダ
情報に Novell, Inc. と表示されます。

Novell iManager を使用する方法

Novell iManager で LDAP サーバが動作しているこ とを確認するには、133 ページの「デー
タをファ イルへエクスポートする」 の手順に従います。

IP アド レス とポート番号を入力して接続が確立された場合は、 サーバは機能していま
す。 その他の場合は、 エラーメ ッセージが表示されます。 ログファ イルまたはエクス
ポート ファ イルをダウンロード ( 表示 ) して ください。

ConsoleOne を使用する方法

ConsoleOne を使用して LDAP サーバが動作しているこ とを確認するには、 147 ページの
「LDIF エクスポート を実行する」 を参照して ください。

［ターゲッ ト LDIF ファ イルの選択］ フ ィールドにパス とファ イル名を指定します ( 例
:c:\ldap\textoutput.txt)。ファ イル名のみ入力した場合、ConsoleOne の LDAP スナップイン
は、 ファ イルをデフォルトディ レク ト リ ( 通常、 c:\novell\consoleone\1.2\bin) に書き出し
ます。

-a vendorname 検索対象に vendorname 属性を指定します。

-D LDIF LDIF をターゲットハンドラとして指定します。

-f testoutput LDIF レコードの書き込み先になるファイルの名前を指定します。

パラメータと値 説明
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デバイスがリッスンしていることを確認する

デバイスがポート 389 でリ ッスンしているこ とを確認します。

NetWare の場合 :

1 サーバコンソールで次のよ うに入力します。

tcpcon

2 ［プロ ト コル情報］ > ［TCP］ > ［TCP 接続］ の順に選択します。

3 ［ポー ト ］ カラムで 389 を選択します。

［状態］ カラムに ［ リ ッ スン］ と表示された場合、デバイスはそのポートで リ ッスン
しています。

デバイスが リ ッスンしていない場合、 そのポートは存在しません。

Windows 2000/NT および UNIX の場合

1 コマンド ラ インで次のよ うに入力します。 

netstat -a

2 ローカルアドレスが servername:389 で、 状態が 「 リ ッ スン中」 の行を探します。

次のいずれかの状況が発生した場合は、 Novell iMomitor を実行します。

ICE ユーティ リ ティから情報を取得できない

LDAP サーバが LDAP 要求を処理しているかど うか確認できない

Novell iMonitor の詳細については、 177 ページの 「環境設定ファ イル」 および 184 ページ
の 「 ト レースを環境設定する」 を参照してください。

LDAP 要求の詳細については、 『Novell eDirectory 8.7.3 インス トールガイ ド』 の 「LDAP
を介した eDirectory との通信」 を参照して ください。

LDAP オブジェクトを環境設定する

eDirectory のインス トール時に、 LDAP サーバオブジェク ト と LDAP グループオブジェ
ク トが作成されます。 LDAP サービスのデフォルト設定は、 これらの 2 つのオブジェク
ト上のディ レク ト リにあ り ます。 ConsoleOne LDAP スナップインか、 Novell iManager の
LDAP 管理タスクを使用して、 デフォル ト設定を変更できます。 

LDAP サーバオブジェク ト とは、 サーバ固有の設定データのこ とです。 

LDAP グループオブジェク トには、複数の LDAP サーバ間で共有できる便利な設定情報
が含まれています。 このオブジェク トは、共通の設定データ と LDAP サーバグループを
提供します。 サーバは共通データを持っています。

複数の LDAP サーバオブジェク ト を、 1 つの LDAP グループオブジェク ト と関連させる
こ とができます。関連するすべての LDAP サーバは、サーバ固有の設定を LDAP サーバ
オブジェク トから取得しますが、共通する情報や共有情報は LDAP グループオブジェク
トから取得します。

デフォル トで、eDirectory インス トールプログラムは nldap.nlm または nldap.dlm に LDAP
グループオブジェク ト と LDAP サーバオブジェク ト を 1 つずつインス トールします。そ
の後、 複数の LDAP サーバオブジェク ト を、 1 つの ＬDAP グループオブジェク トに関
連付けるこ とができます。
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重要 : 新しいバージョンの LDAP サーバオブジェクトを古いバージョンの LDAP グループオブジェクトに関
連付けることも可能ですが、異なるバージョン間での関連付けはお勧めできません。たとえば、eDirectory
8.5 の LDAP グループオブジェクトと eDirectory 8.6 の LDAP サーバオブジェクトとの関連付けは避けるよ

うにしてください。

LDAP グループオブジェク トが保持する共通情報の量は制限されています。 属性に含ま
れるデータはほとんど共通しているため、 LDAP は多くの属性を読み込む必要があ り ま
せん。 多くの LDAP サーバは同じデータを使用する必要があ り ます。 共通の、 または共
有グループオブジェク トがない場合は、各 LDAP サーバにそのデータを複製する必要が
あ り ます。

LDAP サーバオブジェク トでは、 サーバ固有の設定オプシ ョ ンおよびデータが、 LDAP
グループオブジェク トの場合よ り も多く許可されています。

どちらのオブジェク ト も DN 構文属性を持ち、 この属性を使用して互いを指定します。 

LDAP サーバがその設定データを検索できるよ うにするには、 関連付けを追加する必要
があ り ます。 関連付けは、 通常の eDirectory 設定データを保持する NCPTM サーバを通じ
て行われます。 この関連付けは、 eDirectory インス トールプログラムによ り自動で行わ
れます。

各 eDirectory サーバは、 NCP サーバオブジェク ト を持っています。次の図の 「Lundi」 と
い うサーバには、 このオブジェク トが iManager 上と同じよ うに表示されています。

このオブジェク トは、 特定のホス ト eDirectory サーバの LDAP サーバオブジェク ト を指
す LDAP サーバ属性を持っています。 次の図は、 この属性を示しています。
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通常、 LDAP サーバオブジェク ト、 LDAP グループオブジェク ト 、 NCP サーバオブジェ
ク トは同じコンテナ内にあ り ます。 eDirectory のインス トールで、 サーバおよび管理者
コンテキス ト を指定する と きに、 このコンテナを指定します。

LDAP サーバオブジェク ト を移動する と きは、 それを書き込み可能なレプリ カ上に移動
する必要があ り ます。

Linux、Solaris、AIX、HP-UX システム上で、LDAP サーバオブジェクトおよび
LDAP グループオブジェクトを環境設定する

LDAP 環境設定ユーティ リ テ ィは ldapconfig です。 Linux、 Solaris、 AIX、 HP-UX システ
ムで LADP サーバオブジェク トおよび LDAP グループオブジェク トの属性を変更、 表
示、 リ フレッシュするには、 ldapconfig を使用します。

Linux、 Solaris、 AIX、 HP-UX システム上で LDAP 属性値を表示するには、 次の構文を
使用します。

ldapconfig get [...] | set attribute-value-list  [-t treename | -p 
hostname[:port]] [-w password] [-a user FDN] [-f]

ldapconfig [-t tree_name | -p host_name[:port]] [-w password] [-a user FDN] 
[-V] [-R] [-H] [-f] -v attribute,attribute2...

Linux、 Solaris、 AIX、 HP-UX システム上で LDAP 属性を変更するには、 次の構文を使
用します。

ldapconfig [-t tree_name | -p host_name[:port]] [-w password] [-a admin_FDN] 
-s attribute=value,... 

パラメータ 説明

-t treename コンポーネントのインストール先となる eDirectory ツリーの名前。

-p hostname ホストの名前です。DNS名またはIPアドレスを指定することもできます。

-w 管理権を持つユーザのパスワード。

-a 管理権を持つユーザの完全識別名。次に例を示します。

cn=user.o=org1

get | -V すべての LDAP サーバと LDAP グループの属性を表示します。

get | -v attribute list 属性リストにある属性の現在の値を表示します。

set | -s attribute-value 
pairs

属性を指定した値で設定します。

-v LDAP 属性値を表示します。

-s インストールされたコンポーネントの属性値を設定します。

-R LDAP サーバをリフレッシュします。

-V 現在の LDAP 環境設定を表示します。

-H 使用方法とヘルプを表示します。

-f フィルタ済みレプリカ上での操作を許可します。 
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例

属性リ ス トの属性の値を表示するには、 次のコマンドを入力します。

ldapconfig [-t tree_name | -p host_name[:port]] 
[-w password] [-a user_FDN] -v “Require TLS for simple binds with 
password”,”searchTimeLimit”

LDAP TCP ポート番号と検索サイズの制限を 1000 に設定するには、 次のコマンドを入
力します。 
ldapconfig [-t tree_name | -p host_name[:port]] 

[-w password] [-a admin_FDN] -s “LDAP TCP 
Port=389”,"searchSizeLimit=1000"

LDAP サーバオブジェクトの属性

Novell LDAP サーバプロパティを設定および管理するために、 LDAP サーバオブジェク
ト を使用します。

次の表に、 LDAP サーバ属性の説明を示します。

attribute 設定可能な LDAP サーバ属性名またはグループ属性名。詳細については、

307 ページの「LDAP サーバオブジェクトの属性」および 309 ページの

「LDAP グループオブジェクトの属性」を参照してください。

属性 説明

LDAP Server eDirectory の LDAP サーバオブジェクトの完全識別名。

LDAP Host Server LDAP サーバの実行場所となるホスト eDirectory サーバの完

全識別名。

LDAP Group eDirectory の中で、この LDAP サーバがメンバーとして属す

る LDAP グループオブジェクト。

LDAP Server Bind Limit LDAP サーバに同時にバインドできるクライアントの数。0
を指定すると、無制限になります。

LDAP Server Idle Timeout あるクライアントと LDAP サーバの間で、ここで指定した期

間無活動状態が継続すると、このクライアントと LDAP サー

バの接続が切断されます。0を指定すると、無制限になります。

LDAP Enable TCP この LDAP サーバに対して (TLS ではなく )TCP 接続が有効

であるかどうかを示します。

値は 1( はい ) または 0( いいえ ) です。

LDAP Enable TLS この LDAP サーバに対して TLS 接続が有効であるかどうか

を示します。

値は 1( はい ) または 0( いいえ ) です。

パラメータ 説明
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LDAP TCP Port (SSL でなく )TCP 接続で LDAP サーバがリッスンするポー

ト番号。

範囲は 0 ～ 65535 です。

LDAP TLS Port TLS 接続で LDAP サーバがリッスンするポート番号。

範囲は 0 ～ 65535 です。これは LDAP サーバに許可されて

いる 大接続数です。

keyMaterialName この LDAP サーバに関連付けられた、SSL LDAP 接続に使用

する eDirectory の証明書オブジェクトの名前。

searchSizeLimit LDAP サーバが検索要求への応答として LDAP クライアント

に返すエントリの 大数。0を指定すると、無制限になります。

searchTimeLimit LDAP サーバによる LDAP 検索がタイムアウトになるまでの

大秒数。0 を指定すると、無制限になります。

filteredReplicaUsage LDAP サーバが LDAP 検索のために、フィルタ処理されたレ

プリカを使用するかどうかを指定します。

値は 1( フィルタ済みレプリカを使用 ) か 0( フィルタ済みレ

プリカ不使用 ) です。

sslEnableMutualAuthentication LDAP サーバにおいて、SSL ベースの相互認証 ( 証明書に基

づくクライアント認証)を有効にするかどうかを指定します。

ldapTLSVerifyClientCertificate LDAPによるTLS操作のクライアント認証の確認を有効また

は無効にします。

ldapNonStdAllUserAttrsMode 非標準のすべてのユーザとオペレーショナル属性を有効ま
たは無効にします。

ldapBindRestrictions LDAP クライアント接続で LDAP のバインド制限を設定しま

す。LDAP クライアントから匿名バインドを許可または禁止

することができます。

値は 0 か 1 です。

0 を指定すると、クライアントからの匿名バインドが許可さ

れます。1 を指定すると、クライアントの匿名バインドが制

限されます。

ldapEnablePSearch LDAP サーバで持続的検索機能を有効にするかどうかを指定

します。

値は TRUE か FALSE です。

ldapMaximumPSearchOperations 同時に実行できる持続的検索操作の数を制限するための整
数値です。0 を指定すると、検索操作は無制限になります。 

属性 説明
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LDAP グループオブジェクトの属性

LDAP ク ラ イアン トの Novell LDAP サーバに対するアクセス方法と、 サーバ上の情報の
使用方法を設定および管理するには、 LDAP グループオブジェク ト を使用します。

単純バインドに TLS が必要な場合は、 310 ページの 「パスワード との単純バインドに
TLS を要求する」 を参照して ください。 この属性は、 LDAP サーバが LDAP ク ラ イアン
トからパスワードをク リ アテキス ト で送信するこ とを許可するかど うかを指定します。
値は 1( はい ) または 1( いいえ ) です。

デフォル トの参照およびLDAP サーバによる LDAP参照の処理方法を指定するには、318
ページの 「参照を使用する」 を参照してください。

LDAP サーバをリフレッシュする

LDAP サーバの環境設定オプシ ョ ンや LDAP サーバの設定を変更した場合、変更を有効
にするにはサーバを リ フレッシュする必要があ り ます。 

ただし、LDAP 要求のサービスの実行中はサーバを リ フレッシュできません。たとえば、
eDirectory ツ リーの処理に 15 分かかる場合には、 この処理が完了するまで リ フレッシュ
は実行されません。

同様に、LDAP サーバスレッ ドの実行中は、LDAP サーバを終了するこ とはできません。

リ フレッシュの実行が予定されている場合は、 LDAP サーバはリ フレッシュが実行され
るまで新しい LDAP 要求の開始を遅らせます。

デフォル トでは、LDAP サーバは 30 分間隔で LDAP サーバオブジェク ト と LDAP グルー
プオブジェク ト のタ イムスタンプをチェ ッ ク し、 設定に変更がなかったか確認します。
設定が変更されている場合、 サーバはその変更を適用します。

設定のタ イムスタンプが前回と 変わら ない場合には、 リ フレッ シュは実行さ れません
( 強制的にリ フレッ シュを実行する と 、 サーバはタ イ ムスタンプを無視し て変更を適
用します )。

LDAP サーバを リ フレッシュするには、 次のいずれかを実行します。

Novell iManager を使用する。

1. 役割およびタスクページで、 ［LDAP］ > ［LDAP の概要］ > ［LDAP サーバの表示］
の順にク リ ッ ク します。

2. LDAP サーバをク リ ッ ク し、 ［ リ フレッシュ］ をク リ ッ ク します。

サーバが次のリ フレッシュ間隔で再設定されるまで待つ。

ldapIgnorePSearchLimitsForEvents 持続的検索要求によって 初の結果が返された後で、サイズ
と時間の制限を無視するかどうかを指定します。

値は TRUE か FALSE です。

この属性が FALSE に設定されている場合、すべての持続的

検索操作は検索制限の制約を受けます。サイズと時間のいず
れかの制限に達した場合、検索操作は失敗し、該当するエ
ラーメッセージが返されます。

属性 説明
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nldap.nlm をアンロード してから再ロードする。

nldap.nlm をアンロードする前に、前提となる NLMTM プログラムをアンロードする必
要はあ り ません。 

nldap.nlm がアンロード される と、 従属する NLM プログラムが再ロード されます。

コマンド ラ インで、 リ フレッシュ間隔を変更する。

このオプシ ョ ンは、WAN リ ンクが継続して実行されていない場合に便利です。必要
に応じ、 一時的にサーバのハート ビート処理の長さを変更できます。

この変更は持続しません。 nldap.nlm をロードするたびに、 コマンドを再入力する必
要があ り ます。

サーバコンソールで次のよ うに入力します。 
ldap refresh [=] [date][time][interval] 

日付変数の形式は、 mm:dd:yyyy です。 すべての日付フ ィールドに 0 と入力する
と、 現在の日付が使用されます。

時間変数の形式は、hh:mm:ss です。すべての時刻フ ィールドに 0 と入力する と、
現在の時刻が使用されます。

間隔変数の形式は0 または1～2147483647分の間です。0 と入力する と、デフォル
トの 30 分が使用されます。

このコマンドは、 sys:\system ディ レク ト リの autoexec.ncf ファ イルに追加できます。
nldap.nlm をロード した行の後に、 このコマンドを配置します。 

認証とセキュリティ

このセクシ ョ ンでは、 次の情報について説明します。

310 ページの 「パスワード との単純バインドに TLS を要求する」

311 ページの 「TLS を開始 / 停止する」

312 ページの 「TLS のサーバを環境設定する」

313 ページの 「TLS のク ライアン ト を環境設定する」

313 ページの 「ルート認証局をエクスポートする」

314 ページの 「ク ラ イアン ト証明書で認証を受ける」

314 ページの 「サードパーティプロバイダの証明書を使用する」

316 ページの 「SASL を使用する」

パスワードとの単純バインドに TLS を要求する

SSL(Secure Socket Layer) 3.1 は Netscape でリ リースされました。 IETF は TLS(Transport
Layer Security) 1.0 を実装するこ とによ り、 SSL 標準の所有権を持っています。

TLS を使用する と、接続をセッシ ョ ン層で暗号化するこ とができます。 TLS 接続のため
に、暗号化されたポート を使用する必要はあ り ません。また、次の方法もあ り ます。ポー
ト 636 は暗黙的な TLS ポートであ り、 ク ラ イアン トがセキュアポートに接続する と、
LDAP サーバは自動的に TLS 接続を開始するこ とができます。

ク ラ イアン トは、まずク リ アテキス ト ポートに接続し、後で TLS を使用して暗号化され
た接続にアップグレードするこ と もできます。
310   Novell eDirectory 8.7.3 管理ガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
パスワード との単純バインドに TLS を要求するには、 次を実行します。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［LDAP］ > ［LDAP の概要］ > ［LDAP グループの表示］ の順にク リ ッ ク します。

3 LDAP グループオブジェク ト をク リ ッ クしてから、［全般］ タブの ［情報］ をク リ ッ ク
します。

4 ［パスワード と の単純バインド に TLS を必要と する ］ チェッ ク ボッ ク スをオンにし
ます。

5 ［適用］ をク リ ッ ク し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

TLS を開始 / 停止する

LDAP 拡張オペレーシ ョ ン STARTTLS によ り、ク リ ア接続から暗号化された接続にアッ
プグレードするこ とができます。 このアップグレードは、 eDirectory8.7 の新機能です。 

暗号化された接続を使用する と、 パケッ ト全体が暗号化されます。 このため、 ネッ ト
ワーク経由で送信されたデータが第三者によって診断されるこ とはあ り ません。

シナリオ : STARTTLS を使用する  ― ポート 389 にク リ ア接続し、匿名検索を行います。
ただし、 セキュ リ テ ィ保護されたデータを扱う場合には TLS セッシ ョ ンに切り換えま
す。拡張オペレーシ ョ ン STARTTLS を実行し、 ク リ ア接続から暗号化された接続にアッ
プグレード します。 これでデータの安全が確保されます。

暗号化されたセッシ ョ ンをク リ ア接続に切り替えるには、 TLS を停止します。 ク リ ア接
続では、 ク ラ イアン トが送受信するデータは暗号化および解読されないので、 負荷は少
なくな り ます。 そのため、 ク リ ア接続の使用時の方が、 データの通信速度が速くな り ま
す。 この時点で、 接続は匿名にダウングレード されています。

認証を受けるには LDAP バインド操作を使用します。バインドは、ユーザの認証情報に
基づいて ID を作成します。 TLS を停止する と きに、 LDAP サービスは以前に確立され
た認証をすべて削除します。 認証ステータスが匿名に変わり ます。 匿名以外の状態に切
り替える場合は、 再認証を受ける必要があ り ます。

シナリオ : 再認証を受ける  ― あるユーザが STOPTLS を実行します。 する と、 そのユー
ザの状態が匿名に変わり ます。 このユーザのファ イルにネッ ト上でアクセスするには、
Bind コマンドを実行し、 ログイン認証情報を入力します。 ユーザが認証され、 インター
ネッ ト上でク リ アテキス トで作業を続行できます。
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TLS のサーバを環境設定する

TLS セッシ ョ ンがインスタンス化される と、 ハンドシェークが行われます。 サーバと ク
ラ イアン トがデータを交換します。 ハンドシェークの方法はサーバが決定します。 サー
バの正当性を証明するため、 サーバは常にサーバの証明書をク ラ イアン ト に送信しま
す。 このハンドシェークによ り、 そのサーバがク ライアン トに指定されたサーバである
こ とが証明されます。 

ク ラ イアン ト にも正当性の証明を要求するには、 サーバに値を設定し ます。 これは
ldapTLSVerifyClientCertificate とい う属性です。

サーバが TLS をサポートするよ り も前に、サーバにその正当性の証明に使用する X.509
証明書を提供する必要があ り ます。 

この証明書は、 eDirectory のインス トール時に自動的に提供されます。 インス トール時
に、 パブ リ ッ ク キー暗号化サービス (PKI) で、 キーオブジェ ク ト と Novell Modular
Authentication Services(NMASTM) が作成されます。 次の図は、 iManager におけるこれらの
オブジェク ト を示しています。

インス トール中、 これらの証明書の 1 つが LDAP サーバと自動的に関連付けられます。
Novell iManager の LDAP サーバオブジェク トの ［接続］ タブに DN が表示されます。 こ
の DN は、 X.509 の証明書を表しています。 次の図のサーバ証明書フ ィールドは、 この
DN を示しています。

値 説明

0 オフハンドシェーク時に、サーバがクライアントに証明書を提供します。サーバがク
ライアントに証明書の送信を要求することはありません。クライアントは証明書を使
用することも、無視することもできます。セキュリティ保護されたセッションが確立
されます。

1 ハンドシェークの間、サーバは証明書をクライアントに送信し、クライアントからも
証明書を要求します。クライアントが証明書の返信を選択すると、その証明書が確認
されます。サーバがクライアントの証明書を確認できない場合、接続は切断されます。

クライアントが証明書を送信しない場合、サーバは接続を維持します。

2 ハンドシェークの間、サーバはクライアントから証明書を要求します。クライアント
が証明書を提供しない、または証明書が確認できない場合には、接続は切断されます。
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Novell iManager で、 暗号化キーオブジェク ト (KMO) 証明書を参照できます。 また、 ド
ロ ップダウン リ ス トから、 別の証明書に変更するこ と もできます。 DNS または IP 証明
書のいずれかを使用します。 

検証の際には、サーバは証明書にある名前 (ハード IP アドレスまたはDN) を確認します。

TLS 接続を確立するには、 次の条件を確認します。

LDAP サーバはそのサーバの KMO を認知している必要があ り ます。

ク リ アポートに接続してから、 セキュアポートに接続するか TLS を開始します。

LDAP サーバを再設定し、 サーバを リ フレッシュします。 309 ページの 「LDAP サーバ
を リ フレッシュする」 を参照して ください。 ConsoleOne と Novell iManager は、 自動的
にサーバを リ フレッシュします。

TLS のクライアントを環境設定する

LDAP ク ラ イアン ト とは、 たとえば Netscape Communicator、 Internet Explorer、 ICE のよ
うなアプ リ ケーシ ョ ンです。 ク ラ イアン トは、 LDAP サーバが使用する認証局を認知し
ている必要があ り ます。 

サーバが eDirectory ツ リーに追加される と、 インス トールの際にデフォル トで次が作成
されます。 

ツ リーの認証局 ( ツ リー CA)

ツ リー CA からの KMO

LDAP サーバはこの認証プロバイダを使用します。

ク ラ イアン トは、LDAP サーバが使用している と主張するツ リーCA を確認できるよ う、
信頼する証明書をインポートする必要があ り ます。 この証明書をサーバからインポート
しておく と、 サーバがその証明書を送信してきたと きに、 ク ラ イアン トはそれを確認し
正当なサーバであるかど うか確かめるこ とができます。 

ク ラ イアン トが安全に接続できるよ う、接続前にク ライアン トの環境設定をしておく必
要があ り ます。

ク ラ イアン トによる証明書のインポート方法は、使用しているアプ リ ケーシ ョ ンの種類
によって異な り ます。 各アプリ ケーシ ョ ンには、 何らかの証明書をインポートする方法
があ り ます。 Netscape ブラウザ、 IE、 ICE は、 それぞれ別々の方法でインポート を行い
ます。 これらのインポート手段は、 3 つの異なる LDAP ク ラ イアン ト です。 各ク ライア
ン トは、 それぞれの方法で信頼する証明書を探します。 

ルート認証局をエクスポートする

ルート認証局は、 証明書サーバを受け入れる と きに自動的にエクスポートできます。

ルート認証局を手動でエクスポートするには、 『Exporting a Trusted Root or Public Key 
Certificate (http://www.novell.com/documentation/japanese/crt221ad/index.html)』 を参照して
ください。

エクスポート機能によ り、 指定したファ イルが作成されます。 ファ イル名は変更できま
すが、 オブジェク トのタイプを認識できるよ う、 ファ イル名に 「DNS」 または 「IP」 を
残しておく こ とをお勧めします。 また、 サーバ名も残しておきます。
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eDirectory との安全な LDAP 接続を確立するブラウザに、 自己割り当て認証局をインス
トールします。

InternetExplorer など、 Microsoft 社の製品で証明書を使用する場合は、 .der 拡張子を残し
ておく よ うにします。

アプ リ ケーシ ョ ンまたは SDK が証明書を要求する場合は、 証明書をデータベースにイ
ンポート します。

Internet Explorer 5 の場合は、 ルート証明書が自動的にエクスポート され、 レジス ト リが
更新されます。 これには、 Microsoft が通常使用している .x509 拡張子が必要です。

クライアント証明書で認証を受ける

相互認証には、 TLS セッシ ョ ン と ク ラ イアン ト証明書が必要です。 サーバと ク ラ イアン
トの両方が、それぞれが自分の主張するオブジェク トである こ とを証明する必要があ り
ます。 ク ラ イアン トの証明書が ト ランスポート層で確認されます。 しかし、 LDAP プロ
ト コル層では、 LDAP バインド要求を出すまでク ライアン トは匿名にな り ます。

この時点で、 ク ラ イアン トはその正当性をサーバに証明しましたが、 LDAP にはまだ証
明されていません。 ク ラ イアン ト証明書に含まれた ID で認証を受けたい場合は、 ク ラ
イアン トは SASL EXTERNAL メカニズムを使ってバインド されます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［LDAP］ > ［LDAP の概要］ の順にク リ ッ ク します。

3 ［LDAP サーバの表示］ をク リ ッ ク し、 LDAP サーバオブジェク トの名前をク リ ッ ク
します。

4 ［接続］ をク リ ッ ク します。

5 ト ランスポート層のセキュ リ ティセクシ ョ ンのド ロ ップダウン メニューから ［ク ラ
イアン ト証明書］、 ［必須］ の順に選択します。 

これによ り、 相互認証が可能になり ます。

6 ［適用］ をク リ ッ ク し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

サードパーティプロバイダの証明書を使用する

eDirectory のインス トール時に、 LDAP サーバにツ リー認証局 (CA) が提供されます。
LDAP キーオブジェク トは、 その CA に基づいています。 ク ラ イアン トが LDAP サーバ
に送信する証明書は、 このツ リー CA から確認できます。

LDAP Services for eDirectory 8.7.3 は、 複数の認証局をサポート しています。 Novell のツ
リー CA はそのうちの 1 つです。 LDAP サーバが、 他の CA を持っている場合があ り ま
す ( 例 : 外部団体の VeriSign* など ) この追加 CA もルート認証局です。 

LDAPサーバが複数の認証局を使用するよ うに環境設定するには、LDAPサーバオブジェ
ク トの ldapTLSTrustedRootContainer 属性を設定します。 LDAP サーバが複数の認証局を
参照するこ とによ り、 ク ラ イアン トは外部の認証局を使用できます。

LDAP プロキシユーザを作成および使用する

Novell eDirectory は、 認証されていないユーザに [Public] 識別子を割り当てます。 LDAP
プロ ト コルでは、 認証されていないユーザは匿名ユーザにな り ます。 デフォル トでは、
LDAP サーバは匿名ユーザに [Public] 識別子の権利を与えます。 この権利によ り、 非承
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認の eDirectory および匿名 LDAP ユーザは、[Public] 権を使用して eDirectory を参照する
こ とができます。 

また、LDAP サーバは匿名ユーザによる別のプロキシユーザの権利の使用を許可します。
この値は LDAP グループオブジェク トにあ り ます。Novell iManager では、この値は、［プ
ロキシユーザ］ フ ィールドで指定します。 また ConsoleOne の場合は、 ［プロキシユーザ
名］ フ ィールドで指定します。次の図は、Novell iManager のフ ィールドを示しています。

プロキシユーザは識別名です。 このプロキシ ID に、 Public 識別子とは別の権利を与え
るこ とができます。 プロキシユーザを使用する と、 eDirectory ツ リー内の特定コンテナ
への LDAP 匿名アクセスを制御できます。

注 : プロキシユーザのログイン制限は、すべての匿名 LDAP ユーザに適用する場合以外は設定しないでくだ
さい。

シナリオ : NLDAP プロキシユーザを設定する  ― Digital Airlines 社はリサーチ会社の
DataSure 社と契約を締結しています。 DataSure 社は LDAP を使用して、 Digital Airlines
社の NetWare 6 サーバである DigitalAir43 にアクセスし、 そのリサーチを保存します。
Digital Airlines 社は、 DataSure 社に DigitalAir43 のディ レク ト リに対する [Public] 権を与
えたくないと します。

そのために、 LDAP プロキシユーザを作成し、 そのユーザに DataSure ディ レク ト リに対
する特定の権利を割り当てます。 LDAP グループオブジェク トにプロキシ識別名を作成
し、 サーバを リ フレッシュします。 サーバは自動的に、 すべての新規または既存の匿名
ユーザについて、 プロキシユーザの権利の使用を開始します。 

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory 管理］ > ［オブジェク トの作成］ の順にク リ ッ ク し、プロキシユーザを作
成します ( 例 :LDAPProxy)。

3 ユーザに NULL パスワードを割り当てます。

4 ( オプシ ョ ン ) 指定したディ レク ト リにプロキシユーザの権利を割り当てます。

5 ［LDAP］ > ［LDAP の概要］ > ［View LDAP グループの表示］ > ［LDAP グループオブ
ジェク ト ］ の順にク リ ッ ク します。

6 ［プロキシユーザ］ フ ィールドで ［参照］ ボタンをク リ ッ ク し、 LDAPProxy ユーザを
選択して ［OK］ をク リ ッ ク します。
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SASL を使用する

SASL (Simple Authentication and Security Layer) は、 IANA (Internet Assigned Numbers
Authority) で登録する必要のあるさまざまな認証メカニズムを定義します。LDAP サーバ
では次のメカニズムがサポート されます。

DIGEST-MD5

EXTERNAL

NMAS_LOGIN

これらのメカニズムは、 eDirectory のインス トールまたはアップグレード時に、 サーバ
にインス トールされます。 ただし、 UNIX の場合は nmasinst ユーティ リ ティ を実行して
NMAS メ ソ ッ ドをインス トールする必要があ り ます。

LDAP サーバは、SASL に問い合わせて環境設定時にインスト ールしたメ カニズムを検索し、
インスト ールされたメ カニズムを自動でサポート します。 また、 supportedSASLMechanisms
属性を使って rootDSE で現在サポート されている SASL メ カニズムをレポート します。 

これらのメカニズムは登録されているため、 名前はすべて大文字で入力します。 大文字
で入力しない場合、 LDAP サーバはメカニズムを認識しません。

LDAP バインドプロ ト コルでは、 ク ラ イアン トは認証に様々な SASL メカニズムを使用
するこ とができます。 アプ リ ケーシ ョ ンが LDAP バインド API を使用している場合は、
単純バインドを選択し、DN とパスワードを入力するか、SASL バインドを選択し、SASL
メカニズム名 ( 大文字 ) と、 そのメカニズムが要求する、 関連する SASL 認証情報を提
供する必要があ り ます。

DIGEST-MD5

DIGEST-MD5 メカニズムには TLS は必要あ り ません。LDAP サーバは、 ク リ ア接続およ
びセキュア接続の両方で DIGEST-MD5 をサポート します。

LDAP は、 バインド要求で SASL メカニズムをサポート します。 ユーザが LDAP 単純バ
インド (DN およびク リ アテキス トパスワード ) の代わりに、 LDAP SASL バインドを要
求する と、 DN と MD5 認証情報が提供されます。 

MD5 は、 暗号化されたパスワードのハッシュを提供します。 パスワードは、 ク リ ア接
続でも暗号化されます。 そのため LDAP サーバは、 ポートがク リ アテキス ト ポートか暗
号化されたポートかに関係なく、 MD5 を使ったパスワードを受け入れます。

このパスワードが第三者によって見破られるこ とはあ り ません。 ただし、 接続全体に対
してな りすましやハイジャッ クがなされる可能性はあ り ます。

メカニズムは LDAP SASL バインドです ( 単純バインドではあ り ません )。そのため、 イ
ンス トール時に ［パスワード との単純バインドに TLS を必要とする］ チェ ッ クボッ クス
がオンになっていても、 LDAP サーバはこの要求を受け入れます。

EXTERNAL

EXTERNAL メカニズムによ り、 ユーザの DN および認証情報がサーバに提供されたこ
とが LDAP サーバに通知されます。 そのため、 バインド要求時には DN と認証情報は必
要あ り ません。 

SASL EXTERNAL メカニズムを使用した LDAP バインド要求は、サーバに次を実行する
よ う要求します。 

 EXTERNAL 層に認証情報を問い合わせる

 ユーザをその認証情報を持つユーザと して認証する
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安全なハンドシェークが行われます。 サーバはク ライアン トから認証情報を要求し、 ク
ラ イアン トはそれをサーバに渡します。 LDAP サーバはク ライアン トから渡された証明
書を受け取り、それを NMAS モジュールに渡して、ユーザを証明書にある DN と して認
証します。

使用できる DN の証明書を使用するには、 ク ラ イアン ト を設定する必要があ り ます。 証
明書の設定に関する詳細は、NMAS (http://www.novell.com/documentation/japanese/nmas22/
index.html) オンラインマニュアルを参照して ください。 

ク ラ イアン トが EXTERNAL メカニズムを送信しても、 LDAP サーバは要求の処理に失
敗するこ とがあ り ます。 Novell iMonitor によ り、 処理が失敗した原因が通知されます。
次のよ うな原因が考えられます。

接続がセキュア接続ではない。

接続はセキュア接続だが、 ク ラ イアン トがハンドシェーク時に要求された証明書を
提供しなかった。

SASL モジュールを使用できない。

ク ラ イアン トが要求を送信する前に rootDSE をチェッ ク しなかった。

NMAS_LOGIN

NMAS_LOGIN メカニズムによ り、 LDAP サーバに NMAS のバイオメ ト リ ッ ク機能が提
供されます。 詳細については、 Novell NDＫ を参照して ください。

サーバの起動時に、 LDAP サーバは SASL モジュールを初期化し、 その LDAP サーバが
どのメカニズムを使用できるかを SASL モジュールに問い合わせます。 

ク ラ イアン トは rootDSE に問い合わせて、サポート されている メカニズム属性を検索す
るこ とできます。LDAP サーバはその後、サポート されている メカニズムを表示します。

LDAP サーバを使ってディレクトリを検索する

このセクシ ョ ンでは、 次の情報について説明します。

317 ページの 「検索制限を設定する」

318 ページの 「参照を使用する」

324 ページの 「フ ィルタ済みレプリ カを検索する」

検索制限を設定する

次の LDAP サーバオブジェク トの属性によ り、 LDAP サーバのディ レク ト リ検索方法を
指定するこ とができます。

検索エン ト リの制限

検索のサイズを制限します。デフォルトは 0 で、サイズの制限はあ り ません。LDAP
サーバの負荷が大き くな りすぎないよ うに、 検索要求に対して LDAP サーバが返す
エン ト リ数を制限できます。

シナリオ : 検索のサイズを制限する  ― ユーザは、 検索結果が何千件にもな りそ う
な、 あるオブジェク トの検索を要求します。ただし、検索結果は 10 件に制限してあ
り ます。 LDAP サーバは 10 件の検索結果を返すと検索を中止します。一致するデー
タがまだ存在しているが、 検索が終了されたこ とを告げるシステム メ ッセージが表
示されます。
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検索時間制限

サーバが検索を行う時間を制限します。 デフォルトは 0 秒です。 これは時間制限が
ないこ とを表します。

次の図は、 Novell iManager におけるこれらの属性を示します。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［LDAP］ > ［LDAP の概要］ > ［LDAP サーバの表示］ の順にク リ ッ ク します。

3 ［LDAP サーバオブジェク ト ］ > ［検索］ の順にク リ ッ ク します

4 制限セクシ ョ ンをスク ロールして値を入力し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

ク ラ イアン ト も、 検索要求に制限を設定するこ と もできます ( たとえば検索を 2 秒に制
限するなど )。 ク ラ イアン トの制限がサーバの制限と競合する場合、 LDAP サーバは値
が小さい方の要求を採用します。

検索は、 アクセス制御リ ス ト (ACL) に基づいて実行されます。 このため、匿名検索の場
合は、 ディ レク ト リに何千とい うエン ト リが存在していても、 Public 権で見るこ とので
きるご く一部のエン ト リ しか返されないこ とがあ り ます。

参照を使用する

参照は、 名前を解決するためのク ラ イアン ト中心の方法です。 LDAP ク ラ イアン ト が
LDAP サーバにリ クエス ト を送信する と、 LDAP サーバはリ クエス ト操作のターゲッ ト
エン ト リ をローカルに見つけよ う と します。 LDAP サーバはターゲッ トエン ト リ を見つ
けられないと、 所有する知識参照を使用して、 そのエン ト リについてのよ り多くの知識
を持つ第 2 の LDAP サーバへの参照を生成します。 第 1 のサーバは、 参照情報を LDAP
ク ラ イアン トに送信します。

次に、 LDAP ク ラ イアン トは第 2 の LADP サーバへ接続し、 操作を再実行します。 第 2
の LDAP サーバが操作のターゲッ トエン ト リ を保持している場合は、そのサーバが操作
を実行します。エン ト リ を保持していない場合は、第 2 の LADP サーバもまた参照をク
ライアン トに送信します。 この操作は、 次のいずれかの状況になるまで続けられます。
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ク ラ イアン トがターゲッ トエン ト リ を保持するサーバと接続し、 要求する操作が実
行できる。

LDAP サーバが、 エン ト リは存在しないとのエラーを返す。

LDAP サーバがこれ以上参照がないこ とを通知する。

LDAP for eDirectory 8.7 で導入された機能によ り、 参照の動作が以前のバージ ョ ンの
eDirectory および NDS から少し変更されました。 これによ り、 LDAP サービスの環境設
定方法も変更されました。

デフォルトの参照

通常、デフォルトの参照 URL には、ツ リーのルート を保持するサーバを指す LDAP URL
が含まれています。 LDAP URL の形式を次に示します。 ldap://host:port

［デフォル ト参照 URL］ フ ィールドに、 デフォル トの参照を入力します。

これまで、 eDirectory LDAP サーバは、 多くのフェールオーバー時にデフォルトの参照
を送信していました。 これが、 この動作を予期しないユーザを混乱させる結果になって
います。 そこで、 LDAP Services for eDirectory 8.7.3 では、 サブオーディネー ト参照で、
デフォル トの参照が送信される場合を指定できるよ うにな り ました。 

この新しいオプシ ョ ンは、 LDAP サーバおよび LDAP グループオブジェク トの
ldapDefaultReferralBehavior 属性の値で指定します。 値は次のビッ トのビッ トマスクであ
る整数です。

LDAP サーバがその操作に対して 「常に参照する」 に設定されており、 リ ス ト されたい
ずれかの条件と一致し、 対応する値が設定されている場合、 デフォル トの参照が返され
ます。

ビット 値

0x00000001 ベース DN が見つかりません

0x00000002 ベース DN は、利用できない eDirectory サーバ上にあります

0x00000004 検索スコープのエントリは、利用できない eDirectory サー

バ上にあります
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検索操作の参照を設定する

LDAP for eDirectory 8.7 で導入された機能によ り、 参照の動作が以前のバージ ョ ンの
eDirectory および NDS から少し変更されました。 これによ り、 LDAP サービスの環境設
定方法も変更されました。

eDirectory ツ リー内の他の eDirectory サーバに参照を返すよ うに eDirectory LDAP サーバ
を設定するこ とができます。 デフォルトでは、 LDAP サーバはユーザに代わってすべて
の操作を他の eDirectory サーバにチェーンし、 参照は返しません。 

eDirectory 8.7 よ り以前は、参照オプシ ョ ンの設定は LDAP グループオブジェク トでだけ
しか使用できませんでした。 eDirectory 8.7.3 では、 LDAP サーバオブジェク トにも この
オプシ ョ ンを設定するこ とができるよ うにな り ました。 LDAP サーバオブジェク トの設
定によ り、 LDAP グループオブジェク トの設定は上書きされます。

dapSearchReferralOption 属性を操作するこ とによ り、 参照オプシ ョ ンを設定するこ とが
できます。 LDAP Services for eDirectory 8.7 よ り以前は、 この属性を次のオプシ ョ ンに設
定するこ とができました。

321 ページの 「チェーンを優先する」 ( デフォルトオプシ ョ ン )

322 ページの 「参照を優先する」

322 ページの 「常に参照する」

これらの参照オプシ ョ ンは、 eDirectory ツ リー内の他の eDirectory サーバの参照および
チェーンでだけ使用できます。 この設定は、 非委任パーティシ ョ ンからの参照は制御し
ません。そのため、［参照オプシ ョ ン］ ド ロ ップダウン リ ス トでオプシ ョ ン ( ［常にチェー
ンする］ など ) を選択しても、 他のサーバの非委任パーティシ ョ ンからは参照が送信さ
れます。 

LDAP Services for eDirectory 8.7.a では［常にチェーンする］オプシ ョ ンによ り、eDirectory
DSA 以外の上方参照がサポート されています。 321 ページの 「常にチェーンする」 を参
照して ください。

次の図は、 検索およびその他の操作に使用する ［LDAP 参照］ ド ロ ップダウン リ ス ト を
示しています。

eDirectory 操作にはこの他に、 「追加」、 「削除」、 「編集」、 「バインド」 の各操作の参照が
あ り ます。
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常にチェーンする

［常にチェーンする］ オプシ ョ ンは、 「まった く参照しない」 よ うに設定するオプシ ョ ン
です。 このオプシ ョ ンを選択する と、 eDirectory LDAP サーバは、 eDirectory ツ リー内に
ある他の eDirectory サーバに参照を返しません。 LDAP サーバは、 要求を出したク ライ
アン トに代わって他の LDAP サーバをチェ ッ ク し、 ク ラ イアン トに参照を返します。

［常にチェーンする］ オプシ ョ ンは、 eDirectory をグローバル連結ツ リーの従属サーバと
して使用している場合に適しています。 

この参照オプシ ョ ンは、 eDirectory ツ リー内の参照の処理設定にのみ使用します。 この
オプシ ョ ンがeDirectoryサーバ以外のサーバの参照の動作に影響するこ とはあ り ません。

他の eDirectory サーバへの参照をブロ ッ クする こ とにあま り意味はあ り ませんが、 これ
が重要になる場合もあ り ます。 eDirectory 8.7 以降のサーバ上の非委任データを古いバー
ジ ョ ンの eDirectory サーバ上で複製する と、 古いサーバを参照したと きにク ライアン ト
アプ リ ケーシ ョ ンのグローバルツ リーが歪んで表示されるこ とがあ り ます。 

たとえば、 LDAP ク ラ イアン トは LDAP サーバの参照をキャ ッシュし、 後に通信した
サーバに要求を送信する と します。 ク ラ イアン トが上方参照をサポートする eDirectory
サーバに要求を送信するよ う設定されている場合、 ク ラ イアン トのグローバルツ リーは
正常に表示されます。 

しかし、 eDirector ｙ 8.7 以前の LDAP サーバは、 非委任領域と上方参照を認識しません。
このため、 ク ラ イアン トが eDirectory ツ リー内の以前のバージ ョ ンの eDirectory サーバ
の参照に従い、要求をそのサーバに送信し続ける と、以前のバージ ョ ンの LDAP サーバ
によ り、非委任データが実際のディ レク ト リ ツ リーデータであるかのよ うに表示されて
しまいます。

ただし、ク ラ イアン トによっては、RootDSE の supportedFeatures 属性をチェッ ク し、サー
バが上方参照をサポート しているか確認できるものもあ り ます。

チェーンを優先する

［チェーンを優先する］ オプシ ョ ンを選択する と、 通常、 検索操作で参照は返されませ
ん。LDAPサーバはその代わり、すべてのeDirectory DSAに対する検索操作を実行します。 

ただし、 持続的検索制御を設定して検索を実行する場合は例外とな り ます。 Novell の実
装する持続的検索ではチェーンがサポート されていないため、検索スコープがローカル
に限定されていない場合に参照が送信されます。

LDAP サーバが検索操作を受信します。 ツ リーのエン ト リがローカルに格納されていな
い場合、サーバは自動的に他のサーバにチェーンします。エン ト リの検出後、LDAP サー
バは LDAP ク ラ イアン トのプロキシと して機能します。LDAP サーバは LDAP ク ラ イア
ン トにバインド されたものと同じ識別情報を使用して リモートサーバの認証を受け、そ
こで検索操作を続行します。

初に要求を受信した LDAP サーバが、 LDAP ク ラ イアン トにすべての検索エン ト リ と
検索結果を送信します。 この LDAP サーバが要求をすべて処理するため、 LDAP ク ラ イ
アン トからは他のサーバが関与しているこ とはわかり ません。

eDirectory でチェーンを使用する と、ある LDAP サーバに多くのデータがない場合でも、
そのサーバがツ リー全体のデータを保持しているかのよ うに見えます。

［チェーンを優先する］ は、 パーティシ ョ ンに深くかかわるオプシ ョ ンです。
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シナリオ : 他のパーティシ ョ ンで情報を探す ― Digital Airlines社で、ユーザが LDAP サー
バ DAir43 に ［チェーンを優先する］ オプシ ョ ンを選択しました。 DAir43 はパーティ
シ ョ ン A にあ り ます。 パーティシ ョ ン B は A のサブパーティシ ョ ンで、 LDAP サーバ
DAir44 はこのパーティシ ョ ンにあ り ます。

ある LDAP ク ラ イアン トが検索を要求します。 DAir43 は、 エン ト リ をローカルで検索
しますが、 データは一部しか見つかり ません。 DAir43 は、 要求されたエン ト リ を持つ
DigitalAir44 に自動的にチェーンします。 DAir44 は、 DAir43 にデータを送信し、 DAir43
は、 LDAP ク ラ イアン トにエン ト リ を送信します。

［チェーンを優先する］ オプシ ョ ンを使用する と、 操作が持続的検索である場合を除き、
LDLAP サーバは必要に応じて検索要求を他のサーバにチェーンします。 持続的検索の
詳細については、 329 ページの 「持続的検索 :eDirectory イベン トの設定」 を参照して く
ださい。

参照を優先する

［参照を優先する］ オプシ ョ ンを選択する と、 必要に応じ、 参照の検索結果が eDirectory
ツ リー内の他の eDirectory サーバに返されます。 この参照は、 データを持つサーバが動
作可能であ り、 LDAP サービスが稼動している こ とをローカルサーバが確認した場合の
み送信されます。 それ以外の場合、 操作は他のサーバにチェーンされるか、 他のサーバ
が動作していない場合は処理に失敗します。

パーティシ ョ ンが 2 つあ り、 サブツ リー検索を実行する と します。 ローカルサーバから
検索エン ト リがすべて検出されるまで検索が実行されます。 次に、 他のサーバの検索が
実行されます。データのレプリ カ ( そのパーティシ ョ ン ) を持つサーバが nldap.nlm も実
行している場合、 LDAP サーバは LDAP 参照を作成し、 それを LDAP ク ラ イアン トに返
します。 

レプ リ カのあるサーバが nldap.nlm を実行していない場合、 LDAP サーバは要求を他の
サーバにチェーンし、 そこで検索を完了します。

nldap.nlm が起動される と、 LDAP サーバはその LDAP サーバが参照先になっている
eDirecotry と通信します。 ク ラ イアン トが参照を受信したが、 その参照が停止した場合
は、 LDAP サーバが実行されていません。

常に参照する

［常に参照する］ オプシ ョ ンは、デフォルト参照がさまざまなフェールオーバー ( たとえ
ば、 オブジェク トが見つからなかった り、 サーバがダウンしているなど ) の状況で送信
される場合を除き、 ［参照を優先する］ と同じロジッ クに従います。

残りのデータを保持している他のサーバで LDAP サービスが実行されていない場合、
初の LDAP サーバは要求を第 2 のサーバへチェーンしません。 

［常に参照する］ オプシ ョ ンを設定している場合には、 デフォル ト参照を指定するこ と
ができます。 ［デフォル トの照会先］ フ ィールドで 2 つの異なるベンダの LDAP サーバ
を結合し、 独自のディ レク ト リ ツ リーを構築するこ とができます。 

シナリオ : デフォルトサーバを使用する  ― 1 つの LDAP ツ リーがある と します。ツ リー
の一部には eDirectory のサービスが適用されています。 従属パーティシ ョ ンには iPlanet
のサービスが実行されています。 ［デフォル トの照会先］ フ ィールドに、 iPlanet サーバ
の URL を入力します。 ある LDAP ク ラ イアン トが検索を要求します。 

ベース DN を解決できないため、 LDAP サーバは ［デフォル トの照会先］ フ ィールドに
入力された文字列をク ライン トに送り ます。 LDAP ク ラ イアン トはこの参照の URL で
指定された場所を参照して iPlanet サーバに接続し、 こ こで検索は完了します。
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デフォルト参照が設定されており、 ベース DN が見つからない場合、 サーバはク ライア
ン トにデフォルト参照を返します。 

参照の形式は、 LDAP URL です ( 例 : LDAP://123.23.45.6:389)。

LDAP サーバは、 デフォルト参照をク ライアン トに送信する際 ( ベース DN が利用でき
ない場合 )、 スラ ッシュ (/) と ク ラ イアン トが検索中の DN を追加します。 デフォル ト参
照と追加された情報がク ライアン トに送信されます。 ク ラ イアン トはデフォル ト参照で
指定したサーバに検索要求を送信します。

LDAP グループオブジェ ク ト には、 デフォル ト参照の文字列フ ィールドがあ り ます。
LDAP サーバは、そのデータを文字列と して扱います。 このと き、確認は行われません。
入力された文字列が、 参照の先頭に追加されます。 また、 なんらかのデータが参照に追
加されます。 LDAP サーバが受け入れる文字列は、 URL のよ うな形式にな り ます。

LDAP が実行されている他の eDirectory サーバの参照がクライアン トに返される と き、
ク ラ イアン トは 1 つのサーバにつき 2 つの参照を受信します。

ク ラ イアン ト をク リ アテキス ト ポートに導く参照

ク ライアン ト をセキュアポートに導く参照

2 つの参照を区別するために、 ク リ アテキス ト参照には ldap://、 セキュアポート参照に
は ldaps:// が付きます。

サーバからの参照の場合は、 ポート番号を追加します。

他の操作の参照を設定する

履歴参照オプシ ョ ン設定は、 検索操作にのみ使用します。 他の処理に比較オプシ ョ ンを
適用する場合は、 ldapOtherReferralOption 属性が使用されます。 この属性によ り、 同じ値
を使って検索以外の操作の動作を制御できます(参照を送信しないバインドは除きます)。

ManageDsalT の非サポート

LDAP Services for eDirectory 8.7.3 では、 eDirectory ツ リー内の eDirectory サーバの分散関
係は、ManageDsaIT制御以外の方法で管理されます。LDAP ク ラ イアン トは、ManageDsalT
制御を使って eDirectory 従属または相互参照の問い合わせや更新を実行するこ とはでき
ません。

サポートされていない機能

LDAP Services for eDirectory 8.7.3 では、 サブオーディネート リ ファレンスはサポート さ
れていません。委任パーティシ ョ ンの従属パーティシ ョ ンと して非委任パーティシ ョ ン
を作成した り、 そのパーティシ ョ ンから参照を送信させる と失敗する場合があ り ます。
これを行 う 場合、 参照は操作のベース DN を解決する と きのみ送信されます。
SearchResultReferences は送信されません。

非委任領域のデータの分散更新はサポート されていません。ルートサーバで名前の変更
があった場合、非委任領域で同じデータを持ったeDirectoryサーバに名前の変更をコピー
するよ う な メカニズムは組み込まれていません。
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フィルタ済みレプリカを検索する

フ ィルタはレプ リ カが持つデータ量を制限します。 そのため、 フ ィルタ済みのレプリ カ
には、 ディ レク ト リが保持する実データが完全には表示されません。 次はレプリ カに適
用されたフ ィルタの例です。

レプ リ カに含まれるのはユーザオブジェク トだけです。

レプ リ カにはすべてのユーザオブジェク トが含まれますが、 オブジェク トには電話
番号と住所しか含まれません。

フ ィルタ済みレプリ カのデータは不完全なため、 LDAP 検索の結果も制限されます。 そ
のため、 デフォル トでは、 LDAP 検索要求はフ ィルタ済みレプリ カを調べません。

次のよ うな場合は、 フ ィルタ済みレプリ カ検索を実行しても、 レプ リ カフ ィルタから何
も検索結果が返されないこ とがあ り ます。

検索フ ィルタに一致するオブジェ ク トがローカルのフ ィルタ済みレプリ カサーバに
存在しない場合、 結果が完全なレプリ カサーバから取得されるため、 ローカルのレ
プリ カフ ィルタの結果と一致しないこ とがあ り ます。 

検索ベースがフ ィルタ済みレプリ カサーバのローカルにない場合、 検索フ ィルタに
一致するオブジェク トが完全なレプリ カサーバから取得され、 これがローカルレプ
リ カのフ ィルタの結果と一致しないこ とがあ り ます。

ただし、フ ィルタ済みレプリ カに必要なデータがある こ とがわかっている場合は、LDAP
サーバがフ ィルタ済みレプリ カを検索するよ うに設定するこ とができます。 

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［LDAP］ > ［LDAP の概要］ の順にク リ ッ ク します。

3 ［LDAP サーバの表示］ をク リ ッ ク し、 LDAP サーバの名前をク リ ッ ク します。

4 ［検索］ をク リ ッ ク します。

5 ［検索にフ ィルタ済みレプ リ カに含める］ を選択し、 ［適用］ をク リ ッ ク します。

上方参照を設定する

組織の規模が大き くなる と、さまざまなベンダの LDAP サーバソフ ト ウェアを使用した
ディ レク ト リ ツ リーが必要になり ます。 このよ う なツ リーを、 グローバル連結ツ リーと
いいます。LDAP Services for eDirectory 8.7.3 には、参照を連結ツ リーの上方の DSA に返
す機能があ り ます。
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シナリオ : 連結ツリーでの上方参照

Digital Airlines 社には、 あるネッ ト ワーク担当者がいます。 Digital Airlines 社のディ レク
ト リ ツ リーのルート (ツ リーのルートから O=Digital Airlinesまで)のマスタは、OpenLDAP
サーバ上にあ り ます。組織 (OU=Sales) のマスタは eDirectory サーバにあ り、 その他の組
織 (OU=Dev) は iPlanet サーバ上にあ り ます。

次の図は、 このツ リーを示します。

eDirectory にマスタがあるのは、 OU=Sales のパーティシ ョ ン内のデータだけです。 他の
領域のデータのマスタは eDirectory 以外の DSA 上にあ り ます。 ネッ ト ワーク担当者は、
操作の対象がO=Digital Airlines よ り上の領域、またはOU=Sales階層に属さないO=Digital
Airlines よ り下の領域である場合、上方参照を返すよ うに LDAP サービスを設定します。 

ベース DN が OU=Dev,O=Digital Airlines,C=US の eDirecotry LDAP サーバに操作が送信さ
れます。 そのエン ト リ を保持するサーバ、 またはそのエン ト リ を保持するサーバを認知
しているサーバを指す参照が返されます。

同様に、 O=Digital Airlines,C=US が対象のサブツ リー検索でも、 ルート DSA の参照が返
されます。 ルート DSA は、 OU=Sales および OU=Dev のマスタである DSA の参照を返
します。

LDAP サービスによ り、 eDirectory サーバがこのツ リーに参加するのにデータ階層デー
タを 「非委任」 パーティシ ョ ンに持つこ とができます。 非委任領域のオブジェク トに含
まれるのは、 正しい DN 階層を構築するのに必要なエン ト リだけです。 これらのエン ト
リは、 X.500 の “Glue” エン ト リに類似しています。 

このシナ リ オでは、 ルー ト 、 C=US、 O=Digital Airlines オブジェ ク ト は非委任領域の
eDirectory サーバにあ り ます。

eDirectory では、知識情報 ( 参照データ ) を非委任領域に置く こ とができます。 この情報
は、 LDAP ク ラ イアン トに参照を戻すのに使用されます。

LDAP 操作が eDirectory ツ リーの非委任領域で実行される と、 LDAP サーバは正しい参
照データを検索し、 ク ラ イアン トに参照を戻します。
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非委任領域を作成する

次の図は、 325 ページの 「シナリオ : 連結ツ リーでの上方参照」 で示した、 連結ツ リー
の eDirectory サーバが保持する実際のデータを示しています。

エン ト リは、 マスタが他の DSA 上にあっても、 OU=Sale ｓ 上に配置されます。 これは、
eDirectory サーバが持つエン ト リに適切な DN を提供できるよ うにするためです。

非委任領域を作成するには、 次を実行します。

1 非委任データを委任データから切り離します。

委任領域の 上部に、 パーテ ィ シ ョ ン境界を作成し ます。 他に指定がない限り、
eDirectory サーバは自身が保持しているすべてのデータに対して委任されている と
みなされます。

2 ルートパーティシ ョ ンを非委任と してマークします。 

2a 委任属性を、 パーティシ ョ ンの もルートに近い属性に追加します。

2b 値が 0 の委任属性を作成します。

3 非委任領域の 下部に境界線をひきます。

このサーバが委任されるサブツ リー領域にパーティシ ョ ンルート を作成します。 た
とえば上の図の場合は、パーティシ ョ ンルートは OU=Sales エン ト リにあ り ます。新
しいパーティシ ョ ンには、 0 に設定された委任属性はあ り ません。 そのため、 サー
バはパーティシ ョ ンに対する委任を受けるこ とにな り ます。

4 LDAP サーバを リ フレッシュします。 

LDAP サーバは、 その設定がリ フレッシュ されるたび、 委任および非委任領域の境
界をキャ ッシュします。 手動でサーバの設定を リ フレッシュしない場合、 サーバは
30 分毎のバッ クグラウンド タスクで自動的にリ フレッシュされます。

複数のパーティシ ョ ンがある場合は、 非委任領域のチェーンに重ねるこ とができま
す。 ただし、 LDAP Services for eDirectory8.7.3 では、すべての非委任パーティシ ョ ン
は連続していなければならず、 ローカルレプリ カがそれを保持している必要があ り
ます。
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参照データを指定する

操作が非委任領域で実行されているこ とが検出される と、 LDAP サーバは参照をク ライ
アン トに返すために使用できる情報を探します。 この参照情報は、 次のいずれかにな り
ます。

非委任領域のいずれか、 またはすべてのエン ト リにある情報

サーバの設定データを持つLDAPサーバまたはLDAPグループオブジェク ト上の、デ
フォル ト参照と して指定された情報

非委任領域のエン ト リが持つ参照情報は、 即時上方参照です。 このよ う な参照情報は、
複数の値をと る ref 属性から構成されています ( この属性の詳細については、 RFC 3296
(http://www.ietf.org/rfc/rfc3296.txt) を参照してください )。デフォル ト参照設定が持つ参照
情報は上方参照で、 値を 1 つと り ます。 (X.501 の immSupr および supr DSE タイプを参
照して ください )。 

参照データは LDAP URL の形式で保持されますが、 これにはホス ト と ( オプシ ョ ンで )
参照先の DSA のポートだけしか指定されていません。 この参照データの例は次のよ う
にな り ます。

ldap://ldap.digital_airlines.com:389

LDAP サーバは操作のベース DN( 見つからない場合は一致した DN) を参照します。ベー
ス DN に参照情報が含まれる場合、 LDAP サーバはその情報を参照と して返します。 

参照情報が見つからない場合、 LDAP サーバはツ リーの上方向に向かって参照情報を探
します。 すべてのエン ト リ を検索しても参照情報が見つからない場合、 LDAP サーバは
上方参照を返します ( この参照は、 LDAP グループまたは LDAP サーバオブジェク ト上
のデフォルト参照設定で保持されます )。

即時上方参照の追加

immeditateSuperiorReference と呼ばれる補助オブジェク ト ク ラスを非委任領域のエン ト
リに追加するこ とができます。 この補助ク ラスは、 1 つ以上の LDAP URL と と もに作成
される ref 属性を追加します。 それぞれの URL は DSA のホス ト名と ( オプシ ョ ンで )
ポート を指します。

上方参照を追加する

これまで、 LDAP グループオブジェク トは ldapReferral 属性を持っていました。 この属
性は、eDirectory ツ リーの他の eDirectory サーバに参照を返すと きに発生する、 さまざま
なフェールオーバーの状況で使用されるデフォル トの参照を保持していました。 LDAP
Services for eDirectory 8.7.3 では、この属性を使用して連結ツ リーの上方 DSA のデフォル
ト参照を 1 つ指定します。

また、 ldapReferral 属性が LDAP サーバオブジェク トに追加されました。 ldapReferral 属
性に LDAP サーバオブジェク トの値が含まれる場合、この設定によ り LDAP グループオ
ブジェク トの同じ属性の値は上書きされます。 この動作によ り、 グループに属するすべ
ての LDAP サーバに特定のデフォルト参照を設定し、 1 つか 2 つのサーバのデフォルト
参照を別のデフォルトで上書きするこ とができます。

ldapReferral 属性の値は、 LDAP URL です。 URL には、 ホス ト と参照先の DSA のポート
( オプシ ョ ン ) が含まれます。
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LDAP で参照情報を更新する

上記のステップに従い、 LDAP を使ってこのタスクを実行しても、 即時上方参照を追加
するこ とはできないこ とが多くあ り ました。 これは、 ルートパーティシ ョ ンが既に非委
任とマーク されており、 LDAP はパーティシ ョ ン内のデータに対するどのよ うな操作の
参照も送信していたためです。

非委任領域の情報の更新または問い合わせを行うには、LDAP 要求に ManageDsaIT 制御
を設定する必要があ り ます。 この制御の詳細については、 RFC 3296 (http://www.ietf.org/
rfc/rfc3296.txt) を参照して ください。 この制御によ り、LDAP サーバは非委任領域全体を
委任領域であるかのよ うに扱う こ とができます。

注 : 上方参照機能は、LDAP でのみ利用できます。他のプロトコル (NDAP など ) には、委任属性が存在する
ことによる影響はありません。そのため、ConsoleOne または Novell iManager を使用した非委任領域のデー

タの参照や更新が妨害されることはありません。

影響を受ける操作

非委任領域と上方参照は、 次の LDAP 操作に影響します。

検索と比較

編集と追加

DN 構文属性値はチェッ ク されません。 そのため、 グループメンバー属性は、 非委
任領域のエン ト リ を指す DN を含むこ とができます。

削除

名前の変更 (moddn)

移動 (moddn)

ペアレン ト DN が非委任領域にある場合、 affectsMultipleDSAs エラーが返されます。

拡張

上方参照のサポートの有無を確認する

上方参照は、 Novell LDAP Services for eDirectory 8.7 以降でのみサポート されています。
ルート DSE の supportedFeatures 属性によ り、eDirectory サーバがこの機能をサポート して
いるかど うかを確認できます。supportedFeatures属性の値がOID 2.16.840.1.113719.1.27.99.1
である場合は、 この機能はサポート されています。 その他のルート DSE オブジェク トに
対する確認方法では、 次が変更されています。

namingContexts

この属性は、 サーバが委任されているローカル DSA に保持されるパーティシ ョ ン
ルートだけを表示します。 非委任パーティシ ョ ンルートは表示されません。

altServer

この属性は、ローカルサーバと非委任パーティシ ョ ンだけを共有する他の eDirectory
サーバを表示しません。 

superiorReference

この属性は、 DSA の上方参照を通知します。 この値は、 LDAP サーバまたは LDAP
グループオブジェク ト上の ldapReferral 属性を更新するこ とによ り管理されます。
328   Novell eDirectory 8.7.3 管理ガイド

http://www.ietf.org/rfc/rfc3296.txt


    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
持続的検索 :eDirectory イベントの設定

Novell eDirectory では、 ディ レク ト リ内で重大なイベン トが発生したと きにアプリ ケー
シ ョ ンに通知するためのイベン トサービスが用意されています。 これには、 ディ レク ト
リサービスに関する一般イベン ト も含まれます。 それ以外は eDirectory とその機能に固
有のイベン トです。 

eDirectory イベン トは、 LDAP プロ ト コルに対して、 次の 2 つの異なる拡張を通してア
プリ ケーシ ョ ンに通知されます。

持続的検索制御の実装

Novell eDirectory の持続的検索機能は、 初の一致するエン ト リが返された後も続行
される検索操作です。 持続的検索は LDAP ｖ 3 の検索操作が拡張されたもので、 ク
ラ イアン ト からサーバへの検索結果内で更新をチェ ッ クする作業が不要にな り ま
す。持続的検索制御によ り、 ク ラ イアン トは、ベース DN、検索スコープ、検索フ ィ
ルタなどを指定する通常の LDAP 検索操作を実行するこ とができます。その後、サー
バは 後に SearchResultDone メ ッセージを返すのではなく、 操作による接続が維持
されます。 このため、 ク ラ イアン トは検索結果に含まれるのエン ト リが変更される
たびに、 新のエン ト リ を受け取るこ とができます。 これによ り、 更新が発生する
たびにク ライアン トは目的のエン ト リのキャ ッシュを維持した り、 何らかのロジッ
クを ト リガするこ とができます。

この拡張についての詳細は、 “Persistent Search” document on the Internet (http://www.ietf.org/
proceedings/01mar/I-D/ldapext-psearch-03.txt) を参照してください。

イベン トの監視 (eDirectory 独自の拡張 LDAP 操作 )

eDirectory イベン トサービスを使用するアプ リ ケーシ ョ ンは、 ディ レク ト リに対する大
きな計算負荷となる こ とがあ り ます。 そこで、 さまざまな属性パラ メータを使用して、
個々の eDirecotry サーバにおけるイベン トサービスの使用を制御するこ とができます。
これらのパラ メータは LDAP サーバオブジェク ト上に格納されます。パラ メータを設定
するには、 ConsoleOne または Novell iManager を使用します。

イベン トサービスを使用する特定のアプリ ケーシ ョ ンによ り、 これらのパラ メータを特
定の値に指定するよ う要求される場合があ り ます。特定のアプ リ ケーシ ョ ン独自の要求
は、 そのアプリ ケーシ ョ ンのマニュアルに示されています。

詳細は、『Understanding and Using Persistent Search in Novell eDirectory(Novell eDirectory で
の持続的検索とその使用 ) (http://developer.novell.com/research/appnotes/2003/february/04/
a030204.htm)』 を参照して ください。

持続的検索の管理

Novell iManager を使用する と、 持続的検索を表示または編集するこ とができます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory 管理］ > ［オブジェク トの変更］ の順にク リ ッ ク します。

3 変更する LDAP サーバオブジェク トの名前と コンテキス ト を入力するか、 をク
リ ッ ク し、 LDAP サーバオブジェク ト を参照または検索します。
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4 ［OK］ をク リ ッ ク し、 ［全般］ タブの ［検索］ をク リ ッ ク します。

5 持続的検索を有効にします。

［持続的検索の有効化］ チェ ッ クボッ クスはデフォル トでオンになっています。 この
サーバの持続的検索を無効にして禁止するには、チェッ クボッ クスをオフにします。

注 : 以前に確立された持続的検索操作を無効にすると、このオプションを無効にしてサーバをリフレッ

シュした後も操作が継続する場合があります。

6 このサーバ上の同時持続的検索の数を制御します。

［ 大同時持続的検索数］ フ ィールドの値を指定します。 0 を指定する と、 同時持続
的検索数は無制限になり ます。

7 サイズおよび時間の制限を無視するかど うかを制御します。

持続的検索要求が 初の検索結果を送信した後で、サイズおよび時間制限を無視する
かど うかを指定するには、［持続的検索動作の監視時にサイズと時間制限を無視する］
チェッ クボッ クスをオンにします。

このオプシ ョ ンを選択しない場合、 すべての持続的検索操作は検索制限の制約を受
けます。 サイズと時間のいずれかの制限に達した場合、 検索操作は失敗し、 該当す
るエラーメ ッセージが返されます。

8 ［適用］ をク リ ッ ク し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

イベントの監視拡張操作の使用を制御する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［LDAP］ > ［LDAP の概要］ の順にク リ ッ ク します。

3 ［LDAP サーバの表示］ をク リ ッ ク し、 LDAP サーバの名前をク リ ッ ク します。
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4 ［イベン ト ］ をク リ ッ ク します。

5 ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンがこの LDAP サーバ上でイベン ト を監視できるかど
うかを制御します。 

ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンがこの LDAP サーバ上でイベン ト を監視できるよ う
にするには、 ［動作監視の有効化］ チェ ッ クボッ クスをオンにします。

イベン トの監視を無効にするには、 チェ ッ クボッ クスをオフにします。

6 イ ベント 監視アプリ ケーショ ンがサーバ上に置く こ と のできる 大負荷を制御し
ます。

［ 大動作監視負荷］ フ ィールドに値を入力します。 

イベン トデータの処理と、 監視対象アプ リ ケーシ ョ ンへのイベン ト通知の送信は、
LDAP サーバに対して計算負荷とな り ます。 あるイベン トによるサーバへの正確な
負荷は、 監視されるイベン トの頻度、 イベン トに関係したデータ、 およびそのイベ
ン ト を監視している ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンの数によって決ま り ます。 

［ 大動作監視負荷］ は、 イベン ト監視拡張がサーバにかけるこ とができる負荷の大
きさを示す相対値です。 0 を指定する と、 無制限にな り ます。 この属性の適切な値
を見つけるには、 実際にいろいろな値を試してみて ください。

7 ［適用］ をク リ ッ ク し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

LDAP サーバの情報を取得する

LDAP サーバについての情報を取得するには、 ICE か LDAP 検索を使用します。 これら
のユーティ リ テ ィは rootDSE( ディ レク ト リサービスエージェン ト、固有エン ト リ ) から
情報を要求します。 

RootDSE は、 ディ レ ク ト リ ツ リーの擬似オブジェ ク ト です。 このオブジェ ク トは、 ツ
リーのルートにある名前のないエン ト リです。RootDSE は接続しているサーバに固有の
情報を持っています。 たとえば、 rootDSE はスキーマと、 スキーマがサポートする拡張
およびコン ト ロールの場所の情報を持っています。 

rootDSE はツ リー内の名前のないエン ト リであるため、 通常、 LDAP サーバは検索操作
で rootDSE をク ラ イアン トに返しません。

次の表は、 rootDSE から得られる情報を表示したものです。

情報と説明 引用

スキーマの場所:LDAPサーバまたはツリーのス

キーマの場所は、subschemaSubentry を読み込

むことによって検索できます。eDirecotry では、

cn=schema が検索のベースになります。

subschemaSubentry:cn=schema
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rootDSE の情報は、 アプ リ ケーシ ョ ン開発に活用するこ とができます。

シナリオ : アプリ ケーシ ョ ンを開発する  ― あるユーザが新しいレプ リ カを作成するア
プリ ケーシ ョ ンを作成しています。 rootDSE を読み込むと、 リ ス トに supportedExtension:
2.16.840.1.113719.1.27.100.7 と記述されています。 これによ り、サーバが新しいレプリ カ
を作成するコールをサポートするこ とがわかり ます。

また、 Novell iManager は rootDSE で利用できる機能をチェ ッ ク し、 その情報に従って動
作します。

rootDSE を検索するには、 ワークステーシ ョ ンで次のよ うに入力します。

ldapsearch -h hostname -p 389 -b "" -s base “objectclass=*”

この検索は、 ldap_search API を使用したどのアプリ ケーシ ョ ンでも実行するこ とができ
ます。 

検索のベースは NULL で、 フ ィルタは objectclass=* に設定されています。 ( このク ラ イ
アン トの場合、 ベースは -b です )。

サポートされている拡張 : 拡張により、コンテ

キストの作成、マージ、新しいレプリカの追加、
LDAP サーバのリフレッシュ、レプリカの削除、

レプリカタイプのマスターから読み取り / 書き

込みまたは読み取り専用への変更などのサーバ
の管理、および識別情報の管理ができます。

拡張の形式は ASN.1OID です。拡張の詳細に

ついては、『LDAP Extensions(LDAP 拡張 ) 
(http://developer.novell.com/ndk/doc/ldapover/
ldap_enu/data/a6ik7oi.html)』を参照してくだ

さい。

supportedExtension:2.16.840.1.113719.1.27.100.12
supportedExtension:2.16.840.1.113719.1.27.100.7
supportedExtension: 2.16.840.1.113719.1.27.100.8

LDAP サーバを提供しているベンダ vendorName:Novell, Inc.

LDAP サーバがサポートしているディレクトリ

バージョン

vendorVersion:eDirectory v8.7.0 (10410.29)

eDirectory が実行しているバージョン vendorVersion:eDirectory v8.7.0 (10410.29)

ディレクトリサーバ名とディレクトリツリー名 dsaName:cn=WestWindNDS,o=westwind
directoryTreeName:t=WESTWINDTREE

サポートされている SASL メカニズム supported SASLMechanisms:EXTERNAL
supported SASLMechanisms:DIGEST-MD5
supported SASLMechanisms:NMAS LOGIN

サポートされている LDAP サーバのバージョン supportedLDAPVersion:2
supportedLDAPVersion: 3

サーバ統計情報 :RootDSE は LDAP サーバに関

するさまざまな統計情報を提供します ( 強力な

認証バインド数など )。

エラー :0
securityErrors:0
chainings:3
referralsReturned:6
extendedOps:0
abandonOps:0
wholeSubtreeSearchOps: 1

情報と説明 引用
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rootDSE の読み取り方法の詳細については、 次のいずれかを参照して ください。

『LDAP Libraries for C (http://developer.novell.com/ndk/doc/cldap/ldaplibc/data/hevgtl7k.html)』

『LDAP Classes for Java (http://developer.novell.com/ndk/doc/jldap/jldapenu/data/hevgtl7k.html)』

LDAP 検索フィルタの詳細については、 「LDAP Search Filters(LDAP 検索フィルタ ) (http://
developer.novell.com/ndk/doc/ldapover/ldap_enu/data/a3saoeg.html)」 を参照してください。 こ
のセクシ ョ ンは、 NDK マニュアルの 「LDAP and NDS Integration(LDAP と NDS の統合 )」
セクシ ョ ンにあ り ます。
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13 Novell eDirectory の SNMP サポート

SNMP(Simple Network Management Protocol) は、インターネッ ト を介してデバイスを操作
および保守するための標準的なプロ ト コルです。管理コンソールアプリ ケーシ ョ ン と管
理対象デバイスは、 このプロ ト コルに従って管理情報をやり取り します。 管理コンソー
ルアプリ ケーシ ョ ンには、HP* Openview、Novell® NMS、IBM* NetView、Sun* Net Manager
などがあ り ます。 管理対象デバイス と しては、 ホス ト 、 ルータ、 ブ リ ッジ、 ハブなどの
ほか、 Novell eDirectoryTM のよ うなネッ ト ワークアプ リ ケーシ ョ ンもあ り ます。

このセクシ ョ ンでは、 Novell eDirectory 8.7.3 の SNMP サービスについて説明します。 こ
のセクシ ョ ンには、 次の ト ピッ クが含まれています。

335 ページの 「SNMP に関する用語の定義」

336 ページの 「SNMP サービスについて」

338 ページの 「eDirectory と SNMP」

341 ページの 「SNMP Services for eDirectory のインス トールと設定」

351 ページの 「SNMP による eDirectory の監視」

380 ページの 「 ト ラブルシューティング」

SNMP に関する用語の定義

この章で使われる用語の定義を次の表に示します。

用語 定義

EMANATE SNMP Research International, Inc. の製品。Enhanced MANagement Agent Through
Extensions の略称です。 

SNMP Simple Network Management Protocol の略。ネットワークの稼動状況に関するデータ

をやり取りするためのプロトコルです。

NAA Native Agent Adapter の略。ネイティブエージェントアダプタ。

NMS ネットワーク管理ステーション

MA Management Agent の略。管理エージェント。

SA サブエージェント

MIB 管理情報ベース (MIB)

NCPTM Netware® Core ProtocolTM の略。

NMA Network Management Application の略。ネットワーク管理アプリケーション。
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SNMP サービスについて

SNMP は「マネージャ / エージェン ト 」アーキテクチャにも とづくプロ ト コルです。SNMP
を使用して行われるネッ ト ワーク管理のアーキテクチャは、 次の要素から成り ます。

NMS(Network Management Station)

管理対象デバイス

マスタエージェン ト

サブエージェン ト

MIB(Management Information Base)

ネッ ト ワーク管理プロ ト コル

図 33 ネットワーク管理アーキテクチャ

ネットワーク管理ステーション

ネッ ト ワーク管理ステーシ ョ ン (NMS) とは、ネッ ト ワーク管理アプ リ ケーシ ョ ンがイン
ス トールされたワークステーシ ョ ンのこ とです。管理対象デバイスに関する情報をグラ
フ ィ ッ ク表示します。 

NMS には次の機能があ り ます。

ネッ ト ワーク管理システム全体のユーザインタフェースを提供します。 この機能に
よ り、 ネッ ト ワーク管理の強固さ、 柔軟性、 および使いやすさが決ま り ます。

edir.mib Novell eDirectory サーバの監視に使う MIB のこと。Novell eDirectory に関する MIB オ

ブジェクトおよびトラップが設定されています。

トラップ eDirectory イベントがサーバ上で発生したときに、管理対象デバイス上のエージェン

トが発する警告のこと。警告を発する条件は、Novell が提供する MIB(Management
Information Base) で定義されています。 

用語 定義
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SNMP Get、Get Next、SNMP GetResponse、および Set の操作はこ こから実行します。
また、ネッ ト ワーク上の管理対象デバイスから送られて く る SNMP ト ラ ップを捕捉
するのも、 やはり NMS の役割です。 

複数のネッ ト ワーク管理アプリ ケーシ ョ ン (NMA) を同時に監視し、管理対象デバイ
スに関する情報をグラフ ィ ッ ク表示します。 表形式で表示する機能、 ログと して記
録する機能もあ り ます。

NMSに組み込まれている MIB コンパイラで、MIB ファ イルをコンパイルするこ とが
できます。

管理対象デバイス 

SNMP がインス トールされているデバイスは、すべて管理対象デバイス と して扱う こ と
ができます。ホス ト、ルータ、ブ リ ッジ、ハブなどが管理対象デバイスにな り ます。NMS
は管理対象デバイスを監視し、 またデバイス と通信します。

NMS と管理対象デバイス との間では、 サブエージェン トおよびマスタエージェン ト と
い う 2 種類のエージェン ト を介して情報をやり取り します。 

サブエージェント 

サブエージェン トには、 管理対象デバイスに関する情報を集め、 マスタエージェン トに
渡す役割があ り ます。 

マスタエージェント 

マスタエージェン トには、 さまざまなサブエージェン ト と NMS の間で情報を交換する
役割があ り ます。 マスタエージェン トは、 通信相手のサブエージェン ト と同じホス ト上
で動作します。

管理情報ベース (MIB)

SNMP では、プロ ト コルデータ単位 (PDU: Protocol Data Unit) とい う形でネッ ト ワーク情
報を交換します。PDU には、管理対象デバイスに保存されている変数に関する情報が含
まれています。 この変数のこ とを管理オブジェク ト と言い、 その値とオブジェク ト名が
NMS に渡されます。 管理オブジェク トはすべて管理情報ベース (MIB) に定義されてい
ます。 MIB はツ リー状の階層構造で表される仮想データベースです。 

SNMP のネットワーク管理プロトコル

SNMP の基本関数を次の表に示します。

関数 説明

Get マネージャがエージェントに情報を要求するために使用します。

Get Next 配列や表から情報を取得する際にマネージャが使用します。

Get Response マネージャから問い合わせを受けたエージェントが、それに応答するた
めに使用します。

Set エージェント側の MIB にある変数の値を変更するために、マネージャ

が使用します。 

Trap あるイベントが発生した際、エージェントがマネージャに通知するため
に使用します。
Novell eDirectory の SNMP サポート 337



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
SNMP の詳細については、 次の Web サイ ト を参照して ください。

NET-SNMP Home Page (http://net-snmp.sourceforge.net)

SNMP FAQ (http://www.faqs.org/faqs/snmp-faq/part1)

RFC 1157 (http://www.ietf.org/rfc/rfc1157.txt)

SNMPLink (http://www.snmplink.org)

SNMPInfo (http://www.snmpinfo.com) 

SNMP RFC Standard MIBs and Informative Links (http://www.wtcs.org/snmp4tpc/snmp_rfc.htm)

RFC 2605 (http://ietf.org/rfc/rfc2605.txt?number=2605)

eDirectory と SNMP
eDirectory には、 ユーザ、 アプ リ ケーシ ョ ン、 ネッ ト ワークデバイス、 データなど、 数
多くのオブジェク ト を格納し、管理するこ とができます。eDirectory で管理するオブジェ
ク トが増えてく る と、 オブジェク トの追加や変更に追随する必要性も増してきます。 こ
の問題を解決する手段と して SNMP を使用するこ とで、ユーザは eDirectory サーバを監
視し、 変化に追随できるよ うにな り ます。

eDirectory の管理に SNMP を使う利点

eDirectory サーバを リ アルタイムに監視

サードパーティ製 SNMP MIB ブラウザから eDirectory を監視

eDirectory が正常に稼動しているか、 状況を追跡可能 

起こ り う る問題を検知時に特定し、 対処が可能

ト ラ ップや統計に関する設定によ り、 対象を選択して監視可能

eDirectory に対するアクセス状況をグラフ表示

SNMP で収集した履歴データを格納し、 分析可能

SNMP の Get リ クエス ト、 GetNext リ クエス ト を使った統計機能にも対応

プラ ッ ト フォームを選ばず SNMP ネイティブマスタエージェン ト を使用可能

eDirectory での SNMP の機能について

SNMP を eDirectory に実装する と、 アクセス状況、 稼動状況、 エラー、 キャ ッシュ性能
に関する eDirectory の統計情報を取得できます。 また、 イベン トが発生する と SNMP か
ら ト ラ ップが送信されます。 ト ラ ップや統計情報は MIB に定義されています。 

ディレクトリサービス監視 MIB

eDirectory の MIB には、 eDirectory を監視するための統計情報やト ラ ップが定義されて
います。 この MIB には次の oid( オブジェク ト ID) が割り当てられています。

iso(1).org(3).dod(6).internet(1).private(4).enterprise(1).novell(23).mibDoc(2).ndsMIB(98)
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統計情報

eDirectory MIB は、 管理対象オブジェク ト を次の 4 つの異なるテーブルに分けて格納し
ています。

キャ ッシュデータベース統計テーブル - ndsDbCacheTable: ディ レク ト リサーバに関
する記述と、 サーバにキャ ッシュされたエン ト リに関する統計情報の要約を格納し
ます。

設定データベース統計テーブル - ndsDbConfigTable:  ディ レク ト リサーバに関する
記述と、 サーバで設定されたエン ト リに関する統計情報の要約を格納します。

プロ ト コル統計テーブル - ndsProtoIfOpsTable: ディ レク ト リサーバのアプ リ ケー
シ ョ ンプロ ト コルインタフェースごとに、 アクセス状況、 稼動状況、 エラーに関す
る統計情報の要約を格納します。

相互通信統計テーブル - ndsServerIntTable: 監視対象ディ レク ト リが通信した、ある
いは通信を試みたディ レク ト リサーバを、 新の 「N」 回分記録しておきます。 「N」
はローカルで定義する定数です。

注 : 統計情報の詳細については、375 ページの「統計情報」を参照してください。

トラップ - ndsTrapVariables

eDirectory MIBには119種類のト ラ ップが定義されています。そのうち117種類はeDirectory
のイベン トにマップされています。 ほかに ndsServerStart および ndsServerStop という ト
ラ ップがあ り、 これは SNMP サブエージェン トが直接生成します。

注 : トラップの詳細については、351 ページの「トラップ」を参照してください。

統計情報やトラップの詳細については、edir.mib も参照してください。

edir.mib は次のディレクトリにあります。

NetWare:sys:\etc
Windows:<install directory>\SNMP
UNIX:/etc/ndssnmp/

SNMP グループオブジェクト

SNMP グループオブジェク トは、eDirectory SNMP ト ラ ップの設定や管理に使います。イ
ンス トールの過程で、 「SNMP Group - server_name」 とい う名前の SNMP グループオブ
ジェク トが作られます ( こ こで server_name は、 eDirectory の SNMP サービスをインス
トールしたサーバ名を表します )。 この SNMP グループオブジェク トが作られるのは、
サーバオブジェク ト と同じコンテナ内です。 SNMP 設定ユーティ リ テ ィは、 SNMP ト
ラ ップの設定に使います。

Windows の場合

SNMP グループオブジェク ト を作るには、 次のコマンドを実行して ください。

rundll32 snmpinst, snmpinst -c <createobj> -a <userFDN> -p 
<password> -h <hostname or IP address>

パラメータ 説明

-c <createobj> オブジェクトの作成を示すトラップコマンド。

-a <userFDN> 管理者権を持つユーザの完全識別名

-p <password> 認証に使う userFDN パスワード

-h <hostname or IP address> DNS ホスト名または IP アドレス。
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例 :

rundll32 snmpinst, snmpinst -c createobj -a admin.mycontext -p mypassword -h 160.98.146.26

SNMP グループオブジェク ト を削除するには、 次のコマンドを実行して ください。

rundll32 snmpinst, snmpinst -c <deleteobj> -a <userFDN> -p 
<password> -h <hostname or IP address>

詳細については、 上の表を参照してください。

例 :

rundll32 snmpinst, snmpinst -c deleteobj -a admin.mycontext -p mypassword -h 160.98.146.26

NetWare の場合

SNMP グループオブジェク トの作成や削除には snmpinst とい うユーティ リ テ ィ を使いま
す。 これは sys:\system\directory にあ り ます。 

SNMP グループオブジェク ト を作るには、 次のコマンドを実行して ください。

SNMPINST -c <adminContext> <password> <ServerDN>

例 :

SNMPINST -c admin.mycontext.treename mypassword myserver

SNMP グループオブジェク ト を削除するには、 次のコマンドを実行して ください。

SNMPINST -d <adminContext> <password> <ServerDN>

パラ メータについてはオブジェク ト を作る場合と同様です。

例 :

SNMPINST -d admin.mycontext.treename mypassword myserver

UNIX の場合

SNMP グループオブジェク ト を作るには、 次のコマンドを実行して ください。

ndsconfig add -m <modulename> -a <userFDN> 

例 :

ndsconfig add -m snmp -a admin.mycontext

パラメータ 説明

-c オブジェクトの作成を示すトラップコマンド。削除する場合は「-d」と指

定します。

<adminContext> 管理者権を持つユーザの完全識別名

<password> 認証に使う userFDN パスワード

<ServerDN> DNS ホスト名
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SNMP Services for eDirectory のインストールと設定

SNMP service for eDirectoryは、eDirectory をインス トールする際に組み込まれます。SNMP
services for eDirectory のデフォル ト設定の変更には iManager を使います。 詳細について
は、 343 ページの 「ダイナミ ッ ク設定」 を参照して ください。

SNMP Group-Object とい う名前の新しいオブジェク トが、 eDirectory のインス トール時
に、 ディ レク ト リ ツ リーに追加されます。 このオブジェ ク トは Novell eDirectory SNMP
ト ラ ップの設定や管理に使います。 詳細については、 339 ページの 「SNMP グループオ
ブジェク ト 」 を参照して ください。

eDirectory をインストール済みの Windows に SNMP を組み込む手順

eDirectory のインス トール時に SNMP サービスを除外した場合は、 SNMP サブエージェ
ン ト用ファ イルがコピーされるだけで、 レジス ト リは元のままになっています。 

あとになって SNMP サービスが必要になった場合は、次のコマンドでレジス ト リ を更新
してください。

rundll32 snmpinst, snmpinst -c createreg

SNMP サーバモジュールのロードとアンロード

SNMP サーバモジュールは手動でロード、 アンロードできます。 デフォルトでは、 すべ
てのプラ ッ ト フォームで自動的にロード されます。WindowsおよびUNIXプラ ッ ト フォー
ムの場合は、 手動でロードする こ と も可能です。

SNMP サーバモジュールをロードするには、 次のコマンドを入力します。

SNMP サーバモジュールをアンロードするには、 次のコマンドを入力します。

サーバ コマンド

NetWare 手動でのアンロードは不可

Windows ［DHOST (NDSCONS)］画面で Ndssnmp.dlm を選択し、［開始］を

クリックします。

Linux、Solaris、AIX、HP-UX DHOST の［リモート管理］ページで、［SNMP Trap Server for Novell
eDirectory 8.7.3］アイコンをクリックすると、SNMP トラップサー

バがロードされます。

または

コマンドプロンプトから「/usr/bin/ndssnmp -l」と入力する

方法もあります。

サーバ コマンド

NetWare 手動でのアンロードは不可 

Windows ［DHOST (NDSCONS)］画面で ndssnmp.dlm を選択し、［停止］を

クリックします。
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サブエージェントの設定

スタティック設定

スタティ ッ ク設定は、サブエージェン ト を起動する前に行います。手動で設定する場合、
Windows、 Solaris、 Linux、 AIX の場合は ndssnmp.cfg、 NetWare の場合は dssnmp.cfg とい
う ファ イルを編集してください。ファ イル ndssnmp.cfg は次のディ レク ト リにあ り ます。

Windows:install_directory\SNMP\

NetWare:sys:\etc\

UNIX:/etc/ndssnmp/

注 : ndssnmp.cfg を書き替えた場合、サブエージェントを再起動する必要があります。

サブエージェン トの設定は、 次の書式で記述してください。 
INTERACTIVE status 

こ こで status には、 「on」 または 「off」 を指定します。 「on」 を指定する と、サブエー
ジェン ト起動時にユーザ名とパスワードを要求されます。ステータスが Off の場合、
ユーザ名およびパスワードはセキュ リ テ ィ保護された保存データから取得されま
す。 デフォルト値は 「off」 です。 

例 : 
INTERACTIVE on

INTERACTIVE off
INTERACTION value 

こ こで value は、 インタ ラ クシ ョ ンテーブルのエン ト リ数を表します。値の範囲は 1
～ 10 で、 デフォル ト値は 4 です。 例 : INTERACTION 4 INTERACTION 2
MONITOR status

こ こで status には、 「on」 または 「off」 を指定します。 デフォルト値は 「on」 です。

例 : 

MONITOR on 

MONITOR off

SSLKEY certificate_file

こ こで certificate_file は、証明書のエクスポート先パスを表します。エクスポート し
た証明書が実際に存在するパスを指定して ください。

例 : 

SSLKEY /home/guest/snmp-cert.der (UNIX の場合 ) 

SSLKEY c:\home\guest\snmp-cert.der (Windows NT、 NetWare の場合 )

Linux、Solaris、AIX、HP-UX DHOST の［リモート管理］ページで、［SNMP Trap Server for Novell
eDirectory 8.7.3］アイコンをクリックすると、SNMP トラップサー

バがアンロードされます。

または

コマンドプロンプトから「/usr/bin/ndssnmp -u」と入力する

方法もあります。

サーバ コマンド
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SERVER hostname/ipaddr

こ こで hostname は、 eDirectory サーバをインス トールし、 設定したホス ト名を表し
ます。 指定できるのは、 ローカルにインス トールしたサーバに限り ます。

この指定は必須です。 指定がない場合はどのサーバも監視の対象になり ません。 デ
フォル ト : ローカルサーバのホス ト名。

例 : 

SERVER myserver 

SERVER myserver:1524

注 : このコマンドで、コロン (:) の前後にはスペースを入れないでください。

ダイナミック設定

ダイナミ ッ ク設定は、 ディ レク ト リサービスの稼動中、 いつでも次のいずれかの方法で
実行できます。

コマンドラインからの設定

ト ラ ップ設定用のコマンド ラ インユーティ リ テ ィ を使用して、eDirectoryのSNMP ト ラ ッ
プを設定できます。

次のよ うな操作が可能です。

ト ラ ップの有効化 / 無効化、ト ラ ップ間隔の設定、エラート ラ ップの有効化 / 無効化、
有効な / 無効な / すべての ト ラ ップのリ ス ト表示

注 : 詳細については、366 ページの「トラップに関する設定」を参照してください。

iManager プラグインによる設定 

ト ラ ップの設定には、 Novell iManager を使う方法もあ り ます。 Novell iManager はブラウ
ザベースのツールで、 eDirectory オブジェク ト を運用、 管理、 設定するために使用しま
す。 iManager を使用する と、 ユーザに特定のタスクや責任を割り当てた り、 それらのタ
ス クを実行するために必要なツールおよびそれに伴う権利だけを付与した りする こ と
ができます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［SNMP Management］ > ［SNMP の概要］ の順にク リ ッ ク します。

3 ［SNMP グループオブジェク ト を表示］ をク リ ッ ク して、設定する SNMP グループオ
ブジェク トの名前をク リ ッ ク します。

4 ［一般］ ページまたは ［ ト ラ ップ］ ページで、 必要なパラ メータを設定します。

5 ［適用］ をク リ ッ ク し、 ［OK］ をク リ ッ クする と、 新しい設定内容が保存されます。

注 : 詳細については Novell iManager のオンライン・ヘルプを参照してください。

SNMP Services for eDirectory の設定

SNMP Services for eDirectory の設定は、 次の手順で行います。

1. マスタエージェン トの設定

2. マスタエージェン トの起動

3. サブエージェン トの設定

4. サブエージェン トの起動
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NetWare の場合 

NetWare の場合、 ネイティブマスタエージェン ト (snmp.nlm) が、 初めからオペレーティ
ングシステムに組み込まれています。

ヒント : NetWare にはデフォルトの SNMP マスタエージェントがあります。詳細については、SNMP
Developers Components (http://developer.novell.com/ndk/snmpcomp.htm) を参照してください。

マスタエージェントの設定

コ ミ ュニティ名

1 コマンドプロンプ トから、 「inetcfg」 と入力します。

2 ［Manage Configuration］ オプシ ョ ンを選択します。

3 ［Configure SNMP parameters］ オプシ ョ ンを選択します。

4 コ ミ ュニティ名を表す文字列を適宜編集して ください。

ト ラ ップの送信先

1 ファ イル sys:\etc\traptarg.cfg を編集し、ト ラ ップの送信先とするコンピュータの IP ア
ドレスまたはホス ト名を指定します。

マスタエージェントの起動

マスタエージェン ト snmp.nlm はデフォルトで起動されています。

サブエージェントのロード

1 サブエージェン ト をロードするには、 コマンドプロンプ トから 「dssnmpsa」 と入
力します。

ダイアログボッ クスが表示されます。 ［ログイン］ オプシ ョ ン、 ［終了］ オプシ ョ ン
があ り ます。 

2 処理を続行する場合は ［ログイン］、 中断する場合は ［終了］ を選択します。

3 ( 状況によって実行 ) ［ログイン］ を選択した場合、 ユーザ名とパスワードを求めら
れるので入力して ください。

4 ［パスワードを保存する］ に 「Y」 と入力する と、 パスワードを保存できます。 次回
は、 パスワードを入力するこ とな くサブエージェン ト を起動できます。 「N」 と入力
した場合は、 次回もパスワードを求められます。

5 いずれかを入力した後、 <Enter> キーを押してください。

6 <F10> キーを押すとツ リーにログインできます。

7 <Enter> キーを押して操作を続けます。

8 サブエージェン トが起動されます。

注 : このダイアログボックスは、ファイル sys:\etc\ndssnmp.cfg で INTERACTION が「on」に設定されてい
る場合に表示されます。「off」の場合は表示されません。

Windows の場合

マスタエージェントの設定

注 : SNMP マスタエージェントは、eDirectory をインストールする前に組み込んでおく必要があります。詳細
については、『SNMP Installation on Windows(SNMP の Windows へのインストール ) (http://www.microsoft.com/
technet/treeview/default.asp?url=/TechNet/prodtechnol/winntas/maintain/featusability/getting.asp)』を参照して
ください。
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1 ［Microsoft SNMP Properties］ ダイアログボッ クスを開き、 ［エージェン ト ］ タブをク
リ ッ ク します。

2 接続先および場所に関する情報を入力します。

3 ［ ト ラ ップ］ タブをク リ ッ ク し、コ ミ ュニティ名およびト ラ ップの送信先に関する情
報を入力します。

3a コ ミ ュニティ名を入力し、 ［追加］ をク リ ッ ク します。

3b ト ラ ップの送信先のコンピュータの IP アドレスまたはホス ト名を入力してくだ
さい。

3c ［追加］ をク リ ッ クする と、こ こで入力した IP アドレスまたはホス ト名が追加さ
れます。

4 ［デスク ト ップとの対話をサービスに許可する］ オプシ ョ ンを有効にします。

このオプシ ョ ンを有効にしない場合、 Windows 上の SNMP には接続できません。 

Windows NT の場合 : ［スター ト ］ > ［設定］ > ［コン ト ロールパネル］ > ［サービ
ス］ の順にク リ ッ ク します。 次に ［SNMP］ > ［起動］ を ク リ ッ ク し、 ［デス ク
ト ップとの対話をサービスに許可する］ を選択します。

Windows 2000 の場合 : ［スタート ］ > ［設定］ > ［コン ト ロールパネル］ > ［管理
ツール］ > ［サービス］ の順にク リ ッ ク します。 ［SNMP］ を右ク リ ッ ク し、 ［プ
ロパテ ィ］ を選択します。 ［ログオン］ タブで、 ［デスク ト ップとの対話をサー
ビスに許可する］ を選択します。

マスタエージェントの起動

マスタエージェン ト を起動するには、 次のいずれかの操作を実行して ください。

Windows NT の場合 : ［スタート ］ > ［設定］ > ［コン ト ロールパネル］ > ［サービス］
> ［SNMP］ > ［開始］ の順にク リ ッ ク します。

Windows 2000 の場合 : ［スタート ］ > ［設定］ > ［コン ト ロールパネル］ > ［管理ツー
ル］ > ［サービス］ > ［SNMP］ > ［開始］ の順にク リ ッ ク します。

コマンド ラ インで次を入力します。

Net start SNMP

マスタエージェントの停止

マスタエージェン ト を停止するには、 次のいずれかの操作を実行して ください。

Windows NT の場合 : ［スタート ］ > ［設定］ > ［コン ト ロールパネル］ > ［サービス］
> ［SNMP］ > ［停止］ の順にク リ ッ ク します。

Windows 2000 の場合 : ［スタート ］ > ［設定］ > ［コン ト ロールパネル］ > ［管理ツー
ル］ > ［サービス］ > ［SNMP］ > ［停止］ の順にク リ ッ ク します。

コマンド ラ インで次を入力します。

Net stop SNMP

サブエージェントの起動

Windows の場合、 マスタエージェン ト を起動する と、 サブエージェン ト も自動的に起動
されます。

重要 : 新の Service Pack は、SNMP サービスのインストール後にインストールする必要があります。
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Solaris の場合

マスタエージェントの設定

SNMP パッケージをロードする前に、Solstice Enterprise master agent 1.0.3 をインス トールし
ておく必要があ り ます。 まだインス トールされていない場合は、 Solstice Enterprise Agents
(http://wwws.sun.com/software/entagents) Web サイ トからダウンロード してください。

1 ファ イル /etc/snmp/conf/snmpd.conf でホス ト名を設定します。次の ト ラ ップエン ト リ
を追加します。

trap myserver

こ こで myserver は、 ト ラ ップの送信先ホス ト名を表します。

2 ファイル /etc/snmp/conf/snmpdx.aclのト ラ ップパラ メータ部に、次の設定を追加します。

trap-community = public
hosts = myserver  {
enterprise = "Novell eDirectory"
trap-num = 1-119 } 

こ こで、 trap-community はト ラ ップに使う コ ミ ュニティ名、 myserver はト ラ ップの
送信先ホス ト名、 Novell eDirectory はエンタープライズ MIB、 trap-num はト ラ ップ
の範囲を表します。

重要 : 設定ファイルを変更した場合、マスタエージェントとサブエージェントを再起動する必要があります。

マスタエージェントの起動

マスタエージェン ト を起動するには、 次のコマンドを実行してください。

/usr/lib/snmp/snmpdx -y -c /etc/snmp/conf

サブエージェントの設定

Solaris では、 サブエージェン ト ndssnmpsa はデーモンと して動作します。

サブエージェン トの設定には、/etc/snmp/conf 以下にある、次の設定ファイルを使います。 

ndsmib.reg はサブエージェン トの登録ファ イルです。

ndsmib.acl は SNMP サブエージェン トの設定ファ イルです。

サブエージェントの起動

サブエージェン ト を起動するには、 次のコマンドを実行します。

/etc/init.d/ndssnmpsa start

ユーザ名とパスワードを求められたら入力します。 正常に認証される と、 /etc/ndssnmp/
ndssnmp.cfg で INTERACTION = on とい う設定になっている場合は次のメ ッセージが表
示されます。

Do you want to remember password?(Y/N)

こ こで 「Y」 と入力する と、 パスワードが保存されます。 次回からは、 パスワードを入
力するこ とな くサブエージェン ト を起動できます。

「N」 と入力した場合は、 次回もパスワードを求められます。

サブエージェントの停止

サブエージェン ト を停止するには、 次のコマンドを実行して ください。

/etc/init.d/ndssnmpsa stop
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Linux の場合

マスタエージェントの設定

Linux の場合、 ucd-snmp-4.2.1-7.rpm 以降をインス トールしておく必要があ り ます。

注 : ucd-snmp パッケージは net-snmp という名前に変わりました。詳細については、http://www.net-snmp.org/
(http://www.net-snmp.org) を参照してください。

ファ イル /etc/snmp/snmpd.conf でホス ト名を設定します。

trapsink myserver public

こ こで myserver は、 ト ラ ップの送信先ホス ト名を表します。

ファ イル /etc/snmp/snmpd.conf に、 次の記述を追加します。

master agentx 

さ らに、 次の設定も変更する必要があ り ます。

重要 : 設定ファイルを書き替えた場合、マスタエージェントとサブエージェントを再起動する必要があります。

マスタエージェントの起動

マスタエージェン ト を起動するには、 次のコマンドを実行します。

/usr/sbin/snmpd

サブエージェントの起動

サブエージェン ト を起動するには、 次のコマンドを実行します。

/etc/rc.d/init.d/ndssnmpsa start

ユーザ名とパスワードを求められたら入力します。 正常に認証される と、 /etc/ndssnmp/
ndssnmp.cfg で INTERACTION = on とい う設定になっている場合は次のメ ッセージが表
示されます。

Do you want to remember password?(Y/N)

こ こで 「Y」 と入力する と、 パスワードが保存されます。 次回は、 パスワードを入力す
るこ とな くサブエージェン ト を起動できます。

「N」 と入力した場合は、 次回もパスワードを求められます。

サブエージェントの停止

サブエージェン ト を停止するには、 次のコマンドを実行して ください。

/etc/rc.d/init.d/ndssnmpsa stop

元のコンテンツ 変更後のコンテンツ

com2sec notConfigUser default public com2sec demouser default public

group notConfigGroup v1 notConfigUser group demogroup v1 demouser

view systemview included system view all included .1

access notConfigGroup "" any noauth exact
systemview none none

access demogroup "" any noauth exact all all all
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AIX の場合

マスタエージェントの設定

ファ イル /etc/snmpd.conf で、 ト ラ ップの送信先を次のよ うに記述してください。

trap community myserver view_name trap_mask

こ こで、 

community はト ラ ップパケッ トにエンコード されるコ ミ ュニティ名を表します。

myserver は、 ト ラ ップの送信先ホス ト名を表します。

view_nameは一意的なオブジェク ト識別子で、数値をド ッ ト (.)で区切った書式で表し
ます。

次に例を示します。 1.3.6.1.4.1.23.2.98. このパラ メータの指定は任意です。 指定がな
い場合は、 デフォル トによ り MIB ツ リー全体が表示されます。 

trap_mask は 16 進数で表します。

上位ビッ トから順に、 coldStart、 warmStart、 linkDown、 linkUp、 authenticationFailure、
egpNeighborLoss、 enterpriseSpecific の各ト ラ ップに対応します。 例の中で、 一番右
の 「98」 とい う値には何の意味もあ り ません。 「1」 になっているビッ トに対応した
ト ラ ップが送信されます。 それ以外の ト ラ ップはブロ ッ ク されます。

例 :

fe      どの ト ラ ップもブロ ッ ク しません (1111 1110)

7e      coldStart ト ラ ップをブロ ッ ク します (0111 1110)

be      warmStart ト ラ ップをブロ ッ ク します (1011 1110)

3e      coldStart ト ラ ップ、 warmStart ト ラ ップをブロ ッ ク します (0011 1110)

マスタエージェントの起動

マスタエージェン ト を起動するには、 次のコマンドを実行します。

/usr/sbin/snmpd

サブエージェントの起動

サブエージェン ト を起動するには、 次のコマンドを実行します。

/etc/ndssnmpsa start

ユーザ名とパスワードを求められたら入力します。 正常に認証される と、 /etc/ndssnmp/
ndssnmp.cfg で INTERACTION = on とい う設定になっている場合は次のメ ッセージが表
示されます。

Do you want to remember password?(Y/N)

こ こで 「Y」 と入力する と、 パスワードが保存されます。 次回は、 パスワードを入力す
るこ とな くサブエージェン ト を起動できます。

「N」 と入力した場合は、 次回もパスワードを求められます。

サブエージェントの停止

サブエージェン ト を停止するには、 次のコマンドを実行して ください。

/etc/ndssnmpsa stop
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HP-UX の場合

HP-UX の場合、EMANATE SNMP とい うネイティブマスタエージェン トがあ り ます。マ
スタエージェン ト を設定する場合、プロキシ SNMP エージェン トの設定も必要です。プ
ロキシエージェン トの設定には NAA(Native Adapter Agenet) を使います。NAA には、サー
ドパーティ製 SNMP エージェン トが、HP-UX SNMP マスタエージェン ト (snmpdm) と協
調して動作できるよ うにする働きがあ り ます。 こ こでは NET-SNMP マスタエージェン
トが、サードパーティ製 SNMP エージェン トに相当します。NET-SNMP マスタエージェ
ン トは、 NAA の設定と同じ非標準 UDP ポート を リ ッスンする必要があ り ます。 

詳し くは、 350 ページの 「ネイティブエージェン ト アダプタ (NAA) の起動と設定」 およ
び 350 ページの 「NET-SNMP マスタエージェン トの起動 / 設定」 を参照して ください。

eDirectory SNMP サブエージェン ト 、 NET-SNMP マスタエージェン ト 、 NAA エージェン
ト、HP-UX EMANATE マスタエージェン ト 、SNMP コンソール間のデータの流れを図に
示します。

図 34 SNMP データの流れ

HP-UX SNMP マスタエージェントの起動

HP-UX SNMP マスタエージェン ト を起動するには、 次のコマンドを実行します。

/etc/snmpd 

または 

/usr/sbin/snmpdm

注 : HP-UX SNMP マスタエージェントを停止するには、「/etc/snmpd -k」と入力します。 

(naaagt)

eDirectory SNMP 
(ndssnmpsa)

HP-UX EMANATE
(snmpdm) SNMP

161

NET-SNMP-5.0.8
(snmpd)

161

SNMP
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ネイティブエージェントアダプタ (NAA) の起動と設定

NAA エージェン ト (naaagt) を起動する前に、次の環境変数をエクスポート しておく必要
があ り ます。

HP_NAA_CNF - NAA 設定ファイル名 

HP_NAA_PORT - NET-SNMP マスタエージェン トが リ ッスンする非標準UDP ポート
番号 

HP_NAA_GET_COMMUNITY - NAAから NET-SNMPマスタエージェン トへのSNMP
要求で使う コ ミ ュニティ名。

次に例を示します。

export HP_NAA_CNF=/etc/ndssnmp/ndssnmpNAA.cfg 

export HP_NAA_PORT=8161 ## Specify any non-standard UDP port

export HP_NAA_GET_COMMUNITY=public 

NAA エージェン トについて詳し くは、 naaagt のマニュアルページを参照して ください。

次のコマンドを実行する と、 NAA エージェン トが起動されます。

/usr/sbin/naaagt

注 : NAA エージェントを起動するには root としてのアクセス権が必要です。

NET-SNMP マスタエージェントの起動 / 設定

NET-SNMP マスタエージェン ト を設定する前に、 まずこれをダウンロード し、 インス
トールしておく必要があ り ます。

1 NET-SNMP バージ ョ ン 5.0.8 tar ファイル (net-snmp-5.0.8-HP-UX_B.11.00_9000_712.tar.gz)
を、 SourceForge.net (http://sourceforge.net/project/showfiles.php?group_id=12694) からダウ
ンロード します。 

2 NET-SNMPバージ ョ ン 5.0.8のバイナリ をインス トールするには、上記 tar ファ イルを
展開します。 

tar ファ イルを展開する と、 NET-SNMP バージ ョ ン 5.0.8 のバイナリが
current_working_directory/usr/local にインス トールされます。

NET-SNMP マスタエージェン ト を、 次の手順で設定します。

ファ イル /etc/ndssnmp/snmpd-net-snmp.conf でホス ト名を設定します。

trapsink myserver public

こ こで myserver は、 ト ラ ップの送信先ホス ト名を表します。

/etc/ndssnmp/snmpd-net-snmp.conf に次の記述がなければ追加します。

master agentx 

注 : NET-SNMP 5.0.8 にはマスタエージェント設定ファイルのサンプルが付属していません。eDirectory
SNMP コンポーネントに付属しているサンプルを使用してください。eDirectory をインストールすると、/
etc/ndssnmp 以下にサンプルファイル snmpd-net-snmp.conf が格納されます。

NET-SNMP 5.0.8 マスタエージェン トは次のコマンドで起動します。

installed_NET-SNMP_directory/usr/local/sbin/snmpd -C -c /etc/ndssnmp/snmpd-
net-snmp.conf 8161

重要 : 設定ファイルを変更した場合、マスタエージェントとサブエージェントを再起動する必要があります。
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サブエージェントの起動

サブエージェン ト を起動するには、 次のコマンドを実行します。

/sbin/init.d/ndssnmpsa start

ユーザ名とパスワードを求められたら入力します。 正常に認証される と、 /etc/ndssnmp/
ndssnmp.cfg で INTERACTION = on とい う設定になっている場合は次のメ ッセージが表
示されます。

Do you want to remember password?(Y/N)

こ こで 「Y」 と入力する と、 パスワードが保存されます。 次回は、 パスワードを入力す
るこ とな くサブエージェン ト を起動できます。

「N」 と入力した場合は、 次回もパスワードを求められます。

サブエージェントの停止

サブエージェン ト を停止するには、 次のコマンドを実行します。

/sbin/init.d/ndssnmpsa stop

SNMP による eDirectory の監視

SNMP の ト ラ ップおよび統計機能を使用して、 eDirectory の動作を監視できます。

ただし、 そのためには、 NCP サーバ、 LDAP グループ、 LDAP サーバオブジェク トに対
して、 次の権利が必要です。

NCP サーバオブジェク トに対するスーパバイザ権

LDAP グループオブジェク トの LDAP Allow Clear Text Password 属性に対する読み込
み権 

LDAP サーバオブジェク トの LDAP TCP Port 属性、LDAP SSL Port 属性に対する読み
込み権

デフォルトでは、ユーザが管理者と してログインした場合、SNMP を使用した eDirectory
サーバの監視で問題が生じるこ とはあ り ません。

トラップ

eDirectory にはト ラ ップを生成するイベン トが全部で 119 種類あ り ます。 ト ラ ップの生
成状況は MIB ブラウザで確認できます。

注 : 42 番、92 番、100 番のトラップは、NetWare の場合しか生成されません。

トラップ

番号

トラップ名 生成される条件

1 ndsCreateEntry 新規オブジェクトがディレクトリに追加されたとき。 

例 :

LDAP ツール、ICE、ConsoleOne®、または iManager などを

使用してオブジェクトを生成したとき。
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2 ndsDeleteEntry 既存のオブジェクトが削除されたとき。

例 : 

LDAP ツール、ICE、ConsoleOne、または iManager を使用

してオブジェクトを削除したとき。

3 ndsRenameEntry 既存のオブジェクト名が変更されたとき。 

例 :

LDAP ツール、ICE、ConsoleOne、または iManager を使用

してオブジェクト名を変更したとき。

4 ndsMoveSourceEntry オブジェクトのコンテキストが変わったとき。このトラップ
により、変更前のコンテキストが通知されます。

例 :

ldapmodrdn や ldapsdk でオブジェクトを移動したとき。

5 ndsAddValue オブジェクトの属性値が追加されたとき。 

例 :

LDAP ツール、ICE、ConsoleOne、または iManager を使用

して、属性に新しい値を追加したとき。

6 ndsDeleteValue オブジェクトの属性値が削除されたとき。

例 :

LDAP ツール、ICE、ConsoleOne、または iManager を使用

して、属性値を削除したとき。

7 ndsCloseStream ストリーム属性が変更されたとき。

8 ndsDeleteAttribute オブジェクトの属性値 ( 単一値と定義されているもの ) が削

除されたとき。

例 :

LDAP ツール、ICE、ConsoleOne、または iManager を使用

して、属性値を削除したとき。

9 ndsCheckSecurityEquiv あるエントリの同等セキュリティベクトルが検査されたとき。

例 :

LDAP ツール、ICE、ConsoleOne、または iManager を使用

して、同等セキュリティ属性を変更したとき。

10 ndsUpdateSecurityEquiv あるエントリの同等セキュリティベクトルが変更されたとき。

例 :

LDAP ツール、ICE、ConsoleOne、または iManager を使用

して、同等セキュリティ属性を変更したとき。

トラップ

番号

トラップ名 生成される条件
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11 ndsMoveDestEntry オブジェクトのコンテキストが変わったとき。このトラップ
により、変更後のコンテキストが通知されます。

例 :

ldapmodrdn や ldapsdk でオブジェクトを移動したとき。

12 ndsDeleteUnusedExtref バックリンクオブジェクトが削除されたとき。

13 ndsAgentOpenLocal ローカルディレクトリエージェントがオープンされたとき。

例 :

無人修復を実行したとき。

14 ndsAgentCloseLocal ローカルディレクトリエージェントがクローズされたとき。

例 :

無人修復を実行したとき。

15 ndsDSABadVerb DSAgent 要求に関連づけられた動詞番号が正しくないとき。

例 :

DClient 呼び出しを使用して、eDirectory に不正なバーブ要求

を送ったとき。

16 ndsMoveSubtree コンテナがそれに含まれるオブジェクトと共に移動された
とき。

例 :LDAP ツール、ICE、ConsoleOne、または iManager を使

用して、パーティションを他のコンテキストに移動したとき。

17 ndsNoReplicaPointer レプリカにレプリカポインタが関連づけられていないとき。

18 ndsSyncInEnd インバウンド同期が終了したとき。

19 ndsBacklinkSecurEquiv バックリンク操作により、オブジェクトの同等セキュリティ
ベクトルが更新されたとき。

例 :

LDAP ツール、ICE、ConsoleOne、または iManager を使用

して、同等セキュリティ属性を変更したとき。

20 ndsBacklinkOperPrivChg バックリンク操作により、オブジェクトのコンソールオペ
レータ特権が変更されたとき。

21 ndsDeleteSubtree コンテナオがそれに含まれるオブジェクトと共に削除され
たとき。

22 ndsReferral 参照が作成されたとき。

トラップ

番号

トラップ名 生成される条件
Novell eDirectory の SNMP サポート 353



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
23 ndsUpdateClassDef スキーマクラス定義が更新されたとき。 

例 :

新規クラスまたは属性をプライマリサーバに追加し、LDAP
ツール、ICE、ConsoleOne、または iManager を使用してセ

カンダリサーバと同期を取った場合、このトラップが生成さ
れます。

24 ndsUpdateAttributeDef スキーマ属性定義が更新されたとき。

例 :

新規属性をプライマリサーバに追加し、セカンダリサーバ側
で、LDAP ツール、ICE、ConsoleOne、または iManager を
使用して同期したとき。

25 ndsLostEntry eDirectory のローカルサーバには存在しないはずのエントリ

に対する更新要求があったとき。

26 ndsPurgeEntryFail パージ処理に失敗したとき。

27 ndsPurgeStart パージ処理を開始したとき。

例 :

dstrace を実行し、ndstrace=*j と設定したとき。

28 ndsPurgeEnd パージ処理が終了したとき。

例 :

dstrace を実行し、ndstrace=*j と設定したとき。

29 ndsLimberDone リンバ処理が終了したとき。

例 :

Dstraceを設定して、所定の時間間隔でリンバを開始したとき。

30 ndsPartitionSplitDone パーティション分割処理が終了したとき。

例 :

ConsoleOne または iManager を使用して、パーティションを

作成したとき。

31 ndsSyncServerOutStart ある特定のサーバに同期するアウトバウンド同期処理が起
動されたとき。

例 :

dstrace の設定により、所定の時間間隔でアウトバウンド同

期処理が起動されたとき。

トラップ

番号

トラップ名 生成される条件
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32 ndsSyncServerOutEnd ある特定のサーバに同期するアウトバウンド同期処理が終
了したとき。

例 :

dstrace の設定により、所定の時間間隔でアウトバウンド同

期処理が起動され、終了したとき。

33 ndsSyncPartitionStart パーティション同期処理が起動されたとき。

例 :

あるコンテナをパーティション分割したとき。

34 ndsSyncPartitionEnd パーティション同期処理が終了したとき。

例 :

あるコンテナをパーティション分割したとき。

35 ndsMoveTreeStart サブツリーの移動処理が起動されたとき。 

パーティションの移動に伴い、サブツリーも移動します。

例 :

ConsoleOne または iManager を使用して、パーティションを

作成し、他のコンテナに移動したとき。

36 ndsMoveTreeEnd サブツリーの移動処理が終了したとき。

パーティションの結合処理に伴い、サブツリーも移動します。

例 :

ConsoleOne または iManager を使用して、パーティションを

作成し、他のコンテナに移動したとき。

37 ndsJoinPartitionDone パーティションの結合処理が終了したとき。

例 :

ConsoleOne または iManager を使用して、パーティションを

作成し、他のパーティションと結合したとき。

38 ndsPartitionLocked パーティションがロックされたとき ( 結合処理の際など )。

例 :

ConsoleOne または iManager を使用して、パーティションを

作成したとき。

39 ndsPartitionUnlocked パーティションのロックが解除されたとき ( 結合処理が終了

したときなど )。

例 :

ConsoleOne または iManager を使用して、パーティションを

作成したとき。

トラップ

番号

トラップ名 生成される条件
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40 ndsSchemaSync スキーマの同期処理が起こったとき。

例 :

ldapsdk schsync のスケジュール設定により、スキーマの同

期処理が始まったとき。

41 ndsNameCollision 他のサーバにある別のオブジェクトと名前が重複 ( 衝突 ) し
たとき。

例 :

iMonitor を使用して、プライマリサーバとセカンダリサーバ

のアウトバウンド同期処理を無効にし、LDAP ツールを使用

して両サーバにユーザオブジェクトを追加します。その後、
iMonitor でアウトバウンド同期処理を実行した場合、衝突が

起こります。

42 ndsNLMLoaded NetWare で、NLMTM プログラムがロードされたとき。 

このトラップは NetWare でのみ発生します。

例 :

nldap.nlm をロードまたはアンロードしたとき。

43 ndsChangeModuleState eDirectoryモジュール(NLM/DLM)がロードまたはアンロード

されたとき。

例 :

nldap モジュールをロードまたはアンロードしたとき。

44 ndsLumberDone バックグラウンドでのリンバ処理が始まったとき。

45 ndsBacklinkProcDone バックリンク処理が終了したとき。

例 :

dstrace の設定により、所定の時間間隔でバックリンク処理

が起動され、終了したとき。

46 ndsServerRename サーバ名が変更されたとき。

例 :

ldapmodrdn または ldapsdk を使用して、サーバ名を変更した

とき。

47 ndsSyntheticTime 将来のタイムスタンプを付与したオブジェクトが作成され
たとき。eDirectory サーバの同期に際しては、合成時刻とし

て扱うことになります。

例 :

ndsconfig を使用して、セカンダリサーバをツリーに追加し

たとき。

トラップ

番号

トラップ名 生成される条件
356   Novell eDirectory 8.7.3 管理ガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
48 ndsServerAddressChange リンバによりサーバ参照が変更されたとき。

例 :

サーバの IP アドレスを変更して ndsd を再起動したとき。

49 ndsDSARead エントリが読み出されたとき。

eDirectory を対象とする操作があれば、必ずこのトラップが

生成されます。

例 :

ldapsearch を実行したとき。

50 ndsLogin eDirectory へのログインがあったとき。

例 :

ndslogin を使用してツリーにログインしたとき。

51 ndsChangePassword パスワードが変更されたとき。

例 :

ldapmodifyを使用してユーザオブジェクトのパスワードを変

更したとき。

52 ndsLogout eDirectory からログアウトされたとき。

例 :

Novell クライアントからツリーへの接続を切ったとき。

53 ndsAddReplica サーバパーティションにレプリカが追加されたとき。

例 :

ndsconfig を使用してツリーに新規レプリカを追加したとき。

54 ndsRemoveReplica レプリカが削除されたとき。

例 :

ConsoleOne または iManager を使用して、あるサーバからレ

プリカを削除したとき。

55 ndsSplitPartition パーティションが分割されたとき。

例 :

ConsoleOne または iManager を使用して、パーティションを

作成したとき。

56 ndsJoinPartition ペアレントパーティションにチャイルドパーティションが
結合されたとき。

例 :

パーティションを作成し、ConsoleOne または iManager を使

用して結合したとき。

トラップ

番号

トラップ名 生成される条件
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57 ndsChangeReplicaType パーティションのレプリカタイプが変更されたとき。

例 :

レプリカタイプをマスタから読み書き用に変更したとき。

58 ndsAddEntry 新規オブジェクトが追加されたとき。

例 :

ConsoleOne または iManager を使用して、新規オブジェクト

を追加したとき。

59 ndsAbortPartitionOp パーティションに関する処理が中断されたとき。

例 :

コンテナのパーティション分割処理を実行し、途中で中断し
たとき。

60 ndsRecvReplicaUpdates 同期処理中に、レプリカ側で更新通知を受け取ったとき。

例 :

複数のサーバツリーから成る構成の eDirectory サーバで、レ

プリカを保持しているサーバに対して更新要求を送った場
合。この操作は ConsoleOne や iManager で実行できます。

61 ndsRepairTimeStamps レプリカのタイムスタンプが修復されたとき。

例 :

dsrepair(UNIX の場合は ndsrepair、Wiindows の場合は

NSDCons) を使用して、タイムスタンプの DIB 修復処理を実

行したとき。

62 ndsSendReplicaUpdates 同期処理中にレプリカが更新されたとき。

例 :

複数のサーバツリーから成る構成の eDirectory サーバで、レ

プリカを保持しているサーバに対して更新要求を送った場
合。この操作は ConsoleOne や iManager で実行できます。

63 ndsVerifyPass パスワードが正しいと確認されたとき。

例 :

無効になったパスワードを変更する際、確認のために入力さ
せた旧パスワードが正しいと確認されたとき。

64 ndsBackupEntry エントリがバックアップされたとき。

例 :

dsbackup ユーティリティ (UNIX の場合は ndsbackup、
Windows の場合は NDSCons) を使用して、eDirectory オブ

ジェクトをバックアップしたとき。

トラップ

番号

トラップ名 生成される条件
358   Novell eDirectory 8.7.3 管理ガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
65 ndsRestoreEntry エントリが復元されたとき。

例 :

dsbackup ユーティリティ (UNIX の場合は ndsbackup、
Windows の場合は NDSCons) を使用して、バックアップさ

れていた eDirectory オブジェクトを復元したとき。

66 ndsDefineAttributeDef スキーマに属性定義が追加されたとき。

例 :

eDirectory ツリースキーマに属性定義を追加して拡張したと

き。ZENWorks®、NMASTM などといった eDirectory 用アプリ

ケーションをインストールすると、スキーマは拡張されま
す。また、ConsoleOne や iManager、UNIX 用スキーマ拡張

ユーティリティ ndssch でも拡張できます。

67 ndsRemoveAttributeDef スキーマから属性定義が削除されたとき。

例 :

eDirectory ツリースキーマから属性定義を削除したとき。属

性は、ConsoleOne や iManager、UNIX 用スキーマ拡張ユー

ティリティ ndssch を使用して削除できます。

68 ndsRemoveClassDef スキーマからクラス定義が削除されたとき。

例 :

eDirectory ツリースキーマからオブジェクトクラス定義を削

除したとき。オブジェクトクラスは、ConsoleOne や

iManager、UNIX 用スキーマ拡張ユーティリティndssch を使

用して削除できます。

69 ndsDefineClassDef スキーマにクラス定義が追加されたとき。

例 :

eDirectory ツリースキーマにクラス定義を追加して拡張した

とき。ZENWorks、NMAS などといった eDirectory 用アプリ

ケーションをインストールすると、スキーマは拡張されま
す。また、ConsoleOne や iManager、UNIX 用スキーマ拡張

ユーティリティ ndssch でも拡張できます。

70 ndsModifyClassDef クラス定義が変更されたとき。

例 :

既存のオブジェクトクラスや属性定義を変更したとき。

71 ndsResetDSCounters eDirectory に内蔵されたカウンタがリセットされたとき。

72 ndsRemoveEntryDir エントリに関連づけられたディレクトリが削除されたとき。

トラップ

番号

トラップ名 生成される条件
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73 ndsCompAttributeValue 属性値が比較されたとき。

例 :

属性値を他のオブジェクトの属性値と比較したとき。ユーザ
オブジェクトを対象とする LDAP 検索により、入力された値

と電話番号が一致するかどうか検査するような場合。

74 ndsOpenStream ストリーム属性がオープンまたはクローズされたとき。

例 :

読み込み用または書き出し用としてストリームを生成した、
あるいはオープンしたとき。ユーザオブジェクトのログイン
スクリプトを作成したとき。DIB ディレクトリ以下にファイ

ルが生成される結果、このトラップが発生します。

75 ndsListSubordinates コンテナオブジェクトに対して、それに含まれるエントリの
リストを取得する処理が実行されたとき。この処理では、コ
ンテナオブジェクトの直下にあるエントリのみが検索の対
象となります。

例 : 

ConsoleOne または iManager を使用して、コンテナオブジェ

クトをクリックすることにより、これに含まれるオブジェク
トを一覧表示しようとしたとき。

76 ndsListContainerClasses エントリに対して、これを含めることができるクラスのリス
トを取得する処理が実行されたとき。 

例 :

あるオブジェクトについて、これを含めることができるクラ
ス ( コンテナクラス ) を一覧表示しようとしたとき。

ユーザオブジェクトに対してクエリを行った場合、そのオブ
ジェクトを含めることができるコンテナクラスは、組織、部
署、およびドメインクラスです。

77 ndsInspectEntry エントリの検査処理が実行されたとき。

例 :

あるエントリについて、これまでにエラーが発生したことが
あるかどうかを検査しようとしたとき。バックグラウンドで
eDirectory のフラットクリーナ処理を実行する際にこのイベ

ントが発生する結果、トラップが送られることになります。

78 ndsResendEntry エントリの再送信処理が実行されたとき。

例 :

レプリカの作成処理中に、エントリの再送信が起こったと
き。サーバ間の接続に問題があり、オブジェクトの送信に失
敗したような場合に起こります。

トラップ

番号

トラップ名 生成される条件
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79 ndsMutateEntry エントリの変換処理が実行されたとき。

例 :

バインダリオブジェクトクラスからユーザオブジェクトク
ラスに変換したとき。

80 ndsMergeEntries 2 つのエントリがマージされたとき。

例 :

2 つのユーザオブジェクトをマージしたとき。

Entry2(ndsEntryName2) を Entry(ndsEntryName) にマージ

したような場合。

81 ndsMergeTree 2 つの eDirectory ツリーがマージされたとき。

例 :

dsmerge(UNIX の場合は ndsmerge、Windows の場合は

NDSCons) を使用して、2 つの eDirectory ツリーをマージした

とき。

82 ndsCreateSubref サブオーディネートリファレンスが生成されたとき。

例 :

チャイルドパーティションのレプリカをサーバから削除し
たとき。自動的にサブオーディネートリファレンスのレプリ
カが生成され、その結果トラップが発生します。

83 ndsListPartitions パーティションのリスト取得処理が実行されたとき。

例 :

ConsoleOne や iManager を使い、パーティションビューやス

キーマビューでeDirectoryサーバオブジェクトをクリックする

ことにより、サーバ上のパーティションを一覧表示したとき。

84 ndsReadAttribute 属性値が読み出されたとき。

例 :

ツリーの検索処理を実行したとき。

85 ndsReadReferences エントリの参照が読み出されたとき。

86 ndsUpdateReplica パーティションレプリカに対して、レプリカの更新処理が実
行されたとき。

例 :

あるサーバからユーザを削除したとき。他のサーバ上のレプリ
カでもこれを削除しようとするため、更新処理が起こります。

トラップ

番号

トラップ名 生成される条件
Novell eDirectory の SNMP サポート 361



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
87 ndsStartUpdateReplica パーティションレプリカに対して、レプリカの更新開始処理
が開始されたとき。

例 :

あるサーバからユーザを削除したとき。他のサーバ上のレプリ
カでもこれを削除しようとするため、更新処理が起こります。

88 ndsEndUpdateReplica パーティションレプリカに対して、レプリカの更新処理が実
行され、終了したとき。 

例 :

あるサーバからユーザを削除したとき。他のサーバ上のレプリ
カでもこれを削除しようとするため、更新処理が起こります。

89 ndsSyncPartition パーティションレプリカに対して、パーティションの同期処
理が実行されたとき。

例 :

あるパーティションからユーザを削除したとき。ndstrace を

使うと同期処理の状況を見ることができます。

90 ndsSyncSchema ルートのマスタレプリカが、そのスキーマをサーバと同期さ
せる要求を受け取ったとき。

例 :

ConsoleOne から［ウィザード］>［スキーマ］と操作する

か、LDAP ツールまたは ndssch ユーティリティを使用して

新規クラスを追加したとき。

91 ndsCreateBackLink バックリンクが生成されたとき。ローカルには存在しないオ
ブジェクトが参照されると、バックリンクが生成されます。
例 : 複数のサーバから成る構成で、いくつかのユーザを含む

パーティションを生成したとします。サーバの 1 つからこの

パーティションを削除すると、サブオーディネートリファレ
ンスが生成されます。このとき、削除されたパーティション
に存在していたユーザを参照するバックリンクが生成され
ます。

92 ndsCheckConsoleOperator バックリンカにより、コンソールオペレータの権利が検査さ
れたとき。

このトラップは NetWare でのみ発生します。

93 ndsChangeTreeName ツリー名が変更されたとき。

例 :

マージユーティリティdsmerge/ndsmerge を使用してツリー

名を変更したとき。

94 ndsStartJoinPartition パーティションの結合処理が始まったとき。

例 :

ConsoleOne または LDAP ツールを使用して、パーティショ

ンを結合したとき。

トラップ

番号

トラップ名 生成される条件
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95 ndsAbortJoinPartition パーティションの結合処理が中断されたとき。

例 :

ConsoleOne または LDAP ツールを使用して、パーティショ

ンを結合したとき。

96 ndsUpdateSchema スキーマ更新処理が実行されたとき。

例 :

ConsoleOne から［ウィザード］>［スキーマ］と操作する

か、LDAP ツールまたは ndssch ユーティリティを使用して

新規クラスを追加したとき。

97 ndsStartUpdateSchema スキーマ更新処理が開始されたとき。

例 :

ConsoleOne から［ウィザード］>［スキーマ］と操作する

か、LDAP ツールまたは ndssch ユーティリティを使用して

新規クラスを追加したとき。

98 ndsEndUpdateSchema スキーマ更新処理が終了したとき。

例 :

ConsoleOne から［ウィザード］>［スキーマ］と操作する

か、LDAP ツールまたは ndssch ユーティリティを使用して

新規クラスを追加したとき。

99 ndsMoveTree ツリー移動処理が実行されたとき。

例 :

パーティションをあるコンテナから別のコンテナに移動し
たとき。

100 ndsReloadDS DS が再ロードされたとき。 

このトラップは NetWare でのみ発生します。

例 :

dstrace=* と設定したとき。

101 ndsConnectToAddress 特定のアドレスとの間で接続が確立されたとき。

例 :

ConsoleOneまたは iManagerを使用してツリーをブラウズし

たとき。

102 ndsSearch 検索処理が実行されたとき。

例 :

LDAPツールを使用してツリーに対する ldapsearchを実行し

たとき。

トラップ

番号

トラップ名 生成される条件
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103 ndsPartitionStateChange パーティションが作成または削除されたとき。

例 :

新規パーティションを作成したとき。

104 ndsRemoveBacklink 使われていない外部参照が削除され、該当するオブジェクト
を保持しているサーバに対して、バックリンク削除要求が送
られたとき。

105 ndsLowLevelJoinPartition パーティションの結合処理中に、低レベルの結合処理が実行
されたとき。

例 :

ConsoleOne、iManager、または LDAP ツールを使用して、

パーティションを結合したとき。

106 ndsCreateNameBase eDirectory ネームベースが作成されたとき。

107 ndsChangeSecurityEquals 同等セキュリティ属性が変更されたとき。

例 :

ConsoleOne または iManager を使用して、あるユーザの同等

セキュリティを変更し、管理者と同等にしたとき。

108 ndsRemoveEntry eDirectory からエントリが削除されたとき。

例 :

ConsoleOne または iManager を使用して、ユーザを削除した

とき。

109 ndsCRCFailure 断片化した NCP 要求を構成し直す際に、CRC( 冗長巡回検査 )
エラーが発生したとき。

110 ndsModifyEntry eDirectory エントリが変更されたとき。

例 :

ConsoleOne または iManager を使用して、ユーザの属性を変

更したとき。

111 ndsNewSchemaEpoch スキーマが DSRepair でリセットされたとき。

例 :

UNIX 上で、ndsrepair -S-Ad を使用して新しいスキーマエポッ

クを作成したとき。

112 ndsLowLevelSplitPartition パーティションを作成する際に、低レベル分割処理が実行さ
れたとき。

例 :

ConsoleOne、iManager、または LDAP ツールを使用して、

パーティションを作成したとき。

113 ndsReplicaInTransition レプリカが追加または削除されたとき。

トラップ

番号

トラップ名 生成される条件
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114 ndsAclModify オブジェクトのトラスティが変更された、すなわち ACL( ア
クセス制御リスト ) オブジェクトが変更されたとき。

例 : 

LDAP ツール、ICE、ConsoleOne、または iManager を使用し

て、オブジェクトのトラスティを追加、変更、削除したとき。

115 ndsLoginEnable ユーザアカウントを有効にする要求をサーバから受け取っ
たとき。

例 : 

LDAP ツール、ICE、ConsoleOne、または iManager を使用

して、アカウント属性を無効から有効に変更したとき。

116 ndsLoginDisable ユーザアカウントを無効にする要求をサーバから受け取っ
たとき。

例 : 

LDAP ツール、ICE、ConsoleOne、または iManager を使用

して、アカウント属性を有効から無効に変更したとき。

117 ndsDetectIntruder 不正侵入を検出したため、ユーザアカウントがロックされた
とき。

例 :

LDAP ツール、ICE、ConsoleOne、または iManager を使用

して Intruder 属性を設定することにより、ユーザアカウント

をロックしたとき。

2001 ndsServerStart サブエージェントが eDirectory サーバに、正常に再接続でき

たとき。このトラップには 2 つの変数が含まれています。

ndsTrapTime: サブエージェントがeDirectoryサーバに再接

続した時刻を、1970 年 1 月 1 日午前 0 時 ( 万国標準時 ) か
らの経過秒数で表します。 

ndsServerName:サブエージェントが再接続した eDirectory
サーバを表します。

例 :

サブエージェントが稼動したままの状態でいったんeDirectory
サーバを停止し、再び起動したとき。

トラップ

番号

トラップ名 生成される条件
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トラップに関する設定

ト ラ ップに関する設定の手順はプラ ッ ト フォームによって異な り ます。

NetWare の場合

NetWare では、 dssnmpsa を使用して ト ラ ップに関する設定を行います。 これは sys:\etc\
ディ レク ト リにあ り ます。 このユーティ リ ティの機能と しては、 ト ラ ップの有効 / 無効
の切り替え、 各ト ラ ップ間の時間間隔の設定、 デフォル トの時間間隔の設定、 操作に失
敗した場合の ト ラ ップの有効化、 すべての ト ラ ップのリ ス ト表示などがあ り ます。

dssnmpsa の使用法に関するヘルプを表示するには、コマンド ラインで「help dssnmpsa」
と入力します。

使用法 :

dssnmpsa trap commands

NetWare の ト ラ ップコマンドについては、 367 ページの 「NetWare の ト ラ ップコマンド」
を参照して ください。

2002 ndsServerStop サブエージェントと eDirectory サーバとの接続が失われたと

き。このトラップには 2 つの変数が含まれています。

ndsTrapTime:サブエージェントがeDirectoryサーバと切断

された時刻を、1970 年 1 月 1 日午前 0 時 ( 万国標準時 )
からの経過秒数で表します。

ndsServerName:サブエージェントがそれまで接続されて

いた eDirectory サーバを表します。

例 :

サブエージェントが稼動中にeDirectoryサーバを停止したとき。

プラットフォーム ユーティリティ

NetWare dssnmpsa

Windows ndssnmpcfg

UNIX ndssnmpconfig

トラップ

番号

トラップ名 生成される条件
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NetWare のトラップコマンド

トラップコマンド 説明 使用法

DISABLE トラップを無効にするコマンド。NMS
は、トラップが送られてきても受け取ら
ないようになります。

dssnmpsa "DISABLE trapSpec"

trapSpec は次のいずれかの形式です。

特定のトラップ ( 次の例では 10 番、11
番、100 番 ) を無効にする場合 :

dssnmpsa "DISABLE 10, 11, 100"

特定のトラップ ( 次の例では 10 番、11
番、100番)以外をすべて無効にする場合:

dssnmpsa "DISABLE ID != 10, 11, 100"

ある範囲の番号のトラップ ( 次の例では

20 ～ 29 番 ) を無効にする場合 :

dssnmpsa "DISABLE 20-29"

トラップをすべて無効にする場合 :

dssnmpsa "DISABLE ALL"

ENABLE トラップを有効にするコマンド。NMS
は、送られてきたトラップを受け取るよ
うになります。

dssnmpsa "ENABLE trapSpec"

trapSpec は次のいずれかの形式で指定

してください。

特定のトラップ ( 次の例では 10 番、11
番、100 番 ) を有効にする場合 :

dssnmpsa "ENABLE 10, 11, 100"

特定のトラップ ( 次の例では 10 番、11
番、100番)以外をすべて有効にする場合:

dssnmpsa "ENABLE ID != 10, 11, 100"

ある範囲の番号のトラップ ( 次の例では

20 ～ 29 番 ) を有効にする場合 :

dssnmpsa "ENABLE 20-29"

トラップをすべて有効にする場合 :

dssnmpsa "ENABLE ALL"
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INTERVAL 時間間隔を設定する、または表示するた
めのコマンド。

ここでいう時間間隔とは、同じトラップ
を繰り返し送る場合に、何秒間の間隔を
おくかを表すものです。 

0～ 2,592,000の範囲 (秒単位 ) で設定し

ます。 

この範囲外の値を指定した場合、デフォ
ルトの時間間隔が指定されたものとみ
なします。 

設定値を 0 とすれば、トラップがすべて

送信されます。

時間間隔の設定値を表示する場合 :

dssnmpsa"213,240,79 INTERVAL"

複数のトラップについて時間間隔を設
定する場合 ( 次の例では 12 番、17 番、

101 番トラップについて 5 秒と設定 ):

dssnmpsa "12 17 101 INTERVAL 5"

デフォルトの時間間隔を表示する場合 :

dssnmpsa "DEFAULT INTERVAL"

デフォルトの時間間隔を設定する場合 :

dssnmpsa "DEFAULT INTERVAL = 10" 

LIST ある条件を満たすトラップ番号を一覧
表示するコマンド。 

dssnmpsa LIST trapSpec

trapSpec には、トラップ番号のほか、以

下に述べるキーワードで条件を指定で
きます。

ALL、ENABLED、DISABLED、FAILED、

またはこれらを論理演算子でつないだ
もの。

例 : 

有効なトラップをすべて、名称を添えて
表示 :

dssnmpsa LIST ENABLED

無効なトラップをすべて、名称を添えて
表示 :

dssnmpsa LIST DISABLED

119 種類すべてのトラップについて、名

称を添えて表示 :

dssnmpsa LIST ALL

特定の番号 ( 次の例では 12 番、224 番、

300 番 ) のトラップについて、名称を添

えて表示 :

dssnmpsa LIST ID = 12,224,300

特定の番号 ( 次の例では 12 番、224 番、

300 番 ) 以外のトラップをすべて、名称

を添えて表示 :

dssnmpsa LIST ID != 12,224,300

有効なエラートラップをすべて、名称を
添えて表示 :

dssnmpsa LIST FAILED

トラップコマンド 説明 使用法
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Windows の場合

Windows では、 ndssnmpcfg を使用して ト ラ ップに関する設定を行います。 このユーティ
リ ティは install_path\snmp\ ディ レク ト リにあ り ます。 このユーティ リ テ ィの機能と して
は、 ト ラ ップの有効 / 無効の切り替え、 各ト ラ ップ間の時間間隔の設定、 デフォル トの
時間間隔の設定、 操作に失敗した場合の ト ラ ップの有効化、 すべての ト ラ ップの リ ス ト
表示などがあ り ます。

使用法 :

ndssnmpcfg -h [hostname[:port]] -p password -a userFDN -c command

READ_CFG 設定ファイルndstrap.cfgを参照して、ディ

レクトリ構成を再設定するコマンド。

環境設定ファイルの設定に加えられた
変更はすべて有効になります。いくつも
のコマンドを ndstrap.cfg に記述してお

き、ひとまとめにして実行する、という
使い方を主として想定したユーティリ
ティです。

ndstrap.cfg は sys:\etc\ 以下にあります。

ndstrap.cfg ファイルでは、トラップの環

境設定に使用されるオペレーショナルパ
ラメータを設定し、SNMP トラップの操

作を設定する方法を指定します。この
ファイルは、READ_CFG コマンドにより

起動される、トラップの環境設定ユー
ティリティndssnmpconfigが参照します。

dssnmpsa "READ_CFG"

FAILURE エラートラップをすべて表示するコマ
ンド。 

エラートラップとは、イベントの失敗時
に生成されるトラップのことです。

注: エラートラップをいったん無効にし、

「enable trapid」コマンドで再び有効にす

ると、エラートラップではなく、正常に
処理されたことを表すトラップとして
扱われるようになります。

dssnmpsa "FAILURE trapSpec"

trapSpec には、トラップ番号をコンマま

たはスペースで区切って指定するほか、
キーワード「ALL」や論理式を指定でき

ます。

例 :

複数のトラップをエラートラップと設定:

dssnmpsa "FAILURE 10,11,100"

指定した番号以外のすべてのトラップ
をエラートラップと設定 :

dssnmpsa "FAILURE ID != 24,30"

すべてのトラップをエラートラップと
設定 :

dssnmpsa "FAILURE ALL"

トラップコマンド 説明 使用法
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Windows のトラップコマンド

パラメータ 説明

-h DNS ホスト名または IP アドレス

-p 認証に使う userFDN パスワード

-a 管理者権を持つユーザの完全識別名

-c トラップコマンド (370 ページの「Windows のトラップコマンド」を参照 )

トラップコマンド 説明 使用法

DISABLE トラップを無効にするコマンド。NMS
は、トラップが送られてきても受け取
らないようになります。

特定のトラップ (次の例では 10番、11番、

100 番 ) を無効にする場合 :

ndssnmpcfg "DISABLE 10, 11, 100"

特定のトラップ (次の例では 10番、11番、

100 番 ) 以外をすべて無効にする場合 :

ndssnmpcfg "DISABLE ID != 10, 11, 100"

ある範囲の番号のトラップ ( 次の例では

20 ～ 29 番 ) を無効にする場合 :

ndssnmpcfg "DISABLE 20-29"

トラップをすべて無効にする場合 :

ndssnmpcfg "DISABLE ALL"

ENABLE トラップを有効にするコマンド。NMS
は、送られてきたトラップを受け取る
ようになります。

ndssnmpcfg "ENABLE trapSpec"

trapSpec は次のいずれかの形式で指定し

てください。

特定のトラップ (次の例では 10番、11番、

100 番 ) を有効にする場合 :

ndssnmpcfg "ENABLE 10, 11, 100"

特定のトラップ (次の例では 10番、11番、

100 番 ) 以外をすべて有効にする場合 :

ndssnmpcfg "ENABLE ID != 10, 11, 100"

ある範囲の番号のトラップ ( 次の例では

20 ～ 29 番 ) を有効にする場合 :

ndssnmpcfg "ENABLE 20-29"

トラップをすべて有効にする場合 :

ndssnmpcfg "ENABLE ALL"
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INTERVAL 時間間隔を設定する、または表示する
ためのコマンド。

ここでいう時間間隔とは、同じトラッ
プを繰り返し送る場合に、何秒間の間
隔をおくかを表すものです。 

0 ～ 2,592,000 の範囲 ( 秒単位 ) で設定

します。 

この範囲外の値を指定した場合、デ
フォルトの時間間隔が指定されたもの
とみなします。 

設定値を 0 とすれば、トラップがすべ

て送信されます。

時間間隔の設定値を表示する場合 :

ndssnmpcfg "213,240,79 INTERVAL"

複数のトラップについて時間間隔を設定
する場合 ( 次の例では 12 番、17 番、101
番トラップについて 5 秒と設定 ):

ndssnmpcfg "12 17 101 INTERVAL 5"

デフォルトの時間間隔を表示する場合 :

ndssnmpcfg "DEFAULT INTERVAL"

デフォルトの時間間隔を設定する場合 :

ndssnmpcfg "DEFAULT INTERVAL=10"

LIST ある条件を満たすトラップ番号を一覧
表示するコマンド。 

ndssnmpcfg LIST trapSpec

trapSpec には、トラップ番号のほか、以

下に述べるキーワードで条件を指定でき
ます。

ALL、ENABLED、DISABLED、FAILED、ま
たはこれらを論理演算子でつないだもの。

例 : 

有効なトラップをすべて、名称を添えて
表示 :

ndssnmpcfg LIST ENABLED

無効なトラップをすべて、名称を添えて
表示 :

ndssnmpcfg LIST DISABLED

119 種類すべてのトラップについて、名称

を添えて表示 :

ndssnmpcfg LIST ALL

特定の番号 ( 次の例では 12 番、224 番、

300 番 ) のトラップについて、名称を添え

て表示 :

ndssnmpcfg LIST ID = 12,224,300

特定の番号 ( 次の例では 12 番、224 番、

300 番 ) 以外のトラップをすべて、名称を

添えて表示 :

ndssnmpcfg LIST ID != 12,224,300

有効なエラートラップをすべて、名称を
添えて表示 :

ndssnmpcfg LIST FAILED

トラップコマンド 説明 使用法
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UNIX

UNIX では、 ndssnmpconfig を使用して ト ラ ップに関する設定を行います。 これは /etc/
ndssnmp/ ディレク ト リにあ り ます。 このユーティ リ ティの機能と しては、 ト ラ ップの有
効 / 無効の切り替え、各ト ラ ップ間の時間間隔の設定、デフォルトの時間間隔の設定、操
作に失敗した場合のト ラ ップの有効化、すべてのト ラ ップのリ ス ト表示などがあ り ます。

使用法 :

ndssnmpconfig -h [hostname[:port]] -p password -a userFDN -c command

READ_CFG 設定ファイルndstrap.cfgを参照して、

ディレクトリ構成を再設定するコマ
ンド。

環境設定ファイルの設定に加えられた
変更はすべて有効になります。いくつ
ものコマンドを ndstrap.cfg に記述して

おき、ひとまとめにして実行する、と
いう使い方を主として想定したユー
ティリティです。

ファイル ndstrap.cfg はディレクトリ

install directory\SNMP にあります。

ndstrap.cfg ファイルでは、トラップの

環境設定に使用されるオペレーショナ
ルパラメータを設定し、SNMP トラッ

プの操作を設定する方法を指定しま
す。このファイルは、READ_CFG コマ

ンドにより起動される、トラップの環
境設定ユーティリティndssnmpcfgが参

照します。

ndssnmpcfg "READ_CFG"

FAILURE エラートラップをすべて表示するコマ
ンド。 

エラートラップとは、イベントの失敗
時に生成されるトラップのことです。

注 : エラートラップをいったん無効に

し、「enable trapid」コマンドで再び有

効にすると、エラートラップではなく、
正常に処理されたことを表すトラップ
として扱われるようになります。

ndssnmpcfg "FAILURE trapSpec" 

trapSpec には、トラップ番号をコンマまた

はスペースで区切って指定するほか、キー
ワード「ALL」や論理式を指定できます。

例 :

複数のトラップをエラートラップと設定 :

ndssnmpcfg "FAILURE 10,11,100"

指定した番号以外のすべてのトラップを
エラートラップと設定 :

ndssnmpcfg "FAILURE ID != 24,30"

すべてのトラップをエラートラップと
設定 :

ndssnmpcfg "FAILURE ALL"

トラップコマンド 説明 使用法
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UNIX のトラップコマンド

パラメータ 説明

-h DNS ホスト名または IP アドレス

-p 認証に使う userFDN パスワード

-a 管理者権を持つユーザの完全識別名

-c トラップコマンド (373 ページの「UNIX のトラップコマンド」を参照 )

トラップコマンド 説明 使用法

DISABLE トラップを無効にするコマンド。NMS
は、トラップが送られてきても受け取
らないようになります。

特定のトラップ ( 次の例では 10 番、11 番、

100 番 ) を無効にする場合 :

ndssnmpconfig "DISABLE 10, 11, 100"

特定のトラップ ( 次の例では 10 番、11 番、

100 番 ) 以外をすべて無効にする場合 :

ndssnmpconfig "DISABLE ID != 10, 11,
100"

ある範囲の番号のトラップ ( 次の例では

20 ～ 29 番 ) を無効にする場合 :

ndssnmpconfig "DISABLE 20-29"

トラップをすべて無効にする場合 :

ndssnmpconfig "DISABLE ALL"

ENABLE トラップを有効にするコマンド。NMS
は、送られてきたトラップを受け取る
ようになります。

ndssnmpconfig "ENABLE trapSpec"

trapSpec は次のいずれかの形式で指定し

てください。

特定のトラップ ( 次の例では 10 番、11 番、

100 番 ) を有効にする場合 :

ndssnmpconfig "ENABLE 10, 11, 100"

特定のトラップ ( 次の例では 10 番、11 番、

100 番 ) 以外をすべて有効にする場合 :

ndssnmpconfig "ENABLE ID != 10, 11,
100"

ある範囲の番号のトラップ ( 次の例では

20 ～ 29 番 ) を有効にする場合 :

ndssnmpconfig "ENABLE 20-29"

トラップをすべて有効にする場合 :

ndssnmpconfig "ENABLE ALL"
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INTERVAL 時間間隔を設定する、または表示する
ためのコマンド。

ここでいう時間間隔とは、同じトラッ
プを繰り返し送る場合に、何秒間の間
隔をおくかを表すものです。 

0 ～ 2,592,000 の範囲 ( 秒単位 ) で設定

します。 

この範囲外の値を指定した場合、デ
フォルトの時間間隔が指定されたもの
とみなします。 

設定値を 0 とすれば、トラップがすべ

て送信されます。

時間間隔の設定値を表示する場合 :

ndssnmpconfig "213,240,79 INTERVAL"

複数のトラップについて時間間隔を設定
する場合 ( 次の例では 12 番、17 番、101
番トラップについて 5 秒と設定 ):

ndssnmpconfig "12 17 101 INTERVAL 5"

デフォルトの時間間隔を表示する場合 :

ndssnmpconfig "DEFAULT INTERVAL"

デフォルトの時間間隔を設定する場合 :

ndssnmpconfig "DEFAULT INTERVAL=10"

LIST ある条件を満たすトラップ番号を一覧
表示するコマンド。 

ndssnmpconfig LIST <trapSpec>

trapSpec には、トラップ番号のほか、以

下に述べるキーワードで条件を指定でき
ます。

ALL、ENABLED、DISABLED、FAILED、ま

たはこれらを論理演算子でつないだもの。

例 : 

有効なトラップをすべて、名称を添えて
表示 :

ndssnmpconfig LIST ENABLED

無効なトラップをすべて、名称を添えて
表示 :

ndssnmpconfig LIST DISABLED

119 種類すべてのトラップについて、名称

を添えて表示 :

ndssnmpconfig LIST ALL

特定の番号 ( 次の例では 12 番、224 番、

300 番 ) のトラップについて、名称を添え

て表示 :

ndssnmpconfig LIST ID = 12,224,300

特定の番号 ( 次の例では 12 番、224 番、

300 番 ) 以外のトラップをすべて、名称を

添えて表示 :

ndssnmpconfig LIST ID != 12,224,300

有効なエラートラップをすべて、名称を
添えて表示 :

ndssnmpconfig LIST FAILED

トラップコマンド 説明 使用法
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統計情報

376 ページの 「ndsDbCache」

376 ページの 「ndsDbConfig」

377 ページの 「ndsProtoIfOps」

379 ページの 「ndsServerInt」

READ_CFG 設定ファイル ndstrap.cfgを参照して、

ディレクトリ構成を再設定するコマ
ンド。

環境設定ファイルの設定に加えられた
変更はすべて有効になります。いくつ
ものコマンドをndstrap.cfgに記述して

おき、ひとまとめにして実行する、と
いう使い方を主として想定したユー
ティリティです。

ファイル ndstrap.cfg はディレクトリ /
etc/ndssnmp/ にあります。

ndstrap.cfg ファイルでは、トラップの

環境設定に使用されるオペレーショナ
ルパラメータを設定し、SNMP トラッ

プの操作を設定する方法を指定しま
す。このファイルは、READ_CFG コマ

ンドにより起動される、トラップの環
境設定ユーティリティ ndssnmpcfg が

参照します。

ndssnmpconfig "READ_CFG"

FAILURE エラートラップをすべて表示するコマ
ンド。 

エラートラップとは、イベントの失敗
時に生成されるトラップのことです。

注 : エラートラップをいったん無効に

し、「enable trapid」コマンドで再び有

効にすると、エラートラップではなく、
正常に処理されたことを表すトラップ
として扱われるようになります。

ndssnmpconfig "FAILURE trapSpec" 

trapSpec には、トラップ番号をコンマまた

はスペースで区切って指定するほか、キー
ワード「ALL」や論理式を指定できます。

例 :

複数のトラップをエラートラップと設定 :

ndssnmpconfig "FAILURE 10,11,100"

指定した番号以外のすべてのトラップを
エラートラップと設定 :

ndssnmpconfig "FAILURE ID != 24,30"

すべてのトラップをエラートラップと
設定 :

ndssnmpconfig  "FAILURE ALL"

トラップコマンド 説明 使用法
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ndsDbCache

ndsDbConfig

ディレクトリ以下にある管理対象オブジェクト 説明

ndsDbSrvApplIndex eDirectory サーバアプリケーションを一意に識別するイ

ンデックス。

ndsDbDibSize eDirectory データベースの容量 (KB 単位 )。

ndsDbBlockSize eDirectory データベースのブロック容量 (KB 単位 )。

ndsDbEntryCacheMaxSize エントリキャッシュの 大容量 (KB 単位 )。

ndsDbBlockCacheMaxSize ブロックキャッシュの 大容量 (KB 単位 )。

ndsDbEntryCacheCurrentSize 現在のエントリキャッシュ容量。

ndsDbBlockCacheCurrentSize 現在のブロックキャッシュ容量。

ndsDbEntryCacheCount キャッシュ内のエントリ数。

ndsDbBlockCacheCount キャッシュ内のブロック数。

ndsDbEntryCacheOldVerCount キャッシュ内に残っている旧バージョンのエントリ数。

ndsDbBlockCacheOldVerCount キャッシュ内に残っている旧バージョンのブロック数。

ndsDbEntryCacheOldVerSize 旧バージョンのエントリキャッシュ容量。

ndsDbBlockCacheOldVerSize 旧バージョンのブロックキャッシュ容量。

ndsDbEntryCacheHits キャッシュ内のエントリがヒットした回数。

ndsDbBlockCacheHits キャッシュ内のブロックがヒットした回数。

ndsDbEntryCacheHitLooks キャッシュ内のエントリがヒットするかどうか試みら
れた回数。

ndsDbBlockCacheHitLooks キャッシュ内のブロックがヒットするかどうか試みら
れた回数。

ndsDbEntryCacheFaults キャッシュ内のエントリがヒットしなかった回数。

ndsDbBlockCacheFaults キャッシュ内のブロックがヒットしなかった回数。

ndsDbEntryCacheFaultLooks キャッシュ内のエントリがヒットしないかどうか試み
られた回数。

ndsDbBlockCacheFaultLooks キャッシュ内のブロックがヒットしないかどうか試み
られた回数。

ディレクトリ以下にある管理対象オブジェクト 説明

ndsDbCfgSrvApplIndex eDirectory サーバアプリケーションを一意に識別する

インデックス。
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ndsProtoIfOps

ndsDbCfgDynamicCacheAdjust 動的キャッシュ調整が有効かどうか。

0 = 無効

1 = 有効

ndsDbCfgDynamicCacheAdjustPercent 動的キャッシュ調整に、空きメモリの何 % を割り当て

るか。

ndsDbCfgDynamicCacheAdjustMin 動的キャッシュ調整に使う 小容量。キャッシュ容量
制限を KB 単位で表したもの。

ndsDbCfgDynamicCacheAdjustMinToLeave 動的キャッシュ調整に使う 小容量のうち、利用可能
なメモリから差し引く容量 (KB 単位 )。

ndsDbCfgHardLimitCacheAdjust キャッシュ調整に割り当てるメモリ容量にハード制限
を設定するかどうか。

0 = 無効

1 = 有効

ndsDbCfgHardLimitCacheAdjustMax キャッシュの 大容量 (KB 単位 )。これはハードメモ

リ制限を表します。

ndsDbCfgBlockCachePercent ブロックキャッシュに割り当てる比率。

ndsDbCfgCacheAdjustInterval キャッシュ調整を行う時間間隔 ( 秒単位 )。

ndsDbCfgCacheCleanupInterval キャッシュのクリーンアップを行う時間間隔(秒単位)。

ndsDbCfgPermanentSettings 常時接続の設定が有効かどうか。

0 = 無効

1 = 有効

ディレクトリ以下にある管理対象オブジェクト 説明

ndsProtoIfSrvApplIndex eDirectory サーバアプリケーションを一意に識別する

インデックス。 

ndsProtoIfIndex eDirectory サーバのプロトコルインタフェースに対応

するエントリを一意に識別するインデックス。 

ndsProtoIfDescription DS プロトコルインタフェースに使うポート番号。

ndsProtoIfUnauthBinds 認証を省略した匿名バインド要求を受け取った回数。

ndsProtoIfSimpleAuthBinds バインド要求のうち、簡易認証手続きにより認証に成
功したものの回数。簡易認証手続きとは、パスワード
を暗号化して、またはクリアテキストのまま送ること
により行うものです。

ディレクトリ以下にある管理対象オブジェクト 説明
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ndsProtoIfStrongAuthBinds バインド要求のうち、強度の高い認証手続きである
SASL および X.500 の認証に成功したものの回数。外

部認証手続きによるものも数に含みます。

ndsProtoIfBindSecurityErrors バインド要求のうち、認証手続きが適切でない、あるい
は認証情報が無効であるために拒否したものの回数。

ndsProtoIfInOps DUA( ディレクトリユーザエージェント ) または他の

eDirectory サーバから受け取った要求の回数。

ndsProtoIfReadOps 受け取った読み出し要求の数。

ndsProtoIfCompareOps 受け取った比較要求の数。

ndsProtoIfAddEntryOps 受け取ったエントリ追加要求の数。

ndsProtoIfRemoveEntryOps 受け取ったエントリ削除要求の数。

ndsProtoIfModifyEntryOps 受け取ったエントリ変更要求の数。

ndsProtoIfModifyRDNOps 受け取った RDN( 相対識別名 ) 変更要求の数。

ndsProtoIfListOps 受け取ったリスト要求の数。

ndsProtoIfSearchOps 受け取った検索要求 ( ベースオブジェクト検索、1 レベ

ル検索、サブツリー全体の検索 ) の数。

ndsProtoIfOneLevelSearchOps 受け取った 1 レベル検索要求の数。

ndsProtoIfWholeSubtreeSearchOps 受け取ったサブツリー全体の検索要求の数。

ndsProtoIfExtendedOps 拡張処理の回数。

ndsProtoIfReferrals 処理要求に応じて返した参照の個数。

ndsProtoIfChainings この eDirectory サーバから他の eDirectory サーバに転

送した処理の数。

ndsProtoIfSecurityErrors 受け取った要求のうち、セキュリティ保護方針に合致
しなかったものの数。 

ndsProtoIfErrors 受け取った要求のうち、エラーのため応じなかったも
のの数。ただしセキュリティ保護エラー、参照エラー
を除きます。一部でも処理ができたものは数に含めま
せん。たとえば、名前づけや更新、属性、サービスに
関連するエラーがあります。

ndsProtoIfReplicationUpdatesIn eDirectory サーバから取得した、または受け取ったレ

プリカ作成更新の数。

ndsProtoIfReplicationUpdatesOut eDirectory サーバに送った、または検知されたレプリ

カ作成更新の数。

ndsProtoIfInBytes インタフェース上の受信トラフィック ( バイト単位 )。
DUA( ディレクトリユーザエージェント ) からの要求、

他の eDirectory サーバからの応答などといったトラ

フィックがこれに当たります。

ディレクトリ以下にある管理対象オブジェクト 説明
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ndsServerInt

ndsProtoIfOutBytes インタフェース上の送信トラフィック ( バイト単位 )。
DUA や eDirectory サーバへの応答、他の eDirectory
サーバへの要求などといったトラフィックがこれに当
たります。

ディレクトリ以下にある管理対象オブジェクト 説明

ndsSrvIntSrvApplIndex eDirectory サーバアプリケーションを一意に識別する

インデックス。 

ndsSrvIntProtoIfIndex eDirectory サーバのプロトコルインタフェースに対応

するエントリを一意に識別するインデックス。 

ndsSrvIntIndex このオブジェクトは ndsSrvIntSrvApplIndex および

ndsSrvIntProtoIfIndex と組み合わせて使います。

ndsSrvIntSrvApplIndex で示される eDirectory サーバ

と、特別なプロトコルを使うピア eDirectory サーバと

の間でやり取りされる情報を格納した、仮想的な行を
一意的に識別するためのキーとなります。

ndsSrvIntURL ピア eDirectory サーバの URL。

ndsSrvIntTimeOfCreation この行が作成された時刻。1970 年 1 月 1 日午前 0 時

( 万国標準時 ) からの経過秒数で表します。

ndsSrvIntTimeOfLastAttempt ピア eDirectory サーバとの接続を試みた直近の時刻。

1970 年 1 月 1 日午前 0 時 ( 万国標準時 ) からの経過秒

数で表します。

ndsSrvIntTimeOfLastSuccess ピアeDirectoryサーバと正常に接続できた直近の時刻。

1970 年 1 月 1 日午前 0 時 ( 万国標準時 ) からの経過秒

数で表します。

ndsSrvIntFailuresSinceLastSuccess ピア eDirectory サーバと正常に接続した直近の時刻以

降に発生したエラーの数。まだ一度も正常に接続でき
ていない場合は、このエントリが作成されて以来のエ
ラー数。

ndsSrvIntFailures このエントリが作成されて以来、ピア eDirectory サー

バとの接続に失敗した回数。

ndsSrvIntSuccesses このエントリが作成されて以来、ピア eDirectory サー

バとの接続に成功した回数。

ディレクトリ以下にある管理対象オブジェクト 説明
Novell eDirectory の SNMP サポート 379



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
トラブルシューティング

問題を迅速に解決できるよ う、 実際に発生したエラー状況、 その解決に役立つ情報が、
ログファ イルに記録されています。

詳し くは 545 ページの 「SNMP の ト ラブルシューティング」 を参照して ください。

プラットフォーム サブエージェント サーバ マスタ

Windows NT / 2000 install_directory\nds\ds
snmpsa.log

install_directory\nds\
dssnmpsrv.log

該当なし

Solaris /var/nds/ndssnmpsa.log /var/nds/ndsd.log /var/adm/messages

Linux /var/nds/ndssnmpsa.log /var/nds/ndsd.log /var/log/messages

AIX /var/nds/ndssnmpsa.log /var/nds/ndsd.log /var/adm/messages

HP-UX /var/nds/ndssnmpsa.log /var/nds/ndsd.log net-snmp-5.0.8 マスタ

エージェント :/usr/adm/
snmpd.log

NAA エージェント : /
var/adm/snmpd.log
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14 Novell eDirectory のバックアップと復元

Novell® eDirectoryTM には、 レプ リ カ作成によ る障害対策機能が組み込まれています。
eDirectory ツ リーに属するサーバに障害があっても、 別のサーバがサービスを続行でき
ます。 この意味でレプリ カ作成機能は、 も重要な保護機能と位置づけられています。

ただし 1 台だけのサーバで運用している環境では、 レプ リ カ作成は不可能です。 また、
レプ リ カを作成していても、 完全に復元するのは困難な場合もあ り ます。 ハード ウェア
障害など、 機器が破損したと きや、 火事や水害で何台ものサーバが動かな く なってし
まった場合などです。 各サーバの eDirectory をバッ クアップしておけば、 ネッ ト ワーク
の耐障害性を高めるこ とにな り ます。

eDirectory 8.7 には、 Backup eMTool とい う新しいバッ クアップ / 復元ユーティ リ ティが
付属するよ うにな り ました。 これを使用する と、 サーバ単位で eDirectory データベース
をバッ クアップするこ とができます。 これには次の利点があ り ます。

どのプラ ッ ト フォームでも同じツールで操作可能。

稼動中でもバッ クアップ可能。 eDirectory データベースを停止するこ とな く、そのま
まで完全なバッ クアップを取るこ とできます。

個々のサーバ単位に、 迅速な復元処理が可能。 ハード ウェア障害からの復元には特
に有用です。

高い拡張性。数千万から数億単位のオブジェク ト を保持した eDirectoryデータベース
を持つサーバでもバッ クアップ可能です。 バッ クアップの処理速度は主と して I/O
チャネルの帯域幅で決ま り ます。

レプ リ カ作成機能と DSMASTER サーバを組み合わせて運用していれば、 ツ リー全
体の復元も容易。 DSMASTER サーバを設定していない場合でも、かな りの程度まで
復元できます。 394 ページの 「DSMASTER サーバによる災害対策」 を参照してくだ
さい。 

リモート操作が可能。バッ クアップ / 復元処理のほとんどは、iManager を使って、Web
ブラウザ画面から実行可能です。 ファ イアウォールの内側からでも外側からでも構
いません。 高度な処理は、 コマンド ラ インから実行する Java ク ラ イアン トである、
eMBox Client を使い、 リモート操作で実行できます。ファ イアウォール越しにでも、
あるいは VPN 経由でも操作できます。

関連ファ イルもバッ クアップ可能。 データベース以外の関連ファ イルも組にして
バッ クアップできます。 NICI セキュ リ テ ィ ファ イル、 ス ト リームファ イル、 インク
ルードファ イルで指定したファ イル (autoexec.ncf など ) が対象になり ます。

サーバの停止直前の状態にeDirectoryを復元可能。ただしロールフォワード ログを継
続的に保存しているこ とが条件です。 397 ページの 「ロールフォワード ログを使用
する」 を参照して ください。

ハード ウェアのアップグレードを単純化。 eDirectoryデータベースのコールドバッ ク
アップを取り、 新しいサーバに復元して、 サーバの識別情報を簡単に新ハード ウェ
アに移行できます。RAM のアップグレードなど、機器構成を変える際の安全措置と
しても有効です。460 ページの 「ハード ウェアのアップグレードやサーバの交換」 を
参照して ください。
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分散環境での運用を考慮。 ロールフォワード ログがあれば、 ツ リー内の他のサーバ
と完全に同期した状態にまで復元できます。

無人でのバッ クアップが可能。 バッチファ イルを作成して、 eMBox ク ラ イアン ト を
使用して無人でバッ クアップを実行できます。

新しい eDirectory バッ クアップツールである Backup eMTools には、個々のサーバ単位で
データベースおよび関連ファイルのバッ クアップを取り、復元するために必要な機能が
すべて揃っています。 個々のオブジェク トやツ リーの一部を単位と してバッ クアップ /
復元するこ とはできません。

システムバッ クアップ機能と組み合わせれば、 eDirectory バッ クアップファ イルをテー
プに保存して安全を期すこ とができます。

この章では、 次の ト ピッ クについて説明します。

382 ページの 「eDirectory のバッ クアップ処理に関する確認事項」

385 ページの 「バッ クアップサービスおよび復元サービスについて」

397 ページの 「ロールフォワード ログを使用する」

401 ページの 「復元処理の準備」

404 ページの 「Novell iManager を使ったバッ クアップ / 復元作業」

412 ページの 「eMBox ク ラ イアン ト を使ったバッ クアップ / 復元作業」

431 ページの 「サーバ固有情報のバッ クアップに関する変更事項 (NetWare のみ )」

432 ページの 「復元後の検証処理に失敗した場合の対処方法」

437 ページの 「バッ クアップ / 復元の運用例」

eDirectory のバックアップ処理に関する確認事項

複数サーバ構成のツリーで、サーバが停止していてもオブジェクトにアクセスできるよう
にする

複数サーバ構成のツ リーでは、障害対策のため、すべての eDirectory パーティシ ョ ン
について、 複数台のサーバにレプリ カが作成されているこ とを確認します。 

レプ リ カの作成については、 122 ページの 「レプ リ カを追加する」 を参照して くだ
さい。

個々のサーバについて、ハードウェア障害などの場合に、迅速に完全復元できるようにす
るための準備

定期的に(週1回など)eDirectoryデータベースのフルバッ クアップを取って ください。

定期的に ( 毎晩など ) インク リ メ ンタルバッ クアップを取って ください。

eDirectory のフル / インク リ メ ンタルバッ クアップ終了後、すぐにファ イルシステム
をテープにフル / インク リ メ ンタルバッ クアップしてください。 

Backup eMTool は、 サーバ上の指定したディ レク ト リにバッ クアップファ イルを作
成しますが、これを直接テープに保存する機能はあ り ません。したがって、eDirectory
のバッ クアップ処理後すぐにファイルシステムのバッ クアップを行い、 安全な記録
媒体であるテープに保存する必要があ り ます。
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必要に応じて、 ロールフォワード ログを残すよ う設定して ください。

レプ リ カ リ ングに属するサーバは、 ロールフォワード ログ機能を有効にしておく必
要があ り ます。 バッ クアップファ イルがあっても、 ロールフォワード ログがなけれ
ば復元後の検証処理に失敗し、 データベースを開けないこ とにな り ます。 他のサー
バとレプ リ カを共有するデータベースは、 停止直前の状態にまで復元しない限りデ
フォル トではオープンされません。

単一サーバ環境では、 ロールフォワード ログがな くても復元後の検証に失敗するこ
とはあ り ませんが、 後にバッ クアップを取った時の状態にしか戻り ません。 ロー
ルフォワード ログがあれば、 システム停止直前の状態まで復元できます。

ロールフォワード ログ機能を使う際の主な注意点は次のとおりです。 詳細について
は、 397 ページの 「ロールフォワード ログを使用する」 を参照して ください。

ロールフォワード ログの保存先を指定して ください。 初期設定を使用するこ と
はお勧めしません。 

ログはサーバ上のローカルファイルと して保存する必要があ り ます。 障害対策
上、 eDirectory と同じディ スクパーティシ ョ ン / ボ リ ューム、 同じ記憶デバイ
スは避けて ください。 ロールフォワード ログ専用の、 独立したパーティシ ョ ン
/ ボ リ ュームを用意する と よいでし ょ う。 

ロールフォワード ログの保存先を文書に記録しておき、 障害時にはすぐにわか
るよ うにして ください。 

サーバが正常に動作していれば、 iManager のバッ クアップ環境設定画面、 また
は eMBox ク ラ イアン トの getconfig オプシ ョ ンで調べるこ とができます。 ただ
しハード ウェア障害などで eDirectory が使えない状態になる と、 この方法で
ロールフォワード ログの場所を調べるこ とはできません。 

ロールフォワード ログを保存しているディ スクパーティシ ョ ン / ボ リ ュームの
空き容量を監視し、 容量不足にならないよ うにして ください。 

容量不足のためロールフォワード ログが作成できな くなる と、 eDirectory は応
答しな くな り ます。

ロールフォワード ログの保存先にアクセスできるユーザを制限し、 権利のない
ユーザがログを参照できないよ うにして ください。 

復元が必要となったと きは、 復元処理の終了後、 そのサーバのロールフォワー
ド ログ設定をやり直して ください。 復元処理の過程で、 設定が初期状態に戻る
ためです。 ロールフォワード ログを有効にしてから、 改めてフルバッ クアップ
も取る必要があ り ます。

NICI 機能を使用している場合は、NICI セキュ リ テ ィ ファ イルもバッ クアップの対象
と して設定して ください。 

このファ イルがないと暗号化キーを復元できないため、 暗号化されたデータを読む
こ とができな くな り ます。NICI セキュ リ ティの詳細については、『NICI Administration
Guide(NICI 管理ガイ ド ) (http://www.novell.com/documentation/japanese/nici20/index.html)』
を参照して ください。

複数サーバ構成のツ リーの場合、 バッ クアップ処理に Backup eMTool を使うために
は、レプ リ カを共有するサーバすべてを eDirectory 8.5 以降にアップグレードする必
要があ り ます。 

8.5 よ り前の eDirectory とは、復元後の検証処理の互換性がないためです。復元検証
処理の詳細については、 388 ページの 「Backup eMTool による復元作業の概要」 およ
び 395 ページの 「復元後の検証については eDirectory 8.5 以降のみで互換性がある」
を参照して ください。
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(NetWare® のみ )396 ページの「NetWare のファイルシステムデータを復元する際のア
クセス権の保存」 を参照して、 ファ イルシステム上のアクセス権についても確認し
て ください。 起こ り う る問題についてはあらかじめ確認し、 必要に応じて予防措置
を取って ください。

定期的にバッ クアップログを調べて、 無人でのバッ クアップが正常に実行されてい
るこ とを確認して ください。         

サーバをアップグレードする際は、 460 ページの 「ハード ウェアのアップグレード
やサーバの交換」 を参照してコールドバッ クアップを取って ください。

複数サーバ構成のツ リーでは、障害対策のため、すべての eDirectory パーティシ ョ ン
について、 複数台のサーバにレプリ カが作成されているこ とを確認します。 

パーティシ ョ ンのレプ リ カを作成しておけば、 保守作業などのためサーバを停止し
ている間もオブジェク トにアクセスできるばかりでな く、 ハード ウェア障害などで
サーバが使えな くなった場合に備える障害対策と しても役立ちます。 逆に複数サー
バ構成のツ リーでレプリ カを作成していないパーティシ ョ ンを保持するサーバがあ
る と、 障害時にパーティシ ョ ンを復元できない恐れがあ り ます。 したがって 善な
のは、すべてのパーティシ ョ ンについてレプ リ カを作成しておく こ とです。複数サー
バ構成のツ リー内にレプリ カを作成していないパーティシ ョ ンがある場合の問題点
の詳細については、388 ページの 「Backup eMTool による復元作業の概要」、397 ペー
ジの 「ロールフォワード ログを使用する」、および 432 ページの 「復元後の検証処理
に失敗した場合の対処方法」 を参照して ください。

レプ リ カの作成については、 48 ページの 「レプ リ カ」 および 5 章 117 ページの、
「パーティシ ョ ンおよびレプリ カの管理」 を参照して ください。

eDirectory および関連ファイルのバッ クアップを収めたテープは、安全な場所に保管
するよ うにして ください。

バッ クアップ計画が適切であるか、 定期的に検証するよ うにして ください。

(オプシ ョ ン)コールドバッ クアップ(データベースをク ローズしてフルバッ クアップ
を取る作業 ) や高度なバッ クアップ / 復元操作を リモート操作で実行する場合は、リ
モート側コンピュータに eMBox ク ラ イアン ト をインス トールして ください。 また、
VPN を使用するなど、ファ イアウォール越しにアクセスできるよ うに設定する必要
があ り ます。 

iManager を使用すればファイアウォールの外側からでも作業が可能ですが、 コール
ドバッ クアップや高度な操作はサポート されていません。

eMBox ク ラ イアン トは、 eDirectory をインス トールする際、 同時にインス トールさ
れます。 Sun JVM 1.3.1 が動作するワークステーシ ョ ン上でも使えます。 eMBox ク
ラ イアン トのインス トールや設定の手順については、 479 ページの 「eMBox コマン
ド ラ インク ラ イアン トの使用」 を参照して ください。

災害により何台ものサーバが被害を受けた場合に備える準備

上述の対策はすべて実施して ください。

複数サーバ構成のツ リーであれば、障害対策のためにDSMASTERサーバを用意する
よ うお勧めします。 

394 ページの 「DSMASTER サーバによる災害対策」 を参照して ください。

災害からの復旧計画が適切であるか、 定期的に検証するよ うにして ください。
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バックアップサービスおよび復元サービスについて

385 ページの 「eDirectory Backup eMTool について」

386 ページの 「eDirectory 8.7.3 のバッ クアップ / 復元機能で変更された事項」

388 ページの 「Backup eMTool による復元作業の概要」

389 ページの 「バッ クアップファ イルのヘッダ書式」

393 ページの 「バッ クアップログファ イルの書式」

394 ページの 「DSMASTER サーバによる災害対策」

395 ページの 「遷移ベク トルと復元後の検証処理」

395 ページの 「復元後の検証については eDirectory 8.5 以降のみで互換性がある」

396 ページの 「NetWare のファ イルシステムデータを復元する際のアクセス権の
保存」

eDirectory Backup eMTool について

Backup eMTool には、 個々のサーバ単位で、 稼動したままの状態で継続的に eDirectory
データベースのバッ クアップを取る機能があ り ます。 データベースを停止する こ とな
く、 処理を始めた時点のバッ クアップを取るこ とができます。 つま り、 バッ クアップ作
業はいつでも可能であ り、 その間も eDirectory を使い続けるこ とができます ( 特に指示
しなければこの 「ホッ ト 」 バッ クアップにな り ますが、 必要であればデータベースを停
止して 「コールド」 バッ クアップを取るこ と も可能です )。

また、 ロールフォワード ログを有効にすれば、 後にバッ クアップを取った時点以降の
ト ランザクシ ョ ンをすべて記録しておけます。 これを使えば、 サーバが停止する直前の
状態に復元するこ と もできます。 さ らに、 レプ リ カ リ ングに属するサーバすべてについ
てロールフォワード ログを取る必要があ り ます。 これによ り、 他のサーバとの同期状態
も復元できます。 バッ クアップファ イルがあっても、 ロールフォワード ログがなければ
復元後の検証処理に失敗し、 データベースを開けないこ とにな り ます。 ロールフォワー
ド ログの機能は、 デフォル トでは無効になっています。 詳細については、 397 ページの
「ロールフォワード ログを使用する」 を参照して ください。

新しいバッ クアップツールである Backup eMTool も、 eDirectory のオブジェク ト をすべ
て一度にバッ クアップできるわけではあ り ません。各サーバのパーティシ ョ ンが単位と
な り ます。 この方式は、 特定のサーバのみを復元する場合に優れているばかりでな く、
TSA for NDS® を使う旧式の方法に比べて高速です。ただし、eDirectory 8.6 のマニュアル
にも記載されているよ うに、TSA for NDS は今でも使用できます。必要に応じて TSA for
NDS と Backup eMTool を使い分けるこ とができます。 動作の違いについては、 386 ペー
ジの「eDirectory 8.7.3 のバッ クアップ / 復元機能で変更された事項」を参照して ください。

eDirectory の新しいバッ クアップツールは、 システムバッ クアップ機能と組み合わせて使
用して、 eDirectory バッ クアップファ イルをテープに安全に保存する必要があ り ます。
Novell はバッ クアップ用製品を開発している主要企業と提携しています。具体的な社名に
ついては、 Backup Partners ( バッ クアップ関連の提携企業 ) (http://www.novell.com/products/
netware/partners/backup.html) を参照してください。 

NetWare の場合、 このバッ クアップツールを使うためには、 ファ イルシステムに対する
適切なアクセス権が必要です。 詳細については、 396 ページの 「NetWare のファイルシ
ステムデータを復元する際のアクセス権の保存」 を参照して ください。
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iManager からは、 コールドバッ クアップ、 無人バッ クアップ、 高度な復元機能を除く
バッ クアップ / 復元機能を実行できます。詳し くは 404 ページの「Novell iManager を使っ
たバッ クアップ / 復元作業」 を参照して ください。 一方、 eMBox Java コマンド ラ インク
ラ イアン トからは、 無人バッ クアップを含め、 すべてのバッ クアップ / 復元作業が実行
できます。 詳し くは 412 ページの 「eMBox ク ラ イアン ト を使ったバッ クアップ / 復元作
業」 を参照して ください。 

iManager から実行できるバッ クアップ / 復元オプシ ョ ンについては、 オンラインヘルプ
を参照して ください。 eMBox ク ラ イアン トから実行できる機能については、 423 ページ
の 「バッ クアップ / 復元のコマンド ラ インオプシ ョ ン」 を参照して ください。 

復元の具体的な処理過程については、 388 ページの 「Backup eMTool による復元作業の
概要」 を参照してください。 

eDirectory Backup eMTool は、 eMBox ツールのひとつです。 eMBox は、 eDirectory を構成
する一部と してサーバにインス トールされるサービスです。 

Backup eMTool は次のファイルから成り ます。

Backup eMTool で作成されるバッ クアップファ イルやログファ イルの形式については、
393 ページの 「バッ クアップログファ イルの書式」 および 389 ページの 「バッ クアップ
ファ イルのヘッダ書式」 を参照してください。

重要 : 復元後の検証処理については、8.5 より前の eDirectory とは互換性がありません。レプリカリングに属

するサーバで新しいバックアップ / 復元ツールを使う場合は、これに属するサーバすべてを eDirectory 8.5 以
降にアップグレードする必要があります (395 ページの「復元後の検証については eDirectory 8.5 以降のみで

互換性がある」も参照してください )。

eDirectory 8.7.3 のバックアップ / 復元機能で変更された事項

eDirectory の以前のバージ ョ ンでは、バッ クアップ / 復元ツールは、ツ リーをオブジェ ク
ト単位でバッ クアップする方式を使用していました。 

eDirectory 8.7 で組み込まれた Backup eMTool は、方式やアーキテクチャが一新されてい
ます。 すなわち、 ツ リーではなくサーバを単位と し、 個々のサーバの eDirectory データ
ベースをバッ クアップする、 とい う方式になったのです。 この変更によ り、以前の TSA
for NDS よ り もバッ クアップ処理速度が大幅に改善されました。 

TSA for NDS は今でも使用できますが、 今後は新しいバッ クアップツールを使う よ うお
勧めします。 

ファイル名 説明

backupcr バックアップ / 復元機能をすべて含むコアライブラリ。

ユーザインタフェースはなく、backuptl プログラムから動的にロード、

リンクされる形で動作します。

backuptl backupcr ライブラリを呼び出す eMTool のインタフェース部分。eMBox
アーキテクチャを介してバックアップ / 復元機能を提供するプログラム

です。

iManager プラグイン、eMBox クライアント、Java コマンドラインクラ

イアントを介して使用できます。

dsbackup_en.xlf Backup eMTool で表示されるメッセージの言語ファイルです。
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サーバ固有の情報も Backup eMTool でバッ クアップできます。 431 ページの 「サーバ固
有情報のバッ クアップに関する変更事項 (NetWare のみ )」 を参照して ください。

新旧バッ クアップツールの違いを次の表に示します。

項目 TSA for NDS による以前のバックアップ Backup eMTool による「ホットバックアップ」

バックアップの
対象

ツリー全体をオブジェクト単位でバッ
クアップ。

旧バックアップツール(必要ならば8.7で
も利用可能 ) の詳細については、『Novell
eDirectory 8.6 管理ガイド』の「Novell
eDirectory のバックアップと復元 (http://
www.novell.com/documentation/japanese/
ndsedir86/taoenu/data/a2n4mb6.html)」を

参照してください。

サーバ単位で eDirectory データベースを

バックアップ。

ツリー全体の耐障害性は主としてレプリ
カ作成機能で確保していますが、サーバ
単位のバックアップ機能によりさらに強
固になります。 

災害などで何台ものサーバが停止した場
合でもツリーを復元できるようにするた
めには、DSMASTER サーバを導入し、そ

れに応じたレプリカ作成方針を立てる必
要があります。394 ページの「DSMASTER
サーバによる災害対策」を参照してくだ
さい。

処理速度 - 大幅に改善されています。新規バック
アップツールの開発に当たっては、処理
性能を 重視しました。

バックアップ
ファイルの保
存先

直接テープに書き出し可。 ファイルシステム上のバックアップファ
イルとして書き出し。

別途ファイルシステムのバックアップ
ツールを使って、テープに書き出す必要
があります。

プラットフォー
ム間の違い

プラットフォームによって使い方が
別々。

どのプラットフォームでも同じ使い方。

個々のサーバ単
位での復元

考慮されていません。 サーバ単位での復元処理が可能。ハード
ディスク障害時のほか、サーバ機を移行
する際にも利用できます。

ロールフォワードログを使えば、停止直前
の状態に復元することも可能です。これに
より、レプリカリングに属する他のサーバ
と同期状態を揃えることができます。

eDirectory の関連ファイルもバックアッ

プの対象とすることができます。たとえ
ば NICI ファイルのバックアップと復元が

できます。独自の関連ファイルリストを
作成して、対象ファイルをバックアップ
に追加することもできます。 

NICI ファイル

のバックアップ
/ 復元

考慮されていません。 NICI ファイルのバックアップ / 復元も可

能です。これにより、復元後、暗号化デー
タにアクセスできます。復元作業の時間
を大幅に短縮できるでしょう。
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Backup eMTool による復元作業の概要

復元作業に先立ち、 バッ クアップファ イルをすべて揃えておく必要があ り ます。 その手
順については 401 ページの 「復元処理の準備」 を参照して ください。 iManager や eMBox
ク ラ イアン トから Backup eMTool の復元機能を呼び出すと、 Backup eMTool で次の処理
が行われます。

1. DS エージェン ト をク ローズします。

2. アクティブな DIB(Data Information Base) セッ ト を、NDS から RST に切り替えます。 

既存の NDS データベースはそのままサーバに残り、 復元後の検証に失敗した場合
は、 再びこれがアクティブな DIB セッ トにな り ます。

3. 復元処理が始ま り ます。新たに RST とい う DIB セッ ト を作り、 そこに復元します。 

4. DIB セッ ト をいったん無効にします。 

擬似サーバのログイン無効属性をオンにします。 これは、 この DIB セッ ト を使って
DS エージェン トがオープンされるのを避けるための措置です。

5. ロールフォワード ログに関する設定をデフォル トに戻します。

したがって、 復元後はロールフォワード ログを書き出さない設定になり ます。 書き
出し先ファイル名の設定もデフォルトに戻り ます。 

このサーバでロールフォワード ログ機能を使うためには、 復元後に改めて有効に切
り替え、 障害対策のための書き出し先も設定し直して、 ロールフォワード ログの環
境設定を再作成する必要があ り ます。 ロールフォワード ログを有効にしてから、 改
めてフルバッ クアップも取る必要があ り ます。

6. 復元された RST データベースの検証処理を行います。

復元されたデータの整合性を確認します。 この確認は、 レプ リ カを共有しているす
べてのサーバにアクセスし、 遷移ベク トルを比較して実行されます。 

検証結果はログファ イルに出力されます。 

リモートサーバの遷移ベク トルの方がローカルベク トルよ り後の時間に作成された
ものである場合は、 復元されなかったデータがある という こ となので、 検証処理は
失敗します。 

あるレプ リ カの検証処理に失敗した場合、 ログにはたとえば次のよ うに出力されま
す。 遷移ベク トルを比較している様子がわかり ます。

個々のサーバの
ロールフォワー
ドログ

考慮されていません。 後にバックアップを取った時点以降の
トランザクションを、ロールフォワード
ログとしてすべて記録しておけます。こ
れを使うと、停止直前の状態にまで復元
することができます。複数サーバ環境で
は、これを使用して他のサーバと同期状
態を揃えることができます。ロールフォ
ワードログの機能は、デフォルトでは無
効になっています。詳細については、397
ページの「ロールフォワードログを使用
する」を参照してください。

項目 TSA for NDS による以前のバックアップ Backup eMTool による「ホットバックアップ」
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Server:\T=LONE_RANGER\O=novell\CN=CHIP
   Replica:\T=LONE_RANGER\O=novell
      Status:ERROR = -6034
         Local TV             Remote TV
         s3D35F377 r02 e002   s3D35F3C4 r02 e002
         s3D35F370 r01 e001   s3D35F370 r01 e001
         s3D35F363 r03 e001   s3D35F363 r03 e001
         s3D35F31E r04 e004   s3D35F372 r04 e002
         s3D35F2EE r05 e001   s3D35F2EE r05 e001
         s3D35F365 r06 e003   s3D35F365 r06 e003

詳細については、 395 ページの 「遷移ベク トルと復元後の検証処理」 を参照して く
ださい。

7. 検証に成功した場合は、 RST を NDS と改名し、 ログイン無効属性をオフにします。
したがってこれがサーバでアクティブな eDirectory データベースにな り ます。 失敗
した場合は改名しないので、元の NDS が再びアクティブな DIB セッ トにな り ます。

検証に失敗した場合の復旧方法については、 432 ページの 「復元後の検証処理に失
敗した場合の対処方法」 を参照して ください。 「高度な復元オプシ ョ ン」 を使えば、
強制的に RST データベースをアクティブにし、 ロ ッ クを解除するこ と もできます
が、 Novell の担当者の指示がない場合はお勧めできません。

バックアップファイルのヘッダ書式

バッ クアップファ イルのヘッダには、 次のよ うな重要な情報が記録されています。 

バッ クアップファ イルが作成された時点のファイル名。 

バッ クアップ作成後にファイル名を変更した場合にはこの情報が有用になり ます。

バッ クアップ時点のロールフォワード ログ名。 

フルバッ クアップと 3 回分のインク リ メ ンタルバッ クアップとい う よ うに複数の
ファイルがある場合、 後のバッ クアップファ イルに記載されたロールフォワード
ログ名が重要です。 バッ クアップファ イルからの復元処理後、 どのロールフォワー
ド ログから適用するかを確認するために使用されるからです。

このサーバが保持しているレプ リ カの リ ス ト 。 

各レプリ カをどのサーバに配置しているか記録していない場合に役立ちます。 災害
で何台ものサーバが停止した場合、 バッ クアップファ イルのヘッダに表示されたこ
の情報を見れば、 初にどのサーバを復元するべきか判断できます。

同時にバッ クアップするよ うユーザのインクルードファ イルに指定された関連ファ
イル名。

複数のファイルに分割してバッ クアップする場合のファイル数。

各バッ クアップファ イルのヘッダは XML 形式で記述されます。ヘッダ部に続き、データ
ベース内のデータを、 バイナリ形式で記録します ( ファイルの末尾にバイナリデータが
ある と構文解析でエラーが発生しますが、 XML ヘッダは XML 標準に適合しています )。
バッ クアップが複数のファイルに分かれる場合、 各ファ イルに同じヘッダ情報を記録し
ます。

警告 : バックアップファイルを開く場合でもヘッダを確認するだけにとどめ、保存や変更はしないようにし
てください。ファイルの一部が切り捨てられてしまうことがあります。ほとんどのアプリケーションではバ

イナリデータを正確に保存することはできません。
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XML ヘッダの DTD を次に示します ( この DTD は参照のため、 バッ クアップファ イル
のヘッダの一部と して書き込まれます )。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes" ?>
<!DOCTYPE backup [
<!ELEMENT backup (file|replica)*>
<!ELEMENT file (#PCDATA)>
<!ELEMENT replica EMPTY>
<!ATTLIST backup version CDATA #REQUIRED
    backup_type (full|incremental) #REQUIRED
    idtag CDATA #REQUIRED
    time CDATA #REQUIRED
    srvname CDATA #REQUIRED
    dsversion CDATA #REQUIRED
    compression CDATA "none"
    os CDATA #REQUIRED
    current_log CDATA #REQUIRED
    number_of_files CDATA #IMPLIED
    backup_file CDATA #REQUIRED
    incremental_file_ID CDATA #IMPLIED
    next_inc_file_ID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST file size CDATA #REQUIRED
    name CDATA #REQUIRED
    encoding CDATA "base64"
    type (user|nici) #REQUIRED>
<!ATTLIST replica partition_DN CDATA #REQUIRED
    modification_time CDATA #REQUIRED
    replica_type (MASTER|SECONDARY|READONLY|SUBREF|
    SPARSE_WRITE|SPARSE_READ|Unknown) #REQUIRED
    replica_state (ON|NEW_REPLICA|DYING_REPLICA|LOCKED|
    CRT_0|CRT_1|TRANSITION_ON|DEAD_REPLICA|
    BEGIN_ADD|MASTER_START|MASTER_DONE|
    FEDERATED|SS_0|SS_1|JS_0|JS_1|MS_0|MS_1|
    Unknown) #REQUIRED>
]>

DTD に含まれる属性について次の表で説明します。

属性 説明

backup version バックアップツールのバージョン。

backup backup_type フルバックアップかインクリメンタルバックアップかの別(コールド

バックアップはフルバックアップとして扱います )。

backup idtag バックアップ時刻に基づいて生成された GUID。バックアップファイ

ル名が変わっていても、これを使えばバックアップを識別できます。

backup time バックアップ処理の開始日時。

backup srvname バックアップ対象サーバの識別名。

backup dsversion サーバ上で稼動している eDirectory のバージョン。

backup compression Backup eMTool がバックアップデータを圧縮したかどうか。対象に

なるのはバックアップデータ本体だけで、ヘッダは圧縮されません。

backup os バックアップ処理を実行したオペレーティングシステム。復元はこれ
と同じオペレーティングシステムのみで行うようお勧めします。
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バッ クアップファ イルのヘッダ例を次に示します。 これは Windows NT サーバで作成し
たもので、 NICI セキュ リテ ィ ファ イルもバッ クアップ対象になっています。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes" ?>
<!DOCTYPE backup [
<!ELEMENT backup (file|replica)*>
<!ELEMENT file (#PCDATA)>
<!ELEMENT replica EMPTY>
<!ATTLIST backup version CDATA #REQUIRED
    backup_type (full|incremental) #REQUIRED
    idtag CDATA #REQUIRED
    time CDATA #REQUIRED
    srvname CDATA #REQUIRED
    dsversion CDATA #REQUIRED
    compression CDATA "none"
    os CDATA #REQUIRED
    current_log CDATA #REQUIRED
    number_of_files CDATA #IMPLIED
    backup_file CDATA #REQUIRED
    incremental_file_ID CDATA #IMPLIED

backup current_log 復元に必要な 初のロールフォワードログ。正しく復元するために
必要な情報です。

backup number_of_files 分割してバックアップする場合のファイル数。ひとつ目のバック
アップファイルにのみ記録されます。

backup backup_file このバックアップファイル名。 

複数のファイルに分けてバックアップする場合、各ファイル名には
順序番号がつきますが、それも含むファイル名が記録されます。複
数のバックアップファイルのファイル名の例は、「-s  file_size」を参

照してください。

backup incremental_file_ID インクリメンタルバックアップの場合、そのファイルの ID。

backup next_inc_file_ID これに続くインクリメンタルバックアップに与える ID。正しく復元

するために必要な情報です。

file size このファイルの <file> タグ間にあるデータ長。

file name バックアップファイル名およびその保存先。

file encoding ファイルのエンコードに使ったアルゴリズム。

file type これがNICIファイルか、それ以外にユーザが指定したファイルかの別。

replica partition_DN パーティションの識別名。

各レプリカをどのサーバに配置しているか記録していない場合に役
立ちます。災害で何台ものサーバが停止した場合、バックアップファ
イルのヘッダに表示されたこの情報を見れば、 初にどのサーバを
復元するべきか判断できます。

replica modification_time バックアップ時点の、このレプリカの遷移ベクトル。

replica replica_type レプリカの種別。マスタ、読み込み専用など。

replica_state バックアップ時点でのレプリカの状態。「On」、「New Replica」など。

属性 説明
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    next_inc_file_ID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST file size CDATA #REQUIRED
    name CDATA #REQUIRED
    encoding CDATA "base64"
    type (user|nici) #REQUIRED>
<!ATTLIST replica partition_DN CDATA #REQUIRED
    modification_time CDATA #REQUIRED
    replica_type (MASTER|SECONDARY|READONLY|SUBREF|
    SPARSE_WRITE|SPARSE_READ|Unknown) #REQUIRED
    replica_state (ON|NEW_REPLICA|DYING_REPLICA|LOCKED|
    CRT_0|CRT_1|TRANSITION_ON|DEAD_REPLICA|
    BEGIN_ADD|MASTER_START|MASTER_DONE|
    FEDERATED|SS_0|SS_1|JS_0|JS_1|MS_0|MS_1|
    Unknown) #REQUIRED>
]>

<backup version="2" backup_type="full" idtag="3D611DA2" time="2002-8-
19'T10:32:35" srvname="\T=MY_TREE\O=novell\CN=DSUTIL-DELL-NDS" 
dsversion="1041081" compression="none" os="windows" 
current_log="00000003.log" next_inc_file_ID="2" number_of_files="0000001" 
backup_file="c:\backup\header.bak">

<replica partition_DN="\T=MY_TREE" modification_time="s3D611D95_r1_e2" 
replica_type="MASTER" replica_state="ON" />

<replica partition_DN="\T=MY_TREE\O=part1" 
modification_time="s3D611D95_r1_e2" replica_type="MASTER" replica_state="ON" 
/>

<replica partition_DN="\T=MY_TREE\O=part2" 
modification_time="s3D611D95_r1_e2" replica_type="MASTER" replica_state="ON" 
/>

<replica partition_DN="\T=MY_TREE\O=part3" 
modification_time="s3D611D96_r1_e2" replica_type="MASTER" replica_state="ON" 
/>

<file size="190" name="C:\WINNT\system32\novell\nici\bhawkins\XARCHIVE.001" 
encoding="base64" type="nici">the data is included here</file>

<file size="4228" name="C:\WINNT\system32\novell\nici\bhawkins\XMGRCFG.KS2" 
encoding="base64" type="nici">the data is included here</file>

<file size="168" name="C:\WINNT\system32\novell\nici\bhawkins\XMGRCFG.KS3" 
encoding="base64" type="nici">the data is included here</file>

<file size="aaac" name="C:\WINNT\system32\novell\nici\nicintacl.exe" 
encoding="base64" type="nici">the data is included here</file>

<file size="150" name="C:\WINNT\system32\novell\nici\NICISDI.KEY" 
encoding="base64" type="nici">the data is included here
</file>

<file size="4228" name="C:\WINNT\system32\novell\nici\system\Xmgrcfg.ks2" 
encoding="base64" type="nici">the data is included here
</file>

<file size="168" name="C:\WINNT\system32\novell\nici\system\Xmgrcfg.ks3" 
encoding="base64" type="nici">the data is included here
</file>

<file size="1414" name="C:\WINNT\system32\novell\nici\xmgrcfg.wks" 
encoding="base64" type="nici">the data is included here
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</file>

</backup>

ヘッダ部に続き、 データベースのバッ クアップデータをバイナリ形式で格納します。

バックアップログファイルの書式

eDirectory Backup eMTool は、前回までのバッ クアップを含め、処理内容を細かく記録し
たログを残すよ うになっています。 このログファ イルにはすべてのバッ クアップ履歴、
バッ クアップの開始および終了時刻、およびバッ クアッププロセス中に発生した考えら
れるエラーについての情報が含まれます。 前回までのログに追記する形で記録します。
書き出し先を別途指定するこ と もできます。

無人バッ クアップが正常に実行されているか確認するためにも、 このログは重要です。
終行を見る と、 成功か失敗かの区別およびエラーコードがわかり ます。 

Backup eMTool のログファ イルには、 過去のバッ クアップ処理の ID も記録されていま
す。 これは復元に必要なフルバッ クアップ、 インク リ メ ンタルバッ クアップのファ イル
を間違いなく揃えるために役立ちます。 先頭の 4 行は、 バッ クアップファ イルのヘッダ
情報をそのまま複写したものです。 

また、同時にバッ クアップしたファ イル名も記録します。 NICI ファ イルや、 インクルー
ドファ イルでユーザが指定したファ イルがこれに当たり ます。

復元処理の際は、 実際に復元されたファ イルを記録します。

ログファ イルの出力例を次に 2 つ示します。

|==================DSBackup Log:Backup================|
Backup type:Full
Log file name:sys:/backup/backup.log
Backup started:2002-6-21'T19:53:5GMT
Backup file name:sys:/backup/backup.bak
Server name:\T=VIRTUALNW_TREE\O=novell\CN=VIRTUALNW
Current Roll Forward Log:00000001.log
DS Version:1041072
Backup ID:3D138421
Backing up security file:sys:/system/nici/INITNICI.LOG
Backing up security file:sys:/system/nici/NICISDI.KEY
Backing up security file:sys:/system/nici/XARCHIVE.000
Backing up security file:sys:/system/nici/XARCHIVE.001
Backing up security file:sys:/system/nici/XMGRCFG.KS2
Backing up security file:sys:/system/nici/XMGRCFG.KS3
Backing up security file:sys:/system/nici/XMGRCFG.NIF
Starting database backup...
Database backup finished
Completion time 00:00:03
Backup completed successfully

|==================DSBackup Log:Restore================|
Log file name:sys:/save/doc.log
Restore started:2002-7-19'T19:1:34GMT
Restore file name:sys:/backup/backup.bak
Starting database restore...
Restoring file sys:/backup/backup.bak
Restoring file sys:/system/nici/INITNICI.LOG
Restoring file sys:/system/nici/NICISDI.KEY
Restoring file sys:/system/nici/XARCHIVE.000
Novell eDirectory のバックアップと復元 393



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
Restoring file sys:/system/nici/XARCHIVE.001
Restoring file sys:/system/nici/XMGRCFG.KS2
Restoring file sys:/system/nici/XMGRCFG.KS3
Restoring file sys:/system/nici/XMGRCFG.NIF
Database restore finished
Completion time 00:00:15
Restore completed successfully

DSMASTER サーバによる災害対策

複数サーバ環境で、 サーバがすべて失われてしま う よ う な災害にも備えるためには、 ツ
リーの一部と して DSMASTER サーバを導入するこ とを検討してください。

Backup eMTool は各サーバを個別にバッ クアップするツールです。 すなわち、 ツ リー全
体ではなく、個々のサーバを対象とするよ う設計されています。ただし DSMASTER サー
バを作成しておけば、 Backup eMTool でも、 ツ リー構造全体をバッ クアップできるよ う
にな り ます。運用例の概要については、441 ページの 「シナリオ : 複数サーバ構成のネッ
ト ワークで、 すべてのサーバが使えな くなった場合」 を参照して ください。

災害からの復旧で問題となるのは、 同じパーティシ ョ ンのレプ リ カが複数あって、 互い
に整合性が取れていない場合の対処方法です。災害によってロールフォワード ログも失
われている場合、 すべてのサーバを同じ時点の状態に復元するこ とはできません。 バッ
クアップされたレプリ カはサーバごとに異なる時点のものなので、 ロールフォワード ロ
グを使わずに単純に復元しただけでは、全体をツ リーと してま とめる際に問題が起こる
ためです。 復元後の検証処理は、 このよ う な問題を予防するために設計されています。
デフォル トでは、 他のレプリ カとの不整合が見つかれば、 eDirectory データベースは復
元後にはオープンされません。

DSMASTER サーバを導入すればこのよ うな事態に備えるこ とができます。 ツ リー全体
のマスタコピーを作成しておき、 これを復元の基準点と して使用します。

DSMASTER サーバを導入する手順を次に示します。

ある 1 台のサーバに、ツ リーに属するパーティシ ョ ンすべてのレプリカを保持するよ
う設定してください。これによ り、ツ リー全体のコピーが、特定のサーバの eDirectory
データベース中に作られるよ うになり ます。 ただし、 ツ リーの容量が大きい場合は、
複数台のキーサーバに分けても構いません。 これを DSMASTER サーバと呼びます。
DSMASTERサーバに作るレプリ カは、マスタまたは読み書き用と設定してください。

注 : 複数台のキー DSMASTER サーバに分割する場合は、同じパーティションのレプリカが 2 台以上に

作られることのないようにしてください。重複のない構成にしておけば、災害後の復元作業において、

レプリカ間に不整合が生じることはありません。 

災害から復旧する際に、 新のロールフォワードログは使えません。このログは各サーバのローカル

ファイルとして保存されるためです。したがって、複数台の DSMASTER サーバを、すべて同じ時点の

状態に戻すことはできない場合があります。2 台の DSMASTER サーバに同じレプリカがあれば、これ

が一致せず、ツリーに不整合が生じる恐れがあります。そのため、災害対策としては、同じパーティ

ションのレプリカを複数の DSMASTER サーバに作成することは避ける必要があります。 

レプ リ カ全般については、 48 ページの 「レプ リ カ」 を参照して ください。

DSMASTER サーバを定期的にバッ クアップして、ツ リー全体のバッ クアップコピー
を作成して ください。 災害対策と しては、 DSMASTER サーバのバッ クアップ以外
にも、 充分な予防措置を講じておく と よいでし ょ う。

以上のよ うにツ リーを設計しておく と、 災害が起こっても、 迅速にツ リー構造を再構築
し、 稼動させるこ とができます。 1 台だけのサーバ ( あるいは少数のキーサーバ ) のみ
を復元し、 これをマスタレプ リ カと して扱う よ うにすればよいのです。
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このツ リーが稼動し始めてから、 フル / インク リ メ ンタルバッ クアップファ イルを使用
して、 DSMASTER 以外のサーバも順次復元していきます。 ロールフォワード ログがな
いため、 他のサーバに対する復元後の検証処理は失敗します。 そこで、 レプ リ カ リ ング
からいったん外し、 DSRepair を使って、 すべてのレプ リ カ情報を外部参照に変更しま
す。 その後、 DSMASTER サーバ上のコピーからレプ リ カを作成して、 改めてサーバに
レプリ カを追加します。 この手順については、 432 ページの 「復元後の検証処理に失敗
した場合の対処方法」 に記載されています。

災害によ り一部のサーバが失われた場合、 操作手順はやや複雑になり ますので、 Novell
の担当者に連絡して ください。

遷移ベクトルと復元後の検証処理

遷移ベク トルとは、 レプ リ カのタイムスタンプのこ とです。 レプ リ カ作成時刻を 1970
年 1 月 1 日からの経過秒数で表したものと、 レプ リ カ番号、 および現在のイベン ト番号
を組にして表示されます。 たとえば次のよ うな形をしています。 

s3D35F377 r02 e002

バッ クアップ / 復元処理に関していえば、 復元されたサーバがレプ リ カ リ ング内で正し
く同期しているかど うか確認するために使う、 重要なデータです。 

同じパーティシ ョ ンのレプ リ カを保持するサーバは、 レプ リ カの同期を取るため、 互い
にデータをやり取り しています。サーバはレプリ カ リ ング内の他のサーバと通信するた
びに、 他のサーバの遷移ベク トルを記録しています。 遷移ベク トルを使用する と、 レプ
リ カ リ ング内の各レプリ カが同期を保つためには、 どのデータを送ればよいか、 サーバ
が常に把握できます。 サーバが停止する と この通信が止ま り、 再び通信できるよ うにな
るまでの間、 遷移ベク トルに更新や変更があっても他のサーバはそれを送信しません。

あるサーバの eDirectory を復元した後、 検証処理と して、 復元された遷移ベク トルをレ
プ リ カ リ ングに属する他のサーバと比較します。 これは、 復元されたレプ リ カが他の
サーバと同期の取れた状態であるかど うか確認するために実行されます。 

リ モー ト サーバの遷移ベク ト ルの方がローカルベク トルよ り後の時間に作成されたも
のである場合は、 復元されなかったデータがある という こ となので、 検証処理は失敗し
ます。 これは、 フルバッ クアップまたはインク リ メンタルバッ クアップの前に、 ロール
フォワード ログの機能を有効にしていなかった、 ロールフォワード ログを使わずに復元
しよ う と した、 または必要なロールフォワード ログが揃っていなかった、 などが原因で
データの損失があるこ とが考えられます。 

デフォルトでは、 復元した eDirectory データベースが他のレプ リ カと整合が取れていな
い場合、 そのままではオープンできません。 

遷移ベク ト ルに不整合がある ログフ ァ イルの例については、 388 ページの 「Backup
eMTool による復元作業の概要」 を参照して ください。 

互換性の問題で検証処理に失敗するこ と もあ り ます。これについては、395 ページの 「復
元後の検証については eDirectory 8.5 以降のみで互換性がある」 を参照して ください。

検証に失敗した場合の対処方法については、 432 ページの 「復元後の検証処理に失敗し
た場合の対処方法」 を参照してください。

復元後の検証については eDirectory 8.5 以降のみで互換性がある

復元後の検証処理については、 8.5 よ り前の eDirectory とは互換性があり ません。 レプリ
カ リ ング内に eDirectory 8.5 よ り前のバージ ョ ンが稼動しているサーバがあれば、 復元処
理は失敗します。 エラーコードは -666、 すなわち 「DS バージ ョ ンの不整合」 とな り ま
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す。 これは、 レプリ カが同期していないこ とを示すのではなく、 eDirectory のバージ ョ ン
が 8.5 以前のため、遷移ベク トルの比較ができなかったこ とを示しているに過ぎません。 

デフォル トでは、 検証処理に失敗しているため、 データベースがオープンされません。
ただし、 エラーが発生しているのが 8.5 サーバのみで、 他のサーバでは問題なく検証さ
れているのであれば、 eMBox ク ラ イアン ト で上書き復元を実行するこ とによ り、安全に
データベースをオープンするこ とができます。

あるいは、 旧バージ ョ ンのサーバをレプリ カ リ ングから外し、 再度復元を試みる方法も
あ り ます。

復元処理と遷移ベク トルの詳細については、 388 ページの 「Backup eMTool による復元
作業の概要」 および 395 ページの 「遷移ベク トルと復元後の検証処理」 を参照してくだ
さい。

NetWare のファイルシステムデータを復元する際のアクセス権の保存

NetWare の場合、 ファ イルシステム権 ( ト ラスティの割り当て ) は、 eDirectory にある ト
ラスティオブジェク トによって決ま り ます。 そのため、 eDirectory と NetWare のファイ
ルシステムデータを復元する際には、 ファ イルシステム権について注意する必要があ り
ます。 

eDirectory の後でファイルシステムデータを復元するよ うにすれば、その時点でファイル
システム権も正し く復元されます。 ただしこの問題を認識しておく こ とは必要です。 起
こ り う る問題についてはあらかじめ確認し、 必要に応じて予防措置を取ってください。

復元処理によりファイルシステム権に影響が及ぶ理由

eDirectory の復元作業に先立ち、 eDirectory を新たにインス トールし、仮のツ リーを作成
しておく必要があ り ます。仮のツ リーを作成するのは故障した記憶デバイスに代わる新
しいデバイス上でも、サーバを移行する場合であれば新しいコンピューター上でもかま
いません。 

eDirectory を新規インス トールした段階では、 ト ラスティ権が割り当てられたオブジェ
ク トはあ り ません ( 復元処理の過程で、 ト ラスティオブジェク ト も復元される こ とにな
り ます )。 

ファ イルシステムデータを復元する際、 eDirectory 内の ト ラスティオブジェ ク トが検索
されます。 しかし、 復元前に新規インス トールした状態のままで ト ラスティオブジェ ク
トが見つからない場合、そのオブジェク トに対する権利の割り当てもファ イルシステム
から削除されるこ とがあ り ます。

この問題への対処方法

復元とファ イルシステム権利 / ト ラステ ィ割り当てに関する問題には、 次のよ うに、 少
しずつ異なるいくつかの対処方法があ り ます。

も重要なのは、eDirectory を先に復元し、その後でファ イルシステムを復元するこ
とです。

eDirectory を新たにインス トールし、復元する作業に、特別な準備はいり ません。 こ
れが済んでから、 ファ イルシステムの復元ツールを使って、 ファ イルシステム権利
やト ラスティ割り当てを元に戻すために必要なファイルを復元できます。

バッ クアップの段階で、trustbar.nlm を使用してファ イルシステム権利 / ト ラスティ割
り当てをバッ クアップできます。 同等の処理ができるサードパーティ製ソフ ト ウェ
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アを使っても構いません。 こ う しておけば、 eDirectory を復元した後でも、必要に応
じて ト ラスティ割り当てを復元できます。

ファ イルシステム権利 / ト ラステ ィ割り当てのバッ クアップは、eDirectory やファイ
ルシステムと同じスケジュールで実施するこ と もできます。

注 : ファイルシステム権利のバックアップのスケジューリングは、サードパーティ製ソフトウェアのほ

か、Novell Support Web サイトで提供している cron.nlm (http://support.novell.com/servlet/tidfinder/
2939440) でも可能です。

ス ト レージシステムの構成を検討し直すこ とによ り、eDirectory やファ イルシステム
データを復元しなければならないよ うな障害の可能性を減らすこ とができます。 た
とえば RAID 構成などにすれば、 ディ スクが 1 台故障した場合にデータを損失する
可能性は低くな り ます。 sys: ボ リ ュームを冗長構成にしておけば、 デバイスに障害
があっても、eDirectory の新規インス トールやファイルシステムの復元作業はしない
で済むかもしれません。 

何らかの理由によ り、 先にファ イルシステムデータを復元してしまい、 権利が失わ
れてしまったと しても、eDirectory を復元した後、も う一度ファイルシステムを復元
すれば元に戻すこ とができます。

eDirectoryの復元作業が終わるまで、sys:以外のボ リ ュームはマウン ト しないでおく、
とい う方法もあ り ます。 障害を受けたのは sys: ボ リ ュームだけで、 ほかは動作して
いる、 とい う場合に有効です。

確実にボ リ ュームがマウン ト されないよ う にするためには、 その記憶デバイス と
サーバを結ぶケーブルを物理的に外してから NetWare や eDirectory をインス トール
し、 復元作業の終了後、 再び接続し直すよ うにする と よいでし ょ う。 

eDirectory の復元後、 必要に応じて sys: ボ リ ュームのファイルシステムを復元して、
権利の設定を復旧して ください。 

ロールフォワードログを使用する

ロールフォワード ログとは、 他のデータベース製品でいう 「ジャーナル」 に相当する機
能です。ロールフォワード ログ (RFL)は、データベースの変更をすべて記録したものです。

ロールフォワード ログを使用する利点は、 後のフル / インク リ メ ンタルバッ クアップ
以降の変更履歴が得られるため、 障害で停止する直前の状態にまで eDirectory を復元で
きる こ とです。 ロールフォワード ログを使用しないと、 後のフル / インク リ メ ンタル
バッ クアップを取った時点までしか eDirectory を復元できません。

eDirectory は、 ト ランザクシ ョ ンをデータベースに反映する前に、 その操作内容をログ
ファ イルに記録するよ うになっています。 デフォルトでは、 ログファ イルはディ スク容
量の節約のために次々に重ね書きされるよ うになっているため、 eDirectory の変更履歴
は残り ません。 

継続的にロールフォワード ログを取る設定にする と、 変更履歴が連続したロールフォ
ワード ログファ イルに保存されます。 ロールフォワード ログはサーバの性能には影響が
あ り ません。 eDirectory がすでに作成しているログファ イルのエン ト リ を単に保存する
だけです。 

レプ リ カ リ ングに属するサーバは、 ロールフォワード ログ機能を有効にしておく必要が
あ り ます。 バッ クアップファ イルがあっても、 ロールフォワード ログがなければ復元後
の検証処理に失敗し、 データベースを開けないこ とにな り ます。 他のサーバとレプ リ カ
を共有するデータベースは、停止直前の状態にまで復元しない限りデフォルトではオー
プンされません。 ロールフォワード ログがない場合は、 432 ページの 「復元後の検証処
理に失敗した場合の対処方法」 で説明する手順で復旧してください。 
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ロールフォワード ログの機能は、 デフォル トでは無効になっています。 サーバで必要に
応じて有効に切り替えて ください。 ロールフォワード ログは、 サーバの復元作業を実行
する と再び無効になり、設定がデフォル トに戻り ます。このため復元後に再び有効にし、
設定を再作成した上で、 改めてフルバッ クアップを取って ください。 フルバッ クアップ
が改めて必要となるのは、 スケジュールに従って次に無人でのフルバッ クアップが取ら
れるまでに、 再び障害が起こる可能性があるためです。

単一サーバ環境ではロールフォワード ログがな く ても構いません。 しかし ロールフォ
ワード ログがあれば、 後のバッ クアップ時ではなくシステム停止直前の状態に復元で
きます。

ロールフォワード ログをオンにする場合、ディ スクの空き容量は常に監視している必要
があ り ます。 詳細については、 400 ページの 「ロールフォワード ログのバッ クアップと
削除」 を参照してください。

このセクシ ョ ンでは、 次の ト ピッ クについて説明します。

398 ページの 「ロールフォワード ログ機能を使用する上での注意事項」

399 ページの 「ロールフォワード ログの保存先」

400 ページの 「ロールフォワード ログのバッ クアップと削除」

401 ページの 「注意 : eDirectory を削除する と ロールフォワード ログも削除される
問題」

ロールフォワードログ機能の切り替えや設定には、iManager または eMBox クライアン ト を
使います。407 ページの 「iManager によるロールフォワード ログの設定」 または 418 ペー
ジの 「eMBox ク ラ イアン トによるロールフォワード ログの設定」 を参照してください。

ロールフォワードログ機能を使用する上での注意事項

継続的にロールフォワード ログ機能を使用する場合、 次の点に注意してください。 

バッ クアップ処理の実行前にロールフォワード ログ機能を有効にしておかないと、
データベースの復元に利用するこ とはできません。 

障害に備えるため、eDirectoryとは別の記憶デバイスにロールフォワード ログを保存
するよ うにして ください。 セキュ リ テ ィ を考慮すれば、 ログへのアクセス権も制限
する必要があ り ます。 詳細については、 399 ページの 「ロールフォワード ログの保
存先」 を参照して ください。

ロールフォワード ログの保存先を文書に記録しておいて ください。詳細については、
399 ページの 「ロールフォワード ログの保存先」 を参照してください。

ログの保存先のディ スクの空き容量を常に監視している必要があ り ます。 詳細につ
いては、 400 ページの 「ロールフォワード ログのバッ クアップと削除」 を参照して
ください。

ロールフォワード ログ機能が無効になっていたり、ログファ イルを損失した場合は、
有効に切り替えた後、 改めてフルバッ クアップを取って ください。 そ う しなければ
完全に復元できな くなる恐れがあ り ます。 次のよ うな状況の場合に必要です。 

復元処理の直後。復元処理の過程で、 ロールフォワード ログ機能は無効になり、
設定もデフォル ト値に戻ってしまいます。

デバイス障害などによ り、 ロールフォワード ログを保存しているディ レク ト リ
を損失した場合。

意図せずにロールフォワード ログ機能を無効にしてしまった場合。
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ス ト リームファ イルのログ機能を有効にする と、 ディ スクの空き容量が急速に減少
します。 ス ト リームファ イル ( ログインスク リプ ト など ) のログ出力を有効にする
と、 変更があるたびに、 ス ト リームファ イル全体がロールフォワード ログに複写さ
れるためです。 ス ト リームファ イルのログ出力を無効にし、 フル / インク リ メ ンタ
ルバッ クアップの際にのみス ト リームファ イルをバッ クアップする と、 ログファ イ
ルが大き くなるのを遅らせられます。 

データベースの復元で も時間を要するのは、 ロールフォワード ログを参照する処
理です。 ロールフォワード ログの容量は、 ツ リー構造に対して施された更新の回数
に応じて増え、 ス ト リームファ イル ( ログインスク リプ ト など ) のログ出力を有効
にする と さ らに増えます。

データベースが頻繁に更新されるよ うであれば、 バッ クアップの頻度を上げるこ と
も検討する と よいでし ょ う。 こ うする と、 復元処理の過程でロールフォワード ログ
を参照する処理が少なくな り ます。 

ログファ イル名を変更しないでください。 ログが作成されたと き とファ イル名が異
なる場合、 ログファ イルは復元処理には使用できません。

eDirectory を削除する と ロールフォワード ログもすべて消えてしまいます。 いったん
データベースを削除した後、 ログファ イルを使って復元するのであれば、 eDirectory
を削除する前に、 別の場所にコピーしておいてください。

復元が必要な場合は、 復元処理の終了後にそのサーバのロールフォワード ログ設定
を再作成して ください。 この機能を有効にし、 ログの保存先を安全な場所に設定し
ます。 ロールフォワード ログを有効にしてから、 改めてフルバッ クアップも取る必
要があ り ます。

この手順が必要となるのは、 復元処理の過程で、 ロールフォワード ログに関する設
定はデフォルトに戻るためです。つま り、 ロールフォワード ログ機能は無効とな り、
保存先もデフォル トの場所になるからです。 フルバッ クアップが改めて必要となる
のは、 スケジュールに従って次に無人でのフルバッ クアップが取られるまでに、 再
び障害が起こる可能性があるためです。 

ロールフォワードログの保存先

ロールフォワード ログ機能を有効にした場合、 その保存先を、 eDirectory とは別の記憶
デバイスに変更します。

保存先を設定する上で、 次の点に注意して ください。

保存先をデフォルトの場所のままにはせず、eDirectoryとは別の記憶デバイス上に設
定し直して ください。 こ う しておけば、デバイス障害のために eDirectory が失われて
も、 復元のためにロールフォワード ログにアクセスできます。 

たとえば NetWare の場合、デフォル トの保存先は sys:_netware\nds.rfl\ です。ただし、
ロールフォワード ログ機能を有効にしたら、 デフォル トの保存先を使用しないでく
ださい。 eDirectory データベースが保存されている sys: ボ リ ュームにログを保存し
ないでください。

サーバに記憶デバイスがひとつしかない場合、 デバイス障害が起こればロールフォ
ワード ログも消えてしま うので、障害対策と しては役に立ちません。この機能はロー
ルフォワード ログを使用しないでおく方法もあ り ます。 

ロールフォワード ログの保存先を変更するには、 iManager のバッ クアップ環境設定
画面、 または eMBox ク ラ イアン トの setconfig コマンドを使用して ください。 ロー
ルフォワード ログはサーバ上のローカルファイルと して保存する必要があ り ます。
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保存先を記録して ください。 ロールフォワード ログの保存先を記録して、 サーバの
データベースの復元が必要なと きに見つけられるよ うにして ください。 これはサー
バが正常で障害が発生する前に実行するこ とが重要です。 

サーバが正常に動作していれば、 iManager のバッ クアップ環境設定画面、 または
eMBox ク ラ イアン トの getconfig バッ クアップオプシ ョ ンで調べるこ とができます。
ただしハード ウェア障害などで eDirectoryが使えない状態になる と、この方法でロー
ルフォワード ログの場所を調べるこ とはできません。 

サーバに障害が発生し、それを復元する場合は、eDirectory を新たにインス トールす
る と、 ロールフォワード ログの保存先設定はデフォルトの場所に戻り ます。 このた
め、 復元作業のために eDirectory を再インス トールしたと しても、 サーバの停止前
にロールフォワード ログをどこに保存していたか、eDirectory で調べるこ とはできま
せん。 その場合は記録を参照して位置を調べる必要があ り ます。

ロールフォワード ログの保存先設定は、 _ndsdb.ini ファ イルにも記録されています。
しかしこれは eDirectory と同じディ スクパーティシ ョ ン / ボ リ ュームにあるため、
eDirectory がある記憶デバイスに障害が起これば、 ログの保存先を調べるために
_ndsdb.ini ファ イルを使用するこ とはできません。

ロールフォワード ログの保存先へのアクセス権を制限して ください。 これはセキュ
リ テ ィ上の問題です。 見ただけで中身がわかるよ う な形式にはなっていませんが、
デコードは可能なため、 重要なデータが漏洩する恐れがあ り ます。

ディ スクの空き容量が充分かど うか、常に監視している必要があ り ます。 400 ページ
の 「ロールフォワード ログのバッ クアップと削除」 を参照して ください。

ロールフォワード ログ専用のディ スクパーティシ ョ ン / ボ リ ュームを用意するのが
善です。 こ う しておけば、 ディ スク容量やアクセス権を監視しやすくなり ます。

ログの保存先パスのうち、一番深い階層のディ レク ト リ名はeDirectoryによって作成
されます。 この名前は現在の eDirectory データベース名に基づいて決ま り ます。 

たとえばログの保存先を 「D:\Novell\NDS\DIBFiles」 と指定した場合、 eDirectory データ
ベース名が 「NDS」 であれば、実際の保存先ファイルは 「D:\Novell\NDS\DIBFiles\nds.rfl」
となり ます。 データベースの名前を NDS から ND1 に変更した場合、 ロールフォワー
ドログのディレク ト リは D:\Novell\NDS\DIBFiles\nd1.rfl\ に変更されます。 

保存先の設定を変える とその時点で新しいディ レク ト リができますが、 ログファ イ
ルは実際に ト ランザクシ ョ ンが発生するまで作成されません。

復元の際は、 必要なロールフォワード ログをすべて同じディ レ ク ト リ に集めます。
詳細については、 401 ページの 「復元処理の準備」 を参照して ください。 

ロールフォワードログのバックアップと削除

放置しておけばロールフォワード ログは次々に蓄積され、 ディ スクパーティシ ョ ン / ボ
リ ュームがいっぱいにな り ます。ディ スク容量が不足してロールフォワード ログを作成
できない場合は、 eDirectory はそのサーバに対して応答しな くな り ます。 定期的にログ
ファ イルをバッ クアップし、 サーバからは削除するよ うにして、 常に充分なディ スク容
量を確保するよ うお勧めします。

削除しても構わないロールフォワード ログを判別し、バッ クアップを取った上で削除す
るには、 次の手順に従います。

1 「 後に使用済みになった」 ロールフォワード ログ名を調べてください。 

後の使用済みロールフォワード ログの名前は、次の方法で調べるこ とができます。
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iManager で ［eDirectory の保守］ > ［バッ クアップ環境設定］ の順にク リ ッ ク し、
表示されるファ イル名を調べます。 

eMBox ク ラ イアン トで getconfig バッ クアップコマンドを実行します。具体的な
手順については 418 ページの 「eMBox ク ラ イアン トによるロールフォワード ロ
グの設定」 を参照して ください。

「 後に使用済みになった」 ロールフォワード ログとは、 ト ランザクシ ョ ン履歴の記
録が終わり、 今は書き出しをしていないログファ イルのう ち、 新のものを表しま
す。 現在は別のもっ と新しいログファ イルに書き出しているため、 オープンしてお
く必要がないので、 「 後に使用済みになった」 ロールフォワード ログ と呼ばれま
す。 一方、 現在でも ト ランザクシ ョ ン履歴を書き出しているログは 「使用中」 で、
データベースに必要なものです。

2 ファ イルシステムのバッ クアップ機能を使って、 ロールフォワード ログをテープに
保存して ください。

3 「 後に使用済みになった」 も のよ り も 古いロールフォワード ログを削除してく だ
さ い。

警告 : ロールフォワードログを削除する際にはより注意を払い、削除しようとするファイルが確実に

バックアップされているか、繰り返し確認してください。 

「 後に使用済みになった」とは、既にクローズされており、今では履歴の記録をしていないことを表

します。サーバから削除しても構わないという意味ではありません。まだテープにバックアップしてい

ないファイルは削除しないようにしてください。

テープに保存してあるロールフォワード ログを復元のために使う場合は、次の点に注意
してください。

復元に使用する他のロールフォワード ログ と同様に、 フ ァ イルシステムをバッ ク
アップしたテープから取得したログファ イルは、 他のログと合わせてひとつのフォ
ルダに集めてください。 このフォルダは、 サーバからローカルにアクセスできる必
要があ り ます。

テープおよびサーバに複製されたファイルのタイムスタンプを比較する必要があ り
ます。タイムスタンプに違いがある場合は、 新のサーバ上のファイルを使います。
たとえば、 ファ イルシステムのバッ クアップ中に、 データベースで使用されていた
ロールフォワード ログファ イルはテープに完全に保存されません。 新の完全な
ファイルはサーバに格納されています。

注意 : eDirectory を削除するとロールフォワードログも削除される問題

サーバから eDirectory を削除する と、 ロールフォワード ログのディ レク ト リおよびその
中身もすべて削除されます。 いったんデータベースを削除した後、 ログファ イルを使っ
て復元するのであれば、 eDirectory を削除する前に、 別の場所にコピーしておいて くだ
さい。

復元処理の準備

eDirectory データベースの復元作業で も大切なのは、 復元が完全に行われたかど うか
確認するこ とです。 作業に先立ち、 402 ページの 「復元作業の前提条件」 の説明に従っ
て、必要な準備を行います。必要なバッ クアップファ イルを揃える手順を確認するには、
403 ページの 「復元に必要なバッ クアップファ イルの収集」 を参照して ください。
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復元作業の前提条件

復元するサーバとレプ リ カを共有しているサーバはすべて、 稼動状態で、 通信でき
るよ うにしておかなければなり ません。 これは、 復元後の検証処理で、 同じレプ リ
カ リ ングに属するサーバ間の整合性を確認するために必要です。

必要な次のバッ クアップファ イルをすべて収集して ください。 

フルバッ クアップおよびそれ以降のインク リ メ ンタルバッ クアップのファ イル
を、 復元するサーバの、 1 つのディ レク ト リ内に集めます。

後にバッ クアップを取って以降のロールフォワード ログをすべて、 同じサー
バ上のも う 1 つのディ レク ト リにま とめておきます。

このサーバがレプ リ カ リ ングに属している場合、 後にバッ クアップを取った
時点以降のロールフォワード ログをすべて、 ひとつのディ レク ト リ内に集めて
おきます。 ファ イル名はログ生成時と同じにしておかなければなり ません。

403 ページの 「復元に必要なバッ クアップファ イルの収集」 を参照して ください。

注 : バックアップファイルがない場合は、XBrowse を使って、サーバ情報の復元に必要な情報を

eDirectory に問い合わせてください。この作業は、サーバオブジェクトやその関連オブジェクトをツ

リーから削除する前に実行する必要があります。Xbrowse の詳細については、Novell Support Web site,
Solution 2960653 (http://support.novell.com/servlet/tidfinder/2960653) を参照してください。

eDirectory を再インス トールし、 仮のツ リーで稼動させておきます。

初はサーバを仮のツ リーで稼動させます。 終的には障害が起きる前と同じ名前
のサーバに復元しよ う と しているわけですが、 まだ復元作業が完了していない段階
で本来のツ リーに組み込んでしま う と、 混乱が生じてしま うからです。 データベー
スの復元処理が完了してから、本来のツ リーにサーバを組み入れるこ とにな り ます。

( 状況によって実行 ) このサーバでロールフォワード ログ機能を使うためには、復元
後に改めて有効に切り替え、 障害対策のための書き出し先も設定し直して、 ロール
フォワード ログの環境設定を再作成する必要があ り ます。 ロールフォワード ログを
有効にしてから、 改めてフルバッ クアップも取る必要があ り ます。 

復元処理の過程で、 ロールフォワード ログの機能は無効になり、 ログ保存先の設定
もデフォル トに戻ってしまいます。

フルバッ クアップが改めて必要となるのは、 スケジュールに従って次に無人でのフ
ルバッ クアップが取られるまでに、 再び障害が起こる可能性があるためです。

(状況によって実行)IPアドレスを指定してこのサーバにアクセスするアプリケーシ ョ
ンやオブジェク トがある場合は、 元と同じ IP アドレスを設定してください。

(NetWare の場合のみ ) 復元されたサーバの名前を、障害前と同じにして ください。同
じ名前を使用しないと、 復元後に 「ボ リ ュームオブジェク トが不正」 などのエラー
が起こる可能性があ り ます。 

復元する NetWare サーバ名を変更するには、 autoexec.ncf ファ イルを書き替え、サー
バを再起動して ください。

(NetWareのみ)ファ イルシステムデータおよびeDirectoryを復元する際は、ファ イルシ
ステム権利を元どおりに戻せるよ う、正しい手順で作業してください。eDirectory を
先に復元し、 その後でファイルシステムを復元して ください。 この手順の詳細につ
いては、396 ページの 「NetWare のファ イルシステムデータを復元する際のアクセス
権の保存」 を参照して ください。

復元の過程で、 eDirectory Backup eMTool はまず、フルバッ クアップファ イルからの復元
を試みます。 それが済むと、 Backup eMTool でインク リ メンタルバッ クアップファ イル
の名前を入力するよ う求められます。 その際、 次に適用するべきファ イルの ID が提示
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されます。 インク リ メ ンタルバッ クアップファ イルからの復元が終わる と、 今度はロー
ルフォワード ログを参照しての復元処理が始ま り ます (388 ページの 「Backup eMTool に
よる復元作業の概要」 も参照して ください )。

必要なファイルをすべて揃えた後、 iManager や eMBox ク ラ イアン トから復元処理を起
動します。420 ページの「eMBox ク ラ イアン トによるバッ クアップファ イルの復元作業」
または 409 ページの 「iManager によるバッ クアップファ イルの復元作業」 を参照して く
ださい。

復元に必要なバックアップファイルの収集

1 ファ イルシステムをバッ クアップしたテープから、eDirectory フルバッ クアップファ
イルを、 サーバ上の適当なディ レク ト リにコピーして ください。

後に取ったフルバッ クアップの ID は、Backup eMTool のログファ イルで確認でき
ます。

2 同様に、 一連のインク リ メンタルバッ クアップファ イルを、 サーバ上の適当なディ
レク ト リにコピーして ください。

必要なインク リ メンタルバッ クアップファイルは、フルバッ クアップファイルのヘッ
ダ部で確認できます。 「next_inc_file_ID」 属性と して、 次のインク リ メ ンタルバッ ク
アップファイルの ID が記述されています。 この値は、 インク リ メンタルバッ クアッ
プファイルのヘッダ部にある 「incremental_file_number」 属性に対応します。 ヘッダの
形式について詳し くは、 389 ページの 「バッ クアップファ イルのヘッダ書式」 を参照
してください。

警告 : バックアップファイルを開く場合でもヘッダを確認するだけにとどめ、保存や変更はしないよう

にしてください。ファイルの一部が切り捨てられてしまうことがあります。ほとんどのアプリケーショ

ンではバイナリデータを正確に保存することはできません。

インク リ メ ンタルバッ クアップファ イルにはそれぞれ、 次のインク リ メ ンタルバッ
クアップファ イルの ID が記載されています。

この ID も Backup eMTool のログファ イルで確認できます。

同じ名前のフ ァ イルがい くつもあって、 ひとつのディ レ ク ト リ にま とめるために
ファイル名を変更しているよ う な場合、 ID はその識別に不可欠です。 たとえば無人
でのバッ クアップにいつも同じバッチファ イルを使っていて、 バッ クアップファ イ
ル名が常に同じであるよ う な場合です。 ヘッダ部の ID を見れば、 ファ イル名が変
わっていても適切なファイルを判別できます。

3 (状況によって実行)ロールフォワード ログ機能を有効にしていた場合は、 後のバッ
クアップ以降のロールフォワード ログを、 生成時のファイル名のまま、 サーバ上の
適当なディレク ト リに集めてください。

このサーバがレプリ カ リ ングに属している場合は、 ロールフォワード ログを使った
復元処理が必須です。 ロールフォワード ログがすべて揃っていない場合、 復元後の
検証処理で失敗してしまいます。 リ ング内の他のレプリ カと、 遷移ベク トルが一致
しないからです。 デフォルトでは、 復元した eDirectory データベースが他のレプ リ
カと整合が取れていない場合、 そのままではオープンできません。 

テキス トエディ タで 新のバッ クアップファ イルを開き、ヘッダの 「current_log」 属
性を読んで、 初に必要なロールフォワード ログを特定します。 この作業を繰り返
して、 続くすべてのロールフォワード ログを集めます。 
警告 : バックアップファイルを開く場合でもヘッダを確認するだけにとどめ、保存や変更はしないよう

にしてください。ファイルの一部が切り捨てられてしまうことがあります。ほとんどのアプリケーショ

ンではバイナリデータを正確に保存することはできません。
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必要なロールフォワード ログがすべて 1ヶ所にま とまっている とは限り ません。 よ
く確認して、すべて同じディ レク ト リに揃えてください。ロールフォワード ログは、
次の理由から複数の場所に格納されている場合があ り ます。

後にeDirectoryのフル/インク リ メ ンタルバッ クアップを実行してから、ロール
フォワード ログの保存先を変更した場合。

ファ イルシステムのバッ クアップを使用して、 ロールフォワード ログをテープ
にバッ クアップした後で、 空きディ スク容量を確保するためにそれらのファ イ
ルを削除した場合。

テープにバッ クアップされたロールフォワード ログを取得する場合は、 データ
が 新のセッ ト である こ とを確認して ください。 テープおよびサーバに複製さ
れたファ イルのタイムスタンプを比較する必要があ り ます。 ファ イルシステム
のバッ クアップ中に、 データベースで使用されていたロールフォワード ログ
ファ イルはテープに完全に保存されません。 新の完全なファ イルはサーバに
格納されています。

後にバッ クアップを実行してから eDirectory データベースの名前を変更した
(NDS から ND1 に変更した場合など )。 この変更によ り、 ロールフォワード ログ
のパスの 後のディ レク ト リ名が変更されます。 

た と えばログの保存先を 「D:\novell\nds\dibfiles\」 と指定した場合、 eDirectory
データベース名が 「NDS」 であれば、 実際の保存先ファ イルはディ レ ク ト リ
「D:\novell\nds\dibfiles\nds.rfl\」 とな り ます。データベースの名前を NDS から ND1
に変更した場合、 ロールフォワード ログのディ レク ト リは
D:\Novell\nds\dibfiles\nd1.rfl\ に変更されます。

重要 : 必要なロールフォワードログがすべてそろっていることを確認してください。Backup eMTool で
は、ロールフォワードログがすべてそろっているかどうか確認できません。ロールフォワードログは順

番に開かれて使用されます。指定したディレクトリ内に次のロールフォワードログが見つからない場合

は、復元プロセスが中止されます。必要なロールフォワードログがすべてそろっていなければ復元は完

了しません。

Novell iManager を使ったバックアップ / 復元作業

バッ クアップやその環境設定、 復元の作業は、 Novell iManager から eDirectory Backup
eMTool を呼び出す形で実行できます。 iManager を使う こ とによ り、 ファ イアウォール
の外側からでも、 Web ブラウザ画面で操作できます。 Novell iManager の詳細について
は、 『Novell iManager 2.0.x Administration Guide(Novell iManager 2.0.x 管理ガイ ド ) (http://
www.novell.com/documentation/japanese/imanager20/index.html)』 を参照して ください。

ただし、 コールドバッ クアップ ( データベースをいったん停止したフルバッ クアップ )、
無人バッ クアップ、 高度な復元機能は、 iManager からは実行できません。 これらの作業
は eMBox ク ラ イアン トで実行するこ とにな り ます。 詳し くは 412 ページの 「eMBox ク
ラ イアン ト を使ったバッ クアップ / 復元作業」 を参照して ください。 

eDirectory のバッ クアップ / 復元作業に先立ち、 382 ページの 「eDirectory のバッ クアッ
プ処理に関する確認事項」 を参照して問題点を確認し、 効率的に作業できるよ うにして
ください。

このセクシ ョ ンでは、 次の ト ピッ クについて説明します。

405 ページの 「iManager による手動バッ クアップ」

407 ページの 「iManager によるロールフォワード ログの設定」

409 ページの 「iManager によるバッ クアップファ イルの復元作業」
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iManager による手動バックアップ

iManager のブラウザ画面から ［バッ クアップ］ を使用して、 eDirectory データベースを
サーバにバッ クアップします。 フルバッ クアップ、 インク リ メ ンタルバッ クアップのど
ちらも実行可能です。 

バッ クアップファ イルには、 eDirectory をその時点の状態に復元するために必要な情報
がすべて含まれています。 また、 処理結果は所定のログファ イルに記録されます。

iManager から実行できるのは 「ホッ ト 」 バッ クアップです。 つま り、 バッ クアップ処理
中も eDirectory データベースは開いたままで、 通常どおり利用しながら、 バッ クアップ
開始時点の状態を完全に保存できます。

なお、 コールドバッ クアップ ( データベースを停止してのバッ クアップ ) や無人バッ ク
アップを実行するには、 eMBox ク ラ イアン ト を使用する必要があ り ます。 412 ページの
「eMBox ク ラ イアン トによる手動バッ クアップ」 および 415 ページの 「バッチファ イル
と eMBox ク ラ イアン トによる無人バッ クアップ」 を参照して ください。

eDirectory のバッ クアップ / 復元作業に先立ち、 382 ページの 「eDirectory のバッ クアッ
プ処理に関する確認事項」 を参照して問題点を確認し、 効率的に作業できるよ うにして
ください。

前提条件

eDirectory 以外にも追加でバッ クアップしたいファ イルがあれば、それを列挙したイ
ンクルードファ イルを作っておいて ください。 

iManager の設定画面で該当するチェ ッ クボッ クスをオンにすれば、NICI ファ イルや
ス ト リームファ イルもバッ クアップできます。NICI ファ イルは常にバッ クアップす
るよ うお勧めします。

それ以外にたと えばautoexec.ncfなどをバッ ク アッ プしたい場合は、そのパスと ファ
イル名をインク ルード ファ イルに列挙します。複数のファ イルがある場合はセミ コ
ロンで区切り ます。 改行 ( ハード リ ターン ) や空白を含めないよ う にしてく ださ い
( 例 : 「 sys:\system\autoexec.ncf;sys:\etc\hosts;」 )。

eDirectory のバッ クアップ後すぐに、 ファ イルシステムのバッ クアップ作業を行い、
テープに保存できるよ う準備して ください (Backup eMTool による処理では、サーバ
上にバッ クアップファ イルができるだけです )。
ヒント : コピー先記憶デバイスに容量の制約がある場合は、あらかじめ eDirectory バックアップファイ

ルの 大サイズを設定すると便利です。また、バックアップファイルの作成後、サードパーティ製ファ

イル圧縮ツールを使う方法もあります。80% 程度は圧縮できます。

ロールフォワード ログを作成するのであれば、 バッ クアップを行う前にこの機能を
有効にして ください。 

レプ リ カ リ ングに属するサーバは、 ロールフォワード ログ機能を有効にしておく必
要があ り ます。 バッ クアップファ イルがあっても、 ロールフォワード ログがなけれ
ば復元後の検証処理に失敗し、 データベースを開けないこ とになり ます。 

ロールフォワード ログの詳細については、 397 ページの 「ロールフォワード ログを
使用する」 を参照して ください。 また、 この機能を有効にする手順については、 407
ページの 「iManager によるロールフォワード ログの設定」 を参照してください。

複数サーバ環境のツ リーの場合、 このサーバとレプ リ カを共有するサーバすべてに
ついて、 eDirectory 8.5 以降にアップグレードする必要があ り ます。 

詳細については、 395 ページの 「復元後の検証については eDirectory 8.5 以降のみで
互換性がある」 を参照して ください。
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操作手順

iManager を使って eDirectory データベースをバッ クアップする手順を次に示します。

ヒント : iManager で使用できるオプションについてはオンラインヘルプを参照してください。

1 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory の保守］ > ［バッ クアップ］ の順にク リ ッ ク します。

3 バッ クアップの対象サーバを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4 バッ クアップを実行するサーバのユーザ名、 パスワード、 コンテキス ト を指定し、
［次へ］ をク リ ッ ク します。

5 バッ クアップファ イルのオプシ ョ ンを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

後にバッ クアップを実行した後の差分のみをバッ クアップしたい場合は、［インク
リ メ ンタルバッ クアップを実行します］ をク リ ッ ク して ください。

画面例を次に示します。

6 追加でバッ クアップしたいファ イルがあればこ こで指定します。

追加するファ イルが指定されていない場合、 eDirectory データベースのみがバッ ク
アップされます。

NICI ファ イルは常にバッ クアップするよ うお勧めします。
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画面例を次に示します。

7 表示される指示に従って、 バッ クアップを完了します。

8 eDirectory のバッ クアップ処理が終了したら、すぐにファ イルシステムのバッ クアッ
プ作業を行い、 テープに保存します (Backup eMTool による処理では、 サーバ上に
バッ クアップファ イルができるだけです )。

iManager によるロールフォワードログの設定

ブラウザから ［バッ クアップ環境設定］ を使用して、 ロールフォワード ログに関する設
定を変更します。 次の設定ができます。

ロールフォワード ログ機能の有効 / 無効の切り替え

レプリ カ リ ングに属するサーバは、 ロールフォワード ログ機能を有効にしておく必
要があ り ます。 バッ クアップファ イルがあっても、 ロールフォワード ログがなけれ
ば復元後の検証処理に失敗し、 データベースを開けないこ とになり ます。

ロールフォワード ログの保存先ディ レク ト リの変更

ロールフォワード ログのファ イルサイズの 小値、 大値の設定

現在使用中のログ、 既に書き出しを終えた 新のログの判別

ス ト リームファ イルをロールフォワード ログに含めるかど うかの切り替え

ロールフォワード ログの詳細については、 397 ページの 「ロールフォワード ログを使用
する」 を参照してください。

ヒント : iManager で使用できるオプションについてはオンラインヘルプを参照してください。
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1 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory の保守］ > ［バッ クアップ環境設定］ の順にク リ ッ ク します。

3 設定を変更するサーバを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4 設定を変更するサーバのユーザ名、パスワード、 コンテキス ト を指定し、 ［次へ］ を
ク リ ッ ク します。

5 必要に応じてサーバのバッ クアップ環境設定を変更します。

警告 : ロールフォワードログ機能を有効にしたら、デフォルトの保存先を使用しないでください。障害

対策のためには、eDirectory とは別のディスクパーティション / ボリューム、別の記憶デバイスを指定

してください。ロールフォワードログディレクトリは、バックアップ環境設定を変更するサーバ上であ

る必要があります。 

重要 : ロールフォワードログ機能を有効にする場合、ログを保存するボリュームのディスク容量を常に

監視してください。これを怠ると、ログの容量は増える一方なので、ディスクパーティション / ボリュー

ムがあふれてしまう恐れがあります。ディスク容量が不足してロールフォワードログを作成できない場

合は、eDirectory はそのサーバに対して応答しなくなります。書き出しが終わったロールフォワードロ

グは、定期的にバックアップし、サーバから削除するようお勧めします。400 ページの「ロールフォ

ワードログのバックアップと削除」を参照してください。

画面例を次に示します。

6 表示される指示に従って、 操作を完了します。
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iManager によるバックアップファイルの復元作業

ブラ ウザから ［復元］ を使用して、 保存されたバッ クア ップフ ァ イルのデータから
eDirectory データベースを復元します。処理結果は所定のログファ イルに記録されます。 

復元処理の詳細については、 388 ページの 「Backup eMTool による復元作業の概要」 を
参照してください。

高度な復元機能は eMBox ク ラ イアン トから実行する必要があ り ます。詳し くは 412 ペー
ジの 「eMBox ク ラ イアン ト を使ったバッ クアップ / 復元作業」 を参照してください。 

前提条件

必要なバッ クアップファ イルをすべて、 復元対象サーバ上の、 適当なディ レク ト リ
に集めておく必要があ り ます。 

401 ページの 「復元処理の準備」 および 403 ページの 「復元に必要なバッ クアップ
ファ イルの収集」 を参照して ください。

eDirectory を復元対象のサーバにインス トールし、 稼動させておいてください。

たとえば記憶デバイスの障害の場合、 デバイスを交換し、 改めて eDirectory をイン
ス トールするこ とにな り ます。 故障したサーバごと交換する、 あるいは単に新しい
サーバに移行する場合は、 新しいサーバにオペレーティ ングシステムをインス トー
ルした上で、 eDirectory も準備します。

復元処理の詳細については、 388 ページの 「Backup eMTool による復元作業の概要」
を参照して ください。

(NetWareのみ)ファ イルシステムデータおよびeDirectoryを復元する際は、ファ イルシ
ステム権利を元どおりに戻せるよ う、正しい手順で作業してください。eDirectory を
先に復元し、 その後でファイルシステムを復元して ください。 この手順の詳細につ
いては、396 ページの 「NetWare のファ イルシステムデータを復元する際のアクセス
権の保存」 を参照して ください。

操作手順

ヒント : iManager で使用できるオプションについてはオンラインヘルプを参照してください。

iManager を使って eDirectory データベースを復元する手順を次に示します。

1 必要なバッ クアップファ イルを集めておきます。 詳し くは 401 ページの 「復元処理
の準備」 を参照して ください。

2 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

3 ［eDirectory の保守］ > ［復元］ の順にク リ ッ ク します。

4 復元対象サーバを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

5 復元を実行するサーバのユーザ名、パスワード、 コンテキス ト を指定し、 ［次へ］ を
ク リ ッ ク します。

6 バッ クアップファ イル名、 ログファ イル名を指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

画面例を次に示します。
Novell eDirectory のバックアップと復元 409



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
7 必要な復元オプシ ョ ンを指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

通常、 少な く と も次のチェ ッ クボッ クスはオンにする必要があ り ます。

データベースを復元

検証後に復元されたデータベースをアクティブにします

復元の完了後にデータベースを開きます

セキュ リ テ ィ ファ イルの復元 (NICI ファ イルの復元 )

NICI ファ イルは必ずバッ クアップしておく よ うお勧めします。 これがないと、復元
に成功しても、 暗号化されたファイルは読めません。

ロールフォワードログを使って復元する場合は、 そのフルパスを指定しなければなり
ません。 これには、 eDirectory が自動的に追加するディレク ト リ名 ( 通常は 「\nds.rfl」 )
も含みます。詳し くは 399 ページの 「ロールフォワード ログの保存先」 を参照してく
ださい。

画面例を次に示します。
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8 表示される指示に従って、 復元を完了します。

復元後の検証に失敗した場合の対処については、 432 ページの 「復元後の検証処理
に失敗した場合の対処方法」 を参照して ください。

注 : レプリカリング中に eDirectory 8.5 より前のバージョンが稼動しているサーバがある場合、復元処
理は失敗します。エラーコードは -666、すなわち「DS バージョンの不整合」となります。この場合の
対処方法については、395 ページの「復元後の検証については eDirectory 8.5 以降のみで互換性がある」
を参照してください。

9 NICIセキュ リ テ ィ ファ イルを復元した場合は、復元完了後にNICI を再初期化するた
め、 サーバを再起動します。

10 こ こでサーバが通常どおり要求に応答するこ とを確認しておきます。

11 ( 状況によって実行 ) このサーバでロールフォワード ログ機能を使うためには、改め
て有効に切り替え、 障害対策のための書き出し先も設定し直して、 ロールフォワー
ド ログの環境設定を再作成する必要があ り ます。 ロールフォワード ログを有効にし
てから、 改めてフルバッ クアップも取る必要があ り ます。

この手順が必要となるのは、 復元処理の過程で、 ロールフォワード ログに関する設
定はデフォルトに戻るためです。つま り、 ロールフォワード ログ機能は無効とな り、
保存先もデフォル トの場所になるからです。 フルバッ クアップが改めて必要となる
のは、 スケジュールに従って次に無人でのフルバッ クアップが取られるまでに、 再
び障害が起こる可能性があるためです。

ロールフォワード ログの詳細については、 397 ページの 「ロールフォワード ログを
使用する」 を参照して ください。
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以上で復元作業が終了しました。NICI の再初期化も済んでいるので、暗号化された情報
にもアクセスできます。 ロールフォワード ログ機能を使用する場合は、 今後の障害に備
えるため、 再びこの機能を有効にし、 フルバッ クアップを取っておいてください。

eMBox クライアントを使ったバックアップ / 復元作業

eMBox ク ラ イアン トはコマンド ラ イン Java ク ラ イアン トで、これを使用する と eDirectory
Backup eMTool などの eMBox ツールにアクセスできます。複数サーバ環境でも、 ファ イ
アウォール越しのアクセスができれば、 1 台のコンピュータからバッ クアップ、 復元、
ロールフォワード ログの設定ができます。

eMBox ク ラ イアン トはバッチモードで実行できるため、 eDirectory Backup eMTool を使
用して無人バッ クアップを行う こ とができます。 

eMBoxClient.jar ファ イルは、eDirectory の一部と してサーバにインス トールされます。そ
れ以外にも、Sun JVM 1.3.1 が動作する環境であれば、eMBoxClient.jar をコピーして動か
すこ とができます。 詳細については、 479 ページの 「eDirectory Management Toolbox」 お
よび 481 ページの 「ワークステーシ ョ ンで eMBox ク ラ イアン ト を実行する」 を参照し
て ください。

eDirectory のバッ クアップ / 復元作業に先立ち、 382 ページの 「eDirectory のバッ クアッ
プ処理に関する確認事項」 を参照して問題点を確認し、 効率的に作業できるよ うにして
ください。

このセクシ ョ ンでは、 次の ト ピッ クについて説明します。

412 ページの 「eMBox ク ラ イアン トによる手動バッ クアップ」

415 ページの 「バッチファ イルと eMBox ク ラ イアン トによる無人バッ クアップ」

418 ページの 「eMBox ク ラ イアン トによるロールフォワード ログの設定」

420 ページの 「eMBox ク ラ イアン トによるバッ クアップファ イルの復元作業」

423 ページの 「バッ クアップ / 復元のコマンド ラ インオプシ ョ ン」

eMBox クライアントによる手動バックアップ

eMBox ク ラ イアン ト を使って、 eDirectory データベースの中身を、 指定したファ イルに
バッ クアップするこ とができます。 バッ クアップファ イルには、 eDirectory をその時点
の状態に復元するために必要な情報がすべて含まれています。 また、 処理結果は所定の
ログファ イルに記録されます。 

eDirectory のバッ クアップ / 復元作業に先立ち、 382 ページの 「eDirectory のバッ クアッ
プ処理に関する確認事項」 を参照して問題点を確認し、 効率的に作業できるよ うにして
ください。

eMBox ク ラ イアン ト を使う と次のよ うな作業ができます。

データベースを開いたままで、フル / インク リ メ ンタルバッ クアップ ( ホッ トバッ ク
アップ )。

「ホッ ト 」 バッ クアップの場合、バッ クアップ処理中も eDirectory データベースは開
いたままで、 通常どおり利用しながら、 バッ クアップ開始時点の状態を完全に保存
できます。

コールドバッ クアップ ( データベースをいったん停止してフルバッ クアップ )。

この機能は、 ハード ウェアをアップグレードする、 あるいは新規サーバ ( 同じオペ
レーティングシステムが動作するもの ) に移行する場合に有用です。 詳し くは 460
ページの 「ハード ウェアのアップグレードやサーバの交換」 を参照して ください。
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バッ クアップ後、 データベースを閉じたままにしてロ ッ クする設定。

バッ クアップファ イルの 大サイズの設定。

これらの作業を無人で実行するための手順については、 415 ページの 「バッチファ イル
と eMBox ク ラ イアン トによる無人バッ クアップ」 を参照して ください。

前提条件

バッ クアップ処理を起動するコンピュータに、ファ イル eMBoxClient.jar がある こ と
を確認して ください。 

このファ イルは、eDirectory の一部と してサーバにインス トールされます。それ以外
にも、 Sun JVM 1.3.1 が動作する環境であれば、 eMBoxClient.jar をコピーして動かす
こ とができます。 複数サーバ環境でも、 ファ イアウォール越しのアクセスが可能で
あれば 1台のコンピュータから作業できます。詳細については、479 ページの「eMBox
コマンド ラ インク ラ イアン トの使用」 を参照して ください。

ロールフォワード ログを作成するのであれば、 バッ クアップを行う前にこの機能を
有効にして ください。 

レプ リ カ リ ングに属するサーバは、 ロールフォワード ログ機能を有効にしておく必
要があ り ます。 バッ クアップファ イルがあっても、 ロールフォワード ログがなけれ
ば復元後の検証処理に失敗し、 データベースを開けないこ とになり ます。 

ロールフォワード ログの詳細については、 397 ページの 「ロールフォワード ログを
使用する」 を参照して ください。 また、 この機能を有効にする手順については、 418
ページの 「eMBox ク ラ イアン トによるロールフォワード ログの設定」 を参照して く
ださい。

eDirectory 以外にも追加でバッ クアップしたいファ イルがあれば、それを列挙したイ
ンクルードファ イルを作っておいて ください。 

NICI ファ イルやス ト リームファ イルもスイ ッチを使用してバッ クアップできます。
NICI ファ イルは常にバッ クアップするよ うお勧めします。

それ以外にたと えばautoexec.ncfなどをバッ ク アッ プしたい場合は、そのパスと ファ
イル名をインク ルード ファ イルに列挙します。複数のファ イルがある場合はセミ コ
ロンで区切り ます。 改行 ( ハード リ ターン ) や空白を含めないよ う にしてく ださ い
( 例 : 「 sys:\system\autoexec.ncf;sys:\etc\hosts;」 )。

eDirectory のバッ クアップ後すぐに、 ファ イルシステムのバッ クアップ作業を行い、
テープに保存できるよ う準備して ください (Backup eMTool による処理では、サーバ
上にバッ クアップファ イルができるだけです )。
ヒント : コピー先記憶デバイスに容量の制約がある場合は、あらかじめ eDirectory バックアップファイ

ルの 大サイズを設定すると便利です。その場合、バックアップコマンドの「-s」オプションを使い、

バイト単位で指定します。また、バックアップファイルの作成後、サードパーティ製ファイル圧縮ツー

ルを使う方法もあります。80% 程度は圧縮できます。

コマンド ラ インオプシ ョ ンについては、423 ページの 「バッ クアップ / 復元のコマン
ド ラ インオプシ ョ ン」 を参照して ください。

複数サーバ環境のツ リーの場合、 このサーバとレプ リ カを共有するサーバすべてに
ついて、 eDirectory 8.5 以降にアップグレードする必要があ り ます。 

詳細については、 395 ページの 「復元後の検証については eDirectory 8.5 以降のみで
互換性がある」 を参照して ください。
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操作手順

eMBox ク ラ イアン ト を使って eDirectory データベースをバッ クアップする手順を次に示
します。

1 eMBox ク ラ イアン ト を対話式モードで起動します。

NetWare、 UNIX の場合 : コマンド ラ インから 「edirutil -i」 と入力します。

Windows の場合 : 「drive\novell\nds\embox\edirutil.exe -i」 を実行
します。

edirutil ファ イルは、eMBox ク ラ イアン ト を実行するためのシ ョート カッ トです。Java
の実行形式ファイルと、 eMBox ク ラ イアン トのインス トール先ディ レク ト リがパラ
メータ と して記述されているほか、 NetWare の場合は 「-ns」 オプシ ョ ンもついてい
ます。 (Java 実行ファ イルの場所は、 481 ページの 「eMBox ク ラ イアン ト用にパスお
よびク ラスパスを設定する」 で示しているよ うに手動で入力するこ と もできます )。

正常に起動される と、 「eMBox Client>」 とい うプロンプ トが現れます。

2 バッ クアップの対象サーバにログインします。 次のよ うに入力して ください。 
login -s server_name_or_IP_address -p port_number 
-u username.context -w password

たとえば Windows の場合、 次のよ うになり ます。

login -s 151.155.111.1 -p 8009 -u admin.mycompany -w mypassword

セキュア接続が確立できない と い う エラーが表示される場合は、 487 ページの
「eMBox ク ラ イアン ト を使用してセキュア接続を確立する」 に表示されている JSSE
ファ イルがシステム上にない可能性があ り ます。

指定するポート番号が分からない場合は、 488 ページの 「eDirectory ポート番号を確
認する」 を参照して ください。

eMBox ク ラ イアン トはログインが成功したかど うかを表示します。

3 eMBox ク ラ イアン トのプロンプ トが出たら、次の形式でバッ クアップコマンドを入
力します。

backup -b -f backup_filename_and_path -l backup_log_filename_and_path -u 
include_file_filename_and_path -e -t -w

各スイ ッチの間にはスペースが必要です。 スイ ッチの順序は重要ではあ り ません。
「-e」 オプシ ョ ンを指定して、 NICI ファ イルもバッ クアップするよ うお勧めします。
暗号化されたファイルを復元し、 中身を読むために必要です。

たとえば Windows の場合、 次のよ うになり ます。

backup -b -f c:\backups\8_20_2001.bak -l c:\backups\backup.log -u 
c:\backups\myincludefile.txt -e -t -w

この例では、 フルバッ クアップを取るこ と (-b)、 バッ クアップファ イルを
c:\backups\8_20_2001.bak とする こ と、処理結果を c:\backups\backup.log に出力するこ
と、 さ らに、 次のデータベース以外のファイルもバッ クアップするこ とを指定して
います。 

管理者があらかじめ作成したインクルードファ イル (c:\backups\myincludefile.txt)
に列挙されたバッ クアップ対象のファイル ( 「-u」 オプシ ョ ンで指定 )。

NICI ファ イル ( 「-e」 オプシ ョ ンで指定 )。

ス ト リームファ イル ( 「-t」 オプシ ョ ンで指定 )。
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さ らにこの例では 「-w」 オプシ ョ ンが指定されているため、 同じ名前のバッ クアッ
プファ イルがあれば上書きされます。

eMBox ク ラ イアン トはバッ クアップが成功したかど うかを表示します。

4 サーバからログアウ トするには、 次のコマンドを入力します。

logout

5 eMBox ク ラ イアン ト を終了するには、 次のコマンドを入力します。

exit

6 eDirectory のバッ クアップ処理が終了したら、すぐにファ イルシステムのバッ クアッ
プ作業を行い、 テープに保存します (Backup eMTool による処理では、 サーバ上に
バッ クアップファ イルができるだけです )。

バッチファイルと eMBox クライアントによる無人バックアップ

バッチファイルを使用して、 eMBox ク ラ イアン トによる eDirectory の無人バッ クアップ
を実行します。 たとえば週 1 回フルバッ クアップ、 毎晩インク リ メンタルバッ クアップ
を取る、 といった運用が可能です。

バッチモードで eMBox ク ラ イアン ト を実行するには、システムバッチファ イルを使う、
eMBox ク ラ イアン トの内蔵バッチファ イルを使う、両者を組み合わせて使う、 とい う方
法があ り ます。 詳細については、 484 ページの 「eMBox コマンド ラ インク ラ イアン ト を
バッチモードで実行する」 を参照して ください。

こ こではシステムバッチファ イルを使う方法を解説します。

前提条件

バッチファイルを自動で実行する方法については、 ご使用のオペレーティ ングシス
テムのマニュアルまたはサードパーティ製スケジューリ ングソフ ト ウェアのマニュ
アルを参照して ください。 
注 : NetWare の場合、サードパーティ製ソフトウェアのほか、Novell Support Web サイトで提供してい

る cron.nlm (http://support.novell.com/servlet/tidfinder/2939440) も使えます。

バッ クアップ処理を起動するコンピュータに、ファ イル eMBoxClient.jar がある こ と
を確認して ください。 

このファ イルは、eDirectory の一部と してサーバにインス トールされます。それ以外
にも、 Sun JVM 1.3.1 が動作する環境であれば、 eMBoxClient.jar をコピーして動かす
こ とができます。 複数サーバ環境でも、 ファ イアウォール越しのアクセスが可能で
あれば 1台のコンピュータから作業できます。詳細については、479 ページの「eMBox
コマンド ラ インク ラ イアン トの使用」 を参照して ください。

ロールフォワード ログを作成するのであれば、 バッ クアップを行う前にこの機能を
有効にして ください。 

レプ リ カ リ ングに属するサーバは、 ロールフォワード ログ機能を有効にしておく必
要があ り ます。 バッ クアップファ イルがあっても、 ロールフォワード ログがなけれ
ば復元後の検証処理に失敗し、 データベースを開けないこ とになり ます。 

ロールフォワード ログの詳細については、 397 ページの 「ロールフォワード ログを
使用する」 を参照して ください。 また、 この機能を有効にする手順については、 418
ページの 「eMBox ク ラ イアン トによるロールフォワード ログの設定」 を参照して く
ださい。
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eDirectory 以外にも追加でバッ クアップしたいファ イルがあれば、それを列挙したイ
ンクルードファ イルを作っておいて ください。 

NICI ファ イルやス ト リームファ イルもスイ ッチを使用してバッ クアップできます。
NICI ファ イルは常にバッ クアップするよ うお勧めします。

それ以外にたと えばautoexec.ncfなどをバッ ク アッ プしたい場合は、そのパスと ファ
イル名をインク ルード ファ イルに列挙します。複数のファ イルがある場合はセミ コ
ロンで区切り ます。 改行 ( ハード リ ターン ) や空白を含めないよ う にしてく ださ い
( 例 : 「 sys:\system\autoexec.ncf;sys:\etc\hosts;」 )。

eDirectory のバッ クアップ後すぐに、 ファ イルシステムのバッ クアップ作業を行い、
テープに保存できるよ う準備して ください (Backup eMTool による処理では、サーバ
上にバッ クアップファ イルができるだけです )。
ヒント : コピー先記憶デバイスに容量の制約がある場合は、あらかじめ eDirectory バックアップファイ

ルの 大サイズを設定すると便利です。また、バックアップファイルの作成後、サードパーティ製ファ

イル圧縮ツールを使う方法もあります。80% 程度は圧縮できます。

コマンド ラ インオプシ ョ ンについては、423 ページの 「バッ クアップ / 復元のコマン
ド ラ インオプシ ョ ン」 を参照して ください。

操作手順

1 サーバをバッ クアップするためのシステムバッチファ イルを作成します。 次の書式
で、 1 行に 1 サーバ分のコマンドを記述して ください。

Windows、 UNIX の場合、 通常は次の書式を使用します。

java -cp path/eMBoxClient.jar embox -s server_name -p port_number -u 
username.context -w password -t backup.backup -b -f 
backup_filename_and_path -l backup_log_filename_and_path -u 
include_file_filename_and_path -e -t -w

NetWare でも同様ですが、 オプシ ョ ン 「-nsac」 を追加して ください。 他のプラ ッ ト
フォームでは、 このオプシ ョ ンを指定してはいけません。

java -nsac -cp path/eMBoxClient.jar embox -s server_name -p port_number -
u username.context -w password -t backup.backup -b -f 
backup_filename_and_path -l backup_log_filename_and_path -u 
include_file_filename_and_path -e -t -w

具体例とその解説については、 417 ページの 「無人バッ クアップ用システムバッチ
ファ イルの例」 を参照して ください。

毎晩実行するインク リ メ ンタルバッ クアップにも同様のバッチファ イルが使えます
が、 オプシ ョ ン 「-b」 を削除し、 代わりに 「-i」 を追加して ください。 フルバッ ク
アップと インク リ メ ンタルバッ クアップで、 保存先バッ クアップファ イル名を異な
るものにしておく方がよいでし ょ う。

指定するポート番号が分からない場合は、 488 ページの 「eDirectory ポート番号を確
認する」を参照して ください。セキュア接続を使用する場合は、487 ページの「eMBox
ク ラ イアン ト を使用してセキュア接続を確立する」 を参照して ください。 eMBox ク
ラ イアン トの内蔵バッチファ イルの使い方については、 484 ページの 「eMBox コマ
ンド ラ インク ラ イアン ト をバッチモードで実行する」 を参照して ください。

2 このバッチファ イルを定期的に起動するよ う設定します。 具体的な設定方法につい
ては、 オペレーティングシステムまたはサードパーティ製ソフ ト ウェアの資料を参
照して ください。
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3 eDirectory のバッ クアップ後すぐに、 ファ イルシステムのバッ クアップ作業を行い、
テープに保存できるよ う準備して ください 

Backup eMToolによる処理では、サーバ上にバッ クアップファ イルができるだけです。

4 バッ クアップが正常に実行されているか、ログファイルで定期的に確認してください。

無人バックアップ用システムバッチファイルの例

次の 2 つの例を紹介します。

417 ページの 「NetWare 用のバッチファ イル例」

418 ページの 「Windows 用のバッチファ イル例」

NetWare 用のバッチファイル例

java -nsac -cp sys:\system\embox\eMBoxClient.jar embox -s 10.10.1.200 -p 8008 
-u admin.mycontainer -w mypassword -n -t backup.backup -b -f 
sys:\system\backup\backup.bak -l sys:\system\backup\backup.log -u 
sys:\system\backup\includefile.txt -e -t -w

この例には次のオプシ ョ ンが指定されています。

NetWare では、 コマンド名 「java」 のすぐ後に 「-nsac」 を指定します ( それ以外のプ
ラ ッ ト フォームでは指定しないでください )。
警告 : NetWare サーバでは「-ns」も指定しなければ異常終了します。

「-ns」 オプシ ョ ンを使用する と、 新規画面が開きます。 

これに続く 「ac」 オプシ ョ ンは、 バッチファ イルの処理が終了したら この画面を閉
じるよ う指定するものです。NetWare のバッチファ イルでこれを指定しないと、バッ
クアップ処理のたびにサーバ上に画面が開き、 そのまま残ってしまいます。 

フルバッ クアップを取る指定 (-b)。

インクルードファ イルの指定 (-u)。これは必要な場合のみ指定して ください。データ
ベース以外にもファ イルをバッ クアップしたい場合に使います。 インクルードファ
イルはあらかじめ用意しておいて ください。

NICI セキュ リ テ ィ ファ イル (-e)、ス ト リームファ イル (-t) もバッ クアップする指定。
NICI ファ イルは常にバッ クアップするよ うお勧めします。

同じ名前のバッ クアップファ イルがあれば上書きする指定 (-w)。 
重要 : 同じバッチファイルを繰り返し実行するなど、同じ名前のバックアップファイルがある場合、「-w」

を指定しないと正常にバックアップされません。

バッチモードでは、「-w」の指定がなければ、同じ名前のファイルが存在すると上書きを避けるため処

理が中断されてしまいます。なお、対話式モードの場合は、「-w」が指定されていないと、ファイルを

上書きしてよいかどうか問い合わせます。

eDirectory のフル / インク リ メ ンタルバッ クアップの都度、すぐにファ イルシステム
のバッ クアップを取っているのであれば、 前回のバッ クアップファ イルはテープに
保存されているはずです。 したがって上書きしても問題あ り ません。

この例では安全でないポート を指定している (-p 8008) ので、それを考慮して接続す
るよ う、 「-n」 オプシ ョ ンも指定しています。
Novell eDirectory のバックアップと復元 417



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
Windows 用のバッチファイル例

java -cp c:\novell\nds\embox\eMBoxClient.jar embox -s myserver -p 8008 -u 
admin.myorg -w mypassword -n -t backup.backup -b -f c:\backup\backup.bak -u 
c:\backup\includes\includefile.txt -l c:\backup\backup.log -e -t -w

この例には次のオプシ ョ ンが指定されています。

フルバッ クアップを取る指定 (-b)。

インクルードファ イルの指定 (-u)。これは必要な場合のみ指定して ください。データ
ベース以外にもファ イルをバッ クアップしたい場合に使います。 インクルードファ
イルはあらかじめ用意しておいて ください。

NICI セキュ リ テ ィ ファ イル (-e)、ス ト リームファ イル (-t) もバッ クアップする指定。
NICI ファ イルは常にバッ クアップするよ うお勧めします。

同じ名前のバッ クアップファ イルがあれば上書きする指定 (-w)。 
重要 : 同じバッチファイルを繰り返し実行するなど、同じ名前のバックアップファイルがある場合、

「-w」を指定しないと正常にバックアップされません。

バッチモードでは、「-w」の指定がなければ、同じ名前のファイルが存在すると上書きを避けるため処

理が中断されてしまいます。なお、対話式モードの場合は、「-w」が指定されていないと、ファイルを

上書きしてよいかどうか問い合わせます。

eDirectory のフル / インク リ メ ンタルバッ クアップの都度、すぐにファ イルシステム
のバッ クアップを取っているのであれば、 前回のバッ クアップファ イルはテープに
保存されているはずです。 したがって上書きしても問題あ り ません。

この例では安全でないポート を指定している (-p 8008) ので、それを考慮して接続す
るよ う、 「-n」 オプシ ョ ンも指定しています。

注 : NetWare 用のバッチファイル例に含まれていた「-ns」または「ac」オプションは、NetWare プラット
フォームでのみ指定するべきものです。Windows や UNIX では指定しないでください。

eMBox クライアントによるロールフォワードログの設定

eMBox ク ラ イアン ト を使って、ロールフォワード ログに関する設定を変更するこ とがで
きます。 次の設定ができます。

現在の設定の確認

ロールフォワード ログ機能の有効 / 無効の切り替え

レプリ カ リ ングに属するサーバは、 ロールフォワード ログ機能を有効にしておく必
要があ り ます。 バッ クアップファ イルがあっても、 ロールフォワード ログがなけれ
ば復元後の検証処理に失敗し、 データベースを開けないこ とにな り ます。

ロールフォワード ログの保存先ディ レク ト リの変更

ロールフォワード ログのファ イルサイズの 小値、 大値の設定

現在使用中のログ、 既に書き出しを終えた 新のログの判別

ス ト リームファ イルをロールフォワード ログに含めるかど うかの切り替え

ロールフォワード ログの詳細については、 397 ページの 「ロールフォワード ログを使用
する」 を参照してください。
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前提条件

設定の変更処理を起動するコンピュータに、ファ イル eMBoxClient.jar があるこ とを
確認して ください。 

このファ イルは、eDirectory の一部と してサーバにインス トールされます。それ以外
にも、 Sun JVM 1.3.1 が動作する環境であれば、 eMBoxClient.jar をコピーして動かす
こ とができます。 複数サーバ環境でも、 ファ イアウォール越しのアクセスが可能で
あれば 1台のコンピュータから作業できます。詳細については、479 ページの「eMBox
コマンド ラ インク ラ イアン トの使用」 を参照して ください。

コマンド ラ インオプシ ョ ンについては、423 ページの 「バッ クアップ / 復元のコマン
ド ラ インオプシ ョ ン」 を参照して ください。

操作手順

1 eMBox ク ラ イアン ト を対話式モードで起動します。

NetWare、 UNIX の場合 : コマンド ラ インから 「edirutil -i」 と入力します。

Windows の場合 : 「drive\novell\nds\embox\edirutil.exe -i」 を実行
します。

edirutil ファ イルは、eMBox ク ラ イアン ト を実行するためのシ ョート カッ トです。Java
の実行形式ファイルと、 eMBox ク ラ イアン トのインス トール先ディ レク ト リがパラ
メータ と して記述されているほか、 NetWare の場合は 「-ns」 オプシ ョ ンもついてい
ます。 (Java 実行ファ イルの場所は、 481 ページの 「ワークステーシ ョ ンで eMBox ク
ラ イアン ト を実行する」 で示しているよ うに手動で入力するこ と もできます )。

正常に起動される と、 「eMBox Client>」 とい うプロンプ トが現れます。

2 ロールフォワード ログの設定を行うサーバにログインします。 次のよ うに入力して
ください。 
login -s server_name_or_IP_address -p port_number 
-u username.context -w password

たとえば Windows の場合、 次のよ うになり ます。

login -s 151.155.111.1 -p 8009 -u admin.mycompany -w mypassword

セキュア接続が確立できない と い う エラーが表示される場合は、 487 ページの
「eMBox ク ラ イアン ト を使用してセキュア接続を確立する」 に表示されている JSSE
ファ イルがシステム上にない可能性があ り ます。

指定するポート番号が分からない場合は、 488 ページの 「eDirectory ポート番号を確
認する」 を参照して ください。

eMBox ク ラ イアン トはログインが成功したかど うかを表示します。

3 ( オプシ ョ ン ) 次のよ うに入力して、 現在の設定を確認します。

getconfig

オプシ ョ ン指定は必要あ り ません。

たとえば次のよ うに表示されます。

Roll forward log status OFF
Stream file logging status OFF
Current roll forward log directory vol1:/rfl/nds.rfl
Minimum roll forward log size (bytes) 104857600
Maximum roll forward log size (bytes) 4294705152
Last roll forward log not used 00000000.log
Current roll forward log 00000001.log
*** END ***
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4 setconfig コマンドで設定を変更します。 次の形式で入力して ください。

setconfig [-L|-l] [-T|-t] -r path_to_roll-forward_logs -n minimum_file_size -m 
maximum_file_size

各スイ ッチの間にはスペースが必要です。 スイ ッチの順序は重要ではあ り ません。

たとえば NetWare の場合、 次のよ うにな り ます。

setconfig -L -r rflvolume:\logs

これは、 ロールフォワード ログ機能を有効にし (-L スイ ッチ )、 その保存先を
「rfvolume:\logs」 以下と指定するコマンドです。 ロールフォワード ログ専用のディ ス
クパーティシ ョ ン / ボ リ ュームを用意するのが 善です。 こ う しておけば、 ディ ス
ク容量やアクセス権を監視しやすくな り ます。 ただし この例では、 ス ト リームファ
イルのログ機能は有効にしていません。

警告 : ロールフォワードログ機能を有効にしたら、デフォルトの保存先を使用しないでください。障害

対策のためには、eDirectory とは別のディスクパーティション / ボリューム、別の記憶デバイスを指定

してください。ロールフォワードログディレクトリは、バックアップ環境設定を変更するサーバ上であ

る必要があります。 

重要 : ロールフォワードログ機能を有効にする場合、ログを保存するボリュームのディスク容量を常に

監視してください。これを怠ると、ログの容量は増える一方なので、ディスクパーティション / ボリュー

ムがあふれてしまう恐れがあります。ディスク容量が不足してロールフォワードログを作成できない場

合は、eDirectory はそのサーバに対して応答しなくなります。書き出しが終わったロールフォワードロ

グは、定期的にバックアップし、サーバから削除するようお勧めします。400 ページの「ロールフォ

ワードログのバックアップと削除」を参照してください。

5 サーバからログアウ トするには、 次のコマンドを入力します。

logout

6 eMBox ク ラ イアン ト を終了するには、 次のコマンドを入力します。

exit

eMBox クライアントによるバックアップファイルの復元作業

eMBox ク ラ イアン ト を使ってバッ クアップファ イルに保存されたデータから eDirectory
データベースを復元する手順を解説します。 手動あるいはバッチ方式で残しておいた
バッ クアップファ イルから、 データを復元できます。 処理結果は所定のログファ イルに
記録されます。 

eMBox ク ラ イアン ト を使えば、iManager では実現できない高度な復元機能も実行できま
す。 詳し くは 423 ページの 「バッ クアップ / 復元のコマン ド ラ インオプシ ョ ン」 に、
「restore」 および 「restadv」 と して解説します。

前提条件

復元処理を起動するコンピュータに、ファ イル eMBoxClient.jar がある こ とを確認し
て ください。

このファ イルは、eDirectory の一部と してサーバにインス トールされます。それ以外
にも、 Sun JVM 1.3.1 が動作する環境であれば、 eMBoxClient.jar をコピーして動かす
こ とができます。 複数サーバ環境でも、 ファ イアウォール越しのアクセスが可能で
あれば 1台のコンピュータから作業できます。詳細については、479 ページの「eMBox
コマンド ラ インク ラ イアン トの使用」 を参照して ください。
420   Novell eDirectory 8.7.3 管理ガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
必要なバッ クアップファ イルをすべて、 復元対象サーバ上の、 適当なディ レク ト リ
に集めておく必要があ り ます。 

401 ページの 「復元処理の準備」 および 403 ページの 「復元に必要なバッ クアップ
ファ イルの収集」 を参照して ください。

復元対象サーバに eDirectory をインス トールし、 稼動させておいてください。

たとえば記憶デバイスの障害の場合、 デバイスを交換し、 改めて eDirectory をイン
ス トールするこ とにな り ます。 故障したサーバごと交換する、 あるいは単に新しい
サーバに移行する場合は、 新しいサーバにオペレーティ ングシステムをインス トー
ルした上で、 eDirectory も準備します。

コマンド ラ インオプシ ョ ンについては、423 ページの 「バッ クアップ / 復元のコマン
ド ラ インオプシ ョ ン」 を参照して ください。

復元処理の詳細については、 388 ページの 「Backup eMTool による復元作業の概要」
を参照して ください。

(NetWareのみ)ファ イルシステムデータおよびeDirectoryを復元する際は、ファ イルシ
ステム権利を元どおりに戻せるよ う、正しい手順で作業してください。eDirectory を
先に復元し、 その後でファイルシステムを復元して ください。 この手順の詳細につ
いては、396 ページの 「NetWare のファ イルシステムデータを復元する際のアクセス
権の保存」 を参照して ください。

操作手順

eMBox ク ラ イアン ト を使って eDirectory データベースを復元する手順を示します。

1 必要なバッ クアップファ イルを集めておきます。 詳し くは 401 ページの 「復元処理
の準備」 を参照して ください。

2 eMBox ク ラ イアン ト を対話式モードで起動します。

NetWare、 UNIX の場合 : コマンド ラ インから 「edirutil -i」 と入力します。

Windows の場合 : 「drive\novell\nds\embox\edirutil.exe -i」 を実行
します。

edirutil ファ イルは、eMBox ク ラ イアン ト を実行するためのシ ョート カッ トです。Java
の実行形式ファイルと、 eMBox ク ラ イアン トのインス トール先ディ レク ト リがパラ
メータ と して記述されているほか、 NetWare の場合は 「-ns」 オプシ ョ ンもついてい
ます。 (Java 実行ファ イルの場所は、 481 ページの 「ワークステーシ ョ ンで eMBox ク
ラ イアン ト を実行する」 で示しているよ うに手動で入力するこ と もできます )。

正常に起動される と、 「eMBox Client>」 とい うプロンプ トが現れます。

3 復元の対象サーバにログインします。 次のよ うに入力して ください。 

login -s server_name_or_IP_address -p port_number 
-u username.context -w password

たとえば Windows の場合、 次のよ うになり ます。

login -s 151.155.111.1 -p 8009 -u admin.mycompany -w mypassword

セキュア接続が確立できない と い う エラーが表示される場合は、 487 ページの
「eMBox ク ラ イアン ト を使用してセキュア接続を確立する」 に表示されている JSSE
ファ イルがシステム上にない可能性があ り ます。

指定するポート番号が分からない場合は、 488 ページの 「eDirectory ポート番号を確
認する」 を参照して ください。

eMBox ク ラ イアン トはログインが成功したかど うかを表示します。
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4 eMBoxク ラ イアン トのプロンプ トが出たら、次の形式で復元コマンドを入力します。

restore -r -a -o -f full_backup_path_and_filename 
-d roll-forward_log_location -l restore_log_path_and_filename -e

各スイ ッチの間にはスペースが必要です。 スイ ッチの順序は重要ではあ り ません。
「-r」 オプシ ョ ンを指定すれば eDirectory データベース自身、 指定しなければそれ以
外のファイルのみが復元の対象とな り ます。 復元処理の終了後、 データベースをア
クティブにし、オープンしたい場合は、「-a」 および 「-o」 を指定してください。NICI
機能を使っている場合は NICI ファ イルも復元 (-e) します。そ う しないと暗号化され
たデータを読むこ とができません。

ロールフォワードログを使って復元する場合は、 そのフルパスを指定しなければなり
ません。 これには、 eDirectory が自動的に追加するディレク ト リ名 ( 通常は 「\nds.rfl」 )
も含みます。詳し くは 399 ページの 「ロールフォワード ログの保存先」 を参照してく
ださい。

次に例を示します。

restore -r -a -o -f sys:/backup/nds.bak -d vol1:/rfldir/nds.rfl -l sys:/backups/backup.log -e 

この例では、 データベースを復元 (-r) し、 その検証が正常終了したらアクティブに
し (-a)、 オープンする (-o) よ う指定しています。 「-f」 オプシ ョ ンでフルバッ クアッ
プファ イル、 「-d」 オプシ ョ ンでロールフォワード ログの保存先を指定します。 ま
た、復元処理の結果を記録するログファ イルを、「-l」 オプシ ョ ンで指定しています。
さ らに、 NICI ファ イルも復元します (-e)。

これによ り フルバッ クアップファ イルからの復元処理が実行され、 次にインク リ メ
ンタルバッ クアップファ イルの指定を求めるプロンプ トが現れます。

5 ( 状況によって実行 ) インク リ メ ンタルバッ クアップファ イルから復元する場合は、
プロンプ トに応じて順次、 そのパスとファ イル名を入力します。 

プロンプ トには次に指定するべきファ イルの ID が表示されます。 これはインク リ
メ ンタルバッ クアップファ イルのヘッダに記載されているものです。

バッ クアップ処理が正常終了すれば、 その旨の表示が現れます。

6 ( 状況によって実行 ) 復元処理に失敗した場合は、ログファ イルでエラーの原因を確
認して ください。

復元後の検証に失敗した場合の対処については、 432 ページの 「復元後の検証処理
に失敗した場合の対処方法」 を参照して ください。

注 : レプリカリング中に eDirectory 8.5 より前のバージョンが稼動しているサーバがある場合、復元処

理は失敗します。エラーコードは -666、すなわち「DS バージョンの不整合」となります。この場合の

対処方法については、395 ページの「復元後の検証については eDirectory 8.5 以降のみで互換性がある」

を参照してください。

7 サーバからログアウ トするには、 次のコマンドを入力します。

logout

8 eMBox ク ラ イアン ト を終了するには、 次のコマンドを入力します。

exit

9 ( 状況によって実行 )NICI セキュ リテ ィ ファ イルを復元した場合は、NICI を再初期化
するため、 サーバを再起動します。

10 こ こでサーバが通常どおり要求に応答するこ とを確認しておきます。
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11 ( 状況によって実行 ) このサーバでロールフォワード ログ機能を使うためには、改め
て有効に切り替え、 障害対策のための書き出し先も設定し直して、 ロールフォワー
ド ログの環境設定を再作成する必要があ り ます。 ロールフォワード ログを有効にし
てから、 改めてフルバッ クアップも取る必要があ り ます。 

この手順が必要となるのは、 復元処理の過程で、 ロールフォワード ログに関する設
定はデフォルトに戻るためです。つま り、 ロールフォワード ログ機能は無効とな り、
保存先もデフォル トの場所になるからです。 フルバッ クアップが改めて必要となる
のは、 スケジュールに従って次に無人でのフルバッ クアップが取られるまでに、 再
び障害が起こる可能性があるためです。 

ロールフォワード ログの詳細については、 397 ページの 「ロールフォワード ログを
使用する」 を参照して ください。

以上で復元作業が終了しました。NICI の再初期化も済んでいるので、暗号化された情報
にもアクセスできます。 ロールフォワード ログ機能を使用する場合は、 今後の障害に備
えるため、 再びこの機能を有効にし、 フルバッ クアップを取っておいてください。

バックアップ / 復元のコマンドラインオプション

eDirectory Backup eMToolのコマンド ラインオプシ ョ ンを、backup、restore、restadv、getconfig、
setconfig、 cancel の各コマンドについて解説します。 

オプシ ョ ンはどのよ うな順序で指定しても構いません。各オプシ ョ ン間は空白で区切っ
て ください。

オプション 説明

backup データベースおよび関連ファイルのバックアップ

-f file_name ( 必須 ) バックアップファイルの名前とパス

Backup eMTool で作成するバックアップ先ファイル名とパスを指定します。バッ

クアップ対象サーバ上のローカルファイルを指定してください。たとえば「backup
-f vol1:\backup\ndsbak.bak」と指定すると、ファイル vol1:\backup\ndsbak.bak に

バックアップされます。

-l file_name ( 必須 ) ログファイルの名前とパス

バックアップ処理の結果を出力するログファイルを指定します。

-b ( オプション ) フルバックアップを実行

eDirectory データベースのフルバックアップを取ります。これがデフォルトの動作

で、「-i」も「-c」も指定しなければフルバックアップになります。

-i ( オプション ) インクリメンタルバックアップを実行

eDirectory データベースのインクリメンタルバックアップを取ります。 後に実施

したフル / インクリメンタルバックアップ以降、変化した部分のみをバックアップ

します。
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-e ( オプション ) セキュリティファイルもバックアップ

NICI セキュリティファイルもバックアップの対象とします。バックアップの対象

としてインクルードファイルに記載したものと同様の形式でバックアップされま
すが、タイプタグは「user」ではなく「nici」となります。

サーバに暗号化されたデータがある場合、復号化するにはシステムがバックアッ
プされたときと同じ NICI ファイルが必要です。それらのファイルはローカルデー

タベースと連携しています。 

警告 : NICI 機能を使っている場合は、NICI ファイルも確実にバックアップするよ

うにしてください。これがないと、復元に成功しても、暗号化されたデータを読
むことはできなくなります。 

-t ( オプション ) ストリームファイルもバックアップ

eDirectory データベースをバックアップする際、ストリームファイルも含める指定

です。

-u file_name ( オプション ) インクルードファイル名およびパス

バックアップ対象に追加するファイル名を列挙した、インクルードファイルを指
定します。eDirectory データベースを復元する際に必要となる重要なファイルを

いっしょにバックアップしたい場合、インクルードファイルに列挙しておきます。

インクルードファイルには各ファイルのフルパスを記述し、末尾にセミコロン (;)を
置いてください。たとえば autoexec.ncf および hosts を NetWare サーバのバック

ファイル対象として追加する場合、インクルードファイルは次のようになります。

sys:\system\autoexec.ncf;sys:\etc\hosts;

ファイルのリストにはスペースまたは改行 ( ハードリターン ) を使用しないでくだ

さい。

指定どおりバックアップされたことは、ログファイルを見るか、バックアップファ
イルのヘッダを見れば確認できます。(393 ページの「バックアップログファイル

の書式」および 389 ページの「バックアップファイルのヘッダ書式」を参照して

ください )。

警告 : バックアップファイルを開く場合でもヘッダを確認するだけにとどめ、保存

や変更はしないようにしてください。ファイルの一部が切り捨てられてしまうこ
とがあります。ほとんどのアプリケーションではバイナリデータを正確に保存す
ることはできません。

オプション 説明
424   Novell eDirectory 8.7.3 管理ガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
-s file_size ( オプション ) バックアップファイルの 大容量 ( バイト単位 )。

バックアップファイルの 大容量を、バイト単位で指定します。バックアップファ
イルを保存する記憶媒体に容量制限がある場合、このオプションで 大容量を指
定するとよいでしょう。

大容量に達すると新しいバックアップファイルが生成されます。ファイル名の
末尾に、5 桁の 16 進数値を追加した名前になります。この拡張の数字は、新規ファ

イルが作成されるたびに 1 ずつ増加します。

たとえば「backup -f vol1:/backup/mydib.bak -s 1000000」というコマンドの場合、

バックアップファイルの 大容量は 1MB になります。データベースが 3.5MB あっ

たとすれば、 終的に次の 4 つのバックアップファイルができます。

vol1:/backup/mydib.bak ( 容量は 1MB)
vol1:/backup/mydib.bak.00001 ( 容量は 1MB)
vol1:/backup/mydib.bak.00002 ( 容量は 1MB)
vol1:/backup/mydib.bak.00003 ( 容量は 0.5MB)

指定できるサイズの下限は約 500KB です。バックアップで作成されるファイル数

によって、 初のファイルが大きくなる場合があります。

初のバックアップファイルには「number_of_files」タグが追加されます。これ

はバックアップファイルの総数を表します。上記の例では 4 となります。さらに、

各ファイルのヘッダに、「backup_file」属性が追加されます。これは本来のバック

アップファイル名を表します ( 詳細については、389 ページの「バックアップファ

イルのヘッダ書式」を参照してください )。

上記の 4 つのバックアップファイルを使って復元する場合、コマンドは次のよう

になります。 

restore -f vol1:/backup/mydib.bak -l log_file_path_and_filename

ファイルが複数に分かれていることはBackup eMToolによって自動的に認識され、

同じディレクトリ内にある、上記の名前のファイルが検索されます。 

ヒント : サードパーティ製の圧縮ツールを使えば、バックアップファイルの容量を

小さくすることができます。80% 程度は圧縮できます。

-w ( オプション ) 同名のバックアップファイルがあれば上書き

「-f」オプションで指定されたのと同じ名前のバックアップファイルがあれば、上

書きします。この指定がない場合で同名のファイルが存在すると、対話式モード
であれば、Backup eMTool は上書きしてよいかどうか確認を求めます。バッチモー

ドでは、「-w」の指定がなければ、同じ名前のファイルが存在すると上書きを避け

るため処理が中断されてしまいます。

eDirectory のフル / インクリメンタルバックアップの都度、すぐにファイルシステ

ムのバックアップを取っているのであれば、前回のバックアップファイルはテー
プに保存されているはずです。したがって上書きしても問題ありません。

重要 : バッチファイルを使って無人バックアップを行う場合、このオプションを指

定してください。同じバッチファイルを繰り返し実行するなど、同じ名前のバック
アップファイルがある場合、「-w」を指定しないと正常にバックアップされません。

バッチモードでは、「-w」の指定がなければ、同じ名前のファイルが存在すると上書

きを避けるため処理が中断されてしまいます。なお、対話式モードの場合は、「-w」

が指定されていないと、ファイルを上書きしてよいかどうか問い合わせます。

オプション 説明
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-c ( オプション ) コールドバックアップを実行

フルバックアップと同様ですが、いったんデータベースを停止してから実行しま
す。「-o」または「-o -d」が指定されている場合を除き、処理終了後、データベー

スは再びオープンされます。

-o ( オプション ) コールドバックアップ後、データベースを停止したままにする

「-c」を指定した場合にのみ指定できます。コールドバックアップの終了後、デー

タベースを停止したままにします。この機能は、ハードウェアをアップグレード
する、あるいは新規サーバ ( 同じオペレーティングシステムが動作するもの ) に移

行する場合に有用です。詳しくは 460 ページの「ハードウェアのアップグレード

やサーバの交換」を参照してください。

-d ( オプション ) コールドバックアップ後、DS エージェントを無効にする

「-c -o」を指定した場合にのみ指定できます。コールドバックアップ後、DS エー

ジェントを無効にします。この機能は、ハードウェアをアップグレードする、あ
るいは新規サーバ ( 同じオペレーティングシステムが動作するもの ) に移行する場

合に有用です。詳しくは 460 ページの「ハードウェアのアップグレードやサーバ

の交換」を参照してください。

擬似サーバの「login disabled」属性を設定することにより、DS エージェントを無

効にします。その結果、eDirectory を起動しようとすると「-663」エラーが発生し

ます。

restore データベースおよび関連ファイルの復元

-f file_name ( 必須 ) バックアップファイルの名前とパス

復元に使うフルバックアップファイルを指定します。このファイルは復元対象
サーバ上に置いておかなければなりません。たとえば「restore -f vol1:/backup/
ndsbak.bak」と指定すると、ファイル vol1:/backup/ndsbak.bak から復元されます。 

複数のファイルに分かれている場合は、すべて同じディレクトリ内に集めておい
てください。

-l file_name ( 必須 ) ログファイルの名前とパス

復元処理の結果を出力するログファイルを指定します。

-r ( オプション )DIB セットも復元

eDirectory データベースを復元する指定です。 

警告 : このオプションを指定しなかった場合、eDirectory データベース自身は復元

されません。NICI セキュリティファイル (-e) など、他に指定したファイルのみが

復元の対象になります。

オプション 説明
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-d dir_name ( オプション ) ロールフォワードログのあるディレクトリ

ロールフォワードログを集めたディレクトリを指定します。復元対象サーバ上の
フルパスで指定してください。必要なロールフォワードログをすべて、作成時と
同じファイル名にして、ひとつのディレクトリに集めておかなければなりません。

バックアップファイルからの復元後、ロールフォワードログを使って、バックアッ
プ時点以降の変更を反映させます。「-d」オプションの指定がなければ、バックアッ

プ時にロールフォワードログ機能を有効にしていても、Backup eMTool はログファ

イルを参照しません。

初に適用するべきロールフォワードログは、 新のバックアップファイルをテ
キストエディタで開き、「backup」タグの「current_log」属性を見れば確認できま

す。ここでいう 新のバックアップファイルとは、「-f」オプションで指定するフ

ルバックアップファイルか、または復元処理で適用することになる 後のインク
リメンタルバックアップファイルです。ヘッダに記述される属性について詳しく
は、389 ページの「バックアップファイルのヘッダ書式」を参照してください。

警告 : バックアップファイルを開く場合でもヘッダを確認するだけにとどめ、保存

や変更はしないようにしてください。ファイルの一部が切り捨てられてしまうこ
とがあります。ほとんどのアプリケーションではバイナリデータを正確に保存す
ることはできません。

-e ( オプション ) セキュリティファイルも復元

NICI セキュリティファイルをバックアップしていた場合、それも復元します。 

警告 : NICI 機能を使っていれば、NICI ファイルもバックアップされているはずな

ので、これも復元してください。そうしないと、復元に成功しても、暗号化され
たデータを読むことはできなくなります。

-u ( オプション ) インクルードファイルに列挙されたファイルも復元

データベースに追加する形でバックアップしていたファイルも復元します。 

バックアップの過程で、データベース以外にもバックアップが必要なファイルを
列挙したファイルを作成し、インクルードファイルとして指定することもできま
す。しかしその場合でも、「-u」オプションで指定しなければ復元されません。

-a ( オプション ) 検証後、DIB をアクティブにする指定。

復元後の検証処理が正常終了したら、データベース名を RST から NDS に変更し

ます。この処理については、388 ページの「Backup eMTool による復元作業の概

要」を参照してください。

-o ( オプション ) 処理終了後、データベースをオープンする

復元作業が終了したら、自動的にデータベースをオープンする指定です。検証処
理が正常終了すれば、データベースが自動的に開きます。失敗した場合は、復元
前のデータベースが開きます。この処理については、388 ページの「Backup eMTool
による復元作業の概要」を参照してください。

オプション 説明
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-n ( オプション ) 復元後にデータベースを検証しない

復元後の検証処理を省略して Backup eMTool で復元します。このサーバの遷移ベ

クトルをレプリカリングに属する他のサーバと比較する、という検証処理を行い
ません。遷移ベクトルについて詳しくは、395 ページの「遷移ベクトルと復元後の

検証処理」を参照してください。他のオプションで明示的に指定されていない限
り、RST から NDS への改名もしません。

重要 : Novell の担当者から指示を受けた場合を除き、このオプションはお勧めでき

ません。

-v ( オプション ) 上書きして復元

検証処理を行うことなく、データベース名を RST から NDS に変更します。 

重要 : Novell の担当者から指示を受けた場合を除き、このオプションはお勧めでき

ません。

-k ( オプション ) データベースのロックを解除

NDS データベースのロックを解除します。

restadv 高度な復元機能。注意 : これを実行する際は、DS エージェントがクローズされます。

-l file_name ( 必須 ) ログファイルの名前とパス

復元処理の結果を出力するログファイルを指定します。

-o ( オプション ) 処理終了後、データベースをオープンする

復元作業が終了したら、自動的にデータベースをオープンする指定です。検証処
理が正常終了すれば、データベースが自動的に開きます。失敗した場合は、復元
前のデータベースが開きます。この処理については、388 ページの「Backup eMTool
による復元作業の概要」を参照してください。

-n ( オプション ) 前に失敗した復元の検証処理を起動

前に復元して検証に失敗した RST データベースを再度検証します。

-m ( オプション ) 復元された DIB ファイルの削除

RST データベースが存在すれば削除します。

-v ( オプション ) 上書きして復元

検証処理を行うことなく、データベース名を RST から NDS に変更します。 

重要 : Novell の担当者から指示を受けた場合を除き、このオプションはお勧めでき

ません。

-k ( オプション ) データベースのロックを解除

NDS データベースのロックを解除します。

オプション 説明
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getconfig ロールフォワードログに関する現在の設定を表示。

指定できるオプションはありません。

現在の設定を表示します。たとえばロールフォワードログ機能が無効になってい
る場合、getconfig コマンドでは次のような情報が表示されます。

  Roll forward log status OFF
Stream file logging status OFF
Current roll forward log directory vol1:/rfl/nds.rfl
Minimum roll forward log size (bytes) 104857600
Maximum roll forward log size (bytes) 4294705152
Last roll forward log not used 00000000.log
Current roll forward log 00000001.log
*** END ***

setconfig ロールフォワードログに関する設定の変更。

-L ( オプション ) ロールフォワードログ機能の有効化。

ロールフォワードログ機能を有効にします。( デフォルトでは無効 )。この機能を

有効にしておけば、停止する直前の状態にまでサーバを復元できるようになりま
す。無効のままであれば、 後のフル / インクリメンタルバックアップ時点までし

か復元できません。 

レプリカリングに属するサーバについては、ロールフォワードログ機能を有効に
して、他のサーバとの同期状態も復元できるようにしてください。 

ただし管理者にとっては、監視しなければならない対象が増えます。これを怠る
と、ログの容量は増える一方なので、ディスクパーティション / ボリュームがあふ

れてしまう恐れがあります。ディスク容量が不足してロールフォワードログを作
成できない場合は、eDirectory はそのサーバに対して応答しなくなります。定期的

にバックアップを取り、使わなくなったログは削除する必要があります。400 ペー

ジの「ロールフォワードログのバックアップと削除」を参照してください。

詳細については、397 ページの「ロールフォワードログを使用する」を参照してく

ださい。

-l ( オプション ) ロールフォワードログ機能の無効化。

ロールフォワードログ機能を無効にします ( デフォルトでは無効 )。データベース

では連続したログを保存していくのをやめ、現在のファイルに上書きしていくよ
うになります。ロールフォワードログ作成がオフの場合、 後にフル / インクリメ

ンタルバックアップを実行した時点までしかデータベースを復元できません。 

誤って無効にしてしまった場合、ただちに有効にすると同時に、今障害が起こっ
ても復元できるよう、改めてデータベースのバックアップを取ってください。

詳細については、397 ページの「ロールフォワードログを使用する」を参照してく

ださい。

オプション 説明
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-T ( オプション ) ストリームファイルのログ出力開始

( ロールフォワードログ機能が有効な場合のみ ) ストリームファイルが更新された

場合、その全体をロールフォワードログにコピーするようになります。ストリー
ムファイルとは、ログインスクリプトなど、データベースに関係する追加の情報
ファイルのことです。

ただしストリームファイルを記録すると、ディスクの空き容量が急速に減少しま
す。ログの出力先ディスクパーティション / ボリュームの空き容量を、常に監視す

るようにしてください。ディスク容量が不足してロールフォワードログを作成で
きない場合は、eDirectory はそのサーバに対して応答しなくなります。

-t ( オプション ) ストリームファイルのログ出力停止

ストリームファイルが更新されても、その全体をロールフォワードログにコピー
しないようになります。この場合でも、フル / インクリメンタルバックアップの際

には、ストリームファイルもバックアップできます。ストリームファイルを頻繁
に更新しないのであれば、それでも充分でしょう。 

ストリームファイルを記録しないと、ログファイルの容量が急速に増えるのを抑
えることにもなります。

-r dir_name ( オプション ) ロールフォワードログの出力先ディレクトリの設定。

ロールフォワードログの出力先ディレクトリを指定します。たとえば「setconfig -
r vol2:\rfl」というコマンドを実行すると、vol2:\rfl 以下にディレクトリが作成され、

その下にログファイルができるようになります。 

このディレクトリ名は現在の eDirectory データベース名に基づいて決まります。通

常はデータベース名が「NDS」なので、ログ保存先ディレクトリは「vol2:\rfl\nds.rfl\」
となります。ここでデータベース名を「ND1」に変更すると、保存先もこれに合

わせて「vol2:\rfl\nd1.rfl\」以下に変わります。 

現在の保存先設定は getconfig コマンドで確認できます。

保存先の設定を変えるとその時点で新しいディレクトリができますが、ログファ
イルは実際にトランザクションが発生するまで作成されません。

重要 : バックアップツールでは、ログの保存先ディレクトリが変わったことを認識

できません。データベースを復元する際には、 後のバックアップ以降のロール
フォワードログをすべて、ひとつのディレクトリに集めておく必要があります。

詳細については、397 ページの「ロールフォワードログを使用する」を参照してく

ださい。

-n file_size ( オプション ) ロールフォワードログの 小容量の設定

ロールフォワードログの 小容量をバイト単位で指定します。この容量に達した
後、実行中のトランザクションが終了すると、ログ出力先が新しいファイルに切
り替わります。

-m file_size ( オプション ) ロールフォワードログの 大容量の設定

ロールフォワードログの 大容量をバイト単位で指定します。この上限に達しても
トランザクションが進行中の場合は、トランザクションは次のファイルに続けて記
録されます。この設定は 小サイズの設定より常に大きくする必要があります。

オプション 説明
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サーバ固有情報のバックアップに関する変更事項 (NetWare のみ )
NetWare 用インス トールでは、 多くの場合、 サーバ固有情報もバッ クアップするよ うに
なっています。 eDirectory 8.6 以降、 eDirectory スキーマの構造が変更にな り ま した。
eDirectory 8.7 でも、 さ らに多くの変更が施されています。 その結果、 ファ イルシステム
TSA やサードパーティ製バッ クアップツールを使ってサーバ固有情報をバッ クアップ
していた場合、 そのままでは使えなくな り ました。 代わりに追加された Backup eMTool
の 「ホッ トバッ クアップ」 機能を iManager から呼び出すか、 または eMBox ク ラ イアン
トで実行するよ うにして ください。 ファ イルシステム TSA を使ってサーバ固有情報を
バッ クアップする機能は、 現在のバージ ョ ンからは削除されました。 eDirectory 8.7.3 で
は、 該当機能が 「ホッ トバッ クアップ」 に組み込まれています。 従来と同様、 ファ イル
システム TSA では、dsbacker.nlm を呼び出してバッ クアップファ イルを作成しています。
しかし現在は、 dsbacker.nlm が内部的に backupcr.nlm を起動し、 これがさ らに Backup
eMTool の機能を呼び出すという形で実装されています。

NetWare および eDirectory のバージ ョ ンに応じて、次のよ うにバッ クアップ / 復元処理を
行う よ うお勧めします。

-s ( オプション ) ログ出力先ファイルの強制切り替え

実行中のトランザクションが終了した時点で、ログ出力先を新しいファイルに切
り替えます。次のトランザクション開始時に新しいファイルが作成されます。

cancel バックアップ / 復元処理を取り消します。

指定できるオプションはありません。

eDirectory のバージョン NetWare のバージョン 推奨するバックアップ / 復元方法

8.6 以前 すべてのバージョン ファイルシステム TSA を使ってサーバ固有情

報 (SSI) を復元する場合 : 

停止したサーバに関連づけられているボ

リュームオブジェクト、サーバオブジェクト
を削除しないでください。

具体的な手順については Novell の担当者に

問い合わせてください。

8.7 5.1 & 6.0 バックアップ / 復元には Backup eMToolのみを

使用。 

(ファイルシステム TSAでバックアップしても

復元できません )。

8.7.1 以降 5.1 バックアップ / 復元には Backup eMToolのみを

使用。 

(ファイルシステム TSA でSSI をバックアップ

しても復元できません )。

8.7.1 以降 6.0 (SP3 を適用済み ) 

(eDirectory 8.7.1を動か

すには SP3 が必要 )

Backup eMTool、ファイルシステム TSA、サー

ドパーティ製ツールのいずれかを使用。復元処
理は Backup eMTool で実行できます。

オプション 説明
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NetWare 6.0 上で eDirectory 8.7.1 を動かす場合、サーバ固有情報で大き く変わったのは次
の事項です。 

ファ イル長の増大 :  以前のSSIバッ クアップでは、データベースの一部しか対象にな
り ませんでした。 新バージ ョ ンでは、 サーバ上のディ レク ト リオブジェク トに関す
る情報をすべてバッ クアップするよ うになったため、 ファ イル長も増大し、 データ
ベースそのものとほぼ同じ容量にな り ます。 

ユーザ定義ファイルの場所 : 以前は sys:system ディ レク ト リにファ イル servedata.nds
が生成されるだけでした。容量が小さかったため、テープにコピーするまでこのディ
レク ト リに置いておいても問題が生じなかったのです。 eDirectory 8.7.3 では、 ファ
イルシステム TSA でデータベースのフルバッ クアップが可能になり ました。生成さ
れるファ イルは 3 つに増えています。 そのうち ssiback.bak の保存位置は、 ユーザが
設定できます。 

Backup eMToolによる復元処理:  サーバ固有情報はBackup eMToolでしか復元できま
せん。

復元後の検証処理に失敗した場合の対処方法

復元処理の一環と して検証を行います。 復元された eDirectory データベースと、 レプ リ
カ リ ングに属する他のサーバとの間で、 遷移ベク トルを比較する という ものです。 復元
処理の詳細については、 388 ページの 「Backup eMTool による復元作業の概要」 および
395 ページの 「遷移ベク トルと復元後の検証処理」 を参照して ください。 

遷移ベク トルが合致しなければ、 検証に失敗したこ とになり ます。 これは一般に、 復元
処理に使ったファ イルのデータが不足していたこ とを表します。たとえば次の状況が考
えられます。

後にバッ クアップを実施した後、 ロールフォワード ログ機能を有効にしていな
かった場合。

ファイル 説明 位置

ssiback.bak Backup eMTool で生成されるフル「ホットバッ

クアップ」ファイルと同じです。385 ページの

「eDirectory Backup eMTool について」を参照し

てください。

ユーザ定義可能。デフォルト
では sys:system になってい

ます。

ファイル容量が大きいので、
sys: 以外のボリュームに変

更するようお勧めします。

ssiback.ini ファイルssiback.bakを書き出すパスを記述した

テキストファイル。デフォルトでは「sys:system」

となっています。 

次に例を示します。 

vol1:/backups/ssibackup.bak

sys:system

ssiback.log 前回までのバックアップ状況を分かりやすく出
力したログファイルです。このログファイルに
はすべてのバックアップ履歴、バックアップの
開始および終了時刻、およびバックアッププロ
セス中に発生した考えられるエラーについての
情報が含まれます。

sys:system
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ロールフォワード ログを取っていたのに、 復元の際これを使わなかった場合。

ロールフォワード ログが不足していた場合。

注 : このほか、レプリカリング中に、8.5 より古い eDirectory が稼動するサーバがある場合にも、検証に失敗

します。この場合の対処方法については、395 ページの「復元後の検証については eDirectory 8.5 以降のみ
で互換性がある」を参照してください。

デフォルトでは、 復元した eDirectory データベースが他のレプ リ カと整合が取れていな
い場合、 そのままではオープンできません。 

バッ クアップファ イルやロールフォワード ログの指定を単に忘れただけであれば、正し
く指定しても う一度復元処理を実行すればよいはずです。 次回に復元が成功すれば、 検
証に成功し、 データベースがオープンされるでし ょ う。

必要なバッ クアップファ イルやロールフォワード ログが揃っていない場合は、以下の手
順でサーバを復旧してください。 検証に失敗したと きの復旧手順の概要を説明します。 

サーバの識別情報やファ イルシステム権利は、 バッ クアップファ イルなどが不足し
ていても復旧できるはずです。 

バッ クアップからレプ リ カを復元できない場合でも、 サーバと しては動作します。
新しいレプ リ カが追加されたものと して扱われ、 他のサーバにも影響を及ぼしてし
ま うのです。 したがって、 レプ リ カ リ ングからいったんサーバを外し、 高度な復元
機能や DSRepair ツールを使って元の状態に復旧してから、改めてレプリ カ リ ングに
追加して ください。 

このサーバにしかデータがない、 すなわち他のサーバにレプリ カが作られていない
パーティシ ョ ンについては、 残念ながら復元できません。

このセクシ ョ ンの説明によ り、 検証に失敗した後、 サーバの識別情報やファイルシステ
ム権利を復旧し、 レプ リ カ リ ングからいったん外し、 再び追加します。 この手順でレプ
リ ケーシ ョ ンが終了すれば、 サーバは元どおりに機能するよ うになるはずです。 ただし
レプ リ カを作っていなかったために復元できなかったパーティシ ョ ンを除きます。

まず、 433 ページの 「レプ リ カ リ ングをク リーンアップする」 に従って作業して くださ
い。 それが終了したら 435 ページの 「サーバの復旧とレプ リ カの再追加」 に進みます。

レプリカリングをクリーンアップする

この手順では、 次の方法について説明します。 

マスタレプ リ カの再割り当て。 障害が発生したサーバが、 あるパーティシ ョ ンのマ
スタレプ リ カを保持していた場合は、 DSRepair を使って、 レプ リ カ リ ス トに属する
他のサーバ上のレプリ カを、 マスタ と して扱う よ う指定します。

障害が発生したサーバに対するレプ リ カ リ ス トの参照の削除。 障害が発生したサー
バを含むレプリ カ リ ングのメンバーである各サーバに対して、 障害が発生したサー
バが利用できな くなったこ とを通知する必要があ り ます。 

前提条件

eDirectory そのものは、 当該サーバに正常にインス トールされているものと します。

復元を試み、 検証処理で失敗したこ とが前提です。 

NDSデータベースは稼動しており、(復元処理によ り作成された)RSTデータベースも
残っているものと します。

どのパーティシ ョ ンのレプ リ カがこのサーバに保持されていたか、 は分かっている
ものと します。 このサーバのレプリ カはバッ クアップファ イルのヘッダ部に記録さ
れています。
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操作手順

レプ リ カ リ ングをク リーンアップするには、 次の操作を行います。

1 DSRepairを起動します。復元対象サーバとレプリ カを共有しているサーバのコンソー
ルから、 次のオプシ ョ ンを指定して起動してください。 

NetWare、 Windows の場合 : 「-a」 オプシ ョ ン。

UNIX の場合 : 「-Ad」 オプシ ョ ン。

上記のオプシ ョ ンについて詳し くは、 232 ページの 「DSRepair のカスタムオプシ ョ
ン」 を参照して ください。

警告 : 「-a」オプション、「-Ad」オプションを指定して DSRepair を実行すると、ツリー構造が損なわ

れることがあります。これらのオプションの詳細については、Novell Support Web site, Solution 2938493
(http://support.novell.com/servlet/tidfinder/2938493) を参照してください。 

2 レプ リ カ操作とパーティシ ョ ン操作の選択。

3 編集したいパーティシ ョ ンを選択します。 このパーティシ ョ ンが属するレプ リ カ リ
ングから、 障害の起こったサーバを外すこ とにな り ます。 

4 ［レプ リ カ リ ングの表示］ を選択して、 このパーティシ ョ ンに関するレプ リ カを持つ
サーバのリ ス ト を表示します。

5 (状況によって実行 )当該サーバにマスタレプ リ カがあった場合、［このサーバを新し
いマスタレプ リ カに設定］ コマンドで、 他のサーバにマスタを切り替えます。

この時点で、 対象のレプリ カ リ ングは新しいマスタレプ リ カを保持しています。 リ
ングを構成するすべてのレプリ カに対して、 新しいマスタが存在するこ とが通知さ
れます。

6 マスタレプ リ カが確立されるまで待ちます。 上記のレプ リ カがマスタになったこ と
が他のサーバに認識されたこ とを確認してから続行します。

7 ［レプ リ カ リ ングの表示］ 画面に戻り ます。 障害の起こったサーバを選択して、 ［レ
プ リ カ リ ングからのサーバの削除］ を実行して ください。

DSRepair を起動する際に 「-a」 または 「-Ad」 ( プラ ッ ト フォームによ り選択 ) を指
定していなかった場合、 このコマンドは表示されません。

警告 : 障害の起こったサーバをマスタレプリカに設定したままで、このコマンドを実行しないでくださ

い。リング内のサーバリストを見れば確認できます。マスタレプリカであれば、ステップ 5 を参照し

て、他のサーバにマスタを切り替えてから、当該サーバをレプリカリングから外します。

8 管理者と してログインします。 

9 説明メ ッセージを読み、 それに対する同意を入力して処理を続行します。

10 DSRepair を終了します。

レプ リ カ リ ングを構成するすべてのサーバに通知が行われます。

11 障害が発生したサーバを含んでいる各レプリ カ リ ングごとに、1 つのサーバ上で、こ
の手順を繰り返します。

続いて、 障害が生じたサーバ上に、 新たにレプ リ カを構築します。 435 ページの 「サー
バの復旧とレプ リ カの再追加」 に進んでください。
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サーバの復旧とレプリカの再追加

レプ リ カ設定を 「外部参照」 側に書き替え、 自分自身はレプリ カ リ ングに属していない
ものと して動作するよ うにします。 その上でサーバからレプ リ カを削除する と、 データ
ベースのロ ッ クを解除できるよ うにな り ます。

レプ リ カを削除すれば、 レプ リ カをサーバに再追加する作業は終わりです。 あとは自動
的に、 他のサーバから各レプリ カの 新版を参照し、 再追加していきます。 各レプ リ カ
が再追加されたら、 サーバは元と同じよ うに機能するはずです。

DSRepair を使用してレプ リ カを削除し、レプ リ ケーシ ョ ン機能によ り再追加する手順を
次に示します。

1 433 ページの 「レプ リ カ リ ングをク リーンアップする」 が完了しているこ とを確認
します。

2 eMBox ク ラ イアン トの高度な復元機能を使って、 上書き復元処理を行います。

2a eMBox ク ラ イアン ト を対話式モードで起動します。

NetWare、UNIX の場合 : コマンド ラインから 「edirutil -i」 と入力します。

Windows の場合 : 「drive\novell\nds\embox\edirutil.exe -i」 を
実行します。

edirutil ファ イルは、eMBox ク ラ イアン ト を実行するためのシ ョート カッ トです。
Java の実行形式ファイルと、 eMBox ク ラ イアン トのインス トール先ディ レク ト
リがパラ メータ と して記述されているほか、 NetWare の場合は 「-ns」 オプシ ョ
ンもついています。 (Java 実行ファイルの場所は、 481 ページの 「ワークステー
シ ョ ンで eMBox ク ラ イアン ト を実行する」 で示しているよ うに手動で入力する
こ と もできます )。

正常に起動される と、 「eMBox Client>」 とい うプロンプ トが現れます。

2b 復元の対象サーバにログインします。 次のよ うに入力して ください。 
login -s server_name_or_IP_address -p port_number -u 
username.context -w password

たとえば Windows の場合、 次のよ うにな り ます。

login -s 151.155.111.1 -p 8008 -u admin.mycompany -w mypassword

セキュア接続が確立できないとい うエラーが表示される場合は、 487 ページの
「eMBox ク ラ イアン ト を使用してセキュア接続を確立する」 に表示されている
JSSE ファ イルがシステム上にない可能性があ り ます。

指定するポート番号が分からない場合は、 488 ページの 「eDirectory ポート番号
を確認する」 を参照して ください。

eMBox ク ラ イアン トはログインが成功したかど うかを表示します。

2c 上書き復元コマンドを、 次のよ うに実行します。 併せてログファ イル名も指定
して ください。

restadv -v -l logfilename

高度な復元機能によ り、 RST データベース ( 復元したけれども検証に失敗した
もの ) の名前を NDS に変更します。 ただしロ ッ クは解除しません。 
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3 サーバコンソールで、 DSRepair の高度な復元機能によ り、 レプ リ カ設定をすべて外
部参照に切り替えます。

NetWare の場合 : 「dsrepair -XK2 -rd」 と入力します。

Windows の場合 : ［スター ト ］ > ［設定］ > ［コン ト ロールパネル］ > ［Novell
eDirectory Services］ の順にク リ ッ ク します。 dsrepair.dlm を起動します。 ［起動パ
ラ メータ］フ ィールドに、「-XK2 -rd」 と入力します。［開始］をク リ ッ ク します。

UNIX の場合 : 「ndsrepair -R -Ad -xk2」 と入力します。

オプシ ョ ン 「-rd」、 「-R」 は、 ローカルデータベース とレプ リ カを修復する旨の指定
です。

警告 : DSRepair による高度な復元機能は、正しく使用しないとツリーが破損することがあります。これ

らのオプションの詳細については、Novell Support Web site, Solution 2938493 (http://support.novell.com/
servlet/tidfinder/2938493) を参照してください。 

4 修復が終了したら、 ロ ッ クを解除してデータベースを開きます。 次のよ うに実行し
て ください。

restadv -o -k -l logfilename

「-o」 オプシ ョ ンはデータベースのオープン、 「-k」 オプシ ョ ンはロ ッ ク解除を表し
ます。

5 iManager を使って、 修復されたサーバをレプリ カ リ ングに再追加します。

5a Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

5b ［パーティシ ョ ン と レプ リ カ］ > ［レプ リ カビュー］ の順にク リ ッ ク します。

5c レプ リ カを作成したいパーティシ ョ ンの名前と コンテキス ト を指定し、［OK］ボ
タンを押します。

5d ［レプ リ カの追加］ をク リ ッ ク します。

5e ［サーバ名］ フ ィールドの横にある ［参照］ ボタン をク リ ッ ク し、 修復された
サーバを選択します。

5f レプ リ カのタイプを選択して、［OK］ をク リ ッ ク し、［完了］ をク リ ッ ク します。

5g このサーバが属していた各レプリカ リ ングについて、上記の操作を繰り返します。

6 レプ リ ケーシ ョ ン処理が終わるまでしばら く待ちます。

レプ リ カの状態が ［新規］ から ［オン］ に変われば、 レプ リ ケーシ ョ ン処理は終了
です。 これは iManager で確認できます。 詳細については、 128 ページの 「レプ リ カ
に関する情報を表示する」 を参照して ください。

7 NICIセキュ リ テ ィ ファ イルを復元した場合は、復元完了後にNICI を再初期化するた
め、 サーバを再起動します。

8 ( 状況によって実行 ) このサーバでロールフォワード ログ機能を使うためには、改め
て有効に切り替え、 障害対策のための書き出し先も設定し直して、 ロールフォワー
ド ログの環境設定を再作成する必要があ り ます。 ロールフォワード ログを有効にし
てから、 改めてフルバッ クアップも取る必要があ り ます。 

この手順が必要となるのは、 復元処理の過程で、 ロールフォワード ログに関する設
定はデフォルトに戻るためです。つま り、 ロールフォワード ログ機能は無効とな り、
保存先もデフォル トの場所になるからです。 フルバッ クアップが改めて必要となる
のは、 スケジュールに従って次に無人でのフルバッ クアップが取られるまでに、 再
び障害が起こる可能性があるためです。 

ロールフォワード ログの詳細については、 397 ページの 「ロールフォワード ログを
使用する」 を参照して ください。
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バックアップ / 復元の運用例

437 ページの 「シナリオ : 単一サーバ構成のネッ ト ワークで、 eDirectory を格納して
いるハードディ スクが故障した場合」

438 ページの 「シナリオ : 複数サーバ構成のネッ ト ワークで、 eDirectory を格納して
いるハードディ スクが故障した場合」

440 ページの 「シナリオ : 複数サーバ構成のネッ ト ワークで、 1 台のサーバが完全に
使えな くなった場合」

441 ページの 「シナリオ : 複数サーバ構成のネッ ト ワークで、 数台のサーバが使え
な くなった場合」

441 ページの 「シナリオ : 複数サーバ構成のネッ ト ワークで、 すべてのサーバが使
えな くなった場合」

シナリオ : 単一サーバ構成のネットワークで、eDirectory を格納しているハードディ
スクが故障した場合

あるユーザは Stationery Supply 社で単一サーバ構成のネッ ト ワークを管理しています。
サーバは 1 台しかないので、 レプ リ カ機能で障害に備えるわけにはいきません。 その場
合、 eDirectory 8.7.3 に組み込まれた新ツール Backup eMTool を使えば、 eDirectory のバッ
クアップ / 復元処理が容易になり ます。 サーバ単位で処理を行う方式であ り、 しかも高
速だからです。 

これまで Windows NT Server で eDirectory 8.6.2 を稼動させていましたが、 8.7.3 にアップ
グレード した結果、 Backup eMTool を起動するバッチファ イルを用意し、 定期的に無人
でバッ クアップを行えるよ うにな り ました。 

毎週日曜の夜にフルバッ クアップを取り、 さ らに平日は毎晩、 インク リ メンタルバッ ク
アップを取るよ うにしました。 また、 eDirectory の無人バッ クアップのすぐ後に、 ファ
イルシステムのフル / インク リ メ ンタルバッ クアップを取るよ うにします。 バッ クアッ
プテープには、 ファ イルシステムデータのほか、 eDirectory の 新バッ クアップも保存
される こ とにな り ます。 さ らに、 データ保存サービス会社と契約して、 バッ クアップ
テープを社外に保管するこ とにしました。

毎週月曜日の朝、 バッ クアップログを調べて、 正常にフルバッ クアップが取れているこ
とを確認します。 また、 普段から時々、 インク リ メンタルバッ クアップの状況をログで
調べています。 

ロールフォワード ログの機能は無効にしています。 それは次の理由によ り ます。   

サーバには独立した記憶デバイスがついていないので、 ロールフォワードログを有効
にしてもバックアップとしては役に立ちません。記憶デバイスが故障すれば、eDirectory
ばかりでなく ログも消えてしま うので、 いずれにしても復元には使えません。

ツ リー構成が変わるこ とはあま り あ り ません。 また、 障害が発生しても、 前の晩の
状態にまで復元できれば充分だと考えています。 停止直前の状態まで eDirectory を
復元できな くても構いません。 

サーバはレプ リ カ リ ングに属して他のサーバと連携しているわけではないため、
ロールフォワード ログがな くても、 復元後の検証処理には成功するはずです。

Stationery Supply 社では、 人事異動などによ り ツ リー構成を大き く変える場合は、 その
直前と直後に、 手動でバッ クアップするこ とにしています。 日曜日以外でも、 必要に応
じて臨時のバッ クアップを取ろ う とい うわけです。 これがロールフォワード ログに代わ
る措置です。
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必要になればいつでもバッ クアップ作業ができるよ う、 時々テス ト して確かめていま
す。 テス ト用にも う 1 台サーバを購入する予算はないので、 市内にあるサービス会社と
契約し、 必要なと きだけサーバを使わせても らえるよ うにしました。 実機と似た構成の
サーバにオペレーティングシステムをインス トールし、 eDirectory データベースの環境
もできるだけ同じよ うに構築します。 このサーバに、 実機から取ったバッ クアップファ
イルを使って復元し、 想定どおりに復元されているこ とを確認するのです。

ある水曜日の朝、 eDirectory が格納されたハードディ スクの故障が見つかり ました。 そ
こで新しいハードディ ス クを手配したほか、 日曜日に取ったフルバッ クアップファ イ
ル、月曜日および火曜日に取ったインク リ メンタルバッ クアップファ イルを用意しまし
た。次に、ハードディ スクを交換し、 eDirectory をインス トールしました。その上に、 フ
ル / インク リ メ ンタルバッ クアップファ イルから復元しました。 水曜日の朝、 故障が起
こる前にツ リー構成を変更しましたが、 これは復元できませんでした。 ロールフォワー
ド ログを残しておかなかったからです。 しかし火曜日夜の状態まで復元できたこ とで満
足しています。 ロールフォワード ログを取るための管理の手間を考えれば、 許容できる
範囲だと考えているからです。

シナリオ : 複数サーバ構成のネットワークで、eDirectory を格納しているハードディ
スクが故障した場合

あるユーザが Outdoor Recreation 社で eDirectory が稼動する 10 台のサーバを管理してい
ます。 毎週日曜の夜にフルバッ クアップを取り、 さ らに平日は毎晩、 インク リ メンタル
バッ クアップを取っています。 eDirectory のバッ クアップ後すぐに、 ファ イルシステム
バッ クアップによ りテープに保存しています。 

サーバは 15台と もレプ リ カ リ ングに属しています。ロールフォワード ログ機能は全サー
バで有効です。 また、 その保存先は、 eDirectory とは別の記憶デバイスに割り当ててい
ます。 ディ スクの空き容量やアクセス権は随時監視して、 ロールフォワード ログであふ
れてしまわないよ う注意しています。 使用済みのロールフォワード ログは、 時々テープ
にバッ クアップして削除し、 空き容量を増やすよ うにしています。

もちろんロールフォワード ログを有効にする と管理の手間が増えますが、それを上回る
利点がある と考えています。 サーバがレプリ カ リ ングに属している場合、 いつでも 新
の状態をバッ クアップしておく必要があるからです。 こ う しておけば、 障害が発生して
も、 他のサーバとの同期状態も含めて元どおりに復元できます。 

さ らに、 テス ト環境で定期的にバッ クアップファ イルからの復元を試み、 想定どおりに
動作するこ とを確認しています。

ある木曜日の午後 2 時、 Inventory_DB1 とい う Linux サーバの、 eDirectory を格納してい
るハードディ スクが故障しました。 

そこでまず、 新のフルバッ クアップファ イルとそれ以降のインク リ メ ンタルバッ ク
アップファ イルを集め、 昨晩午前 1 時の状態にまでデータベースを復元します。 ロール
フォワード ログは昨夜のバッ クアップ以降の変更を記録しています。 そこで次に、 午前
1 時以降のロールフォワード ログを使って、 故障が起こる直前の状態に戻さなければな
り ません。

次の手順で作業を進めるこ とにしました。

1. まず、 サーバのハードディ スクを交換します。

2. 日曜の夜に取ったフルバッ クアップのテープを用意しました。 

フルバッ クアップ用のバッチファ イルは、 ファ イル /adminfiles/backup/backupfull.bk
にバッ クアップするよ うになっています。
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ファ イルの容量制限を 200MB と設定していたので、 次の 2 つのファ イルがあ り ま
した。

backupfull.bk.00001 (200MB)
backupfull.bk.00002 (32MB)

3. さ らに、 月曜、 火曜、 水曜に取ったインク リ メ ンタルバッ クアップのテープも用意
しました。 

インク リ メ ンタルバッ クアップ用のバッチファ イルは、 ファ イル /adminfiles/backup/
backupincr.bk にバッ クアップするよ うになっています。

毎日同じバッチファ イルを使っているので、 ファ イル名は常に同じです。 しかし、
テープからサーバにコピーする時に、 ファ イル名を変更しなければなり ません。 復
元処理の際は、 全ファイルを同じディ レク ト リに集めておく必要があるからです。

4. まず、 ハードディ スクを交換しました。

幸い Linux オペレーティングシステムを格納したハードディ スクは故障しなかった
ので、 Linux の再インス トールは必要あ り ませんでした。

5. バッ クアップテープを使って、障害を受けたディスクパーティシ ョ ンを復元しました。 

6. 次に eDirectory を再インス トールし、 仮のツ リーを作り ました。 復元処理では、 いっ
たんこのツ リー上にデータを復元してから実動ツ リーに切り替えるこ とになり ます。

7. サーバ上に、 バッ クアップファ イルを集めておくためのディ レク ト リ /adminfiles/
restore を作り ました。

8. フルバッ クアップファ イル (2 つに分割されているもの ) を、 このディ レク ト リにコ
ピーしました。

9. さ らに、 月曜、 火曜、 水曜のインク リ メ ンタルバッ クアップファ イルもコピーしま
した。 

どれも同じ backupincr.bk とい う ファ イル名なので、 次のよ うに改名します。

backupincr.mon.bk
backupincr.tues.bk
backupincr.wed.bk

注 : インクリメンタルバックアップファイルは、必ずしもフルバックアップファイルと同じディレクト

リにコピーしなくても構いません。ただし各インクリメンタルバックアップファイルはすべて同じディ

レクトリに置いておく必要があります。

10. 次に iManager を使って eDirectory を復元するこ とにしました。

a. iManager を起動し、 ［eDirectory の保守］ > ［復元］ の順にク リ ッ ク します。

b. サーバにログインしました。 コンテキス ト と しては、 仮に作っておいたツ リー
を使います。

c. ［復元ウ ィザード  - ファ イルの環境設定］ 画面で次のよ うに操作しました。

バッ クアップファ イルの場所と して、 「/adminfiles/restore」 を指定。

復元処理に関するログファ イルの出力先と して 「/adminfiles/restore/restore.log」
を指定。

d. ［復元ウ ィザード  - オプシ ョ ン］ 画面で次のよ うに操作しました。 

［データベースを復元］ チェ ッ クボッ クスをオン。

［ロールフォワード ログの復元］ チェ ッ クボッ クスをオン。
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ロールフォワード ログの保存先を入力。

これは普段ロールフォワード ログを保存している場所です。 eDirectory とは別の
ハードディ スクなので、 今までのロールフォワード ログが残っているはずです。

［セキュ リ ティ ファ イルの復元］ チェ ッ クボッ クスをオン。

［検証後に復元されたデータベースをアクティブにします］ チェ ッ クボッ クス
をオン。

［復元の完了後にデータベースを開きます］ チェッ クボッ クスをオン。 

これは、 復元後の検証に成功したら eDirectory をオープンするための指定です。 

11. 復元処理を起動し、 インク リ メ ンタルバッ クアップファ イル名を問い合わせる メ ッ
セージが表示されたので入力しました。

12. 復元後の検証処理にも成功し、 自動的にデータベースがオープンされ、 従来どおり
のツ リーで動作するよ うにな り ました。

ロールフォワード ログはそのまま残っており、 その場所を正し く指定したため、 停
止直前の状態に復元でき、 検証も成功しました。

13. 復元後、 ロールフォワード ログに関する設定をやり直し、 改めてフルバッ クアップ
を取っておきました。

ロールフォワード ログの機能は、 復元処理の過程で無効に戻ってしま う ため、 こ こ
で有効にする必要があ り ます。 フルバッ クアップが改めて必要となるのは、 スケ
ジュールに従って次に無人でのフルバッ クアップが取られるまでに、 再び障害が起
こる可能性があるためです。

サーバの稼動状況を調べ、 正常に動作しているこ とを確認しました。

シナリオ : 複数サーバ構成のネットワークで、1 台のサーバが完全に使えなくなった
場合

ユーザは GK Designs社で 15 台のサーバを管理しています。毎週土曜の夜にフルバックアッ
プを取り、 さらに毎晩、 インク リ メンタルバッ クアップを取っています。 eDirectory のバッ
クアップ後すぐに、 ファイルシステムバックアップによ りテープに保存しています。 

サーバは 15台と もレプ リ カ リ ングに属しています。ロールフォワード ログ機能は全サー
バで有効です。

ある日、 漏電による火事のため、 ある支店のサーバが 1 台、 完全に使えなくなってしま
いました。 幸い、 このサーバのパーティシ ョ ンは、 ひとつを除いてすべて、 他のサーバ
にレプ リ カが作成されていました。 ロールフォワード ログ機能は有効にしていました
が、それも使えな くなってしまいました。 したがって、停止直前の状態にまで eDirectory
データベースを復元するこ とはできません。 

しかしバッ クアップファ イルがあるので、 サーバの eDirectory 識別情報は再作成できま
す。 ロールフォワード ログは使えないので、 他のサーバとの同期状態は元に戻せません
(395 ページの 「遷移ベク トルと復元後の検証処理」 を参照 )。 検証処理には失敗するは
ずです。 したがって、 復元処理が終わっても eDirectory データベースはオープンされま
せん。 

そこで、 レプ リ カ リ ングからいったんサーバを外し、 DSRepair を使って、他のサーバを
参照してレプ リ カを作る設定に変更しました。 その結果、 新のレプリ カを保持してい
るサーバからデータを参照し、 新の状態が作り出されます。 具体的な手順は 432 ペー
ジの 「復元後の検証処理に失敗した場合の対処方法」 を参照して ください。
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レプ リ カが作られていなかったパーティシ ョ ンがひとつあ り ました。 これは、 支店内に
あるファ ッ クス / プリ ンタ複合機や大判カラープリ ンタなど、 この支店内のネッ ト ワー
ク印刷オブジェク ト を管理しているコンテナです。 他のサーバにレプ リ カがないため、
このパーティシ ョ ンは上述の手順では復元できません。 このパーティシ ョ ンのオブジェ
ク トは一から作り直さざるをえなかったので、 将来に備え、 これも他のサーバにレプ リ
カを作っておく こ とにしました。 

そこでロールフォワード ログに関する設定をやり直し、改めてフルバッ クアップを取っ
ておきました。 ロールフォワード ログの機能は、 復元処理の過程で無効に戻ってしま う
ためです。 

シナリオ : 複数サーバ構成のネットワークで、数台のサーバが使えなくなった場合

ユーザは 3ヶ所に分けて設置された 20 台のサーバを管理しています。 その 1ヶ所で、 水
道管破裂による水漏れ事故のため、 8 台のうち 5 台が使えな くなってしまいました。 

幸い、 どのサーバについても、 eDirectory のバッ クアップを取っていました。 しかし全
サーバと もレプ リ カ リ ングに属しており、 ロールフォワード ログはなくなってしまった
ので、 これを使わずに復元作業を進めなければなり ません。 初にどのサーバから着手
し、 レプ リ カ間の不整合をどのよ うに解消すればよいか、 判断できませんでした。 状況
があま りに込み入っていたため、 Novell の技術担当者に相談するこ とにしました。 

シナリオ : 複数サーバ構成のネットワークで、すべてのサーバが使えなくなった場合

ユーザとそのチームは、Human Resource Consulting 社で 1ヶ所に設置された 50 台のサー
バを管理しています。 

普段から障害対策のため、 ツ リーの各パーティシ ョ ンについて 3 つずつレプ リ カを作成
しています。 したがって、 サーバが 1 台停止しても、 そのパーティシ ョ ンにあるオブ
ジェク トは他のサーバからアクセスできます。 さ らに、 各サーバに障害があっても復元
できるよ う、 Backup eMTool で定期的にバッ クアップするほか、 ロールフォワード ログ
機能を有効にし、 バッ クアップテープは別の建物に保管しています。

災害に備えるため、チームでは 2 台のサーバを DSMASTER と して割り当てています。2
台を割り当てているのは、 ツ リーが大きすぎて、 1 台では全パーティシ ョ ンのレプ リ カ
を保持で き ないか ら です。 ツ リ ーに属する どのパーテ ィ シ ョ ン も、 いずれかの
DSMASTER サーバにレプリ カが作成されています。 逆に、 同じパーティシ ョ ンのレプ
リ カが 2 台の DSMASTER サーバに作成されるこ とはないよ うにして、 重複を避けてい
ます。 これが災害対策と して重要な点です。 

さ らにチームでは、 テス ト環境で定期的にバッ クアップファ イルからの復元を試み、 想
定どおりに動作するこ とを確認しています。

ある日、台風で社屋が倒壊し、データセンタにあったサーバもすべて壊れてしまいました。 

台風が去った後、 チームではまず、 パーティシ ョ ンすべてのレプ リ カを保持する、 2 台
のDSMASTERサーバを復元する作業に取りかかり ました。 新のフルバッ クアップファ
イルおよびそれ以降のインク リ メンタルバッ クアップファ イルを使いましたが、 ロール
フォワード ログは使いませんでした。 サーバが壊れたと きに、 いっし ょにな くなってし
まったからです。 DSMASTER サーバを設定する際、 この 2 台が同じレプ リ カを保持す
るこ とはないよ うにしていました。そのため、ロールフォワード ログを適用しな くても、
復元後の検証処理は問題なく成功したのです。 DSMASTER サーバが復元されたこ とに
よ り、Human Resources Consulting 社のツ リーに属するオブジェ ク トはすべてアクセスで
きるよ うにな り ました。

DSMASTER が復元できれば、整合性を損な う こ とな く ツ リー全体を再作成できるので、
その役割は非常に重要です。 
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このチームは、 ロールフォワード ログの機能も有効にしていました。 障害が発生する直
前の状態にまでサーバを復元でき、 レプ リ カ リ ングに属する他のサーバとの同期状態に
不整合が生じないからです。 サーバが復旧し、 他のサーバと通信できるよ うになる と、
停止していた間に行われた更新情報を自動的に受け取り、 同期を取るこ とができます。 

しかし今回はそのロールフォワード ログを使えません。 その場合、 レプ リ カ リ ングに属
するサーバのうち、 初に復元処理を実施したものしか正常に復元できないこ とにな り
ます。 それ以外のサーバは、 他のサーバと同期状態が一致しないという こ とで、 復元後
の検証処理に失敗してしま うのです (395 ページの 「遷移ベク トルと復元後の検証処理」
を参照 )。 検証処理に失敗する と、 この eDirectory データベースはアクティブにな り ま
せん。 

しかしこのチームは、このよ う な状況もきちんと考慮していました。2 台の DSMASTER
サーバを設定し、 重複して保持するパーティシ ョ ンがないよ うにして、 これを復元作業
の起点と したのです。 重複がないので検証処理に失敗するこ とはあ り ません。 これをマ
スタ と して順次他のサーバにコピーしていけば、 レプ リ カ リ ング全体が復元できる こ と
にな り ます。

DSMASTER サーバの復元後、 他のサーバを復元するために、 いくつか必要な作業があ
り ます。 このチームは次の手順で、 他のサーバを順次復元していきました。

DSMASTER サーバ上のレプリ カを、 マスタレプ リ カと して割り当てます。

DSMASTER 以外のサーバをレプリ カ リ ングから外します。

フル / インク リ メ ンタルバッ クアップファ イルを使って、DSMASTER 以外のサーバ
を復元します。

ロールフォワード ログがないため、 復元後の検証処理に失敗するこ とは分かってい
ます。したがって、データベースは復元されても、まだアクティブになっていません。

高度な復元機能を使って、 データベースをアクティブにしました。 ロ ッ クはまだ解
除しません。

DSRepair を使って、 他のサーバを参照してレプ リ カを作る設定に変更しました。

データベースのロ ッ クを解除しました。

この時点で、 各サーバの識別情報は元どおりに戻っていますが、 レプ リ カ情報を同
期させよ う とはしません。 他のサーバからレプ リ カのデータを受け取り、 改めて構
築できる状態になっています。

なお、 NetWare サーバの場合、 ファ イルシステムの復元は eDirectory の復元後に行
う必要があ り ます。

各サーバはDSMASTERサーバからデータを受け取り、自動的にレプ リ カを復元して
レプ リ カ リ ングに復帰します。

各サーバにどのレプリ カが置かれていたか、チームではきちんと把握していました。
もっと も、 終バッ クアップ時点の状況は、 バッ クアップファ イルのヘッダを見れ
ば確認できます。

ロールフォワード ログに関する設定をやり直し、 改めてフルバッ クアップを取って
おきました。 ロールフォワード ログの機能は、 復元処理の過程で無効に戻ってしま
うので、 こ こで有効にしたのです。改めてフルバッ クアップを取る必要があるのは、
スケジュールに従って次に無人でのフルバッ クアップが取られるまでに、 再び障害
が起こる可能性があるためです。 

具体的な手順は 432 ページの 「復元後の検証処理に失敗した場合の対処方法」 を参照し
て ください。

かな りの作業量でしたが、 ツ リー自身は比較的早期に使用できるよ うにな り、 その時点
でサーバ全体を復旧する目処も立っていました。
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15 Novell eDirectory のメンテナンス

Novell® eDirectoryTM のパフォーマンスを 適にするには、 定期的なヘルスチェ ッ ク手順
を実行し、必要に応じてハード ウェアのアップグレードや交換を行ってディ レク ト リ を
メンテナンスする必要があ り ます。

この章では、 次のメンテナンスに関する ト ピッ クについて説明します。

パフォーマンス

443 ページの 「eDirectory のパフォーマンスの改善」

451 ページの 「Linux、Solaris、AIX、および HP-UX システムでの eDirectory パフォー
マンスの改善」

ヘルスチェック

457 ページの 「eDirectory の正常な動作の維持」

460 ページの 「監視のための リ ソース」

ハードウェアの交換

460 ページの 「ハード ウェアのアップグレードやサーバの交換」

eDirectory の回復

467 ページの 「ハード ウェア障害後の eDirectory の復元」

eDirectory のパフォーマンスの改善

eDirectory のパフォーマンスに も大き く影響するのは、 キャ ッシュの設定です。 NDS®

の以前のバージ ョ ンでは、 ブロ ッ クキャ ッシュ制限を指定する こ とによ り、 eDirectory
がキャ ッシュに使用する メモ リ量を制御できました。デフォル トでは、 8MB の RAM が
キャッシュに使用されていました。 

eDirectory 8.5 以降では、ブロ ッ クキャ ッシュ制限およびエン ト リ キャ ッシュ制限を指定
できます。 ブロ ッ クキャ ッシュは NDS の前のバージ ョ ンでも使用可能で、 データベー
スの物理ブロッ クのみをキャ ッシュします。エン ト リ キャ ッシュは eDirectory 8.5 に導入
された機能で、 データベースの論理エン ト リ をキャ ッシュ します。 エン ト リ をキャ ッ
シュする こ とで、ブロ ッ クキャ ッシュから メモ リ内にエン ト リ をインスタンス化するた
めに要する処理時間を削減できます。

この 2 つのキャ ッシュにはいく らか重複する部分があ り ますが、各キャ ッシュはそれぞ
れ異なる操作でのパフォーマンスを向上させるために設計されています。 ブロ ッ ク
キャ ッシュは、 更新操作で も効果的です。 エン ト リ キャ ッシュは、 名前解決など、 エ
ン ト リ を読み込んで eDirectory ツ リーをブラウズする操作で も効果的です。 

ブロッ クキャ ッシュ とエン ト リ キャ ッシュのいずれも、 クエ リのパフォーマンスを向上
させます。 ブロ ッ クキャ ッシュは、 インデッ クス検索を高速化します。 エン ト リ キャ ッ
シュは、 インデッ クスから参照されるエン ト リの取得を高速化します。
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eDirectory 8.7.3 のデフォルト値を次に示します。

eDirectory をインス トールするサーバにレプリ カがない場合、デフォル トでは 16MB
のハード メモ リ制限が設定され、 ブロ ッ クキャ ッシュ用に 8MB、 エン ト リ キャ ッ
シュ用に 8MB が使用されます。

 詳細については、 445 ページの 「ハード メモ リ制限について」 を参照して ください。

サーバにレプリ カがある場合、デフォルトでは使用可能メモ リの 51% とい う動的調
整制限が設定され、 小しきい値は 8MB、 大しきい値は 24MB にな り ます。

詳細については、 444 ページの 「動的調整制限について」 を参照してください。

エントリキャッシュとブロックキャッシュでメモリを配分する

キャッシュ用に使用可能な全メモ リが、エン ト リ キャ ッシュ とブロ ッ クキャ ッシュ とで
共用されます。 デフォルトでは、 均等に配分されます。 NDS 8 の以前のバージ ョ ンで使
用できたブロ ッ クキャ ッシュ量を維持するには、 eDirectory の合計キャ ッシュサイズを
2 倍にする必要があ り ます。LDIF インポートのパフォーマンス向上のためにキャ ッシュ
を使用する場合、 合計キャ ッシュサイズを 2 倍にするか、 デフォルトのキャ ッシュ設定
を変更します。 デフォルトのキャ ッシュ設定を変更するには、 445 ページの 「動的調整
制限およびハード メモ リ制限を設定する」 を参照してください。

キャ ッシュ可能なブロッ ク数およびエン ト リ数が多いほど、全体のパフォーマンスは向
上します。 大きなデータベースの場合には不可能ですが、 データベース全体をエン ト リ
キャ ッシュおよびブロッ クキャ ッシュにキャ ッシュできれば理想的です。 一般的に、 ブ
ロ ッ クキャ ッシュ と DIB セッ トの比率ができるだけ 1:1 になるよ うに設定します。エン
ト リ キャ ッシュについては、1:2 または 1:4 の比率になるよ うにします。 適なパフォー
マンスを得るためには、 これらの比率を上回るよ うにしてください。

デフォルトのキャッシュ設定を使用する

eDirectory には、キャ ッシュ メモ リの使用量を制御する方法と して、動的調整制限とハー
ド メモ リ制限の 2 つの方法があ り ます。 どちらの方法も使用できますが、 この 2 つは互
いに排他的であるため同時に両方を使用するこ とはできません。 後に使用した方法に
よ り、 常に以前の設定が置き換えられます。

動的調整制限について

動的調整制限では、 eDirectory は他のプロセスによる メモ リ消費量の増減に応じて、 定
期的にメモ リ使用量を調整します。 制限は、 使用可能な物理メモ リの割合と して指定し
ます。 eDirectory はこの割合を使用し、 一定の間隔で新しいメモ リ制限を再計算します。
新しいメモ リ制限は、 その時点で使用可能な物理メモ リの割合と して算出されます。 

割合と と もに、 しきい値と して 大値および 小値も設定できます。 しきい値はバイ ト
数で指定し、 eDirectory がその値に調整します。 しきい値には、 使用するバイ ト数、 ま
たは使用可能量と して残すバイ ト数のいずれかが指定できます。デフォル トの 小しき
い値は 16MB です。 デフォルトの 大しきい値は 4GB です。

小しきい値と 大しきい値による制限が矛盾する場合は、 小しきい値が優先されま
す。 たとえば、 次のよ うな設定を指定したと します。

小しきい値 8MB

使用する利用可能な物理メモリの割合 75

大しきい値 10MB を使用可能量として維持
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eDirectory がキャ ッシュ制限を調整する と きに、 使用可能な物理メモ リが 16MB ある と
します。 eDirectory は、 新しい制限値を 12MB と して算出します。 eDirectory は、 算出し
た新しい制限値が 小しきい値と 大しきい値の範囲内にあるかをチェ ッ ク します。 こ
の例では、 大しきい値の設定によ り 10MB を使用可能量と して残しておく必要がある
ため、 eDirectory は制限値を 6MB に設定します。 しかし、 小しきい値は 8MB である
ため、 eDirectory は 終的に制限値を 8MB に設定します。

動的調整制限では、 間隔の長さ も指定します。 デフォルトの間隔は 15 秒です。 間隔が
短いほど、 よ り 新の状態に基づいてメモ リが使用されます。 ただし、 割合の再計算に
よ り メモ リの割り当てと解放が発生するため、必ずしも間隔が短いほど良いわけではあ
り ません。

ハードメモリ制限について

ハード メモ リ制限は、 eDirectory の以前のバージ ョ ンで、 メモ リ消費を制御するために
使用されている方法です。 次のいずれかの方法でハード メモ リ制限を設定します。

固定バイ ト数

物理メモ リの割合

その期間の物理メモ リの割合が、 固定バイ ト数にな り ます。

使用可能な物理メモ リの割合

その期間の使用可能な物理メモ リの割合が、 固定バイ ト数にな り ます。

キャッシュをクリーンアップする

NDS 8 はト ランザクシ ョ ンの整合性を維持するために、 キャ ッシュ内に複数のバージ ョ
ンのブロ ッ ク とエン ト リ を作成します。 NDS 8 の以前のバージ ョ ンでは、 これらのブ
ロ ッ クやエン ト リは不要になっても削除されませんでした。 eDirectory 8.7.3 では、 バッ
クグラウンドプロセスによ り定期的にキャ ッシュがブラウズされ、古いバージ ョ ンが消
去されます。 これによ り、 キャ ッシュ メモ リの消費量が 小限に抑えられます。 デフォ
ルトのブラウズ間隔は 15 秒です。 

動的調整制限およびハードメモリ制限を設定する

動的調整制限およびハード メモ リ制限は、 次のいずれかの方法で設定できます。

445 ページの 「Novell iMonitor を使用する」

447 ページの 「_ndsdb.ini ファ イルの使用」

Novell iMonitor を使用する

1 ［エージェン ト環境設定］ をク リ ッ ク します。

2 ［データベースキャ ッシュ］ をク リ ッ ク し、 次の情報を確認します。

データベースキャッシュ情報 説明

大サイズ 指定したキャッシュが拡張できる 大サイズ (KB) です。

現在のサイズ 指定したキャッシュの現在のサイズ (KB) です。

キャッシュされたアイテム 指定したキャッシュ内のアイテム数です。
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3 次のオプシ ョ ンから選択します。

キャッシュされた古いバージョン 指定したキャッシュ内の古いバージョンの数です。古い
バージョンのキャッシュアイテムは、データベースの読み
込みトランザクションの整合性を維持するために保持され
ます。つまり、あるスレッドが読み込みトランザクション
を実行しており、別のスレッドが書き込みトランザクショ
ンを実行している場合、書き込みによって変更されるブ
ロックの古いバージョンが読み込み操作のために保持され
ます。これは、読み込みのトランザクションを実行してい
る間に変更処理が発生したとしても、読み込みの表示結果
に整合性があるようにするためです。

古いバージョンのサイズ キャッシュされる古いバージョンのアイテムサイズ(KB)です。

ヒット 指定したキャッシュ内のアイテムに正常にアクセスできた
回数です。

ヒット表示 指定したキャッシュ内で、アイテムに正常にアクセスする
前に参照されたアイテム数です。ヒット表示とヒットの比
率が、キャッシュ検索効率の目安となります。通常、この
比率はほぼ 1:1 になるようにします。

失敗 アイテムが指定したキャッシュ内に見つからず、低いレベ
ルのキャッシュまたはディスクから取得されなければなら
なかった回数です。

失敗表示 必要なアイテムが指定したキャッシュ内にないと判断され
るまでに、キャッシュ内で参照されたアイテムの数です。失
敗表示と失敗の比率が、キャッシュ検索効率の目安となりま
す。通常、この比率はほぼ 1:1 になるようにします。

オプション 説明

ダイナミック調整 eDirectory データベースのキャッシュに使用するシステム

メモリの大きさを、必要と判断される大きさと、次に示す
パラメータに基づいて動的に調整します。

キャッシュ調整パーセンテージ レコードキャッシュおよびブロックキャッシュに使用可能
なメモリの割合です。

キャッシュサイズの制約条件 ダイナミック調整で、指定した制約条件に従います。つま
り、キャッシュのメモリの大きさを指定した大きさより小
さくせず、使用可能なメモリの合計から指定した大きさを
引いた値より大きくしません。

ハードメモリ制限 キャッシュに使用するシステムメモリの正確な大きさです。

キャッシュ 大サイズ レコードキャッシュとブロックキャッシュを合わせたサイ
ズ (KB) です。

ブロックキャッシュパーセン
テージ

ブロックキャッシュに割り当てられる使用可能なシステム
メモリの割合です。残りの割合が、レコードキャッシュに
割り当てられます。

キャッシュ調整間隔 この間隔は、ダイナミック調整を設定している場合のみ使
用されます。調整間隔は、指定したパーセンテージと制約
条件に基づき、どれくらいの頻度でキャッシュサイズを調
整するかを制御します。

データベースキャッシュ情報 説明
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4 ［送信］ をク リ ッ ク します。

_ndsdb.ini ファイルの使用

1 _ndsdb.ini をテキス トエディ タで開きます。

NetWare® では、 このファ イルは sys:\netware にあ り ます。通常、 Windows NT および
Windows 2000 では、 このファ イルは \Novell\NDS\DIBfiles にあ り ます。

2 ファ イルに該当する構文を追加します。

キャッシュクリーンアップ間隔 どれくらいの頻度で古い未使用のバージョンをキャッシュ
から削除するかを制御します。

永続的なキャッシュ設定 このオプションを選択すると、iMonitor を使用して送信した

変更は、前に保存した設定やデフォルトのシステム設定に
上書きされ、永続的な変更になります。

コマンド 変数の説明 定義

cache=cache_bytes 使用する固定バイト数 ハードメモリ制限を設定します。

たとえば、8MB のハードメモリ

制限を設定するには、次のように
入力します。

cache=8000000

cache=cache_options 複数のオプションをコンマで区切
り、任意の順序で指定できます。

DYN 

動的調整制限を設定します。

HARD

ハードメモリ制限を設定します。

%:percentage

使用する利用可能なメモリまたは
物理メモリの割合を設定します。

AVAIL または TOTAL

使用可能な物理メモリまたは合
計物理メモリの割合を指定しま
す。ハードメモリ制限においての
み、使用できます。

MIN:number_of_bytes

小バイト数。

MAX:number_of_bytes

大バイト数。

LEAVE:number_of_bytes

使用可能量として残す 小バイ
ト数。

ハードメモリ制限または動的調
整制限を設定します。

たとえば、動的調整制限で使用可
能メモリを 75% に設定し、 小

バイト数を 16GB に設定するに

は、次のように入力します。

cache=DYN, 
%:75,MIN:16000000

また、ハードメモリ制限で合計物
理メモリの 75% を設定し、 小

バイト数を 16MB に設定するに

は、次のように入力します。

cache=HARD,%:75,MIN: 
16000000

オプション 説明
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3 ( オプシ ョ ン ) 動的調整制限の間隔を指定するには、 次の行を追加します。

cacheadjustinterval=number_of_seconds

4 (オプシ ョ ン )エン ト リ とブロ ッ クの古いバージ ョ ンをク リーンアップする間隔を指
定するには、 次の行を追加します。

cachecleanupinterval=number_of_seconds

5 (オプシ ョ ン )ブロ ッ クキャ ッシュ とエン ト リ キャ ッシュでのメモ リ配分の割合を変
更するには、 次の行を追加します。

blockcachepercent=percent

変数 percent は、0 ～ 100 の範囲で指定する必要があ り ます。こ こで指定する割合は、
ブロ ッ クキャ ッシュに使用するキャ ッシュ メモ リのパーセンテージです。 残りの割
合がエン ト リ キャ ッシュ用に使用されます。 割合を 0 に設定するこ とはお勧めでき
ません。

6  変更は、 eDirectory サーバの再起動後に有効になり ます。

DSTrace を使用して制限を設定する

eDirectory for NetWare を使用している場合、 DSTrace で動的調整制限やハード メモ リ制
限を設定できます。 変更を有効にするために、 サーバを再起動する必要はあ り ません。

1 ( オプシ ョ ン ) 固定バイ ト数のハード メモ リ制限を設定するには、サーバコンソール
で次のよ うに入力します。

SET DSTRACE=!MBamount_of_RAM_to_use_in_bytes

たとえば、 8MB のハード メモ リ制限を設定するには、 次のよ うに入力します。

SET DSTRACE=!MB8388608

2 (オプシ ョ ン )パーセンテージによって算出されるハード メモ リ制限を設定するには、
サーバコンソールで次のよ うに入力します。 オプシ ョ ンは、 指定するものだけを入
力します。

SET DSTRACE=!MHARD,AVAIL OR 
TOTAL,%:percent,MIN:number_of_bytes,MAX:number_of_ 
bytes,LEAVE:number_of_bytes_to_leave,NOSAVE

たとえば、 ハード メモ リ制限で合計物理メモ リの 75% を設定し、 小バイ ト数を
16MB に設定して、 これらのオプシ ョ ンをスタート アップファ イルに保存しないよ
うに指定するには、 次のよ うに入力します。

SET DSTRACE=!MHARD,%:75,MIN:16777216,NOSAVE

3 ( オプシ ョ ン ) 動的調整制限を設定するには、サーバコンソールで次のよ うに入力し
ます。

SET DSTRACE=!MDYN,%:percent,MIN:number_of_bytes,MAX:
number_of_bytes,LEAVE:number_of_bytes_to_leave,
NOSAVE

たとえば、 動的調整制限で使用可能メモ リの 75% を設定し、 小値を 8GB に設定
するには、 次のよ うに入力します。

SET DSTRACE=!MDYN,%:75,MIN:8388608
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LDAP for eDirectory をチューニングする

基本的な LDAP サーバのハードウェアと ソフ ト ウェア設定、 チューニングパラ メータ、 お
よびディレク ト リ編成のヒン トについての詳細は、『How to Configure and Optimize eDirectory
LDAP Servers(LDAP サーバを環境設定および 適化する方法 ) (http://developer.novell.com/
research/appnotes/2000/septembe/04/a000904.htm)』 を参照してください。

メモリを管理する

eDirectory は、データベースキャ ッシュ とディ レク ト リのためにメモ リ を使用します。こ
れらはメモ リプールと してそれぞれに割り当てられます。 ディ レク ト リエンジンは、 オ
ペレーティ ングシステムで利用できる メモ リ プールから必要な メモ リ を取り込んで使
用します。 データベースは、 次に詳し く説明するパラ メータによ り定義されたキャ ッ
シュプールを使用します。 一般に、 eDirectory に割り当てるデータベースキャ ッシュの
量が多いほどパフォーマンスはよ くな り ます。 ただし、 eDirectory はバッファにシステ
ムメモ リ を使用するため、 ク ラ イアン トがクエ リ を実行し、 そのクエ リが大量のデータ
を戻す場合には、 ディ レ ク ト リ で大量のクエ リ 応答を行える よ う に、 データベース
キャッシュのサイズを小さ く して、 システム メモ リ を確保しなければならない場合もあ
り ます。

データベースエンジンは、 データベースキャ ッシュを使用して、 近アクセスしたブ
ロ ッ クを保持します。 このキャ ッシュの初期定義サイズは固定値で 16MB です。 この
キャッシュのサイズは、 出荷バージ ョ ンの eDirectory でコマンド ラ インから変更できま
す。 次の例は、 eDirectory データベースキャ ッシュのサイズを 80MB に設定するコマン
ドです。

set dstrace=!mb 80000000

あるいは、 NetWare サーバ上の SYS:\_netware ディ レク ト リ または Windows や UNIX の
環境における eDirectory データベースファ イルが格納されたディ レク ト リ (Windows で
は通常、 install directory\novell\nds\dbfiles、 UNIX では通常、 \var\nds\dib) に _ndsdb.ini と
い う名前のファイルを定義するこ と もできます。 このテキス ト ファ イルに、 次のよ うな
行を設定するだけです。

cache=80000000

等号 (=) の前後にスペースは入れないでください。

eDirectory 8.7.3 のキャ ッシュは、 以前のバージ ョ ン と同様に、 ハード メモ リ制限値に基
づいて初期化できます。 さ らに、 上限と下限はハード値で設定できるほか、 使用可能な
メ モ リ の割合でも設定でき ます。 動的割 り 当て用の制御パラ メータを使用すれば、
キャ ッシュサイズを使用状態に応じて増減させるこ とができます。適切なパラ メータを
設定すれば、 データベースキャ ッシュは他のシステム リ ソースからの要求に応じて、 そ
のサイズを増減させます。

_ndsdb.ini ファ イルを変更するこ とによ り、 データベース メモ リの使用を手動で制御で
きます。 INI ファ イルコマンドの形式は次のとおりです。

cache=cacheBytes # Set a hard memory limit

他の形式を次の表に示します。
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ハード メモ リ制限が指定された状態で、 メモ リの割合と してデータベースキャ ッシュを
定義する場合、 管理者は、 合計メモ リの割合または使用可能なメモ リの割合のいずれか
を選択できます。 動的制限の場合には、 必ず利用可能なメモ リが基準にな り ます。 次に
示すコマンド例はすべて、 _ndsdb.ini ファ イルで使用できます。

次の例では、 動的制限を使用可能なメモ リの 75%、 小バイ ト数を 16MB、 OS 用に残
すバイ ト数を 32MB と設定しています。

cache=DYN,%:75,MIN:16000000, LEAVE 32000000

次の例では、 ハード メモ リ制限を合計物理メモ リの 75%、 小バイ ト数を 18MB、 大
バイ ト数を 512MB と設定しています。

cache=HARD, TOTAL,%:75,MIN:18000000, MAX 512000000

次の例は古いスタイルのコマンドで、 ハード メモ リ制限を 8MB に設定しています。

cache=8000000

データベースキャ ッシュは、 ブロ ッ クキャ ッシュ と レコードキャ ッシュに配分されま
す。 ブロ ッ クキャ ッシュには、 ディ スクに格納されたデータの ミ ラーと して、 データブ
ロ ッ ク と インデッ クスブロ ッ クが保持されます。 レコードキャ ッシュには、 メモ リに展
開された形でのディ レク ト リオブジェク ト と属性が保持されます。ディ レク ト リへの追
加や更新では、 ブロ ッ クキャ ッシュの設定が使用されます。 大半の処理が読み込みの場
合には、 レコードキャ ッシュが使用されます。 適切なサイズのキャ ッシュを割り当てな
いで多数の順次更新処理を実行する と、両方のキャ ッシュにスラ ッシュ状態を招く こ と
があ り ます。 指定によって変更しない場合、 キャ ッシュの 50% がブロ ッ クキャ ッシュ
に、 50% がレコードキャ ッシュに割り当てられます。 blockcachepercent オプシ ョ ンを
_ndsdb.ini ファ イルに追加するこ とによ り、 データブロ ッ ク と インデッ クスブロ ッ クに
割り当てるキャ ッシュの比率を指定できます ( デフォルトは 50% です )。 残りのキャ ッ
シュ領域はエン ト リに使用されます。

たとえば、 60% をブロ ッ クキャ ッシュに、 40% をレコードキャ ッシュにするには、次の
よ うに入力します。

blockcachepercent=60

コマンド 説明

cache=cache_options ハードメモリ制限または動的調整制限を設定します。複数の
キャッシュオプションをコンマで区切り、任意の順序で指定で
きます。これらはいずれも必須ではありません。キャッシュオ
プションを次に示します。

DYN または HARD 動的制限またはハードメモリ制限。

AVAIL または TOTAL ハードメモリ制限が選択された場合にのみ有効です。動的調整
制限の場合は、これらのオプションは省略します。

%:percentage 使用可能な物理メモリまたは合計物理メモリの割合。

MIN:bytes 小バイト数。

MAX:bytes 大バイト数。

LEAVE:bytes OS 用として残す 小バイト数。

blockcachepercent=percentage キャッシュをブロックキャッシュおよびレコードキャッシュに
分離します。
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どちらかのキャ ッシュを 100% に設定して、 他方のキャ ッシュが使用できないよ うにす
るこ とは避けて ください。通常、一方のキャ ッシュに 75% 以上は設定しないよ うにして
ください。

データベースキャッシュの設定は Novell iMonitor を使用して制御するこ と もできます。

キャ ッシュサイズは使用できる メモ リの量によ り動的に変動しますが、 カスタム環境用
に DSTRACE コマンドを使用するこ とは可能です。

Linux、Solaris、AIX、および HP-UX システムでの eDirectory
パフォーマンスの改善

次のセクシ ョ ンでは、 UNIX システム上で eDirectory のパフォーマンスを改善する方法
について説明します。

451 ページの 「eDirectory サーバを微調整する」

452 ページの 「eDirectory のキャ ッシュを 適化する」

455 ページの 「データのバルクロードを 適化する」

456 ページの 「Novell eDirectory 用に Solaris OS をチューニングする」

eDirectory サーバを微調整する

Linux および Solaris 上の Novell eDirectory は、 動的に調整されるスレッ ドプールを使用
して、 ク ラ イアン トの要求を処理します。 スレッ ドプールは自動的に調整され、 多くの
場合は 適なパフォーマンスが提供されます。 ただし、 次のパラ メータを /etc/nds.conf
ファ イルに設定するこ とによって、サーバへの負荷が急激に高くなった場合にスレッ ド
の起動によ り発生する遅延を回避できます。

パラメータ 説明および推奨される設定

n4u.server.idle-threads 小スレッド数 ( アクティビティとは無関係 )。

このパラメータ値は、クライアントアクティビティが通常の場合
に、新しいスレッドの生成に必要とされる時間を 小にするよう
に、平均クライアント負荷に基づいて決める必要があります。

n4u.server.max-threads 大スレッド数。

このパラメータ値は、同時にサービスを提供する必要があるクラ
イアントの 大数に基づいて決める必要があり、次のスレッドを
考慮することが推奨されます。

eDirectory は、 低でも 16 のスレッドを必要とします。

255 の LDAP 接続それぞれに、1 つのスレッドが必要です

(Monitor Thread: 監視スレッド )。

現在のクライアントのそれぞれに、1 つのスレッドが必要です

(Worker Thread: 動作スレッド )。

n4u.server.start-threads eDirectory の起動時に起動するスレッド数

このパラメータ値は、クライアントアクティビティが通常の場合
に、新しいスレッドの生成に必要とされる時間を 小にするよう
に、平均クライアント負荷に基づいて決める必要があります。
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eDirectory のキャッシュを 適化する

Novell eDirectory では永続キャ ッシュを使用しているため、 サーバに対して行われた変
更はベク トルに保持されます。 変更の途中でサーバがクラ ッシュした場合、 サーバが稼
働状態に戻る と、 eDirectory はよ り高速でロード して数秒間で変更を同期させます。
Novell eDirectory は、 システムエラーが発生した場合、 ロールバッ クモデルと ログファ
イルを使用して ト ランザクシ ョ ンをロールフォワード します。

eDirectory のキャ ッシュは 初 16MB に設定され、 その 50% がブロ ッ クキャ ッシュに、
残りの 50% がレコードキャ ッシュに割り当てられます。 15 分後、 eDirectory はキャ ッ
シュのしきい値を変更し、キャ ッシュに使用可能な空き メモ リの 51% まで初期化できる
よ うにしますが、 少なく と も 24MB は OS 用に残します。 このアルゴ リ ズムは、 使用可
能な空き メモ リ量を判別できるよ うにするコールをホス ト OS がサポート している場合
のみ使用されます。

eDirectory キャッシュの 適化は、 次の方法で行えます。

452 ページの 「UNIX システムにおける固定量の RAM 使用」

454 ページの 「キャ ッシュパラ メータの設定」

455 ページの 「データのバルクロードを 適化する」

455 ページの 「LBURP ト ランザクシ ョ ンサイズを 適化する」

UNIX システムにおける固定量の RAM 使用

上記のアルゴ リ ズムは Windows および NetWare では有効ですが、UNIX システムでは機
能しません。 UNIX システムでは、 OS によって報告される使用可能な空き メモ リは、他
のオペレーティングシステムよ り も少なくな り ます。 これは、UNIX OS がファ イルシス
テムブロ ッ ク、 頻繁に実行するプログラム、 ラ イブラ リ などの内部キャ ッシング用に空
き メモ リ を使用するためです。 このメモ リ割り当てに加え、 通常、 UNIX 上のライブラ
リは解放されたメモ リ を OS に戻しません。

このよ う な理由で、 キャ ッシュには固定量の RAM を割り当てる こ とをお勧めします。 

UNIX システムで固定量の RAM を割り当てるには、 次のいずれかの操作を行います。

452 ページの 「手動で .ini ファ イルを作成する」

453 ページの 「Novell iMonitor を使用する」

手動で .ini ファイルを作成する

1 eDirectoryデータベースファ イル (DIBセッ ト )が格納されたディ レク ト リ (通常、/var/
nds/dib) と同じディ レク ト リに、 _ndsdb.ini とい う名前のファイルを作成します。

2 次に示すパラ メータを、 _ndsdb.ini フ ィアルに追加します。

パラメータ 説明 

blockcachepercent=50 データベースブロックのキャッシングに割り当てるキャッ
シュの割合を設定します。

cacheadjustinterval=15 eDirectory が空きメモリの利用状況を評価し、全体のキャッ

シュサイズを調整する時間 ( 秒 ) を設定します。

cachecleanupinterval=15 eDirectory がダーティキャッシュブロックをディスクに書

き込む時間 ( 秒 ) を設定します。

cache=16777216 ハードメモリ制限 ( バイト数 ) を設定します。
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Novell iMonitor を使用する

1 ［エージェン ト環境設定］ をク リ ッ ク します。

2 ［データベースキャ ッシュ］ をク リ ッ ク し、 次の情報を確認します。

3 次のオプシ ョ ンから選択します。

データベースキャッシュ情報 説明

大サイズ 指定したキャッシュが拡張できる 大サイズ (KB) です。

現在のサイズ 指定したキャッシュの現在のサイズ (KB) です。

キャッシュされたアイテム 指定したキャッシュ内のアイテム数です。

キャッシュされた古いバージョン 指定したキャッシュ内の古いバージョンの数です。古いバー
ジョンのキャッシュアイテムは、データベースの読み込みト
ランザクションの整合性を維持するために保持されます。つ
まり、あるスレッドが読み込みトランザクションを実行して
おり、別のスレッドが書き込みトランザクションを実行して
いる場合、書き込みによって変更されるブロックの古いバー
ジョンが読み込み操作のために保持されます。これは、読み
込みのトランザクションを実行している間に変更処理が発
生したとしても、読み込みの表示結果に整合性があるように
するためです。

古いバージョンのサイズ キャッシュされる古いバージョンのアイテムサイズ(KB)です。

ヒット 指定したキャッシュ内のアイテムに正常にアクセスできた
回数です。

ヒット表示 指定したキャッシュ内で、アイテムに正常にアクセスする前
に参照されたアイテム数です。ヒット表示とヒットの比率
が、キャッシュ検索効率の目安となります。通常、この比率
はほぼ 1:1 になるようにします。

失敗 アイテムが指定したキャッシュ内に見つからず、低いレベル
のキャッシュまたはディスクから取得されなければならな
かった回数です。

失敗表示 必要なアイテムが指定したキャッシュ内にないと判断され
るまでに、キャッシュ内で参照されたアイテムの数です。失
敗表示と失敗の比率が、キャッシュ検索効率の目安となりま
す。通常、この比率はほぼ 1:1 になるようにします。

オプション 説明

ダイナミック調整 eDirectoryデータベースのキャッシュに使用するシステムメ

モリの大きさを、必要と判断される大きさと、次に示すパラ
メータに基づいて動的に調整します。

キャッシュ調整パーセンテージ レコードキャッシュおよびブロックキャッシュに使用可能
なメモリの割合です。

キャッシュサイズの制約条件 ダイナミック調整で、指定した制約条件に従います。つま
り、キャッシュのメモリの大きさを指定した大きさより小さ
くせず、使用可能なメモリの合計から指定した大きさを引い
た値より大きくしません。
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4 ［送信］ をク リ ッ ク します。

キャッシュパラメータの設定

デフォルトでは、 eDirectory は動的キャ ッシュを使用します。 eDirectory のキャ ッシュサ
イズの増加に使用できる十分な RAM がある場合は、eDirectory キャ ッシュへの RAM の
割り当てを増加するこ とによって、 大容量データベースを使用する場合の eDirectory の
パフォーマンスを大幅に向上できます。 

次の表に示すパラ メータを調整すれば、 eDirectory のパフォーマンスを向上できます。

ハードメモリ制限 キャッシュに使用するシステムメモリの正確な大きさです。

キャッシュ 大サイズ レコードキャッシュとブロックキャッシュを合わせたサイ
ズ (KB) です。

ブロックキャッシュパーセン
テージ

ブロックキャッシュに割り当てられる使用可能なシステム
メモリの割合です。残りの割合が、レコードキャッシュに割
り当てられます。

キャッシュ調整間隔 この間隔は、ダイナミック調整を設定している場合のみ使用
されます。調整間隔は、指定したパーセンテージと制約条件
に基づき、どれくらいの頻度でキャッシュサイズを調整する
かを制御します。

キャッシュクリーンアップ間隔 どれくらいの頻度で古い未使用のバージョンをキャッシュ
から削除するかを制御します。

永続的なキャッシュ設定 このオプションを選択すると、iMonitor を使用して送信した

変更は、前に保存した設定やデフォルトのシステム設定に上
書きされ、永続的な変更になります。

eDirectory キャッシュパラメータ 説明

blockcachepercent=value データベースブロックのキャッシングに割り当てるキャッシュ
の割合を設定します。デフォルトは 50 です。

cachecleanupinterval=value eDirectoryがダーティキャッシュブロックをディスクに書き込

む時間 ( 秒 ) を設定します。デフォルトは 15 です。

cacheadjustinterval=value eDirectory が空きメモリの利用状況を評価し、全体のキャッ

シュサイズを調整する時間 ( 秒 ) を設定します。デフォルトは

15 です。

cache=value eDirectory がキャッシングに使用できるメモリのハード制限

( バイト数 ) を設定します。

cache=leave:value 使用可能量として残しておく 小バイト数を指定します。

min:value 小キャッシュサイズをバイト数で指定します。

max:value 大キャッシュサイズをバイト数で指定します。

オプション 説明
454   Novell eDirectory 8.7.3 管理ガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
このアルゴ リ ズムに従う と、 Novell eDirectory のデフォル ト設定は次のよ うにな り ます。

cache=dyn,%:51,min:16777216,max:0,leave:0

この設定は、 次のこ とを示しています。 

小キャ ッシュサイズは 16MB である。

大キャ ッシュサイズの限度はない。

動的なキャ ッシュ調整が行われ、 使用可能なメモ リの 51% まで使用される。

OS 用に 24MB が残される。

eDirectory は、 すべてのアプリ ケーシ ョ ンが開始され、 システムが安定するよ うに、
16MB のハード メモ リ制限で動作します。

eDirectory が合計メモ リの割合を使用するよ うに設定するこ と もできます。 これを行う
には、 次のよ うにキャッシュを指定します。

cache=hard,total,%:percentage_of_total_memory_in_bytes

データのバルクロードを 適化する

インポート /エクスポート変換(ICE)ユーティ リ テ ィ を使用するバルクロードのパフォー
マンスは、 アイテムの数によって影響されるこ とがあ り ます。 パフォーマンス低下の
も一般的な原因には、 ディ スク I/O の管理不良や Novell eDirectory キャ ッシュのメモ リ
割り当て不足があ り ます。

eDirectory が実質的な唯一のアプリ ケーシ ョ ンである場合、 eDirectory キャ ッシュを合計
メモ リの 80% まで設定できます。割り当てられたキャ ッシュは、 終的にはすべてが使
用されます。 高揮発性のデータを処理している場合、 eDirectory のパフォーマンスは
キャッシュ量を増やすこ とで向上します。

重要 : サーバが eDirectory 以外のアプリケーションやサービスのホストサーバとなっている場合は、合計メ

モリの 40% を超えるキャッシュメモリサイズを設定しないでください。テスト済みの 小キャッシュサイ
ズは 0 で、 大キャッシュサイズは 3GB です。適切なキャッシュサイズは、同じサーバで実行される他の
処理が必要とするメモリ量、および必要とするディスクキャッシュ量を基に決める必要があります。色々な

キャッシュサイズを試してみて、 適なキャッシュサイズを決めてください。 

バルクロードのパフォーマンスを 適にするには、 eDirectory キャ ッシュの割り当てで、
ブロ ッ クキャ ッシュによ り高い割り当て率を設定します。ブロ ッ クキャ ッシュに 80% の
値を設定するこ とをお勧めします。この設定は、処理が完了した後でリセッ トできます。 

iMonitor を使用すれば、 も迅速に blockcachepercentage パラ メータを変更できます。 こ
の作業を行う方法については、 453 ページの 「Novell iMonitor を使用する」 を参照して
ください。 

LBURP トランザクションサイズを 適化する

LBURP ト ランザクシ ョ ンサイズによって、 1 つの ト ランザクシ ョ ンにおいて ICE から
LDAP サーバに送信されるレコード数が設定されます。 十分なメモ リがあ り、 この値を
大き く しても I/O 競合が発生しない場合、 この値を大き くするこ とでバルクロードのパ
フォーマンスを向上できます。

デフォル トの LBURP ト ランザクシ ョ ンサイズは 25 です。 この値は LDIF ファ イルが少
ない ( 操作数が 100,000 よ り少ない ) 場合には適切ですが、 レコード数が多い場合には
不適切です。 LBURP ト ランザクシ ョ ンサイズは、 1 ～ 1000 の範囲で設定できます。
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トランザクションサイズの変更

ト ランザクシ ョ ンサイズを変更するには、 /etc/nds.conf ファ イルで n4u.ldap.lburp.transize
パラ メータの値を変更します。 

理想的なシナリオでは、 ト ランザクシ ョ ンサイズが大きいほど、 パフォーマンスはよ り
高くな り ます。 ただし、 次の理由のため、 ト ランザクシ ョ ンサイズには必要以上に大き
な値を設定しないよ うにします。

ト ランザクシ ョ ンサイズが大きいほど、 サーバは ト ランザクシ ョ ンを処理するため
によ り多くのメモ リ を割り当てる必要があ り ます。 システムが少ないメモ リで稼働
している場合、 スワッピングのために処理が遅くなるこ とがあ り ます。

LDIFファ イルにエラーがないこ と、およびeDirectoryにすでに存在するエン ト リがコ
メ ン ト化されているこ とを確認します。 ト ランザクシ ョ ンに 1 つでもエラーがある
と ( 追加しよ う と したオブジェク トがすでにディ レク ト リに存在する とい う場合も
含めて )、 eDirectory は LBURP ト ランザクシ ョ ン設定を無視し、 操作ごとにコ ミ ッ
ト を実行してデータの整合性を確認します。 

詳細については、 506 ページの 「LDIF ファ イルのデバッグ」 を参照して ください。

LBURP の 適化は、 リーフオブジェク トに対してのみ有効です。 ト ランザクシ ョ ン
にコンテナオブジェク ト とその従属オブジェク トが含まれている場合、eDirectory は
これをエラーと見なします。 これを回避するには、 初に別の LDIF ファ イルから
コンテナオブジェク ト をロードするか、 または前方参照の使用を有効にします。 

詳細については、 506 ページの 「前方参照を有効化する」 を参照してください。

Novell eDirectory 用に Solaris OS をチューニングする

次のセクシ ョ ンでは、 Solaris のカーネル、 ネッ ト ワーク、 およびファ イルシステムの
チューニング方法について説明します。

重要 : 初に、推奨されているパッチを Solaris OS に適用済みであることを確認します。詳細については、

『Novell eDirectory 8.7.3 インストールガイド』の「Novell eDirectory の Solaris へのインストールまたはアッ
プグレード」を参照してください。

456 ページの 「Solaris カーネルをチューニングする」

457 ページの 「Solaris ネッ ト ワークをチューニングする」

457 ページの 「Solaris ファ イルシステムを微調整する」

Solaris カーネルをチューニングする

Solaris 上の eDirectory パフォーマンスを 適化するには、/etc/system ファ イルで次のカー
ネル変数を設定します。

パラメータ 説明

set maxphys=1048576 1 回の SCSI 転送で転送できる 大バイト数です。

set md_maxphys=1048576 DiskSuite、vol_maxio、または VxVM を使用してい

る場合の、1 回の SCSI 転送で転送できる 大バイト

数です。

set ufs:ufs_LW=1/128_of_available_memory 1 つのファイルに対する未処理バイト数の境界値で

す。これを下回ると、他の処理が休眠状態となって
いる原因の条件変数が切り替えられます。

set ufs:ufs_HW=1/64_of_available_memory 1 つのファイルの書き込み失敗境界値に対する未処

理バイト数です。
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Solaris ネットワークをチューニングする

LDAP の検索パフォーマンスは、 Solaris の ndd コマンドを使用して改善できます。 次に
示すコマンド構文を使用すれば、 ネッ ト ワークの操作や動作に影響する、 チューニング
可能なパラ メータを分析し、 変更できます。

ndd -set /dev/tcp variable_name variable_value

変数の推奨値を次の表に示します。

Solaris ファイルシステムを微調整する

Solaris ファ イルシステムが適切にチューニングされる と、 Solaris 上の Novell eDirectory
のパフォーマンスが改善されます。 特に、 ディ レク ト リへデータをバルクロードする場
合のパフォーマンスが非常に向上します。 eDirectory のファイルシステムチューニング
は、 データベースのチューニングと類似しています。 Solaris ファ イルシステムの詳細に
ついては、Sunworld* の Web サイ ト  (http://www.sunworld.com/sunworldonline) を参照して
ください。

eDirectory の正常な動作の維持

ディ レ ク ト リ サービスの動作を正常に維持する こ とは、 あらゆる組織にと って重要で
す。 Novell iMonitor を使用して定期的にヘルスチェ ッ クを行う こ とで、 ディ レク ト リは
適切に機能し、 アップグレードやト ラブルシューティングを容易に実行できます。    

ヘルスチェックを実行する時期

一般に、 ネッ ト ワークを頻繁に変更しない場合 ( サーバとパーティシ ョ ンの追加は 2 ～
3ヶ月おきで、頻繁に行われるのは単純な変更だけの場合 )、ヘルスチェ ッ クは月に 1 度
実行します。 

ネッ ト ワークの変更が頻繁に発生する場合(パーティシ ョ ンやサーバが毎週追加される、
あるいは組織の再編成を行っている場合 )、 ヘルスチェ ッ クは週に 1 度実行します。 

ctcp:tcp_conn_hash_size=8192 カーネルのデータ構造を検索するために割り当てら
れた、TCP 接続に関連する接続ハッシュエントリの

数です。( この数は、LDAP クライアントの数に応じ

て 262144 まで大きくできます )。

パラメータ 説明

tcp_conn_req_max_q: 1024 「q」はキューを表します。これは完成されたソケットで、ペ

ンを保持し、アプリケーションが受諾を発行するまでソケッ
トは存続します。

tcp_time_wait_interval: 60000 待機間隔 ( ここでは小さな値 ) を設定します。

tcp_xmit_hiwat: 64000

tcp_xmit_lowat: 64000

TCP の 大および 小送信ウィンドウサイズを調整します。

tcp_slow_start_initial: 2 初の転送パケット数を 1 から 2 に調整します。

パラメータ 説明
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環境の変更に応じて、 ヘルスチェ ッ クの頻度を調整します。 ヘルスチェ ッ クの実行頻度
に影響する要素を次に示します。

パーティシ ョ ン とレプ リ カの数

サーバを保持しているレプ リ カの安定度

eDirectory パーティシ ョ ン内の情報量

オブジェク トのサイズと複雑さ

以前の DSRepairs 内のエラー数

ヘルスチェ ッ クを実行する と、 所有する権利に基づき、 iMonitor がすべてのサーバから
情報を集めます。なお、ヘルスチェ ッ クレポート を実行する と、ネッ ト ワーク ト ラフ ィ ッ
クが発生し、 ディ スク容量を消費する場合がある こ とに注意して ください。

ヘルスチェックの概要

完全なヘルスチェッ クでは、 次の情報がチェッ ク されます。

eDirectory のバージ ョ ン

同一バージ ョ ンの NetWare 上で異なるバージ ョ ンの NDS や eDirectory を実行してい
る と、 同期に問題が発生する場合があ り ます。 NDS または eDirectory のバージ ョ ン
が古い場合は、 新のソフ ト ウェアパッチを Novell Directory Services Patches and Files
(http://support.novell.com/filefinder/5069/index.html) からダウンロード して ください。

時刻の同期

すべての eDirectory サーバは、 正確な時刻を維持する必要があ り ます。 タイムスタ
ンプが各オブジェク トおよびプロパティに割り当てられ、 これによ りオブジェク ト
およびプロパティの更新が正しい順序で行われます。eDirectory では、タイムスタン
プを使用して、 同期が必要なレプリ カを判別します。

同期の許容範囲

インバウンドやアウ トバウンドのデータ変更によ り同期を行ってから経過した期間
で、 どれだけのデータが未処理となっているかなどをチェ ッ ク します。

バッ クグラウンド処理

プロセスはさまざまなタスクを実行しますが、 その中には変更の複製およびシステ
ム情報の保守があ り ます。 

外部参照 

破損通知

eDirectory スキーマ

これらのチェ ッ クを実行するための詳細な手順については、 次のセクシ ョ ン 「iMonitor
を使用した eDirectory のヘルスチェ ッ ク」 を参照して ください。

iMonitor を使用した eDirectory のヘルスチェック

環境設定によっては、 eDirectory サーバのヘルスチェ ッ クを iMonitor の次の 2 つの方法
のいずれかを使用して実行できます。

ナビゲータフレームを使用する

アシスタン ト フレームを使用する
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ナビゲータフレームを使用する

1 iMonitor へアクセスする

173 ページの 「iMonitor へアクセスする」 を参照して ください。

2 ナビゲータフレームで、 ［レポート ］ アイコン をク リ ッ ク します。

3 アシスタン ト フレームで、 ［レポート設定］ リ ンクをク リ ッ ク します。 

データフレームに、 実行可能レポート リ ス トが表示されます。

4 ［レポートの設定］アイコン をク リ ッ ク して、必要なサーバ情報を表示させます。 

データフレームに、サーバ情報レポートが表示されます。このレポート を使用して、
レポートに必要なオプシ ョ ンを選択します。

5 ［ヘルスのサブレポート ］ チェ ッ クボッ クスをオンにします。

6 指定した間隔でレポート を実行するには、データフレームの［レポートのスケジュー
ル］ セクシ ョ ンで、 必要なオプシ ョ ンを選択します。

重要 : スケジュールされたレポートを実行した場合、Public ユーザとして実行されるため、認証された

ユーザとして実行するより少ない情報しか得られない場合があります。

7 ［レポートの実行］ をク リ ッ ク して、 レポート を開始します。

アシスタントフレームを使用する

1 iMonitor へアクセスする

173 ページの 「iMonitor へアクセスする」 を参照して ください。

2 アシスタン ト フレームで、 ［エージェン トヘルス］ をク リ ッ ク します。 

iMonitor が情報を取得するサーバ (接続先のサーバとは限り ません ) のヘルスチェ ッ
ク情報が、 データフレームに表示されます。

レポート情報の検討

レポートが生成されたら、 データフレームにレポート結果が表示されます。 ツ リー内に
正常に動作していないサーバがある場合、 レポートは次の 3 つのカテゴ リに分けられま
す ( グループ化では も正常に動作していないサーバが 初になり ます )。

警告のあるサーバ

疑わしいサーバ

正常なサーバ

警告のあるサーバや疑わしいサーバがない場合は、これらのカテゴ リは表示されません。

正常に動作していないサーバがある場合は、 そのサーバの横の ［エージェン トヘルスの
サブレポート ］ リ ンク をク リ ッ ク します。 オンラインのコンテキス トヘルプを使用し
て、 問題を解決します。 このヘルプは、 個々のオプシ ョ ンの意味、 それが重要である理
由、 問題の解決方法、 範囲の調整方法、 およびヘルスチェ ッ クに追加するオプシ ョ ンが
あるかど うかを確認するのに役立ちます。

重要 : 警告のあるサーバがある場合、その問題を解決することを強くお勧めします。疑わしいサーバについ

ても、評価することをお勧めします。
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詳細情報

eDirectory の正常な動作を維持するために使用するツールおよび技術については、
『Novell Certified Directory Engineer Course 991: Advanced eDirectory Tools and Diagnostics』
に記載されています。 このコースでは、 次の方法について学習します。

eDirectory ヘルスチェッ クの実行方法

eDirectory の正しい操作方法

eDirectory の問題の適切な診断、 ト ラブルシューティング、 および解決の方法

eDirectory ト ラブルシューティングのツールおよびユーティ リ テ ィの使用方法

このコースの詳細については、Novell Training Services Web サイ ト  (http://www.novell.com/
training/index.html) を参照して ください。

監視のためのリソース

Novell DSTrace ユーティ リ テ ィは、 NetWare、 Windows NT、 Linux、 Solaris、 AIX および
HP-UX 上で動作します。 このツールは、 eDirectory の膨大な リ ソースを監視するのに役
立ちます。 DSTrace の詳細については、 次を参照して ください。

184 ページの 「 ト レースを環境設定する」

Looking Into the Directory Services Trace (DSTrace) Options (http://developer.novell.com/
research/sections/netmanage/dirprimer/2001/august/spv.htm)

More on Using the DSTrace Command (http://developer.novell.com/research/sections/netmanage/
dirprimer/2001/septembe/p010901.htm)

また、 eDirectory 環境用の他の管理ソ リ ューシ ョ ンを提供するサードパーティの製品も
使用できます。 詳細については、 次の Web サイ ト を参照して ください。

BindView (http://www.bindview.com)

Blue Lance (http://www.bluelance.com)

NetPro* (http://www.netpro.com)

弊社のパートナが提供していない eDirectory の特性をモニタした り、 監視する必要があ
る場合、Novell Consulting Services が Novell Event System を使用した評価と監視のカスタ
マイズをお手伝いいたします。 

ハードウェアのアップグレードやサーバの交換

このセクシ ョ ンでは、 ハード ウェアをアップグレードまたは交換する際に、 特定のサー
バ上の eDirectory を移す、 または保護するための情報について説明します。 こ こでの説
明は、381 ページの「Novell eDirectory のバッ クアップと復元」の情報に基づいています。 

Backup eDirectory Management Tool を使用すれば、次の操作を行うための eDirectory 情報
を作成できます。 

461 ページの 「サーバを交換しないでハード ウェアまたは記憶デバイスを計画的に
アップグレードする」

464 ページの 「サーバの計画的な交換」
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サーバを交換しないでハードウェアまたは記憶デバイスを計画的にアップグレードする

記憶デバイスやRAMなどのハード ウェアのアップグレードを計画している場合、Backup
eMtool を使用して eDirectory およびファイルシステムのコールドバッ クアップを行いま
す。 これによ り、 サーバの eDirectory 識別情報とファ イルシステムデータが保護されま
す。 このバッ クアップには、 次の利点があ り ます。

記憶デバイスを交換する場合、 バッ クアップによって古い記憶デバイスから新しい
記憶デバイスに情報を移すこ とができます。 
eDirectory が格納されたディ スクパーティシ ョ ンまたはディ スクボ リ ュームを含む記
憶デバイスを交換する場合、 このバッ クアップ情報を用いれば、 復元プロセスを使
用して eDirectory データベースを新しい記憶デバイス上に再構築できます。

eDirectory のコールドバッ クアップを実行し、その後でデータベースをク ローズして
おけば、 バッ クアップ後のデータベースの変更を心配するこ とな くハード ウェアを
アップグレード し、 データベースを移すこ とができます。

何か問題が発生した場合、 バッ クアップを使用して復元できます。

eDirectory のコールドバッ クアップを実行する場合、 オプシ ョ ンを使用してサーバ上の
eDirectory をロ ッ ク し、 使用不可にする必要があり ます。 これによ り、 バッ クアップ後の
データ変更を防げます。 このサーバと通信している他のサーバからは、 このサーバは停
止しているよ うに見えます。通常サーバに送信される eDirectory 情報は、そのサーバと再
び通信できるよ うになるまで、 ツ リー内の別のサーバに保存されます。 保存された情報
は、 サーバがオンライン状態に戻ったと きに、 サーバを同期するために使用されます。

注 : eDirectory ツリー内の他のサーバは、このサーバがすぐにオンライン状態に戻ると期待しているため、
アップグレードをすばやく完了させ、できるだけ早くサーバ上の eDirectory データベースをオープンする必

要があります。 

ハードウェアのアップグレードを計画的に実行するには、 次の手順に従います。

1 アップグレードによ りサーバに問題が発生するかもしれないと心配なら、 必要に応
じて、 使用する別のコンピュータを準備する と よいでし ょ う。 

464 ページの 「1. サーバ交換の準備」 を参照して ください。

2 eDirectory データベースのコールドバッ クアップを実行し、その後でデータベースを
ク ローズし、 ロ ッ ク したままにしておくには、 eMBox ク ラ イアン ト コマンドを次の
よ うに使用します。 NICI を使用する場合は、 -e オプシ ョ ンを使用してセキュ リテ ィ
ファ イルもバッ クアップします。

backup -f backup_filename_and_path 
-l log_filename_and_path -e -t -c -o -d

NICI を使用する場合、-e スイ ッチを使用して NICI ファ イルをバッ クアップします。
(eMBox ク ラ イアン ト と スイ ッチの使用についての詳細は、412 ページの 「eMBox ク
ラ イアン トによる手動バッ クアップ」 および 423 ページの 「バッ クアップ / 復元の
コマンド ラ インオプシ ョ ン」 を参照して ください )。

これで、 eDirectory データベースはロ ッ ク されました。手順を完了するまでは、サー
バ上で新たなデータ変更が実行されないよ うに、 データベースをロ ッ ク したままに
しておく必要があ り ます。

サーバが使用できない時間を 小限に抑えるために、 以降の手順をすばやく完了さ
せます。

3 お好みのバッ クアップツールを使用して、ファ イルシステムをバッ クアップします。
(Ｎetware の場合、 SMSTM が使用できます )。

データベースをバッ クアップした後で、 ファ イルシステムのバッ クアップを行うの
は重要です。 これによ り、 eDirectory バッ クアップファ イルが、他のファイルシステ
ムと一緒にテープに保存されます。
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4 サーバを停止させ、 ハード ウェアを交換します。

5 ハード ウェアを交換した後で、 ハード ウェア変更の種類に応じた以下の手順を実行
します。 

ハードウェア変更の種類ﾉ 実行する手順

記憶デバイスに変更がない場合 サーバを起動し、データベースのロック解除を行います。 

記憶デバイスの交換を行ったが、
eDirectory が格納されたディス

クパーティション / ボリューム

に変更はない場合

1. サーバと eDirectory を起動します。

2. 交換した記憶デバイス上にあったディスクパーティ
ション / ボリュームのファイルシステムだけを復元し

ます。

3. eDirectory データベースのロックを解除します。

NetWare 以外のオペレーティン

グシステム環境の eDirectory が

格納された記憶デバイスを交換
した

1. 必要に応じてオペレーティングシステムをインストー
ルします。

2. 記憶デバイスの変更により影響を受けたディスクパー
ティション上に、ファイルシステムを復元します。

3. 新しい記憶デバイス上の、新しい一時的なツリー内に、
eDirectory をインストールします。

4. バックアップから eDirectory を復元します ( 元のツリー

内に配置されます )。このとき、復元した後で eDirectory
がクローズされ、ロックされたままになるようにオプ
ションを指定します。次のようなコマンドを使用します。
restore -r -f backup_filename_and_path 
-l log_filename_and_path -e

NICI ファイルをバックアップしてあった場合は、-e オプ

ションを使用します。インクルードファイルに列挙され
たファイルをバックアップしてあった場合は、-u オプ

ションを追加します。

5. eDirectory データベースのロックを解除します。

6. NICI セキュリティファイルを復元した場合は、復元を

完了した後で、サーバを再起動してセキュリティシス
テムを再初期化します。

7. サーバが通常どおりに応答するか、チェックします。

ConsoleOne® を使用して、サーバとその同期をチェッ

クします。ログインスクリプトと印刷が正しく動作す
ることを確認します。

8. このサーバでロールフォワードログを使用していた場
合、復元を完了した後で、ロールフォワードログ設定
を再作成します。ロールフォワードログを有効にして
から、改めてフルバックアップも取る必要があります。

復元した後は、設定がデフォルトの状態にリセットさ
れます。つまり、ロールフォワードログがオフになっ
ています。フルバックアップが改めて必要となるのは、
スケジュールに従って次に無人でのフルバックアップ
が取られるまでに、再び障害が起こる可能性があるた
めです。 
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サーバが通常どおりに応答しない場合、次にいずれかの方法によって回復する必要があ
る場合があ り ます。

変更前のハード ウェア環境設定が機能していたこ とから、 これを再作成します。

作成した eDirectoryバッ クアップとファ イルシステムを使用して、このサーバの識別
情報を別のコンピュータに移します。 464 ページの 「サーバの計画的な交換」 を参
照して ください。

Ｎetware上の eDirectoryとSYS:
ボリュームが含まれた記憶デバ
イスを交換した   

NetWare 上のファイルシステムデータを復元する場合、ファ

イルシステム権の保持に関わる問題があることを認識して
おく必要があります。eDirectory を復元した後で、ファイル

システムを復元する必要があります。また、396 ページの

「NetWare のファイルシステムデータを復元する際のアクセ

ス権の保存」で説明している追加の手順を実行すると良いで
しょう。

1. 新しい記憶デバイスにNetWareとeDirectoryをインストー

ルし、一時的な新しいツリー内に新しい SYS: ボリューム

を作成します。

2. 新しい SYS: ボリューム上に、バックアップテープからコ

ピーした eDirectory バックアップファイルを配置します。

3. バックアップからeDirectoryを復元します (元のツリー内

に配置されます )。このとき、復元した後で eDirectory が

クローズされ、ロックされたままになるようにオプション
を指定します。次のようなコマンドを使用します。
restore -r -f backup_filename_and_path 
-l log_filename_and_path -e

NICI ファイルをバックアップしてあった場合は、-e オプ

ションを使用します。インクルードファイルに列挙された
ファイルをバックアップしてあった場合は、-u オプショ

ンを追加します。

4. 記憶デバイスの交換によって影響を受けたすべてのボ
リュームのファイルシステムを復元します。

5. eDirectory データベースのロックを解除します。

6. NICI セキュリティファイルを復元した場合は、復元を完

了した後で、サーバを再起動してセキュリティシステムを
再初期化します。

7. サーバが通常どおりに応答するか、チェックます。

iMonitor を使用して、サーバとその同期をチェックします。

ログインスクリプトと印刷が正しく動作することを確認
します。

8. このサーバでロールフォワードログを使用していた場合、
復元を完了した後で、ロールフォワードログ設定を再作成
します。ロールフォワードログを有効にしてから、改めて
フルバックアップも取る必要があります。

復元した後は、設定がデフォルトの状態にリセットされま
す。つまり、ロールフォワードログがオフになっていま
す。フルバックアップが改めて必要となるのは、スケ
ジュールに従って次に無人でのフルバックアップが取ら
れるまでに、再び障害が起こる可能性があるためです。 

ハードウェア変更の種類ﾉ 実行する手順
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サーバの計画的な交換

次に示す手順で、 サーバの eDirectory アイデンティティ とファ イルシステムデータを別
のコンピュータ上に移すこ とで、 実際にサーバを置き換えます。 こ こでは、 古いサーバ
をサーバ A と し、 それに置き換わるサーバをサーバ B と しています。

Backup eMTool を使用して eDirectory のコールドバッ クアップ (データベースをク ローズ
した状態でのバッ クアップ ) を実行し、 さ らにお好みのツールを使用してファ イルシス
テムのバッ クアップをして、 サーバの交換に備えます。 このバッ クアップ情報を用いれ
ば、 復元プロセスを使用して、 新しいコンピュータ上にサーバを再構築できます。

eDirectory のコールドバッ クアップを実行する場合、 オプシ ョ ンを使用してサーバ A 上
の eDirectory をロ ッ ク し、 使用不可にする必要があ り ます。 これによ り、 バッ クアップ
後のデータ変更を防げます。 このサーバと通信している他のサーバからは、 このサーバ
は停止しているよ うに見えます。 通常サーバに送信される eDirectory 情報は、 そのサー
バと再び通信できるよ うになるまで、 ツ リー内の別のサーバに保存されます。 保存され
た情報は、新しいコンピュータであるサーバ B 上で、サーバがオンライン状態に戻った
と きに同期するために使用されます。

注 : eDirectory ツリー内の他のサーバは、このサーバがすぐにオンライン状態に戻ることを期待しているた

め、できるだけ早く交換してサーバに eDirectory 情報を復元する必要があります。 

サーバを置き換えるための手順の概要を次に示します。

1. 交換する際のサーバ A の停止時間を短くするには、 464 ページの 「1. サーバ交換の
準備」 で説明しているよ うにサーバ B にオペレーティングシステムをインス トール
するなどして、 交換前にできるだけサーバ B の準備を整えておきます。

2. 465 ページの 「2. eDirectory のバッ クアップを作成する」 の説明に従って、 サーバ A
の eDirectory とシステムファ イルをバッ クアップします。

3. 466 ページの 「3. サーバ交換における eDirectory 情報の復元」 の説明に従って、サー
バ B に情報を移します。

1. サーバ交換の準備

次に示すサーバ A とサーバ B のチェッ ク リ ス ト を使用して、 サーバ A を交換する準備
ができているか確認します。開始する前にサーバBの準備をしておけば、あるコンピュー
タから別のコンピュータへ転送する間のサーバの停止時間を減らせます。

サーバ A の準備

サーバA に 新のバージ ョ ンのオペレーティングシステムがインス トールされてい
るこ とを確認します。

Tree パーティシ ョ ンのマスタを保持しているサーバで DSRepair を実行し、さ らに時
刻同期を実行して、 サーバ A のツ リーが正常に機能しているこ とを確認します。 

サーバAのデータベースでDSRepairを実行します。サーバAが完全に同期されている
こ とを確認します。

サーバ B の準備

新バージ ョ ンのオペレーティングシステムをインス トールします。 このオペレー
ティングシステムは、 サーバ A のものと同じである必要があ り ます。

サーバ B を新しい一時的なツ リーに配置し、 eDirectory をインス トールします。 

(466 ページの 「3. サーバ交換における eDirectory 情報の復元」の過程で eDirectory を
復元するには、サーバ B をサーバ A が配置されていた元のツ リー内に配置します )。
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(NetWareの場合のみ )サーバの交換でファイルシステムデータを復元する場合、ファ
イルシステム権の保持に関わる問題がある こ と を認識しておく必要があ り ます。
ファ イルシステムの復元の前に、 eDirectory の復元を計画する必要があ り ます。 ま
た、396 ページの 「NetWare のファ イルシステムデータを復元する際のアクセス権の
保存」 で説明している追加の手順を実行する と良いでし ょ う。

次のセクシ ョ ン 「2. eDirectory のバッ クアップを作成する」 に示す手順に続きます。

2. eDirectory のバックアップを作成する 

サーバ交換の前に、eDirectory のバッ クアップを作成する必要があ り ます。464 ページの
「1. サーバ交換の準備」が完了した後は eMBox Client を使用し、バッ クアップの後でデー
タベースを使用不可にしてロ ッ クする詳細オプシ ョ ンを設定して、 サーバ A 上の
eDirectory データベースのコールドバッ クアップを実行します。 

eDirectory のコールドバッ クアップ (データベースがクローズ中のバッ クアップ ) を作成
し、 その後でデータベースをク ローズのままにしておくには、 次の手順に従います。

1 464 ページの 「1. サーバ交換の準備」 が完了しているこ とを確認します。

2 次に示すよ うな eMBox ク ラ イアン トのコマンドで、-c、-o、および -d スイ ッチを使用
して、 サーバ A 上の eDirectory データベースのコールドバッ クアップを実行し、 完
了した後はデータベースをク ローズしてロ ッ ク したままにします。

backup -f backup_filename_and_path 
-l log_filename_and_path -e -t -c -o -d

NICI を使用する場合、-e スイ ッチを使用して NICI ファ イルをバッ クアップします。
(eMBox ク ラ イアン ト と スイ ッチの使用についての詳細は、412 ページの 「eMBox ク
ラ イアン トによる手動バッ クアップ」 および 423 ページの 「バッ クアップ / 復元の
コマンド ラ インオプシ ョ ン」 を参照して ください )。

サーバ A の eDirectory データベースがロ ッ ク されます。データベースをサーバ B 上
に復元しツ リー内に戻すまでは、 サーバ上で新たなデータ変更が実行されないよ う
に、 データベースをロ ッ ク したままにしておく必要があ り ます。

サーバアップグレードまたはサーバ交換の残りの手順を迅速に完了させ、 サーバが
使用できない時間を 小限に抑えます。

3 サーバA のファイルシステムのフルバッ クアップを作成します。(Ｎ ｅ ｔ Ｗ ａ ｒ ｅ で
は、 SMS が使用できます )。 

データベースをバッ クアップした後で、 ファ イルシステムのバッ クアップを行うの
は重要です。 これによ り、 eDirectory バッ クアップファ イルが、残りのファ イルシス
テムと一緒にテープに保存されます。

SMS の使用方法の詳細については、 『 Storage Management Services Administration
Guide(Storage Management Services 管理ガイ ド ) (http://www.novell.com/documentation/
japanese/nw65/smsadmin/data/hjc2z4tu.html)』 を参照して ください。

4 サーバA上の eDirectoryデータベースをロ ッ ク し、サーバA をネッ ト ワークから外し
ます。

続いて 466 ページの 「3. サーバ交換における eDirectory 情報の復元」 の手順を実行
します。
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3. サーバ交換における eDirectory 情報の復元

サーバ A の eDirectory 識別情報およびファイルシステムをサーバ B に移すには、次の手
順に従います。

1 464 ページの「1. サーバ交換の準備」および 465 ページの「2. eDirectory のバッ クアッ
プを作成する」 が完了しているこ とを確認します。

2 サーバ B が起動し、 eDirectory が実行されているこ とを確認します。 

3 復元によ り、 サーバ A の eDirectory 識別情報およびファ イルシステムを次の手順で
サーバ B に移します。

3a サーバAのeDirectoryコールドバッ クアップファ イルをサーバBにコピーします。

サードパーティのファ イル圧縮ツールは圧縮性能が良いので、 そのよ うなツー
ルを使用した場合、バッ クアップファ イルはとても小さ くなるこ とがあ り ます。
これによ り、 ファ イルのコピーを早くできる場合があ り ます。

3b 複製した eDirectory のバッ クアップファ イルを使用して、サーバ A の eDirectory
データベースをサーバ B 上に復元します。 それには、 eMBox コマンド ラ インク
ラ イアン ト で、 次のよ うなコマンドを使用します。

restore -r -f backup_filename_and_path 
-l log_filename_and_path -e

NICI を使用する場合、 -e スイ ッチを使用して NICI ファ イルを復元します。 イ
ンクルードファ イルに列挙されたファイルをバッ クアップしてあった場合は、 -
u オプシ ョ ンを追加します。 (eMBox ク ラ イアン ト と スイ ッチの使用についての
詳細は、 420 ページの 「eMBox ク ラ イアン トによるバッ クアップファ イルの復
元作業」 および 423 ページの 「バッ クアップ / 復元のコマンド ラ インオプシ ョ
ン」 を参照して ください )。

復元にはロールフォワード ログを含める必要はあ り ません。 なぜなら、 コール
ドバッ クアップを実行し、その後でデータベースをク ローズしてあるからです。
データベースではどのよ う な ト ランザクシ ョ ンも実行されていません。 データ
ベースはク ローズされ、 バッ クアップ以降にはロールフォワード ログは作成さ
れていません。

重要 : NetWare では、ファイルシステムを復元する前に eDirectory を復元することが特に重要で

す。これにより、トラスティ割り当ておよび権利が、ファイルシステムデータの復元の後で保持さ

れます。詳細については、396 ページの「NetWare のファイルシステムデータを復元する際のア

クセス権の保存」を参照してください。

3c バッ クアップされたサーバAのファイルシステムデータをサーバBに移します。

4 (NetWare の場合のみ )autoexec.ncf で、サーバ B の IP アドレス とサーバ名を、サーバ A
のものにリネームします。

5 NICI を使用している場合は、 サーバを再起動して NICI を再初期化し、 復元された
NICI セキュ リ テ ィ ファ イルが使用されるよ うにします。

6 eDirectory データベースのロ ッ クを解除します。

7 復元が完了した後は、サーバB がサーバA の識別情報を正し く引き継ぎ、通常どおり
に応答しているかチェ ッ ク し ます。 ConsoleOne を使用してサーバと その同期を
チェ ッ ク します。 ログインスク リプ ト 、 印刷、 および NICI セキュ リテ ィが正常に
機能するこ とを確認します。 
466   Novell eDirectory 8.7.3 管理ガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
サーバの応答が通常どおりなら、 サーバの交換は完了です。 これで、 サーバ A から
eDirectory をアンインス トールして eDirectory 識別情報を削除し、このコンピュータ
を別の目的に使用できます。 サーバ A をネッ ト ワークに戻すのは、 eDirectory を削
除した後にして ください。そ う しないと、eDirectory の同期でネッ ト ワークが混乱し
てしまいます。 なぜなら、サーバ A とサーバ B の同じ識別情報によ り、競合が発生
するためです。

8 ( 状況によって実行 ) このサーバでロールフォワード ログを使用していた場合、復元
を完了した後で、 ロールフォワード ログ設定を作成し直します。 ロールフォワード
ログを有効にしてから、 改めてフルバッ クアップも取る必要があ り ます。 

復元した後は、 設定がデフォル トの状態にリセッ ト されます。 つま り、 ロールフォ
ワード ログがオフになっています。 フルバッ クアップが改めて必要となるのは、 ス
ケジュールに従って次に無人でのフルバッ クアップが取られるまでに、 再び障害が
起こる可能性があるためです。

サーバ B が正常に動作せず、 サーバ A の識別情報およびファイルシステムを直ちに使
用できるよ うにする必要がある場合は、 次を実行します。

1 サーバ B のネッ ト ワークケーブルを抜くか、 またはサーバを停止します。

2 サーバ A をネッ ト ワークに再接続し、起動してから、eDirectory データベースをオー
プンします。

DSRepair の実行を要求するシステムメ ッセージを無視します。

3 サーバ B から eDirectory を削除し、 再度アップグレードを試みます。

ハードウェア障害後の eDirectory の復元 
eDirectory が配置されたディ スクパーティシ ョ ンまたはディ スクボ リ ュームを含むハー
ドディ スクの障害は、 サーバから eDirectory が削除された状態と同じです ( 幸いにも複
数サーバ環境では、 1 つのサーバがダウンしても、 そのレプ リ カ リ ング内の残りのサー
バが正常に稼働していれば問題はあ り ません )。

eDirectory が格納されたディ スクパーティシ ョ ンまたはディ スクボ リ ュームの障害の後
で eDirectory を復元するには、 401 ページの 「復元処理の準備」 および 409 ページの
「iManager によるバッ クアップファ イルの復元作業」 ( または、 420 ページの 「eMBox ク
ラ イアン トによるバッ クアップファ イルの復元作業」 ) で説明している手順に従って、
バッ クアップファ イルから復元します。 

ハードディ ス クの新規インス トールでは、 製造元から提供されている指示に従って、
サーバのハードディ スクが動作するこ とを検証します。 新しいハードディ スクには、 少
な く と も置き換えられる元のド ライブと同じ記憶容量が必要です。 ローカルサーバ情報
のファイルを使用して、 環境設定情報を確認します。

注 : サーバのバックアップファイルがない場合は、Xbrowse ツールを使用して eDirectory に照会し、サーバ
情報を回復します。この作業は、サーバオブジェクトやその関連オブジェクトをツリーから削除する前に実

行する必要があります。XBrowse およびその他の情報は『Technical Information Document #2960653 (http:/
/support.novell.com/servlet/tidfinder/2960653)』にあり、Novell サポートから入手できます。
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16 DHost iConsole Manager

DHost iConsole Manager は Web ベースのブラウザを使用した管理ツールで、 次のこ とが
行えます。

DHost モジュールの管理

DHost 環境設定パラ メータの照会

DHost 接続情報の表示

スレッ ドプール統計情報の表示

DHost プロ ト コルスタ ッ クマネージャによ り登録されたプロ ト コルに関する詳細情
報の表示 

図 35 DHost iConsole Manager

DHost iConsole Manager は診断およびデバッグツールと しても使用でき、 eDirectory サー
バが正常に動作していない場合に HTTP サーバにアクセスできます ( 詳細については、
476 ページの 「SAdmin パスワードを設定する」 を参照して ください )。

この章では、 次の情報について説明します。
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470 ページの 「DHost について」

471 ページの 「DHost iConsole の実行」

472 ページの 「eDirectory モジュールの管理」

474 ページの 「DHost 情報の照会」

476 ページの 「プロセススタ ッ ク」

476 ページの 「SAdmin パスワードを設定する」

DHost について

Windows、 Solaris、 Linux、 AIX、 および HP-UX 用の Novell® eDirectory ソフ ト ウェアは、
eDirectory for NetWare® と同じコアコードに基づいて作成されています。Windows および
UNIX 版の eDirectory が別のバージ ョ ンの eDirectory と適切にやり取り を行 うには、
NCPTM(NetWare Core ProtocolTM) サービスのサブセッ ト をサポート している必要があ り ま
す。 このサブセッ ト を操作するプログラムは DHost と呼ばれます。 DHost は eDirectory
の下で動作し、 NetWare オペレーテ ィ ングシステムがネイテ ィ ブで提供する機能を
NetWare 以外のプラ ッ ト フォームで提供します。

DHost は、 次の NetWare 指向のサービスを提供します。

サービス 説明

NCP エンジン パケットベースのプロトコルで、クライアントが NetWare サーバとの間でリク

エストの送信や応答の受信をできるようにします。

詳細については、『NetWare Core Protocols (http://developer.novell.com/ndk/doc/
ncp/ncp__enu/data/hc4lztgy.html)』を参照してください。

ウォッチドッグ ワークステーションが NetWare サーバに接続された状態であることを確認する

ために使用するパケットです。

詳細については、『Watchdog Packet Spoofing (http://www.novell.com/
documentation/japanese/nw65/ipx_enu/data/h0cufuir.html)』参照してください。

接続テーブル  NetWare サーバに付随するあらゆるプロセス、プリントサーバ、アプリケー

ション、ワークステーション、またはその他のエンティティに割り当てられる
固有の番号です。この番号は、接続が行われるごとに異なる可能性があります。
接続番号は、ネットワークセキュリティの実装やネットワークアカウントに使
用されます。この番号は、ファイルサーバ接続テーブル内でのオブジェクトの
場所を反映しています。さらにこの番号を使用すると、ネットワークにログイ
ンしたオブジェクトに関する情報の識別や取得が容易になります。

イベントシステム 個々のサーバのアクティビティを監視する手段をアプリケーションに提供し
ます。 

スレッドプール 独立したエンティティとして実行され、システムソフトウェアによってスケ
ジュールされる一連の命令です。

NCP 拡張 サーバアプリケーション開発者が、NetWare OS に NCP として実装する NLMTM

ソフトウェアを作成できるようにします。

詳細については、『NCP Extension Concepts (http://developer.novell.com/ndk/
doc/ncp/index.html?page=/ndk/doc/ncp/ncp__enu/data/a1wftl8.html)』を参照し

てください。
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DHost iConsole の実行

471 ページの 「NetWare で DHost iConsole を実行する」

471 ページの 「Windows で DHost iConsole を実行する」

472 ページの 「Linux、 Solaris、 AIX、 および HP-UX で DHost iConsole を実行する」

NetWare で DHost iConsole を実行する

NetWare では、 NetWare リモートマネージャを使用して DHost iConsole にアクセスでき
ます。 SAdmin パスワードの設定や変更を行うには、 eDirectory サーバで httpstk.nlm を実
行している必要があ り ます。

1 Web ブラウザを開きます。

2 アドレス (URL) フ ィールドに、 次の形式で入力します。

http://server's TCP/IP address:port

次に例を示します。

http://137.65.123.11:8008

注 : デフォルトの代替ポート番号は 8008 です。NetWare の［リモートマネージャの環境設定］ページ

でこの値を変更した場合は、その新しいポート番号を入力します。

サーバ名と IP アドレスの解決のために DNS(Domain Name Service) をネッ ト ワーク
にインス トールしてある場合は、 IP アドレスの代わりにサーバの DNS 名を入力す
るこ と もできます。

3 ユーザ名、 コンテキス ト 、 パスワードを指定します。

Windows で DHost iConsole を実行する

1 Web ブラウザを開きます。

2 アドレス (URL) フ ィールドに、 次の形式で入力します。

http://server.name:port/dhost 

たとえば、 次のよ うに入力します。

http://MyServer:80/dhost

DHost iConsole へのアクセスに、 サーバの IP アドレスを使用するこ と もできます。
次に例を示します。 

http://137.65.135.150:80/dhost

3 ユーザ名、 コンテキス ト 、 パスワードを指定します。

メッセージ処理 ドキュメントを圧縮または凝縮した形式、またはドキュメントの要約で、大きな
ドキュメントの電子指紋として機能します。メッセージ処理は、個々のドキュメ
ントに固有のデジタル署名を作成するために使用されます。

サービス 説明
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Linux、Solaris、AIX、および HP-UX で DHost iConsole を実行する

1 Web ブラウザを開きます。

2 アドレス (URL) フ ィールドに、 次の形式で入力します。

http://server.name:port/dhost 

たとえば、 次のよ うに入力します。

http://MyServer:80/dhost

DHost iConsole へのアクセスに、 サーバの IP アドレスを使用するこ と もできます。
次に例を示します。 

http://137.65.135.150:80/dhost

3 ユーザ名、 コンテキス ト 、 パスワードを指定します。

eDirectory モジュールの管理

DHost iConsole の ［モジュール］ ページでは、 使用可能な eDirectory サービス とその状
態についての情報が表示されます。 また、 この ［モジュール］ ページから これらのサー
ビスを開始または停止 ( ロードまたはアンロード ) できます。

ロードやアンロードができるのは、 LDAP、 SNMP、 HTTPSTK などの非対話型モジュー
ルだけです。 

［モジュール］ ページには、 次に示す属性があ り ます。

473 ページの 「NetWare でモジュールをロードまたはアンロードする」

473 ページの 「Windows でモジュールをロードまたはアンロードする」

473 ページの 「Linux、 Solaris、 AIX、 および HP-UX でモジュールをロード またはア
ンロードする」

Novell iManage を使用した eDirectory サービスのロードやアンロードについての詳細は、
168 ページの 「eDirectory Service Manager」 を参照して ください。

属性 説明

情報
をクリックして、モジュールの説明、ファイル名、モ

ジュールハンドル、属性、および選択したモジュールの共
有オブジェクト名を表示させます。

モジュール モジュール名を表示します。

ステータス モジュールが実行されているかどうかを表示します。

アクション モジュールが実行可能かどうかを示します。モジュールの
ステータスは、次の 3 つのうちのどれかになります。

は、モジュールがシステムモジュールで、アンロード
できないことを示します。

は、モジュールがロード可能で、ロードの準備ができ
ていることを示します。

は、モジュールが実行中であることを示します。
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NetWare でモジュールをロードまたはアンロードする

1 Web ブラウザを開きます。

2 アドレス (URL) フ ィールドに、 次の形式で入力します。

http://server's TCP/IP address:port

次に例を示します。

http://137.65.123.11:8008

注 : デフォルトの代替ポート番号は 8008 です。NetWare の［リモートマネージャの環境設定］ページ

でこの値を変更した場合は、その新しいポート番号を入力します。

サーバ名と IP アドレスの解決のために DNS(Domain Name Service) をネッ ト ワーク
にインス トールしてある場合は、 IP アドレスの代わりにサーバの DNS 名を入力す
るこ と もできます。

3 ユーザ名、 コンテキス ト 、 パスワードを指定します。

4 アプリ ケーシ ョ ンの管理リ ス トで ［List Modules( モジュールを一覧 )］ をク リ ッ ク し
ます。

5 モジュールをロードするには、 名前を入力して ［Load Module( モジュールをロード )］
をク リ ッ ク します。 

モジュールが実際にロード されたかど うかの確認が必要な場合は、［モジュールロー
ド用のシステムコンソールの表示］ チェ ッ クボッ クスをオンにします。

Windows でモジュールをロードまたはアンロードする

1 Web ブラウザを開きます。

2 アドレス (URL) フ ィールドに、 次の形式で入力します。

http://server.name:port/dhost 

たとえば、 次のよ うに入力します。

http://MyServer:80/dhost

DHost iConsole へのアクセスに、 サーバの IP アドレスを使用するこ と もできます。
次に例を示します。 

http://137.65.135.150:80/dhost

3 ユーザ名、 コンテキス ト 、 パスワードを指定します。

4 ［モジュール］ をク リ ッ ク します。

5 モジュールをロードするには をク リ ッ ク し、 アンロードするには をク リ ッ ク
します。

Linux、Solaris、AIX、および HP-UX でモジュールをロードまたはアンロードする

1 Web ブラウザを開きます。

2 アドレス (URL) フ ィールドに、 次の形式で入力します。

http://server.name:port/dhost 

たとえば、 次のよ うに入力します。

http://MyServer:80/dhost
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DHost iConsole へのアクセスに、 サーバの IP アドレスを使用するこ と もできます。
次に例を示します。 

http://137.65.135.150:80/dhost

3 ユーザ名、 コンテキス ト 、 パスワードを指定します。

4 ［モジュール］ をク リ ッ ク します。

5 モジュールをロードするには をク リ ッ ク し、 アンロードするには をク リ ッ ク
します。

DHost 情報の照会

DHost iConsole マネージャを使用すれば、 次に示す情報を照会できます。

環境設定パラ メータ

PSTACK マネージャによ り登録されたプロ ト コル

接続プロパティ

スレッ ドプールの概要

環境設定パラメータを表示する

環境設定パラ メータは、 UNIX プラ ッ ト フォームに特有のものです。

DHost iConsole マネージャで、 ［パラ メータ］ をク リ ッ ク します。 詳細については、 472
ページの 「Linux、 Solaris、 AIX、 および HP-UX で DHost iConsole を実行する」 を参照
してください。

環境設定パラ メータには、 次の情報が表示されます。

詳細については、『Novell eDirectory 8.7.3 インス トールガイ ド』 の 「環境設定パラ メータ」
を参照してください。

オプション 説明

パラメータ名 環境設定パラメータの名前を表示します。

デフォルト値 環境設定パラメータのデフォルト値を表示します。

設定値 現在の設定値を表示します。

小値 パラメータに設定できる 小値を表示します。

大値 パラメータに設定できる 大値を表示します。

タイプ パラメータに設定できる値のタイプを表示します。
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プロトコル情報を表示する

DHost iConsole マネージャで、 ［ ト ランスポート ］ をク リ ッ ク します。

次のプロ ト コル情報が表示されます。

ID

プロ ト コル

ト ランスポート

接続プロパティを表示する

DHost iConsole マネージャで、 ［接続］ をク リ ッ ク します。

次の接続プロパティが表示されます。

接続

フラグ

識別子

表示名

ト ランスポート

認証名

SEV 回数

終アクセス

ロ ッ ク状態

スレッドプールの統計情報を表示する

DHost iConsole マネージャで、 ［統計情報］ をク リ ッ ク します。

次のスレッ ドプール統計情報が表示されます。

Spawned Threads( 生成スレッ ド )

Dead Threads( 停止スレッ ド )

Idle Threads( アイ ドルスレッ ド )

Worker Thread( 動作スレッ ド )

Peak Worker Thread( ピーク動作スレッ ド )

Ready for Work Thread( 動作待機スレッ ド )

Ready Queue Peak Worker Threads( 待機キューピーク動作スレッ ド )

Ready Queue Max Wait Time( 待機キュー 大待ち時間 )

Schedule Delay Minimum Time( 小スケジュール遅延時間 )

Schedule Delay Maximum Time( 大スケジュール遅延時間 )

Schedule Delay Average Time( 平均スケジュール遅延時間 )

Waiting For Work( 動作待ち )

Peaking Waiting For Work( ピーク動作待ち )
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プロセススタック

プロセススタ ッ クには、 DHost のプロセス空間で現在実行されているすべてのスレッ ド
の リ ス トが含まれます。 スレ ッ ドについての詳細な情報を表示するには、 スレ ッ ド ID
をク リ ッ ク します。この機能は主と して Novell の技術者およびサポート担当者がローレ
ベルのデバッグツールと して使用するためのものです。

このオプシ ョ ンは、 Windows でのみ使用できます。

1 Web ブラウザを開きます。

2 アドレス (URL) フ ィールドに、 次の形式で入力します。

http://server.name:port/dhost 

たとえば、 次のよ うに入力します。

http://MyServer:80/dhost

DHost iConsole へのアクセスに、 サーバの IP アドレスを使用するこ と もできます。
次に例を示します。 

http://137.65.135.150:80/dhost

3 ユーザ名、 コンテキス ト 、 パスワードを指定します。

4 ［プロセス］ をク リ ッ ク します。

5 スレッ ドのコールスタ ッ クを表示するには、 スレッ ド ID をク リ ッ ク します。

SAdmin パスワードを設定する

あらかじめ設定された admin ユーザをセッ ト アップできます。 これによ り、 eDirectory
がロード されていない場合に、 HTTPSTK(HTTP Protocol Stack) にアクセスできるよ うに
な り ます。 事前に設定された管理者ユーザ (SAdmin) には、 eDirectory 管理者ユーザオブ
ジェク ト と同等の権利があ り ます。 サーバが、 eDirectory が適切に機能していない状態
の場合、 このユーザと してサーバにログインし、 eDirectory を使用せずに実行できる必
要なすべての診断およびデバッギング作業を実行します。

476 ページの 「NetWare で SAdmin パスワードを設定する」

477 ページの 「Windows で SAdmin パスワードを設定する」

477 ページの「Linux、Solaris、AIX、および HP-UX で SAdmin パスワードを設定する」

NetWare で SAdmin パスワードを設定する

NetWare リモートマネージャを使用して SAdmin ユーザオブジェク ト を有効にし、 この
オブジェク トのパスワードを設定または変更します。 SAdmin パスワードの設定や変更
を行うには、 eDirectory サーバで httpstk.nlm を実行している必要があ り ます。

1 Web ブラウザを開きます。

2 アドレス (URL) フ ィールドに、 次の形式で入力します。

http://server's TCP/IP address:port

次に例を示します。

http://137.65.123.11:8008

注 : デフォルトの代替ポート番号は 8008 です。NetWare の［リモートマネージャの環境設定］ページ

でこの値を変更した場合は、その新しいポート番号を入力します。
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サーバ名と IP アドレスの解決のために DNS(Domain Name Service) をネッ ト ワーク
にインス トールしてある場合は、 IP アドレスの代わりにサーバの DNS 名を入力す
るこ と もできます。

3 ユーザ名、 コンテキス ト 、 パスワードを指定します。

4 ［環境設定］ ボタン > ［Enable Emergency Account(SADMIN User)］ の順にク リ ッ ク
し、 ［パスワードの設定］ をク リ ッ ク します。

5 SAdmin パスワードを指定し、 次に指定したパスワードを確認入力します。

6 ［設定］ をク リ ッ ク します。

Windows で SAdmin パスワードを設定する

DHOST の ［リモートマネージャ］ ページ (/dhost URL またはルートページからアクセス
可能 ) を使用して、 SAdmin パスワードを設定します。 SAdmin パスワードの設定や変更
を行うには、 eDirectory サーバで dhost.exe を実行している必要があ り ます。

1 Web ブラウザを開きます。

2 アドレス (URL) フ ィールドに、 次の形式で入力します。

http://server.name:port/dhost 

たとえば、 次のよ うに入力します。

http://MyServer:80/dhost

DHost iConsole へのアクセスに、サーバの IP アドレスを使用するこ と もできます。次
に例を示します。 

http://137.65.135.150:80/dhost

3 ユーザ名、 コンテキス ト 、 パスワードを指定します。

4 HTTP サーバをク リ ッ ク してから、 SAdmin パスワードを指定します。

5 指定したパスワードを確認入力して、 ［送信］ をク リ ッ ク します。 

Linux、Solaris、AIX、および HP-UX で SAdmin パスワードを設定する

Solaris、 Linux、 Ａ Ｉ Ｘ、 または HP-UX で SAdmin パスワードを設定するには、 次のい
ずれかの方法を使用できます。

477 ページの 「DHOST リモート管理ページ」

478 ページの 「ndsconfig」

DHOST リモート管理ページ

DHOST の ［リモートマネージャ］ ページ (/dhost URL またはルートページからアクセス
可能 ) を使用して、 SAdmin パスワードを設定します。 SAdmin パスワードの設定や変更
を行うには、eDirectoryサーバでNovell eDirectoryサーバを実行している必要があ り ます。

1 Web ブラウザを開きます。

2 アドレス (URL) フ ィールドに、 次の形式で入力します。

http://server.name:port/dhost 

たとえば、 次のよ うに入力します。

http://MyServer:80/dhost
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DHost iConsole へのアクセスに、 サーバの IP アドレスを使用するこ と もできます。
次に例を示します。 

http://137.65.135.150:80/dhost

3 ユーザ名、 コンテキス ト 、 パスワードを指定します。

4 HTTP サーバをク リ ッ ク してから、 SAdmin パスワードを指定します。

5 指定したパスワードを確認入力して、 ［送信］ をク リ ッ ク します。 

ndsconfig

ndsconfig ユーティ リ テ ィ を使用して、 SAdmin パスワードを設定します。 SAdmin パス
ワードの設定や変更を行うには、eDirectoryサーバでndsdを実行している必要があり ます。

サーバコンソールから、 次のよ うに入力します。

ndsconfig set http.server.sadmin-pwd=password

こ こで password は、 新しい SAdmin パスワードです。

ndsconfig ユーティ リ ティの使用の詳細については、『Novell eDirectory 8.7.3 インス トール
ガイ ド』 の 「ndsconfig ユーティ リ ティパラ メータ」 を参照してください。
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17 eDirectory Management Toolbox

Novell® eDirectoryTM Management Toolbox (eMBox) を使用すれば、 すべての eDirector バッ
クエンドユーティ リ ティに、 サーバ上だけでな く リモートからもアクセスできます。 

eMBox を Novell iManager とあわせて使用する と、 DSRepair、 DSMerge、 バッ クアップ
と復元、 サービスマネージャなどの eDirector ユーティ リ テ ィに Web ベースでアクセス
できます。

重要 : eMBox タスクを実行するには、iManager を使用して、管理するツリーに役割ベースサービスを設定す
る必要があります。

すべての機能は、 ローカルサーバまたはリモートのいずれからでもコマンド ラ インク ラ
イアン ト を通じて使用できます。 eMBox ク ラ イアン ト を使用して、 1 つのサーバまたは
ワークステーシ ョ ンから複数のサーバに対するタスクを実行できます。 

バッ クアップ、 DSRepair、 DSMerge、 スキーマの操作、 および eDirectory Service Manger
などのすべての eMTool(eDirectory Management Tool) を実行するためには、eDirectory サー
バに eMBox がロード され、 実行されている必要があ り ます。

このセクシ ョ ンでは、 次の ト ピッ クについて説明します。

479 ページの 「eMBox コマンド ラ インク ラ イアン トの使用」

489 ページの 「eMBox ログの記録の使用」

eMBox コマンドラインクライアントの使用

eMBox にアクセスする方法の 1 つは、 eMBox の Java コマンド ラ インク ラ イアン ト を使
用するこ とです。 このコマンド ラ インク ラ イアン トには、 対話式モード とバッチモード
の 2 つのモードがあ り ます。対話式モードでは、 eMBox コマンドを一度に 1 つづつ実行
します。 バッチモードでは、 コマンドのグループを自動で実行できます。 コマンド ラ イ
ンク ラ イアン トにはログサービスがあ り、 いずれのモードでも使用できます。 

コマンド ラ インク ラ イアン トは、Java アプリ ケーシ ョ ンです。これを実行するには、Java
Runtime Environment, Sun JVM 1.3.1 が使用できる必要があ り ます。この Java 実行環境は、
eDirectory と同時にインス トールされます。 また、 ファ イアウォール越しに管理対象の
サーバにアクセスできる必要があ り ます。1 つのサーバまたはワークステーシ ョ ンから、
複数のサーバに対してタスクを実行できます。

このセクシ ョ ンでは、 次の ト ピッ クについて説明します。

480 ページの 「コマンド ラ インヘルプを表示する」

480 ページの 「eMBox コマンド ラ インク ラ イアン ト を対話式モードで実行する」

484 ページの 「eMBox コマンド ラ インク ラ イアン ト をバッチモードで実行する」

486 ページの 「eMBox コマンド ラ インク ラ イアン トのオプシ ョ ン」

487 ページの 「eMBox ク ラ イアン ト を使用してセキュア接続を確立する」

488 ページの 「eDirectory ポート番号を確認する」
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コマンドラインヘルプを表示する

eMBox ク ラ イアン ト を実行する前に、 eMBox の一般的なコマンド ラ インヘルプを表示
するには、 次の操作を実行します。

NewWare®およびUNIXの場合は、コマンド ラ インから「edirutil -?」と入力します。

Windows の場合は、 次を実行します。
drive\novell\nds\embox\edirutil.exe -?

対話式モードで実行中に eMBox の対話型コマンド ラ インヘルプを表示するには、eMBox
ク ラ イアン トプロンプ トで疑問符 (?) を入力します。 たとえば、次のよ うに入力します。
eMBox Client> ?

ヘルプには、 486 ページの 「eMBox コマンド ラ インク ラ イアン トのオプシ ョ ン」 で示す
よ うなコマンド ラ インオプシ ョ ンに関する情報が表示されます。

eMBox コマンドラインクライアントを対話式モードで実行する

対話式モードでは、 eMBox コマンドを一度に 1 つづつ実行します。

このセクシ ョ ンでは、 次の ト ピッ クについて説明します。

480 ページの 「eDirectroy サーバで eMBox ク ラ イアン ト を実行する」

481 ページの 「ワークステーシ ョ ンで eMBox ク ラ イアン ト を実行する」

482 ページの 「サーバにログインする」

482 ページの 「使用言語、 タイムアウ ト、 およびログファ イルを設定する」

483 ページの 「eMTool とそのサービスを表示する」

484 ページの 「特定のサービスを実行する」

484 ページの 「現在のサーバからログアウ トする」

484 ページの 「eMBox ク ラ イアン ト を終了する」

eDirectroy サーバで eMBox クライアントを実行する

eMBox ク ラ イアン トおよび Sun JVM 1.3.1 は、eDirectory と同時にインス トールされてい
ます。 eDirectory サーバの対話式モードで eMBox ク ラ イアン ト を開始するには、 次の操
作を行います。

NetWare、 UNIX の場合 : コマンド ラ インから 「edirutil -i」 と入力します。

Windows の場合は、 次を実行します。
drive\novell\nds\edirutil.exe -i

edirutil ファ イルは、 eMBox ク ラ イアン ト を実行するためのシ ョート カッ トです。 この
ファ イルには、Java 実行ファ イルの場所と eMBox が eDirectory と同時にインス トールさ
れたデフォル トの場所が示されています。 NetWare の場合、 このファ イルでは -ns オプ
シ ョ ンが指定されています ( これは NetWare の Java オプシ ョ ンで、 「新規画面」 を意味
します )。 (Java 実行ファ イルの場所は、 481 ページの 「eMBox ク ラ イアン ト用にパスお
よびク ラスパスを設定する」 で示しているよ うに手動で入力するこ と もできます )。

管理対象のサーバに対して eMBox コマンド ラ インク ラ イアン ト を使用するには、 ファ
イアウォール越しにアクセスできる必要があ り ます。 そのため、 リモートで実行する場
合は、 VPN アクセスが必要とな り ます。
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ワークステーションで eMBox クライアントを実行する

eDirectory サーバではないコンピュータで eMBox ク ラ イアン ト を使用するには、次の操
作を実行します。 

eMBoxClient.jarファイルをeDirectoryサーバから目的のコンピュータにコピーします。 
NetWare:sys:\system\embox\eMBoxClient.jar

Windows:\novell\nds\embox\eMBoxClient.jar

UNIX:/usr/lib/nds-modules/embox/eMBoxClient.jar

Sun JVM 1.3.1 がインス トールされているこ とを確認します。 

管理するサーバに対して eMBox コマンド ラ インク ラ イアン ト を使用するためには、
ファ イアウォール越しにアクセスできるこ とを確認します。 

サーバの場合とは異な り、 ワークステーシ ョ ンの場合は、 edirutil コマン ドをシ ョー ト
カッ ト と して使用して eMBox ク ラ イアン ト を対話式モードで開始するこ とはできませ
ん。 パスおよびク ラスパス内で環境を設定するか、 パスをその都度手動で入力します。
481 ページの 「eMBox ク ラ イアン ト用にパスおよびク ラスパスを設定する」 を参照して
ください。

eMBox クライアント用にパスおよびクラスパスを設定する

eMBox ク ラ イアン トが eDirectory サーバで実行され、Java または eMBoxClient.jar ファ イ
ルの場所を変更していない場合、 edirutil をシ ョート カッ ト と して使用して eMBox ク ラ
イアン ト を実行できます (480 ページの 「eDirectroy サーバで eMBox ク ラ イアン ト を実
行する」 を参照して ください )。

ただし、デフォル トの場所を変更したか、または eMBoxClient.jar ファ イルをサーバでな
いコンピュータ上で実行している場合、 あるいはク ラスパスを手動で入力したい場合
は、eMBox ク ラ イアン トのパスおよびク ラスパスをこのセクシ ョ ンの説明のよ うに設定
する必要があ り ます。

次の操作を実行すれば、eMBox ク ラ イアン ト をコンピュータ上のどの場所からでも実行
できます。

Java 実行ファイル (Java.exe など ) があるディ レク ト リ をパスに追加するか、 または
Java がすでに実行されているこ とを確認します。

サーバでは、 ほとんどの場合、 すでに実行されています。 Windows サーバおよび
UNIX サーバでは、実行ファイルのディ レク ト リ をパスに追加する必要があ り ます。
NetWare の場合、 ディ レク ト リ をパスに追加するのではな く、 Java が実行されてい
る必要があ り ます。

ワークステーシ ョ ンの場合、 手動で設定する必要がある場合があ り ます。 たとえば
Windwos では、 ［スタート ］ > ［設定］ > ［コン ト ロールパネル］ > ［システム］ の順
にク リ ッ ク します。 ［詳細設定］ タブで ［環境変数］ をク リ ッ ク し、 PATH 変数にパ
スを追加します。 

パスを手動で入力するには、 次の操作を実行します。 Java 実行ファイルへのパスが
追加されていない場合、eMBox を実行する前に、 初にコマンド ラ インで Java 実行
ファ イルが含まれたディ レ ク ト リへ移動する必要があ り ます。 たとえば、 Windows
で次のよ うに入力します。
cd c:\novell\nds\embox\jre\bin
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eMBoxClient.jar ファ イルへのパスを、 ク ラスパスに追加します。

NetWare サーバの場合 :
set ENVSET=path\eMBoxClient.jar

Windws サーバまたはワークステーシ ョ ンの場合 :
set CLASSPATH=path\eMBoxClient.jar

UNIX サーバまたはワークステーシ ョ ンの場合 :
export CLASSPATH=path\eMBoxClient.jar

パスを手動で入力するには、 次の操作を実行します。 ク ラスパスを指定するには、
次のよ うに eMBox を実行するたびに Java の -cp フラグを使用する方法もあ り ます。

java -cp path/eMBoxClient.jar embox -i

たとえば、 Windows では次のよ うに入力します。
java -cp c:\novell\nds\embox\eMBoxClient.jar embox -i

警告 : NetWare サーバの場合のみ、異常終了を防ぐために -ns(「新規画面」を開く NetWare での Java
オプション ) を追加します。たとえば、次のように入力します。
java -ns -cp sys:\system\embox\eMBoxClient.jar embox -i

これらの手順を実行した後は、 次のコマンドを使用して、 コンピュータ上のどの場所か
らでも対話式モードによる eMBox ク ラ イアン ト を実行できます。

java embox -i

警告 : NetWare サーバの場合のみ、異常終了を防ぐために -ns(「新規画面」を開く NetWare での Java オプ
ション ) を追加します。たとえば、次のように入力します。
java -ns embox -i

Java コマンドについては、 Sun Web サイ ト  (http://java.sun.com) にある Java のマニュアル
を参照して ください。

サーバにログインする

サーバにログインするには、 サーバ名または IP アドレス、 および特定のサーバへ接続
するためのポート番号を指定する必要があ り ます。 パブリ ッ ク ログインの場合、 ユーザ
名およびパスワードは必要あ り ません。 

たとえば、 eMBox ク ラ イアン ト を対話式モードでオープンした後で、次のよ うに入力し
ます。

login -s 137.65.123.244 -p 8008 -u admin.mycompany 
-w mypassword -n

ポート番号についての詳細は、 488 ページの 「eDirectory ポート番号を確認する」 を参照
してください。

使用言語、タイムアウト、およびログファイルを設定する

デフォル トの言語は、 ク ラ イアン ト システムの言語です。 そのため、 ほとんどの場合、
特別に言語を設定する必要はあ り ません。 同様に、 タイムアウ ト もほとんどの場合、 デ
フォルトの設定で問題あ り ません。 ログファ イルを設定するには、 ファ イル名とファ イ
ルを開くモード ( 追加または上書き ) を指定します。

次の表に、 コマンド例を示します。
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eMTool とそのサービスを表示する

サーバにログインしたら、 list コマンドを使用して、 そのサーバ上で使用できるサービ
スを表示できます。

list コマンドを使用する と、 次に示す eMTool とそのサービスが動的に表示されます。

リ ス ト を強制的にリ フレッシュするには、 -r を使用します。 サービスの詳細を表示する
には、 -t を使用します。 コマンド形式だけを表示するには、 -f を使用します。 

次の表に、 コマンド例を示します。

コマンド 説明

set -L en,de 使用言語を英語、ドイツ語の優先順で設定します。

set -T 100 タイムアウトを 100 秒に設定します。タイムアウトは、サー

バからの応答を待つ時間を設定するものです。

set -l mylog.txt -o mylog.txt をログファイルとして使用し、開いた後は上書きし

ます。 

デフォルトの設定は「追加」です。

eMTool 説明

backup Novell eDirectory バックアップ eMTool

dsmerge Novell eDirectory マージ eMTool

dsrepair Novell eDirectory 修復 eMTool

dsschema Novell eDirectory スキーマ操作 eMTool

service Novell eDirectory サービスマネージャ eMTool

コマンド 説明

list サーバ上で使用できる eMTool を表示します。

list -r eMTool リストをリフレッシュします。

list -t backup backup サービスの詳細を表示します。

list -t dsrepair DSRepair サービスの詳細を表示します。

list -t dsmerge -f DSMerge サービスのコマンド形式だけを表示します。
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特定のサービスを実行する

サーバにログインした後は、 各 eMTool サービスを使用してタスクを実行できます。 次
に例を示します。

詳細については、 次を参照してください。

412 ページの 「eMBox ク ラ イアン ト を使ったバッ クアップ / 復元作業」

210 ページの 「eMBox ク ラ イアン ト を使用したツ リーのマージ」

236 ページの 「eMBox ク ラ イアン ト を使用したデータベースの修復」

169 ページの 「eMBox ク ラ イアン トのサービスマネージャ eMTool を使用する」

現在のサーバからログアウトする

現在のセッシ ョ ンからログアウ トするには、 次のコマンドを使用します。

logout

別のサーバにログインする場合は、 自動的に現在のサーバからログアウ ト されるため、
このコマンドは必要あ り ません。

eMBox クライアントを終了する

eMBox ク ラ イアン ト を終了するには、 次のいずれかのコマンドを使用します。

exit

または

quit

eMBox コマンドラインクライアントをバッチモードで実行する

eMBox ク ラ イアン ト をバッチモードで実行するには、 次の 3 つの方法があ り ます。

484 ページの 「単一タスク」

485 ページの 「内部バッチファ イル」

486 ページの 「システムバッチファ イル」

システムバッチファ イルと内部バッチファ イルを組み合わせて使用するこ とで、 コマン
ドをよ り自由に実行でき、 頻繁に実行するコマンドの編成や再使用が可能です。 

単一タスク

コマンド ラ インから単一の eMBox タスクをバッチモードで実行するには、コマンドに -
t オプシ ョ ンを使用してツールと タスクを指定し、 -i オプシ ョ ン （対話式モードを指定
するオプシ ョ ン） を省くだけです。 たとえば、 次のよ うに入力します。 

コマンド 説明

dsrepair.rld ローカルデータベースを修復します。

backup.getconfig バックアップ設定情報を取得します。
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java embox -s 137.65.123.244 -p 8008 -u admin.mycompany 
-w mypassword -l mylog.txt -t dsrepair.rld -n

警告 : NetWare の場合のみ、異常終了を防ぐために -ns(「新規画面」を開く NetWare での Java オプション )
を追加します。たとえば、次のように入力します。
java -ns embox -s 137.65.123.244 -p 8008 -u admin.mycompany -w mypassword -l mylog.txt
-t dsrepair.rld -n

異なるサーバ上で複数のタスクを実行する場合や、 頻繁に実行するタスクの場合は、 内
部バッチファ イルを使用する方が便利です。 詳細については、 次のセクシ ョ ン 「内部
バッチファ イル」 を参照して ください。

内部バッチファイル

eMBox ク ラ イアン トの内部バッチファ イルを使用して eMBox ク ラ イアン ト をバッチ
モードで実行するには、 対話式モードで実行するよ う な eMBox コマンドのグループを
含むファ イルを作成する必要があ り ます。 

eMBox ク ラ イアン トの内部バッチファ イルを使用すれば、バッチファ イル内のすべての
コマンドを自動で実行できます。 複数の eMBox ツールを使用した複数のタスクを、 同
一のサーバ上でタスクご とにログイン と ログアウ ト を繰り返すこ とな く実行できます。
また 1 つのサーバから、 複数のサーバに対して複数の eMBox ツールを使用したタスク
を実行できます。 

内部バッチファ イルを使用すれば、 頻繁に実行するコマン ドの編成や再利用ができま
す。 そのため、 これらのコマンドを実行するたびに、 コマンド ラ インから手動で入力す
る必要はあ り ません。

内部バッチファ イルの実行は、 コマンド ラ インから eMBox ク ラ イアン ト コマンドを使
用して行います。 たとえば、 次のコマンドは、 サーバにログインし、 mybatch.mbx ファ
イル内に列挙されたコマンドを実行します。

java embox -s 137.65.123.244 -p 8008 -u admin.mycompany -w mypassword -l 
mylog.txt -o -b mybatch.mbx -n

警告 : NetWare の場合のみ、異常終了を防ぐために -ns(「新規画面」を開く NetWare での Java オプション )
を追加します。たとえば、次のように入力します。
java -ns embox -s 137.65.123.244 -p 8008 -u admin.mycompany -w mypassword -l mylog.txt
-o -b mybatch.mbx -n

も う 1 つの方法は、 同様のコマンドをシステムバッチファ イル内に記述し、 そのファ イ
ルがサーバ上で自動実行されるよ うにスケジュールするこ とです。 486 ページの 「シス
テムバッチファ イル」 を参照して ください。

次に、 eMBox 内部バッチファイルの例を示します。 このファ イルには、実行するコマン
ドの例および別のサーバへログインする例が記述されています。 この例では、 eMBox ク
ラ イアン ト を開いたと きに、 サーバにログインしているものと仮定しています ( それぞ
れのコマンドは、 行を分ける必要があ り ます。 # で始まる行はコ メン ト です )。

# This file is named mybatch.mbx.
# This is an example of commands you could use in 
# an eMBox internal command batch file.

# Backup commands 
backup.getconfig 
backup.backup -b -f mybackup.bak -l backup.log -t -e -w
 
# DSRepair commands 
dsrepair.rld 
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# Log in to a different server
login -s 137.65.123.255 -p 8008 -u admin.mycompany -w mypassword -n

# DSMerge commands 
dsmerge.pr -u admin.mycompany -p admin.mycompany -n mypassword # Schema 
Operations 
dsschema.rst 
dsschema.dse 
dsschema.rls 
dsschema.gsu 
dsschema.scc 
dsschema.irs -n LocalTree
 
# DSService commands 
service.serviceList 
 
# End of example.

システムバッチファイル

他のコマンド ラ インツールと同様に、eMBox ク ラ イアン ト コマンドが含まれたシステム
バッチファ イルを作成し、 それらをコマンド ラ インから手動で実行した り、 サーバ上で
自動で実行されるよ うにスケジュールした りできます。 たとえば、 415 ページの 「バッ
チファ イルと eMBox ク ラ イアン トによる無人バッ クアップ」 で示す例のよ うに、 シス
テムバッチファ イルを使用して、 無人バッ クアップを実行できます。 

1 つのサーバから複数のサーバに対して、複数の eMBox ツールを使用したタスクを実行
できます。 

システムバッチファ イルでは、eMBox ク ラ イアン トの単一コマンド と内部バッチファ イ
ルを組み合わせて使用できます。 これによ り、 コマンドをよ り自由に実行でき、 頻繁に
実行するコマンドの編成や再使用ができます。詳細については、485 ページの 「内部バッ
チファ イル」 を参照して ください。

バッチファ イルを自動で実行する方法については、 ご使用のオペレーティングシステム
のマニュアルまたはサードパーティ製スケジュー リ ングソフ ト ウ ェアのマニュアルを
参照してください。 
注 : NetWare では、サードパーティのスケジューリングソフトウェアが使用できます。また、サポート対象

のツールではありませんが、Novell Technical Support から CRON.NLM (http://support.novell.com/servlet/
tidfinder/2939440) をダウンロードしてお使いいただけます。

eMBox コマンドラインクライアントのオプション

オプション 説明

-? または -h ヘルプ情報を表示します。

-i eMBox コマンドを一度に 1 つづつ、対話的に実行します。

-s server eMBox サーバの名前または IP アドレスを指定します。

デフォルト値は 127.0.0.1 です。

-p port eMBox サーバのポート番号を指定します。

デフォルト値は 80 です。
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eMBox クライアントを使用してセキュア接続を確立する

非セキュア接続を使用している場合、ユーザ名やパスワードなどの入力したすべての情
報は、 ク リ アテキス トでネッ ト ワーク上に送信されます。

SSL を使用したセキュア接続を確立するには、 次の操作を実行します。

サーバへログインする際は、 コマンドで -n オプシ ョ ンを使用しないでください。 こ
のオプシ ョ ンは、 非セキュア接続を指定するものです。 セキュア接続がデフォルト
の設定です。

ク ラスパスに、次に示す JSSE(Java Secure Socket Extension) ファ イルがある こ とを確
認します。

jsse.jar

jnet.jar

jcert.jar

これらのファ イルがない場合、 eMBox ク ラ イアン トは、 セキュア接続が確立できな
いこ とを示すエラーを返します。

これらのファイルや JSSEについての情報は、Sun Webサイ ト  (http://java.sun.com/products/
jsse) から入手できます。

-u user ユーザDNを指定します。たとえば、admin.mycompanyと指定します。

デフォルト値は anonymous です。

-w password -u で指定したユーザのパスワードを指定します。

-m mode ログインモードを指定します。

デフォルト値は dclient です。

-n 安全なSSL接続を試行しません。保護されていない接続を使用します。

このオプションを使用しない場合、eMBox クライアントでは SSL 接

続を確立しようとします。そのため、クラスパスには JSSE ファイル

が必要となり、これがない場合はエラーが返されます。詳細について
は、487 ページの「eMBox クライアントを使用してセキュア接続を

確立する」を参照してください。

-l log file ログファイルの名前を指定します。

-o ログファイルを開いた後は、上書きします。

-T timeout サーバから応答を待つ時間 ( 秒 ) を指定します。

-L language 使用できる言語を優先順にコンマ区切りで指定します。たとえば、en-
US,de_DE と指定します。このオプションのデフォルトは、クライア

ントシステムの言語です。

-t [tool..]taskoptions この接続での単一のサービスを実行します。-t に続く文字列は、有効

な eMBox コマンドである必要があります。

-b eMBox batch file バッチファイルで指定した一連のサービスを実行します。バッチファ
イル内の eMBox コマンドは、行を分けて記述する必要があります。

# で始まる行はコメントです。

オプション 説明
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eDirectory ポート番号を確認する

eMBoxクライアン トでサーバにログインするには、ポート番号を指定する必要があり ます。 

eDirectory をインスト ールする際にポート 番号を指定した場合には、その番号を使用します。 

デフォルトのポート番号は、 次のとおりです。

NetWare の場合、デフォルト の非セキュアポート は 8008 で、セキュアポート は 8009
です。

その他のプラ ッ ト フォームの場合、デフォルトの非セキュアポートは8008で、セキュ
アポートは 8010 です。

次に示すセクシ ョ ンには、 eDirectory に割り当てられたポート を確認するための、 その
他のヒン トがあ り ます。

488 ページの 「Windows の場合」

488 ページの 「NetWare の場合」

489 ページの 「UNIX の場合」

Windows の場合

1 ［スタート ］ > ［設定］ > ［コン ト ロールパネル］ の順にク リ ッ ク します。

2 ［Novell eDirectory Services］ アイコンをダブルク リ ッ ク してから、［ ト ランスポート ］
タブをク リ ッ ク します。

3 セキュアポート、 または非セキュアポート を確認します。

非セキュアポート を確認するには、 HTTP の横のプラス記号をク リ ッ ク します。

セキュアポート を確認するには、 HTTPS の横のプラス記号をク リ ッ ク します。

［Bound Transports( バインド された ト ランスポート )］ の横のプラス記号をク リ ッ ク
して、 ポート番号を確認します。

NetWare の場合

サーバオブジェク トのネッ ト ワークアドレスプロパティに、 ポートが表示されます。

サーバオブジェク トのネッ ト ワークアドレスプロパティは、次のツールで確認できます。 

iManager で、［eDirectory 管理］ > ［オブジェク トの変更］ の順にク リ ッ ク してサーバ
オブジェク ト を見つけ、［一般］ タブのド ロ ップダウン リ ス トでネッ ト ワークアドレ
スを参照します。

ConsoleOne® で、 サーバオブジェク ト を右ク リ ッ クするかまたはサーバオブジェク
ト を選択した状態で ［オブジェ ク ト ］ > ［プロパテ ィ］ の順にク リ ッ ク し、 ネッ ト
ワークアドレスのド ロ ップダウン リ ス ト を参照します。

始めが http: または https: で、 終わりが /portal のネッ ト ワークアドレスを探します。 これ
らのアドレスが、eMBox ツールが使用する非セキュアポートおよびセキュアポートです。

ポート番号の確認方法を次に示します。 

ネッ ト ワークアドレス内にポート番号が表示されている場合、 その番号が割り当て
られたポート番号です。 

たとえば、 http://137.65.188.1:8008/portal の場合、 ポート 8008 が eMBox ツールで使
用されています。 
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サーバの IPアドレスだけで、ポート番号が表示されていない場合、デフォル トのポー
ト番号が使用されています。 

たとえば、 https://137.65.188.1/portal の場合、 IP アドレスの後にはポート番号が表示
されていませんが、これは eMBox ツールでデフォル トのポート番号が使用されてい
るこ とを示しています。 デフォル トのポート番号は、 NetWare では 8009、 それ以外
のプラ ッ ト フォームでは 8010 です。

UNIX の場合

次のコマンドを使用して、 ポート を表示できます。

ndsconfig get | grep http

http.server.interface、 その次にポート番号という表現で記述された行を探します。

また、 488 ページの 「NetWare の場合」 で説明している方法を使用し、 iManager または
ConsoleOne によ りポート番号を確認するこ と もできます。

eMBox ログの記録の使用

eBMox ログの記録はインフラス ト ラ クチャモジュールで、DSBackup、DSMerge、DSRepair
などの、すべての eMTool(eDirectory Management Tool) のイベン ト を記録します。 この リ
リースで提供されているログファ イルは 1 つだけです。 このログファ イルに、 すべての
eMTool の操作が記録されます。

eMBox ログの記録は、 ク ラ イアン ト ログサービス とは異な り ます。 ク ラ イアン ト ログ
サービスは、 eMBox ク ラ イアン ト を実行する際に、 ログファ イルを指定するこ とで提供
されるものです ( たとえば、 eMBox ク ラ イアン ト コマンドで 「-l mylogfile.txt」 と指定す
る場合、 または iManager でログファ イル名と して 「mylogfile.txt」 を入力する場合です )。
現在、 eMBox ログの記録は eMBox が実行するタスクに対するすべてのサーバメ ッセー
ジを記録し、 その内容は詳細なものです。 これに対して、 ク ラ イアン ト ログサービスで
はク ライアン ト メ ッセージおよびク ライアン トに送信されたメ ッセージが記録され、進
捗状況の概要がレポート されます。

ログの記録は非同期で実行され、 デフォルトではすべての操作が記録されます。

この リ リースの eMBox ログの記録には、 次の機能があ り ます。

ログファ イルの名前と場所を変更できます。

デフォルトでは、 ログファ イルは eDirectory がインス トールされたディ レク ト リ内
の embox\log ディ レク ト リに作成されます。

大ファ イルサイズが変更できます。 変更後、 ログファ イルはリセッ ト されます。

大ファ イルサイズは 8MB です。

ログモードを変更できます。

すべての新しいメ ッセージをログファ イルに追加するか、 または既存のログファ イ
ルを上書きするかを選択できます。 デフォルトでは、 追加のオプシ ョ ンが指定され
ています。

ログの記録を開始または停止できます。

デフォル トでは、 eMBox が起動する と ログの記録は開始モードにな り ます。 停止
モードの間は、 メ ッセージは記録されません。

ログファ イルの内容を リセッ トできます。

ク ラ イアン ト コンピュータからログファ イルを読み込むこ とができます。
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このセクシ ョ ンでは、 次の ト ピッ クについて説明します。

490 ページの 「eMBox ログの記録コマンド ラ インク ラ イアン ト を使用する」

490 ページの 「Novell iManager で eMBox ログの記録機能を使用する」

eMBox ログの記録コマンドラインクライアントを使用する

次の表に、 eMBox ログの記録コマンド ラ インク ラ イアン トのオプシ ョ ンを示します。

Novell iManager で eMBox ログの記録機能を使用する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory の保守］ ユーティ リ ティ > ［ログファ イル］ の順にク リ ッ ク します。

3 ログファ イル操作を実行するサーバを指定してから、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4 サーバへの認証を行ってから、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

5 実行するログファ イル操作を選択します。

詳細については、 ［ヘルプ］ をク リ ッ ク して ください

オプション 説明

logstart eMBox ログの記録を開始します。

logstop eMBox ログの記録を停止します。

readlog 現在のログファイルを表示します。

getlogstate 現在の eMBox ログの記録の状態 ( 開始または停止 ) を表

示します。

getloginfo eMBox ログファイルの名前、ログモード ( 追加または上

書き )、 大サイズと現在のサイズを表示します。

setloginfo [-f filename] [-s size in Kilo
bytes] [-a | -o]

次のパラメータを使用して、eMBox ログファイルの名前、

サイズ、ログモード ( 追加または上書き ) を設定します。

-f filename

eMBox ログファイルの名前を設定します。

-s size in KB

ログファイルの 大サイズを設定します。

-a

新しいログメッセージを現在のログメッセージに追加
します。

-o

ログファイルを上書きします。

emptylog サーバログファイルの内容をクリアします。
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18 Novell eDirectory のトラブルシューティング

次のセクシ ョ ンでは、 Novell® eDirectoryTM ソフ ト ウェアに関する問題を解決するための
提案およびリ ソースについて説明します。

491 ページの 「エラーコードの解決」

491 ページの 「オブジェク トの命名」

492 ページの 「eDirectory バージ ョ ン番号の確認」

496 ページの 「eDirectory レプ リ カの問題から回復する」

496 ページの 「eDirectory for Windows サーバが起動しない場合」

497 ページの 「Windows サーバが eDirectory データベースファ イルを開けない場合」

497 ページの 「緊急修復後の Windows での eDirectory の復元」

498 ページの 「ログファ イル」

498 ページの 「LDIF ファ イルの ト ラブルシューティング」

516 ページの 「Linux、 Solaris、 AIX、 および HP-UX での eDirectory の ト ラブル
シューティング」

536 ページの 「ConsoleOne の ト ラブルシューティング」

537 ページの 「破損通知」

543 ページの 「DS がロード されない場合の HTTPSTK へのアクセス」

545 ページの 「SNMP の ト ラブルシューティング」

547 ページの 「コンテナ管理者の eDirectory インス トールの失敗」

547 ページの 「Sun One スキーマの Novell eDirectory への移行」

550 ページの 「ICE を使用した、 アクティブディ レク ト リ スキーマの Novell 
eDirectory への移行」

エラーコードの解決

eDirectory エラーコードの完全な リ ス トおよび説明については、 Novell Error Codes Web
ページ (http://www.novell.com/documentation/japanese/nwec/index.html) を参照してください。

オブジェクトの命名

オブジェク ト名に特殊文字を使用する と、-671ペアレン トがあ り ませんとい うエラーメ ッ
セージが表示されます。 オブジェク ト名には、 次の特殊文字を使用しないでください。

\ /, * ? .
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eDirectory バージョン番号の確認

次のセクシ ョ ンでは、 サーバにインス トールされている eDirectory のバージ ョ ンを確認
する方法を示します。 

492 ページの 「NetWare の場合」

493 ページの 「Windows の場合」

493 ページの 「Linux の場合」

494 ページの 「Solaris の場合」

495 ページの 「AIX の場合」

495 ページの 「HP-UX の場合」

NetWare の場合

ds.nlm またはその他の .nlm を実行する。 

サーバコンソールに、 ds.nlm と入力します。 これによ り、 マーケティング文字列
(Novell eDirectory 8.7 など ) および内部ビルド番号 (DS v10410.xx など ) が表示され
ます。

iMonitor を実行する。 

［エージェン トの概要］ ページで ［認識サーバ］ をク リ ッ ク します。 次に、 ［データ
ベースで認識されているサーバ］の下にある ［認識サーバ］をク リ ッ ク します。［エー
ジェン ト リ ビジ ョ ン］ カラムに各サーバの内部ビルド番号が表示されます。 たとえ
ば、 Novell eDirectory 8.7.1 のエージェン ト リ ビジ ョ ン番号は 10510.64 などです。

iMonitor を実行する方法の詳細については、 173 ページの 「iMonitor へアクセスす
る」 を参照して ください。

nwconfig を実行する。

サーバコンソールで 「nwconfig」 と入力して、 ［製品情報］ を選択します。 インス
トールで登録された eDirectory (NDS® eDirectory 8.5 以降 ) の場合、 インス トール実
行時に登録された eDirectory の情報が表示されます。 通常は、 マーケティング番号
およびビルド番号が一緒に表示されます。たとえば、マーケティングバージ ョ ン eDir
8.5 およびビルドバージ ョ ン 85.01 などのよ うに表示されます。

LDAP に DSTrace を通して環境設定を表示する。 

これは、 ロードを実行するほとんどのユーティ リ テ ィ (DSRepair または DSMerge な
ど ) においても同様です。 この方法で内部ビルド番号が表示されます。

DSTrace の詳細については、『Looking Into the Directory Services Trace (DSTrace) Options
(http://developer.novell.com/research/sections/netmanage/dirprimer/2001/august/spv.htm)』
および 『More on Using the DSTrace Command (http://developer.novell.com/research/
sections/netmanage/dirprimer/2001/septembe/p010901.htm)』 を参照してください。

eDirectory のダウンロードファ イル名を読み込む。 

eDirectory のダウンロードファ イル名は、 通常、 マーケティ ング文字列と一致しま
す。 たとえば、 Novell eDirectory 8.7 のダウンロードファ イル名は edir871.exe です。

コンソールにプロンプ トが表示されたら、 「version」 と入力します。 

これによ り、 eDirectory のバージ ョ ンが表示されます。
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Windows の場合

iMonitor を実行する。 

［エージェン トの概要］ ページで ［認識サーバ］ をク リ ッ ク します。 次に、 ［データ
ベースで認識されているサーバ］の下にある ［認識サーバ］をク リ ッ ク します。［エー
ジェン ト リ ビジ ョ ン］ カラムに各サーバの内部ビルド番号が表示されます。 たとえ
ば、 Novell eDirectory 8.7.1 のエージェン ト リ ビジ ョ ン番号は 10510.64 などです。

iMonitor を実行する方法の詳細については、 173 ページの 「iMonitor へアクセスす
る」 を参照して ください。

NDSCons.exe を実行する。

Windows の ［コン ト ロールパネル］ で、 ［Novell eDirectory Services］ をダブルク リ ッ
ク します。［サービス］ カラムで、ds.dlm を選択し、［設定］ をク リ ッ ク します。［エー
ジェン ト ］ タブに、 マーケティング文字列 (Novell eDirectory 8.7.1 など ) および内部
ビルド番号 (10510.64 など ) が表示されます。

eDirectory ユーティ リ テ ィ を実行する。

ほとんどの eDirectory ユーティ リ テ ィの ［ヘルプ］ メニューには ［バージ ョ ン情報］
オプシ ョ ンがあ り、 該当するユーティ リ テ ィのバージ ョ ン番号 (Merge Graft Utility
10510.35 など ) が表示されます。 内部ビルド番号が、 ユーティ リ テ ィのメ インラベ
ル (DSRepair - Version 10510.37 など ) に表示される場合もあ り ます。

eDirectory ユーテ ィ リ テ ィ (DSMerge または DSRepair など ) をロードするには、
Windows の ［コン ト ロールパネル］ で ［Novell eDirectory Services］ をダブルク リ ッ
ク します。［サービス］カラムで、ユーティ リ テ ィ を選択し、［開始］をク リ ッ ク します。

eDirectory の .dlm ファ イルのプロパティ を表示する。

Windows Explorer の .dlm ファ イルを右ク リ ッ ク し、 ［プロパティ］ ダイアログボッ
クスの ［バージ ョ ン］ タブをク リ ッ ク します。 これによ り、 ユーティ リ テ ィのバー
ジ ョ ン番号が表示されます。 eDirectory の .dlm ファ イルがデフォルトで格納される
場所は、 C:\novell\NDS です。

Linux の場合

ndsstat を実行する。

ndsstatユーティ リ テ ィには、eDirectoryツ リー名、完全識別サーバ名、およびeDirectory
バージ ョ ンなどの eDirectory サーバに関する情報が表示されます。 次の例では、
eDirectory 8.7.1 が製品バージ ョ ン ( マーケティング文字列 ) で、10510.65 がバイナリ
バージ ョ ン ( 内部ビルド番号 ) です。

osg-dt-srv17:/>ndsstat
Tree Name:SNMP-HPUX-RASH
Server Name:.CN=osg-dt-srv17.O=novell.T=SNMP-HPUX-RASH.
Binary Version:10510.65
Root Most Entry Depth:0
Product Version:NDS/Unix - NDS eDirectory v8.7.1 [DS]

ndsstat の実行の詳細については、 559 ページの付録 B、 「Novell eDirectory の UNIX
コマンド とその使用法」 または ndsstat マニュアルページ (ndsstat.1m) を参照して く
ださい。

ndsd --version を実行する。 

ndsd の実行の詳細については、 559 ページの付録 B、 「Novell eDirectory の UNIX コ
マンド とその使用法」または ndsd マニュアルページ (ndsd.1m) を参照して ください。
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iMonitor を実行する。 

［エージェン トの概要］ ページで ［認識サーバ］ をク リ ッ ク します。 次に、 ［データ
ベースで認識されているサーバ］の下にある ［認識サーバ］をク リ ッ ク します。［エー
ジェン ト リ ビジ ョ ン］ カラムに各サーバの内部ビルド番号が表示されます。 たとえ
ば、 Novell eDirectory 8.7.1 のエージェン ト リ ビジ ョ ン番号は 10510.64 などです。

iMonitor を実行する方法の詳細については、 173 ページの 「iMonitor へアクセスす
る」 を参照して ください。

rpm -qi NDSserv を実行する。

このコマンドを入力する と、 ndsd --version に似た情報が表示されます。

Solaris の場合

ndsstat を実行する。

ndsstatユーティ リ テ ィには、eDirectoryツ リー名、完全識別サーバ名、およびeDirectory
バージ ョ ンなどの eDirectory サーバに関する情報が表示されます。 次の例では、
eDirectory 8.7.1 が製品バージ ョ ン ( マーケティング文字列 ) で、10510.65 がバイナリ
バージ ョ ン ( 内部ビルド番号 ) です。

osg-dt-srv17:/>ndsstat
Tree Name:SNMP-HPUX-RASH
Server Name:.CN=osg-dt-srv17.O=novell.T=SNMP-HPUX-RASH.
Binary Version:10510.65
Root Most Entry Depth:0
Product Version:NDS/Unix - NDS eDirectory v8.7.1 [DS]

ndsstat の実行の詳細については、 559 ページの付録 B、 「Novell eDirectory の UNIX
コマンド とその使用法」 または ndsstat マニュアルページ (ndsstat.1m) を参照して く
ださい。

ndsd --version を実行する。 

ndsd の実行の詳細については、 559 ページの付録 B、 「Novell eDirectory の UNIX コ
マンド とその使用法」または ndsd マニュアルページ (ndsd.1m) を参照して ください。

iMonitor を実行する。 

エージェン トの概要ページで ［認識サーバ］ をク リ ッ ク します。次に、 ［データベー
スで認識されているサーバ］ の下にある ［認識サーバ］ をク リ ッ ク します。 ［エー
ジェン ト リ ビジ ョ ン］ カラムに各サーバの内部ビルド番号が表示されます。 たとえ
ば、 Novell eDirectory 8.7.1 のエージェン ト リ ビジ ョ ン番号は 10510.64 などです。

iMonitor を実行する方法の詳細については、 173 ページの 「iMonitor へアクセスす
る」 を参照して ください。

pkginfo -l NDSserv を実行する。

このコマンドを入力する と、 ndsd --version に似た情報が表示されます。
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AIX の場合

ndsstat を実行する。

ndsstatユーティ リ テ ィには、eDirectoryツ リー名、完全識別サーバ名、およびeDirectory
バージ ョ ンなどの eDirectory サーバに関する情報が表示されます。 次の例では、
eDirectory 8.7.1 が製品バージ ョ ン ( マーケティング文字列 ) で、10510.65 がバイナリ
バージ ョ ン ( 内部ビルド番号 ) です。

osg-dt-srv17:/>ndsstat
Tree Name:SNMP-HPUX-RASH
Server Name:.CN=osg-dt-srv17.O=novell.T=SNMP-HPUX-RASH.
Binary Version:10510.65
Root Most Entry Depth:0
Product Version:NDS/Unix - NDS eDirectory v8.7.1 [DS]

ndsstat の実行の詳細については、 559 ページの付録 B、 「Novell eDirectory の UNIX
コマンド とその使用法」 または ndsstat マニュアルページ (ndsstat.1m) を参照して く
ださい。

ndsd --version を実行する。 

ndsd の実行の詳細については、 559 ページの付録 B、 「Novell eDirectory の UNIX コ
マンド とその使用法」または ndsd マニュアルページ (ndsd.1m) を参照して ください。

iMonitor を実行する。 

［エージェン トの概要］ ページで ［認識サーバ］ をク リ ッ ク します。 次に、 ［データ
ベースで認識されているサーバ］の下にある ［認識サーバ］をク リ ッ ク します。［エー
ジェン ト リ ビジ ョ ン］ カラムに各サーバの内部ビルド番号が表示されます。 たとえ
ば、 Novell eDirectory 8.7.1 のエージェン ト リ ビジ ョ ン番号は 10510.64 などです。

iMonitor を実行する方法の詳細については、 173 ページの 「iMonitor へアクセスす
る」 を参照して ください。

HP-UX の場合

ndsstat を実行する。

ndsstatユーティ リ テ ィには、eDirectoryツ リー名、完全識別サーバ名、およびeDirectory
バージ ョ ンなどの eDirectory サーバに関する情報が表示されます。 次の例では、
eDirectory 8.7.1 が製品バージ ョ ン ( マーケティング文字列 ) で、10510.65 がバイナリ
バージ ョ ン ( 内部ビルド番号 ) です。

osg-dt-srv17:/>ndsstat
Tree Name:SNMP-HPUX-RASH
Server Name:.CN=osg-dt-srv17.O=novell.T=SNMP-HPUX-RASH.
Binary Version:10510.65
Root Most Entry Depth:0
Product Version:NDS/Unix - NDS eDirectory v8.7.1 [DS]

ndsstat の実行の詳細については、 559 ページの付録 B、 「Novell eDirectory の UNIX
コマンド とその使用法」 または ndsstat マニュアルページ (ndsstat.1m) を参照して く
ださい。

ndsd --version を実行する。 

ndsd の実行の詳細については、 559 ページの付録 B、 「Novell eDirectory の UNIX コ
マンド とその使用法」または ndsd マニュアルページ (ndsd.1m) を参照して ください。
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iMonitor を実行する。 

［エージェン トの概要］ ページで ［認識サーバ］ をク リ ッ ク します。 次に、 ［データ
ベースで認識されているサーバ］の下にある ［認識サーバ］をク リ ッ ク します。［エー
ジェン ト リ ビジ ョ ン］ カラムに各サーバの内部ビルド番号が表示されます。 たとえ
ば、 Novell eDirectory 8.7.1 のエージェン ト リ ビジ ョ ン番号は 10510.64 などです。

iMonitor を実行する方法の詳細については、 173 ページの 「iMonitor へアクセスす
る」 を参照して ください。

eDirectory レプリカの問題から回復する

eDirectory では、 Novell の強力なディ レク ト リサービス、 および複製による障害対策が
提供されています。複製によ り、eDirectory データベースまたはその一部のコピーを、複
数のサーバで同時に保持できます。

eDirectory パーティシ ョ ンのレプ リ カは、常に複数作成しておいてください。 レプ リ カを
複数作成しておく こ とで、 あるレプ リ カがハードディ スクの故障で破損した り失われた
り した場合でも、ConsoleOne® または Novell iManager を使用してそのレプリカを削除し、
破損していないレプリ カから作成した新しいレプリ カに置き換えるこ とができます。

レプリカの削除の詳細については、 122 ページの 「レプ リ カを削除する」 を参照してくだ
さい。

eDirectory for Windows サーバが起動しない場合

Windows サーバのブート時に eDirectory サーバが起動に失敗する と、 サービスの開始に
失敗したこ とを示すメ ッセージが通知されます。

他に eDirectory データベースのレプリ カがない場合、 ユーザはログインできません。

他にレプリ カがある場合は、 ログインが遅くな り ます。 また、 これらのレプ リ カを保持
しているサーバ上に通信エラーおよび同期エラーが表示されます。

Windows レジス ト リ内の eDirectory サーバエン ト リが編集されたか、Windows レジス
ト リが破損している可能性があ り ます。

eDirectory データベースファ イルが破損しているか、 削除された可能性があ り ます。

他のサービスが開始されていないために eDirectory サーバが起動できない場合、［ス
ター ト ］ > ［プログラム］ > ［管理ツール］ > ［イベン ト ビューア］ の順にク リ ッ ク
して詳細を参照できます。

eDirectory サーバを起動する前に、他の必要なサービスにおける問題を解決する必要
があ り ます。

レジス ト リ または eDirectory 実行可能ファ イルが、破損しているか失われています。
システムディ レク ト リにある SAMMIG ユーティ リ テ ィ を実行します。［Windows NT
上の NDS のアンインス トール］ を選択し、 NT ド メ インに新しい eDirectory 情報を
追加します。 操作を続行してアンインス トールを完了します。 次に、 sammig.exe を
再起動し、 eDirectory のインス トールへ進みます。

データベースファイルが、破損しているか削除されています。NTサーバ上で eDirectory
サーバが起動しているのに、 サービスが eDirectory データベースファイルを開く こ と
ができない場合は、 497 ページの 「Windows サーバが eDirectory データベースファ イ
ルを開けない場合」 を参照してください。

eDirectory サーバがハブまたはスイ ッチに接続されていないか、クロスケーブルを使
用してワークステーシ ョ ンに直接接続されていません。 サーバをハブまたはスイ ッ
チに接続して ください。
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Windows サーバが eDirectory データベースファイルを開けない場合

eDirectory サーバがデータベースファ イルを開けない場合、 Windows サーバ上で、 これ
を示すメ ッセージが通知されます。

他にデータベースのレプリ カがない場合、 ユーザはログインできません。

他にレプリ カがある場合は、 ログインが遅くな り ます。 また、 これらのレプ リ カを保持
しているサーバ上に通信エラーおよび同期エラーが表示されます。

NT/2000 サーバ上のディ スクエラーのため、 データベースファ イルが破損している
可能性があ り ます。

他のユーザによ り、1つまたは複数のデータベースファ イルが削除された可能性があ
り ます。

他に eDirectory データベースのレプリ カがある場合は、 次の手順を実行します。

1 管理ワークステーシ ョ ンから Novell iManager を起動します。

2 破損したレプ リ カをレプ リ カ リ ングから削除します。

詳細については、 122 ページの 「レプ リ カを削除する」 を参照して ください。

3 sammig.exe ユーティ リ テ ィ を NT サーバ上のシステムディ レク ト リ ( 通常は、
c:\winnt\system32) から実行するか、 ［スタート ］ メニュー ( ［スター ト ］ > ［プログ
ラム］ > ［管理ツール ( 共通 )］ > ［Migration Tool for NetWare］ ) から実行します。

4 eDirectory サーバ上に新しいレプリ カを作成するオプシ ョ ンを選択します。

この eDirectory サーバだけにパーティシ ョ ンのレプ リ カがある場合は、 次の手順を実行
します。

1 sammig.exe ユーティ リ テ ィ を NT サーバ上のシステムディ レク ト リ ( 通常は、
c:\winnt\system32) から実行するか、 ［スタート ］ メニュー ( ［スター ト ］ > ［プログ
ラム］ > ［管理ツール ( 共通 )］ > ［Migration Tool for NetWare］ ) から実行します。

2 ［Windows 上の NDS のアンインス トール］を選択して、移行前の Windows ド メ インの
状態に戻します。 

3 操作を続行してアンインス トールを完了します。 

4 Migration Tool for NetWare を再起動し、Windows に eDirectory をインス トールします。

5 ユーザオブジェク ト を NT/2000 ド メ インから eDirectory ツ リーへ移動します。

緊急修復後の Windows での eDirectory の復元

Windoｗs サーバ上で緊急修復をする以外に選択の余地がない場合があ り ます。 このと
き、 緊急修復ディ スクがない場合や、 緊急修復ディ スクが eDirectory のインス トール前
に作成されたものである場合、 eDirectory ク ラ イアン ト と レジス ト リ設定は削除されま
す。 nds4nter.exe ユーティ リ ティで必要なレジス ト リ設定を復元して、 eDirectory ファ イ
ルを再ロードできます。

\i386\goodies ディ レク ト リから、 nds4nter.exe を実行します。

緊急修復が完了したら、 CD から緊急修復ユーティ リティを実行します。 ユーティ リティ
は 初にレジス ト リ設定をいくつか復元し、 それから eDirectory のインス トールを起動し
ます。 インス トールプログラムによってファイルがコピーされたら、再起動オプシ ョ ンを
選択する必要があり ます。 再起動後、 ユーザは移行されたド メ インにアクセスできます。
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ログファイル

このセクシ ョ ンには、 次のログファ イルに関する情報が含まれています。

498 ページの 「modschema.log」

498 ページの 「dsinstall.log」

modschema.log

modschema.log ファ イルには、eDirectory サーバを既存のツ リーにインス トールする と き
に適用されるすべてのスキーマ拡張の結果が含まれています。 ログの各行は、 どのク ラ
スまたは属性が追加または変更されたか、 および更新の試行のステータスを示します。

このログは、 インス トール処理を実行するたびに、 作成されるか上書きされます。 した
がって、 このログは、 後に行われた試行の結果だけを表し ます。 このロ グには、
eDirectory スキーマ拡張に加えて、 新しい eDirectory サーバを追加する前に DSINSTALL
フロン トエンドによって適用された他のスキーマ拡張 (LDAP、SAS など ) の結果も含ま
れます。

スタンドアロンサーバをインス トールする場合またはターゲッ トサーバのeDirectoryバー
ジ ョ ンが 7.01 以降である場合は、 このログは生成されません。

dsinstall.log

ログの 初の部分は、設定されている環境変数を表示します。2番目の部分には、eDirectory
インス トール処理を記録するステータス メ ッセージが含まれています。

LDIF ファイルのトラブルシューティング

Novell インポート / エクスポート変換ユーティ リティを使用すると、eDirectory との間での
LDIF ファイルのインポートおよびエクスポートが簡単になり ます。詳細については、 131
ページの 「Novell インポート / エクスポート変換ユーティ リ テ ィ」 を参照してください。

LDIF インポート を正し く機能させるには、 Novell インポート / エクスポート変換ユー
ティ リ ティが読み込み、 および処理できる LDIF ファ イルを 初に作成する必要があ り
ます。このセクシ ョ ンでは、LDIF ファ イル形式および構文について説明し、正しい LDIF
ファ イルの例を示します。

LDIF について

LDIF は、 広く一般的に使用されているファ イル形式で、 ディ レク ト リ情報およびディ
レク ト リで実行可能な変更操作について記述します。 LDIF は、 実際のディ レク ト リ内
で使用されている記憶フォーマッ ト とは完全に独立していて、 通常は、 LDAP サーバと
の間でディ レク ト リ情報をエクスポート またはインポートするために使用します。

一般的に、 LDIF は簡単に生成できます。 そのため、 awk や perl などのツールを使用し
て、 固有の形式のデータを LDAP ディ レク ト リに移動できます。 また、 LDIF 形式でテ
ス トデータを生成するスク リプ ト を作成するこ と もできます。
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LDIF ファイル形式

Novell インポート /エクスポート変換ユーティ リティ を使用してインポートするファイル
の形式は、LDIF 1 である必要があり ます。次に LDIF 1 形式のファイルの基本ルールを示
します。

コ メン ト行以外の第 1 行目には、 「version: 1」 と記述します。

バージ ョ ンの指定の後に、 1 つ以上のレコードを定義します。

各レコードは、 フ ィールドで構成されます。 1 行に 1 フ ィールドずつ指定します。

各行は、 改行またはキャ リ ッジ リ ターンと改行の組み合わせのどちらかで区切られ
ます。

レコードは、 1 行以上の空白行で区切られます。

LDIF レコードには、内容レコード と変更レコードの 2 つのタイプがあ り ます。LDIF
ファ イルに記述するレコード数に制限はあ り ませんが、 記述されたすべてのレコー
ドのタイプが一致している必要があ り ます。 同じ LDIF ファ イル内に、 内容レコー
ド と変更レコードの両方を記述するこ とはできません。

シャープ記号 (#) で始まる行はコ メン ト行です。この行は、LDIF ファ イルの処理時に
は無視されます。

LDIF 内容レコード

LDIF 内容レコードは、エン ト リ全体の内容を表します。次に、 4 つの内容レコードが定
義された LDIF ファ イルの例を示します。

 1  version: 1
 2  dn: c=US
 3  objectClass: top
 4  objectClass: country
 5 
 6  dn: l=San Francisco, c=US
 7  objectClass: top
 8  objectClass: locality
 9  st: San Francisco
10
11 dn: ou=Artists, l=San Francisco, c=US
12 objectClass: top
13 objectClass: organizationalUnit
14 telephoneNumber: +1 415 555 0000
15 
16 dn: cn=Peter Michaels, ou=Artists, l=San Francisco, c=US
17 sn: Michaels
18 givenname: Peter
19 objectClass: top
20 objectClass: person
21 objectClass: organizationalPerson
22 objectClass: iNetOrgPerson
23 telephonenumber: +1 415 555 0001
24 mail: Peter.Michaels@aaa.com
25 userpassword: Peter123
26

この LDIF ファ イルは、 次の部分から構成されています。
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LDIF 変更レコード

LDIF 変更レコードには、ディ レク ト リに加えられる変更が記述されます。LDAP の更新
操作 (追加、削除、変更、およびDNの変更 )はすべて、LDIF変更レコードに記述できます。

LDIF 変更レコードでは、LDIF 内容レコード と同じ形式の識別名指定子、属性値指定子、
およびレコード区切り記号を使用します ( 詳細については、 499 ページの 「LDIF 内容レ
コード」 を参照して ください )。 LDIF 内容レコード との違いは、 LDIF 変更レコードに
は changetype フ ィールドがあるこ とです。 changetype フ ィールドは、 変更レコードが指
定する操作を識別します。

changetype フ ィールドは、 次の 5 つの形式のいずれかをと る必要があ り ます。

コンポーネント 説明

バージョン指定子 LDIF ファイルの第 1 行目にはバージョンが記述されます。コロンと

バージョン番号 ( 現在の定義は 1) の間には、1 つ以上のスペースを

指定できますが、スペースを指定しなくても問題はありません。

バージョンを指定した行がない場合、LDIF ファイルを処理するアプ

リケーションはそのファイルのバージョンを 0 とみなすことができ

ます。また、構文エラーとして LDIF ファイルが拒否される可能性も

あります。LDIF を処理する Novell のユーティリティは、バージョン

を指定する行がない場合、ファイルのバージョンを 0 とみなします。

識別名指定子 各内容レコードの先頭の行 ( この例では、2、6、11、および 16 行目 )
には、そのレコードが表すエントリの DN( 識別名 ) を指定します。

DN 指定子は、次の 2 つのどちらかの形式をとる必要があります。

dn:safe_UTF-8_distinguished_name

dn::Base64_encoded_distinguished_name

行区切り記号 行区切り記号としては、改行、またはキャリッジリターンと改行の
組み合わせのどちらかを使用できます。これにより、行区切りとし
て改行を使用する Linux および Solaris テキストファイルと、キャ

リッジリターンと改行の組み合わせを使用する MS-DOS* および

Windows テキストファイルとの間の非互換性を解決できます。

レコード区切り記号 レコード区切りとしては、空白行 ( この例では 5、10、15 および 26
行目 ) を使用します。

LDIF ファイル内の各レコード ( 後のレコードも含む ) の終わりに

は、レコード区切り記号として 1 行以上の空白行を挿入する必要が

あります。一部のアプリケーションでは、レコード区切りを指定し
ていない LDIF ファイルもそのまま受け入れられますが、LDIF の仕

様ではレコード区切りは必須です。

属性値指定子 内容レコード内のその他すべての行は、値指定子です。値指定子は、
次の 3 つの形式のいずれかをとる必要があります。 

属性の記述 :value

属性の記述 ::Base64_encoded_value

属性の記述 :< URL
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「追加」変更タイプ

追加変更レコードは、内容変更レコード (499 ページの 「LDIF 内容レコード」 を参照 ) に、
changetype: add フィールドを属性値フィールドの直前に追加したものと同じです。

すべてのレコードのタイプが一致している必要があ り ます。内容レコード と変更レコー
ドを同じファ イルに記述するこ とはできません。

 1 version: 1
 2 dn: c=US
 3 changetype: add
 4 objectClass: top
 5 objectClass: country
 6 
 7 dn: l=San Francisco, c=US
 8 changetype: add
 9 objectClass: top
10 objectClass: locality
11 st: San Francisco
12
14 dn: ou=Artists, l=San Francisco, c=US
15 changetype: add
16 objectClass: top
17 objectClass: organizationalUnit
18 telephoneNumber: +1 415 555 0000
19 
20 dn: cn=Peter Michaels, ou=Artists, l=San Francisco, c=US
21 changetype: add
22 sn: Michaels
23 givenname: Peter
24 objectClass: top
25 objectClass: person
26 objectClass: organizationalPerson
27 objectClass: iNetOrgPerson
28 telephonenumber: +1 415 555 0001
29 mail: Peter.Michaels@aaa.com
30 userpassword: Peter123
31

形式 説明

changetype:add この変更レコードで LDAP の追加操作が指定されていることを示す

キーワードです。

changetype:delete この変更レコードで LDAP の削除操作が指定されていることを示す

キーワードです。

changetype:moddn この変更レコードで、LDIF プロセッサがバージョン 3 クライアント

として LDAP サーバにバインドされている場合は LDAP の DN 変更操

作が、バージョン 2 クライアントとして LDAP サーバにバインドされ

ている場合は RDN 変更操作が指定されていることを示すキーワード

です。

changetype:modrdn moddn 変更タイプと同義です。

changetype:modify この変更レコードで LDAP の変更操作が指定されていることを示す

キーワードです。
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「削除」変更タイプ

削除変更レコードはエン ト リの削除を指定するので、削除変更レコードに必要なフ ィー
ルドは識別名指定子と 「削除」 変更タイプだけです。 

次に、 501 ページの 「「追加」 変更タイプ」 の LDIF ファ イルで作成した 4 つのエン ト リ
を削除する LDIF ファ イルの例を示します。 
重要 : 以前に追加したエントリを削除するには、エントリの指定順序を逆にする必要があります。順序を逆

にしないと、コンテナ内のエントリが空でないため削除操作が失敗します。

 1 version: 1
 2 dn: cn=Peter Michaels, ou=Artists, l=San Francisco, c=US
 3 changetype: delete
 4
 5 dn: ou=Artists, l=San Francisco, c=US
 8 changetype: delete
 9
10 dn: l=San Francisco, c=US
11 changetype: delete
12
13 dn: c=US
14 changetype: delete
15

「変更」変更タイプ

「変更」 変更タイプでは、 すでに存在するエン ト リに対して属性値の追加、 削除、 および
置換を指定できます。変更指定子は、次の 3 つの形式のいずれかをと る必要があり ます。

エレメント 説明

add: 属性タイプ この属性タイプに対する後続の属性値指定子がエントリに
追加されるように指定する必要があることを示すキーワー
ドです。

delete: 属性タイプ この属性タイプの値が削除されることを示すキーワードで
す。delete フィールドの後に属性値指定子が続く場合は、そ

の指定された値が削除されます。 

delete フィールドの後に属性値指定子がない場合は、すべて

の値が削除されます。属性に値がない場合、この操作は失敗
しますが、属性には削除する値がないので結果的にはこの操
作が成功したときと同じです。

replace: 属性タイプ 属性タイプの値が置き換えられることを示すキーワードで
す。replace フィールドに続く属性値指定子が、その属性タ

イプの新しい値になります。 

replace フィールドの後に属性値指定子がない場合は、現在

の値のセットが空の値のセットに置き換えられます ( 結果的

に、属性が削除されます )。delete 変更指定子とは異なり、

属性に値が設定されていない場合でもreplaceは成功します。

どちらの場合も実際に得られる結果は同じです。
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次の 「変更」 変更タイプの例では、 cn=Peter Michaels エン ト リに別の電話番号を追加し
ます。

 1 version: 1
 2 dn: cn=Peter Michaels, ou=Artists, l=San Francisco, c=US
 3 changetype: modify
 4 # add the telephone number to cn=Peter Michaels
 4 add: telephonenumber
 5 telephonenumber: +1 415 555 0002
 6

1 つの LDAP 変更要求にさまざまな変更を組み合わせて指定できるのと同じよ うに、 1
つの LDIF レコードに複数の変更指定子を指定できます。ハイフン (-) だけが記述されて
いる行は、 各変更指定子に対する属性値指定の終わり を示します。

次の LDIF ファ イルの例では、 複数の変更を組み合わせて指定しています。

 1 version: 1
 2
 3 # An empty line to demonstrate that one or more
 4 # line separators between the version identifier 
 5 # and the first record is legal.
 6
 7 dn: cn=Peter Michaels, ou=Artists, l=San Francisco, c=US
 8 changetype: modify
 9 # Add an additional telephone number value.
10 add: telephonenumber
11 telephonenumber: +1 415 555 0002
12 -
13 # Delete the entire fascimiletelephonenumber attribute.
14 delete: facsimileTelephoneNumber
15 -
16 # Replace the existing description (if any exists) 
17 # with two new values.
18 replace: description
19 description: guitar player
20 description: solo performer
21 -
22 # Delete a specific value from the telephonenumber 
23 # attribute.
24 delete: telephonenumber
25 telephonenumber: +1 415 555 0001
26 -
27 # Replace the existing title attribute with an empty 
28 # set of values, thereby causing the title attribute to 
29 # be removed.
30 replace: title
31 -
32
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「DN 変更」変更タイプ

「DN 変更」 変更タイプでは、 エン ト リの リネーム、 移動、 またはその両方ができます。
この変更タイプは、2つの必須フィールド と 1つのオプシ ョ ンフ ィールドで構成されます。

次の 「DN 変更」 変更タイプの例で、 エン ト リの名前を変更する方法を示します。

 1 version: 1
 2 
 3 # Rename ou=Artists to ou=West Coast Artists, and leave
 4 # its old RDN value.
 5 dn: ou=Artists,l=San Francisco,c=US
 6 changetype: moddn
 7 newrdn: ou=West Coast Artists
 8 deleteoldrdn: 1
 9

次の 「DN 変更」 変更タイプの例で、 エン ト リ を移動する方法を示します。

 1 version: 1
 2
 3 # Move cn=Peter Michaels from 
 4 # ou=Artists,l=San Francisco,c=US to 
 5 # ou=Promotion,l=New York,c=US and delete the old RDN.

フィールド 説明

newrdn ( 必須 ) このレコードの処理の実行中にエントリに割り当てられる新しい名前
を指定します。新規 RDN(newrdn) 指定子は、次の 2 つのどちらかの形

式をとる必要があります。

newrdn:safe_UTF-8_relative_distinguished_name

newrdn::Base64_encoded_relative_ distinguished_name

新規 RDN 指定子は、「DN 変更」変更タイプが指定されたすべての LDIF
レコードで指定されている必要があります。

deleteoldrdn ( 必須 ) 旧 RDN 削除 (deleteoldrdn) 指定子は、古い RDN を newrdn( 新規 RDN)
に置き換えるか、残しておくかを指定するフラグです。これは、次の
2 つのどちらかの形式をとります。

deleteoldrdn: 0

リネーム後も古い RDN の値をエントリ内に残しておくことを指定

します。

deleteoldrdn: 1

エントリのリネーム後に古い RDN の値を削除することを指定し

ます。

newsuperior ( オプション ) 新規スーペリア (newsuperior) 指定子は、この DN 変更レコードの処理

時にエントリに割り当てる新しいペアレントの名前を指定します。新
規スーペリア指定子は、次の 2 つのどちらかの形式をとります。

newsuperior:safe_UTF-8_distinguished_name

newsuperior::Base64_encoded_distinguished_ name

新規スーペリア指定子は、「DN 変更」変更タイプが指定された LDIF
レコードでオプションとして使用できます。これは、エントリのペア
レントを変更する場合のみ指定します。
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 5 dn: cn=Peter Michaels,ou=Artists,l=San Francisco,c=US
 6 changetype: moddn
 7 newrdn: cn=Peter Michaels
 8 deleteoldrdn: 1
 9 newsuperior: ou=Promotion,l=New York,c=US
10

次の 「DN 変更」 変更タイプの例では、 エン ト リ を移動し、 同時に名前を変更する方法
を示します。

 1 version: 1
 2
 3 # Move ou=Promotion from l=New York,c=US to
 4 # l=San Francisco,c=US and rename it to 
 5 # ou=National Promotion.
 5 dn: ou=Promotion,l=New York,c=US
 6 changetype: moddn
 7 newrdn: ou=National Promotion
 8 deleteoldrdn: 1
 9 newsuperior: l=San Francisco,c=US
10

重要 : LDAP 2 の RDN 変更操作では、エントリの移動はサポートされません。LDAP 2 クライアントで LDIF
newsuperior 構文を使用してエントリを移動しようとすると、その要求は失敗します。

LDIF ファイル内での行の折り返し

LDIF ファイル内で行を折り返すには、行を折り返したい場所で単に行区切り記号 ( 改行、
またはキャ リ ッジ リ ターンと改行の組み合わせ ) を挿入し、 その後にスペースを追加し
ます。行の先頭にスペースがある場合、 LDIF パーサではスペースの後のデータ とその前
の行のデータを結合して解析します。 したがって、 先頭のスペースは無視されます。

マルチバイ トの UTF-8 文字の途中では、 行を折り返さないでください。

次に、 行の折り返しを含む (13 および 14 行目 )LDIF ファ イルの例を示します。

 1 version: 1
 2 dn: cn=Peter Michaels, ou=Artists, l=San Francisco, c=US
 3 sn: Michaels
 4 givenname: Peter
 5 objectClass: top
 6 objectClass: person
 7 objectClass: organizationalPerson
 8 objectClass: iNetOrgPerson
 9 telephonenumber: +1 415 555 0001
10 mail: Peter.Michaels@aaa.com
11 userpassword: Peter123
12 description: Peter is one of the most popular music
13 ians recording on our label.He's a big concert dr
14 aw, and his fans adore him.
15

LDIF ファイル内でのハッシュ化パスワードの表記

LDIF ファ イル内では、 ハッシュ化パスワードは Base64 データ と して表記されます。 属
性名 userpassword に続けて、パスワードをハッシュ化するために使用される暗号化方式
の名前を記述する必要があ り ます。 この名前は、 次に示すよ うに中カッコ 「{}」 で囲ん
で記述します。
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例 1

SHA ハッシュ化パスワードの場合 :

1 version: 1

2 dn: cn=Peter Michaels, ou=Artists, l=San Francisco, c=US

3 sn: Michaels

4 userpassword: {SHA}xcbdh46ngh37jsd0naSFDedjAS30dm

5 objectclass: inetOrgPerson

例 2

SSHA ハッシュ化パスワードの場合 :

1 version: 1

2 dn: cn=Peter Michaels, ou=Artists, l=San Francisco, c=US

3 sn: Michaels

4 userpassword: {SSHA}sGs948DFGkakdfkasdDF34DF4dS3skl5DFS

5 objectclass: inetOrgPerson

例 3

Digest MD5 ハッシュ化パスワードの場合 :

1 version: 1

2 dn: cn=Peter Michaels, ou=Artists, l=San Francisco, c=US

3 sn: Michaels

4 userpassword: {MD5}a45lkSDF234SDFG62dsfsf2DG2QEvgdmnk430

5 objectclass: inetOrgPerson

LDIF ファイルのデバッグ

LDIF ファ イルで問題が発生した場合、 次のこ とを考慮して ください。

506 ページの 「前方参照を有効化する」

509 ページの 「LDIF ファ イルの構文のチェッ ク」

510 ページの 「LDIF エラーファイルを使用する」

511 ページの 「LDAP SDK デバッギングフラグを使用する」

前方参照を有効化する

LDIF ファ イルで、 あるエン ト リ を追加するレコードを、 そのエン ト リのペアレン ト を
追加するレコードの前に記述してしま う場合があ り ます。 この場合、 LDAP サーバが新
しいエン ト リ を追加し よ う とする と、 そのエン ト リ のペアレン トが存在しないためエ
ラーが発生します。 

この問題は、 前方参照の使用を有効にするだけで解決できます。 前方参照の作成を有効
にする と、 エン ト リ を作成する と きにそのペアレン トがまだ存在していない場合でも、
このペアレン ト用に前方参照というプレースホルダが作成されるため、エン ト リ を正常
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に作成できます。 後の処理でペアレン トが作成される と、 前方参照は通常のエン ト リに
変更されます。

LDIF のインポートが完了した後でも、 1 つ以上の前方参照が残っている場合があり ます
( たとえば、LDIF ファ イルでエン ト リのペアレン トが作成されなかった場合など )。 この
場合、 前方参照は ConsoleOne および iManager に不明オブジェク ト と して表示されます。
前方参照エン ト リ を検索するこ とはできますが、 前方参照エン ト リには属性も属性値も
ないため、 objectClass 以外の属性を読み込むこ とはできません。 ただし、 前方参照の下
に位置する実オブジェク トエン ト リ上では、 すべての LDAP 操作が正常に機能します。

前方参照エントリを識別する

前方参照エン ト リは「不明」のオブジェク ト ク ラスを持ち、また、内部 NDS EF_REFERENCE
エン ト リにフラグが設定されています。 ConsoleOne および iManager では、 「不明」 のオブ
ジェク ト ク ラスを持つエン ト リは、中央に疑問符が表示される丸い黄色のアイコンで示さ
れます。LDAP を使用して不明オブジェク ト ク ラスのオブジェク ト を検索するこ と もでき
ますが、現時点では LDAP からエン ト リ フラグの設定にアクセスしてそれが前方参照エン
ト リであるこ とを確認する方法はあり ません。

前方参照エントリを通常オブジェクトへ変更する

(LDIF ファ イルまたは LDAP ク ラ イアン ト リ クエス ト などを使用して ) オブジェク ト を
作成するだけで、 前方参照エン ト リ を通常のオブジェク ト に変更できます。 eDirectory
で作成するよ うに指定したエン ト リ が前方参照と してすでに存在する場合、 eDirectory
では既存の前方参照エン ト リが、 作成を指定したオブジェク トに変換されます。

Novell eDirectory インポート / エクスポート変換ウィザードを使用する

LDIF のインポート時に前方参照を有効にするには、 次の手順に従って ください。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory の保守］ > ［インポート / エクスポート変換ウ ィザード］ の順にク リ ッ ク
します。

3 ［ディ スク上のファイルからデータをインポート ］ をク リ ッ ク し、 ［次へ］ をク リ ッ ク
します。

4 インポートするファ イルのタイプに LDIF を指定します。

5 インポートするデータを含むファイルの名前と適切なオプシ ョ ンを指定して、
［次へ］ をク リ ッ ク します。

6 データをインポートする LDAP サーバを指定します。

7 次の表に示すよ うに、 適切なオプシ ョ ンを追加します。

オプション 説明

サーバの DNS 名 /IP アドレス 相手 LDAP サーバの DNS 名または IP アドレス

ポート 相手 LDAP サーバのポート番号 ( 整数 )

DER ファイル SSL 認証に使用するサーバキーが格納されている DER ファイ

ルの名前

ログイン方法 「認証ログイン」または「匿名ログイン」(［ユーザ DN］フィー

ルドに指定したエントリのログイン方法 )
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8 ［詳細設定］ で、 ［前方参照を許可する］ をク リ ッ ク します。

9 ［次へ］ > ［完了］ の順にク リ ッ ク します。

データをデータサーバへ移行する と きに前方参照を有効にするには、次の手順に従って
ください。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory の保守］ > ［インポート / エクスポート変換ウ ィザード］ の順にク リ ッ ク
します。

3 ［サーバ間でデータを移行］ > ［次へ］ の順にク リ ッ ク します。

4 移行するエン ト リが格納されている LDAP サーバを指定します。

5 次の表に示すよ うに、 適切なオプシ ョ ンを追加します。

6 ［詳細設定］ で、 ［前方参照を許可する］ をク リ ッ ク します。

7 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

8 移行するエン ト リの検索条件を次のよ うに指定します。

ユーザ DN サーバによって指定されたバインド操作に使用するエントリ
の識別名

パスワード ［ユーザ DN］フィールドで指定したエントリのパスワード属性

オプション 説明

サーバの DNS 名 /IP アドレス ソース LDAP サーバの DNS 名または IP アドレス

ポート ソース LDAP サーバのポート番号 ( 整数 )

DER ファイル SSL認証に使用するサーバキーが格納されているDERファ

イルの名前

ログイン方法 「認証ログイン」または「匿名ログイン」(［ユーザ DN］

フィールドに指定したエントリのログイン方法 )

ユーザ DN サーバによって指定されたバインド操作に使用するエント
リの識別名

パスワード ［ユーザ DN］フィールドで指定したエントリのパスワード

属性

オプション 説明

ベース DN 検索リクエストのベース識別名

このフィールドを指定しなかった場合、デフォルトのベース DN である

""( 空の文字列 ) が使用されます。

スコープ 検索リクエストのスコープ

オプション 説明
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9 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

10 データを移行する LDAP サーバを指定します。

11 ［次へ］ > ［完了］ の順にク リ ッ ク します。

注 : スキーマが各 LDAP サービスで整合性を保っていることを確認します。

Novell インポート / エクスポート変換ユーティリティのコマンドラインインタフェースの
使用

コマンド ラ インインタフェースで前方参照を有効にするには、- F LDAP ターゲッ トハン
ド ラオプシ ョ ンを使用します。

詳細については、 138 ページの 「LDIF ターゲッ トハンド ラのオプシ ョ ン」 を参照して く
ださい。

LDIF ファイルの構文のチェック

ファ イル内のレコードを処理する前に、 ［操作を表示するが実行しない］ LDIF ソースハ
ンド ラオプシ ョ ンを使用して LDIF ファ イルの構文をチェッ クできます。

LDIF ソースハンド ラでは、 LDIF ファ イル内のレコードを処理する と きに常に構文が
チェッ ク されます。 このオプシ ョ ンを使用する と、 レコードの処理を無効にして構文を
検証できます。

Novell eDirectory インポート / エクスポート変換ウィザードを使用する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory の保守］ > ［インポート / エクスポート変換ウ ィザード］ の順にク リ ッ ク
します。

3 ［ディ スク上のファイルからデータをインポート ］ をク リ ッ ク し、 ［次へ］ をク リ ッ ク
します。

4 インポートするファ イルのタイプに LDIF を指定します。

5 インポートするデータが含まれているファ イルの名前を指定し、 適切なオプシ ョ ン
を指定します。

6 詳細設定で、 ［操作を実行せずに表示］ をク リ ッ ク し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

7 データをインポートする LDAP サーバを指定します。

8 次の表に示すよ うに、 適切なオプシ ョ ンを追加します。

フィルタ RFC 2254 準拠の検索フィルタ

デフォルトは「objectclass=*」です。

属性 検索エントリごとに取得する属性

オプション 説明

サーバの DNS 名 /IP アドレス 相手 LDAP サーバの DNS 名または IP アドレス

ポート 相手 LDAP サーバのポート番号 ( 整数 )

オプション 説明
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9 ［次へ］ > ［完了］ の順にク リ ッ ク します。

Novell インポート / エクスポート変換ユーティリティのコマンドラインインタフェースの
使用

コマン ド ラ インインタフェースで LDIF ファ イルの構文をチェ ッ クするには、- n LDIF
ソースハンド ラオプシ ョ ンを使用します。

詳細については、138 ページの「LDIF ソースハンド ラのオプシ ョ ン」を参照してください。

LDIF エラーファイルを使用する

Novell インポート / エクスポート変換ユーティ リ ティは、 ターゲッ トハンド ラによる処
理に失敗したレコードをすべて リ ス ト した LDIF ファ イルを自動的に作成します。 ユー
ティ リ ティによって生成された LDIF エラーファイルを編集してエラーを修正し、 サー
バに再適用するこ とで、失敗したレコードに含まれているインポート またはデータの移
行を完了できます。

Novell eDirectory インポート / エクスポートウィザードを使用する

この機能は ConsoleOne のみで使用できます。

1 ConsoleOne で、［ウ ィザード］ > ［NDS インポート / エクスポート ］の順にク リ ッ ク し
ます。

2 実行するタスクをク リ ッ ク します。

3 ［詳細］ をク リ ッ ク します。

4 ［ログファ イル］フ ィールドに、出力メ ッセージ ( エラーメ ッセージを含む ) を記録す
るファ イル名を指定します。

5 ［失敗したレコードの LDIF 出力ファイル］ フ ィールドに、失敗したエン ト リ を LDIF
形式で出力するファ イル名を指定します。 

このファ イルは、 エラーの確認や訂正に使用できます。 このファ イルを修正 ( 訂正 )
して、 も う一度ディ レク ト リに適用するこ と もできます。

6 ［閉じる］ をク リ ッ ク します。

7 表示される指示に従って、 選択したタスクを完了します。

DER ファイル SSL 認証に使用するサーバキーが格納されている DER ファイ

ルの名前

ログイン方法 「認証ログイン」または「匿名ログイン」(［ユーザ DN］フィー

ルドに指定したエントリのログイン方法 )

ユーザ DN サーバによって指定されたバインド操作に使用するエントリ
の識別名

パスワード ［ユーザDN］フィールドで指定したエントリのパスワード属性

オプション 説明
510   Novell eDirectory 8.7.3 管理ガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
Novell インポート / エクスポート変換ユーティリティのコマンドラインインタフェースの
使用

コマン ド ラ インユーテ ィ リ テ ィでエラーログオプシ ョ ンを設定するには、- l 一般オプ
シ ョ ンを使用します。

詳細については、 136 ページの 「一般オプシ ョ ン」 を参照して ください。

LDAP SDK デバッギングフラグを使用する

一部の LDIF の問題を理解するには、LDAP ク ラ イアン ト SDK がどのよ うに機能するか
を理解する必要があ り ます。 LDAP ソースハンド ラ、 LDAP ターゲッ トハンド ラ、 また
はその両方に、 次のデバッギングフラグを設定できます。

この機能を有効にするには、LDAP ソースハンド ラおよびターゲッ トハンド ラで- e オプ
シ ョ ンを使用します。 -e オプシ ョ ンに指定する整数の値は、 LDAP SDK でさまざまな種
類のデバッグ情報を有効にするビッ トマスクです。

詳細については、 139 ページの 「LDAP ソースハンド ラのオプシ ョ ン」 および 141 ペー
ジの 「LDAP ターゲッ トハンド ラのオプシ ョ ン」 を参照して ください。

値 説明

0x0001 LDAP ファンクションコールをトレースします。

0x0002 パケットに関する情報を出力します。

0x0004 引数に関する情報を出力します。

0x0008 接続情報を出力します。

0x0010 BER のエンコーディングおよびデコーディング情報を出力します。

0x0020 検索フィルタ情報を出力します。

0x0040 設定情報を出力します。

0x0080 ACL 情報を出力します。

0x0100 統計情報を出力します。

0x0200 追加の統計情報を出力します。

0x0400 シェル情報を出力します。

0x0800 解析情報を出力します。

0xFFFF (10 進数では、-1) すべてのデバッギングオプションを有効にします。
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LDIF を使用してスキーマを拡張する

LDIF では LDAP 更新操作を表すこ とができるので、LDIF を使用してスキーマを変更で
きます。

新しいオブジェクトクラスを追加する

ク ラスを追加するには、 単に、 NDSObjectClassDescription の仕様に従った属性値を
subschemaSubentry の objectClasses 属性に追加します。 

NDSObjectClassDescription = "(" whsp
   numericoid whsp
   [ "NAME" qdescrs ]
   [ "DESC" qdstring ]
   [ "OBSOLETE" whsp ]
   [ "SUP" oids ] 
   [ ( "ABSTRACT" / "STRUCTURAL" / "AUXILIARY" ) whsp ]
   [ "MUST" oids ]    
   [ "MAY" oids ]     
   [ "X-NDS_NOT_CONTAINER" qdstrings ]
   [ "X-NDS_NONREMOVABLE" qdstrings ]
   [ "X-NDS_CONTAINMENT" qdstrings ] 
   [ "X-NDS_NAMING" qdstrings ]
   [ "X-NDS_NAME" qdstrings ] 
   whsp ")"

次の LDIF ファ イルの例では、 person objectClass をスキーマに追加します。

 1 version: 1
 2 dn: cn=schema
 3 changetype: add
 4 objectClasses: ( 2.5.6.6 NAME 'person' DESC 'Standard
 5   ObjectClass' SUP ndsLoginProperties STRUCTURAL MUST
 6   (cn $ sn) MAY (description $ seeAlso $ telephoneNum
 7  ber $ fullName $ givenName $ initials $ uid $ userPa
 8  ssword) X-NDS_NAMING ('cn' 'uid') X-NDS_CONTAINMENT 
 9  ('organization' 'organizationalUnit' 'domain') X-NDS
10  _NAME 'Person' X-NDS_NOT_CONTAINER '1' X-NDS_NONREMO
11  VABLE '1')
12

必須属性

必須属性は、オブジェク ト ク ラス記述の MUST セクシ ョ ンに リ ス ト します。 person オブ
ジェク ト ク ラスの場合、 必須属性は cn と sn です。

オプション属性

オプシ ョ ン属性のリ ス トは、オブジェク ト ク ラス記述の MAY セクシ ョ ンに記述します。
person オブジェク ト ク ラスのオプシ ョ ン属性は、 description、 seeAlso、 telephoneNumber、
fullName、 givenName、 initials、 uid、 および userPassword です。

注 : userPassword 属性は、オプション (MAY) 属性には使用できません。この LDIF 形式を使用して、新しい

objectClass でこの属性を必須 (MUST) 属性に使用してスキーマを拡張しようとしても、操作は失敗します。

包含ルール

定義されているオブジェク ト ク ラスを包含するオブジェ ク ト ク ラスは、オブジェ ク ト ク
ラス記述の X-NDS_CONTAINMENT セクシ ョ ンで指定します。person オブジェク ト ク ラ
スを包含するオブジェク ト ク ラスは、organization、organizationalUnit、および domain です。
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新しい属性を追加する

属性を追加するには、NDSAttributeTypeDescriptionの仕様に従って属性値をsubschemaSubentry
の attributes 属性に追加します。

NDSAttributeTypeDescription = "(" whsp
  numericoid whsp  ; AttributeType identifier
  [ "NAME" qdescrs ]  ; name used in AttributeType
  [ "DESC" qdstring ]  ; description
  [ "OBSOLETE" whsp ]
  [ "SUP" woid ]  ; derived from this other AttributeType
  [ "EQUALITY" woid]  ; Matching Rule name
  [ "ORDERING" woid]  ; Matching Rule name
  [ "SUBSTR" woid ]  ; Matching Rule name
  [ "SYNTAX" whsp noidlen whsp ] ;  Syntax OID
  [ "SINGLE-VALUE" whsp ]  ; default multi-valued
  [ "COLLECTIVE" whsp ]  ; default not collective
  [ "NO-USER-MODIFICATION" whsp ] ;  default user modifiable
  [ "USAGE" whsp AttributeUsage ] ;  default userApplications
  [ "X-NDS_PUBLIC_READ" qdstrings ]
                             ; default not public read ('0')
  [ "X-NDS_SERVER_READ" qdstrings ]
                              ; default not server read ('0')
  [ "X-NDS_NEVER_SYNC" qdstrings ]
                               ; default not never sync ('0') 
  [ "X-NDS_NOT_SCHED_SYNC_IMMEDIATE" qdstrings ]
                            ;  default sched sync immediate ('0')
  [ "X-NDS_SCHED_SYNC_NEVER" qdstrings ]
                                  ;  default schedule sync ('0')
  [ "X-NDS_LOWER_BOUND" qdstrings ]
                              ;  default no lower bound('0')
                                    ;(upper is specified in SYNTAX)
  [ "X-NDS_NAME_VALUE_ACCESS" qdstrings ]
                         ; default not name value access ('0')
  [ "X-NDS_NAME" qdstrings ]  ; legacy NDS name 
  whsp ")"

次の LDIF ファ イルの例では、 title 属性タイプをスキーマに追加します。

 1 version: 1
 2 dn: cn=schema
 3 changetype: add
 4 attributeTypes: ( 2.5.4.12 NAME 'title' DESC 'Standa
 5  rd Attribute' SYNTAX 1.3.6.1.4.1.1466.115.121.1.15{
 6  64} X-NDS_NAME 'Title' X-NDS_NOT_SCHED_SYNC_IMMEDIA
 7  TE '1' X-NDS_LOWER_BOUND '1')
 8

単一値と複数値

属性は、 明示的に単一値と して定義されない限り、 デフォル ト では複数値です。 次の
LDIF ファ イルの例では、SYNTAX セクシ ョ ンの後に SINGLE-VALUE キーワードを追加
するこ とによって、 title を単一値と して定義しています。

 1 version: 1
 2 dn: cn=schema
 3 changetype: add
 4 attributeTypes: ( 2.5.4.12 NAME 'title' DESC 'Standa
 5  rd Attribute' SYNTAX 1.3.6.1.4.1.1466.115.121.1.15{
 6  64} SINGLE-VALUE X-NDS_NAME 'Title' X-NDS_NOT_SCHED
 7  _SYNC_IMMEDIATE '1' X-NDS_LOWER_BOUND '1')
 8
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既存のオブジェクトクラスへオプション属性を追加する

新しいスキーマエレ メン ト を追加する場合は問題あ り ませんが、 通常、 既存のスキーマ
エレ メン ト を変更または拡張する場合には注意が必要です。すべてのスキーマエレ メン
トは OID によって固有に識別されるため、標準スキーマエレ メン ト を拡張する と、元の
OIDを使用する場合でも実際にはそのエレ メン トに対して2つめの定義が作成されます。
このため、 不整合が発生するこ とがあ り ます。

スキーマエレ メン トの変更が必要な場合もあ り ます。 たとえば、 開発しながらスキーマ
エレ メン ト を洗練していく と きに、新しいスキーマエレ メン トの拡張または修正が必要
な場合があ り ます。 次のよ うな場合は、 ク ラスに直接新しい属性を追加せずに、 通常は
補助ク ラスのみを使用します。

既存のオブジェク ト ク ラスに新しい属性を追加する場合

既存のオブジェク ト ク ラスのサブク ラスを作成する場合

補助クラスを追加または削除する

次のサンプル LDIF ファ イルは、 2 つの新しい属性、 およびこの新しい属性に付随する
補助ク ラスを作成してから、 inetOrgPerson エン ト リ をエン ト リのオブジェク ト ク ラス と
して補助ク ラス と補助ク ラスの属性値に追加します。

version: 1
# Add an attribute to track a bear's hair.The attribute is 
# multi-valued, uses a case ignore string syntax,  
# and has public read rights 
# Values may include:long hair, short, curly, straight, 
# none, black, and brown 
# X-NDS_PUBLIC_READ '1' The 1 allows public read, 
# 0 denies public read 
dn: cn=schema 
changetype: modify
add: attributeTypes
attributeTypes: ( 2.16.840.1.113719.1.186.4.10 NAME
'bearHair' SYNTAX 1.3.6.1.4.1.1466.115.121.1.15
X-NDS_PUBLIC_READ '1' )

# add an attribute to store a bear's picture 
dn: cn=schema 
changetype: modify
add: attributeTypes
attributeTypes: ( 2.16.840.1.113719.1.186.4.11 NAME
'bearPicture' SYNTAX 1.3.6.1.4.1.1466.115.121.1.5
SINGLE-VALUE )

# create an Auxiliary class for the bearfeatures 
dn: cn=schema 
changetype: modify
add: objectclasses 
objectclasses: (2.16.840.1.113719.1.186.6.101 NAME
'bearFeatures' MAY (bearHair $ bearPicture) AUXILIARY)

# now create a user named bobby
dn: cn=bobby,o=bearcave 
changetype: add
cn: bobby 
sn: bear
givenName: bobby 
bearHair: Short 
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bearHair: Brown 
bearHair: Curly 
bearPicture: <file:///c:/tmp/alien.jpg 
objectClass: top
objectClass: person
objectClass: inetOrgPerson 
objectClass: bearFeatures 

# now create a person named john that will later be changed
# into a bear when bearFeatures is added to its objectClass
# list
dn: cn=john,o=bearcave
changetype: add
cn: John
sn: bear
givenName: john
objectClass: top
objectClass: person
objectClass: inetOrgPerson

# now morph john into a bear by adding bearFeatures
dn: cn=john,o=bearcave
changetype: modify
add: objectClass
objectClass: bearFeatures
-
add: bearHair
bearHair: long
bearHair: black
#bearPicture: <file:///c:/tmp/john.jpg>
-

# to morph john back to a person, simply delete the
# objectClass bearFeatures
dn: cn=john,o=bearcave
changetype: modify
delete: objectClass
objectClass: bearFeatures

補助ク ラスの削除にあたって、 objectClass リ ス ト から補助ク ラスを削除する場合には、
補助ク ラスに関連するすべての値を削除する必要はあ り ません。 この処理は eDirectory
によって自動的に行われます。

補助ク ラスに MUST 属性がある場合、 補助ク ラスを objectClass リ ス トへ追加する変更
操作でも これらの属性を指定する必要があ り ます。 これらの属性が指定されていない場
合、 変更は失敗します。

XML 解析で発生する既知の問題

個々のレコードが XML ファ イルで指定されたすべての XML ルールを遵守していない
場合、LDIF レコード (LDAP サーバで生成された LDIF 形式またはレコード ) の XML 処
理は成功しません。
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Linux、Solaris、AIX、および HP-UX での eDirectory のトラブル
シューティング

このセクシ ョ ンには、Linux、Solaris、AIX, および HP-UX プラ ッ ト フォーム上の eDirectory
の ト ラブルシューティングについての情報が含まれます。

516 ページの 「eDirectory への繰り返しログイン」

516 ページの 「Novell パブリ ッ クキーインフラス ト ラ クチャサービス」

517 ページの 「UNIX 上の NMAS」

517 ページの 「LDAP サービス」

518 ページの 「Novell インポート / エクスポート変換ユーティ リ テ ィ」

519 ページの 「ndsmerge ユーティ リ テ ィ」

519 ページの 「ndstrace ユーティ リ テ ィ」

519 ページの 「ndsbackup ユーティ リ ティ」

519 ページの 「インス トールと設定」

521 ページの 「ndsrepair を使用する」

528 ページの 「ndstrace の使用」

eDirectory への繰り返しログイン

eDirectory に繰り返しログインする場合、 すべての使用可能なメモ リ を使用できます。
ndsimonitor を使用してログイン更新属性を無効にする と、 この問題を解決できます。

Novell パブリックキーインフラストラクチャサービス 

PKI 操作が機能しない 

ConsoleOne または iManager で PKI 操作が機能しない場合、 Novell PKI サービスが Linux、
Solaris、AIX、または HP-UX ホス トで実行されていないこ とが考えられます。「npki - 1」
と入力して PKI サービスを開始して ください。

証明書を作成できない場合は、NICI モジュールが正し く インス トールされているか確認
する必要があ り ます。 82 ページの 「サーバ上の NICI モジュールを初期化する」 を参照
して ください。 NICI が初期化されているかを確認する方法については、 82 ページの
「サーバ上に NICI がインス トールおよび初期化されているかど うかを確認する」 を参照
してください。

Netscape アドレスブックの LDAP 検索の失敗

エクスポートバージ ョ ンのNetscape ブラウザおよびLDAPサーバオブジェク トに関連付
けられた 512 ビッ ト よ り も大きな KMO キーサイズを使用している場合、 Netscape アド
レスブッ クの LDAP 検索が失敗するこ とがあ り ます。

この場合は、 米国版の Netscape ブラウザを使用してください。 
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重要なレプリカというエラーコードが表示され、既存の eDirectory オブジェクトの別のサーバへの移動が失敗
した後に、マルチサーバツリー内でツリーキーサーバとして機能している eDirectory サーバの削除

この操作を完了するには、 ［セキュ リ ティ コンテナ］ > ［KAP］ 以下にある W0 オブジェ
ク トで、 キーサーバ DN 属性をこのサーバからツ リーキーをダウンロード したツ リー内
にある別のサーバに変更します。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2 ［eDirectory 管理］ > ［オブジェク トの変更］ の順にク リ ッ ク します。

3 W0オブジェク ト名およびコンテキス ト (通常は、W0.KAP.Security)を指定して、［OK］
をク リ ッ ク します。

4 ［値がある属性］ カラムで、 ［NDSPKI:SD キーサーバ DN］ を選択してから、 ［編集］
をク リ ッ ク します。

5 ［セキュ リ テ ィ ド メ インキーサーバの DN］ フ ィールドで別のサーバの名前と コンテ
キス ト を指定してから、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

6 ［適用］ をク リ ッ ク し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

CA を保持している eDirectory サーバのアンインストール中に、サーバに作成された KMO がツリー内の別の
サーバに移動されて無効になる

この場合、 ツ リーの CA および KMO をも う一度作成する必要があ り ます。 詳細につい
ては、 83 ページの 「組織の認証局オブジェク ト を作成する」 および 84 ページの 「サー
バ認証オブジェク ト を作成する」 を参照してください。

ツ リーの CA を保持する eDirectory は、 アンインス トールしないこ とをお勧めします。 

UNIX 上の NMAS

どのメソッドを使用してもログインできない

NMAS をインス トールおよび設定した後で、 NDS サーバを再起動します。

メ ソ ッ ドの以前のインスタンスをアンインス トールしてから メ ソ ッ ド を再インス トー
ルした後で、 NDS サーバを再起動します。

ICE ユーティリティを使用して追加したユーザが、簡易パスワードを使用してログインできない

Novell インポート / エクスポート変換ユーティ リ ティ を使用して簡易パスワードを使用
するユーザを追加する場合は、 -l オプシ ョ ンを使用します。

LDAP サービス 
このセクシ ョ ンでは、 LDAP Services for eDirectory で起こ り う る一般的な問題と、 その
解決法について説明します。

LDAP ク ラ イアン トから リ クエス トが発行される前に、 LDAP サーバが起動しているこ
と を確認します。 /var/nds/ndsd.log ファ イル内に次のメ ッセージがある場合は、 LDAP
サーバが起動しているこ とが確認できます。

LDAP v3 for Novell eDirectory 8.7.3 started

詳細については、 12 章 299 ページの、 「LDAP Services for Novell eDirectory の環境設定」
を参照して ください。
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LDAP クライアントが LDAP Services for eDirectory にバインドできない

LDAP ク ラ イアン ト を LDAP Services for eDirectory にバインドできない場合は、 次の内
容を確認します。

ユーザは正しいユーザ名とパスワードを入力しているか。

ユーザは名前を LDAP 形式で入力しているか。

パスワードの有効期限が切れていないか。

サーバが再設定されたか。

LDAP サーバで新しい設定が使用されていない

LDAP サーバ設定の更新処理は、現在バインド されている LDAP ク ラ イアン トの影響を
受けるこ とがあ り ます。

設定の変更は動的に更新されます。 LDAP サーバでは、 設定の変更が定期的 (30 分ごと )
に確認されます。 変更が検出される と、 再設定処理が実行されている間、 新しいク ライ
アン トは LDAP サーバにバインドできません。

LDAP サーバでは、現在バインド しているク ラ イアン トの新しい LDAP リ クエス トの処
理が中止され、実行中の LDAP リ クエス トが完了するまで待機してから、設定が更新さ
れます。

ndsmerge ユーティ リ ティ を使用してツ リー名を変更した場合、LDAP 操作は失敗します。
適切に操作が完了するには、ツ リー名の変更後に LDAP サーバを リ フレッシュまたは再
起動する必要があ り ます。

安全な LDAP 接続を確立できない

次を確認します。

LDAP サーバの認証局および暗号化キーオブジェク ト (KMO) が作成されている。

KMO が LDAP サーバに関連付けられている。

指定された認証局署名有効期限が切れていない。 システムの日付が有効期限日を過
ぎているかど うかを確認します。

安全な LDAP ポートで LDAP サーバがリ ッスンしている。 デフォルトは 636 です。

iManager で LDAP サーバオブジェク トの SSL が有効になっている。 

詳細については、82 ページの「Linux、Solaris、AIX、および HP-UX システムでの eDirectory
操作に関するセキュ リ テ ィ を確保する」 を参照してください。

Novell インポート / エクスポート変換ユーティリティ

LDAP サーバがリ フレッシュまたはアンロード される と、Novell インポート / エクスポー
ト変換操作の実行中に「LBURP operation is timed out」とい う メ ッセージが Novell インポー
ト / エクスポー ト変換画面上に表示されます。 LBURP 操作がタイムアウ ト した場合、
サーバは後で復元されます。 
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ndsmerge ユーティリティ

マージ操作後は、 PKI サーバはアクティブになっていません。 したがって、 upki -l コマ
ンドを使用して再起動する必要があ り ます。

異なるバージ ョ ンの製品では、 マージ操作が成功しないこ とがあ り ます。 サーバで古い
バージ ョ ンの NDS または eDirectory が実行されている場合は、 新バージ ョ ンの
eDirectory にアップデート してからマージ操作を続行して ください。

ツ リーに付随するよ く似た名前のコンテナがソースツ リーおよびターゲッ ト ツ リーの
両方にある場合、 2 つのツ リーのマージは成功しません。 どちらかのコンテナ名を変更
してから、 マージ操作を続行して ください。

結合操作の実行中に、 「-611 不正な包含です」 とい うエラーメ ッセージが表示される場
合があ り ます。 ndsrepair(1) を実行してスキーマを変更します。 次に、 ndsrepair -s を実行
し、 ［オプシ ョ ンスキーマ拡張機能］ を選択します。

ndstrace ユーティリティ

ndstrace(1) 画面をオンにする と、 参照リ ンクに対するプライマ リオブジェク トが不正で
あるこ とを示すエラーメ ッセージが表示される場合があ り ます。 eDirectory が正常に機
能している場合は、 このメ ッセージを無視して ください。

ndsbackup ユーティリティ

eDirectory のバッ クアップの実行中に、 「NDS エラー : NDS サーバへの接続に失敗しまし

た」 とい うエラーメ ッセージが表示される場合があ り ます。 これは、 デフォル トのポー
ト 524 以外のポートで リ ッスンしている eDirectory が原因である可能性があ り ます。 コ
マン ド ラ インで、 eDirectory が設定されているポー ト 番号を入力し ます。 た と えば、
eDirectory がポート番号 1524 に設定されている場合は次のよ うに入力します。

ndsbackup sR 164.99.148.82:1524

インストールと設定

インストールの失敗 

/var/adm/messages ディ レク ト リで、 次のエラーメ ッセージを確認します。

SLPマルチキャストアドレスにバインドできませんマルチキャストルートが追加されていない可
能性があります。 

Linux または Solaris のコンピュータがマルチキャス トルート アドレスに設定されて
いない場合、 このメ ッセージが表示されます。 

マルチキャス トルート アド レスを追加して、 slpuasa デーモンを再起動します。

インス トール中に 「-632: エラーの説明 システムエラーです」 とい うエラーメ ッ
セージが表示されたら、 インス トール処理を終了します。 

/etc/nds.conf ファ イルで n4u.base.slp.max-wait パラ メータを 50 などの大きい値に設定
してから、 インス トール処理をも う一度開始します。

eDirectory を NetWare 5.1 ツ リーにインス トールする場合、eDirectory MasterをNetWare
5.1 Support Pack 5 以降にアップグレード します。 

詳細については、 『Novell eDirectory 8.7.3 インス トールガイ ド』 の 「Novell eDirectory
の NetWare へのインス トールまたはアップグレード」 を参照して ください。
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eDirectory for Solaris 2.0のインス トールプログラムをアップグレードできなかった場
合、 次回のインス トールが中断される可能性があ り ます。 

/var/nds/.n4s_upgrade ファ イルを削除して、 も う一度インス トールして ください。

インス トール中に 「ツ リー名が見つかり ません」 とい うエラーメ ッセージが表示され
た場合は、 次の手順を実行します。 

1 製品をインス トールしよ う と している Solaris ホス トでマルチキャス トルーティング
が有効に設定されているこ とを確認します。

2 ツ リーパーティシ ョ ンのマスタサーバの IP アドレスを指定します。

インストールに長い時間がかかる 

eDirectory を既存のツ リーにインス トールする場合に、インス トールの完了までに長時間
かかる と きは、 サーバの dstrace 画面を確認してください。 「-625 転送できません」 とい
う メ ッセージが表示された場合は、アドレスキャ ッシュを リセッ トする必要があり ます。 

アドレスキャ ッシュを リセッ トするには、システムコンソールで次のコマンドを入力し
ます。

set dstrace = *A

WAN 上の既存のツリーにインストールできない

eDirectory を WAN 上の Linux または Solaris システムにインス トールするには、 NetWare
5 以降のサーバが必要です。 

1 サーバコンソールで次のコマンドを入力し、 NetWare サーバ上でディ レク ト リエー
ジェン ト (DA) を実行します。

slpda

2 マスタレプ リ カを保持するサーバで、slpuasa.conf ファ イルの DA_ADDR パラ メータ
を次のよ うに編集します。

DA_ADDR = IP_address_of_the_NetWare_server_where_the_DA_is_ running

3 slpuasa デーモンを再起動します。

4 WAN 上の Linux または Solaris システムにに eDirectory をインス トールします。

4a nds-install を実行して、 製品パッケージを追加します。 

製品の設定は行わないでください。 詳細については、 『Novell eDirectory 8.7.3 イ
ンス トールガイ ド』 の 「Linux、 Solaris、AIX、および HP-UX 用 Novell eDirectory
パッケージ」 を参照して ください。

4b /etc/nds.conf ファ イルを編集し、 次のパラ メータを追加します。

n4u.uam.ncp-retries = 5
n4u.base.slp.max-wait = 20

4c /etc/slpuasa.conf ファ イルを編集し、 次のパラ メータを追加します。

DA_ADDR = IP_address_of_the_NetWare_server_where_the_DA_is_running

4d ndsconfig を実行して eDirectory を設定します。
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ndsrepair を使用する

このセクシ ョ ンでは次について説明します。

521 ページの 「構文」

528 ページの 「ndsrepair の ト ラブルシューティング」

サーバコンソールでの ndsrepair ユーティ リ テ ィの用途は次のとおりです。

不正なレコード、スキーマの不一致、不正なサーバアドレス、外部参照など、eDirectory
の問題を修正する。

eDirectory スキーマに詳細な変更を加える。

eDirectory データベースで次の操作を実行する。

データベースの終了やデータベースの介入を伴わない、 自動的なデータベース
の構造チェッ ク。

データベースインデッ クスを確認する。

データ ベースの終了やユーザのロ ッ ク アウ ト を伴わず、 データ ベースを修復
する 。

空のレコードを破棄して、 空き領域を増量する。

構文

ndsrepair を実行するには、 次の構文を使用します。

ndsrepair {-U| -P| -S| -C| -E| -N| -T| -J entry_id} 
[-A yes|no] [-O yes|no] [-F filename] [-Ad]

または

ndsrepair -R [-l yes|no [-u yes|no] [-m yes|no] [-i yes|no] [-f yes|no] [-d 
yes|no] [-t yes|no] [-o yes|no] [-r yes|no] [-v yes|no] [-c yes|no] [-A 
yes|no] [-O yes|no] [-F filename]

重要 : -Ad オプションは、Novell サポート担当者からの事前の指示がない限り使用しないでください。

ndsrepair のオプション

オプション 説明

-U ［標準修復］オプションです。ユーザの操作なしに ndsrepair を実行または終了

します。Novell サポート担当者から特定の操作を手動で実行するように指示さ

れた場合を除き、この修復方法の使用をお勧めします。修復が完了したらログ
ファイルをチェックして、ndsrepair で変更された内容を確認します。

-P ［レプリカ操作とパーティション操作］オプションです。現在のサーバの
eDirectory データベースファイルにレプリカが保存されているパーティション

が表示されます。［レプリカオプション］メニューには、「レプリカの修復」、
「パーティション操作のキャンセル」、「同期のスケジューリング」、および「ロー
カルレプリカをマスタレプリカとして指定」を実行するオプションがあります。 

詳細については、524 ページの「［レプリカ操作とパーティション操作］オプ

ション」を参照してください。
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-S ［グローバルスキーマの操作］オプションです。このオプションには、このサー
バのスキーマをツリーオブジェクトのマスタに準拠させるのに必要なスキー
マ操作がいくつか含まれています。ただし、これらの操作は必要なときだけ使
用してください。スキーマは、ローカル修復操作および標準修復操作によって
すでに検査されています。 

-C ［外部参照オブジェクトのチェック］オプションです。各外部参照オブジェク
トをチェックして、そのオブジェクトを含むレプリカがあるかどうかを調べま
す。オブジェクトのあるパーティションレプリカを含むすべてのサーバがアク
セス不能の場合、オブジェクトは見つかりません。オブジェクトが見つからな
い場合、警告が表示されます。

-E ［レプリカ同期のレポート］オプションです。現在のサーバ上にレプリカを持
つすべてのパーティションのレプリカ同期ステータスをレポートします。この
操作により、パーティションのレプリカを保持する各サーバ上のレプリカの
Tree オブジェクトから同期ステータス属性が読み込まれます。レポートには、

すべてのサーバに対して正常に同期が行われた 終時刻と、 終同期以降発生
したエラーが表示されます。12 時間以内に同期が完了していない場合は、警告

メッセージが表示されます。

-N ［このデータベースに認識されているサーバ］オプションです。ローカル
eDirectory データベースに認識されているすべてのサーバが表示されます。現

在のサーバにツリーパーティションのレプリカがある場合、このサーバには
eDirectory ツリー内のすべてのサーバのリストが表示されます。サーバオプ

ションを実行するサーバを 1 つ選択します。

-J ローカルサーバ上の 1 つのオブジェクトを修復します。修復するオブジェクト

のエントリ ID(16 進形式 ) を指定する必要があります。破損している 1 つの特

定のオブジェクトを修復するには、［標準修復 (-U)］オプションの代わりに、こ

のオプションを使用できます。データベースのサイズによっては、［標準修復］
オプションの完了に何時間もかかる場合があります。このオプションを使用し
て、時間を節約することができます。

-T ［時刻同期］オプションです。ローカル eDirectory データベースに登録されて

いるすべてのサーバにアクセスして、各サーバの時刻同期ステータスの情報を
要求します。このサーバに Tree パーティションのレプリカがある場合は、

eDirectory ツリー内のすべてのサーバがポーリングされます。各サーバ上で実

行されている eDirectory のバージョンもレポートされます。

-A 既存のログファイルに付加します。既存のログファイルに情報が追加されま
す。このオプションは、デフォルトで有効に設定されています。

-O 出力をファイルに記録します。このオプションは、デフォルトで有効に設定さ
れています。

-F filename 出力を指定したファイルに記録します。

-R ［ローカルデータベースの修復］オプションです。ローカル eDirectory データ

ベースを修復します。eDirectory でオープンおよびアクセスできるように、修

復操作を使用してローカルデータベースの矛盾を解決します。このオプション
には、データベースの修復操作を容易にするサブオプションがあります。この
オプションにはファンクション修飾子があります。ファンクション修飾子につ
いては、523 ページの「-R オプションで使用するファンクション修飾子」で説

明されています。

オプション 説明
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-R オプションで使用するファンクション修飾子

グローバルスキーマ操作

ndsrepair -S( ［-Ad］ 詳細設定スイ ッチ ) オプシ ョ ンを使用して、 実行できるすべてのス
キーマ操作のリ ス ト を表示できます。 次の表では、 使用可能なオプシ ョ ンについて説明
します。

Modifier 説明

-l 修復操作中に eDirectory データベースをロックします。

-u 修復操作中に一時 eDirectory データベースを使用します。

-m 修復されていない元のデータベースを維持します。

-i eDirectory データベース構造とインデックスをチェックします。

-f データベースの空き領域を増やします。

-d データベース全体を再構築します。

-t ツリー構造のチェックを実行します。データベース内での接続状況が正しいか
どうかを調べるため、ツリー構造のリンクをすべてチェックするには、「はい」
を設定します。チェックを省略するには、「いいえ」を設定します。

デフォルト値は「はい」です。

-o オペレーショナルスキーマを再構築します。

-r すべてのローカルレプリカを修復します。

-v ストリームファイルを確認します。 

-c ローカル参照をチェックします。

オプション 説明

マスタサーバからスキーマを要求 このサーバのスキーマを同期するようツリーのルート
のマスタレプリカに要求します。スキーマの変更内容
は、ツリーオブジェクトのマスタレプリカからこのサー
バに 24 時間以内に伝えられます。すべてのサーバがマ

スタレプリカのスキーマを要求すると、ネットワークト
ラフィックが増加します。

ローカルスキーマのリセット ローカルスキーマのタイムスタンプをクリアし、インバ
ウンドスキーマの同期を要求するスキーマリセット機
能が呼び出されます。ツリーパーティションのマスタレ
プリカから実行する場合、このオプションは使用できま
せん。これは、ツリー内のすべてのサーバが同時にリ
セットされないようにするためです。

Post NetWare 5 スキーマの更新 post-NetWare 5 DS の変更に伴い、互換性を確保するた

めにスキーマを拡張および変更します。このオプション
を使用するには、ndsrepair が実行されているサーバがツ

リーパーティションのレプリカを保持していて、レプリ
カのステータスがオンである必要があります。
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［レプリカ操作とパーティション操作］オプション

サーバに保存された各レプリ カの情報を表示するには、 次のコマンドを入力します。

ndsrepair -P

必要なレプリ カを選択します。 次のオプシ ョ ンが表示されます。

すべてのレプリ カの修復

レプリ カテーブルに表示されたレプリ カをすべて修復します。

選択したレプ リ カの修復

レプリ カテーブルに表示されているレプ リ カのうち、 選択したレプ リ カのみを修復
します。

重要 : レプリカの修復では、レプリカ内の各オブジェクトとスキーマとの整合性のチェック、データと

属性構文との整合性のチェックが行われます。レプリカに関連する他の内部データ構造もチェックされ

ます。過去 30 分間にローカル eDirectory データベースを修復していない場合は、レプリカを修復する

前にローカル eDirectory データベースを修復する必要があります。

即時同期のスケジューリ ング

すべてのレプリ カの同期を直ちに行う よ うにスケジューリ ングします。この操作は、
同期が予定通り実行されるまで待たずに、 その同期プロセスの eDirectory 情報を
ndstrace 画面で参照したい場合に便利です。

オプションスキーマ拡張機能 包含やその他の拡張機能をスキーマに追加し、変更しま
す。このオプションを使用するには、このサーバがツ
リーパーティションのレプリカを保持し、レプリカのス
テータスがオンである必要があります。さらに、ツリー
内のすべての NetWare 4 サーバに次のバージョンの

eDirectory がインストールされている必要があります。

NetWare 4.10 サーバでは、NDS バージョン 5.17 以降

が必要です。

NetWare 4.11/4.2サーバでは、NDSバージョン6.03以
降が必要です。

旧バージョンの NDS では、これらの変更内容を同期で

きません。

リモートスキーマのインポート ( 詳細設定

スイッチオプション )
現在のツリーのスキーマに追加するスキーマを含む
eDirectory ツリーを選択します。ツリーを選択すると、ツ

リーパーティションのマスタレプリカを保持するサーバ
に接続されます。現在のツリー上にあるスキーマを拡張
するには、そのサーバのスキーマが使用されます。

新規エポックの宣言 ( 詳細設定スイッチオ

プション )
新しいスキーマエポックを宣言すると、ツリーパーティ
ションのマスタレプリカにアクセスし、そのサーバで宣
言されるスキーマの無効なタイムスタンプが修復され
ます。他のすべてのサーバは、修復されたタイムスタン
プを保持する新しいスキーマのコピーを受け取ります。
受け取る側のサーバが新規エポック内に存在しなかっ
たスキーマを含む場合は、古いスキーマを使用するオブ
ジェクトおよび属性が「不明」オブジェクトクラスまた
は属性に変更されます。

オプション 説明
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パーティシ ョ ン操作のキャンセル

選択したパーティシ ョ ン上でのパーティシ ョ ン操作をキャンセルします。 このオプ
シ ョ ンは、サーバの検出不可や通信リ ンクの不良など、eDirectory ツ リーに問題があ
るために操作が完了できない場合に必要になり ます。 操作がある程度以上進行して
いる と、 キャンセルできない場合があ り ます。 

このサーバを新しいマスタレプ リ カに設定

選択したパーティシ ョ ンのローカルレプ リ カをマスタレプ リ カ と して設定します。
元のマスタレプ リ カが失われた場合、 このオプシ ョ ンを使用して新しいマスタレプ
リ カを設定します。

すべてのサーバの同期ステータスのレポート

現在のサーバ上にあるすべてのパーティシ ョ ンのレプ リ カ同期ステータスをレポー
ト します。 レポートには、 すべてのサーバに対して正常に同期が行われた 終時刻
と、 終同期以降発生したエラーが表示されます。

すべてのサーバ上のレプリ カの同期

選択したパーティシ ョ ンのレプ リ カを保持するすべてのサーバ上で、 完全な同期ス
テータスを確保します。 このオプシ ョ ンを使用して、 パーティシ ョ ンの状態を確認
できます。 該当するパーティシ ョ ンのレプ リ カを保持するすべてのサーバが正常に
同期されていれば、 そのパーティシ ョ ンは正常に機能している と判断できます。 各
サーバは、レプ リ カ リ ング内の他のすべてのサーバに対して即時同期を実行します。
サーバは、 サーバ自体には同期されません。 したがって、 現在のサーバが所有する
レプ リ カのステータスは 「ホス ト 」 と表示されます。

すべてのレプリ カの リ ングの修復

レプリ カテーブルに表示されたすべてのレプリ カのレプ リ カ リ ングを修復します。

選択したレプ リ カの リ ングの修復

レプリ カテーブルから選択したレプ リ カのレプ リ カ リ ングを修復します。

重要 : レプリカリングの修復では、指定したパーティションのレプリカを含む各サーバ上のレプリカリ

ング情報がチェックされ、リモート ID 情報が検証されます。過去 30 分間にローカル eDirectory データ

ベースを修復していない場合は、すべてのリングまたは選択したリングを修復する前に、ローカル

eDirectory データベースを修復する必要があります。ローカルデータベースを修復するには、-R オプ

ションを使用します。詳細については、522 ページの「-R」を参照してください。

レプ リ カ リ ングの表示

選択したパーティシ ョ ンのレプ リ カを保持するすべてのサーバのリ ス ト を表示しま
す。 このサーバセッ ト をレプ リ カ リ ングと呼びます。レプ リ カ リ ングの リ ス トには、
レプ リ カのタイプに関する情報およびリ ング内にある各サーバの現在のステータス
が表示されます。 レプ リ カ リ ングを表示してからサーバを選択する と、 サーバオプ
シ ョ ンが表示されます。

サーバオプシ ョ ン

選択したサーバの同期ステータスのレポート

選択したサーバ上にレプ リ カを保持する選択したパーティシ ョ ンのレプ リ カ同
期ステータスをレポート します。 この操作によ り、 パーティシ ョ ンのレプ リ カ
を保持する各サーバ上のレプ リ カルートオブジェ ク ト から、 同期ステータス属
性が読み込まれます。 レポー トには、 すべてのサーバに対して正常に同期が行
われた 終時刻と、 終同期以降発生したエラーが表示されます。 12 時間以内
に同期が完了していない場合は、 警告メ ッセージが表示されます。
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選択したサーバのレプ リ カの同期

選択したパーティシ ョ ンのレプ リ カを保持する選択したサーバ上で、 完全な同
期ステータスを確保します。 このオプシ ョ ンを使用して、 パーティシ ョ ンの状
態を確認できます。 該当するパーティシ ョ ンのレプ リ カを持つサーバが正常に
同期されていれば、そのパーティシ ョ ンが正常に機能している と判断できます。
該当するサーバは、 直ちにレプリ カ リ ング内の他のすべてのサーバに同期され
ます。 サーバは、 それ自体には同期されません。 したがって、 現在のサーバが
所有するレプ リ カのステータスは 「ホス ト 」 と して表示されます。

リ ング内のすべてのレプリ カにすべてのオブジェク ト を送信

レプリ カ リ ング内で選択したサーバから、選択したパーティシ ョ ンのレプ リ カを
保持する他のすべてのサーバに、すべてのオブジェク ト を送信します。 この操作
によって大量のネッ ト ワーク ト ラフ ィ ッ クが生成されるこ とがあ り ます。レプリ
カ リ ング内で選択したサーバ上の選択したパーティシ ョ ンのレプリ カが、レプリ
カ リ ング内の他のすべてのサーバと同期されているこ とを確かめるには、このオ
プシ ョ ンを使用します。該当するパーティシ ョ ンのサブオーディネート リ ファレ
ンスレプ リ カのみを保持するサーバではこの操作は実行できません。

マスタから このレプ リ カへのすべてのオブジェク トの受信

選択したサーバ上のレプ リ カで、 マスタレプ リ カのすべてのオブジェク ト を受
信します。 この操作によって大量のネッ ト ワーク ト ラフ ィ ッ クが生成される こ
とがあ り ます。 レプ リ カ リ ング内で選択したサーバ上の選択したパーティシ ョ
ンのレプ リ カが、 マスタレプ リ カと同期している こ とを確かめるには、 このオ
プシ ョ ンを使用します。 マスタレプ リ カのみを保持するサーバ上ではこの操作
は実行できません。

サーバのフルネームを表示

このオプシ ョ ンは、 サーバ名が長すぎてサーバテーブル内にすべてを表示でき
ない場合に、 完全なサーバ名を表示するために使用します。

レプ リ カ リ ングからのサーバの削除

(詳細設定スイ ッチオプシ ョ ン ) 現在のサーバに保存されている特定のレプリ カ
から、 選択したサーバを削除します。 レプ リ カ リ ング内に表示されるサーバが
すでに eDirectory ツ リーの一部ではない場合や、 パーティシ ョ ンのレプ リ カを
保持していない場合は、 iManager を使用してこのサーバオブジェク ト を削除し
ます。 サーバオブジェク ト が削除される と、 そのオブジェ ク トは 終的にレプ
リ カ リ ングから除外されます。

警告 : この操作を誤用すると、eDirectory データベースで致命的な破損が生じることがあります。

Novell サポート担当者の指示がない限り、このオプションは使用しないでください。

フルパーティシ ョ ン名の表示

このオプシ ョ ンは、 パーティシ ョ ン名が長すぎてレプリ カテーブル内にすべてを表
示できない場合に、 完全なパーティシ ョ ン識別名を確認するために使用します。

タイムスタンプの修復と新規エポッ クの宣言

(詳細設定スイ ッチオプシ ョ ン )選択したパーティシ ョ ンのレプ リ カをすべて 新版
に更新するために、 マスタレプ リ カの新しい参照ポイン ト を指定します。 この操作
は、 常にパーティシ ョ ンのマスタレプ リ カ上で実行されます。 マスタレプ リ カは、
このサーバのローカルレプ リ カにある必要はあ り ません。 オブジェク トが作成また
は変更される と タイムスタンプが設定されます。 これらのタイムスタンプは固有で
ある必要があ り ます。 マスタレプ リ カのすべてのタイムスタンプが検査されます。
タイムスタンプが現在のネッ ト ワーク時間よ り遅れている場合は、 新しいタイムス
タンプに置き換えられます。
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選択したレプ リ カの削除

( 詳細設定スイ ッチオプシ ョ ン ) このサーバ上の選択したレプ リ カを削除します。こ
のオプシ ョ ンの使用はお勧めできません。 このオプシ ョ ンは、 他のユーティ リ テ ィ
を使用してレプ リ カを削除できない場合にのみ使用して ください。

不明リーフオブジェク トの削除

( 詳細設定スイ ッチオプシ ョ ン ) 不明オブジェク ト ク ラスを持ち、従属オブジェク ト
のないオブジェク ト を、ローカル eDirectory データベースからすべて削除します。こ
のオプシ ョ ンによって、 不明オブジェク トが削除対象と してマーク されます。 削除
は eDirectory ツ リーの他のレプ リ カと同時に、 後で行われます。

警告 : このオプションは、ConsoleOne または iManager を使用してオブジェクトの変更や削除ができな

い場合にのみ使用してください。

［このデータベースに認識されているサーバ］のオプション

サーバでは次の修復オプシ ョ ンが使用できます。

すべてのネッ ト ワークアド レスの修復

ローカル eDirectory データベース内で、 すべてのサーバのネッ ト ワークアドレスを
チェ ッ ク します。 このオプシ ョ ンでは、 使用可能な ト ランスポートプロ ト コルに応
じて、 各サーバ名の SLP ディ レク ト リエージェン トが検索されます。 次に、 各アド
レスが、 サーバオブジェク トのネッ ト ワークアドレスプロパティ、 およびすべての
パーティシ ョ ン Treeオブジェク トの各レプリ カプロパティのアドレスレコード と比
較されます。 アドレスが異なる場合は、 同じになるよ うに更新されます。

選択したサーバのネッ ト ワークアド レスの修復

ローカル eDirectory データベースファイル内にある特定のサーバのネッ ト ワークアド
レスをチェッ クします。このオプシ ョ ンでは、SLP ディレク ト リエージェン トが、サー
バ名に現在関連付けられている ト ランスポートプロ ト コルに応じて検索されます。

サーバのフルネームを表示

サーバ名が長すぎてサーバテーブル内にすべてを表示できない場合に、 完全なサー
バ名を表示するのに使用します。 このオプシ ョ ンは、 -P オプシ ョ ンと同じです。 詳
細については、 521 ページの 「-P」 を参照して ください。

例

標準修復を実行し、 /root/ndsrepair.log ファ イルにイベン ト を記録する場合 ( またはログ
ファ イルがすでに存在していればそのログファ イルに追加してイベン ト を記録する場
合 ) は、 次のコマンドを入力します。

ndsrepair -U  -A no -F /root/ndsrepair.log

すべてのグローバルスキーマ操作とその詳細設定オプシ ョ ンの リ ス ト を表示するには、
次のコマンドを入力します。

ndsrepair -S -Ad

データベースを強制ロッ ク してローカルデータベースを修復するには、次のコマンドを
入力します。

ndsrepair -R -l yes

注 : ndsrepair コマンドの入力内容は、オプションファイルによってリダイレクトできます。オプションファ

イルは、レプリカおよびパーティション操作に関連するオプションやサブオプションを含むテキストファイ
ルです。これらはサーバに対する認証を必要としません。各オプションまたはサブオプションは改行によっ

て区切られます。ファイルの内容が、適切な順序で指定されていることを確認します。適切な順序になって
いないと、予期しない結果が発生する場合があります。
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ndsrepair のトラブルシューティング

エラー - 786 ndsrepair の実行中

ndsrepair の実行中は、コンピュータの特定のパーティシ ョ ン内に DIB 空き領域の 3 倍の
サイズが必要です。

ndstrace の使用

ndstrace ユーティ リ テ ィは、 次の 3 つの主要部分で構成されています。

528 ページの 「基本機能」

529 ページの 「デバッギングメ ッセージ」

531 ページの 「バッ クグラウンド処理」

基本機能

ndstrace の基本機能は次のとおりです。

Linux、 Solaris、 AIX、 または HP-UX で ndstrace 画面のステータスを表示します。

一部の同期処理を開始します。

ndstrace 画面を起動するには、 サーバプロンプ トで次のコマンドを入力します。

/usr/bin/ndstrace

ndstrace の基本機能を開始するには、 次の構文を使用してサーバプロンプ トでコマンド
を入力します。

ndstrace command_option

次の表では、 入力可能なコマンドオプシ ョ ンの リ ス ト を示します。

オプション 説明

ON 基本トレースメッセージを含むeDirectoryトレース画面を起動します。

OFF トレース画面を無効にします。 

ALL eDirectory トレース画面を起動し、すべてのトレースメッセージを表

示します。 

AGENT ON、BACKLINK、DSAGENT、JANITOR、RESNAME、および VCLIENT
フラグと同等のトレースメッセージを含む eDirectory トレース画面

を開始します。

DEBUG デバッグに通常使用する定義済みのトレースメッセージのセットを
有効にします。設定されるフラグは、ON、BACKLINK、ERRORS、
EMU、FRAGGER、INIT、INSPECTOR、JANITOR、LIMBER、MISC、

PART、RECMAN、REPAIR、SCHEMA、SKULKER、STREAMS、お

よび VCLIENT です。 

NODEBUG トレース画面は使用可能なままで、以前に設定したデバッギング
メッセージはすべて無効にします。このオプションでは、メッセー
ジもONのコマンドオプションが設定された状態のままになります。 
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デバッギングメッセージ

ndstrace 画面が使用可能な場合、 デフォル トのフ ィルタの設定に基づいて情報が表示さ
れます。 デフォル トで表示される情報の内容を変更するには、 デバッギングメ ッセージ
フラグを使用してフ ィルタを操作します。 デバッギング メ ッセージによ り、 eDirectory
のステータスを確認し、 問題が発生していないかど うかを検証できます。

各 eDirectory 処理には、 デバッギングメ ッセージのセッ トが含まれています。 個々の処
理中にそのデバッギングメ ッセージを表示するには、 プラス記号 (+)、 および該当する
処理名またはオプシ ョ ンを使用します。処理を表示しない場合は、マイナス記号 (-)、お
よび該当する処理名またはオプシ ョ ンを使用します。 次に例を示します。

また、 ブール演算子の &(AND) および |(OR) を使用して、 デバッギングメ ッセージのフ
ラグを結合するこ と もできます。サーバコンソールでデバッギングメ ッセージを制御す
る構文は、 次のとおりです。

set ndstrace = +trace_flag [trace_flag]

または

set ndstrace = +trace_flag> [&trace_flag]

次の表では、 デバッギング メ ッセージ用の ト レースフラグについて説明します。 各 ト
レースフラグは略語で入力できます。

メッセージ 説明

set ndstrace = +SYNC 同期メッセージを表示します。

set ndstrace = -SYNC 同期メッセージを非表示にします。

set ndstrace = +SCHEMA スキーマメッセージを表示します。

トレースフラグ 説明

ABUF eDirectory リクエストとの連携、または eDirectory リクエストへの応

答として受信されたデータを含む、インバウンドおよびアウトバウン
ドパケットバッファに関するメッセージと情報です。

ALOC メモリ割り当ての詳細について示すメッセージです。 

AREQ 他のサーバまたはクライアントからのインバウンド要求に関するメッ
セージです。 

AUTH 認証に関するメッセージとエラーレポートです。 

BASE 小限のデバッギングレベルでのデバッグエラーメッセージ。 

BLNK バックリンクとインバウンドの破損通知メッセージおよびエラーレ
ポートです。

CBUF アウトバウンドDSクライアントリクエストに関するメッセージです。 

CHNG キャッシュ変更メッセージです。

COLL 以前に更新内容を受信したときのオブジェクトの更新情報に関するス
テータスおよびエラーレポートです。
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CONN ローカルサーバが接続を試みている相手のサーバ、およびローカル
サーバが接続できない原因となっている可能性のあるエラーとタイム
アウトについての情報を示すメッセージです。

DNS eDirectory 統合 DNS サーバプロセスに関するメッセージです。

DRLK 分散リファレンスリンクメッセージです。

DVRS eDirectory が機能している可能性のある DirXML® ドライバ固有のエリ

アを示すメッセージです。

DXML DirXML イベントの詳細について示すメッセージです。

FRAG eDirectory メッセージを NCP サイズのメッセージに分解する、NCPTM

フラッガからのメッセージです。

IN インバウンドの要求およびプロセスに関するメッセージです。

INIT eDirectory の初期化に関するメッセージです。

INSP ソースサーバのローカルデータベース内のオブジェクトの整合性に関
するメッセージです。このフラグを使用すると、ソースサーバのディ
スクストレージシステム、メモリ、プロセッサの要求量が増加します。
オブジェクトが破損しない限り、このフラグは有効に設定しないでく
ださい。 

JNTR ジャニタ、レプリカの同期、フラットクリーナなどのバックグラウン
ド処理に関するメッセージです。

LDAP LDAP サーバに関するメッセージです。

LMBR リンバ処理に関するメッセージです。

LOCK ソースサーバのローカルデータベースロックの使用および操作に関す
るメッセージです。 

LOST 消失エントリに関するメッセージです。

MISC eDirectory 内の異なるソースからのメッセージです。

MOVE パーティションの移動操作、またはサブツリーの移動操作からのメッ
セージです。

NCPE NCP レベルのリクエストを受信したサーバを示すメッセージです。

NMON iMonitor に関するメッセージです。

OBIT 破損通知処理からのメッセージです。

PART バックグラウンド処理およびリクエスト処理からのパーティション操
作に関するメッセージです。 

PURG パージ処理に関するメッセージです。

RECM ソースサーバのデータベースの操作に関するメッセージです。 

RSLV 名前解決要求の処理に関するメッセージです。

トレースフラグ 説明
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ndstrace でデバッギングメ ッセージを使用している と、 特に便利な ト レースフラグがあ
るこ とが分かり ます。 Novell サポートで多く使用されている ndstrace 設定には、 次のよ
うなシ ョート カッ トがあ り ます。

set ndstrace = A81164B91

この設定を使用する と、複数のデバッギングメ ッセージを １つのグループと して使用で
きます。

バックグラウンド処理

eDirectory のステータスを確認できるデバッギングメ ッセージの他に、 eDirectory バッ ク
グラウンド処理を強制的に実行するコマンドのセッ ト も用意されています。バッ クグラ
ウンド処理を強制的に実行するには、 コマンドの先頭にアスタ リ スク (*) を付けます。
次に例を示します。

set ndstrace = *H

また、 いくつかのバッ クグラウンド処理のステータス、 タイ ミ ング、 および制御を変更
するこ と もできます。 これらの値を変更するには、 コマンドの先頭に感嘆符 (!) を付け
て新しいパラ メータまたは値を入力します。 次に例を示します。

set ndstrace = !H 15 (parameter_value_in_minutes)

SADV SLP (Service Location Protocol) のツリー名とパーティションの登録に

関するメッセージです。

SCMA スキーマの同期処理に関するメッセージです。

SCMD スキーマ関連の操作の詳細について示すメッセージです。インバウン
ド同期とアウトバウンド同期の両方についての詳細を示します。 

SKLK レプリカの同期処理に関するメッセージです。 

SPKT eDirectory NCP サーバレベルの情報に関するメッセージです。

STRM ストリーム構文の属性の処理に関するメッセージです。

SYDL レプリケーション処理時の詳細について示すメッセージです。

SYNC インバウンド同期トラフィック (サーバ側で受信される内容 )について

のメッセージです。

TAGS トレースオプションを識別するタグ文字列が表示されます。このト
レースオプションでは、トレース処理で表示される各行のイベントが
生成されます。

THRD バックグラウンド処理 (スレッド )の開始時と終了時を示すメッセージ

です。

TIME 同期処理時に使用される遷移ベクトルに関するメッセージです。

TVEC Synchronize Up To、レプリカ、および遷移ベクトルなどの属性に関す

るメッセージです。 

VCLN 他のサーバへの接続の確立または切断に関するメッセージです。

トレースフラグ 説明
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eDirectory バッ クグラウンド処理を制御する各ステート メン トの構文を次に示します。

set ndstrace = *trace_flag [parameter]

または

set ndstrace = !trace_flag [parameter]

次の表では、 バッ クグラ ウン ド処理の ト レースフラグ、 必要なパラ メータ、 および ト
レースフラグが表示する処理のリ ス ト を示します。

トレースフラグ パラメータ 説明

*A None ソースサーバのアドレスキャッシュをリセットします。 

*AD None ソースサーバのアドレスキャッシュを無効にします。

*AE None ソースサーバのアドレスキャッシュを有効にします。

*B None ソースサーバ上で 1 秒後にバックリンク処理の実行を開始

するようにスケジューリングします。 

!B 時間 バックリンク処理の実行間隔を分単位で設定します。

デフォルトは 1500 分 (25 時間 ) です。

値の範囲は 2 ～ 10080 分 (168 時間 ) です。

*CT None ソースサーバのアウトバウンド接続テーブルと、テーブル
の現在の統計情報を表示します。これらの統計情報には、他
のサーバやクライアントからソースサーバへのインバウン
ド接続に関する情報は含まれていません。

*CTD None コンマ区切りの形式で、ソースサーバのアウトバウンド接
続テーブルと、テーブルの現在の統計情報を表示します。こ
れらの統計情報には、他のサーバやクライアントからソー
スサーバへのインバウンド接続に関する情報は含まれてい
ません。

*D レプリカ rootEntry ID 指定したローカルエントリ ID をソースサーバの［すべての

オブジェクトを送信］リストから削除します。エントリ ID
では、サーバのローカルデータベースで固有のパーティ
ションルートオブジェクトを指定する必要があります。通
常、このコマンドは、サーバのアクセス不能が原因で Send
All Updates 処理が何度試みられても失敗する場合にのみ使

用します。 

!D 時間 インバウンド同期およびアウトバウンド同期の間隔を指定
した分数に設定します。

デフォルトは 24 分です。

値の範囲は 2 ～ 10080 分 (168 時間 ) です。

!DI 時間 インバウンド同期の間隔を指定した分数に設定します。

デフォルトは 24 分です。

値の範囲は 2 ～ 10080 分 (168 時間 ) です。
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!DO 時間 アウトバウンド同期の間隔を指定した分数に設定します。

デフォルトは 24 分です。

値の範囲は 2 ～ 10080 分 (168 時間 ) です。

*E None ソースサーバのエントリキャッシュを再初期化します。

!E None インバウンド同期およびアウトバウンド同期処理の実行を
開始するようにスケジューリングします。

!EI None インバウンド同期処理の実行を開始するようにスケジュー
リングします。

!EO None アウトバウンド同期処理の実行を開始するようにスケ
ジューリングします。

*F None ジャニタ処理の一部として、フラットクリーナ処理の実行
がソースサーバ上で 5 秒後に開始されるようにスケジュー

リングします。

!F 時間 フラットクリーナ処理の実行間隔を分単位で設定します。

デフォルトは 240 分 (4 時間 ) です。

値の範囲は 2 ～ 10080 分 (168 時間 ) です。

*G レプリカ rootEntry ID 指定したルートパーティション IDの変更キャッシュを再構

築します。

*H None ソースサーバ上で直ちににレプリカ同期処理の実行を開始
するようにスケジューリングします。 

!H 時間 ハートビート同期処理の実行間隔を分単位で設定します。

デフォルトは 30 分です。

値の範囲は 2 ～ 1440 分 (24 時間 ) です。

*HR None メモリ内で 後に送信されたベクトルを消去します。

*I レプリカ rootEntry ID 指定したローカルエントリ ID をソースサーバの［すべての

オブジェクトを送信］リストに追加します。エントリ ID で

は、サーバのローカルデータベースで固有のパーティショ
ンルートオブジェクトを指定する必要があります。レプリ
カの同期処理では、［すべてのオブジェクトを送信］リスト
がチェックされます。パーティションのルートオブジェク
トのエントリ ID がリスト内に存在する場合、Synchronized
Up To 属性の値に関係なく、eDirectory によってパーティ

ション内のすべてのオブジェクトと属性が同期されます。

!I 時間 ハートビート同期処理の実行間隔を分単位で設定します。

デフォルトは 30 分です。

値の範囲は 2 ～ 1440 分 (24 時間 ) です。

*J None レプリカの同期処理の一部として、ソースサーバ上でパー
ジ処理の実行を開始するようにスケジューリングします。

トレースフラグ パラメータ 説明
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!J 時間 ジャニタ処理の実行間隔を分単位で設定します。

デフォルトは 2 分です。

値の範囲は 1 ～ 10080 分 (168 時間 ) です。

*L None ソースサーバ上で 5 秒後にリンバ処理の実行を開始するよ

うにスケジューリングします。

*M Bytes ソースサーバの ndstrace.log ファイルで使用する 大ファ

イルサイズを変更します。このコマンドは、デバッグファ
イルのステータスに関係なく使用できます。bytes の値は

10000 バイトから 100MB までの範囲で指定します。この範

囲外の値が指定された場合、変更は発生しません。 

!M None eDirectory で使用されるメモリの 大量をレポートします。

!N 0|1 名前の形式を設定します。

0 の場合は 16 進数のみです。

1 の場合は完全ドット形式です。

*P None 調整可能なパラメータとそのデフォルトの設定を表示し
ます。 

*R None TTF ファイルをリセットします。デフォルトでは

sys:system\ndstrace.dbg ファイルです。このコマンドは、

SET パラメータの NDS Trace File Length Set to Zero と同

じ働きをします。

*S None サーバ上のレプリカを同期する必要があるかどうかを
チェックするスカルク処理をスケジューリングします。 

!SI 時間 インバウンドスキーマ同期処理の実行間隔を分単位で設定
します。

デフォルトは 24 分です。

値の範囲は 2 ～ 10080 分 (168 時間 ) です。

!SO 時間 アウトバウンドスキーマ同期処理の実行間隔を分単位で設
定します。

デフォルトは 24 分です。

値の範囲は 2 ～ 10080 分 (168 時間 ) です。

!SIO 時間 時間を分単位で指定し、その間のインバウンドスキーマ同
期処理を無効にします。

デフォルトは 24 分です。

値の範囲は 2 ～ 10080 分 (168 時間 ) です。

!SO0 時間 時間を分単位で指定し、その間のインバウンドスキーマ同
期処理を無効にします。

デフォルトは 24 分です。

値の範囲は 2 ～ 10080 分 (168 時間 ) です。

*SS None 強制的に即時スキーマの同期を実行します。

トレースフラグ パラメータ 説明
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*SSA None スキーマの同期処理の実行を即時に開始するようにスケ
ジューリングします。過去 24 時間に同期が実行されていた

場合でも、すべてのターゲットスキーマでスキーマの同期
が強制的に実行されます。

*SSD None ソースサーバの［ターゲットスキーマ同期］リストをリセッ
トします。このリストでは、スキーマの同期処理の実行中
にソースサーバと同期する必要のあるサーバが識別されま
す。レプリカを保持していないサーバは、サーバオブジェ
クトとレプリカを保持しているサーバのターゲットリスト
に包含されるように要求を送信します。

*SSL None ターゲットサーバのスキーマ同期リストを印刷します。

*ST None ソースサーバ上のバックグラウンド処理のステータス情報
を表示します。

*STX None ソースサーバ上のバックリンク処理 (外部参照 )のステータ

ス情報を表示します。

*STS None ソースサーバ上のスキーマ同期処理のステータス情報を表
示します。

*STO None ソースサーバ上のバックリンク処理 (破損通知 )のステータ

ス情報を表示します。

*STL None ソースサーバ上のリンバ処理のステータス情報を表示し
ます。

!T 時間 サーバの稼動状態のチェックの実行間隔を分単位で設定し
ます。

デフォルトは 30 分です。

値の範囲は 1 ～ 720 分 (12 時間 ) です。

*U サーバのオプション
の ID

コマンドにエントリ ID が含まれていない場合は、以前に

「down」から「up」にラベルが付加された任意のサーバの

ステータスを変更します。コマンドにローカルエントリ ID
が含まれている場合は、指定されたサーバのステータスを
「down」から「up」に変更します。エントリ ID は、ソース

サーバのデータベースで固有であり、サーバを表すオブ
ジェクトを参照する必要があります。

!V リスト 制限のある eDirectory バージョンのリストを表示します。

バージョンが表示されない場合は制限がないことを示しま
す。各バージョンはコンマで区切られます。 

*Z None 現在、スケジューリングされているタスクを表示します。

トレースフラグ パラメータ 説明
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ConsoleOne のトラブルシューティング

ConsoleOne のト ラブルシューティングの詳細については、 『ConsoleOne ユーザガイ ド』 の
「 ト ラブルシューテ ィ ング (http://www.novell.com/documentation/japanese/consol13/c1_enu/data/
hlgnvvum.html)」 を参照してください。

eDirectory ツリーをブラウズできない 
次のいずれかのに該当する場合は、 eDirectory ツ リーをブラウズできません。

eDirectory ツ リーの Tree オブジェク トの削除、 名前変更、 移動が行われた場合。 

ネッ ト ワークからログアウ ト して、 変更を表示するために再度ツ リーにログインし
た場合。

ndsd デーモンが停止している場合。 

次のコマンドのいずれかを入力し、 デーモンを再起動します。

Linux の場合 :/etc/rc.d/init.d/ndsd start

Solaris の場合 :/etc/init.d/ndsd start

AIX の場合 :/etc/ndsd start

HP-UX の場合 :/sbin/init.d/ndsd start

次のエラーメ ッセージが表示される場合。

An attempt to resolve SVC (switched virtual circuit) failed.

これは、 ツ リーがプライマ リ ツ リーであるのに対して、 サーバがプライマ リサーバ
ではないためです。 サーバをプライマ リサーバに設定して ください。

これらの操作のいずれかを実行する場合は、 ツ リーをブラウズするために新しい
ConsoleOne ウ ィ ン ド ウを開いてください。

NetWare サーバ上での純粋な IP 環境の実行 
NetWareサーバ上の純粋な IP環境では、ConsoleOneが実行されているサーバの eDirectory
ツ リーは ConsoleOne で認識されません。 

これを修正するには、 autoexec.ncf ファ イルに次の変更を加えてください。

TCPIPのLOADおよびBIND ステート メン トの後にLOAD SCMD.NLM とい う ステー
ト メン ト を追加します。 

サーバ ID に IPXTM を追加します。 

サーバを再起動します。

この問題の詳細については、 Novell Knowledgebase の Solution #2943528 (http://
support.novell.com) を参照してください。
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破損通知

ディ レク ト リに保存される破損通知については非常に複雑なため、 ビジネスで う ま く利
用されていない場合があ り ます。 い く つかのディ レ ク ト リ 製品とは異な り、 Novell
eDirectory ではオブジェク ト間の参照整合性が確保されています。 たとえば、 グループ
A にユーザ B とい う メンバが登録されている場合、ユーザ B が削除される とディ レク ト
リでは自動的にグループAからユーザBへの参照が削除されます。破損通知は、eDirectory
によってオペレーシ ョナル属性と してオブジェク トに保存されます。これによ り、削除、
移動、名前の変更、復元、およびその他の操作中に、二重に参照整合性が確保されます。

破損通知には大き く分類して 3 つの種類があ り ます。

プライマ リ破損通知には、停止 (0001)、復元 (0000)、移動 (0002)、新規 RDN(0005)、お
よびツ リーの新規 RDN(0008) の各種類があ りあます。

セカンダ リ破損通知は、 一般的にプライマ リ破損通知に関連付けられており、 プラ
イマ リ破損通知で指定された操作の通知が必要なエージェン トおよびパーティシ ョ
ンを表します。 セカンダ リ破損通知には、 バッ ク リ ンク (0006)、 使用中 (000C)、 お
よびツ リーの移動 (000a) の各種類があ り ます。

ト ラ ッキング破損通知には移動禁止 (0003)、 古い RDN(0004)、 およびツ リーの古い
RDN(0007) の各種類があ り ます。

ト ラ ッキング破損通知以外の破損通知は、次の同期ステータスのセッ ト を使用して移動
する必要があ り ます。 

初期化ステータスまたは発行済み (0)

通知済み (1)

パージ準備完了 (2)

パージ可能 (4)

ステータスは破損通知属性のフラグフ ィールドで記録されます。破損通知が次のステー
タスに進む前に、現在のステータスは必ず実オブジェク トのすべてのレプリ カに同期さ
れます。 リ ング内のすべてのレプリ カが破損通知ステータスを与えられているかど うか
を判断するために、遷移ベク トルからベク トルが計算されます。eDirectory 8.6 以降では、
保存されていない破損通知ベク トルが使用されます。 以前のバージ ョ ンの eDirectory で
は、パージベク トルが使用されます。破損通知の変更タイムスタンプ (MTS) が破損ベク
トルよ り も古い場合、担当サーバは該当する破損通知を次のステータスに進めるこ とが
できます。

「バッ ク リ ンク」 のセカンダ リ破損通知の場合、 該当する破損通知を含むオブジェク ト
のマスタレプ リ カを持つエージェン トがステータスを進めます。 「使用中」 のセカンダ
リ破損通知の場合、 レプ リ カが存在している間は該当する破損通知を作成したエージェ
ン トがステータスを進めます。 レプ リ カが存在しない場合、 パーティシ ョ ンのマスタを
保持しているエージェン トが 「使用中」 の破損通知のステータスを進めます。 「ツ リー
の移動」 の破損通知の場合、 ルートパーティシ ョ ンのマスタがステータスを進めます。

プライマ リ破損通知は、すべてのセカンダ リ破損通知が 後のステータスまで進められ
た後でのみ、 ステータスを進めるこ とができます。 プライマ リ破損通知が 後のステー
タスまで進んだ後で、 そのステータスが リ ング内のすべてのサーバに同期される と、
残っているのは属性を持たないオブジェク トであるオブジェ ク トハスクのみとな り、 こ
れらはシステムのパージプロセスによってパージされます。 ト ラ ッキング破損通知は、
プライマ リ破損通知の削除の準備が完了した後か、 Inhibit_move の場合はプライマ リ破
損通知がマスタレプ リ カのOBF_NOTIFIED ステータスに移動された後で削除されます。
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破損通知の処理を担当するレプ リ カは、指定したパーティシ ョ ンがインバウンド同期サ
イクルを終了した後で、パーティシ ョ ンごとにスケジュールされているバッ クグラウン
ド処理 ( 破損通知処理 ) を実行します。パーティシ ョ ンにその他のレプリ カがない場合、
アウ トバウン ド レプ リ ケーシ ョ ン処理がハート ビー ト間隔でスケジュールされたまま
にな り ます。 その後、 アウ トバウンドレプ リ ケーシ ョ ン処理によって破損通知処理が開
始されます。 破損通知処理は手動ではスケジュールできず、 また、 その必要もあ り ませ
ん。同期化が実行される と、遷移ベク トルが更新され、パージベク トルおよび Obit ベク
トルを進めます。 これらのベク トルが進められる と、 破損通知のステータスを進めるこ
とができます。 これと同時に、 インバウンド同期に自動スケジューリ ングが実行される
と、 破損通知処理サイ クルが完了します。 すなわち、 破損通知処理の起動要因はオブ
ジェク ト同期です。

削除されたオブジェ ク ト の場合、 「停止」 のプラ イマ リ破損通知に関連するすべての破
損通知が 後のステータス ( パージ可能 ) まで進められ、 そのステータスがすべてのレ
プリ カに同期された後で、新しい処理がデータベースに残っているエン ト リハスクの削
除を担当します。 これらのハスクを削除するために、 パージ処理が自動的に実行されま
す。 パージ処理のスケジュールおよび自動スケジュール間隔の調整は、 iMonitor のエー
ジェン ト環境設定ページを使用して手動で設定するこ とができます。

例

このセクシ ョ ンでは、 次の例を紹介します。

538 ページの 「オブジェク トの削除」

539 ページの 「オブジェク トの移動」

オブジェクトの削除

1 プライマ リ破損通知 OBT_DEAD を追加します。

バッ ク リ ンクの属性には、 このオブジェク トに関連し、 このエン ト リに対する変更を
通知する必要のあるサーバのリ ス トが含まれています。バッ ク リ ンクの属性のリ ス ト
に含まれる各DNおよびエン ト リのパーティシ ョ ンレプリカ属性のリ ス トに含まれる
すべてのサーバに対して、 eDirectory はバッ ク リ ンク破損通知を追加します。 プライ
マリ破損通知 (OBT_DEAD) の作成時刻は、 セカンダリ破損通知に保存されます。

使用中の属性には、 このオブジェク トに関連し、 このエン ト リに対する変更を通知
する必要のあるパーティシ ョ ンの リ ス トが含まれています。 使用中の属性のリ ス ト
に含まれているすべての DN に対して、 eDirectory は使用中の破損通知を追加しま
す。プライマ リ破損通知 (OBT_DEAD) の作成時刻は、セカンダ リ破損通知に保存さ
れます。

2 破損通知以外のすべての属性を削除します。

次に、 アウ トバウンド レプ リ ケーシ ョ ンプロセスによって、 レプ リ カ リ ング内にあ
る他のすべてのサーバに変更が同期されます。

このパーティシ ョ ンの次回のインバウンド同期が実行される と きに、 破損通知処理
が開始され、 次の処理が実行されます。

小遷移ベク トルである時間ベク トルを計算し、 パージベク トルと して参照さ
れます。比較的新しいバージ ョ ンの eDirectory では、 2 番目に小さいベク トルが
計算されます。 このベク トルは、 サブオーディネート リ ファレンスのレプ リ カ
ではな く、 破損通知ベク トルと呼ばれます。
538   Novell eDirectory 8.7.3 管理ガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
このパーティシ ョ ン内にあるそれぞれの破損通知が検査されます。

該当する破損通知がプライマ リ破損通知で、 セカンダ リ破損通知がな く、 破損
通知の属性変更タイムスタンプ (MTS) がパージベク トルよ り も古い場合、 すべ
てのサーバが変更を確認済みと してこの破損通知は削除されます。

該当する破損通知がバッ ク リ ンク破損通知で、 このサーバがマスタの場合、 こ
のサーバが破損通知の処理を担当します。

重要 : ステータスが完了していない場合、このステータスに必要な操作を実行します。これは外部

参照を通知するときに も頻繁に実行されます。

該当する破損通知が使用中の破損通知で、 ( 破損通知の MTS のレプ リ カ番号と
ローカルのレプリ カ番号の比較から判断して ) このサーバで削除が発生してい
る場合、 このサーバがこの破損通知の処理を担当します。

このサーバが特定のセカンダ リ破損通知のタイプ ( バッ ク リ ンクまたは使用中 )
の処理を担当し、 1 つのエン ト リ内にある該当するタイプのすべてのセカンダ
リ破損通知が同じステータスであ り、 該当するステータスに必要な処理 ( 例え
ば、 サーバへの通知 ) がすべての破損通知で完了していて、 さ らにその破損通
知のタイプの MTS が破損通知ベク トルよ り も古い場合、該当するタイプのすべ
てのセカンダ リ破損通知を次のステータスに進めるこ とができます。 

オブジェクトの移動

移動は削除と非常によ く似ていますが、 次に挙げる操作が違います。

プライマ リ破損通知が移動元に配置される前に、 エン ト リの一部が移動先のコンテ
ナに作成され、そのエン ト リの一部に ト ラ ッキング破損通知 (OBT_INHIBIT_MOVE)
が配置されます。 この ト ラ ッキング破損通知は、 エン ト リが移動元から完全に移動
される前にエン ト リが移動されたり、 パーティシ ョ ン操作に加わるのを防ぐために
配置されます。

ソースエン ト リでは、 プライマ リ破損通知は OBT_MOVED です。

プライマ リ破損通知 (OBT_MOVED) のステータスが通知済み ( ソースのすべてのレ
プリ カにエン ト リが移動されたこ とを通知した状態 ) にな り、 すべての外部参照に
通知が完了する と、 ト ラ ッキング破損通知 (OBT_INHIBIT_MOVE) が移動先エン ト
リから削除されます。

停止および孤立した破損通知の影響

破損通知を含むオブジェク トは、 エージェン トのアウ トバウンド同期の実行時、 および
インバウン ド同期サイ クルの 後に実行されるよ うにスケジュールされている破損通
知処理の実行時に調査の対象とな り ます。

予防策

定期的に iMonitor サーバ情報レポート を実行してください。 このレポートは、 ツ リー全
体を調べて、 検索可能な各 NCP サーバと通信し、 検知したすべてのエラーをレポート
します。 このレポート を使用して、時刻同期およびリ ンバの問題を診断できます。また、
現在のサーバ自体が他のすべてのサーバと通信可能である と認識しているかど うかも
知る こ とができます。 環境設定ページで選択されている場合、 サーバはツ リー内にある
各サーバの NDS エージェン トヘルス情報を生成するこ と もできます。サーバ情報レポー
トの実行の詳細については、189 ページの「レポートの設定と表示」を参照して ください。
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iMonitor2.0 以降のバージ ョ ンを使用する場合は、 [Errors and Health sub-report] のレポー
トオプシ ョ ンが有効になっているこ とを確認してください。 レポートでは次の項目が確
認されます。 レポート を参照し、 エラーがないこ とを確認してください。

iMonitorに保存されている ndsimonhealth環境設定ファ イルの情報に基づき (177 ペー
ジの 「環境設定ファ イル」 を参照 )、 ツ リー全体で正しいディ レク ト リパッチを実
行しているこ とを確認するために eDirectory エージェン トのバージ ョ ンをチェ ッ ク
する。

すべてのサーバが Timesync の許容範囲内にある。

このサーバが他のすべてのサーバと通信できる。

このツ リーから不適切または不完全に削除されたサーバがない。

ヘルスサブレポートで、 レプ リ ケーシ ョ ン同期時刻の許容範囲外にパーティシ ョ ン
があるかど うかを確認する。

iMonitor1.5 を使用する場合はエラーレポートオプシ ョ ンを選択します。レポートでは次
の項目が確認されます。 レポート を参照し、 エラーがないこ とを確認して ください。

エージェン トのバージョンが表示される。ツ リー内のすべてのサーバで、Novell Support
の Web サイ ト  (http://support.novell.com) から入手できる 新の eDirectory Support Pack が
実行されている。

すべてのサーバが Timesync の許容範囲内にある。

このサーバが他のすべてのサーバと通信できる。

このツ リーから不適切または不完全に削除されたサーバがない。

iMonitor 破損通知リ スティングレポート または iMonitor オブジェク ト統計情報レポート
を使用して、 システムにある破損通知を検索できます。 処理が実行されていないと思わ
れる破損通知を見つけた場合は、 540 ページの 「 ト ラブルシューティングのヒ ン ト 」 を
参照してください。

トラブルシューティングのヒント

破損通知が処理されない場合、 大き く分けて次の 2 つの原因が考えられます。 それは、
破損通知が孤立している場合 ( 破損通知がすべてのサーバではなく一部のサーバにのみ
存在する場合 )、 または破損通知が停止している場合 ( 破損通知がすべてのサーバに存
在するが、 ステータスが何らかの理由で進まない場合 ) です。

次の項目を参照して、 孤立または停止した破損通知の問題を解決して ください。

あわてずに対応して ください。

オブジェク トの破損通知がこのサーバに保存されていない ( 該当するオブジェク ト
が外部参照の ) 場合、 次を実行します。

一致する破損通知が実オブジェ ク ト に含まれているかど う かをチェ ッ ク し ま
す。一致する破損通知が含まれていない場合、 この破損通知は孤立しています。
詳細については、 542 ページの 「外部参照の孤立した破損通知の解決」 を参照
して ください。

一致する破損通知が実オブジェク トに含まれている場合、 実オブジェ ク トの破
損通知の問題を解決してから、 外部参照にある破損通知の問題を特定して くだ
さい。
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破損通知が正確に同期されているこ とを確認して ください。

iMonitor の ［エージェン ト同期］ページを使用して同期エラーをチェ ッ クおよび
解決して ください。

破損通知は、 レプ リ カ リ ングのコピーを保持するすべてのエージェン ト がス
テータスの変更を確認した後でのみステータスを変更できます。 すべてのレプ
リ カがデータを認識したこ とを確認するには、 次のよ うないくつかの方法があ
り ます。

破損通知を含むエン ト リ を参照しながら、 エン ト リ同期リ ンクをク リ ッ ク しま
す。 すべてのレプ リ カに同期されていない属性がすべて表示されます。

破損通知属性値の中で、 も古いタイムスタンプを検索します。 検索されたタ
イムスタンプの時刻と現在時刻の差が、 ［パーティシ ョ ン同期］ ページの 大リ
ングデルタフ ィールドの間隔よ り も大きい必要があ り ます。

遷移ベク トルを調査します。

すべてのサーバ通信が機能しているこ とを確認するには、 iMonitor のサーバ情報レ
ポート を実行します。

エラーを検索するには、エージェン トプロセスステータス : 破損通知を検査してくだ
さい。

エージェン トプロセスステータス : 破損通知で起こ り う る一般的な問題には、次
のものがあ り ます。

-625、 -622、 -634、 および -635 の通信エラー。 詳細については、 「サーバ情報レ
ポート 」 を参照して ください。

-601 および -603 は、 適切に削除されていないサーバ、 またはサーバオブジェク
トに不明なベースク ラスが含まれるサーバを示します。

このページに表示されるエラーは致命的なものではあ り ません。 そのパーティ
シ ョ ンで破損通知処理が次回実行される と きに、 この操作が再試行されます。
このページに表示された問題を解決して、 再試行まで待機して ください。

破損通知オブジェク ト を表示した状態で、 リ ング周辺の破損通知を比較しながらレ
プ リ カ リ ングを調べます。

破損通知のコピーがないレプ リ カがあ り、 すべての属性値がパージ可能ではな
い場合、 このオブジェ ク トはレプ リ カ リ ング周辺で矛盾しており、 破損通知が
孤立している と考えられます。 詳細については、 542 ページの 「孤立した破損
通知の解決」 を参照して ください。

オブジェ ク ト がすべてのレプ リ カに矛盾な く存在している場合、 同期エラー、
または破損通知処理にエラーが発生しているために次のステータスに進まない
可能性があ り ます。

必要に応じて ［Trace with the Obituary］ オプシ ョ ンを有効にして、破損通知処理の詳
細を検査して ください。

今後、 破損通知の問題を回避するには、 eDirectory 8.6 の 新のサポート パッ ク に
アッ プグレード してく ださ い。破損通知についての既知の問題がすべて修正さ れて
います。
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解決方法

540 ページの 「 ト ラブルシューティングのヒ ン ト 」 を参照して、 適切な解決方法を使用
してください。

これらの解決方法を使用する前に、 データが安全であるこ とを確認して ください。 ディ
レク ト リデータベースファ イル、 サーバ環境設定、 およびト ラスティのバッ クアップが
必要となる場合があ り ます。成功率を高め、今後生じる問題を 小限に抑えるためには、

新の eDirectory サポートパッ クにアップグレード して ください。

孤立した破損通知の解決

推奨される方法 : レプ リ カ リ ング内のサーバのいずれかに eDirectory 8.6 以降のバー
ジ ョ ンを使用する場合、 iMonitor のオブジェク ト を参照し、 ［Send Single Entry( 単一
エン ト リ を送信 )］ を選択します。 これによ り、 その他のすべてのレプ リ カに非委
任の送信が実行されます。

避けるべき方法 : 孤立した破損通知のコピーを持つレプリ カ リ ングにあるすべての
サーバが eDirectory 8.6 よ り も前のバージ ョ ンの場合に、 DSBrowse を -a オプシ ョ ン
でロード して、 オブジェ ク ト を参照し、 エン ト リにタ イムスタンプを設定します。
これによ り、 このサーバに存在するオブジェ ク トがそのまま委任されたコピーとな
り ます。 Novell では、 実際にはオブジェク ト を委任されたものと設定するこ とはお
勧めしません。

外部参照の孤立した破損通知の解決

推奨されない方法 : タイムスタンプオプシ ョ ンが選択されている DSRepair を実行し
ます。

推奨されない方法 :実レプリ カをサーバに移動し、使用可能な状態になってから破損
通知が処理されるのを待ちます。破損通知が処理されない場合は、540 ページの 「 ト
ラブルシューティングのヒ ン ト 」 にある情報を参照して実レプ リ カに移動されたオ
ブジェク トの問題を解決して ください。 破損通知が処理されたら、 レプ リ カは削除
してもかまいません。

以前の操作

過去には、 停止した破損通知を解決するためにいくつかの異なる手段をと り ました。 こ
れらの手段の一部は、 費用のかかるパーティシ ョ ン操作、 または将来的に問題の原因と
なる可能性のある ドキュ メン ト化されていない機能の使用に関連しています。

1 つ目に使用されていたのは、 マスタを保持しているレプ リ カを切り替える方法です。
マスタはさまざまなステータスを通じてバッ ク リ ンクの破損通知の移動を担当してい
るエージェン ト なので、 この手段が有効な場合もあ り ます。 レプ リ カに矛盾があ りマス
タが削除されたオブジェク ト を保持していない場合、 該当するマスタを、 破損通知と一
緒に削除されたエン ト リ を保持していたエージェン トに切り替える と、新規エージェン
ト に破損通知のステータスを次に進めてパージする こ とのできる ラ イセンスが与えら
れます。 ［Send Single Entry( 単一エン ト リ を送信 )］ を選択する と、 よ り確実で危険性の
低い方法で、 レプ リ カの矛盾が原因で停止している破損通知の問題を解決します。

2 つ目に使用されていたのは、 DSRepair を実行してすべての破損通知を削除するスイ ッ
チを使用する方法です (DSRepair を起動して、 停止している破損通知を解決するサード
パーティ製のアプリ ケーシ ョ ンがあ り ます )。 この方法はお勧めできません。 これらの
スイ ッチを使用する と、 このエージェン トにあるすべての破損通知が削除されます。 し
たがって停止していない破損通知も削除される可能性があ り、 レプ リ カの矛盾性がさ ら
に深ま り、 よ り多くの停止している破損通知が作成される場合があ り ます。 これは分散
された操作ではないので、 停止している破損通知のあるすべてのサーバで DSRepair を
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実行する必要があ り ます。 この操作は、 これらのサーバの 1 つで処理未了のまま削除さ
れてしま うパーティシ ョ ンの破損通知を取得する可能性を高めます。処理未了のまま破
損通知を削除する と、 孤立した破損通知を新たに生み出す可能性があ り、 その結果と し
て数年後にレプリ カタイプの変更、 新規レプリ カの追加、 またはその他のパーティシ ョ
ン操作を実行したと きに問題が生じる場合があ り ます。

3 つ目に使用されていたのは、 カスタムモード操作で DSBrowse を使用してエン ト リに
タイムスタンプを設定するか、または RSRepair で -0T スイ ッチを使用してオブジェク ト
を委任されたものと設定する方法です。 この操作によ りエン ト リは委任されたものと設
定され、 他のすべてのレプリ カにこのエン ト リ を同期します。 その他のサーバで変更さ
れたデータを失う可能性があるので、 この操作の実行には細心の注意を払う必要があ り
ます。 破損通知のク リーンアップの方法と しては、 なるべく使用しないこ とをお勧めし
ます。

DS がロードされない場合の HTTPSTK へのアクセス

DS がロード されない場合に HTTPSTK(HTTP プロ ト コルスタ ッ ク ) にアクセスできる管
理者ユーザを事前に設定できます。 事前に設定された管理者ユーザ (SAdmin) には、
eDirectory 管理者ユーザオブジェク ト と同等の権利があ り ます。 サーバが、 eDirectory が
適切に機能していない状態の場合、 このユーザと してサーバにログインし、 eDirectory
を使用せずに実行できる必要なすべての診断およびデバッギング作業を実行します。

543 ページの 「NetWare で SAdmin パスワードを設定する」

544 ページの 「Windows で SAdmin パスワードを設定する」

544 ページの「Linux、Solaris、AIX、および HP-UX で SAdmin パスワードを設定する」

NetWare で SAdmin パスワードを設定する

NetWare リモートマネージャを使用して SAdmin ユーザオブジェク ト を有効にし、 この
オブジェク トのパスワードを設定または変更します。 SAdmin のパスワードを設定また
は変更するには、eDirectory サーバ上で HTTPSTK.NLM が実行されてる必要があ り ます。

1 Web ブラウザを開きます。

2 アドレス (URL) フ ィールドに、 次の形式で入力します。

http://server's TCP/IP address:port

次に例を示します。

http://137.65.123.11:8008

注 : デフォルトの代替ポート番号は 8008 です。NetWare リモートマネージャの環境設定ページでこの

値を変更した場合は、その新しいポート番号を入力します。

サーバ名と IP アドレスの解決のために DNS(Domain Name Service) をネッ ト ワーク
にインス トールしてある場合は、 IP アドレスの代わりにサーバの DNS 名を入力す
るこ と もできます。

3 ユーザ名、 コンテキス ト 、 パスワードを指定します。

4 ［環境設定］ ボタン > ［Enable Emergency Account(SADMIN User)］ の順にク リ ッ ク
し、 ［パスワードの設定］ をク リ ッ ク します。

5 SAdmin のパスワードを指定してから、 入力したパスワードを確認します。

6 ［設定］ をク リ ッ ク します。
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Windows で SAdmin パスワードを設定する

DHOST リモートマネージャページ (/dhost URL またはルートページからアクセス可能 )
を使用して、 SAdmin パスワードを設定します。 SAdmin パスワードの設定や変更を行う
には、 eDirectory サーバで dhost.exe を実行している必要があ り ます。

1 Web ブラウザを開きます。

2 アドレス (URL) フ ィールドに、 次の形式で入力します。

http://server.name:port/dhost

たとえば、 次のよ うに入力します。

http://MyServer:80/dhost

DHost iConsole へのアクセスに、サーバの IP アドレスを使用するこ と もできます。次
に例を示します。 

http://137.65.135.150:80/dhost

3 ユーザ名、 コンテキス ト 、 パスワードを指定します。

4 HTTP サーバをク リ ッ ク してから、 SAdmin パスワードを指定します。

5 指定したパスワードを確認入力して、 ［送信］ をク リ ッ ク します。 

Linux、Solaris、AIX、および HP-UX で SAdmin パスワードを設定する

SAdmin のパスワードの設定には、DHOST リモート管理ページまたは ndsconfig ユーティ
リ ティ を使用できます。

DHOST リモート管理ページ

DHOST リモートマネージャページ (/dhost URL またはルートページからアクセス可能 )
を使用して、 SAdmin パスワードを設定します。 SAdmin パスワードの設定や変更を行う
には、 eDirectory サーバで Novell eDirectory サーバを実行している必要があ り ます。

1 Web ブラウザを開きます。

2 アドレス (URL) フ ィールドに、 次の形式で入力します。

http://server.name:port/dhost

たとえば、 次のよ うに入力します。

http://MyServer:80/dhost

DHost iConsole へのアクセスに、 サーバの IP アドレスを使用するこ と もできます。
次に例を示します。 

http://137.65.135.150:80/dhost

3 ユーザ名、 コンテキス ト 、 パスワードを指定します。

4 HTTP サーバをク リ ッ ク してから、 SAdmin パスワードを指定します。

5 指定したパスワードを確認入力して、 ［送信］ をク リ ッ ク します。 

ndsconfig

ndsconfig ユーティ リ テ ィ を使用して、 SAdmin パスワードを設定します。 SAdmin パス
ワードの設定や変更を行うには、eDirectoryサーバでndsdを実行している必要があり ます。
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サーバコンソールから、 次のよ うに入力します。

ndsconfig set http.server.sadmin-pwd=password

こ こで password は、 新しい SAdmin パスワードです。

ndsconfig ユーティ リ ティの使用の詳細については、『Novell eDirectory 8.7.3 インス トール
ガイ ド』 の 「ndsconfig ユーティ リ ティパラ メータ」 を参照してください。

SNMP のトラブルシューティング

このセクシ ョ ンには、すべてのプラ ッ ト フォーム上の SNMP の ト ラブルシューティング
についての情報が含まれています。

545 ページの 「必要な ト ラ ップが生成されない」

545 ページの 「Linux 上の SNMP」

546 ページの 「HP-UX 上の SNMP」

必要なトラップが生成されない

ト ラ ップは、 対応するバーブの要求がサーバで受信された場合にのみ送信されます。 そ
れ以外の場合に ト ラ ップは送信されません。 たとえば、 ndsRemoveEntry ( ト ラ ップ番号
108) の要求が送信された場合にのみ、 ndsDeleteAttribute が送信されます。 ただし、 アプ
リ ケーシ ョ ンでは常に ACL が読み込まれ、 そのユーザに削除操作を実行する十分な権
利があるかど うかが確認されます。 この場合、 ndsDeleteAttribute ト ラ ップは生成されま
せん。 ただし、 iMonitor を使用して特定のサーバにバーブ統計情報を表示できます。

すべてのイベン トの発生時に ト ラ ップを取得するには、 時間間隔を 0 に設定します。

ト ラ ップを有効にする と、失敗した場合にのみ送信できます。 ト ラ ップを有効にする と、
すべての状態で ト ラ ップを取得できます。

Linux 上の SNMP

ndssnmpsa: 共有ライブラリのロード中のエラー : libucdmibs-0.4.2.1.so: 共有オブジェク
トファイルを開けません : 該当するファイルまたはディレクトリはありません

または

ndssnmpsa: 共有ライブラリのロード中のエラー : libucdagent-0.4.2.1.so: 共有オブジェ
クトファイルを開けません : 該当するファイルまたはディレクトリはありません

または

ndssnmpsa: 共有ライブラリのロード中のエラー : libsnmp-0.4.2.1.so: 共有オブジェクト
ファイルを開けません : 該当するファイルまたはディレクトリはありません

システム上に不正なバージ ョ ンの ucd-snmp が存在しているか、 または必要なライブラ
リへのリ ンクが存在しない可能性があ り ます。

この問題を解決するには、 ucd-snmp-4.2.1、 ucd-snmp-4.2.2、 または ucd-snmp-4.2.3 をイン
ス トールします。

たとえば、 システムに ucd version 4.2 がインス トールされている場合、 次のよ うな ucd
バージ ョ ン 4.2.1 へのリ ンクを作成する必要があ り ます。
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ln -s /usr/lib/libucdagent.so.4.2 /usr/lib/libucdagent-0.4.2.1.so

ln -s /usr/lib/libsnmp.so.4.2 /usr/lib/libsnmp-0.4.2.1.so

ln -s /usr/lib/libucdmibs.so.0.4.2 /usr/lib/libucdmibs-0.4.2.1.so

HP-UX 上の SNMP

MIB ブラウザから SNMP マスタエージェントへの接続中のエラー

NIB ブラウザから SNMP マスタエージェン トへの接続中にエラー( タイムアウ トエラー
など ) が発生した場合、 次を実行します。

SNMP マスタエージェン トが起動され、 実行中である こ とを確認します。 

これは、 次に示す ps コマンドを使用して確認できます。

ps -ef | grep snmpdm

/var/adm/snmpd.log ファ イルでエラーおよび警告メ ッセージを参照します。

NET-SNMP-5.0.8 の環境設定の問題

/usr/adm/snmpd.log ファ イルで、 NET-SNMP-5.0.8 マスタエージェン トに関するエラーお
よび警告メ ッセージを参照します。

注 : NET-SNMP マスタエージェントを停止し、再起動する場合は、ndssnmpsa も再起動する必要があります。

NAA エージェントの環境設定の問題

/var/adm/snmpd.log ファ イルで、 NAA エージェン トに関するエラーおよび警告メ ッセー
ジを参照します。 

ログ メ ッセージを有効にした状態で NAA エージェン ト を起動して ください。 次を実行
して naaagt を起動します。 

/usr/sbin/naaagt -m APALL

注 : デフォルトでは、(-k オプションで naaagt が起動されていない限り )snmpdm が終了した時点で naaagt
は自動的に終了します。詳細については、naaagt のマニュアルページを参照してください。

MIB ブラウザから SNMP 検索要求を取得できない

NET-SNMP-5.0.8 が設定、 起動、 および実行されているこ とを確認します。

eDirectory SNMP サブエージェン ト (ndssnmpsa) の環境設定の問題については、 /var/nds/
ndssnmpsa.log ファ イルを参照してください。デバッグメ ッセージを取得するには、次の
よ うに ndssnmpsa を冗長モードで起動します。

/usr/bin/ndssnmpsa -v 3 -l 3

 v の部分は冗長モード、 l の部分はログモードを示します。

トラップが SNMP コンソールまたは MIB ブラウザで受信されない

net-snmp 環境設定に ト ラ ップの送信先が入力されているこ とを確認します。 

設定方法の詳細については、 350 ページの 「NET-SNMP マスタエージェン トの起動 / 設
定」 のセクシ ョ ンを参照して ください。
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コンテナ管理者の eDirectory インストールの失敗

eDirectory 8.7.3 のインス トールプログラムでは、 サーバが格納されているコンテナの
スーパバイザ権を持つ管理者によるインス トールがサポート されています。 これを実行
するには、 eDirectory をインス トールする 初のサーバにスキーマを拡張する [Root] の
スーパバイザ権がある必要があ り ます。 この点から、 後続のサーバには ［Root］ のスー
パバイザ権は必要あ り ません。 ただし、 eDirectory 8.7.3 では、 初に eDirectory 8.7.3 が
インス トールされているプラ ッ ト フォームによっては一部のスキーマが拡張されない
場合があ り、 以降異なるプラ ッ ト フォームでサーバをインス トールする と きに ［Root］
のスーパバイザ権が要求される場合があ り ます。

eDirectory 8.7.3 を複数のプラ ッ ト フ ォームにインス ト ールする場合は、 各プラ ッ ト
フォームでインス トールする 初のサーバの ［Root］ のスーパバイザ権がある こ とを確
認して ください。たとえば、eDirectory 8.7.3 をインス トールする 初のサーバが NetWare
で実行されていて、 eDirectory 8.7.3 を Solaris でもインス トールする場合、 各プラ ッ ト
フォームの 初のサーバは ［Root］ のスーパバイザ権を持っている必要があ り ます。 そ
れ以降、 各プラ ッ ト フォームでインス トールする場合は、 サーバがインス トールされて
いるコンテナに対するコンテナ管理者の権利のみが必要になり ます。

追加情報については、 Novell eDirectory 8.7.x Readme Addendum のソ リ ューシ ョ ン
NOVL81742 (http://support.novell.com/cgi-bin/search/searchtid.cgi?/10073723.htm) を参照し
て ください。

Sun One スキーマの Novell eDirectory への移行

Sun One スキーマを Novell eDirectory に移行するには、 次の手順に従ってください。

547 ページの 「手順 1: スキーマキャ ッシュの更新操作を実行する」

548 ページの 「手順 2: エラーを解決するためにエラー LDIF ファ イルを訂正する」

550 ページの 「手順 3:LDIF ファ イルのインポート 」

手順 1: スキーマキャッシュの更新操作を実行する

次のコマンドを使用して、 スキーマの比較中に検出されたエラーをエラーファ イルに書
き込むこ とができます。 

ice -e LDIF error file name -C -a -SLDAP -s Sun ONE server -p Sun ONE port -
DLDAP -s eDirectory server -p eDirectory port

次に例を示します。

ice -e err.ldf -C -a -SLDAP -s sun_srv1 -p sun_port1 -DLDAP -s edir_srv2 -p 
edir_port2

スキーマの比較中に検出されたエラーはすべてエラーファ イル ( 例では err.ldf) に書き込
まれます。Root DSE を読み込むためにサーバから認証が要求されない限り、この操作を
実行するためにログインする必要はあ り ません。 Microsoft アクテ ィブディ レ ク ト リ で
は、 Root DSE を読み込むための認証が要求されます。
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手順 2: エラーを解決するためにエラー LDIF ファイルを訂正する

Sun ONE では、eDirectory では定義されていないいくつかのスキーマ定義が公式に定
義されています。これらの定義には、「objectClasses」、「attributeTypes」、「ldapSyntaxes」
および 「subschemSubentry」 などの属性が含まれます。 これらの定義は内部に存在
し、 スキーマにとって非常に重要です。 したがって、 これらの定義を変更するこ と
はできません。 これらの定義を変更しよ う とする と、 次のエラーが発生します。

LDAPエラー : 53 (DSAが動作しません ) 

これらの定義の参照が含まれるすべてのレコードに対して、 次のエラーが表示され
ます。

LDAPエラー : 16 : (該当する属性はありません )

したがって、 これらのオブジェク トへの参照が含まれるレコード またはこれらの定
義の変更を試行するレコードは、 LDIF エラーファイル ( 例では err.ldf) にコ メン ト
と して記入されている必要があ り ます。 

一部の Sun ONE の objectClasses 定義にはネーミ ング属性があ り ません。 これらの
objectClasses を追加する と、 eDirectory で次のエラーが発生するこ とがあ り ます。

LDAPエラー : 80 (NDSエラー : ネーミングがあいまいです (-651) 

このエラーは、Sun ONE では eDirectory とは異なるネーミ ングルールの決定のメ ソ ッ
ドが使用されているこ とが原因で発生します。 

これを解決するには、 次の 3 つのいずれかのオプシ ョ ンを使用できます。

オプシ ョ ン 1: 

エラーの原因となっている各 objectClasses を確認し、 それぞれに有効なネーミ ング
属性を追加します。

次に例を示します。

ネーミ ング属性 ［cn］ をオブジェ ク ト ク ラ ス 「netscapeMachineData」 に追加するに
は、 X-NDS_NAMING フラグが包含されるよ うに err.ldf ファ イル内のエン ト リ ( 次
の例で強調表示されている部分 ) を次のよ うに変更します。

dn: cn=schema

changetype: modify

add: objectClasses

objectClasses: ( 2.16.840.1.113730.3.2.32 NAME 'netscapeMachineData' 
    DESC 'iPlanet defined objectclass' SUP top STRUCTURAL MAY 'cn'
    X-NDS_NAMING 'cn' )-

オプシ ョ ン 2: 

エラーの原因となっている各objectClassesを確認し、該当するものをすべてAUXILIARY
または ABSTRACT に変更します。

次に例を示します。

オブジェク ト ク ラス 「netscapeMachineData」 のオブジェク ト ク ラス定義を
「STRUCTURAL」 から 「AUXILIARY」 に変更するには、次のよ うに err.ldf ファ イル
のエン ト リ ( 次の例で強調表示されている部分 ) を変更します。

dn: cn=schema

changetype: modify
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add: objectClasses

objectClasses: ( 2.16.840.1.113730.3.2.32 NAME 'netscapeMachineData' 
   DESC 'iPlanet defined objectclass' SUP top AUXILIARY )

-

オブジェク ト ク ラス 「netscapeMachineData」 のオブジェク ト ク ラス定義を
「STRUCTURAL」 から 「ABSTRACT」 に変更するには、 次のよ うに err.ldf ファ イル
のエン ト リ ( 次の例で強調表示されている部分 ) を変更します。

dn: cn=schema

changetype: modify

add: objectClasses

objectClasses: ( 2.16.840.1.113730.3.2.32 NAME 'netscapeMachineData' 
   DESC 'iPlanet defined objectclass' SUP top ABSTRACT )

-

オプシ ョ ン 3: 

eDirectory の Top の定義に cn を追加する と、 すべての objectClasses の潜在的なネー
ミ ング属性にな り ます。

cn を Top に追加するには 2 つの方法があ り ます。 

方法 1: 

次のよ うなファ イルを作成し、 topsch.ldf と命名します。

version: 1

dn:cn=schema

changetype :modify

delete:objectclasses

objectclasses : ( 2.5.6.0 NAME 'top' STRUCTURAL )

-

add:objectclasses

objectclasses : (2.5.6.0 NAME 'top' STRUCTURAL MAY cn)

次の Novell インポート / エクスポート変換コマンド ラ インを使用します。

ice -SLDIF -f LDIF_file_name -DLDAP -s eDirectory_server -p 
eDirectory_port -d eDirectory_Admin_DN -w eDirectory_password

次に例を示します。

ice -SLDIF -f topsch.ldf -DLDAP -s edir_srv2 -p edir_port2 -d 
cn=admin,o=org -w pwd1

方法 2: 

1. Novell iManager で、 ［役割およびタスク］ ボタン をク リ ッ ク します。

2. ［スキーマ］ > ［属性の追加］ の順にク リ ッ ク します。

3. ［使用可能なク ラス］ リ ス トで ［ ト ップ］ を選択してから、 ［OK］ をク リ ッ ク
します。
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4. ［使用可能なオプシ ョ ン属性］ リ ス トで、 ［CN］ をダブルク リ ッ ク します。

5. ［OK］ をク リ ッ ク します。

一部のobjectClass定義には、必須属性リ ス ト と してuserPasswordが含まれる場合があ
り ます。これらの objectClasses を eDirectory に追加する と、次のエラーが発生します。

LDAPエラー : 16 (該当する属性はありません )

このエラーを解決するには、objectClass 定義を変更して、ndsLoginProperties から新し
い objectClass を継承し、 必須属性リ ス トから userPassword 属性を削除します。

次に例を示します。

必須属性リ ス トに userPassword が含まれる objectClass の場合 :

version : 1
dn:cn=schemaz
changetype: modify
add: objectClasses
objectClasses: ( 0.9.2342.19200300.100.4.19 NAME 'simpleSecurityObject' 
DESC '
 Standard LDAP objectClass' SUP top STRUCTURAL MUST userPassword )

次のよ うに変更する必要があ り ます ( 終行の変更に注意して ください )。

version : 1
dn: cn=schema 
changetype: modify
add: bjectClasses
objectClasses: ( 0.9.2342.19200300.100.4.19 NAME 'simpleSecurityObject' 
DESC '
 Standard LDAP objectClass' SUP (ndsLoginProperties $ top) STRUCTURAL )

手順 3:LDIF ファイルのインポート

次の Novell インポート / エクスポート変換コマンドを使用して変更されたスキーマ比較
LDIF ファ イル ( 例では err.ldf) をインポート します。

ice -e error_file -SLDIF -f modified_LDIF_file -DLDAP -s eDirectory_server -
p eDirectory_port -d eDirectory_Admin_DN -w eDirectory_password

次に例を示します。

ice -e errors.ldf -SLDIF -f err.ldf -DLDAP -s edir_srv2 -p edir_port2 -d 
cn=admin,o=org -w pwd1

ICE を使用した、アクティブディレクトリスキーマの Novell 
eDirectory への移行

ICE を使用して、 スキーマをアクティブディ レク ト リから Novell eDirectory に移行する
と、あいまいなネーミ ングエラー (-651) とい うエラーメ ッセージが表示され、 スキーマの
「Computer」 オブジェク ト ク ラスへの移行が失敗します。

これを解決するには、 次の手順を実行します。

547 ページの 「手順 1: スキーマキャ ッシュの更新操作を実行する」

548 ページの 「手順 2: エラーを解決するためにエラー LDIF ファ イルを訂正する」

550 ページの 「手順 3:LDIF ファ イルのインポート 」
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手順 1: スキーマキャッシュの更新操作を実行する

ICE を使用して、 スキーマをアクティブディ レク ト リから Novell eDirectory へ移行し、
次のよ うに ICE のエラーログオプシ ョ ン (-e) が提供されているこ とを確認します。

ice -e error_file -S ldap -s Active_Directory_server -p Active_Directory_port 
-d Active_Directory_full_admin_context -w Active_Directory_password -D ldap 
-s eDirectory_server -p eDirectory_port -d eDirectory_full_admin_context -w 
eDirectory_password

次に例を示します。

ice -e err.ldf -S ldap -s activesrv1 -p activeport1 -d cn=admin,o=company -w 
activepwd -D ldap -s edirsrv2 -p edirport2 -d cn=admin,o=company -w edirpwd

手順 2: エラーを解決するためにエラー LDIF ファイルを訂正する

失敗したエン ト リは次のよ うに err.ldf ファ イルに記述されています。

dn: cn=schema

changetype: modify

delete: objectclasses

objectclasses: ( 2.16.840.1.113719.1.1.6.1.4 NAME 'computer' )

-

add: objectclasses

objectclasses: ( 2.16.840.1.113719.1.1.6.1.4 NAME 'computer' SUP (device $
 user ) STRUCTURAL MAY (operator $ server $ status $ cn $ networkAddress $
 local PolicyFlags $ defaultLocalPolicyObject $ machineRole $ location $
 netbootInitialization $ netbootGUID $ netbootMachineFilePath $ siteGUID $
 operatingSystem $ operatingSystemVersion $ operatingSystemServicePack $
 operatingSystemHotfix $ volumeCount $ physicalLocationObject $ dNSHostName
 $ policyReplicationFlags $ managedBy $ rIDSetReferences $ catalogs $
 netbootSIFFile $ netboot MirrorDataFile ) X-NDS_NOT_CONTAINER '1' X
 -NDS_NONREMOVABLE '1' X-NDS_NAME 'Computer' )

-

次の例で強調表示されている部分のよ うに、エラーファ イル ( 例では err.ldf) でこのエン
ト リ を編集して、 「Computer」 オブジェ ク ト ク ラ スの定義にあるスーペリ アオブジェ ク
ト ク ラスの リ ス トから 「user」 オブジェク ト ク ラスを削除します。

dn: cn=schema

changetype: modify

delete: objectclasses

objectclasses: ( 2.16.840.1.113719.1.1.6.1.4 NAME 'computer' )

-

add: objectclasses

objectclasses: ( 2.16.840.1.113719.1.1.6.1.4 NAME 'computer' SUP device
 STRUCTURAL MAY (operator $ server $ status $ cn $ networkAddress $ local
 PolicyFlags $ defaultLocalPolicyObject $ machineRole $ location $ 
 netbootInitialization $ netbootGUID $ netbootMachineFilePath $ siteGUID $
 operatingSystem $ operatingSystemVersion $ operatingSystemServicePack $
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 operatingSystemHotfix $ volumeCount $ physicalLocationObject $ dNSHostName
 $ policyReplicationFlags $ managedBy $ rIDSetReferences $ catalogs $
 netbootSIFFile $ netbootMirrorDataFile ) X-NDS_NOT_CONTAINER '1' X
 -NDS_NONREMOVABLE '1' X-NDS_NAME 'Computer' )

-

手順 3:LDIF ファイルのインポート

次の ICE コマンドを使用して、 変更されたエン ト リ をインポート します。

ice -S ldif -f LDIF_file -D ldap -s Novell_eDirectory_server -p port_number 
-d full_admin_context -w password

次に例を示します。

ice -S ldif -f err.ldf -D ldap -s edirsrv1 -p edirport1 -d cn=admin,o=company 
-w pwd1
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A NMAS の注意事項

この付録では、 次の ト ピッ クについて説明します。

553 ページの 「独立したパーティシ ョ ンと してのセキュ リ ティ コンテナの設定」

553 ページの 「複数のセキュ リ ティ コンテナを持つツ リーのマージ」

独立したパーティションとしてのセキュリティコンテナの設定

NMASTM(Novell® Modular Authentication Services) は、Novell eDirectoryTM ツ リー全体に適用
されるポ リ シーに依存しています。 eDirectory ツ リーは、 実際にはセキュ リ テ ィ ド メ イ
ンと して機能します。 セキュ リ テ ィポ リ シーは、 ツ リー内のすべてのサーバで使用でき
る必要があ り ます。

NMAS には、 NetWare® 5.1 以降の eDirectory ツ リーの [Root] から作成された、 セキュ リ
テ ィ コンテナ内の認証ポ リ シーと ログイン メ ソ ッ ドの設定データが格納されています。
この情報は、NMAS を使用可能なすべてのサーバで読み込みアクセスできる必要があ り
ます。 セキュ リテ ィ コンテナの目的は、 ログイン、 認証、 キー管理などのセキュ リテ ィ
プロパティに関するグローバルポ リ シーを保持するこ とです。

NMAS によ り、独立したパーティシ ョ ン と してセキュ リテ ィ コンテナを作成し、作成し
たコンテナを広い範囲で複製するこ とを推奨します。 このパーティシ ョ ンは、 ツ リー内
の信頼性の高い複数のサーバでのみ、読み書き可能なパーティシ ョ ン と して複製するこ
とをお勧めします。

注 : セキュリティコンテナはグローバルポリシーを格納しており、サーバでは eDirectory ツリーに指定した
セキュリティポリシー全般が変更される可能性があるため、書き込み可能なレプリカを配置するサーバを選

択する場合には注意が必要です。NMAS を使用してユーザがログインするには、ユーザオブジェクトのレプ
リカが NMAS サーバ上に存在する必要があります。

複数のセキュリティコンテナを持つツリーのマージ

一方のツ リーまたは両方のツ リーにセキュ リ テ ィ コンテナがインス トールされている
eDirectory ツ リーをマージする場合、特に注意が必要です。 この手順は時間を要する複雑
な作業になる可能性があるため、本当に実行する必要があるかど うか確認してください。

重要 : この説明では、Novell Certificate ServerTM 2.21 以前、Novell Single Sign-on 2.x、および NMAS 2.x の

ツリーを対象としています。

複数のセキュ リ ティ コンテナを持つツ リーをマージするには次を実行します。

1 iManager で、 マージするツ リーを指定します。

2 ソースツ リーにするツ リーと、 ターゲッ ト ツ リーにするツ リーを指定します。

ソースツ リーおよびターゲッ ト ツ リーについて、 次のセキュ リ テ ィ上の配慮事項に
注意して ください。

ソースツ リーの組織の認証局によって署名された証明書は削除するこ と。
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ソースツ リーの組織の認証局は削除するこ と。

ソースツ リー上のNovell SecretStore®に保存されたユーザのシークレッ トは削除
するこ と。

ソースツ リー内のすべての NMAS ログイン メ ソ ッ ドを削除し、 ターゲッ ト ツ
リーに再インス トールするこ と。

ツ リーをマージする際に、 ソースツ リー内に存在したすべての NMAS ユーザを
再登録するこ と。

ソースツ リー内に存在したすべてのユーザおよびサーバに、 ツ リーをマージす
る際に新しい証明書を作成するこ と。

ソースツ リー内に存在したすべてのユーザのシークレッ ト を SecretStore に再イ
ンス トールするこ と。

ソースツ リーおよびターゲッ ト ツ リーの両方が Security とい う コンテナをツ リーのルー
ト直下に保持していない場合、 またはツ リーのうち一方だけが Security コンテナを保持
している場合、 これ以上の処置は不要です。 その他の場合には、 このセクシ ョ ンの残り
の手順を続けます。

ツリーのマージ前に実行する製品固有の操作

このセクシ ョ ンでは、 次の情報について説明します。

554 ページの 「Novell Certificate Server」

555 ページの 「Novell Single Sign-On」

556 ページの 「NMAS」

556 ページの 「Novell セキュ リ テ ィ ド メ インインフラス ト ラ クチャ」

557 ページの 「その他のセキュ リ テ ィ固有の操作」

Novell Certificate Server

Novell Certificate Server(PKIS(Public Key Infrastructure Services) の後継バージ ョ ン ) がソー
スツ リー内のサーバのいずれかにインス トールされている場合、次の手順を実行する必
要があ り ます。

注 : 製品の使用状況によっては、指定されたオブジェクトと項目が存在しない可能性があります。次の手順
で指定されたオブジェクトや項目がソースツリーに存在しない場合には、手順を省略できます。

1 ソースツ リー内のルート認証局証明書は、 ターゲッ ト ツ リーにインス トールする必
要があ り ます。

ルート認証局証明書は、 ルート認証局コンテナに含まれる、 ルート認証局オブジェ
ク トに格納されています。 ルート認証局コンテナはツ リー内の任意の場所に作成で
きます。 ただし、 セキュ リテ ィ コンテナ内のルート認証局コンテナに存在するルー
ト認証局証明書は、 ソースツ リーからターゲッ ト ツ リーに手動で移動する必要があ
り ます。

2 ターゲッ ト ツ リーにルート認証局証明書をインス トールします。

2a ソースツ リーのセキュ リテ ィ コンテナでルート認証局を選択します。

2b ソースツ リーで使用されている正確な名前(手順2a)で、ルート認証局コンテナを
ターゲッ ト ツ リーのセキュ リテ ィ コンテナに作成します。

2c ソースツ リーで、 選択したルート認証局コンテナのルート認証局オブジェク ト
を開き、 証明書をエクスポート します。

重要 : 次の手順で使用するため、選択した場所とファイル名を記憶しておきます。
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2d ターゲッ ト ツ リーで、手順 2b で作成したコンテナのルート認証局オブジェク ト
を作成します。 ソースツ リーと同じ名前を指定し、 証明書を求められたら、 手
順 2c で作成したファ イルを指定します。

2e ソースツ リーのルート認証局オブジェク ト を削除します。

2f 選択したルート認証局コンテナ内のすべてのルート認証局オブジェク トがター
ゲッ ト ツ リーにインス トールされるまで、手順 2c から手順 2e を繰り返します。

2g ソースツ リーのルート認証局コンテナを削除します。

2h すべてのルート認証局コンテナがソースツ リー内で削除されるまで、手順 2a か
ら手順 2f を繰り返します。

3 ソースツ リーの組織の認証局を削除します。

組織の認証局オブジェク トは、 セキュ リテ ィ コンテナ内に存在します。

重要 : ソースツリーの組織の認証局によって署名された証明書は、この手順以降は使用できません。こ

れには、ソースツリーの組織の認証局によって署名された、サーバ証明書とユーザ証明書も含まれます。

4 ソースツ リーの組織の認証局によって署名された証明書を持つ、 ソースツ リー内の
暗号化キーオブジェク ト (KMO) をすべて削除します。

他の組織の認証局によって署名された証明書を持つ、 ソースツ リー内の暗号化キー
オブジェク トは引き続き有効で、 削除する必要はあ り ません。

暗号化オブジェク トに署名している CA の識別情報がわからない場合は、 暗号化オ
ブジェク トのプロパティページにある ［証明書］ タブの ［ルート認証局証明書］ セ
クシ ョ ンを参照します。

5 ソースツ リーの組織の認証局によって署名された、 ソースツ リー内のユーザ証明書
をすべて削除します。

ソースツ リー内のユーザがすでに証明書とプライベート キーをエクスポート してい
る場合、 エクスポート された各証明書とキーは引き続き使用できます。手順 3 を実行
した後では、 eDirectory 内に残っているプライベートキーと証明書は使用できません。

証明書を持つユーザごとに、ユーザオブジェク トのプロパティ を開きます。［セキュ
リ テ ィ］ タブの ［証明書］ セクシ ョ ンの下に、 そのユーザのすべての証明書を示す
テーブルが表示されます。 発行者と して組織の認証局が設定されている証明書はす
べて削除して ください。

ソースツ リ ーの組織の認証局のホス ト と なっているサーバに、 Novell Certificate
Server 2.0 以降がインス トールされている場合にのみ、ユーザ証明書はソースツ リー
に存在します。

Novell Single Sign-On 

Novell Single Sign-onがソースツ リー内のサーバのいずれかにインス トールされている場
合、 ソースツ リーのユーザ用 Novell Single Sign-on シークレッ ト をすべて削除する必要
があ り ます。

ソースツ リーで Novell Single Sign-on を使用するすべてのユーザについて、 ユーザオブ
ジェク トのプロパティを開きます。 ［セキュ リ テ ィ］ タブの ［SecretStore］ セクシ ョ ンの
下に、 そのユーザのすべてのシークレッ トが表示されます。 表示されたシークレッ ト を
すべて削除します。

注 : 製品の使用状況によっては、指定されたオブジェクトと項目が存在しない可能性があります。指定され
たオブジェクトや項目が存在しない場合には、この手順を省略できます。
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NMAS

NMAS がソースツ リー内のサーバにインス トールされている場合、次の手順を実行する
必要があ り ます。

注 : 製品の使用状況によっては、指定されたオブジェクトと項目が存在しない可能性があります。指定され

たオブジェクトや項目が存在しない場合には、手順を省略できます。

1 ターゲッ ト ツ リーに、 ソースツ リーに存在してターゲッ ト ツ リーには存在しない、
NMAS ログイン メ ソ ッ ドをインス トールします。

必要なすべてのク ラ イアン ト とサーバのログインコンポーネン ト をターゲッ ト ツ
リーに適切にインス トールするには、 Novell のオリ ジナルソースやベンダー提供の
ソースを使用して、 すべて新しいログイン メ ソ ッ ドをインス トールするこ とを推奨
します。

メ ソ ッ ドは既存のサーバファイルから再インス トールできますが、 通常、 Novell の
パッケージやベンダー提供のパッケージを使用してク リーンインス トールを行う方
が簡単で確実です。

2 ソースツ リーで以前に確立されたログインシーケンスをターゲッ ト ツ リーで使用で
きるよ うにするには、 対象のログインシーケンスを移行します。

2a ConsoleOne で、 ソースツ リーのセキュ リ テ ィ コンテナを選択します。

2b ログインポリシーオブジェク ト を右ク リ ッ クし、［プロパティ］をク リ ッ クします。

2c ［定義済みログインシーケンス］ ド ロ ップダウン リ ス ト に表示されたログイン
シーケンスごとに、使用するログイン メ ソ ッ ド ( 右側のウ ィンド ウに表示 ) を メ
モします。

2d ターゲッ ト ツ リー内のセキュ リ テ ィ コンテナを選択し、手順 2c でメモしたログ
イン メ ソ ッ ド と同じ ものを使用して、 ログインシーケンスを複製します。

2e 手順が終了したら、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

3 ソースツ リーの NMAS ログインセキュ リテ ィ属性を削除します。

3a ソースツ リーのセキュ リ テ ィ コンテナで、 ログインポ リ シーオブジェ ク ト を削
除します。

3b ソースツ リーの許可されたログイン メ ソ ッ ド コンテナで、 ログインポ リ シーオ
ブジェク ト を削除します。

3c ソースツ リーの許可されたログイン メ ソ ッ ド コンテナを削除します。

3d ソースツ リーの許可されたポス ト ログイン メ ソ ッ ド コンテナで、 ログインポ リ
シーオブジェク ト を削除します。

3e ソースツ リーの許可されたポス ト ログイン メ ソ ッ ド コンテナを削除します。

Novell セキュリティドメインインフラストラクチャ

Novell Certificate Server 2.x 以降、 Novell Single Sign-on、 NMAS、 NetWare 5.1 以降、 また
はeDirectory 8.5以降がソースツ リー内のサーバのいずれかにインス トールされている場
合、Novell セキュ リテ ィ ド メ インインフラス ト ラ クチャ (SDI) がインス トールされます。
SDI がインス トールされている場合、 次の手順を実行します。

注 : 製品の使用状況によっては、指定されたオブジェクトと項目が存在しない可能性があります。指定され
たオブジェクトや項目が存在しない場合には、手順を省略できます。
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1 W0 オブジェク ト と ソースツ リーの KAP コンテナを削除します。

KAP コンテナは、セキュ リテ ィ コンテナ内に存在します。W0 オブジェク トは、KAP
コンテナ内に存在します。

2 ソースツ リー内のすべてのサーバで、 sys:\system\nici\nicisdi.key ファ イルを削除し、
セキュ リテ ィ ド メ インインフラス ト ラ クチャ (SDI) キーを削除します。

重要 : ソースツリー内のすべてのサーバで、このファイルを削除したことを確認します。

その他のセキュリティ固有の操作

ソースツ リー内にセキュ リ テ ィ コンテナが残っている場合、 ツ リーをマージする前に、
セキュ リ テ ィ コンテナを削除します。

ツリーのマージを実行する

ndsmerge ユーティ リ テ ィ を使用して、 eDirectory ツ リーをマージします。 詳細について
は、 8 章 197 ページの、 「Novell eDirectory ツ リーのマージ」 および 559 ページの付録 B、
「Novell eDirectory の UNIX コマンド とその使用法」 を参照して ください。

ツリーのマージ後に実行する製品固有の操作

このセクシ ョ ンでは、 次の情報について説明します。

557 ページの 「Novell セキュ リ テ ィ ド メ インインフラス ト ラ クチャ」

558 ページの 「Novell Certificate Server」

558 ページの 「Novell Single Sign-On」

558 ページの 「NMAS」

Novell セキュリティドメインインフラストラクチャ

W0 オブジェ ク ト がマージ前にターゲッ ト ツ リーに存在していた場合、 ターゲッ ト ツ
リー内に存在していたサーバが使用していたセキュ リ テ ィ ド メ インインフラス ト ラ ク
チャ (SDI) キーを、 ソースツ リー内に存在していたサーバにインス トールする必要があ
り ます。

この手順を実行する一番簡単な方法は、 SDI キー (sys:\system\nici\nicisdi.key ファ イル )
を保持していたソースツ リー内のすべてのサーバに、Novell Certificate Server 2.52 以降を
インス トールするこ とです。Novell Certificate Server がすでにサーバにインス トールされ
ている場合でも、 この手順を実行する必要があ り ます。

マージ前に、 ターゲッ ト ツ リーに W0 オブジェク トが存在せず、 ソースツ リー内には存
在していた場合は、 マージ後のツ リーに SDI を再インス トールする必要があ り ます。

この手順を実行する一番簡単な方法は、マージ後のツ リー内のサーバに Novell Certificate
Server 2.52 以降をインス ト ールする こ とです。 Novell Certificate Server は、 SDI キー
(sys:\system\nici\nicisdi.key ファ イル ) を保持していたサーバにインス トールする必要が
あ り ます。 また、 作成されたツ リー内の他のサーバにもインス トールできます。

Novell Certificate Server のインス トールの詳細については、 『Novell Certificate Server 
Administration Guide(Novell Certificate Server 管理ガイ ド ) (http://www.novell.com/
documentation/japanese/crt252/index.html)』 を参照して ください。
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Novell Certificate Server

Novell Certificate Server を使用している場合、ツ リーのマージ後に、 ソースツ リー内に存
在していたサーバとユーザに必要に応じて証明書を再発行します。

ユーザオブジェ ク ト を含むパーティ シ ョ ンのレプ リ カを保持していたすべてのサーバ
に、 Novell Certificate Server 2.52 以降をインス トールするこ とを推奨します。

サーバに証明書を発行するには、Novell Certificate Server 2.52 がインス トールされている
必要があ り ます。

Novell Certificate Server 2.52 以降が、組織の認証局のホス ト となっているサーバにインス トー
ルされている必要があ り ます。 詳細については、 『Novell Certificate Server Administration
Guide(Novell Certificate Server 管理ガイ ド ) (http://www.novell.com/documentation/japanese/
crt252/index.html)』 を参照して ください。

Novell Single Sign-On

Novell Single Sign-on を使用している場合、ツ リーのマージ後に、 ソースツ リー内に存在
していたユーザの SecretStore シークレッ ト を必要に応じて再作成する必要があ り ます。

NMAS

NMASを使用している場合、ツ リーのマージ後に、ソースツ リー内に存在していたNMAS
ユーザを必要に応じて再登録する必要があ り ます。

詳細については、 『Novell Modular Authentication Service Administration Guide(Novell 
Modular Authentication Service 管理ガイ ド ) (http://www.novell.com/documentation/japanese/
nmas22/index.html)』 を参照して ください。
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B Novell eDirectory の UNIX コマンドとその使用法

この章では、 Novell® eDirectoryTM 8.7.3 の Linux、 Solaris、 AIX、 および HP-UX 用コマン
ドおよびその使用法を表示します。

559 ページの 「一般コマンド」

561 ページの 「LDAP 固有のコマンド」

一般コマンド

このセクシ ョ ンでは、 UNIX での eDirectory コマンド とその使用法を表示します。

注 : コマンドの使用法の詳細については、コマンドのマニュアルページを参照してください。

コマンド 説明 使用法

ndsbackup eDirectory オブジェクトのアーカイブを作成

し、eDirectoryオブジェクトを追加または抽出

ndsbackup c [fevwXR]   [ndsbackupfile] 
[exclude_file] [Replica_servername] [-a 
admin_user] [-I 
include_file]...[eDirectoryobject]

ndsbackup r [fevwXR]   [ndsbackupfile] 
[exclude_file] [Replica_servername] [-a 
admin_user] [-I 
include_file]...[eDirectoryobject]

ndsbackup t [fevXR]   [ndsbackupfile] 
[exclude_file] [Replica_servername] [-a 
admin_user] [-I 
include_file]...[eDirectoryobject]

ndsbackup x [fevwXR]   [ndsbackupfile] 
[exclude_file] [Replica_servername] [-a 
admin_user] [-I 
include_file]...[eDirectoryobject]

ndsbackup s [evXR] [exclude_file]  
[Replica_servername] [-a admin_user] [-I 
include_file]...[eDirectoryobject]
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ndsconfig Novell eDirectory の環境設定 ndsconfig new [-m module_name] [-i] [-S 
server_name] [-t tree_name] [-n context] [-d 
path_for_dib] [-L ldap_port] [-l ssl_port] [-
o http_port] [-O https_port] [-e] -a 
admin_name

ndsconfig def [-m module_name] [-i] [-S 
server_name] [-t tree_name] [-n context] [-d 
path_for_dib] [-L ldap_port] [-l ssl_port] [-
o http_port] [-O https_port] [-e] -a 
admin_name

ndsconfig add [-m module_name] [-S 
server_name] [-t tree_name] [-p IP_address] 
[-n context] [-d path_for_dib] [-L ldap_port] 
[-l ssl_port] [-o http_port] [-O https_port] 
[-e] -a admin_name

ndsconfig rm [-a admin_name]

ndsconfig upgrade [-a admin_name]

ndsconfig {set valuelist | get [paramlist] | 
get help [paramlist]}

ndsd NDS® デーモン /usr/sbin/ndsd [-f config_file]

注 : Solarisを再起動する前にndsdを停止する必要がありま

す。「/etc/init.d/ndsd stop」と入力します。

ndsimonitor HTTP を使用して、Novell eDirectory ツリー

内のサーバの監視および診断を実行

/usr/bin/ndsimonitor [-l | -u]

ndslogin Novell eDirectory の認証を確認するための診

断ユーティリティ

ndslogin [-t treename] [-h hostname[:port]]  
[-p password] [-s] userFDN

ndsmerge 2 つの Novell eDirectory ツリーをマージする

ユーティリティ

ndsmerge  [-m  target_tree target_admin 
source_admin [target_container]] [-c] [-t] 
[-r target_tree source_admin]

ndsrepair レコード、スキーマ、バインダリオブジェク
ト、および外部参照など、Novell eDirectory
データベースの問題を修復および修正する
ためのユーティリティ

ndsrepair { -U | -E | -C | -P [-Ad] | -S [-
Ad] | -N  | -T | -J entry_id | --version} [-
F filename] [-A yes_no] [-O yes|no] 

ndsrepair -R [-l yes|no] [-u yes|no] [-m 
yes|no] [-i yes|no] [-f yes|no][-d yes|no] [-
t yes|no] [-o yes|no][-r yes|no] [-v yes|no] 
[-c yes|no] [-F filename] [-A yes|no] [-O 
yes|no]

ndssch Novell eDirectory スキーマ拡張ユーティリ

ティ

ndssch [-h hostname[:port]][-t treename] 
adminFDN schemafile ...

ndssch  [-h hostname[:port]][-t   treename] 
[-d] adminFDN schemafile 
[schema_description] ...

ndssnmp Novell eDirectoryのSNMPサービスモジュール /usr/bin/ndssnmp

コマンド 説明 使用法
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LDAP 固有のコマンド

ndssnmpconfig SNMP トラップ環境設定ユーティリティ ndssnmpconfig -h [hostname[:port]] -p 
password -a userFDN -c command

ndssnmpsa eDirectory SNMP サブエージェントデーモン /usr/bin/ndssnmpsa

ndsstat サーバ情報を表示するユーティリティ ndsstat [-h hostname[:port]] {-r -s}

ndstrace サーバのデバッグメッセージを表示する
ユーティリティ

/usr/bin/ndstrace

ndstrace [-l|-u|-c ‘command1;......’]

nds-uninstall Novell eDirectory をアンインストールする

ユーティリティ

nds-uninstall [-c component1 [-c 
component2]...][-h]

nldap LDAP Services for eDirectory デーモン /usr/sbin/nldap

nmasinst NMASTM 環境設定ユーティリティ nmasinst -i admin.context treename

nmasinst -addmethod admin.context_treename 
config.txt_path

npki Novellパブリックキーインフラストラクチャ

サービス

/usr/sbin/npki

コマンド 説明 使用法

ldapconfig LDAPサーバおよび LDAPグループオブジェ

クトを設定するユーティリティ

ldapconfig get [...] | set attribute-value-
list  [-t treename | -p hostname[:port]] [-w 
password] [-a user FDN] [-f]

ldapconfig [-t treename | -p hostname[:port]] 
[-w password] [-a user FDN] [-V] [-R] [-H] [-
f] -v attribute,attribute2...

ldapconfig [-t treename | -p hostname[:port]] 
[-w password] [-a admin FDN] [-V] [-R] [-H] 
[-f] -s attribute=value,...        

ldapadd LDAPサーバからエントリを追加または変更 ldapmodify [-a] [-c] [-C] [-M] [-P] [-r] [-n] 
[-v] [-F] [-l limit] [-M[M]] [-d debuglevel] 
[-e key filename] [-D binddn] [[-W]|[-w 
passwd]] [-h ldaphost] [-p ldap-port] [-P 
version] [-Z[Z]] [-f file]

ldapadd [-c] [-C] [-l] [-M] [-P] [-r] [-n] [-
v] [-F] [-l limit] [-M[M]] [-d  debuglevel] 
[-e key filename] [-D  binddn] [[-W ]| [-w 
passwd]] [-h  ldaphost] [-p ldapport] [-P 
version] [-Z[Z]] [-f file]

ldapdelete LDAP サーバからエントリを削除 ldapdelete [-n] [-v]  [-c]  [-r] [-l] [-C] [-
M] [-d debuglevel] [-e key filename] [-f 
file] [-D binddn] [[-W]| [-w passwd]] [-h 
ldaphost] [-p ldapport] [-Z[Z]] [dn]...

コマンド 説明 使用法
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ldapmodify LDAPサーバからエントリを追加または変更 ldapmodify [-a] [-c] [-C] [-M] [-P] [-r] [-n] 
[-v] [-F] [-l limit] [-M[M]] [-d debuglevel] 
[-e key filename] [-D binddn] [[-W]|[-w 
passwd]] [-h ldaphost] [-p ldap-port] [-P 
version] [-Z[Z]] [-f file]

ldapadd [-c] [-C] [-l] [-M] [-P] [-r] [-n] [-
v] [-F] [-l limit] [-M[M]] [-d  debuglevel] 
[-e key filename] [-D  binddn] [[-W ]| [-w 
passwd]] [-h  ldaphost] [-p ldapport] [-P 
version] [-Z[Z]] [-f file]

ldapmodrdn LDAP のエントリの相対識別名 (RDN) 変更

ツール

ldapmodrdn [-r] [-n] [-v] [-c] [-C] [-l] [-M] 
[-s newsuperior] [-d debuglevel] [-e key 
filename] [-D binddn] [[-W]|[-w  passwd]]  [-
h ldaphost] [-p ldapport] [-Z[Z]] [-f file] 
[dn newrdn]

ldapsearch LDAP の検索ツール ldapsearch [-n] [-u] [-v] [-t] [-A] [-T] [-C] 
[-V] [-M] [-P] [-L] [-d debuglevel] [-e key 
filename] [-f file] [-D binddn] [[-W]| [-w 
bindpasswd]] [-h ldaphost] [-p ldapport] [-b 
searchbase] [-s scope] [-a deref] [-l time 
limit] [-z size limit] [-Z[Z]] filter 
[attrs....]

ndsindex Novell eDirectory データベースインデックス

の作成、リスト表示、一時停止、再開、また
は削除に使用するユーティリティ

ndsindex list [-h <hostname>] [-p <port>] -D 
<bind DN> -W|[-w <password>] [-l limit] -s 
<eDirectory Server DN> [-Z[Z]] [<indexName1>, 
<indexName2>.....]

ndsindex add [-h <hostname>] [-p <port>] -D 
<bind DN> -W|[-w <password>] [-l limit] -s 
<eDirectory Server DN> [-Z[Z]] 
<indexDefinintion1> 
[<indexDefinintion2>.....]

ndsindex delete [-h <hostname>] [-p <port>] -
D <bind DN> -W|[-w <password>] [-l limit] -s 
<eDirectory Server DN> [-Z[Z]] <indexName1> 
[<indexName2>.....]

ndsindex resume [-h <hostname>] [-p <port>] -
D <bind DN> -W|[-w <password>] [-l limit] -s 
<eDirectory Server DN> [-Z[Z]] <indexName1> 
[<indexName2>.....]

ndsindex suspend [-h <hostname>] [-p <port>] 
-D <bind DN> -W|[-w <password>] [-l limit] -
s <eDirectory Server DN> [-Z[Z]] <indexName1> 
[<indexName2>.....]

コマンド 説明 使用法
562   Novell eDirectory 8.7.3 管理ガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
C OpenSLP for eDirectory の設定

この付録では、 ネッ ト ワーク管理者に向けて、 Novell ClientTM を使用しない OpenSLP for
Novell® eDirectoryTM インス トールの適切な設定についての情報を提供します。

563 ページの 「Service Location Protocol」

563 ページの 「SLP の基本」

566 ページの 「環境設定パラ メータ」

Service Location Protocol
OpenSLP は、 IETF Service Location Protocol バージ ョ ン 2.0 標準のオープンソースの実装で
す。IETF Service Location Protocolバージ ョ ン 2.0標準については、IETF Request-For-Comments
(RFC) 2608 (http://www.ietf.org/rfc/rfc2608.txt?number=2608) を参照してください。

OpenSLP ソースコードが提供するインタフェースでは、 SLP v2 プロ ト コルの実装のほ
かに、プログラムで SLP 機能にアクセスする別の IETF 標準の実装があ り ます。詳細は、
RFC 2614 (http://www.ietf.org/rfc/rfc2614.txt?number=2614) を参照して ください。

SLP の動作の詳細を理解するためには、 この 2 つのドキュ メン ト を参照し、 熟読して く
ださい。読みやすい文書ではあ り ませんが、 インターネッ トでの SLP の正しい設定を行
うためには重要なドキュ メン トです。

OpenSLP プロジェク トの詳細については、OpenSLP (http://www.OpenSLP.org) Web site and
the SourceForge (http://sourceforge.net/projects/openslp) の Web サイ ト を参照して ください。
OpenSLP の Web サイ トには、 環境設定に関する貴重なヒン ト を含んださまざまな文書
があ り ます。 ただし、 このガイ ドの作成時点では、 これらのドキュ メン トの多くは未完
成です。

SLP の基本

Service Location Protocol では、 次の 3 種類のコンポーネン トが定義されています。

ユーザエージェン ト (UA)

サービスエージェン ト (SA)

ディ レク ト リエージェン ト (DA)

ユーザエージェン トは、 ク ラ イアン トがサービスを問い合わせたり、 サービスがそれ自
体をアドバタイズするためのプログラムインタフェースを提供します。ユーザエージェ
ン トはディ レク ト リエージェン トに接続し、指定したスコープ内の指定したサービスク
ラスに登録されたサービスを問い合わせます。

サービスエージェン トは、 SLP で登録されたローカルサービスを持続的に格納し、 維持
する場所を提供します。 サービスエージェン トは主と して、 登録済みのローカルサービ
スを メモ リ内データベース と して維持します。 この場合、 サービスはローカル SA がな
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い限り SLP で登録できません。ク ラ イアン トがサービスを検出するのは UA ラ イブラ リ
内のみですが、 登録するには SA が必要です。 これは主に、 ディ レク ト リエージェン ト
を リ ッ スンして登録を維持するためには、 登録済みサービスの存在を SA が定期的に表
明する必要があるためです。

ディ レ ク ト リ エージェン トは、 ア ドバタ イズされたサービスに対して長期間持続的に
キャッシュを提供し、ユーザエージェン トがサービスを検索するためのアクセスポイン
ト とな り ます。 キャ ッシュ機能を提供する DA は、 SA が新しいサービスをアドバタイ
ズするのを リ ッスンし、 これらの通知をキャ ッシュします。 DA のキャ ッシュは短時間
で完了します。 ディ レク ト リエージェン トは、 期限切れのアルゴ リ ズムを使用してエン
ト リ キャ ッシュを有効期限切れにします。 ディ レク ト リエージェン トが起動する と、 持
続的な格納領域 ( 通常はハード ド ラ イブ ) からキャ ッシュを読み込み、 アルゴ リ ズムに
従ってエン ト リ を有効期限切れにします。 新しい DA が起動した り、 キャ ッシュが削除
される と、 DA はこの条件を検出して リ ッスン中のすべての SA に特別な通知を送信し
ます。SA は、DA が直ちにキャ ッシュを作成できるよ うにローカルデータベースをダン
プします。

ディ レク ト リエージェン トが存在しない場合、 UA は SA が応答できる一般的なマルチ
キャス ト方式のクエ リ を使用し、 DA がキャ ッシュを作成するのとほぼ同じ方法で、 要
求されたサービスのリ ス ト を作成します。 このクエ リによって返されるサービスのリ ス
トは、 DA が提供する リ ス ト と比較する と不完全かつ局所的です。 特に、 多くのネッ ト
ワーク管理者が使用するマルチキャス ト方式でのフ ィルタ処理では、ブロードキャス ト
およびマルチキャス トの対象がローカルサブネッ トのみに制限されるためです。

つま り、 指定されたスコープに対してユーザエージェン ト が検索する ものは、 すべて
ディ レク ト リエージェン トに依存します。

Novell Service Location Providers

Novell のバージ ョ ンの SLP では、 強力なサービスアドバータイズ環境を提供するため、
SLP 標準が一部変更されます。 しかし、 このために一部の拡張性を犠牲にしています。

たとえば、 サービスアドバータイズのフレームワークの拡張性を改善するために、 サブ
ネッ ト上でのブロードキャス ト またはマルチキャス ト のパケッ ト数が制限されます。
SLP の仕様では、 これを管理するために、 ディ レク ト リエージェン トのクエ リに関して
サービスエージェン トおよびユーザエージェン トに制限を加えています。必要なスコー
プに対応するための 初に検出されたディ レク ト リエージェン トは、サービスエージェ
ン ト ( つま り結果的にローカルユーザエージェン ト ) がそのスコープ上の将来の要求す
べてに使用するエージェン ト とな り ます。

Novell SLP を実装する と、 クエ リ情報の検索について既知のディ レク ト リエージェン ト
をすべてスキャンします。スキャンの所要時間は 300 ミ リ秒とかなり長く、したがって、
約 3 ～ 5 秒以内で 10 台のサーバしかスキャンできません。 SLP がネッ ト ワーク上で正
し く設定されている場合にはこのよ う な検索の必要はあ り ません。 OpenSLP では、ネッ
ト ワークが実際に SLP ト ラフ ィ ッ ク用に設定されている と見なされます。 OpenSLP の
応答タイムアウ ト値は Novell の SLP サービスプロバイダの応答タイムアウ ト値よ り も
大きい値です。 ディ レク ト リエージェン ト数は、 エージェン トの情報が正確で完全であ
るかど うかに関係なく、 初に応答するディ レク ト リエージェン トに制限されます。
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ユーザエージェント

ユーザエージェン トの物理形式は、 アプ リ ケーシ ョ ンに リ ンク されたスタティ ッ ク ラ イ
ブラ リ またはダイナ ミ ッ ク ラ イブラ リ です。 ユーザエージェン ト によ り、 アプ リ ケー
シ ョ ンは SLP サービスに対して問い合わせるこ とができます。

ユーザエージェン トは、 アルゴ リ ズムに従って、 クエ リ の送信先になるディ レ ク ト リ
エージェン トのアドレスを取得します。指定したスコープの DA アド レスを取得する と、
ユーザエージェン トはそのスコープから応答がな く なるまで同じアド レスを使用し続
けます。 応答がな くなる と、 ユーザエージェン トはそのスコープに対する別の DA アド
レスを取得します。 ユーザエージェン ト は、 指定されたスコープのディ レ ク ト リ エー
ジェン トのアドレスを次の方法で検索します。

1. 現在の要求上のソケッ トハンドルが、 指定したスコープの DA に接続されているか
ど うかをチェ ッ クする (要求がマルチパート要求の場合は、要求に対してキャ ッシュ
された接続がすでに存在している可能性があ り ます )。

2. 指定したスコープと一致している DA の、 既知のローカル DA キャ ッシュをチェ ッ
クする。

3. 指定したスコープでローカル SA に対して DA を確認する （その後キャ ッシュに新
しいアドレスを追加します）。

4. 指定したスコープに一致する DA のネッ ト ワーク設定済みのアドレスを DHCP に問
い合わせる ( その後キャ ッシュに新しいアドレスを追加します )。

5. 既知のポートで DA の検出要求をマルチキャス トする ( その後キャ ッシュに新しい
アドレスを追加します )。

スコープを指定しない場合、 指定スコープは 「デフォル ト 」 にな り ます。 つま り、 SLP
設定ファ イルで静的に定義されたスコープがな く、 クエ リでスコープを指定していない
場合は、 使用されるスコープは 「デフォル ト 」 とい う単語にな り ます。 また、 eDirectory
の登録では eDirectory はス コープを指定しないこ と に注意して く ださい。 つま り、
eDirectory で使用されるスコープは常に 「デフォル ト 」 とい うわけではあ り ません。 ス
コープが静的に設定されている場合、 そのスコープがすべてのローカル UA 要求および
SA 登録に対して、 指定したスコープがない場合のデフォル トのスコープにな り ます。

サービスエージェント

サービスエージェン トの物理形式は、 ホス ト マシン上での個別のプロセスです。 Win32
の場合は、slpd.exe がローカルマシン上のサービス と して実行されます。ユーザエージェ
ン トは、 既知のポート上のループバッ クア ド レスにメ ッセージを送信する こ とによっ
て、 ローカルサービスエージェン ト を問い合わせます。

サービスエージェン トは、潜在 DA アドレスに DA 検出要求を直接送信するこ とによ り、
デ ィ レ ク ト リ エージェ ン ト およびそれがサポー ト する ス コープ リ ス ト を検出して
キャッシュします。 DA 検出要求は、 次の方法で送信されます。

1. 静的に設定されたDAアドレスをすべてチェッ クする (その後SAの既知のDAキャ ッ
シュに新しい DA アドレスを追加します )。

2. DHCP から DA と スコープの リ ス ト を要求する ( その後 SA の既知の DA キャ ッシュ
に新しいリ ス ト を追加します )。

3. 既知のポートで DA の検出要求をマルチキャス トする ( その後 SA の既知の ＤＡ
キャ ッシュに新しいポート を追加します )。

4. DA によって定期的にブロードキャス ト された DA のアドバータイズパケッ ト を受
信する ( その後 SA の既知の ＤＡ キャ ッシュに新しいアドバータイズパケッ ト を追
加します )。
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ユーザエージェン トは常に 初にローカルサービスエージェン トに対して問い合わせ
ます。 ローカルサービスエージェン トの応答によってユーザエージェン トが次の検出段
階を続行するかど うかが決定されるため、 このこ とは重要な点です (DHCP のこのケー
スについては、 565 ページの 「ユーザエージェン ト 」 の手順 3 および 4 を参照してくだ
さい )。 

環境設定パラメータ

%systemroot%/slp.conf ファ イル内の各環境設定パラ メータも、次のよ うにして ＤＡ の検
出を制御します。

net.slp.useScopes = <comma delimited scope list>
net.slp.DAAddresses = <comma delimited address list>
net.slp.passiveDADetection = <“true” or “false”>
net.slp.activeDADetection = <“true” or “false”>
net.slp.DAActiveDiscoveryInterval = <0, 1, or a number of seconds>

useScopes オプシ ョ ンは、 SA のアドバタイズ先のスコープ、 および、 サービスまたはク
ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンで作成された登録またはクエ リに指定したスコープが存
在しない場合に、 クエ リが作成されるスコープを示します。 eDirectory は常にデフォル
トのスコープにアドバタイズし、 問い合わせを行うため、 この リ ス トが eDirectory の登
録およびクエ リのデフォル トのスコープのリ ス トにな り ます。

DAAddresses はコンマで区切られた IP アドレスのリ ス トで、 アドレスは 10 進数と ド ッ
トで表記されます。 このアドレスが他のすべてに対して優先されます。 設定された DA
のこのリ ス トが登録またはクエ リのスコープをサポート しない場合、検出を無効にして
いない限りは、 SA および UA はマルチキャス ト方式で DA を検出します。

passiveDADetection オプシ ョ ンのデフォル トは 「TRUE」 です。ディ レク ト リエージェン
トは、設定に応じて定期的にそれ自体の存在をサブネッ トの既知のポート上にブロード
キャス ト します。 これらのパケッ トは DAAdvert パケッ ト と名付けられます。 このオプ
シ ョ ンに 「FALSE」 を設定した場合、ブロードキャス ト方式のすべての DAAdvert パケッ
トは SA に無視されます。

activeDADetection オプシ ョ ンのデフォル ト も 「TRUE」 です。 この設定によ り、 SA はす
べての DA に対して、指示された DAAdvert パケッ トで応答するよ うに、定期的にブロー
ドキャス ト方式で要求できます。指示されたパケッ トはブロードキャス ト ではあ り ませ
んが、 この要求に対する応答では SA に直接送信されます。 このオプシ ョ ンに 「FALSE」
を設定した場合、 SA は定期的な DA の検出要求をブロードキャス ト しません。

DAActiveDiscoveryInterval オプシ ョ ンは try-state パラ メータです。 デフォル ト値は 1 で
す。 これは、 初期化の際に、 SA が DA の検出要求を 1 回送る設定である こ とを意味す
る特別な値です。 このオプシ ョ ンに 0 を設定する と、 activeDADetection オプシ ョ ンに
「FALSE」 を設定した場合と結果は同じです。 その他の値は、 検出をブロードキャス ト
する間隔を秒数で表します。

このオプシ ョ ンを正し く使用する と、サービスアドバータイズに使用するネッ ト ワーク
帯域幅を適切に設定できます。 ただし、 デフォルト設定は平均的なネッ ト ワークで拡張
性を 適化するよ うに設計されています。
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D Novell eDirectory が DNS を使用する際の動作に
ついて

ク ライアン トがサーバに Novell® eDirectoryTM ツ リーに存在しない完全修飾名
(admin.novell.novell_incなど )の解決を要求する場合、またはツ リー内での名前解決にNovell
iManager for UNIX や eDirectory のインス トールアプリケーシ ョ ンなどのスタンドアロンの
アプリケーシ ョ ンを使用しており、サーバにはまだ接続していない場合、eDirectory はサー
ビスディスカバリプロ ト コルを使用して名前を解決します。サービスディスカバリプロ ト
コルはネッ ト ワークアプリケーシ ョ ンのクラスで、分散コンポーネン ト を使用してネッ ト
ワーク内の必要なサービスを検索して使用できます。

eDirectory は、従来 SAP および SLP を使用してネッ ト ワークサービスを検索し、 アドバ
タイズしてきました。DNS はディ スカバリプロ ト コルと して eDirectory 8.7.1 に追加され
ました。 この追加機能では、 eDirectory が理解していないツ リー名を問い合わせるため
に、 コンピュータは eDirectory のディ スカバリプロ ト コルを使用して、 次の順序で検出
を試みます。 eDirectory がツ リー名を理解しない理由は、 接続しているサーバがツ リー
のコピーを保持していないこ とや、 スタンドアロンのアプ リ ケーシ ョ ンを使用している
こ とによ り ます。 コンピュータは、 スタンドアロンのアプ リ ケーシ ョ ンを実行している
か、 Novell iManager や ConsoleOne® などの JClient アプリ ケーシ ョ ンを実行しているか、
またはサーバである場合があ り ます。

1. ド メ インネームシステム (DNS)
2. SLP (Service Location Protocol)

3. SAP (Service Advertising Protocol)

DNSプロ ト コルを使用する と、eDirectoryは、サーバ名「prod_server4.provo.novell.novell_inc」
など、 渡されたままの名前を使用し、 完全な名前の解決を試みます。 eDirectory はディ ス
カバリ コンピュータの DNS 検索リ ス トにそれぞれの名前を追加し、コンピュータの DNS
サーバにその名前のアドレスが存在するかど うかを調べます。 たとえば、 ディ スカバリ
コンピュータの DNS 検索リ ス トに dev.novell.com および test.novell.com が含まれている場
合、 eDirectory は prod_server4.provo.novell.novell_inc.dev.novell.com および
prod_server4.provo.novell.novell_inc.test.novell.com を検索します。

その後、 eDirectory は渡された名前からコンポーネン ト を切り離します。 たとえば、
prod_server4.provo.novell.novell_inc を解決する場合、eDirectory は provo.novell.novell_inc、
novell.novell_inc、 novell_inc の順に試みます。 eDirectory は、 各々の異なる検索コンテキ
ス トに対して検索を行い、 終的にツ リーのルートの単一コンポーネン トに検索を試み
ます。 ク ラ イアン トは接続が成功するまで各アドレスを試行します。 アドレスの試行に
は、DNS サーバから戻されたレコードの順序を使用します。検出を試みるコンピュータ
が eDirectory 8.7.1 以降を実行している限り、 レプ リ カ リ ング内のサーバがどのコード リ
ビジ ョ ンを実行しても問題あ り ません。

eDirectory ツ リー名は、 ク ラ イアン トが名前解決のために使用する DNS ド メ インの下の
A、 AAAA、 またはサービス (SRV) リ ソースレコードを使用する DNS に加えるこ とをお
勧めします。 A または AAAA レコードを使用する場合、 eDirectory サーバはデフォルト
の 524 ポートで実行する必要があ り ます。 サーバが他のポート を使用する場合は、 SRV
レコードを使用します。
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次のリ ソースレコードのサンプルでは、ツ リー名は novell_inc で DNS 検索コンテキス ト
は provo.novell.com です。

冗長性を維持するため、または複数のホス ト ( レプリカ リ ング内のサーバ ) を A レコード
に指定するためには、 A レコードを 2 つ以上作成します。 eDdirectory は、 それらすべてを
検索します。 A、 AAAA、 および SRV レコードの詳細については、 DNS レコード ソース
(http://www.dns.net/dnsrd/rr.html) を参照してください。

対応するパーティシ ョ ンルート を保持しているものに対して、DNS サーバのレコードエ
ン ト リ を参照する必要はあ り ません。ディ スカバリ コンピュータがツ リーを認識してい
るサーバと通信でき次第、 ツ リー全体を参照して名前を解決できます。 たとえば、 DNS
に novell_inc を設定する場合、 novell_inc ルート を保持するサーバには novell_inc を設定
する必要があ り ません。 必要なのは novell_inc ツ リー内の任意のサーバを参照するこ と
だけです。 これは、 ツ リー内でそのサーバに接続できれば、 そのサーバがツ リー周辺で
ユーザを参照するためです。

レコード 例

A novell_inc.provo.novell.com.IN  A  192.168.1.2

AAAA novell_inc.provo.novell.com.IN  AAAA  4321:0:1:2:3:4:567:89ab

SRV _ldap._tcp.novell_inc.provo.novell.com.SRV  0 0  389 
server1.novell_inc.provo.novell.com      SRV  10 0  389 
server2.novell_inc.provo.novell.com
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